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概要

このドキュメントは、設定オプションを調べるシステム管理者を対象としています。これには、
OpenStack で利用可能な設定オプションのリストが含まれており、自動生成を使用して各プロジェ
クトのコードからのオプションおよび説明を生成します。
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前書き

本書では、Red Hat OpenStack Platform の主要なサービスごとに、設定ファイルで利用可能なオプ
ションを説明します。コンテンツは設定ファイル自体の値に基づいて自動生成され、参照の目的でのみ
提供されます。

警告

設定ファイルを手動で編集することはサポートされていません。すべての設定変更
は、director を介して行う必要があります。Red Hat は、このガイドを技術リファ
レンスとしてのみ提供しています。



前書き
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多様性を受け入れるオープンソースの強化

Red Hat では、コード、ドキュメント、Web プロパティーにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り
組んでいます。まずは、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリ
スト (whitelist) の 4 つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、今後
の複数のリリースで段階的に用語の置き換えを実施して参ります。詳細は、Red Hat CTO である Chris
Wright のメッセージ をご覧ください。

Red Hat OpenStack Platform 17.1 設定の参照
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RED HAT ドキュメントへのフィードバック (英語のみ)
Red Hat ドキュメントに対するご意見をお聞かせください。ドキュメントの改善点があればお知らせく
ださい。

Jira でドキュメントのフィードバックを提供する

ドキュメントに関するフィードバックを提供するには、Create Issue フォームを使用します。Red Hat
OpenStack Platform Jira プロジェクトで Jira Issue が作成され、フィードバックの進行状況を追跡でき
ます。

1. Jira にログインしていることを確認してください。Jira アカウントをお持ちでない場合は、ア
カウントを作成してフィードバックを送信してください。

2. Create Issue をクリックして、Create Issue ページを開きます。

3. Summary フィールドと Description フィールドに入力します。Description フィールドに、ド
キュメントの URL、章またはセクション番号、および問題の詳しい説明を入力します。フォー
ム内の他のフィールドは変更しないでください。

4. Create をクリックします。

RED HAT ドキュメントへのフィードバック (英語のみ)
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第1章 BARBICAN
以下の章では、barbican サービスの設定オプションについて説明します。

1.1. BARBICAN.CONF

このセクションには、/etc/barbican/barbican.conf ファイルのオプションが含まれます。

1.1.1. DEFAULT

以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [DEFAULT] グループで利用可能なオプションの
概要をまとめたものです。

.

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

admin_role = admin 文字列値 認証されたユーザーを管理者として識別するために
使用されるロール。

allow_anonymous_acces
s = False

ブール値 認証されていないユーザーが、読み取り専用の権限
で API にアクセスできるようにします。これは、
ContextMiddleware を使用する場合にのみ適用され
ます。

api_paste_config = api-
paste.ini

文字列値 api サービスの paste.deploy 設定のファイル名

backdoor_port = None 文字列値 eventlet バックドアを有効にします。設定可能な値
は 0、<port>、および <start>:<end> です。ここで、0
はランダムの tcp ポート番号でリッスンします。
<port> は指定されたポート番号でリッスンします (そ
のポートが使用中の場合にはバックドアを有効にし
ません)。また、<start>:<end> は、指定されたポート
番号の範囲で最も小さい未使用のポート番号でリッ
スンします。選択したポートは、サービスのログ
ファイルに表示されます。

backdoor_socket = None 文字列値 指定されたパスを接続を受信できる unix ソケットと
して使用して、eventlet バックドアを有効にしま
す。このオプションは、backdoor_port と相互に排
他的です。したがって、どちらか 1 つだけを指定する
必要があります。両方を指定すると、このオプショ
ンの存在によってそのオプションの使用が上書きさ
れます。パス {pid} の中は、現在のプロセスの PID で
置き換えられます。

client_socket_timeout = 
900

整数値 クライアント接続のソケット操作のタイムアウト。
受信接続がこの秒数の間アイドル状態であると、閉
じられます。0 の値は、永久に待機することを意味
します。

Red Hat OpenStack Platform 17.1 設定の参照
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conn_pool_min_size = 2 整数値 接続有効期限ポリシーのプールサイズ制限

conn_pool_ttl = 1200 整数値 プールのアイドル状態の接続の存続期間 (秒単位)

control_exchange = 
openstack

文字列値 トピックがスコープ設定されるデフォルトの変換。
transport_url オプションで指定した変換名で上書き
できます。

db_auto_create = False ブール値 サービスの起動時に Barbican データベースを作成し
ます。

debug = False ブール値 true に設定すると、ログレベルはデフォルトの INFO
レベルではなく DEBUG に設定されます。

default_limit_paging = 10 整数値 limit ページング URL パラメーターのデフォルトペー
ジサイズ。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

第1章 BARBICAN
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default_log_levels = 
['amqp=WARN'、
'amqplib=WARN'、
'boto=WARN'、
'qpid=WARN'、
'sqlalchemy=WARN'、
'suds=INFO'、
'oslo.messaging=INFO'、
'oslo_messaging=INFO'、
'iso8601=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.connectionpool=WARN'
、
'urllib3.connectionpool=
WARN'、
'websocket=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.util.retry=WARN'、
'urllib3.util.retry=WARN'
、
'keystonemiddleware=WA
RN'、
'routes.middleware=WAR
N'、'stevedore=WARN'、
'taskflow=WARN'、
'keystoneauth=WARN'、
'oslo.cache=INFO'、
'oslo_policy=INFO'、
'dogpile.core.dogpile=INF
O']

リスト値 logger=LEVEL ペアのパッケージロギングレベルのリ
スト。このオプションは、log_config_append が設定
されている場合は無視されます。

executor_thread_pool_siz
e = 64

整数値 エグゼキューターがスレッディングまたはイベント
レットの場合のエグゼキュータースレッドプールの
サイズ。

fatal_deprecations = 
False

ブール値 非推奨の致命的なステータスを有効または無効にし
ます。

host_href = 
http://localhost:9311

文字列値 HATEOAS 形式の参照に使用するホスト名。注記: 通
常これは、クライアントがこのサービスへの返信に
使用する負荷分散エンドポイントになります。デプ
ロイメントが wsgi 要求からホストを派生する場合
は、これを空白のままにします。空白は、デフォル
トの設定値 http://localhost:9311を上書きするため
に必要です。

instance_format = [instance: %
(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンスの形式。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

Red Hat OpenStack Platform 17.1 設定の参照
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instance_uuid_format =
[instance: %(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンス UUID の形
式。

log-config-append = None 文字列値 ロギング設定ファイルの名前。このファイルは、既
存のロギング設定ファイルに追加されます。ロギン
グ設定ファイルの詳細は、Python のロギングモ
ジュールのドキュメントを参照してください。ロギ
ング設定ファイルを使用すると、すべてのロギング
設定が設定ファイルで設定され、その他のロギング
設定オプションは無視されます (例:log-date-
format)。

log-date-format = %Y-%m-
%d %H:%M:%S

文字列値 ログレコードの %%(asctime)s のフォーマット文字列
を定義します。デフォルト:%(default)sこのオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

log-dir = None 文字列値 (オプション)log_file の相対パスに使用されるベース
ディレクトリー。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log-file = None 文字列値 (オプション) ロギング出力を送信するログファイル
の名前。デフォルトが設定されていない場合、ロギ
ングは use_stderr で定義されているように stderr に
送信されます。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log_rotate_interval = 1 整数値 ログファイルがローテーションされるまでの時間。
このオプションは、log_rotation_type が interval に
設定されていない限り無視されます。

log_rotate_interval_type = 
days

文字列値 ローテーション間隔の種別。次のローテーションを
スケジューリングする際に、最後のファイル変更の
時刻 (またはサービスの起動時刻) が使用されます。

log_rotation_type = none 文字列値 ログローテーションの種別。

logging_context_format_
string = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[%(request_id)s %
(user_identity)s] %
(instance)s%(message)s

文字列値 コンテキスト付きログメッセージに使用するフォー
マット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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logging_debug_format_s
uffix = %(funcName)s %
(pathname)s:%(lineno)d

文字列値 メッセージのロギングレベルが DEBUG の場合にロ
グメッセージに追加する追加のデータ。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_default_format_s
tring = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[-] %(instance)s%
(message)s

文字列値 コンテキストが定義されていない場合に、ログメッ
セージに使用するフォーマット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_exception_prefix 
= %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
ERROR %(name)s %
(instance)s

文字列値 この形式で、例外出力の各行の前に接頭辞が付けら
れます。oslo_log.formatters.ContextFormatter によ
り使用されます。

logging_user_identity_for
mat = %(user)s %
(tenant)s %(domain)s %
(user_domain)s %
(project_domain)s

文字列値 logging_context_format_string で使用される %
(user_identity)s のフォーマット文字列を定義しま
す。oslo_log.formatters.ContextFormatter により使
用されます。

max_allowed_request_siz
e_in_bytes = 25000

整数値 barbican-api に対する最大許容 http 要求サイズ。

max_allowed_secret_in_b
ytes = 20000

整数値 シークレットの最大許容サイズ (バイト単位)。

max_header_line = 16384 整数値 許可されるメッセージヘッダー行の最大サイズ。
max_header_line は、大きなトークンを使用する際に
増やす必要がある場合があります (特に、keystone
が大きなサービスカタログの PKI トークンを使用す
るように設定された場合に生成されるトークン)。

max_limit_paging = 100 整数値 limit ページング URL パラメーターの最大ページサイ
ズ。

max_logfile_count = 30 整数値 ローテーションされたログファイルの最大数。

max_logfile_size_mb = 
200

整数値 ログファイルの最大サイズ (MB 単位)。
log_rotation_type が size に設定されていない場合
は、このオプションは無視されます。

publish_errors = False ブール値 エラーイベントの公開を有効または無効にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rate_limit_burst = 0 整数値 rate_limit_interval ごとのログ記録されたメッセージ
の最大数。

rate_limit_except_level = 
CRITICAL

文字列値 レート制限で使用されるログレベル名:CRITICAL、
ERROR、INFO、WARNING、DEBUG または空の文
字列。rate_limit_except_level 以上のレベルのログは
フィルターされません。空の文字列は、すべてのレ
ベルがフィルターされることを意味します。

rate_limit_interval = 0 整数値 ログのレート制限の間隔 (秒数)。

rpc_conn_pool_size = 30 整数値 RPC 接続プールのサイズ。

rpc_ping_enabled = False ブール値 ping 呼び出しに応答するエンドポイントを追加しま
す。エンドポイントの名前は oslo_rpc_server_ping
です。

rpc_response_timeout = 
60

整数値 呼び出しからの応答を待つ秒数。

run_external_periodic_ta
sks = True

ブール値 一部の定期的なタスクは個別のプロセスで実行でき
ます。ここで実行すべきですか ?

sql_connection = 
sqlite:///barbican.sqlite

文字列値 参照実装レジストリーサーバーの sqlalchemy 接続文
字列。いずれかの有効な SQLAlchemy 接続文字列で
あれば問題ありませ
ん。http://www.sqlalchemy.org/docs/05/reference/
sqlalchemy/connections.html#sqlalchemy.create_en
gine を参照してください。注記: 絶対アドレスの場合
は、sqlite: の後に //// スラッシュを使用します。

sql_idle_timeout = 3600 整数値 SQLAlchemy がデータベースへの接続を再確立する
までの時間 (秒単位)。MySQL は、デフォルトの 8 時
間の wait_timeout を使用し、その後アイドル状態
の接続を破棄します。これにより、MySQL Gone
Away 例外が生じる可能性があります。その場合に
は、この値を下げて、MySQL が接続を切断する前に
SQLAlchemy が再接続できるようにすることができ
ます。

sql_max_retries = 60 整数値 起動時のデータベース接続の最大再試行数。再試行
回数を無限に指定するには -1 に設定します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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sql_pool_class = 
QueuePool

文字列値 sqlalchemy.pool モジュールからインポートされたク
ラスを受け入れ、プール構築の詳細を処理します。
コメントアウトされている場合、SQLAlchemy は
データベースダイアレクトに基づいて選択します。
その他のオプションは QueuePool(SQLAlchemy が
管理する接続の場合) および NullPool(接続の
SQLAlchemy 管理が無効な場合) です。詳細
は、http://docs.sqlalchemy.org/en/latest/core/pooli
ng.html を参照してください。

sql_pool_logging = False ブール値 指定した場合に SQLAlchemy プール関連のデバッグ
出力をログ (DEBUG ログレベル出力を設定) に表示
します。

sql_pool_max_overflow = 
10

整数値 SQLAlchemy が使用するプールの最大オーバーフ
ローサイズ。チェックアウトされた接続の数が
sql_pool_size で設定されているサイズに達すると、
この制限まで追加の接続が返されます。続いて、
プールで許可される同時接続の合計数は
sql_pool_size + sql_pool_max_overflow になります。
オーバーフロー制限がないことを示すために -1 に設
定すると、同時接続の合計数には制限が設けられま
せん。SQLAlchemy がデフォルトを選択するのを許
可するには、コメントアウトします。

sql_pool_size = 5 整数値 SQLAlchemy によって使用されるプールのサイズ。
これは、プールに永続的に保存される接続の最大数
です。0 に設定すると、サイズ制限なしを指定でき
ます。プールを無効にするには、代わりに
sql_pool_class を指定して NullPool を使用します。
SQLAlchemy がデフォルトを選択するのを許可する
には、コメントアウトします。

sql_retry_interval = 1 整数値 SQL 接続を開く再試行の間隔。

syslog-log-facility = 
LOG_USER

文字列値 ログ行を受け取る syslog ファシリティー。このオプ
ションは、log_config_append が設定されている場合
は無視されます。

tcp_keepidle = 600 整数値 各サーバーソケットの TCP_KEEPIDLE の値を設定し
ます (秒単位)。OS X では対応していません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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transport_url = rabbit:// 文字列値 メッセージングバックエンドに接続するためのネッ
トワークアドレスおよびオプションのユーザー認証
情報 (URL 形式)。想定される形式は次のとおりで
す。

driver://[user:pass@]host:port[,
[userN:passN@]hostN:portN]/virtual_host?query

例:rabbit://rabbitmq:password@127.0.0.1:5672//

URL のフィールドの詳細
は、https://docs.openstack.org/oslo.messaging/late
st/reference/transport.html で
oslo_messaging.TransportURL のドキュメントを参
照してください。

use-journal = False ブール値 ロギング用の journald を有効にします。systemd 環
境で実行している場合は、ジャーナルサポートを有
効にしたい場合があります。その場合、ログメッ
セージに加えて構造化されたメタデータが含まれる
journal ネイティブプロトコルが使用されます。この
オプションは、log_config_append が設定されている
場合は無視されます。

use-json = False ブール値 ロギングに JSON 形式を使用します。このオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

use-syslog = False ブール値 ロギングに syslog を使用します。既存の syslog 形式
は非推奨であり、後に RFC5424 に従うように変更
されます。このオプションは、log_config_append が
設定されている場合は無視されます。

use_eventlog = False ブール値 出力を Windows イベントログに記録します。

use_stderr = False ブール値 出力を標準エラーに記録します。このオプション
は、log_config_append が設定されている場合は無視
されます。

watch-log-file = False ブール値 ファイルシステムを監視するように設計されたログ
ハンドラーを使用します。ログファイルが移動また
は削除されると、このハンドラーは、指定されたパ
スで新しいログファイルを即時に開きます。これ
は、log_file オプションを指定し、Linux プラット
フォームが使用される場合にのみ有効です。このオ
プションは、log_config_append が設定されている場
合は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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wsgi_default_pool_size = 
100

整数値 wsgi で使用される greenthread のプールのサイズ

wsgi_keep_alive = True ブール値 False の場合は、クライアントのソケット接続を明示
的に閉じます。

wsgi_log_format = %
(client_ip)s "%
(request_line)s" status: %
(status_code)s len: %
(body_length)s time: %
(wall_seconds).7f

文字列値 ログ行を生成するためにテンプレートとして使用さ
れる Python 形式の文字列。client_ip、date_time、
request_line、status_code、body_length、
wall_seconds をこの形式にフォーマットできます。

wsgi_server_debug = 
False

ブール値 サーバーが 500 エラーで例外トレースバックをクラ
イアントに送信する必要がある場合は true。False の
場合、サーバーは空の本文で応答します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

1.1.2. certificate

以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [certificate] グループで利用可能なオプションの
概要をまとめたものです。

表1.1 certificate

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enabled_certificate_plugi
ns = ['simple_certificate']

多値 読み込む証明書プラグインのリスト。

namespace = 
barbican.certificate.plugi
n

文字列値 プラグインを検索する拡張名前空間。

1.1.3. certificate_event

以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [certificate_event] グループで利用可能なオプ
ションの概要をまとめたものです。

表1.2 certificate_event
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enabled_certificate_event
_plugins = 
['simple_certificate_event'
]

多値 読み込む証明書プラグインのリスト。

namespace = 
barbican.certificate.event.
plugin

文字列値 イベントプラグインを検索する拡張名前空間。

1.1.4. cors

以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [cors] グループで利用可能なオプションの概要
をまとめたものです。

表1.3 cors

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

allow_credentials = True ブール値 実際の要求にユーザーの認証情報を含めることがで
きることを示します。

allow_headers = ['X-Auth-
Token'、'X-Openstack-
Request-Id'、'X-Project-
Id'、'X-Identity-Status'、
'X-User-Id'、'X-Storage-
Token'、'X-Domain-Id'、
'X-User-Domain-Id'、'X-
Project-Domain-Id'、'X-
Roles']

リスト値 実際の要求時に使用されるヘッダーフィールド名を
示します。

allow_methods = ['GET'、
'PUT'、'POST'、
'DELETE'、'PATCH']

リスト値 実際の要求時に使用できるメソッドを示します。

allowed_origin = None リスト値 このリソースがリクエストの origin"ヘッダーで受信
したドメインと共有されるかどうかを示します。形
式:"<protocol>://<host>[:<port>]" (行末のスラッシュ
なし)例:https://horizon.example.com
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expose_headers = ['X-
Auth-Token'、'X-
Openstack-Request-Id'、
'X-Project-Id'、'X-Identity-
Status'、'X-User-Id'、'X-
Storage-Token'、'X-
Domain-Id'、'X-User-
Domain-Id'、'X-Project-
Domain-Id'、'X-Roles']

リスト値 API に安全に公開できるヘッダーを示します。デ
フォルトは HTTP Simple ヘッダーです。

max_age = 3600 整数値 CORS プリフライトリクエストの最大キャッシュ期
間。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

1.1.5. crypto

以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [crypto] グループで利用可能なオプションの概
要をまとめたものです。

表1.4 crypto

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enabled_crypto_plugins = 
['simple_crypto']

多値 読み込む crypto プラグインのリスト。

namespace = 
barbican.crypto.plugin

文字列値 プラグインを検索する拡張名前空間。

1.1.6. dogtag_plugin

以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [dogtag_plugin] グループで利用可能なオプ
ションの概要をまとめたものです。

表1.5 dogtag_plugin

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auto_approved_profiles = 
caServerCert

文字列値 自動承認された登録プロファイルのリスト

ca_expiration_time = 1 整数値 CA エントリーの有効期限が切れる日数

dogtag_host = localhost 文字列値 Dogtag インスタンスのホスト名

dogtag_port = 8443 ポート値 Dogtag インスタンスのポート
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nss_db_path = 
/etc/barbican/alias

文字列値 NSS 証明書データベースへのパス

nss_password = None 文字列値 NSS 証明書データベースのパスワード

pem_path = 
/etc/barbican/kra_admin_
cert.pem

文字列値 認証用 PEM ファイルへのパス

plugin_name = Dogtag 
KRA

文字列値 ユーザーフレンドリーなプラグイン名

plugin_working_dir = 
/etc/barbican/dogtag

文字列値 Dogtag プラグイン用の作業ディレクトリー

retries = 3 整数値 シークレットの保存または生成時の再試行回数

simple_cmc_profile = 
caOtherCert

文字列値 単純な CMC 要求のプロファイル

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

1.1.7. keystone_authtoken

以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [keystone_authtoken] グループで利用可能なオ
プションの概要をまとめたものです。

表1.6 keystone_authtoken

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth_section = None 文字列値 プラグイン固有のオプションを読み込む config セク
ション

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ
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auth_uri = None 文字列値 パブリックの Identity API エンドポイントを完了しま
す。このエンドポイントは、すべてのエンドユー
ザーがアクセスできる必要があるため、"admin" エン
ドポイントにすることはできません。認証されてい
ないクライアントは、認証のためにこのエンドポイ
ントにリダイレクトされます。このエンドポイント
にはバージョンを指定しないことが理想的ですが、
ワイルドカードでのクライアントのサポートは異な
ります。バージョン指定された v2 エンドポイントを
使用している場合、通常エンドユーザーがそのエン
ドポイントに到達できない可能性があるため、これ
はサービスユーザーがトークンを検証するために使
用するエンドポイントにすることはできません。こ
のオプションは www_authenticate_uri が優先される
ため非推奨となり、S リリースで削除される予定で
す。非推奨:Queens 以降

*理由:* auth_uri オプションは www_authenticate_uri
が優先されるため非推奨となり、S リリースで削除
される予定です。

auth_version = None 文字列値 Identity API エンドポイントの API バージョン。

cache = None 文字列値 Swift キャッシュオブジェクトが保存される環境キー
を要求します。auth_token ミドルウェアを Swift
キャッシュと共にデプロイする場合は、このオプ
ションを使用して、ミドルウェアが swift とキャッシ
ングバックエンドを共有するようにします。それ以
外の場合は、代わりに memcached_servers オプ
ションを使用します。

cafile = None 文字列値 HTTPs 接続の検証時に使用する PEM でエンコード
された認証局。デフォルトはシステム CA です。

certfile = None 文字列値 ID サーバーでクライアント証明書が必要な場合に必
要です。

delay_auth_decision = 
False

ブール値 ミドルウェア内の認可要求を処理せず、承認の決定
をダウンストリームの WSGI コンポーネントに委譲
します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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enforce_token_bind = 
permissive

文字列値 トークンバインディングの使用および種別を制御す
るために使用されます。トークンバインディングの
チェックを無効するには、"disabled"に設定します。
バインドタイプがサーバーの認識する形式の場合に
はバインディング情報を検証し、そうでない場合に
は無視するには、"permissive"(デフォルト) に設定し
ます。"strict"は"permissive"と類似していますが、バ
インドタイプが不明な場合にはトークンが拒否され
ます。"required"の場合は、いずれかの形式のトーク
ンバインディングが必要です。最後に、トークンに
指定する必要のあるバインディングメソッドの名
前。

http_connect_timeout = 
None

整数値 Identity API サーバーと通信する際の要求タイムアウ
ト値。

http_request_max_retries 
= 3

整数値 Identity API サーバーと通信する際に再接続を試行す
る回数。

include_service_catalog = 
True

ブール値 (オプション)X-Service-Catalog ヘッダーを設定する
かどうかを示します。False の場合、ミドルウェアは
トークンの検証時にサービスカタログを要求せず、
X-Service-Catalog ヘッダーを設定しません。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

interface = internal 文字列値 Identity API エンドポイントに使用するインターフェ
イス。有効な値は、"public"、"internal" (デフォル
ト)、または "admin" です。

keyfile = None 文字列値 ID サーバーでクライアント証明書が必要な場合に必
要です。

memcache_pool_conn_g
et_timeout = 10

整数値 (オプション) プールから memcached クライアント
接続を取得するまで操作が待機する秒数。

memcache_pool_dead_re
try = 300

整数値 (オプション)memcached サーバーが停止していると
みなされる秒数。この秒数が経過すると再試行され
ます。

memcache_pool_maxsize 
= 10

整数値 (オプション) すべての memcached サーバーへの
オープン接続の最大合計数。

memcache_pool_socket_
timeout = 3

整数値 (オプション)memcached サーバーと通信する際のソ
ケットのタイムアウト (秒単位)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

第1章 BARBICAN

19



memcache_pool_unused
_timeout = 60

整数値 (オプション)memcached への接続がプール内で未使
用の状態を維持する秒数。この秒数が経過すると終
了されます。

memcache_secret_key = 
None

文字列値 (オプション、memcache_security_strategy が定義さ
れている場合には必須) この文字列は鍵の導出に使用
されます。

memcache_security_strat
egy = None

文字列値 (オプション) 定義されている場合は、トークンデー
タを認証、または認証して暗号化する必要があるか
どうかを示します。MAC の場合、キャッシュでトー
クンデータが認証されます (HMAC を使用)。
ENCRYPT の場合、キャッシュでトークンデータが
暗号化され、認証されます。値がこれらのオプショ
ンのいずれでもない場合や空の場合には、
auth_token は初期化時に例外を発生させます。

memcache_use_advance
d_pool = False

ブール値 (オプション) 高度な (eventlet に対して安全な)
memcached クライアントプールを使用します。高度
なプールは python 2.x でのみ動作します。

memcached_servers = 
None

リスト値 オプションで、キャッシュに使用する memcached
サーバーのリストを指定します。未定義のままの場
合、トークンは代わりに処理中にキャッシュされま
す。

region_name = None 文字列値 アイデンティティーサーバーがあるリージョン。

service_token_roles = 
['service']

リスト値 サービストークンに存在する必要があるロールの選
択。サービストークンは、期限切れのトークンを使
用できることを要求できるため、このチェックでは
実際のサービスのみがこのトークンを送信するよう
に厳密に制御する必要があります。ここでのロール
は ANY チェックとして適用されるため、このリスト
のロールはすべて存在している必要があります。後
方互換性の理由から、現在 allow_expired チェックに
のみ影響します。

service_token_roles_requ
ired = False

ブール値 後方互換性の理由から、service_token_roles チェッ
クを有効としてパスしない有効なサービストークン
をパスさせる必要があります。これを true に設定す
ることが今後のリリースでデフォルトとなり、可能
な場合は有効にされる必要があります。

service_type = None 文字列値 サービスカタログに表示されるサービスの名前また
は種別。これは、制限されたアクセスルールがある
トークンを検証するために使用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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token_cache_time = 300 整数値 トークンの検証に過剰な時間を費やすのを防ぐため
に、ミドルウェアは、設定可能な期間 (秒単位) 中は
以前に見たトークンをキャシュします。キャッシュ
を完全に無効にするには -1 に設定します。

www_authenticate_uri = 
None

文字列値 パブリックの Identity API エンドポイントを完了しま
す。このエンドポイントは、すべてのエンドユー
ザーがアクセスできる必要があるため、"admin" エン
ドポイントにすることはできません。認証されてい
ないクライアントは、認証のためにこのエンドポイ
ントにリダイレクトされます。このエンドポイント
にはバージョンを指定しないことが理想的ですが、
ワイルドカードでのクライアントのサポートは異な
ります。バージョン指定された v2 エンドポイントを
使用している場合、通常エンドユーザーがそのエン
ドポイントに到達できない可能性があるため、これ
はサービスユーザーがトークンを検証するために使
用するエンドポイントにすることはできません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

1.1.8. keystone_notifications

以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [keystone_notifications] グループで利用可能な
オプションの概要をまとめたものです。

表1.7 keystone_notifications

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

allow_requeue = False ブール値 true は、通知処理エラーが発生した場合に再度
キューに入れる機能を有効にします。この機能は、
基礎となるトランスポートがこの機能をサポートし
ている場合にのみ有効にします。

control_exchange = 
keystone

文字列値 トピックがスコープ設定されるデフォルトの変換。
transport_url オプションで指定した変換名で上書き
できます。

enable = False ブール値 true は keystone 通知リスナー機能を有効にします。
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pool_name = None 文字列値 通知リスナーのプール名。これを固有の値に設定す
ると、バービカン通知リスナーは、同じトピックを
リッスンしている他のサービスに干渉することな
く、トピックからすべてのメッセージの独自のコ
ピーを受信できます。この機能は、一部の
oslo.messaging バックエンド (特に rabbitmq) でのみ
サポートされており、これらのバックエンドでは、
barbican の個別の通知トピックの代わりに使用する
ことを推奨します。

thread_pool_size = 10 整数値 通知サーバー処理機能に使用する最大スレッド数を
定義します。

topic = notifications 文字列値 Keystone 通知キューのトピック名。この名前は、
Keystone デプロイメントの notification_topics 設定
(例:notification_topics =notifications) に記載されて
いる値のいずれかに一致させる必要があります。
barbican_notificationsMultiple サーバーはトピックを
リッスンし、メッセージがラウンドロビン方式でい
ずれかのサーバーにディスパッチされます。すべて
の Keystone 通知を受け取るように Barbican サービ
スが専用の通知キューを持つ必要があるのはこのた
めです。あるいは、選択した oslo.messaging バック
エンドがリスナーのプール (rabbitmq など) をサポー
トしている場合は、デフォルト以外の pool_name オ
プションを設定することを推奨します。

version = 1.0 文字列値 通知を介して呼び出されるタスクのバージョン

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

1.1.9. kmip_plugin

以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [kmip_plugin] グループで利用可能なオプショ
ンの概要をまとめたものです。

表1.8 kmip_plugin

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_certs = None 文字列値 連結された認証局証明書へのファイルパス

certfile = None 文字列値 ローカルクライアント証明書へのファイルパス

host = localhost 文字列値 KMIP サーバーのアドレス

keyfile = None 文字列値 ローカルクライアント証明書のキーファイルへの
ファイルパス
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password = None 文字列値 KMIP サーバーとの認証のためのパスワード

pkcs1_only = False ブール値 非対称鍵の PKCS#1 エンコーディングのみに対応

plugin_name = KMIP HSM 文字列値 ユーザーフレンドリーなプラグイン名

port = 5696 ポート値 KMIP サーバーのポート

ssl_version = 
PROTOCOL_TLSv1_2

文字列値 SSL バージョン。モジュール ssl の定数にマッピング
します。

username = None 文字列値 KMIP サーバーとの認証のためのユーザー名

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

1.1.10. oslo_messaging_amqp

以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [oslo_messaging_amqp] グループで利用可能
なオプションの概要をまとめたものです。

表1.9 oslo_messaging_amqp

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

addressing_mode = 
dynamic

文字列値 ドライバーが使用するアドレスモードを示します。
許可される値:legacy - レガシーのルーティング不可
能なアドレス指定を使用します。routable - ルー
ティング可能なアドレスを使用します。dynamic -
メッセージバスがルーティングをサポートしていな
い場合はレガシーのアドレスを使用します。それ以
外の場合は、ルーティング可能なアドレスを使用し
ます。

anycast_address = 
anycast

文字列値 コンシューマーのグループに送信する際に、アドレ
ス接頭辞に追加されます。コンシューマー間でラウ
ンドロビン方式で配信される必要のあるメッセージ
を特定するために、メッセージバスで使用されま
す。

broadcast_prefix = 
broadcast

文字列値 すべてのサーバーにブロードキャストする場合に使
用されるアドレス接頭辞

connection_retry_backoff 
= 2

整数値 フェイルオーバーの試みに失敗するたびに、
connection_retry_interval をこの秒数だけ増やしま
す。
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connection_retry_interval 
= 1

整数値 再接続を試みる前に一時停止する秒数。

connection_retry_interval
_max = 30

整数値 connection_retry_interval +
connection_retry_backoff の上限

container_name = None 文字列値 AMQP コンテナーの名前。グローバルで一意でなけ
ればなりません。デフォルトは、生成された UUID
です。

default_notification_exch
ange = None

文字列値 通知アドレスで使用される変換名。エクスチェンジ
名の解決の優先順位:Target.exchange、他に設定さ
れている場合は default_notification_exchange、他に
設定されている場合は control_exchange、他に設定
されている場合は notify

default_notify_timeout = 
30

整数値 送信された通知メッセージ配信の期限。呼び出し元
がタイムアウトを明示的に指定しない場合にのみ使
用されます。

default_reply_retry = 0 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で失敗した返信メッ
セージを再送信する最大試行回数。

default_reply_timeout = 
30

整数値 rpc 返信メッセージ配信の期限。

default_rpc_exchange = 
None

文字列値 RPC アドレスで使用される変換名。エクスチェンジ
名の解決の優先順位:Target.exchange、他に設定さ
れている場合は default_rpc_exchange、他に設定さ
れている場合は control_exchange、他に設定されて
いる場合は rpc

default_send_timeout = 
30

整数値 rpc キャストまたは呼び出しメッセージ配信の期限。
呼び出し元がタイムアウトを明示的に指定しない場
合にのみ使用されます。

default_sender_link_time
out = 600

整数値 アイドル状態の送信者リンクのパージをスケジュー
ルする時間。期限切れ後にリンクの割り当てを解除
します。

group_request_prefix = 
unicast

文字列値 グループの任意のサーバーに送信する際のアドレス
接頭辞

idle_timeout = 0 整数値 非アクティブな接続のタイムアウト (秒単位)

link_retry_delay = 10 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で失敗した AMQP 1.0
リンクの再接続間に一時停止する時間。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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multicast_address = 
multicast

文字列値 ファンアウトメッセージを送信するときにアドレス
接頭辞に追加されます。ファンアウトメッセージを
識別するためにメッセージバスによって使用されま
す。

notify_address_prefix = 
openstack.org/om/notify

文字列値 すべての生成される通知アドレスのアドレス接頭辞

notify_server_credit = 100 整数値 受信通知メッセージのウィンドウサイズ

pre_settled = ['rpc-cast', 
'rpc-reply']

多値 このタイプのメッセージを事前処置状態で送信しま
す。事前処置されたメッセージは、ピアから確認応
答を受信しません。注記: 事前処置されたメッセージ
は、配信に失敗した場合に警告なしに破棄される可
能性があります。許可される値:rpc-call - RPC 呼び
出しを事前処置状態で送信します。rpc-reply- RPC
返信を事前処置状態で送信します。rpc-cast - RPC
キャストを事前処置状態で送信します。notify - 通知
を事前処置状態で送信します。

pseudo_vhost = True ブール値 仮想ホスト (qpidd など) をネイティブにサポートし
ていないメッセージバスの仮想ホストサポートを有
効にします。true に設定すると、仮想ホスト名はす
べてのメッセージバスアドレスに追加され、結果と
して仮想ホストごとにプライベート サブネット を作
成します。メッセージバスが仮想ホストの名前とし
て AMQP 1.0 オープン遂行動詞の hostname フィー
ルドを使用して仮想ホストをサポートする場合は
False に設定します。

reply_link_credit = 200 整数値 受信する RPC 返信メッセージのウィンドウサイズ。

rpc_address_prefix = 
openstack.org/om/rpc

文字列値 すべての生成される RPC アドレスのアドレス接頭辞

rpc_server_credit = 100 整数値 受信する RPC リクエストメッセージのウィンドウサ
イズ。

`sasl_config_dir = ` 文字列値 SASL 設定が含まれるディレクトリーへのパス

`sasl_config_name = ` 文字列値 設定ファイルの名前 (.conf 接尾辞なし)

`sasl_default_realm = ` 文字列値 ユーザー名にレルムが存在しない場合に使用する
SASL レルム

`sasl_mechanisms = ` 文字列値 許可される SASL メカニズムのスペース区切りリス
ト

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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server_request_prefix = 
exclusive

文字列値 特定のサーバーに送信する時に使用するアドレス接
頭辞

ssl = False ブール値 SSL 経由で接続を試みます。その他の ssl 関連のパラ
メーターが指定されていない場合、システムの CA
バンドルを使用してサーバーの証明書を検証しま
す。

`ssl_ca_file = ` 文字列値 サーバーの証明書の検証に使用する CA 証明書 PEM
ファイル

`ssl_cert_file = ` 文字列値 クライアント認証用の自己識別証明書 PEM ファイル

`ssl_key_file = ` 文字列値 ssl_cert_file 証明書の署名に使用される秘密鍵 PEM
ファイル (オプション)

ssl_key_password = 
None

文字列値 ssl_key_file を復号するためのパスワード (暗号化され
ている場合)

ssl_verify_vhost = False ブール値 デフォルトでは、SSL は、サーバーの証明書の名前
が transport_url のホスト名と一致することを確認し
ます。設定によっては、代わりに仮想ホスト名を使
用することが望ましい場合があります。たとえば、
サーバーが Server Name Indication TLS 拡張
(rfc6066) を使用して、仮想ホストごとの証明書を提
供する場合などです。サーバーの SSL 証明書が DNS
名ではなく仮想ホスト名を使用する場合は、
ssl_verify_vhost を True に設定します。

trace = False ブール値 デバッグ: AMQP フレームを標準出力 (stdout) にダ
ンプします。

unicast_address = 
unicast

文字列値 特定の RPC/通知サーバーに送信する際に、アドレス
接頭辞に追加されます。単一の送信先に送信された
メッセージを識別するためにメッセージバスによっ
て使用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

1.1.11. oslo_messaging_kafka

以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [oslo_messaging_kafka] グループで利用可能
なオプションの概要をまとめたものです。

表1.10 oslo_messaging_kafka
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

compression_codec = 
none

文字列値 プロデューサーによって生成されたすべてのデータ
の圧縮コーデック。設定されていない場合、圧縮は
使用されません。この設定に許可される値は、kafka
バージョンに依存することに注意してください。

conn_pool_min_size = 2 整数値 接続有効期限ポリシーのプールサイズ制限

conn_pool_ttl = 1200 整数値 プールのアイドル状態の接続の存続期間 (秒単位)

consumer_group = 
oslo_messaging_consum
er

文字列値 Kafka コンシューマーのグループ ID。あるグループ
のコンシューマーは、メッセージ消費を調整しま
す。

enable_auto_commit = 
False

ブール値 非同期コンシューマーコミットを有効にします。

kafka_consumer_timeout 
= 1.0

浮動小数点の値 Kafka コンシューマーのデフォルトタイムアウト

kafka_max_fetch_bytes = 
1048576

整数値 Kafka コンシューマーの最大フェッチバイト

max_poll_records = 500 整数値 ポーリング呼び出しで返されるレコードの最大数

pool_size = 10 整数値 Kafka コンシューマーのプールサイズ

producer_batch_size = 
16384

整数値 プロデューサーの非同期送信のバッチサイズ

producer_batch_timeout 
= 0.0

浮動小数点の値 KafkaProducer バッチ処理の遅延の上限 (秒単位)

sasl_mechanism = PLAIN 文字列値 セキュリティープロトコルが SASL である際のメカ
ニズム

security_protocol = 
PLAINTEXT

文字列値 ブローカーとの通信に使用されるプロトコル

`ssl_cafile = ` 文字列値 サーバーの証明書の検証に使用する CA 証明書 PEM
ファイル

`ssl_client_cert_file = ` 文字列値 認証に使用されるクライアント証明書の PEM ファイ
ル。
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`ssl_client_key_file = ` 文字列値 認証に使用されるクライアントキーの PEM ファイ
ル。

`ssl_client_key_password = ` 文字列値 認証に使用されるクライアントキーパスワードファ
イル。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

1.1.12. oslo_messaging_notifications

以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [oslo_messaging_notifications] グループで利
用可能なオプションの概要をまとめたものです。

表1.11 oslo_messaging_notifications

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

driver = [] 多値 通知の送信を処理するドライバー。使用できる値は
messaging、messagingv2、routing、log、test、
noop です。

retry = -1 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で配信に失敗した通
知メッセージを再送信する最大試行回数。0 - 再試行
なし、-1 - 無限回

topics = ['notifications'] リスト値 OpenStack の通知に使用する AMQP トピック。

transport_url = None 文字列値 通知に使用するメッセージングドライバーを表す
URL。設定されていない場合は、RPC に使用される
ものと同じ設定にフォールバックします。

1.1.13. oslo_messaging_rabbit

以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [oslo_messaging_rabbit] グループで利用可能
なオプションの概要をまとめたものです。

表1.12 oslo_messaging_rabbit

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

amqp_auto_delete = False ブール値 AMQP の自動削除キュー。

amqp_durable_queues = 
False

ブール値 AMQP で永続キューを使用します。
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direct_mandatory_flag = 
True

ブール値 (非推奨) ダイレクト送信のための RabbitMQ 必須フ
ラグを有効/無効にします。直接送信は応答として使
用されるため、クライアントキューが存在しない場
合には MessageUndeliverable 例外が発生します。
MessageUndeliverable 例外はタイムアウトをループ
して、送信者が回復する可能性が高くなります。こ
のフラグは非推奨になり、この機能を非アクティブ
化することはできません。

enable_cancel_on_failove
r = False

ブール値 x-cancel-on-ha-failover フラグを有効にして、
rabbitmq サーバーがキューが停止しているときにコ
ンシューマーをキャンセルし、通知できるようにし
ます。

heartbeat_in_pthread = 
False

ブール値 デフォルトでは、ネイティブ Python スレッドを介し
てヘルスチェックハートビートスレッドを実行しま
す。このオプションが False の場合、ヘルスチェッ
クハートビートは親プロセスから実行モデルを継承
します。たとえば、親プロセスが eventlet/greenlet
を使用して stdlib にモンキーパッチを適用した場
合、ハートビートはグリーンスレッドを介して実行
されます。This option should be set to True only for
the wsgi services.

heartbeat_rate = 2 整数値 heartbeat_timeout_threshold 中、ハートビートを確
認する回数。

heartbeat_timeout_thresh
old = 60

整数値 ハートビートの keep-alive が失敗した場合に Rabbit
ブローカーがダウンとみなされるまでの秒数 (0 は
ハートビートを無効にします)。

kombu_compression = 
None

文字列値 実験的用途: 許容値は gzip、bz2 です。設定されてい
ない場合、圧縮は使用されません。このオプション
は、今後のバージョンで利用できない可能性があり
ます。

kombu_failover_strategy 
= round-robin

文字列値 現在接続しているノードが利用できなくなった場合
に、次の RabbitMQ ノードを選択する方法を指定し
ます。設定で複数の RabbitMQ ノードが指定される
場合に限り有効になります。

kombu_missing_consum
er_retry_timeout = 60

整数値 応答のないクライアントが応答を送信するのを待つ
時間。この時間が経過すると無視します。この値は
rpc_response_timeout より長くすることはできませ
ん。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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kombu_reconnect_delay 
= 1.0

浮動小数点の値 AMQP コンシューマーの取り消し通知への応答で、
再接続するまでの待機時間。

rabbit_ha_queues = False ブール値 RabbitMQ (x-ha-policy: all) の HA キューの使用を試
みます。このオプションを変更する場合は、
RabbitMQ データベースを消去する必要がありま
す。RabbitMQ 3.0 では、キューを宣言する際に x-
ha-policy 引数によってキューのミラーリングが制御
されなくなりました。すべてのキュー (自動生成され
た名前のキューを除く) がすべてのノードでミラーリ
ングされるようにするには、"rabbitmqctl set_policy
HA ^(?!amq\.).* {"ha-mode": "all"}" を実行します。

rabbit_interval_max = 30 整数値 RabbitMQ 接続を再試行する最大間隔。デフォルト
は 30 秒です。

rabbit_login_method = 
AMQPLAIN

文字列値 RabbitMQ ログイン方法

rabbit_qos_prefetch_cou
nt = 0

整数値 事前フェッチするメッセージの数を指定します。ゼ
ロに設定すると、無制限のメッセージのフェッチが
許可されます。

rabbit_retry_backoff = 2 整数値 RabbitMQ に接続する際に再試行間でバックオフす
る長さ

rabbit_retry_interval = 1 整数値 RabbitMQ との接続を再試行する頻度。

rabbit_transient_queues_
ttl = 1800

整数値 キューの TTL (x-expires) の期間 (秒単位) を表す正の
整数。TTL の期間使用されないキューは自動的に削
除されます。このパラメーターは応答キューとファ
ンアウトキューにのみ影響します。

ssl = False ブール値 SSL 経由で接続します。

`ssl_ca_file = ` 文字列値 SSL 認証局ファイル (SSL が有効な場合にのみ有
効)。

`ssl_cert_file = ` 文字列値 SSL 証明書ファイル (SSL が有効な場合にのみ有
効)。

`ssl_key_file = ` 文字列値 SSL キーファイル (SSL が有効な場合にのみ有効)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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`ssl_version = ` 文字列値 使用する SSL バージョン (SSL が有効な場合にのみ
有効)。有効な値は TLSv1 および SSLv23 です。
SSLv2、SSLv3、TLSv1_1、および TLSv1_2 は、一部
のディストリビューションで利用できます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

1.1.14. oslo_middleware

以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [oslo_middleware] グループで利用可能なオプ
ションの概要をまとめたものです。

表1.13 oslo_middleware

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enable_proxy_headers_p
arsing = False

ブール値 アプリケーションがプロキシーの背後であるかどう
か。これにより、ミドルウェアがヘッダーを解析す
べきかどうかを決定します。

1.1.15. oslo_policy

以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [oslo_policy] グループで利用可能なオプション
の概要をまとめたものです。

表1.14 oslo_policy

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enforce_new_defaults = 
False

ブール値 このオプションは、ポリシーを評価するときに古い
非推奨のデフォルトを使用するかどうかを制御しま
す。True の場合、古い非推奨のデフォルトは評価さ
れません。これは、既存のトークンが古いデフォル
トで許可されているが、新しいデフォルトで許可さ
れていない場合、許可されないことを意味します。
新しいデフォルトと scope_type の利点を一緒に得
ることができるように、このフラグを 
enforce_scope フラグと一緒に有効にすることを
推奨します

enforce_scope = False ブール値 このオプションは、ポリシーを評価する際にスコー
プを適用するかどうかを制御します。True の場合、
リクエストで使用されるトークンのスコープは、適
用されるポリシーの scope_types と比較されま
す。スコープが一致しない場合、InvalidScope 例
外が発生します。False の場合、ポリシーが一致し
ないスコープで呼び出されていることを運用者に通
知するメッセージが記録されます。
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policy_default_rule = 
default

文字列値 デフォルトルール。要求されたルールが見つからな
い場合に適用されます。

policy_dirs = ['policy.d'] 多値 ポリシー設定ファイルが保存されるディレクト
リー。これは、config_dir オプションで定義される検
索パス内の任意のディレクトリーへの相対パスか、
絶対パスにすることができます。このディレクト
リーの検索には、policy_file で定義されたファイルが
存在している必要があります。存在しないディレク
トリーまたは空のディレクトリーは無視されます。

policy_file = policy.yaml 文字列値 ロールを指定のサービスのパーミッションにマッピ
ングするファイルの相対パスまたは絶対パス。相対
パスは、このオプションを設定する設定ファイルに
対する相対パスとして指定する必要があります。

remote_content_type = 
application/x-www-form-
urlencoded

文字列値 REST ベースのポリシーチェックのデータを送受信す
るコンテンツ種別

remote_ssl_ca_crt_file = 
None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用の認証局証明書
ファイルの絶対パス

remote_ssl_client_crt_file 
= None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用のクライアント証
明書の絶対パス

remote_ssl_client_key_fil
e = None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用のクライアント鍵
ファイルの絶対パス

remote_ssl_verify_server
_crt = False

ブール値 REST ベースのポリシーチェックのサーバーアイデン
ティティー検証

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

1.1.16. p11_crypto_plugin

以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [p11_crypto_plugin] グループで利用可能なオ
プションの概要をまとめたものです。

表1.15 p11_crypto_plugin

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

aes_gcm_generate_iv = 
True

ブール値 CKM_AES_GCM メカニズムの IV を生成します。

always_set_cka_sensitive 
= True

ブール値 CKA_EXTRACTABLE=CK_TRUE キーを含め、
CKA_SENSITIVE=CK_TRUE を常に設定します。
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encryption_mechanism = 
CKM_AES_CBC

文字列値 シークレット暗号化メカニズム

hmac_key_type = 
CKK_AES

文字列値 HMAC 鍵の種別

hmac_keygen_mechanis
m = CKM_AES_KEY_GEN

文字列値 HMAC 鍵生成アルゴリズム

hmac_keywrap_mechanis
m = CKM_SHA256_HMAC

文字列値 HMAC 鍵ラッピングメカニズム

hmac_label = None 文字列値 マスター HMAC 鍵ラベル (HSM に保存されている)

library_path = None 文字列値 ベンダー PKCS11 ライブラリーへのパス

login = None 文字列値 PKCS11 セッションにログインするためのパスワード

mkek_label = None 文字列値 マスター KEK ラベル (HSM に保存される)

mkek_length = None 整数値 マスター KEK の長さ (バイト単位)。

os_locking_ok = False ブール値 PKCS#11 クライアントライブラリーを初期化する際
に、CKF_OS_LOCKING_OK フラグを有効にしま
す。

pkek_cache_limit = 100 整数値 プロジェクト KEK キャッシュ項目の制限

pkek_cache_ttl = 900 整数値 Project KEK キャッシュの存続期間 (秒単位)

pkek_length = 32 整数値 プロジェクト KEK の長さ (バイト単位)。

plugin_name = PKCS11 
HSM

文字列値 ユーザーフレンドリーなプラグイン名

rw_session = True ブール値 読み取り/書き込み可能なセッションのフラグ

`seed_file = ` 文字列値 RNG のシード用エントロピーをプルするためのファ
イル

seed_length = 32 整数値 シードのためにファイルから読み取るデータの量

slot_id = 1 整数値 (オプション) 使用するトークンデバイスが含まれる
HSM スロット ID。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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token_label = None 文字列値 非推奨: 代わりに token_labels を使用します。使用す
るトークンを識別するために使用されるトークンラ
ベル。

token_labels = None リスト値 使用する 1 つ以上のトークンのラベルのリスト。これ
は通常 1 つのラベルですが、一部の HSM デバイスに
は負荷分散または高可用性設定用に複数のラベルが
必要な場合があります。

token_serial_number = 
None

文字列値 使用するトークンを識別するために使用されるトー
クンのシリアルナンバー。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

1.1.17. queue

以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [queue] グループで利用可能なオプションの概
要をまとめたものです。

表1.16 queue

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

asynchronous_workers = 
1

整数値 非同期ワーカープロセスの数

enable = False ブール値 true はキューを有効にし、False はワーカーを同期し
て呼び出します。

namespace = barbican 文字列値 キューの名前空間

server_name = 
barbican.queue

文字列値 RPC タスク処理サーバーのサーバー名

topic = barbican.workers 文字列値 キュートピック名

version = 1.1 文字列値 キューを介して呼び出されるタスクのバージョン

1.1.18. quotas

以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [quotas] グループで利用可能なオプションの概
要をまとめたものです。

表1.17 quotas
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

quota_cas = -1 整数値 プロジェクトごとに許可される CA の数

quota_consumers = -1 整数値 プロジェクトごとに許可されるコンシューマーの数

quota_containers = -1 整数値 プロジェクトごとに許可されるコンテナー数

quota_orders = -1 整数値 プロジェクトごとに許可されるオーダーの数

quota_secrets = -1 整数値 プロジェクトごとに許可されるシークレットの数

1.1.19. retry_scheduler

以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [retry_scheduler] グループで利用可能なオプ
ションの概要をまとめたものです。

表1.18 retry_scheduler

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

initial_delay_seconds = 
10.0

浮動小数点の値 再試行スケジューラーを起動するまで待機する時間
(浮動小数点)

periodic_interval_max_se
conds = 10.0

浮動小数点の値 定期的なスケジュールイベント間で待機する秒数 (浮
動小数点)

1.1.20. secretstore

以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [secretstore] グループで利用可能なオプション
の概要をまとめたものです。

表1.19 secretstore

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enable_multiple_secret_s
tores = False

ブール値 複数のシークレットストアプラグインバックエンド
のサポートを有効にするフラグ。デフォルトは False
です。

enabled_secretstore_plug
ins = ['store_crypto']

多値 読み込むシークレットストアプラグインのリスト。

namespace = 
barbican.secretstore.plug
in

文字列値 プラグインを検索する拡張名前空間。
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stores_lookup_suffix = 
None

リスト値 複数のバックエンドサポートでサポートされるプラ
グインの検索に使用する接尾辞のリスト。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

1.1.21. simple_crypto_plugin

以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [simple_crypto_plugin] グループで利用可能な
オプションの概要をまとめたものです。

表1.20 simple_crypto_plugin

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

kek = 
dGhpcnR5X3R3b19ieXRl
X2tleWJsYWhibGFoYmxh
aGg=

文字列値 Simple Crypto プラグインによって使用されるキー暗
号化キー

plugin_name = Software 
Only Crypto

文字列値 ユーザーフレンドリーなプラグイン名

1.1.22. snakeoil_ca_plugin

以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [snakeoil_ca_plugin] グループで利用可能なオ
プションの概要をまとめたものです。

表1.21 snakeoil_ca_plugin

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_cert_chain_path = 
None

文字列値 CA 証明書チェーンファイルへのパス

ca_cert_key_path = None 文字列値 CA 証明書キーファイルへのパス

ca_cert_path = None 文字列値 CA 証明書ファイルへのパス

ca_cert_pkcs7_path = 
None

文字列値 CA チェーン pkcs7 ファイルへのパス

subca_cert_key_directory 
= /etc/barbican/snakeoil-
cas

文字列値 サブキャスの証明書/キーを保存するディレクトリー

1.1.23. ssl
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以下の表は、/etc/barbican/barbican.conf ファイルの [ssl] グループで利用可能なオプションの概要を
まとめたものです。

表1.22 ssl

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 接続クライアントの検証に使用する CA 証明書ファ
イル。

cert_file = None 文字列値 サーバーをセキュアに起動する際に使用する証明書
ファイル。

ciphers = None 文字列値 利用可能な暗号のリストを設定します。値は
OpenSSL 暗号リスト形式の文字列である必要があり
ます。

key_file = None 文字列値 サーバーをセキュアに起動する際に使用する秘密鍵
ファイル。

version = None 文字列値 使用する SSL バージョン (SSL が有効な場合にのみ
有効)。有効な値は TLSv1 および SSLv23 です。
SSLv2、SSLv3、TLSv1_1、および TLSv1_2 は、一部
のディストリビューションで利用できます。
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第2章 CINDER
以下の章では、cinder サービスの設定オプションについて説明します。

2.1. CINDER.CONF

このセクションには、/etc/cinder/cinder.conf ファイルのオプションが含まれます。

2.1.1. DEFAULT

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [DEFAULT] グループで利用可能なオプションの概要
をまとめたものです。

.

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

acs5000_copy_interval = 
5

整数値 ボリュームコピータスクが進行中の場合、ボリュー
ムステータスの更新間隔

acs5000_volpool_name = 
['pool01']

リスト値 ボリュームのストレージシステムストレージプール
のコンマ区切りリスト。

allocated_capacity_weigh
t_multiplier = -1.0

浮動小数点の値 割り当てられた容量を重み付けするのに使用する重
みの乗数。正の数字は分散ではなくスタックを意味
します。

allow_availability_zone_f
allback = False

ブール値 要求された Cinder アベイラビリティーゾーンが利用
できない場合は、失敗するのではなく、
default_availability_zone、続いて
storage_availability_zone の値にフォールバックしま
す。

allow_compression_on_i
mage_upload = False

ブール値 アップロード時にイメージ圧縮に使用するストラテ
ジー。デフォルトは圧縮を無効にします。

allowed_direct_url_sche
mes = []

リスト値 direct_url で直接ダウンロードできる URL スキーム
のリスト。現在サポートされているスキーム:[file、
cinder]

api_paste_config = api-
paste.ini

文字列値 api サービスの paste.deploy 設定のファイル名

api_rate_limit = True ブール値 API のレート制限を有効または無効にします。

as13000_ipsan_pools = 
['Pool0']

リスト値 Cinder が使用すべきストレージプールのコンマ区切
りリスト。
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as13000_meta_pool = 
None

文字列値 ボリュームの作成時にメタプールとして使用される
プールで、現在そのプールはレプリケーションプー
ルである必要があります。設定しないと、ドライ
バーは as13000_ipsan_pools の値からレプリケー
ションプールを選択します。

as13000_token_available_
time = 3300

整数値 トークン検証の有効期間 (秒単位)。

auth_strategy = keystone 文字列値 認証に使用するストラテジー。noauth または
keystone に対応します。

az_cache_duration = 3600 整数値 指定された期間ボリュームアベイラビリティーゾー
ンをメモリーにキャッシュします (秒単位)。

backdoor_port = None 文字列値 eventlet バックドアを有効にします。設定可能な値
は 0、<port>、および <start>:<end> です。ここで、0
はランダムの tcp ポート番号でリッスンします。
<port> は指定されたポート番号でリッスンします (そ
のポートが使用中の場合にはバックドアを有効にし
ません)。また、<start>:<end> は、指定されたポート
番号の範囲で最も小さい未使用のポート番号でリッ
スンします。選択したポートは、サービスのログ
ファイルに表示されます。

backdoor_socket = None 文字列値 指定されたパスを接続を受信できる unix ソケットと
して使用して、eventlet バックドアを有効にしま
す。このオプションは、backdoor_port と相互に排
他的です。したがって、どちらか 1 つだけを指定する
必要があります。両方を指定すると、このオプショ
ンの存在によってそのオプションの使用が上書きさ
れます。パス {pid} の中は、現在のプロセスの PID で
置き換えられます。

backend_availability_zon
e = None

文字列値 このボリュームバックエンドのアベイラビリティー
ゾーン。設定されていない場合、
storage_availability_zone オプション値がすべての
バックエンドのデフォルトとして使用されます。

backend_stats_polling_in
terval = 60

整数値 バックエンドからの使用状況の統計を要求する間隔
(秒単位)。使用状況の統計の生成は一部のバックエ
ンドには負荷がかかるため、この値を低く設定しす
ぎるとパフォーマンスに悪影響を与える可能性があ
ることに注意してください。

backup_api_class = 
cinder.backup.api.API

文字列値 ボリュームバックアップ API クラスの完全なクラス
名

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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backup_ceph_chunk_size 
= 134217728

整数値 Ceph オブジェクトストアに転送する前にバックアッ
プが分割される際のチャンクサイズ (バイト単位)。

backup_ceph_conf = 
/etc/ceph/ceph.conf

文字列値 使用する Ceph 設定ファイル。

backup_ceph_image_jour
nals = False

ブール値 True の場合には、JOURNALING および
EXCLUSIVE_LOCK 機能ビットをバックアップ RBD
オブジェクトに適用し、ミラーリングを許可しま
す。

backup_ceph_pool = 
backups

文字列値 ボリュームのバックアップが保存される Ceph プー
ル。

backup_ceph_stripe_cou
nt = 0

整数値 バックアップイメージの作成時に使用する RBD スト
ライプの数。

backup_ceph_stripe_unit 
= 0

整数値 バックアップイメージの作成時に使用する RBD スト
ライプユニット。

backup_ceph_user = 
cinder

文字列値 接続する Ceph ユーザー。デフォルトでは Cinder ボ
リュームと同じユーザーを使用します。cephx を使
用していない場合は、これを None に設定する必要
があります。

backup_compression_alg
orithm = zlib

文字列値 圧縮アルゴリズム (無効にする場合は none)

backup_container = None 文字列値 バックアップに使用するカスタムディレクトリー。

backup_driver = 
cinder.backup.drivers.swi
ft.SwiftBackupDriver

文字列値 バックアップに使用するドライバー。

backup_driver_init_check
_interval = 60

整数値 ドライバーの再起動時に、バックアップドライバー
が正常に初期化されているかどうかを確認する間隔
(秒単位)。

backup_driver_stats_polli
ng_interval = 60

整数値 バックアップドライバーのステータスをチェックす
る間隔 (秒単位)。機能していると報告されない場
合、再起動されます。

backup_enable_progress
_timer = True

ブール値 ボリュームをバックエンドストレージにバックアッ
プする際に、Ceilometer に定期的な進捗通知を送信
するタイマーを有効または無効にします。デフォル
ト値は True で、タイマーを有効にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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backup_file_size = 
1999994880

整数値 バックアップを保持するために使用されるファイル
の最大サイズ (バイト単位)。バックアップされるボ
リュームがこのサイズを超える場合、これは複数の
ファイルにバックアップされます。
backup_sha_file_size は、
backup_sha_block_size_bytes の倍数でなければなり
ません。

backup_manager = 
cinder.backup.manager.B
ackupManager

文字列値 ボリュームバックアップ用の Manager の完全なクラ
ス名

backup_max_operations 
= 15

整数値 メモリーを大量に消費する同時操作の最大数: バック
アップと復元。値 0 は無制限を意味します。

backup_metadata_versio
n = 2

整数値 ボリュームメタデータのバックアップ時に使用する
バックアップメタデータバージョン。この数字を変
更する場合は、復元を行うサービスが新しいバー
ジョンをサポートすることを確認してください。

backup_mount_attempts 
= 3

整数値 エラーが発生するまで、NFS 共有のマウントを試行
する回数。

backup_mount_options = 
None

文字列値 NFS クライアントに渡されるマウントオプション。
詳細は、NFS の man ページを参照してください。

backup_mount_point_bas
e = 
$state_path/backup_mou
nt

文字列値 NFS 共有のマウントポイントが含まれるベースディ
レクトリー。

backup_name_template = 
backup-%s

文字列値 バックアップ名の生成に使用するテンプレート文字
列

backup_native_threads_p
ool_size = 60

整数値 バックアップ用のネイティブスレッドプールのサイ
ズ。ほとんどのバックアップドライバーは、これに
大きく依存しています。依存しない特定のドライ
バーの場合には、値を減らすことができます。

backup_object_number_p
er_notification = 10

整数値 1 つの Ceilometer 通知が送信されるチャンクまたは
オブジェクトの数。

backup_posix_path = 
$state_path/backup

文字列値 バックアップの保存先を指定するパス。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

第2章 CINDER

41



backup_s3_block_size = 
32768

整数値 増分バックアップで追跡される変更のサイズ (バイト
単位)。backup_s3_object_size は、
backup_s3_block_size の倍数である必要がありま
す。

backup_s3_ca_cert_file = 
None

文字列値 path/to/cert/bundle.pem - 使用する CA 証明書バン
ドルのファイル名。

backup_s3_enable_progr
ess_timer = True

ブール値 ボリュームを S3 バックエンドストレージにバック
アップするときに、定期的な進捗通知を Ceilometer
に送信するタイマーを有効または無効にします。デ
フォルト値は True で、タイマーを有効にします。

backup_s3_endpoint_url 
= None

文字列値 S3 サーバーがリッスンしている URL。

`backup_s3_http_proxy = ` 文字列値 http プロキシーサーバーのアドレスまたはホスト。

`backup_s3_https_proxy = ` 文字列値 https プロキシーサーバーのアドレスまたはホスト。

backup_s3_max_pool_co
nnections = 10

整数値 接続プールに保持する接続の最大数。

backup_s3_md5_validatio
n = True

ブール値 s3 バックエンドで md5 検証を有効または無効にしま
す。

backup_s3_object_size = 
52428800

整数値 S3 バックアップオブジェクトのバイト単位のサイズ

backup_s3_retry_max_att
empts = 4

整数値 1 回の要求で行われる再試行の最大回数を表す整数。

backup_s3_retry_mode = 
legacy

文字列値 再試行モードのタイプを表す文字列。例: レガシー、
標準、適応型

backup_s3_sse_custome
r_algorithm = None

文字列値 SSECustomerAlgorithm。SSE を有効にするには、
backup_s3_sse_customer_key を同時に設定する必要
があります。

backup_s3_sse_custome
r_key = None

文字列値 SSECustomerKey。SSE を有効にするには、
backup_s3_sse_customer_algorithm を同時に設定す
る必要があります。

backup_s3_store_access
_key = None

文字列値 S3 クエリートークンアクセスキー。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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backup_s3_store_bucket 
= volumebackups

文字列値 Cinder バックアップデータの保存に使用される S3
バケット。

backup_s3_store_secret_
key = None

文字列値 S3 クエリートークンの秘密鍵。

backup_s3_timeout = 60 浮動小数点の値 タイムアウト例外が出力されるまでの秒数。

backup_s3_verify_ssl = 
True

ブール値 SSL 検証を有効または無効にします。

backup_service_inithost_
offload = True

ブール値 バックアップサービスの起動時に、保留中である
バックアップの削除をオフロードします。false の場
合、バックアップサービスは、保留中のバックアッ
プがすべて削除されるまでダウンしたままになりま
す。

backup_sha_block_size_
bytes = 32768

整数値 増分バックアップで変更が追跡されるサイズ (バイト
単位)。backup_file_size は、
backup_sha_block_size_bytes の倍数でなければなり
ません。

backup_share = None 文字列値 hostname:path、ipv4addr:path、または "
[ipv6addr]:path" 形式の NFS 共有。

backup_swift_auth = 
per_user

文字列値 Swift 認証メカニズム (per_user または single_user)

backup_swift_auth_insec
ure = False

ブール値 Swift への SSL 接続を確立する際のサーバー証明書
の検証を回避します。

backup_swift_auth_url = 
None

URI 値 Keystone エンドポイントの URL

backup_swift_auth_versi
on = 1

文字列値 Swift 認証バージョン。auth 1.0 には "1" を、auth 2.0
には "2"、または auth 3.0 の場合は "3" を指定しま
す。

backup_swift_block_size 
= 32768

整数値 増分バックアップで変更が追跡されるサイズ (バイト
単位)。backup_swift_object_size は、
backup_swift_block_size の倍数でなければなりませ
ん。

backup_swift_ca_cert_file 
= None

文字列値 swift クライアント要求に使用する CA 証明書ファイ
ルの場所。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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backup_swift_container = 
volumebackups

文字列値 使用するデフォルトの Swift コンテナー

backup_swift_enable_pro
gress_timer = True

ブール値 ボリュームを Swift バックエンドストレージにバック
アップする際に、Ceilometer に定期的な進捗通知を
送信するタイマーを有効または無効にします。デ
フォルト値は True で、タイマーを有効にします。

backup_swift_key = None 文字列値 認証用の Swift キー

backup_swift_object_size 
= 52428800

整数値 Swift バックアップオブジェクトのサイズ (バイト単
位)。

backup_swift_project = 
None

文字列値 swift プロジェクト/アカウント名。auth 3.0 システム
への接続時に必須

backup_swift_project_do
main = None

文字列値 Swift プロジェクトドメイン名。auth 3.0 システムへ
の接続時に必須

backup_swift_retry_attem
pts = 3

整数値 Swift 操作に対する再試行回数

backup_swift_retry_back
off = 2

整数値 Swift 再試行間のバックオフ時間 (秒単位)

backup_swift_tenant = 
None

文字列値 swift テナント/アカウント名。auth 2.0 システムへの
接続時に必須

backup_swift_url = None URI 値 Swift エンドポイントの URL

backup_swift_user = 
None

文字列値 Swift ユーザー名

backup_swift_user_doma
in = None

文字列値 Swift ユーザードメイン名auth 3.0 システムへの接続
時に必須

backup_timer_interval = 
120

整数値 バックアップステータスを報告する 2 つの進捗通知
の間隔 (秒単位)

backup_use_same_host = 
False

ブール値 バックアップサービスは、同じバックエンドを使用
します。

backup_use_temp_snaps
hot = False

ブール値 True に設定すると、非中断バックアップを実行する
ために一時的なスナップショットが作成されます。
それ以外の場合は、バックアップを実行するために
一時ボリュームのクローンを作成します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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backup_workers = 1 整数値 起動するバックアッププロセスの数。同時バック
アップによりパフォーマンスを改善します。

capacity_weight_multiplie
r = 1.0

浮動小数点の値 空き容量を重み付けするのに使用する重みの乗数。
負の数字は分散ではなくスタックを意味します。

`chap_password = ` 文字列値 指定した CHAP アカウント名のパスワード。

chap_password_len = 12 整数値 CHAP パスワードのランダム文字列の長さ。

`chap_username = ` 文字列値 CHAP ユーザー名

chiscsi_conf = 
/etc/chelsio-
iscsi/chiscsi.conf

文字列値 Chiscsi (CXT) グローバルデフォルト設定ファイル

cinder_internal_tenant_pr
oject_id = None

文字列値 Cinder 内部テナントとして使用されるプロジェクト
の ID。

cinder_internal_tenant_u
ser_id = None

文字列値 Cinder 内部テナントとしてボリューム操作で使用さ
れるユーザーの ID。

client_socket_timeout = 
900

整数値 クライアント接続のソケット操作のタイムアウト。
受信接続がこの秒数の間アイドル状態であると、閉
じられます。0 の値は、永久に待機することを意味
します。

clone_volume_timeout = 
680

整数値 クローンボリュームタイムアウト作成の非推奨化:
14.0.0 以降

*理由:* FusionStorage cinder ドライバーは Restful
メソッドでコードをリファクタリングし、古い CLI
モードは廃止されています。そのため、これらの設
定項目は使用されなくなりました。

cloned_volume_same_az 
= True

ブール値 新しいボリュームが、スナップショットまたはソー
スボリュームと同じ AZ となるようにします。

cluster = None 文字列値 このクラスターの名前。HA アクティブ/アクティブ
モードで機能するように、同じバックエンド設定を
共有するボリュームホストをグループ化するために
使用します。

compression_format = 
gzip

文字列値 イメージのアップロードでのイメージ圧縮形式

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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compute_api_class = 
cinder.compute.nova.API

文字列値 使用する Compute API クラスの完全なクラス名

config-dir = 
['~/.project/project.conf.d/
'、'~/project.conf.d/'、
'/etc/project/project.conf.
d/'、'/etc/project.conf.d/']

リスト値 *.conf ファイルをプルする設定ディレクトリーへの
パス。個々のオプションがオーバーライドされる場
合、予測可能な解析順序を提供するように、この
ファイルセットはソートされます。セットは、以前
の --config-file 引数を介して指定されたファイルの
後に解析されます。従ってオーバーライドされたオ
プションが優先されます。このオプションはコマン
ドラインから設定する必要があります。

config-file = 
['~/.project/project.conf'、
'~/project.conf'、
'/etc/project/project.conf'
、'/etc/project.conf']

不明な値 使用する設定ファイルへのパス。複数の設定ファイ
ルを指定することができます。この場合、後のファ
イルの値が優先されます。デフォルトは %(default)s
です。このオプションはコマンドラインから設定す
る必要があります。

config_source = [] リスト値 ローカルファイル以外の場所から設定にアクセスす
るための詳細を提供する設定グループをリスト表示
します。

conn_pool_min_size = 2 整数値 接続有効期限ポリシーのプールサイズ制限

conn_pool_ttl = 1200 整数値 プールのアイドル状態の接続の存続期間 (秒単位)

consistencygroup_api_cl
ass = 
cinder.consistencygroup.
api.API

文字列値 consistencygroup API クラスの完全なクラス名

control_exchange = 
openstack

文字列値 トピックがスコープ設定されるデフォルトの変換。
transport_url オプションで指定した変換名で上書き
できます。

datera_503_interval = 5 整数値 503 の再試行の間隔

datera_503_timeout = 120 整数値 HTTP 503 再試行メッセージのタイムアウト

datera_api_port = 7717 文字列値 Datera API ポート

datera_api_version = 2.2 文字列値 Datera API バージョン。

datera_debug = False ブール値 true: 関数引数を設定し、ロギングを返します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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datera_debug_replica_co
unt_override = False

ブール値 デバッグ/テスト用途にのみ使用してください。
replica_count を 1 に設定するには True に設定しま
す。

datera_disable_extended
_metadata = False

ブール値 Datera バックエンドへの追加のメタデータの送信を
無効にするには True に設定します。

datera_disable_profiler = 
False

ブール値 Datera ドライバーでプロファイリングを無効にする
には、True に設定します。

datera_disable_template_
override = False

ブール値 テンプレートから作成する際に size 属性の自動テン
プレートの上書きを無効にするには、True に設定し
ます。

datera_enable_image_cac
he = False

ブール値 Datera バックエンドイメージのキャッシュを有効に
するには、True に設定します。

datera_image_cache_vol
ume_type_id = None

文字列値 キャッシュされたボリュームに使用する Cinder ボ
リュームタイプ ID

datera_ldap_server = 
None

文字列値 LDAP 認証サーバー

datera_tenant_id = None 文字列値 Map -→ OpenStack プロジェクト ID を暗黙的に
Datera テナント ID にマッピングすると、ボリューム
のプロビジョニング中には、Datera テナント ID に設
定されず、Datera テナント ID は提供された値になり
ます。-→ Datera テナント ID は指定された値になり
ます。

datera_volume_type_defa
ults = {}

dict 値 volume-type 設定が指定されていない場合、ここで
は volume-type のデフォルト値として使用されま
す。たとえば、ボリューム種別に何も指定されてい
ない場合には、非常に低い total_iops_max 値を設定
して、誤って過剰に消費されないようにすることが
できます。オプションは次の形式で指定します。以
下は使用しません。DF: PREFIX:
datera_volume_type_defaults=iops_per_gb:100,ba
ndwidth_per_gb:200…​etc

db_driver = cinder.db 文字列値 データベースアクセスに使用するドライバー

debug = False ブール値 true に設定すると、ログレベルはデフォルトの INFO
レベルではなく DEBUG に設定されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default_availability_zone 
= None

文字列値 新規ボリュームのデフォルトのアベイラビリティー
ゾーン。設定されていない場合、
storage_availability_zone オプションの値が新規ボ
リュームのデフォルトとして使用されます。

default_group_type = 
None

文字列値 使用するデフォルトのグループタイプ

default_log_levels = 
['amqp=WARN'、
'amqplib=WARN'、
'boto=WARN'、
'qpid=WARN'、
'sqlalchemy=WARN'、
'suds=INFO'、
'oslo.messaging=INFO'、
'oslo_messaging=INFO'、
'iso8601=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.connectionpool=WARN'
、
'urllib3.connectionpool=
WARN'、
'websocket=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.util.retry=WARN'、
'urllib3.util.retry=WARN'
、
'keystonemiddleware=WA
RN'、
'routes.middleware=WAR
N'、'stevedore=WARN'、
'taskflow=WARN'、
'keystoneauth=WARN'、
'oslo.cache=INFO'、
'oslo_policy=INFO'、
'dogpile.core.dogpile=INF
O']

リスト値 logger=LEVEL ペアのパッケージロギングレベルのリ
スト。このオプションは、log_config_append が設定
されている場合は無視されます。

default_sandstone_target
_ips = []

リスト値 SandStone のデフォルトのターゲット IP。

default_volume_type = 
__DEFAULT__

文字列値 使用するデフォルトのボリュームタイプ

driver_client_cert = None 文字列値 ドライバーがサポートしている場合、検証用のクラ
イアント証明書へのパス。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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driver_client_cert_key = 
None

文字列値 ドライバーがサポートしている場合、検証用のクラ
イアント証明書キーへのパス。

driver_data_namespace = 
None

文字列値 保存されるドライバープライベートデータ値の
namespace。

driver_ssl_cert_path = 
None

文字列値 バックエンドの検証に使用される CA_BUNDLE ファ
イルまたは証明書を持つディレクトリーへのデフォ
ルトパスの指定に使用できます。

driver_ssl_cert_verify = 
False

ブール値 True に設定すると、http クライアントはバックエン
ドエンドポイントの SSL 証明書を検証します。

driver_use_ssl = False ブール値 ドライバーが SSL をサポートしている場合は、バッ
クエンドストレージへの接続に SSL を使用するよう
ドライバーに指示します。

dsware_isthin = False ブール値 シンストレージ割り当てのフラグ。非推奨となった
バージョン: 14.0.0

*理由:* FusionStorage cinder ドライバーは Restful
メソッドでコードをリファクタリングし、古い CLI
モードは廃止されています。そのため、これらの設
定項目は使用されなくなりました。

`dsware_manager = ` 文字列値 cider-volume 用の fusionstorage manager ip addr非
推奨となったバージョン: 14.0.0

*理由:* FusionStorage cinder ドライバーは Restful
メソッドでコードをリファクタリングし、古い CLI
モードは廃止されています。そのため、これらの設
定項目は使用されなくなりました。

`dsware_rest_url = ` 文字列値 FusionStorage 配列のアドレス。例:
"dsware_rest_url=xxx"

`dsware_storage_pools = ` 文字列値 FusionStorage アレイのプールのリスト。セミコロ
ン (;) は、ストレージプールの分割に
"dsware_storage_pools = xxx1; xxx2; xxx3" でした。

enable_force_upload = 
False

ブール値 upload_to_image で Force オプションを有効にしま
す。これにより、サポートするバックエンド用に、
使用中のボリュームで upload_volume を実行できま
す。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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enable_new_services = 
True

ブール値 作成時に利用可能なプールに追加するサービス

enable_unsupported_driv
er = False

ブール値 サポート対象外のドライバーを起動できるようにす
るには、このパラメーターを True に設定します。作
業用の CI システムおよびテストを維持していないド
ライバーは、CI が再び動作するまで、サポート対象
外とマークされます。これはドライバーを非推奨と
してマークし、次のリリースで削除される可能性が
あります。

enable_v2_api = True ブール値 非推奨: Cinder API の v2 をデプロイします。

enable_v3_api = True ブール値 Cinder API の v3 をデプロイします。

enabled_backends = 
None

リスト値 使用するバックエンド名のリストこれらのバックエ
ンド名は、一意の [CONFIG] グループとそのオプ
ションでサポートされる必要があります。

enforce_multipath_for_im
age_xfer = False

ブール値 これが True に設定されている場合、multipathd が実
行されていない場合、イメージ転送用のボリューム
のアタッチが中断されます。それ以外の場合は、単
一のパスにフォールバックします。このパラメー
ターは、すべてのバックエンドに共通の設定とし
て、各バックエンドセクションまたは
backend_defaults セクションで設定する必要があり
ます。

executor_thread_pool_siz
e = 64

整数値 エグゼキューターがスレッディングまたはイベント
レットの場合のエグゼキュータースレッドプールの
サイズ。

fatal_deprecations = 
False

ブール値 非推奨の致命的なステータスを有効または無効にし
ます。

filter_function = None 文字列値 ホストのフィルターに使用される式の文字列表現。
Cinder スケジューラーがドライバーフィルターを使
用するように設定されている場合にのみ使用されま
す。

`fusionstorageagent = ` 文字列値 Fusionstorage agent ip addr range 非推奨となった
バージョン: 14.0.0

*理由:* FusionStorage cinder ドライバーは Restful
メソッドでコードをリファクタリングし、古い CLI
モードは廃止されています。そのため、これらの設
定項目は使用されなくなりました。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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glance_api_insecure = 
False

ブール値 視線に対する安全でない SSL (https) リクエストの実
行を許可します (https は使用されますが、証明書の
検証は実行されません)。

glance_api_servers = 
None

リスト値 cinder で利用可能な glance API サーバーの URL のリ
スト ([http[s]://][hostname|ip]:port)protocol が指定
されていない場合、デフォルトは http に設定されま
す。

glance_api_ssl_compress
ion = False

ブール値 SSL レイヤー圧縮のネゴシエーションを有効または
無効にします。圧縮を無効にすると、ネットワーク
帯域幅が高く、qcow2 などの圧縮されたイメージ形
式を使用する場合など、データのスループットが向
上します。

glance_ca_certificates_fil
e = None

文字列値 glance クライアント要求に使用する ca 証明書ファイ
ルの場所。

glance_catalog_info = 
image:glance:publicURL

文字列値 サービスカタログで glance を検索する際に一致する
情報。フォーマットは <service_type>:
<service_name>:<endpoint_type> の形式です。
glance_api_servers が指定されていない場合のみ使用
されます。

glance_certfile = None 文字列値 Glance クライアント要求に使用する証明書ファイル
の場所。

glance_core_properties = 
['checksum', 
'container_format', 
'disk_format', 
'image_name', 'image_id', 
'min_disk', 'min_ram', 
'name', 'size']

リスト値 イメージのデフォルトのコアプロパティー

glance_keyfile = None 文字列値 Glance クライアント要求に使用する証明書キーファ
イルの場所。

glance_num_retries = 3 整数値 glance からイメージをダウンロードする際の再試行
回数

glance_request_timeout = 
None

整数値 glance 操作の HTTP/https タイムアウト値。ここで
値 (None) が指定されていない場合には、
glanceclient のデフォルト値が使用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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glusterfs_backup_mount
_point = 
$state_path/backup_mou
nt

文字列値 gluster 共有のマウントポイントを含むベース dir。

glusterfs_backup_share = 
None

文字列値 GlusterFS share in <hostname|ipv4addr|ipv6addr>:
<gluster_vol_name> format.Eg: 1.2.3.4:backup_vol

goodness_function = 
None

文字列値 ホストの有効性を決定するために使用される式の文
字列表現。Cinder スケジューラーが使用する適切な
重み付け関数を使用する場合にのみ使用されます。

graceful_shutdown_timeo
ut = 60

整数値 サーバーを正常にシャットダウンするまでのタイム
アウトを指定します。値をゼロにすると、endless の
待機を意味します。

group_api_class = 
cinder.group.api.API

文字列値 グループ API クラスの完全クラス名

host = <based on 
operating system>

文字列値 このノードの名前。これは不透明な ID にすることが
できます。必ずしもホスト名、FQDN、または IP ア
ドレスではありません。

iet_conf = 
/etc/iet/ietd.conf

文字列値 非推奨: IET 設定ファイル

image_compress_on_upl
oad = True

ブール値 可能な場合は、イメージサービスにアップロードし
たイメージを圧縮します。

image_conversion_addre
ss_space_limit = 1

整数値 イメージを変換するギガバイト単位のアドレス領域
制限

image_conversion_cpu_li
mit = 60

整数値 イメージを変換するための CPU の制限時間 (秒)

image_conversion_dir = 
$state_path/conversion

文字列値 イメージの変換中に一時ストレージに使用される
ディレクトリー

image_upload_use_cinde
r_backend = False

ブール値 True に設定すると、raw 形式の upload-to-image
は、ボリュームコンテンツをアップロードする代わ
りに、クローン作成されたボリュームを作成し、そ
の場所をイメージサービスに登録します。Image
サービスで cinder バックエンドおよび場所のサポー
トを有効にする必要があります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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image_upload_use_intern
al_tenant = False

ブール値 True に設定すると、upload-to-image で作成したイ
メージボリュームは内部テナントに配置されます。
それ以外の場合は、イメージボリュームが現在のコ
ンテキストのテナントに作成されます。

image_volume_cache_en
abled = False

ブール値 このバックエンドのイメージボリュームキャッシュ
を有効にします。

image_volume_cache_ma
x_count = 0

整数値 イメージボリュームキャッシュで許可されるエント
リーの最大数。0 ⇒ 無制限

image_volume_cache_ma
x_size_gb = 0

整数値 このバックエンドのイメージボリュームキャッシュ
の最大サイズ (単位: GB)。0 ⇒ 無制限

infortrend_cli_cache = 
False

ブール値 Infortrend CLI キャッシュ。True に設定すると、
RAID ステータスレポートは CLI に保存されている
キャッシュを使用します。RAID が Openstack に
よってのみ管理され、cinder-volume バックエンドに
よってのみ管理されていない限り、有効にしないで
ください。そうでない場合には、CLI が古い状態を
cinder に報告する可能性があるため、すべてのバッ
クエンド/CLI に競合状態が生じる場合があります。

infortrend_cli_max_retrie
s = 5

整数値 コマンドが失敗した場合の最大再試行回数。

infortrend_cli_path = 
/opt/bin/Infortrend/raidcm
d_ESDS10.jar

文字列値 Intrend CLI の絶対パス。

infortrend_cli_timeout = 
60

整数値 CLI のタイムアウト (秒単位)。

infortrend_iqn_prefix = 
iqn.2002-
10.com.infortrend

文字列値 iSCSI の Infortrend iqn 接頭辞。

`infortrend_pools_name = ` リスト値 Intrend 論理ボリューム名のリスト。これはコンマで
区切ります。

`infortrend_slots_a_channels_i
d = `

リスト値 OpenStack の使用用に Slot A の Infortrend raid チャ
ンネル ID リスト。これはコンマで区切ります。

`infortrend_slots_b_channels_i
d = `

リスト値 OpenStack の使用用に Slot B の Infortrend raid チャ
ンネル ID リスト。これはコンマで区切ります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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init_host_max_objects_re
trieval = 0

整数値 ボリュームマネージャーのホストの初期化中に、
バッチごとに取得するボリュームおよびスナップ
ショットの最大数。クエリー結果はデータベースか
らバッチで取得され、メモリーの使用量が極端にな
るのを防ぐために 1 つのショットでは実行されませ
ん。この機能を無効にするには 0 を設定します。

initiator_assign_sandston
e_target_ip = {}

dict 値 assign ip を使用してイニシエータの割り当てター
ゲットをサポートします。

instance_format = [instance: %
(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンスの形式。

instance_uuid_format =
[instance: %(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンス UUID の形
式。

instorage_mcs_allow_ten
ant_qos = False

ブール値 テナントが作成時に QoS を指定できるようにする

instorage_mcs_iscsi_cha
p_enabled = True

ブール値 iSCSI 接続に CHAP 認証を設定する (デフォルト:
Enabled)。

instorage_mcs_localcopy
_rate = 50

整数値 完全なボリュームコピーの作成時に使用される
InStorage LocalCopy のコピーレートを指定します。
デフォルトのレートは 50 で、有効なレートは 1 ~
100 です。

instorage_mcs_localcopy
_timeout = 120

整数値 LocalCopy が準備されるまで待機する最大秒数。

instorage_mcs_vol_autoe
xpand = True

ブール値 ボリュームのストレージシステムの自動デプロイメ
ントパラメーター (True/False)

instorage_mcs_vol_comp
ression = False

ブール値 ボリュームのストレージシステム圧縮オプション

instorage_mcs_vol_grain
size = 256

整数値 ボリュームのストレージシステムの粒度パラメー
ター (32/64/128/256)

instorage_mcs_vol_intier 
= True

ブール値 ボリュームの InTier の有効化

instorage_mcs_vol_iogrp 
= 0

文字列値 ボリュームを割り当てる I/O グループ。これには、
コンマ区切りのリストがあり、その場合は、
io_group に関連付けられたボリュームの数が最も少
ないボリュームに基づいて io_group を選択します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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instorage_mcs_vol_rsize 
= 2

整数値 ボリュームに対するストレージシステムの空間効率
パラメーター (パーセンテージ)

instorage_mcs_vol_warni
ng = 0

整数値 ボリューム容量の警告に対するストレージシステム
のしきい値 (パーセンテージ)

instorage_mcs_volpool_n
ame = ['volpool']

リスト値 ボリュームのストレージシステムストレージプール
のコンマ区切りリスト。

instorage_san_secondary
_ip = None

文字列値 san_ip が無効であるか、アクセスできなくなる場合
に使用されるセカンダリー管理 IP またはホスト名を
指定します。

iscsi_iotype = fileio 文字列値 iSCSI ターゲットの動作を、任意で blockio または
fileio のいずれかを実行するように設定します。auto
を設定すると、Cinder はバッキングデバイスのタイ
プを自動検出できます。

`iscsi_target_flags = ` 文字列値 iSCSI ターゲットにターゲット固有のフラグを設定し
ます。tgtadm で bsoflags オプションを使用してバッ
キングデバイスフラグを指定するためにのみ使用さ
れます。指定された文字列は、基礎となるツールと
同様に渡されます。

iscsi_write_cache = on 文字列値 iSCSI ターゲットの動作を、ライトバックオン (on)
または write-through (off) のいずれかを実行するよ
うに設定します。このパラメーターは、
target_helper が tgtadm に設定されている場合に有
効です。

iser_helper = tgtadm 文字列値 使用する iSER ターゲットユーザーランドツールの名
前

iser_ip_address = $my_ip 文字列値 iSER デーモンがリッスンする IP アドレス

iser_port = 3260 ポート値 iSER デーモンがリッスンするポート

iser_target_prefix = 
iqn.2010-
10.org.openstack:

文字列値 iSER ボリュームの接頭辞

java_path = /usr/bin/java 文字列値 Java の絶対パス。

jovian_block_size = 64K 文字列値 ブロックサイズ: 32K、64K、128K、256K、512K、1M

jovian_ignore_tpath = [] リスト値 無視するマルチパス IP アドレスのリスト。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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jovian_pool = Pool-0 文字列値 すべての cinder ボリュームを保持する JovianDSS
プール

jovian_recovery_delay = 
60

整数値 HA クラスター障害が発生するまでの時間。

keystone_catalog_info = 
identity:Identity 
Service:publicURL

文字列値 サービスカタログで keystone を検索する際に一致す
る情報形式: <service_type>:<service_name>:
<endpoint_type> の形式区切りの値:
backup_swift_auth_url が設定されていない場合のみ
使用されます。

kioxia_block_size = 4096 整数値 ボリュームブロックサイズ (バイト単位) - 512 または
4096 (デフォルト)。

kioxia_cafile = None 文字列値 プロビジョナー REST API SSL の証明書

kioxia_desired_bw_per_g
b = 0

整数値 必要な帯域幅 (B/s/GB)。

kioxia_desired_iops_per_
gb = 0

整数値 必要な IOPS/GB。

kioxia_max_bw_per_gb = 
0

整数値 GB あたりの B/s での帯域幅の上限。

kioxia_max_iops_per_gb 
= 0

整数値 IOPS/GB の上限。

kioxia_max_replica_down
_time = 0

整数値 レプリカのレプリケートされたボリュームの最大ダ
ウンタイム (分単位)。

kioxia_num_replicas = 1 整数値 ボリュームレプリカの数。

kioxia_provisioning_type 
= THICK

文字列値 シンまたはシックボリューム、デフォルトのシッ
ク。

kioxia_same_rack_allowe
d = False

ブール値 複数のレプリカを同じラックに割り当てることがで
きます。

kioxia_snap_reserved_sp
ace_percentage = 0

整数値 ログに使用される親ボリュームの割合。

kioxia_snap_vol_reserved
_space_percentage = 0

整数値 ログに使用される親ボリュームの書き込み可能なス
ナップショットの割合。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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kioxia_snap_vol_span_all
owed = True

ブール値 スナップショットボリュームのスパンを許可 - デ
フォルトは True。

kioxia_span_allowed = 
True

ブール値 スパンを許可 - デフォルトは True。

kioxia_token = None 文字列値 KumoScale プロビジョナー認証トークン。

kioxia_url = None 文字列値 KumoScale プロビジョナー REST API URL

kioxia_vol_reserved_spac
e_percentage = 0

整数値 シンボリュームの予約容量の割り当ての割合。

kioxia_writable = False ブール値 スナップショットからのボリュームが書き込み可能
かどうか。

log-config-append = None 文字列値 ロギング設定ファイルの名前。このファイルは、既
存のロギング設定ファイルに追加されます。ロギン
グ設定ファイルの詳細は、Python のロギングモ
ジュールのドキュメントを参照してください。ロギ
ング設定ファイルを使用すると、すべてのロギング
設定が設定ファイルで設定され、その他のロギング
設定オプションは無視されます (例:log-date-
format)。

log-date-format = %Y-%m-
%d %H:%M:%S

文字列値 ログレコードの %%(asctime)s のフォーマット文字列
を定義します。デフォルト:%(default)sこのオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

log-dir = None 文字列値 (オプション)log_file の相対パスに使用されるベース
ディレクトリー。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log-file = None 文字列値 (オプション) ロギング出力を送信するログファイル
の名前。デフォルトが設定されていない場合、ロギ
ングは use_stderr で定義されているように stderr に
送信されます。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log_options = True ブール値 サービスの起動時 (DEBUG レベル) に、登録されて
いるすべてのオプションの値をログに記録すること
を有効または無効にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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log_rotate_interval = 1 整数値 ログファイルがローテーションされるまでの時間。
このオプションは、log_rotation_type が interval に
設定されていない限り無視されます。

log_rotate_interval_type = 
days

文字列値 ローテーション間隔の種別。次のローテーションを
スケジューリングする際に、最後のファイル変更の
時刻 (またはサービスの起動時刻) が使用されます。

log_rotation_type = none 文字列値 ログローテーションの種別。

logging_context_format_
string = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[%(request_id)s %
(user_identity)s] %
(instance)s%(message)s

文字列値 コンテキスト付きログメッセージに使用するフォー
マット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_debug_format_s
uffix = %(funcName)s %
(pathname)s:%(lineno)d

文字列値 メッセージのロギングレベルが DEBUG の場合にロ
グメッセージに追加する追加のデータ。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_default_format_s
tring = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[-] %(instance)s%
(message)s

文字列値 コンテキストが定義されていない場合に、ログメッ
セージに使用するフォーマット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_exception_prefix 
= %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
ERROR %(name)s %
(instance)s

文字列値 この形式で、例外出力の各行の前に接頭辞が付けら
れます。oslo_log.formatters.ContextFormatter によ
り使用されます。

logging_user_identity_for
mat = %(user)s %
(tenant)s %(domain)s %
(user_domain)s %
(project_domain)s

文字列値 logging_context_format_string で使用される %
(user_identity)s のフォーマット文字列を定義しま
す。oslo_log.formatters.ContextFormatter により使
用されます。

manager_ips = {} dict 値 このオプションは、異なるノード全体でマウントす
る FSA をサポートします。パラメーターは、標準的
な dict の設定形式​を使います: manager_ips =
host1:ip1, host2:ip2…​

設定オプション = デフォルト
値
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max_age = 0 整数値 次の使用状況の更新までの秒数

max_header_line = 16384 整数値 許可されるメッセージヘッダー行の最大サイズ。
max_header_line は、大きなトークンを使用する際に
増やす必要がある場合があります (特に、keystone
が大きなサービスカタログの PKI トークンを使用す
るように設定された場合に生成されるトークン)。

max_logfile_count = 30 整数値 ローテーションされたログファイルの最大数。

max_logfile_size_mb = 
200

整数値 ログファイルの最大サイズ (MB 単位)。
log_rotation_type が size に設定されていない場合
は、このオプションは無視されます。

max_over_subscription_r
atio = 20.0

文字列値 シンプロビジョニングが有効な場合にサブスクリプ
ションに対する比率を表す。デフォルトの比率は
20.0 です。つまり、プロビジョニングした容量は、
物理容量の合計の 20 倍になります。比率が 10.5 の
場合は、プロビジョニング容量が物理容量の合計の
10.5 倍になることを意味します。比率が 1.0 の場合
は、プロビジョニングした容量が物理容量の合計を
超えることができません。比率が auto の場合、
Cinder はプロビジョニングされた容量と使用領域に
基づいて比率を自動的に算出します。auto に設定さ
れていない場合は、比率は 1.0 以上である必要があり
ます。

message_reap_interval = 
86400

整数値 期限切れのメッセージをクリーニングするための定
期的なタスク実行の間隔を秒単位で指定します。

message_ttl = 2592000 整数値 メッセージの最小寿命を秒単位で表示します。

migration_create_volume
_timeout_secs = 300

整数値 ボリュームマイグレーションを行う際に、マイグ
レーション先のボリュームを作成するためのタイム
アウト (秒)

monkey_patch = False ブール値 モンキーパッチの有効化

monkey_patch_modules 
= []

リスト値 モンキーパッチの対象となるモジュール/デコレー
ターのリスト

my_ip = <オペレーティン
グシステムに基づく>

ホストのアドレス
値

このホストの IP アドレス

no_snapshot_gb_quota = 
False

ブール値 スナップショットがギガバイトクォータに対してカ
ウントされるかどうか

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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num_iser_scan_tries = 3 整数値 ボリュームを見つけるために i SER ターゲットを再
スキャンする最大回数

num_shell_tries = 3 整数値 flakey シェルコマンドの実行を試行する回数

num_volume_device_sca
n_tries = 3

整数値 ボリュームを検索するためにターゲットを再スキャ
ンする最大回数

nvmeof_conn_info_versio
n = 1

整数値 NVMe os-brick コネクターには 2 種類の接続情報形
式があり、これにより、spdk や LVM-nvmet などの
元の形式 (バージョン 1) を使用する一部の NVMe-oF
ドライバーは、新しい形式を送信できるようになり
ます。

nvmet_ns_id = 10 整数値 ターゲットを共有していない場合の LVM ボリューム
のサブシステムのネームスペース ID。共有時の最小
ID 値。Linux でサポートされる最大値は 8192 です。

nvmet_port_id = 1 ポート値 ターゲットを共有していない場合の NVMe ターゲッ
トポート定義の ID。共有時の開始ポート ID 値。セカ
ンダリー IP アドレスごとに増加します。

osapi_max_limit = 1000 整数値 1 つの応答でコレクションリソースが返すアイテムの
最大数。

osapi_volume_ext_list = [] リスト値 cinder.api.contrib.select_extensions で
osapi_volume_extension オプションを使用する際に
ロードするエクステンションのリストを指定しま
す。

osapi_volume_extension 
= 
['cinder.api.contrib.stand
ard_extensions']

多値 osapi ボリューム拡張によるロード

osapi_volume_listen = 
0.0.0.0

文字列値 OpenStack Volume API がリッスンする IP アドレス

osapi_volume_listen_port 
= 8776

ポート値 OpenStack Volume API がリッスンするポート

osapi_volume_use_ssl = 
False

ブール値 True が設定されている場合は、SSL コンテキストで
ソケットをラップします。証明書ファイルとキー
ファイルを指定する必要があります。

設定オプション = デフォルト
値
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osapi_volume_workers = 
None

整数値 OpenStack Volume API サービスのワーカー数。デ
フォルトは、利用可能な CPU の数と同じです。

per_volume_size_limit = -
1

整数値 ボリュームごとに許可される最大サイズ (ギガバイト
単位)

periodic_fuzzy_delay = 60 整数値 周期的タスクスケジューラーの起動時に、スタンピ
ングを減らすためにランダムに遅延させる範囲 (秒単
位)。(0 に設定すると無効になります)

periodic_interval = 60 整数値 周期的なタスクを実行する際のインターバル (秒単
位)

pool_id_filter = [] リスト値 使用するプール ID 許可 非推奨となったバージョン:
14.0.0

*理由:* FusionStorage cinder ドライバーは Restful
メソッドでコードをリファクタリングし、古い CLI
モードは廃止されています。そのため、これらの設
定項目は使用されなくなりました。

pool_type = default 文字列値 sata-2copy などのプールタイプ 非推奨となったバー
ジョン:14.0.0

*理由:* FusionStorage cinder ドライバーは Restful
メソッドでコードをリファクタリングし、古い CLI
モードは廃止されています。そのため、これらの設
定項目は使用されなくなりました。

public_endpoint = None 文字列値 バージョンエンドポイントに使用するパブリック
URL。デフォルトは None で、リクエストの host_url
属性を使用して URL ベースを設定します。Cinder が
プロキシーの背後で動作している場合は、これをプ
ロキシーの URL を表すように変更する必要がありま
す。

publish_errors = False ブール値 エラーイベントの公開を有効または無効にします。

quota_backup_gigabytes 
= 1000

整数値 プロジェクトごとのバックアップに許容されるスト
レージの総量 (単位: ギガバイト)

quota_backups = 10 整数値 プロジェクトごとに許可されるボリュームバック
アップの数

quota_consistencygroup
s = 10

整数値 プロジェクトごとに許可される整合性グループの数

設定オプション = デフォルト
値
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quota_driver = 
cinder.quota.DbQuotaDri
ver

文字列値 クォータチェックに使用するデフォルトのドライ
バー

quota_gigabytes = 1000 整数値 プロジェクトごとのボリュームとスナップショット
に許可されるストレージの総量 (ギガバイト)。

quota_groups = 10 整数値 プロジェクトごとに許可されるグループ数

quota_snapshots = 10 整数値 プロジェクトごとに許可されるボリュームスナップ
ショットの数

quota_volumes = 10 整数値 プロジェクトごとに許可されるボリュームの数

rate_limit_burst = 0 整数値 rate_limit_interval ごとのログ記録されたメッセージ
の最大数。

rate_limit_except_level = 
CRITICAL

文字列値 レート制限で使用されるログレベル名:CRITICAL、
ERROR、INFO、WARNING、DEBUG または空の文
字列。rate_limit_except_level 以上のレベルのログは
フィルターされません。空の文字列は、すべてのレ
ベルがフィルターされることを意味します。

rate_limit_interval = 0 整数値 ログのレート制限の間隔 (秒数)。

reinit_driver_count = 3 整数値 ボリュームの初期化に失敗した場合にドライバーを
再編成する最大時間。再試行の間隔は指数関数的に
バックオフされ、1、2、4 などになります。

replication_device = None dict 値 レプリケーションターゲットデバイスを表すディク
ショナリーのマルチオプト。このオプションは、1 つ
の config セクションで複数回指定して、複数のレプ
リケーションターゲットデバイスを指定できます。
各エントリーは、以下の標準の dict 設定形式を使い
ます: replication_device = target_device_id:
<required>,key1:value1,key2:value2…​

report_discard_supporte
d = False

ブール値 Cinder のクライアントに、バックエンドが破棄 (別
名: trim/unmap) をサポートしていることを報告しま
す。これは実際にバックエンドやクライアントの動
作を直接変更するものではなく、使用可能であるこ
とを通知するだけです。

report_interval = 10 整数値 ノードがデータストアに状態を報告する間隔 (秒)

設定オプション = デフォルト
値
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reservation_clean_interva
l = $reservation_expire

整数値 期限切れの予約を削除するための定期的なタスク実
行の間隔 (秒)。

reservation_expire = 
86400

整数値 予約の有効期限が切れるまでの秒数

reserved_percentage = 0 整数値 バックエンド容量のパーセンテージが予約される

resource_query_filters_fil
e = 
/etc/cinder/resource_filter
s.json

文字列値 リストクエリーのユーザーに表示されるフィルター
パラメーターを示す JSON ファイル。

restore_discard_excess_
bytes = True

ブール値 True の場合には、ゼロで pad などのボリュームを復
元する際に、例外を超えるバイトを常に破棄しま
す。

rootwrap_config = 
/etc/cinder/rootwrap.conf

文字列値 root としてコマンドを実行するために使用する
rootwrap 設定ファイルへのパス

rpc_conn_pool_size = 30 整数値 RPC 接続プールのサイズ。

rpc_ping_enabled = False ブール値 ping 呼び出しに応答するエンドポイントを追加しま
す。エンドポイントの名前は oslo_rpc_server_ping
です。

rpc_response_timeout = 
60

整数値 呼び出しからの応答を待つ秒数。

run_external_periodic_ta
sks = True

ブール値 一部の定期的なタスクは個別のプロセスで実行でき
ます。ここで実行すべきですか ?

`san_hosts = ` リスト値 Open-E JovianDSS SA の IP アドレス

`sandstone_pool = ` 文字列値 SandStone ストレージプールのリソース名。

scheduler_default_filters 
= ['AvailabilityZoneFilter', 
'CapacityFilter', 
'CapabilitiesFilter']

リスト値 要求で指定されていない場合に、ホストをフィル
ターするために使用するフィルタークラス名。

scheduler_default_weigh
ers = ['CapacityWeigher']

リスト値 ホストの重み付けに使用するクラスを重み付けしま
す。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

第2章 CINDER

63



scheduler_driver = 
cinder.scheduler.filter_sc
heduler.FilterScheduler

文字列値 使用するデフォルトのスケジューラードライバー

scheduler_driver_init_wai
t_time = 60

整数値 ドライバーがレディと報告するまでの最大待ち時間
(秒)

scheduler_host_manager 
= 
cinder.scheduler.host_ma
nager.HostManager

文字列値 使用するスケジューラーホストマネージャークラス

`scheduler_json_config_locati
on = `

文字列値 スケジューラー設定の JSON ファイルへの絶対パ
ス。

scheduler_manager = 
cinder.scheduler.manage
r.SchedulerManager

文字列値 スケジューラー用の Manager のフルクラス名

scheduler_max_attempts 
= 3

整数値 ボリュームのスケジュールを試行する最大回数

scheduler_weight_handle
r = 
cinder.scheduler.weights.
OrderedHostWeightHandl
er

文字列値 重み付け後にホスト/プールを選択するのに使用する
ハンドラー。

scst_target_driver = iscsi 文字列値 SCST ターゲット実装は、複数の SCST ターゲット
ドライバーから選択できます。

scst_target_iqn_name = 
None

文字列値 特定の ISCSI ターゲットには事前に定義されたター
ゲット名があり、SCST ターゲットドライバーはこ
の名前を使用します。

service_down_time = 60 整数値 サービスの最後のチェックインからの最大時間

snapshot_name_template 
= snapshot-%s

文字列値 スナップショット名の生成に使用するテンプレート
の文字列

snapshot_same_host = 
True

ブール値 スナップショットがあるホストでのスナップショッ
トからボリュームの作成

split_loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

設定オプション = デフォルト
値
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ssh_hosts_key_file = 
$state_path/ssh_known_
hosts

文字列値 Cinder が通信する必要のあるシステムの SSH ホスト
キーを含むファイル。オプション:
Default=$state_path/ssh_known_hosts

state_path = 
/var/lib/cinder

文字列値 cinder の状態を維持する最上位のディレクトリー

storage_availability_zone 
= nova

文字列値 このノードのアベイラビリティーゾーン。ボリュー
ムバックエンドごとに、"backend_availability_zone"
オプションで上書きできます。

storage_protocol = iscsi 文字列値 ホストとストレージバックエンド間でデータを転送
するためのプロトコル。

strict_ssh_host_key_poli
cy = False

ブール値 厳密なホストキーチェックを有効にするオプショ
ン。True に設定すると、Cinder は設定された
ssh_hosts_key_file に設定されたホスト鍵を持つシス
テムにのみ接続します。False に設定すると、ホスト
キーは最初の接続に保存され、その後の接続に使用
されます。Default=False

swift_catalog_info = 
object-
store:swift:publicURL

文字列値 サービスカタログで swift を検索する際に一致する情
報。形式: <service_type>:<service_name>:
<endpoint_type> の形式区切りの値: backup_swift_url
が設定されていない場合にのみ使用されます。

syslog-log-facility = 
LOG_USER

文字列値 ログ行を受け取る syslog ファシリティー。このオプ
ションは、log_config_append が設定されている場合
は無視されます。

target_helper = tgtadm 文字列値 使用するターゲットユーザーランドツール。tgtadm
はデフォルト で、LIO iSCSI サポートに lioadm、
SCST ターゲットのサポートには scstadmin、または
Chelsio iSCSI ターゲットの場合は ietadm、NVMEoF
サポートの場合は nvmet、SPDK NVMe-oF の場合は
spdk-nvmeof、テストには fake を使用します。注:
IET ドライバーは推奨されておらず、V リリースで削
除される予定です。

target_ip_address = 
$my_ip

文字列値 iSCSI/NVMEoF デーモンがリッスンする IP アドレ
ス。

target_port = 3260 ポート値 iSCSI/NVMEoF デーモンがリッスンするポート。

target_prefix = iqn.2010-
10.org.openstack:

文字列値 iSCSI/NVMEoF ボリュームの接頭辞。

設定オプション = デフォルト
値
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target_protocol = iscsi 文字列値 tgtadm、lioadm、および nvmet ターゲットヘルパー
で作成した新規ボリュームのターゲットプロトコル
を決定します。RDMA を有効にするには、このパラ
メーターを "iser" の値で設定する必要があります。
nvmet ターゲットが "nvmet_rdma" または
"nvmet_tcp" に設定されている場合は、サポートされ
る iSCSI プロトコルの値は "iscsi" および "iser" です。

target_secondary_ip_add
resses = []

リスト値 iSCSI/NVMEoF デーモンのセカンダリー IP アドレス
のリスト。

tcp_keepalive = True ブール値 各サーバーソケットの TCP_KEEPALIVE(True/False)
の値を設定します。

tcp_keepalive_count = 
None

整数値 各サーバーソケットの TCP_KEEPCNT の値を設定し
ます。OS X では対応していません。

tcp_keepalive_interval = 
None

整数値 各サーバーソケットの TCP_KEEPINTVL の値を秒単
位で設定します。OS X では対応していません。

tcp_keepidle = 600 整数値 各サーバーソケットの TCP_KEEPIDLE の値を設定し
ます (秒単位)。OS X では対応していません。

trace_flags = None リスト値 開発者を支援する DEBUG ログレベルにどのトレー
ス情報を書き込むかを制御するオプションのリス
ト。有効な値は method および api です。

transfer_api_class = 
cinder.transfer.api.API

文字列値 ボリューム転送 API クラスの完全なクラス名

transport_url = rabbit:// 文字列値 メッセージングバックエンドに接続するためのネッ
トワークアドレスおよびオプションのユーザー認証
情報 (URL 形式)。想定される形式は次のとおりで
す。

driver://[user:pass@]host:port[,
[userN:passN@]hostN:portN]/virtual_host?query

例:rabbit://rabbitmq:password@127.0.0.1:5672//

URL のフィールドの詳細
は、https://docs.openstack.org/oslo.messaging/late
st/reference/transport.html で
oslo_messaging.TransportURL のドキュメントを参
照してください。

設定オプション = デフォルト
値
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until_refresh = 0 整数値 使用率がリフレッシュされるまでの予約数

use-journal = False ブール値 ロギング用の journald を有効にします。systemd 環
境で実行している場合は、ジャーナルサポートを有
効にしたい場合があります。その場合、ログメッ
セージに加えて構造化されたメタデータが含まれる
journal ネイティブプロトコルが使用されます。この
オプションは、log_config_append が設定されている
場合は無視されます。

use-json = False ブール値 ロギングに JSON 形式を使用します。このオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

use-syslog = False ブール値 ロギングに syslog を使用します。既存の syslog 形式
は非推奨であり、後に RFC5424 に従うように変更
されます。このオプションは、log_config_append が
設定されている場合は無視されます。

use_chap_auth = False ブール値 ターゲットの CHAP 認証を有効/無効にするオプショ
ン。

use_default_quota_class 
= True

ブール値 デフォルトクォータでのデフォルトクォータクラス
の使用を有効または無効にします。

use_eventlog = False ブール値 出力を Windows イベントログに記録します。

use_forwarded_for = 
False

ブール値 X-Forwarded-For を正規のリモートアドレスとして
扱います。これは、プロキシーをサニタイズしてい
る場合のみ有効にします。

use_multipath_for_image
_xfer = False

ブール値 ボリュームとボリュームの譲渡用のマルチパスを使
用して cinder のボリュームを接続/割り当て解除しま
すか。このパラメーターは、すべてのバックエンド
に共通の設定として、各バックエンドセクションま
たは backend_defaults セクションで設定する必要が
あります。

use_stderr = False ブール値 出力を標準エラーに記録します。このオプション
は、log_config_append が設定されている場合は無視
されます。

設定オプション = デフォルト
値
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verify_glance_signatures 
= enabled

文字列値 イメージ署名の検証を有効にします。

Cinder は Glance からのイメージ署名メタデータを
使用して、そのイメージのダウンロード中に署名済
みイメージの署名を検証します。ここには 2 つのオ
プションがあります。

1. Enabled: イメージに署名メタデータがある
場合に検証します。

2. disabled: 検証はオフになっています。

イメージ署名を検証できないか、イメージ署名のメ
タデータが不完全である場合、Cinder はボリューム
を作成してエラー状態に更新します。これにより、
エンドユーザーはボリュームの作成に使用するイ
メージデータの整合性が強化されます。

vmdk_allowed_types = 
['streamOptimized', 
'monolithicSparse']

リスト値 許可されている VMDK createType サブフォーマット
を説明する文字列のリスト。ボリュームへの書き込
み時にイメージが RAW 形式に変換されるときに、名
前付きエクステントを処理する際にホストファイル
が公開される可能性を回避するために、スパース
ヘッダーを持つ単一ファイルのバリアントのみを含
めることを推奨します。このリストが空の場合、
VMDK イメージは許可されません。

volume_api_class = 
cinder.volume.api.API

文字列値 使用するボリューム API クラスの完全クラス名

volume_backend_name = 
None

文字列値 特定のドライバー実装のバックエンド名

volume_clear = zero 文字列値 古いボリュームの消去に使用するメソッド

volume_clear_ionice = 
None

文字列値 削除後のボリュームをゼロにするために使用される
プロセスの i/o 優先度を変更するために ionice に渡
すフラグで、例えば-c3 はアイドルのみの優先度で
す。

volume_clear_size = 0 整数値 古いボリュームの開始時に消去する MiB 単位のサイ
ズ。1024 MiB at max. 0 ⇒ all

volume_copy_blkio_cgro
up_name = cinder-
volume-copy

文字列値 ボリュームコピーの帯域幅を制限するために使用さ
れる blkio cgroup 名

volume_copy_bps_limit = 
0

整数値 ボリュームコピーの帯域幅の上限。0 ⇒ 無制限

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

Red Hat OpenStack Platform 17.1 設定の参照

68



volume_dd_blocksize = 
1M

文字列値 ボリュームのコピー/消去時に使用されるデフォルト
のブロックサイズ

volume_manager = 
cinder.volume.manager.V
olumeManager

文字列値 ボリュームの Manager のフルクラス名

volume_name_template = 
volume-%s

文字列値 ボリューム名の生成に使用するテンプレートの文字
列

volume_number_multiplie
r = -1.0

浮動小数点の値 ボリューム番号の重み付けに使用する乗数。負の数
値は、分散とスタックに対する意味です。

volume_service_inithost_
offload = False

ブール値 ボリュームサービスの起動時に保留中のボリューム
削除のオフロード

volume_transfer_key_len
gth = 16

整数値 自動生成される認証キーの文字数。

volume_transfer_salt_len
gth = 8

整数値 salt の文字数。

volume_usage_audit_peri
od = month

文字列値 ボリュームの使用状況を生成する期間。オプション
は、hour、day、month、または year です。

volumes_dir = 
$state_path/volumes

文字列値 ボリューム設定ファイルのストレージディレクト
リー

vrts_lun_sparse = True ブール値 スパース Lun を作成します。

vrts_target_config = 
/etc/cinder/vrts_target.xm
l

文字列値 VA 設定ファイル

watch-log-file = False ブール値 ファイルシステムを監視するように設計されたログ
ハンドラーを使用します。ログファイルが移動また
は削除されると、このハンドラーは、指定されたパ
スで新しいログファイルを即時に開きます。これ
は、log_file オプションを指定し、Linux プラット
フォームが使用される場合にのみ有効です。このオ
プションは、log_config_append が設定されている場
合は無視されます。

wsgi_default_pool_size = 
100

整数値 wsgi で使用される greenthread のプールのサイズ

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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wsgi_keep_alive = True ブール値 False の場合は、クライアントのソケット接続を明示
的に閉じます。

wsgi_log_format = %
(client_ip)s "%
(request_line)s" status: %
(status_code)s len: %
(body_length)s time: %
(wall_seconds).7f

文字列値 ログ行を生成するためにテンプレートとして使用さ
れる Python 形式の文字列。client_ip、date_time、
request_line、status_code、body_length、
wall_seconds をこの形式にフォーマットできます。

wsgi_server_debug = 
False

ブール値 サーバーが 500 エラーで例外トレースバックをクラ
イアントに送信する必要がある場合は true。False の
場合、サーバーは空の本文で応答します。

zoning_mode = None 文字列値 FC Zoning モードが設定され、ファブリック のみに
対応するようになりました。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

2.1.2. backend

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [backend] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表2.1 backend

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backend_host = None 文字列値 ホスト値のバックエンドオーバーライド。

2.1.3. backend_defaults

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [backend_defaults] グループ下で使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表2.2 backend_defaults

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auto_calc_max_oversubs
cription_ratio = False

ブール値 K2 ドライバーは、このオプションを True に設定す
ると max_oversubscription_ratio が計算されます。

backend_availability_zon
e = None

文字列値 このボリュームバックエンドのアベイラビリティー
ゾーン。設定されていない場合、
storage_availability_zone オプション値がすべての
バックエンドのデフォルトとして使用されます。
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backend_native_threads_
pool_size = 20

整数値 バックエンドのネイティブスレッドプールのサイ
ズ。RBD ドライバーなど、これに大きく依存する
バックエンドについては、増やします。

chap = disabled 文字列値 iscsi でのみ有効な CHAP 認証モード
(disabled|enabled)

`chap_password = ` 文字列値 指定した CHAP アカウント名のパスワード。

`chap_username = ` 文字列値 CHAP ユーザー名

check_max_pool_luns_th
reshold = False

ブール値 非推奨: プール LUN の最大数の上限に達すると、
free_capacity_gb を 0 として報告します。デフォル
ト値は false です。

chiscsi_conf = 
/etc/chelsio-
iscsi/chiscsi.conf

文字列値 Chiscsi (CXT) グローバルデフォルト設定ファイル

cinder_eternus_config_fil
e = 
/etc/cinder/cinder_fujitsu_
eternus_dx.xml

文字列値 cinder eternus_dx ボリュームドライバーの設定ファ
イル。

cinder_huawei_conf_file 
= 
/etc/cinder/cinder_huawei
_conf.xml

文字列値 Cinder Huawei ドライバーの設定ファイルです。

connection_type = iscsi 文字列値 IBM Storage アレイへの接続タイプ

cycle_period_seconds = 
300

整数値 これは、シリクリングモードのマルチとのグローバ
ルミラー関係に適用される任意のサイクル期間を定
義します。複数の cycling_mode を使用するグローバ
ルミラー関係は、各期間に最大 1 回の完全なサイクル
を実行します。デフォルトは 300 秒で、有効な秒数
は 60-86400 です。

datacore_api_timeout = 
300

整数値 DataCore API 呼び出しからの応答を待機する秒数。

datacore_disk_failed_del
ay = 300

整数値 DataCore 仮想ディスクが失敗状態から回復するまで
待機する秒数。

datacore_disk_pools = [] リスト値 ボリュームドライバーで使用できる DataCore ディ
スクプールのリスト。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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datacore_disk_type = 
single

文字列値 DataCore 仮想ディスクタイプ (シングル/ミラーリン
グ)。ミラーリングされた仮想ディスクには、サー
バーグループ内に 2 台のストレージサーバーが必要
です。

datacore_fc_unallowed_t
argets = []

リスト値 ボリュームの接続に使用できない FC ターゲットの
リスト。DataCore FibreChannel ボリュームドライ
バーがボリュームアタッチメントで一部のフロント
エンドターゲットを使用しないようにするには、こ
のオプションを指定し、各ターゲットの iqn とター
ゲットマシンを値としてリストします
(<wwpns:target name>, <wwpns:target name>,
<wwpns:target name> など)。

datacore_iscsi_chap_stor
age = 
$state_path/.datacore_ch
ap

文字列値 動的に生成された iSCSI CHAP シークレットが保存
される完全修飾ファイル名。

datacore_iscsi_unallowed
_targets = []

リスト値 ボリュームの接続に使用できない iSCSI ターゲット
のリスト。DataCore iSCSI ボリュームドライバーが
ボリューム接続で一部のフロントエンドターゲット
を使用しないようにするには、このオプションを指
定し、各ターゲットの iqn とターゲットマシンを値
としてリスト表示します (<iqn:target name>,
<iqn:target name>, <iqn:target name> など)。

datacore_storage_profile 
= None

文字列値 DataCore 仮想ディスクストレージプロファイル。

default_timeout = 
31536000

整数値 CLI 操作のデフォルトのタイムアウト (単位: 分)。た
とえば、LUN 移行は通常の長時間実行される操作
で、LUN のサイズとアレイの負荷により異なりま
す。特定のデプロイメントの上限を設定して、不要
な待機時間を避けることができます。デフォルトで
は 365 日長くなります。

deferred_deletion_delay = 
0

整数値 遅延削除のタグが付けられた後、ボリュームが永久
削除の対象となるまでの遅延時間 (秒)。

deferred_deletion_purge_
interval = 60

整数値 削除のタグが付けられたボリュームをパージするた
めの定期的なタスクの実行間隔の秒数。

dell_api_async_rest_time
out = 15

整数値 Dell SC API 非同期呼び出しのデフォルトタイムアウ
トを秒単位で指定します。

dell_api_sync_rest_timeo
ut = 30

整数値 Dell SC API 非同期呼び出しのデフォルトタイムアウ
トを秒単位で指定します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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dell_sc_api_port = 3033 ポート値 Dell API ポート

dell_sc_server_folder = 
openstack

文字列値 ストレージセンターで使用するサーバーフォルダー
の名前

dell_sc_ssn = 64702 整数値 Storage Center システムのシリアル番号

dell_sc_verify_cert = 
False

ブール値 HTTPS SC 証明書の検証を有効にする

dell_sc_volume_folder = 
openstack

文字列値 ストレージセンターで使用するボリュームフォル
ダーの名前

dell_server_os = Red Hat 
Linux 6.x

文字列値 ストレージセンターで新しいサーバーを作成する際
に使用するサーバー OS タイプ。

destroy_empty_storage_
group = False

ブール値 最後の LUN が削除されたときにストレージグループ
を破棄します。デフォルト値は false です。

disable_discovery = False ブール値 K2 ドライバーでマルチパス接続の iSCSI ディスカバ
リー (sendtargets) を無効にする。

`dpl_pool = ` 文字列値 DPL プール uuid: DPL ボリュームを保存します。

dpl_port = 8357 ポート値 DPL ポート番号。

driver_client_cert = None 文字列値 ドライバーがサポートしている場合、検証用のクラ
イアント証明書へのパス。

driver_client_cert_key = 
None

文字列値 ドライバーがサポートしている場合、検証用のクラ
イアント証明書キーへのパス。

driver_data_namespace = 
None

文字列値 保存されるドライバープライベートデータ値の
namespace。

driver_ssl_cert_path = 
None

文字列値 バックエンドの検証に使用される CA_BUNDLE ファ
イルまたは証明書を持つディレクトリーへのデフォ
ルトパスの指定に使用できます。

driver_ssl_cert_verify = 
False

ブール値 True に設定すると、http クライアントはバックエン
ドエンドポイントの SSL 証明書を検証します。

driver_use_ssl = False ブール値 ドライバーが SSL をサポートしている場合は、バッ
クエンドストレージへの接続に SSL を使用するよう
ドライバーに指示します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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`ds8k_devadd_unitadd_mappi
ng = `

文字列値 IODevice アドレスとユニットアドレス間のマッピン
グ。

ds8k_host_type = auto 文字列値 OpenStack のバージョンが取得前のバージョンで、
zLinux システムに接続している場合は zLinux に設定
します。それ以外の場合は、auto に設定されます。
このパラメーターの有効な値は以下のとおりで
す。auto、AMDLinuxRHEL、AMDLinuxSuse、Ap
pleOSX、Fujitsu、Hp、HpTru64、HpVms、Linux
DT、LinuxRF、LinuxRHEL、LinuxSuse、Novell、
SGI、SVC、SanFsAIX、SanFsLinux、Sun、VMW
are、Win2000、Win2003、Win2008、Win2012、i
Linux、nSeries、pLinux、pSeries、pSeriesPower
swap、zLinux、iSeries。

ds8k_ssid_prefix = FF 文字列値 SSID の最初の 2 桁の数字を設定します。

enable_deferred_deletion 
= False

ブール値 遅延削除を有効にします。削除時にボリュームの削
除についてのタグが付けられますが、ボリュームは
後でのみ非同期的に削除されます。

enable_unsupported_driv
er = False

ブール値 サポート対象外のドライバーを起動できるようにす
るには、このパラメーターを True に設定します。作
業用の CI システムおよびテストを維持していないド
ライバーは、CI が再び動作するまで、サポート対象
外とマークされます。これはドライバーを非推奨と
してマークし、次のリリースで削除される可能性が
あります。

enforce_multipath_for_im
age_xfer = False

ブール値 これが True に設定されている場合、multipathd が実
行されていない場合、イメージ転送用のボリューム
のアタッチが中断されます。それ以外の場合は、単
一のパスにフォールバックします。このパラメー
ターは、すべてのバックエンドに共通の設定とし
て、各バックエンドセクションまたは
backend_defaults セクションで設定する必要があり
ます。

excluded_domain_ip = 
None

IP アドレス値 非推奨: iSCSI から除外される障害ドメイン IP が返さ
れます。非推奨となったバージョン： Stein

*Reason:*Replaced by excluded_domain_ips option

excluded_domain_ips = [] リスト値 iSCSI から除外されるコンマ区切りのフォールトドメ
イン IP を返します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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expiry_thres_minutes = 
720

整数値 このオプションは、NFS イメージキャッシュ内のイ
メージの最後のアクセス時間のしきい値を指定しま
す。キャッシュクリーニングサイクルが開始される
と、過去 M 分以内にアクセスされていないキャッ
シュ内のイメージが削除され、NFS 共有に空き領域
が作られます (M はこのパラメーターの値)。

extra_capabilities = {} 文字列値 ユーザー定義のケイパビリティー。キーと値のペア
を指定する JSON 形式の文字列です。キー/値のペア
は、CapabilitiesFilter により使用され、リクエスト
がボリューム種別を指定するときにバックエンド間
を選択できます。たとえば、バックエンドのサービ
スレベルまたは地理的な場所を指定してから、異な
るプロパティーでユーザーが選択できるようにする
ボリューム種別を作成します。

filter_function = None 文字列値 ホストのフィルターに使用される式の文字列表現。
Cinder スケジューラーがドライバーフィルターを使
用するように設定されている場合にのみ使用されま
す。

flashsystem_connection_
protocol = FC

文字列値 接続プロトコルは FC である必要があります。(デ
フォルトは FC です)

flashsystem_iscsi_portid 
= 0

整数値 デフォルトの iSCSI ポート ID は FlashSystem です。
(デフォルトのポートは 0 です。)

flashsystem_multihostma
p_enabled = True

ブール値 vdisk によるマルチホストマッピングを許可します。
(デフォルトは True)

force_delete_lun_in_stora
gegroup = True

ブール値 ストレージグループに属する場合でも LUN を削除し
ます。

goodness_function = 
None

文字列値 ホストの有効性を決定するために使用される式の文
字列表現。Cinder スケジューラーが使用する適切な
重み付け関数を使用する場合にのみ使用されます。

gpfs_hosts = [] リスト値 GPFS ノードの IP アドレスまたはホスト名のコンマ
区切りリスト。

gpfs_hosts_key_file = 
$state_path/ssh_known_
hosts

文字列値 gpfs ノードの SSH ホストキーを含むファイルで、ど
のドライバーが通信する必要があります。
Default=$state_path/ssh_known_hosts

gpfs_images_dir = None 文字列値 GPFS の Image サービスリポジトリーのパスを指定
します。イメージを GPFS に保存しない場合は、未
定義のままにします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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gpfs_images_share_mod
e = None

文字列値 使用するイメージのコピーのタイプを指定します。
Image サービスのリポジトリーで GPFS も使用して
いる場合に、Image サービスから Block Storage サー
ビスにイメージファイルを効率的に移行できるよう
に設定します。有効な値は 2 つあります。"copy"
は、イメージの完全なコピーを作成することを指定
し、"copy_on_write" は、コピーオンライト最適化戦
略が使用され、イメージファイルの変更されていな
いブロックが効率的に共有されることを指定しま
す。

gpfs_max_clone_depth = 
0

整数値 スナップショットやクローンによって特定のブロッ
クに到達するために必要な間接回数の上限を指定し
ます。コピーオンライトスナップショットまたはク
ローンの長いチェーンは、パフォーマンスに悪影響
を与える可能性がありますが、領域の使用率が向上
します。0 は、無制限のクローンの深度を示しま
す。

gpfs_mount_point_base = 
None

文字列値 Block Storage ボリュームおよびスナップショット
ファイルが保存される GPFS ディレクトリーのパス
を指定します。

`gpfs_private_key = ` 文字列値 SSH 認証に使用する秘密鍵のファイル名。

gpfs_sparse_volumes = 
True

ブール値 最初に領域を消費するスパースファイルとしてボ
リュームが作成されるように指定します。False に設
定すると、ボリュームが完全に割り当てられたファ
イルとして作成されます。その場合には、作成には
かなり時間がかかる可能性があります。

gpfs_ssh_port = 22 ポート値 使用する SSH ポート。

gpfs_storage_pool = 
system

文字列値 ボリュームが割り当てられるストレージプールを指
定します。デフォルトでは、システムストレージ
プールが使用されます。

gpfs_strict_host_key_poli
cy = False

ブール値 gpfs ノードへの接続中に厳密な gpfs ホストキー
チェックを有効にするオプション。Default=False

gpfs_user_login = root 文字列値 GPFS ノードのユーザー名

`gpfs_user_password = ` 文字列値 GPFS ノードユーザーのパスワード。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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hitachi_compute_target_
ports = []

リスト値 コンピュートノードにボリュームを接続するために
使用されるストレージポートの ID。複数のポートを
指定する場合は、コンマでつなぎます (例:CL1-
A,CL2-A)。

hitachi_discard_zero_pag
e = True

ブール値 DP-VOL でゼロページリクラムを有効または無効に
します。

hitachi_group_create = 
False

ブール値 True の場合、ドライバーは必要に応じてストレージ
ポートにホストグループや iSCSI ターゲットを作成
します。

hitachi_group_delete = 
False

ブール値 True の場合、ドライバーは必要に応じてストレージ
ポートにホストグループや iSCSI ターゲットを削除
します。

hitachi_ldev_range = 
None

文字列値 xxxx-yyyy 形式の LDEV 番号の範囲で、ドライバー
が使用できるもの。値は、10 進法 (例: 1000) または
コロンで区切った 16 進法 (例: 00:03:E8) で入力でき
ます。

hitachi_pool = None 文字列値 DP プールのプール番号またはプール名。

hitachi_rest_tcp_keepaliv
e = True

ブール値 REST API tcp keepalive の使用を有効または無効にし
ます。

hitachi_snap_pool = None 文字列値 スナップショットプールのプール番号またはプール
名。

hitachi_storage_id = 
None

文字列値 ストレージシステムの製品数。

hitachi_target_ports = [] リスト値 ボリュームをコントローラーノードにアタッチする
ために使用されるストレージポートの ID。複数の
ポートを指定する場合は、コンマでつなぎます
(例:CL1-A,CL2-A)。

hitachi_zoning_request = 
False

ブール値 True の場合、FC ゾーニングマネージャーが有効で
あれば、ドライバーはサーバーとストレージシステ
ム間の FC ゾーニングを設定します。

`hpe3par_api_url = ` 文字列値 WSAPI Server URLこの設定は、3PAR および
Primera の両方に適用されます。例 1: 3PAR の場合、
URL は、https://<3par ip>:8080/api/v1 です。例
2:Primera の場合、URL は、https://<primera
ip>:443/api/v1 です。

設定オプション = デフォルト
値
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hpe3par_cpg = 
['OpenStack']

リスト値 ボリューム作成に使用する 3PAR / Primera CPG の
リスト

`hpe3par_cpg_snap = ` 文字列値 ボリュームのスナップショットに使用する 3PAR /
Primera CPG。空の場合、userCPG が使用されま
す。

hpe3par_debug = False ブール値 3PAR / Primera への HTTP デバッグの有効化

hpe3par_iscsi_chap_ena
bled = False

ブール値 iSCSI 接続の CHAP 認証を有効にします。

hpe3par_iscsi_ips = [] リスト値 使用するターゲット iSCSI アドレスのリスト。

`hpe3par_password = ` 文字列値 hpe3par_username で指定したユーザーの 3PAR /
Primera パスワード

`hpe3par_snapshot_expiratio
n = `

文字列値 スナップショットの有効期限が切れて削除されるま
での時間 (時間単位)。これは、有効期限よりも大き
くなければなりません。

`hpe3par_snapshot_retention
= `

文字列値 スナップショットを保持する時間 (時間単位)。この
期限が切れる前に削除することはできません。

`hpe3par_target_nsp = ` 文字列値 次の場合に使用される 3PAR バックエンドの nsp: (1)
cinder.conf でマルチパスが有効になっていません。
(2) ファイバーチャネルゾーンマネージャーは使用さ
れません。(3) 3PAR バックエンドは、この特定の
nsp でのみ事前設定されます。たとえば、nsp が 2 1 2
の場合、オプションの値の形式は 2:1:2 になります。

`hpe3par_username = ` 文字列値 edit ロールを持つ 3PAR / Primera ユーザー名

hpmsa_api_protocol = 
https

文字列値 HPMSA API インターフェイスプロトコル。

hpmsa_iscsi_ips = [] リスト値 コンマ区切りのターゲット iSCSI IP アドレスのリス
ト。

hpmsa_pool_name = A 文字列値 ボリュームの作成に使用するプールまたは Vdisk
名。

hpmsa_pool_type = 
virtual

文字列値 リニア (Vdisk) または仮想 (Pool)

hpmsa_verify_certificate 
= False

ブール値 HPMSA アレイ SSL 証明書を検証するかどうか。

設定オプション = デフォルト
値
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hpmsa_verify_certificate_
path = None

文字列値 HPMSA 配列 SSL 証明書パス。

hypermetro_devices = 
None

文字列値 リモートデバイスハイパーメトロが使用されます。

iet_conf = 
/etc/iet/ietd.conf

文字列値 非推奨: IET 設定ファイル

ignore_pool_full_threshol
d = False

ブール値 プールの完全なしきい値に達した場合でも LUN の作
成を強制します。デフォルト値は false です。

image_upload_use_cinde
r_backend = False

ブール値 True に設定すると、raw 形式の upload-to-image
は、ボリュームコンテンツをアップロードする代わ
りに、クローン作成されたボリュームを作成し、そ
の場所をイメージサービスに登録します。Image
サービスで cinder バックエンドおよび場所のサポー
トを有効にする必要があります。

image_upload_use_intern
al_tenant = False

ブール値 True に設定すると、upload-to-image で作成したイ
メージボリュームは内部テナントに配置されます。
それ以外の場合は、イメージボリュームが現在のコ
ンテキストのテナントに作成されます。

image_volume_cache_en
abled = False

ブール値 このバックエンドのイメージボリュームキャッシュ
を有効にします。

image_volume_cache_ma
x_count = 0

整数値 イメージボリュームキャッシュで許可されるエント
リーの最大数。0 ⇒ 無制限

image_volume_cache_ma
x_size_gb = 0

整数値 このバックエンドのイメージボリュームキャッシュ
の最大サイズ (単位: GB)。0 ⇒ 無制限

included_domain_ips = [] リスト値 iSCSI リターンに含まれるコンマ区切りのフォールト
ドメイン IP。

infinidat_iscsi_netspaces 
= []

リスト値 iSCSI 接続に使用するネットワークスペースの名前の
リスト

infinidat_pool_name = 
None

文字列値 ボリュームの割り当て元となるプールの名前

infinidat_storage_protoco
l = fc

文字列値 ホストとストレージバックエンド間でデータを転送
するためのプロトコル。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

第2章 CINDER

79



infinidat_use_compressio
n = False

ブール値 新規に作成されたボリュームの圧縮を有効にするか
どうかを指定します。

initiator_auto_deregistrati
on = False

ブール値 関連するストレージグループが破棄された後に、イ
ニシエーターを自動的に登録解除します。デフォル
ト値は false です。

initiator_auto_registration 
= False

ブール値 イニシエーターを自動的に登録します。デフォルト
値は false です。

initiator_check = False ブール値 この値を使用して initiator_check を有効にします。

interval = 3 整数値 この値を使用して間隔の長さを秒単位で指定しま
す。

io_port_list = None リスト値 Nova または Cinder で使用されるコンマ区切りの
iSCSI ポートまたは FC ポート

iscsi_initiators = None 文字列値 ホスト名と iSCSI イニシエーター IP アドレス間の
マッピング。

iscsi_iotype = fileio 文字列値 iSCSI ターゲットの動作を、任意で blockio または
fileio のいずれかを実行するように設定します。auto
を設定すると、Cinder はバッキングデバイスのタイ
プを自動検出できます。

`iscsi_target_flags = ` 文字列値 iSCSI ターゲットにターゲット固有のフラグを設定し
ます。tgtadm で bsoflags オプションを使用してバッ
キングデバイスフラグを指定するためにのみ使用さ
れます。指定された文字列は、基礎となるツールと
同様に渡されます。

iscsi_write_cache = on 文字列値 iSCSI ターゲットの動作を、ライトバックオン (on)
または write-through (off) のいずれかを実行するよ
うに設定します。このパラメーターは、
target_helper が tgtadm に設定されている場合に有
効です。

iser_helper = tgtadm 文字列値 使用する iSER ターゲットユーザーランドツールの名
前

iser_ip_address = $my_ip 文字列値 iSER デーモンがリッスンする IP アドレス

iser_port = 3260 ポート値 iSER デーモンがリッスンするポート

設定オプション = デフォルト
値
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iser_target_prefix = 
iqn.2010-
10.org.openstack:

文字列値 iSER ボリュームの接頭辞

lenovo_api_protocol = 
https

文字列値 Lenovo API インターフェイスプロトコル。

lenovo_iscsi_ips = [] リスト値 コンマ区切りのターゲット iSCSI IP アドレスのリス
ト。

lenovo_pool_name = A 文字列値 ボリュームの作成に使用するプールまたは Vdisk
名。

lenovo_pool_type = 
virtual

文字列値 リニア (VDisk) または仮想 (Pool)

lenovo_verify_certificate 
= False

ブール値 Lenovo アレイ SSL 証明書を検証するかどうか。

lenovo_verify_certificate_
path = None

文字列値 Lenovo アレイの SSL 証明書のパスです。

linstor_autoplace_count = 
0

整数値 ボリュームデプロイメントでレプリケーションカウ
ントを自動配置します。0 = autoplace を使用しない
フルクラスターレプリケーション、1 = レプリケー
ションを使用しない単一ノードのデプロイメント、2
以上 = autoplace を使用して複製されたデプロイメン
ト。

linstor_controller_diskles
s = True

ブール値 Cinder ノードがディスクレスの LINSTOR ノードで
あることを意味します。

linstor_default_blocksize 
= 4096

整数値 イメージの復元に使用するデフォルトのブロックサ
イズ。iSCSI トランスポートを使用する場合、このオ
プションはブロックサイズを指定します。

linstor_default_storage_p
ool_name = DfltStorPool

文字列値 LINSTOR のデフォルトのストレージプール名。

linstor_default_uri = 
linstor://localhost

文字列値 LINSTOR のデフォルトストレージ URI。

linstor_default_volume_g
roup_name = drbd-vg

文字列値 LINSTOR のデフォルトのボリュームグループ名。
Cinder ボリュームではありません。

linstor_volume_downsize
_factor = 4096

浮動小数点の値 デフォルトのボリュームダウン (KiB)= 4 MiB。

設定オプション = デフォルト
値
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load_balance = False ブール値 PowerMax バックエンドのロードバランシングを有
効または無効にします。

load_balance_real_time = 
False

ブール値 PowerMax バックエンドのポートレベルのロードバ
ランシングのリアルタイムパフォーマンスメトリッ
クを有効または無効にします。

load_data_format = Avg 文字列値 パフォーマンスデータ形式。リアルタイムメトリッ
クには適用されません。利用可能なオプションは
avg と max です。

load_look_back = 60 整数値 負荷計算で診断パフォーマンスメトリックをさかの
ぼる分数。最小値は 0 で、最大値は 1440 (24 時間)
です。

load_look_back_real_tim
e = 1

整数値 負荷計算でリアルタイムパフォーマンスメトリック
をさかのぼる分数。最小 1 ~ 最大 10。

`lss_range_for_cg = ` 文字列値 整合性グループの LSS を確保します。

lvm_conf_file = 
/etc/cinder/lvm.conf

文字列値 Cinder の LVM ドライバーに使用する LVM conf ファ
イル。指定されたファイルが存在しない場合、この
設定は無視されます (conf ファイルが存在しても使
用しない場合は None を指定することもできます)。

lvm_mirrors = 0 整数値 0 を超える場合、複数のミラーを持つ LV を作成しま
す。これには、lvm_mirrors と利用可能な領域が 2 つ
の PV が必要であることに注意してください。

lvm_share_target = False ブール値 すべての LUN で同じターゲットを共有するかどうか
(現在は nvmet でのみサポートされています)。

lvm_suppress_fd_warnin
gs = False

ブール値 LVM コマンドでリークしたファイル記述子の警告を
抑制します。

lvm_type = auto 文字列値 配置する LVM ボリュームのタイプ (default、thin、
auto) を指定します。thin がサポートされる場合、
auto はデフォルトで thin になります。

macrosan_client = None リスト値 Macrosan iscsi_clients list.複数のクライアントを設定
できます。このような形式で設定することができま
す。(host; client_name; sp1_iscsi_port;
sp2_iscsi_port)、(host; client_name; sp1_iscsi_port;
sp2_iscsi_port) 重要な警告、client_name には以下の
条件があります。[a-z A-Z0-9.-_:]、最大文字数は 31
文字です。(controller1; device1; eth-1:0; eth-2:0)、
(controller2; device2; eth-1:0/eth-1:1; eth-2:0/eth-
2:1)。

設定オプション = デフォルト
値
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macrosan_client_default 
= None

文字列値 これは、iscsi のデフォルト接続ポート名です。この
デフォルト設定は、ホスト関連の情報が取得されて
いない場合に使用されます。例: eth-1:0/eth-1:1; eth-
2:0/eth-2:1

macrosan_fc_keep_mapp
ed_ports = True

ブール値 FC 接続の場合は、ポートに関連する設定アイテムが
維持されます。

macrosan_fc_use_sp_por
t_nr = 1

整数値 use_sp_port_nr パラメーターは、スイッチの非パス
モードで FC 接続が確立されると、シングルエンド
メモリーによって使用されるオンライン FC ポート
の数です。最大 4

macrosan_force_unmap_i
tl = True

ブール値 ボリュームの削除時に強制的に切断される

macrosan_log_timing = 
True

ブール値 ログタイミングを有効にするかどうか

macrosan_pool = None 文字列値 ボリュームの作成に使用するプール

macrosan_replication_de
stination_ports = None

リスト値 セカンダリーデバイス

macrosan_replication_ipa
ddrs = None

リスト値 MacroSAN レプリケーションデバイスの IP アドレス

macrosan_replication_pa
ssword = None

文字列値 MacroSAN レプリケーションデバイスのパスワード

macrosan_replication_us
ername = None

文字列値 MacroSAN レプリケーションデバイスのユーザー名

macrosan_sdas_ipaddrs 
= None

リスト値 MacroSAN のデバイスの IP アドレス

macrosan_sdas_passwor
d = None

文字列値 MacroSAN のデバイスのパスワード

macrosan_sdas_usernam
e = None

文字列値 MacroSAN のデバイスのユーザー名

macrosan_snapshot_reso
urce_ratio = 1.0

浮動小数点の値 スナップショットのリソース比率の設定

設定オプション = デフォルト
値
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macrosan_thin_lun_exten
t_size = 8

整数値 シン lun のエクステントサイズを設定します。

macrosan_thin_lun_high_
watermark = 20

整数値 シン lun の高基準値の設定

macrosan_thin_lun_low_
watermark = 5

整数値 シン lun の低基準値の設定

`management_ips = ` 文字列値 管理 IP アドレスのリスト (コンマで区切る)

max_luns_per_storage_g
roup = 255

整数値 ストレージグループのデフォルトの LUN の最大数。
デフォルトでは、値は 255 です。

max_over_subscription_r
atio = 20.0

文字列値 シンプロビジョニングが有効な場合にサブスクリプ
ションに対する比率を表す。デフォルトの比率は
20.0 です。つまり、プロビジョニングした容量は、
物理容量の合計の 20 倍になります。比率が 10.5 の
場合は、プロビジョニング容量が物理容量の合計の
10.5 倍になることを意味します。比率が 1.0 の場合
は、プロビジョニングした容量が物理容量の合計を
超えることができません。比率が auto の場合、
Cinder はプロビジョニングされた容量と使用領域に
基づいて比率を自動的に算出します。auto に設定さ
れていない場合は、比率は 1.0 以上である必要があり
ます。

metro_domain_name = 
None

文字列値 リモートクラスのデバイスドメイン名。

metro_san_address = 
None

文字列値 リモート Mero デバイス要求の URL。

metro_san_password = 
None

文字列値 リモートメトロデバイスの san パスワード。

metro_san_user = None 文字列値 リモート metro デバイス san ユーザー。

metro_storage_pools = 
None

文字列値 リモート Mero デバイスプール名。

`nas_host = ` 文字列値 NAS システムの IP アドレスまたはホスト名。

nas_login = admin 文字列値 NAS システムに接続するためのユーザー名

設定オプション = デフォルト
値
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nas_mount_options = 
None

文字列値 Cinder ボリュームが保存されるストレージバックエ
ンドファイルシステムのマウントに使用されるオプ
ション。

`nas_password = ` 文字列値 NAS システムに接続するためのパスワード

`nas_private_key = ` 文字列値 SSH 認証に使用する秘密鍵のファイル名。

nas_secure_file_operatio
ns = auto

文字列値 ネットワーク接続ストレージシステムは、ルートレ
ベルのアクセスが許可されていない安全な環境で運
用できるようにします。False に設定すると、アクセ
スは root ユーザーとして行われ、安全ではありませ
ん。True に設定すると、アクセスは root ではありま
せん。auto に設定すると、これが新規インストール
かどうかを判別するためにチェックが行われます。
新規インストールの場合は True が使用され、それ以
外の場合は False が使用されます。デフォルトは
auto です。

nas_secure_file_permissi
ons = auto

文字列値 ネットワーク接続されたストレージボリュームファ
イルによりセキュアなファイルパーミッションを設
定し、幅広いその他/アクセスを制限します。False
に設定すると、ボリュームは open パーミッションで
作成されます。True に設定すると、cinder ユーザー
およびグループ (660) の権限でボリュームが作成さ
れます。auto に設定すると、これが新規インストー
ルかどうかを判別するためにチェックが行われま
す。新規インストールの場合は True が使用され、そ
れ以外の場合は False が使用されます。デフォルト
は auto です。

`nas_share_path = ` 文字列値 Cinder ボリュームの格納に使用するファイル共有へ
のパス。たとえば、10.0.5.10:/srv/export1 で利用可能
な NFS サーバーエクスポートの場合は
"/srv/export1" になります。

nas_ssh_port = 22 ポート値 NAS システムへの接続に使用する SSH ポート。

nas_volume_prov_type = 
thin

文字列値 ボリュームの作成時に使用されるプロビジョニング
タイプ。

naviseccli_path = None 文字列値 Naviseccli パス

netapp_api_trace_pattern 
= (.*)

文字列値 API トレースを制限する正規表現。このオプション
は、trace_flags オプションで api トレースを有効
にする場合にのみ許可されます。デフォルトでは、
すべての API はトレースされます。

設定オプション = デフォルト
値
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netapp_copyoffload_tool
_path = None

文字列値 このオプションは、NetApp コピーオフロードツール
バイナリーのパスを指定します。バイナリーに実行
権限が設定され、cinder-volume プロセスの実効ユー
ザーがファイルを実行できるようにします。

netapp_host_type = None 文字列値 このオプションは、LUN にアクセスできるすべての
イニシエーターのオペレーティングシステムのタイ
プを定義します。この情報は、LUN を個々のホスト
またはホストのグループにマッピングする際に使用
されます。

netapp_login = None 文字列値 ストレージシステムまたはプロキシーサーバーへの
アクセスに使用される管理ユーザーアカウント名。

netapp_lun_ostype = 
None

文字列値 このオプションは、データからエクスポートされた
LUN にアクセスするオペレーティングシステムのタ
イプを定義します。これは、作成時に LUN に割り当
てられます。

netapp_lun_space_reserv
ation = enabled

文字列値 このオプションは、LUN の割り当て用にストレージ
領域が予約されているかどうかを判断します。有効
にすると、LUN はシックプロビジョニングされま
す。領域予約が無効になっていると、ストレージ領
域はオンデマンドで割り当てられます。

netapp_nfs_image_cache
_cleanup_interval = 600

整数値 NFS イメージキャッシュクリーンアップタスク間の
時間を秒単位で設定します。

netapp_password = None 文字列値 netapp_login オプションで指定した管理ユーザーア
カウントのパスワード。

netapp_pool_name_searc
h_pattern = (.+)

文字列値 このオプションは、プロビジョニングを指定のプー
ルに制限するために使用されます。このオプション
の値を正規表現で指定します。これは、Cinder の
プールを表すストレージバックエンドからオブジェ
クトの名前に適用されます。このオプションは、
iSCSI または FC を使用するようにストレージプロト
コルが設定されている場合にのみ使用されます。

設定オプション = デフォルト
値
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netapp_replication_aggre
gate_map = None

dict 値 バックエンドレプリケーション全体を使用する場合
に、ソースバックエンドと宛先バックエンド間の集
約マッピングを表すディクショナリーのマルチオプ
ト。cinder プール (NetApp FlexVol/FlexGroup) に関
連付けられたソースアグリゲートごとに、レプリ
ケーションターゲットデバイスで宛先アグリゲート
を指定する必要があります。レプリケーションター
ゲットデバイスは、設定オプション
replication_device を使用して設定されます。このオ
プションは、レプリケーションデバイスがある回数
だけ指定します。各エントリーは標準の dict 設定形
式を使います: netapp_replication_aggregate_map =
backend_id:
<name_of_replication_device_section>,src_aggr_nam
e1:dest_aggr_name1,src_aggr_name2:dest_aggr_nam
e2,…​

netapp_replication_volum
e_online_timeout = 360

整数値 複製ボリュームの作成が完了してオンラインになる
まで待機する時間を秒単位で設定します。

netapp_server_hostname 
= None

文字列値 ストレージシステムまたはプロキシーサーバーのホ
スト名 (または IP アドレス)。

netapp_server_port = 
None

整数値 ストレージシステムまたはプロキシーサーバーとの
通信に使用する TCP ポート。指定されていない場
合、DataListenerExternal ドライバーは HTTP に 80
を使用し、HTTPS に 443 を使用します。

netapp_size_multiplier = 
1.2

浮動小数点の値 要求されたボリュームサイズに乗算する数量。仮想
ストレージサーバー (Vserver) で十分な領域を確保し
て、ボリュームの作成要求に対応できるようにしま
す。注記: このオプションは非推奨であり、Mitaka リ
リースでは reserved_percentage のために削除され
ます。

netapp_snapmirror_quies
ce_timeout = 3600

整数値 フェイルオーバー中に中止する前に、既存の
SnapMirror 転送が完了するまで待機する最大時間
(秒単位)。

netapp_storage_family = 
ontap_cluster

文字列値 ストレージシステムで使用されるストレージファミ
リータイプ。クラスター Data ONTAP を使用する場
合の有効な値は ontap_cluster のみです。

netapp_storage_protocol 
= None

文字列値 ストレージシステムと共にデータパスで使用するス
トレージプロトコル。

netapp_transport_type = 
http

文字列値 ストレージシステムまたはプロキシーサーバーとの
通信時に使用されるトランスポートプロトコル。

設定オプション = デフォルト
値
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netapp_vserver = None 文字列値 このオプションは、ブロックストレージボリューム
のプロビジョニングを行うストレージクラスター上
の仮想ストレージサーバー (Vserver) 名を指定しま
す。

nexenta_blocksize = 4096 整数値 データセットのブロックサイズ

nexenta_chunksize = 
32768

整数値 NexentaEdge iSCSI LUN オブジェクトのチャンクサ
イズ

`nexenta_client_address = ` 文字列値 非 VIP サービス用の NexentaEdge iSCSI ゲートウェ
イクライアントアドレス

nexenta_dataset_compre
ssion = on

文字列値 新しい ZFS フォルダーの圧縮値。

nexenta_dataset_dedup = 
off

文字列値 新しい ZFS フォルダーの重複排除値。

`nexenta_dataset_description
= `

文字列値 フォルダーの人間が判読できる説明。

nexenta_encryption = 
False

ブール値 NexentaEdge iSCSI LUN オブジェクトで暗号化が有
効になっているかどうかを定義します。

`nexenta_folder = ` 文字列値 cinder がデータセットを作成するフォルダー。

nexenta_group_snapshot
_template = group-
snapshot-%s

文字列値 グループスナップショット名を生成するテンプレー
ト文字列

`nexenta_host = ` 文字列値 NexentaStor Appliance の IP アドレス

nexenta_host_group_pref
ix = cinder

文字列値 NexentaStor での iSCSI ホストグループの接頭辞

nexenta_iops_limit = 0 整数値 NexentaEdge iSCSI LUN オブジェクト IOPS の制限

`nexenta_iscsi_service = ` 文字列値 NexentaEdge iSCSI サービス名

nexenta_iscsi_target_hos
t_group = all

文字列値 ボリュームへのアクセスを許可するホストのグルー
プ

`nexenta_iscsi_target_portal_
groups = `

文字列値 NexentaStor ターゲットポータルグループ

設定オプション = デフォルト
値
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nexenta_iscsi_target_port
al_port = 3260

整数値 Nexenta アプライアンス iSCSI ターゲットポータル
ポート

`nexenta_iscsi_target_portals
= `

文字列値 Nexenta Stor5 のポータルのコンマ区切りリスト
(IP1:port1、IP2:port2 の形式)。ポートはオプションで
す。デフォルトは 3260 です。例:
10.10.10.1:3267,10.10.1.2

nexenta_lu_writebackcac
he_disabled = False

ブール値 バッキングストアへの延期書き込み

`nexenta_lun_container = ` 文字列値 LUN のバケットの NexentaEdge 論理パス

nexenta_luns_per_target 
= 100

整数値 iSCSI ターゲットごとの LUN の量

nexenta_mount_point_ba
se = $state_path/mnt

文字列値 NFS 共有マウントポイントを含むベースディレクト
リー

nexenta_nbd_symlinks_d
ir = /dev/disk/by-path

文字列値 NBD へのシンボリックリンクを格納するディレクト
リーの NexentaEdge 論理パス

nexenta_nms_cache_volr
oot = True

ブール値 True キャッシュの NexentaStor アプライアンスの
volroot オプションの値が設定されている場合。

nexenta_ns5_blocksize = 
32

整数値 データセットのブロックサイズ

nexenta_origin_snapshot
_template = origin-
snapshot-%s

文字列値 クローンの起点名を生成するテンプレート文字列

nexenta_password = 
nexenta

文字列値 NexentaStor 管理 REST API サーバーに接続するため
のパスワード

nexenta_qcow2_volumes 
= False

ブール値 raw ファイルではなく QCOW2 ファイルとしてのボ
リュームの作成

nexenta_replication_coun
t = 3

整数値 NexentaEdge iSCSI LUN オブジェクトレプリケー
ションの数。

`nexenta_rest_address = ` 文字列値 NexentaStor 管理 REST API エンドポイントの IP ア
ドレス

nexenta_rest_backoff_fac
tor = 0.5

浮動小数点の値 接続試行を NexentaStor 管理 REST API サーバーに
適用するバックオフ係数を指定します。

設定オプション = デフォルト
値
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nexenta_rest_connect_ti
meout = 30

浮動小数点の値 Nexenta Stor 管理 RESTAPI サーバーへの接続を確立
する必要がある制限時間 (秒単位) を指定します

nexenta_rest_password = 
nexenta

文字列値 NexentaEdge に接続するパスワード。

nexenta_rest_port = 0 整数値 NexentaStor 管理 REST API サーバーに接続するため
の HTTP(S) ポート。ゼロの場合、HTTPS の場合は
8443、HTTP の場合は 8080 が使用されます。

nexenta_rest_protocol = 
auto

文字列値 Nexenta Stor 管理 RESTAPI 接続には http または
https を使用します (デフォルトは自動)

nexenta_rest_read_timeo
ut = 300

浮動小数点の値 Nexenta Stor 管理 RESTAPI サーバーが応答を送信す
る必要がある制限時間 (秒単位) を指定します

nexenta_rest_retry_count 
= 3

整数値 接続エラーおよび NexentaStor アプライアンス
EBUSY または ENOENT エラーが発生した場合に
NexentaStor 管理 REST API 呼び出しを繰り返す回数
を指定します。

nexenta_rest_user = 
admin

文字列値 NexentaEdge に接続するためのユーザー名。

nexenta_rrmgr_compress
ion = 0

整数値 ストリーム圧縮、レベル 1..9 を有効にします。1 が最
速となります。9 は圧縮が最大となります。

nexenta_rrmgr_connectio
ns = 2

整数値 TCP 接続の数。

nexenta_rrmgr_tcp_buf_s
ize = 4096

整数値 KiloBytes の TCP バッファーサイズ。

nexenta_shares_config = 
/etc/cinder/nfs_shares

文字列値 利用可能な nfs 共有のリストが含まれるファイル

nexenta_sparse = False ブール値 スパースデータセットの作成を有効または無効にし
ます。

nexenta_sparsed_volume
s = True

ブール値 領域を使用しないスパースファイルとしてボリュー
ムの作成を有効または無効にします。無効 (False) の
場合、ボリュームは通常のファイルとして作成され
ますが、これには時間がかかります。

nexenta_target_group_pr
efix = cinder

文字列値 NexentaStor での iSCSI ターゲットグループの接頭
辞

設定オプション = デフォルト
値
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nexenta_target_prefix = 
iqn.1986-
03.com.sun:02:cinder

文字列値 NexentaStor iSCSI ターゲット用の IQN 接頭辞

nexenta_use_https = True ブール値 NexentaStor 管理 REST API コネクションに HTTP セ
キュアプロトコルを使用

nexenta_user = admin 文字列値 NexentaStor 管理 REST API サーバーに接続するため
のユーザー名

nexenta_volume = cinder 文字列値 すべてのボリュームを保持する NexentaStor プール
名

nexenta_volume_group = 
iscsi

文字列値 NexentaStor5 iSCSI のボリュームグループ

nfs_mount_attempts = 3 整数値 エラーが発生するまで、NFS 共有のマウントを試行
する回数。指定された値に関係なく、少なくとも 1 つ
の NFS 共有をマウントしようとします。

nfs_mount_options = 
None

文字列値 NFS クライアントに渡されるマウントオプション。
詳細については、NFS(5) のマニュアルページを参照
してください。

nfs_mount_point_base = 
$state_path/mnt

文字列値 NFS 共有のマウントポイントが含まれるベース dir。

nfs_qcow2_volumes = 
False

ブール値 raw ファイルではなく QCOW2 ファイルとしてボ
リュームを作成します。

nfs_shares_config = 
/etc/cinder/nfs_shares

文字列値 利用可能な NFS 共有のリストが含まれるファイル。

nfs_snapshot_support = 
False

ブール値 NFS ドライバーでスナップショットのサポートを有
効にします。libvirt <1.2.7 を使用するプラットフォー
ムでは、この機能に問題が発生します。

nfs_sparsed_volumes = 
True

ブール値 容量を取らないスパースファイルとしてボリューム
を作成します。False ボリュームが設定されている場
合は、通常のファイルとして作成されます。このよ
うな場合、ボリュームの作成には時間がかかりま
す。

設定オプション = デフォルト
値
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nimble_pool_name = 
default

文字列値 Nimble Controller プール名

nimble_subnet_label = * 文字列値 Nimble Subnet Label

nimble_verify_cert_path = 
None

文字列値 Nimble Array SSL 証明書へのパス

nimble_verify_certificate 
= False

ブール値 Nimble SSL 証明書を検証するかどうか。

num_iser_scan_tries = 3 整数値 ボリュームを見つけるために i SER ターゲットを再
スキャンする最大回数

num_shell_tries = 3 整数値 flakey シェルコマンドの実行を試行する回数

num_volume_device_sca
n_tries = 3

整数値 ボリュームを検索するためにターゲットを再スキャ
ンする最大回数

nvmeof_conn_info_versio
n = 1

整数値 NVMe os-brick コネクターには 2 種類の接続情報形
式があり、これにより、spdk や LVM-nvmet などの
元の形式 (バージョン 1) を使用する一部の NVMe-oF
ドライバーは、新しい形式を送信できるようになり
ます。

nvmet_ns_id = 10 整数値 ターゲットを共有していない場合の LVM ボリューム
のサブシステムのネームスペース ID。共有時の最小
ID 値。Linux でサポートされる最大値は 8192 です。

nvmet_port_id = 1 ポート値 ターゲットを共有していない場合の NVMe ターゲッ
トポート定義の ID。共有時の開始ポート ID 値。セカ
ンダリー IP アドレスごとに増加します。

port_group_load_metric = 
PercentBusy

文字列値 ポートグループの負荷計算に使用されるメトリッ
ク。

port_load_metric = 
PercentBusy

文字列値 ポート負荷の計算に使用されるメトリック。

powerflex_allow_migratio
n_during_rebuild = False

ブール値 再ビルド時のボリューム移行を許可します。

powerflex_allow_non_pa
dded_volumes = False

ブール値 ゼロパディングが無効になると、ストレージプール
でボリュームを作成できるようにします。複数のテ
ナントが共有ストレージプールのボリュームを使用
する場合には、このオプションを有効にしないでく
ださい。

設定オプション = デフォルト
値
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powerflex_max_over_sub
scription_ratio = 10.0

浮動小数点の値 ドライバーの max_over_subscription_ratio 設定。許
可される最大値は 10.0.

powerflex_rest_server_po
rt = 443

ポート値 ゲートウェイ REST サーバーポート。

powerflex_round_volume
_capacity = True

ブール値 ボリュームサイズを最大 8GB の境界まで丸めます。
PowerFlex/VxFlex OS では、8GB の倍数でボリュー
ムのサイズを指定する必要があります。False に設定
すると、ボリュームのサイズが正しくない場合にボ
リュームの作成に失敗します。

powerflex_server_api_ver
sion = None

文字列値 PowerFlex/ScaleIO API バージョン。この値は、テク
ニカルサポートで特に指示がない限り、デフォルト
値のままにする必要があります。

powerflex_storage_pools 
= None

文字列値 ストレージプールボリュームを提供するために使用
されるストレージプールのコンマ区切りリスト。各
プールは
protection_domain_name:storage_pool_name の値と
して指定する必要があります。

powerflex_unmap_volum
e_before_deletion = False

ブール値 削除する前にボリュームのマッピングを解除しま
す。

powermax_array = None 文字列値 接続するアレイのシリアル番号。

powermax_array_tag_list 
= None

リスト値 ストレージアレイのユーザー割り当て名のリスト。

powermax_port_group_n
ame_template = 
portGroupName

文字列値 ポートグループ名に対してユーザー定義のオーバー
ライド。

powermax_port_groups = 
None

リスト値 サーバー接続前に設定されたフロントエンドポート
が含まれるポートグループのリスト。

powermax_service_level 
= None

文字列値 プロビジョニングストレージに使用するサービスレ
ベル。これを pool_name の追加スペックとして設定
することが推奨されます。

powermax_short_host_na
me_template = 
shortHostName

文字列値 短縮ホスト名に対するユーザー定義オーバーライ
ド。

設定オプション = デフォルト
値
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powermax_srp = None 文字列値 プロビジョニングに使用するアレイ上のストレージ
リソースプール。

powerstore_appliances = 
[]

リスト値 アプライアンスの名前。ボリュームのプロビジョニ
ングに使用する PowerStore アプライアンス名のコ
ンマ区切りリスト。非推奨: Wallaby

*理由:* もう使用されていません。代わりに、
PowerStore Load Balancer を使用してボリュームを
プロビジョニングします。

powerstore_ports = [] リスト値 許可されるポート。PowerStore iSCSI IP または FC
WWN (ex) のコンマ区切りのリスト。使用する
58:cc:f0:98:49:22:07:02)オプションが設定されてい
ない場合は、すべてのポートが許可されます。

proxy = 
cinder.volume.drivers.ib
m.ibm_storage.proxy.IBM
StorageProxy

文字列値 IBM Storage アレイに接続するプロキシードライ
バー

pure_api_token = None 文字列値 REST API 認証トークン。

pure_automatic_max_ove
rsubscription_ratio = True

ブール値 現在のデータ削減値に基づいて、オーバーサブスク
リプション比率を自動的に決定します。この計算値
を使用すると、max_over_subscription_ratio 設定オ
プションが上書きされます。

pure_eradicate_on_delete 
= False

ブール値 有効にすると、Cinder で削除時にすべての Pure ボ
リューム、スナップショット、および保護グループ
が消去されます。この設定を True に設定して削除し
ても、データは回復できません。無効にすると、ボ
リュームおよびスナップショットは保留中の削除
(eradication) 状態になり、復元できます。

pure_host_personality = 
None

文字列値 Purity システムがどのようにアレイとイニシエー
ター間で使用されるプロトコルを調整する方法を決
定します。

pure_iscsi_cidr = 0.0.0.0/0 文字列値 FlashArray iSCSI ターゲットホストの CIDR は接続で
きます。デフォルトでは、任意の IPv4 アドレスへの
接続が許可されます。このパラメーターは IPv6 サブ
ネットをサポートするようになりました。
pure_iscsi_cidr_list が設定されている場合は無視され
ます。

設定オプション = デフォルト
値
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pure_iscsi_cidr_list = 
None

リスト値 ホストが接続を許可される FlashArray iSCSI ター
ゲットの CIDR のコンマ区切りリスト。IPv4 および
IPv6 サブネットをサポートします。このパラメー
ターは、pure_iscsi_cidr よりも優先されます。

pure_replica_interval_def
ault = 3600

整数値 秒単位のスナップショットレプリケーション間隔。

pure_replica_retention_lo
ng_term_default = 7

整数値 この時間 (日数) のターゲットで 1 日あたりのスナッ
プショットを保持します。

pure_replica_retention_lo
ng_term_per_day_default 
= 3

整数値 各日のスナップショット数を保持します。

pure_replica_retention_s
hort_term_default = 14400

整数値 この間 (秒単位)、すべてのスナップショットをター
ゲットに保持します。

pure_replication_pg_nam
e = cinder-group

文字列値 非同期レプリケーションに使用する純粋な保護グ
ループ名 (存在しない場合は作成されます)。

pure_replication_pod_na
me = cinder-pod

文字列値 同期レプリケーションに使用する純粋な Pod 名 (存
在しない場合は作成されます)。

pvme_iscsi_ips = [] リスト値 コンマ区切りのターゲット iSCSI IP アドレスのリス
ト。

pvme_pool_name = A 文字列値 ボリュームの作成に使用するプールまたは Vdisk
名。

qnap_management_url = 
None

URI 値 QNAP ストレージを管理する URL。ドライバーは
URL の IPv6 アドレスをサポートしません。

qnap_poolname = None 文字列値 QNAP ストレージのプール名

qnap_storage_protocol = 
iscsi

文字列値 QNAP ストレージにアクセスするための通信プロト
コル

quobyte_client_cfg = 
None

文字列値 Quobyte クライアント設定ファイルへのパス。

quobyte_mount_point_ba
se = $state_path/mnt

文字列値 Quobyte ボリュームのマウントポイントが含まれる
ベース dir。

設定オプション = デフォルト
値
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quobyte_overlay_volume
s = False

ブール値 フルコピーではなくオーバーレイファイルを作成
し、volume_from_snapshot_cache から新しいボ
リュームを作成します。これにより、このキャッ
シュからボリュームの作成が速くなります。この機
能では、quobyte_qcow2_volumes オプションおよび
quobyte_volume_from_snapshot_cache オプション
を True に設定する必要があります。上記のいずれか
が False に設定されている場合、このオプションは
無視されます。

quobyte_qcow2_volumes 
= True

ブール値 raw ファイルではなく QCOW2 ファイルとしてボ
リュームを作成します。

quobyte_sparsed_volume
s = True

ブール値 領域を使用しないスパースファイルとしてボリュー
ムを作成します。False に設定すると、ボリュームは
通常のファイルとして作成されます。

quobyte_volume_from_s
napshot_cache = False

ブール値 マージされたスナップショットからボリュームの
キャッシュを作成し、1 つのスナップショットから複
数のボリュームの作成を高速化します。

quobyte_volume_url = 
None

文字列値 DNS の SRV レコード (推奨)、または
quobyte://<DIR host1>, <DIR host2>/<volume name>
のようなホストリスト (代替) を使用して、Quobyte
ボリュームの URL を指定します。

rados_connect_timeout = 
-1

整数値 ceph クラスターへの接続時に使用されるタイムアウ
ト値 (秒単位)。値が 0 未満の場合、タイムアウトは
設定されず、デフォルトの librados 値が使用されま
す。

rados_connection_interv
al = 5

整数値 Ceph クラスターへの接続再試行の間隔値 (秒単位)。

rados_connection_retries 
= 3

整数値 Ceph クラスターへの接続に失敗した場合の再試行回
数。

`rbd_ceph_conf = ` 文字列値 Ceph 設定ファイルへのパス

rbd_cluster_name = ceph 文字列値 Ceph クラスターの名前

設定オプション = デフォルト
値
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rbd_exclusive_cinder_po
ol = True

ブール値 プールが他の用途と共有されている場合は、False に
設定します。排他的な使用の場合には、イメージの
プロビジョニングしたサイズを排他的にクエリーし
ません。これは、assigned_capacity_gb の Cinder コ
アコードで算出される値と一致します。これによ
り、Ceph クラスターやボリュームサービスの負荷が
軽減されます。非排他的使用では、ドライバーはイ
メージごとに使用されるディスクを Ceph クラス
ターにクエリーします。これは、イメージごとに独
立した要求を持つ集中的な操作です。

rbd_flatten_volume_from
_snapshot = False

ブール値 スナップショットから作成されたボリュームをフ
ラット化して、ボリュームからスナップショットへ
の依存関係を削除する

rbd_iscsi_api_debug = 
False

ブール値 クライアント要求のデバッグを有効にします。

`rbd_iscsi_api_password = ` 文字列値 rbd_target_api サービスのユーザー名

`rbd_iscsi_api_url = ` 文字列値 rbd_target_api サービスへの URL

`rbd_iscsi_api_user = ` 文字列値 rbd_target_api サービスのユーザー名

rbd_iscsi_target_iqn = 
None

文字列値 iscsi ゲートウェイで事前設定された target_iqn。

rbd_max_clone_depth = 5 整数値 フラット化が発生する前に取られるネストされたボ
リュームクローンの最大数。クローン作成を無効に
するには 0 に設定します。注記: この値は低くても、
クローンの深度が新しい値を超える既存のボリュー
ムには影響を与えません。

rbd_pool = rbd 文字列値 rbd ボリュームが保存される RADOS プール

rbd_secret_uuid = None 文字列値 rbd_user ボリュームのシークレットの libvirt uuid

rbd_store_chunk_size = 4 整数値 ボリュームは、このサイズ (メガバイト単位) のオブ
ジェクトにチャンク化されます。

rbd_user = None 文字列値 rbd ボリュームにアクセスするための RADOS クライ
アント名。cephx 認証を使用する場合のみ設定され
ます。

remove_empty_host = 
False

ブール値 最後の LUN が切り離された時に、そのホストを
Unity から削除します。デフォルトでは False です。

設定オプション = デフォルト
値
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replication_connect_time
out = 5

整数値 ボリュームの降格/昇格を行うために ceph クラス
ターに接続するときに使用されるタイムアウト値 (秒
単位)。値が 0 未満の場合、タイムアウトは設定され
ず、デフォルトの librados 値が使用されます。

replication_device = None dict 値 レプリケーションターゲットデバイスを表すディク
ショナリーのマルチオプト。このオプションは、1 つ
の config セクションで複数回指定して、複数のレプ
リケーションターゲットデバイスを指定できます。
各エントリーは、以下の標準の dict 設定形式を使い
ます: replication_device = target_device_id:
<required>,key1:value1,key2:value2…​

report_discard_supporte
d = False

ブール値 Cinder のクライアントに、バックエンドが破棄 (別
名: trim/unmap) をサポートしていることを報告しま
す。これは実際にバックエンドやクライアントの動
作を直接変更するものではなく、使用可能であるこ
とを通知するだけです。

report_dynamic_total_ca
pacity = True

ブール値 ドライバーが動的な値 (使用済み+現在の空き) として
合計容量を報告する場合は True に設定し、静的な値
(定義されている場合はクォータ最大バイト数、定義
されていない場合はクラスターのグローバルサイズ)
を報告する場合は False に設定します。

reserved_percentage = 0 整数値 バックエンド容量のパーセンテージが予約される

retries = 200 整数値 この値を使用して、再試行回数を指定します。

san_api_port = None ポート値 SAN API へのアクセスに使用するポート

`san_clustername = ` 文字列値 ボリュームの作成に使用するクラスター名

`san_ip = ` 文字列値 SAN コントローラーの IP アドレス

san_is_local = False ブール値 SSH ではなくコマンドをローカルで実行します。ボ
リュームサービスが SAN デバイスで実行している場
合は を使用します。

san_login = admin 文字列値 SAN コントローラーのユーザー名

`san_password = ` 文字列値 SAN コントローラーのパスワード

`san_private_key = ` 文字列値 SSH 認証に使用する秘密鍵のファイル名

設定オプション = デフォルト
値
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san_ssh_port = 22 ポート値 SAN で使用する SSH ポート

san_thin_provision = 
True

ブール値 SAN ボリュームにはシンプロビジョニングを使用し
ますか ?

scst_target_driver = iscsi 文字列値 SCST ターゲット実装は、複数の SCST ターゲット
ドライバーから選択できます。

scst_target_iqn_name = 
None

文字列値 特定の ISCSI ターゲットには事前に定義されたター
ゲット名があり、SCST ターゲットドライバーはこ
の名前を使用します。

seagate_iscsi_ips = [] リスト値 コンマ区切りのターゲット iSCSI IP アドレスのリス
ト。

seagate_pool_name = A 文字列値 ボリュームの作成に使用するプールまたは vdisk 名。

seagate_pool_type = 
virtual

文字列値 リニア (vdisk の場合) または仮想 (仮想プールの場
合)。

`secondary_san_ip = ` 文字列値 セカンダリー DSM コントローラーの IP アドレス

secondary_san_login = 
Admin

文字列値 セカンダリー DSM ユーザー名

`secondary_san_password = ` 文字列値 セカンダリー DSM ユーザーのパスワード名

secondary_sc_api_port = 
3033

ポート値 セカンダリー Dell API ポート

sf_account_prefix = None 文字列値 この接頭辞を使用して SolidFire アカウントを作成し
ます。ここでは任意の文字列を使用できますが、文
字列 hostname は特殊であり、cinder ノードのホス
ト名を使用して接頭辞を作成します (以前のデフォル
トの動作)。デフォルトは接頭辞なしです。

sf_allow_tenant_qos = 
False

ブール値 テナントが作成時に QoS を指定できるようにする

sf_api_port = 443 ポート値 SolidFire API ポートデバイス API が別のポートのプ
ロキシーの背後にある場合に役立ちます。

sf_api_request_timeout = 
30

整数値 API 要求が完了するまで待機する時間を秒単位で設
定します。

設定オプション = デフォルト
値
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sf_cluster_pairing_timeo
ut = 60

整数値 クラスターのペアリングが完了するまで待機する時
間を秒単位で設定します。

sf_emulate_512 = True ブール値 ボリュームの作成時に 512 バイトエミュレーション
を設定します。

sf_enable_vag = False ブール値 テナントごとにボリュームアクセスグループを利用
します。

sf_provisioning_calc = 
maxProvisionedSpace

文字列値 SolidFire が使用領域とプロビジョニング計算をどの
ように報告するかを変更します。このパラメーター
が usedSpace に設定されると、ドライバーは Cinder
シンプロビジョニングで想定した正しい値をレポー
トします。

sf_svip = None 文字列値 デフォルトのクラスター SVIP を指定されたクラス
ター SVIP で上書きします。これは、クラウドで
iSCSI ネットワークに VLAN を使用するための VLAN
の使用を実装した必須またはデプロイメントです。

sf_volume_clone_timeout 
= 600

整数値 ボリュームまたはスナップショットのクローンが完
了するまで待機する時間を秒単位で設定します。

sf_volume_create_timeou
t = 60

整数値 ボリューム作成操作が完了するまで待機する時間を
秒単位で設定します。

sf_volume_pairing_timeo
ut = 3600

整数値 移行中のボリュームがペアリングと同期を完了する
まで待機する時間を秒単位で設定します。

sf_volume_prefix = UUID- 文字列値 この接頭辞を使用して、SolidFire ボリュームを作成
します。ボリューム名は <sf_volume_prefix><cinder-
volume-id> の形式になります。デフォルトでは、接
頭辞として UUID- が使用されます。

smbfs_default_volume_fo
rmat = vhd

文字列値 ボリューム形式が指定されていない場合に、ボ
リュームの作成時に使用されるデフォルトの形式。

smbfs_mount_point_base 
= C:\OpenStack\_mnt

文字列値 smbfs 共有のマウントポイントを含むベース dir。

smbfs_pool_mappings = 
{}

dict 値 共有の場所とプール名間のマッピング。指定しない
場合、共有名はプール名として使用されます。例:
//addr/share:pool_name,//addr/share2:pool_name2

smbfs_shares_config = 
C:\OpenStack\smbfs_sha
res.txt

文字列値 使用可能な smbfs 共有のリストをファイルします。

設定オプション = デフォルト
値
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spdk_max_queue_depth 
= 64

整数値 rdma トランスポートのキュー深度。

spdk_rpc_ip = None 文字列値 NVMe ターゲットリモート設定 IP アドレス。

spdk_rpc_password = 
None

文字列値 NVMe ターゲットリモート設定パスワード。

spdk_rpc_port = 8000 ポート値 NVMe ターゲットリモート設定ポート。

spdk_rpc_protocol = http 文字列値 SPDK RPC プロキシーで使用するプロトコル

spdk_rpc_username = 
None

文字列値 NVMe ターゲットリモート設定のユーザー名。

ssh_conn_timeout = 30 整数値 SSH 接続タイムアウト (秒単位)

ssh_max_pool_conn = 5 整数値 プールの ssh 接続の最大数

ssh_min_pool_conn = 1 整数値 プールの最小 ssh 接続

storage_protocol = iscsi 文字列値 ホストとストレージバックエンド間でデータを転送
するためのプロトコル。

storage_vnx_authenticati
on_type = global

文字列値 VNX 認証スコープタイプ。デフォルトでは、値は
global です。

storage_vnx_pool_names 
= None

リスト値 使用されるストレージプール名のコンマ区切りリス
ト。

storage_vnx_security_file
_dir = None

文字列値 VNX セキュリティーファイルが含まれるディレクト
リーパス。セキュリティーファイルが最初に生成さ
れることを確認します。

storpool_replication = 3 整数値 デフォルトの StorPool チェーンレプリケーション
値。storpool_template が設定されていない場合は、
指定したタイプでボリュームを作成する際に使用さ
れます。統計で報告された明らかな空き領域の計算
にも使われます。

storpool_template = None 文字列値 タイプのないボリュームの StorPool テンプレート。

storwize_peer_pool = 
None

文字列値 hyperswap ボリュームのピアプールの名前を指定し
ます。ピアプールは他のサイトに存在する必要があ
ります。

設定オプション = デフォルト
値
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storwize_portset = None 文字列値 ホストの作成先となるポートセットの名前を指定し
ます。

storwize_preferred_host_
site = {}

dict 値 ホストのサイト情報を指定します。ホストで使用さ
れる WWPN または複数 WWPN のいずれかを指定で
きます。例:
storwize_preferred_host_site=site1:wwpn1,site2:wwpn
2&wwpn3 または
storwize_preferred_host_site=site1:iqn1,site2:iqn2

storwize_san_secondary_
ip = None

文字列値 san_ip が無効であるか、アクセスできなくなる場合
に使用されるセカンダリー管理 IP またはホスト名を
指定します。

storwize_svc_allow_tena
nt_qos = False

ブール値 テナントが作成時に QoS を指定できるようにする

storwize_svc_flashcopy_r
ate = 50

整数値 完全なボリュームコピーの作成時に使用される
Storwize FlashCopy のコピーレートを指定します。
デフォルトレート は 50 で、有効なレートは 1 - 150
です。

storwize_svc_flashcopy_t
imeout = 120

整数値 FlashCopy の作成を待機する最大秒数。

storwize_svc_iscsi_chap_
enabled = True

ブール値 iSCSI 接続に CHAP 認証を設定する (デフォルト:
Enabled)。

storwize_svc_mirror_pool 
= None

文字列値 ミラーリングされたコピーが保存されるプールの名
前を指定します。例: "pool2"

storwize_svc_multihostm
ap_enabled = True

ブール値 このオプションは影響を受けなくなりました。これ
は非推奨で、次のリリースで削除されます。

storwize_svc_multipath_e
nabled = False

ブール値 マルチパスで接続 (FC のみ。iSCSI マルチパスは
Nova によって制御されます)

storwize_svc_retain_aux_
volume = False

ブール値 プライマリーストレージ上のボリュームの削除中、
またはレプリケーションが有効な状態でプライマ
リーボリュームをミラーから非ミラーに移動する際
に、セカンダリーストレージ上の補助ボリュームの
保持を有効または無効にします。このオプション
は、Spectrum Virtualize ファミリーで有効です。

設定オプション = デフォルト
値
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storwize_svc_stretched_c
luster_partner = None

文字列値 ストレッチクラスターモードで動作している場合
は、ミラーリングされたコピーが保存されている
プールの名前を指定します。例: pool2

storwize_svc_vol_autoex
pand = True

ブール値 ボリュームのストレージシステムの自動デプロイメ
ントパラメーター (True/False)

storwize_svc_vol_compre
ssion = False

ブール値 ボリュームのストレージシステム圧縮オプション

storwize_svc_vol_easytie
r = True

ブール値 ボリュームの簡単な階層の有効化

storwize_svc_vol_grainsi
ze = 256

整数値 ボリュームのストレージシステムの粒度パラメー
ター (8/32/64/128/256)

storwize_svc_vol_iogrp = 
0

文字列値 ボリュームを割り当てる I/O グループ。これには、
コンマ区切りのリストがあり、その場合は、
io_group に関連付けられたボリュームの数が最も少
ないボリュームに基づいて io_group を選択します。

storwize_svc_vol_nofmtd
isk = False

ブール値 ボリュームの作成時にフォーマットされないことを
指定します。

storwize_svc_vol_rsize = 
2

整数値 ボリュームに対するストレージシステムの空間効率
パラメーター (パーセンテージ)

storwize_svc_vol_warnin
g = 0

整数値 ボリューム容量の警告に対するストレージシステム
のしきい値 (パーセンテージ)

storwize_svc_volpool_na
me = ['volpool']

リスト値 ボリュームのストレージシステムストレージプール
のコンマ区切りリスト。

suppress_requests_ssl_
warnings = False

ブール値 リクエストライブラリーの SSL 証明書の警告を表示
しません。

synology_admin_port = 
5000

ポート値 Synology ストレージの管理ポート。

synology_device_id = 
None

文字列値 OTP が有効な場合に Synology ストレージにログイ
ンするためのワンタイムパスワードチェックを行う
デバイス ID。

synology_one_time_pass 
= None

文字列値 OTP が有効な場合、Synology ストレージにログイン
する管理者のワンタイムパスワード。

設定オプション = デフォルト
値
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`synology_password = ` 文字列値 Synology ストレージにログインする管理者のパス
ワード

`synology_pool_name = ` 文字列値 lun の作成に使用する Synology ストレージ上のボ
リューム。

synology_ssl_verify = 
True

ブール値 証明書の検証を行うか、$driver_use_ssl が True の場
合ではありません。

synology_username = 
admin

文字列値 Synology ストレージ管理者。

target_helper = tgtadm 文字列値 使用するターゲットユーザーランドツール。tgtadm
はデフォルト で、LIO iSCSI サポートに lioadm、
SCST ターゲットのサポートには scstadmin、または
Chelsio iSCSI ターゲットの場合は ietadm、NVMEoF
サポートの場合は nvmet、SPDK NVMe-oF の場合は
spdk-nvmeof、テストには fake を使用します。注:
IET ドライバーは推奨されておらず、V リリースで削
除される予定です。

target_ip_address = 
$my_ip

文字列値 iSCSI/NVMEoF デーモンがリッスンする IP アドレ
ス。

target_port = 3260 ポート値 iSCSI/NVMEoF デーモンがリッスンするポート。

target_prefix = iqn.2010-
10.org.openstack:

文字列値 iSCSI/NVMEoF ボリュームの接頭辞。

target_protocol = iscsi 文字列値 tgtadm、lioadm、および nvmet ターゲットヘルパー
で作成した新規ボリュームのターゲットプロトコル
を決定します。RDMA を有効にするには、このパラ
メーターを "iser" の値で設定する必要があります。
nvmet ターゲットが "nvmet_rdma" または
"nvmet_tcp" に設定されている場合は、サポートされ
る iSCSI プロトコルの値は "iscsi" および "iser" です。

target_secondary_ip_add
resses = []

リスト値 iSCSI/NVMEoF デーモンのセカンダリー IP アドレス
のリスト。

thres_avl_size_perc_start 
= 20

整数値 NFS 共有の利用可能な領域の割合がこのオプション
で指定された値以下にドロップすると、NFS イメー
ジキャッシュは消去されます。

設定オプション = デフォルト
値
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thres_avl_size_perc_stop 
= 60

整数値 NFS 共有上の使用可能な領域の割合が、このオプ
ションで指定された割合に到達すると、ドライバー
は、最後の M 分間アクセスされていない NFS イメー
ジキャッシュからファイルを消去を停止します。M
は expiry_thres_minutes 設定オプションの値になり
ます。

trace_flags = None リスト値 開発者を支援する DEBUG ログレベルにどのトレー
ス情報を書き込むかを制御するオプションのリス
ト。有効な値は method および api です。

u4p_failover_autofailback 
= True

ブール値 ドライバーが正常な接続が再確立されると、
Unisphere プライマリーインスタンスに自動的にフェ
イルバックするはずです。

u4p_failover_backoff_fact
or = 1

整数値 2 回目の試行後に試行されるまでのバックオフ係数
(ほとんどのエラーは遅延なく 2 回目の試行によって
即座に解決されます)。再試行はスリープ状態になり
ます。{backoff factor} * (2 ^ ({number of total
retries} - 1)) 秒。

u4p_failover_retries = 3 整数値 各接続が試行する最大再試行回数。これは、失敗し
た DNS ルックアップ、ソケット接続、接続のタイム
アウトにのみ適用され、サーバーにデータが発生し
た場所を要求しないことに注意してください。

u4p_failover_target = 
None

dict 値 Unisphere フェイルオーバーターゲット情報のディク
ショナリー。

u4p_failover_timeout = 
20.0

整数値 サーバーがデータを送信するまで待機する時間。

unique_fqdn_network = 
True

ブール値 プライベートネットワークが各イニシエーターに固
有の FQDN を持つかどうか。たとえば、QA システ
ムを使用するネットワークには、通常、同じ FQDN
を持つ複数のサーバー/VM があります。true の場
合、FQDN を使用して 3PAR にホストエントリーを
作成します。false の場合は、逆の IQN/WWNN を使
用します。

unity_io_ports = [] リスト値 使用する iSCSI ポートまたは FC ポートのコンマ区切
りのリスト。各ポートは Unix スタイルの glob 表現
にすることができます。

unity_storage_pool_name
s = []

リスト値 使用されるストレージプール名のコンマ区切りリス
ト。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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use_chap_auth = False ブール値 ターゲットの CHAP 認証を有効/無効にするオプショ
ン。

use_multipath_for_image
_xfer = False

ブール値 ボリュームとボリュームの譲渡用のマルチパスを使
用して cinder のボリュームを接続/割り当て解除しま
すか。このパラメーターは、すべてのバックエンド
に共通の設定として、各バックエンドセクションま
たは backend_defaults セクションで設定する必要が
あります。

vmax_workload = None 文字列値 ワークロードでは、これを pool_name の追加スペッ
クとして設定することが推奨されます。

vmware_adapter_type = 
lsiLogic

文字列値 ボリュームの割り当てに使用するデフォルトのアダ
プタータイプ。

vmware_api_retry_count 
= 10

整数値 接続関連の問題の発生時に VMware vCenter Server
API を再試行する必要がある回数。

vmware_ca_file = None 文字列値 vCenter サーバー証明書の検証に使用する CA バンド
ルファイル。

vmware_cluster_name = 
None

多値 ボリュームが作成される vCenter コンピュートクラ
スターの名前。

vmware_connection_pool
_size = 10

整数値 http 接続プールの接続の最大数。

vmware_datastore_regex 
= None

文字列値 バックエンドボリュームが作成されるデータストア
の名前に一致する正規表現パターン。

vmware_enable_volume_
stats = False

ブール値 true の場合、バックエンドからのボリューム統計の
取得が有効になります。これには、大規模なパ
フォーマンスの問題が発生する可能性があります。
False の場合、ドライバーはバックエンドに関する統
計を収集しません。

vmware_host_ip = None 文字列値 VMware vCenter サーバーに接続するための IP アド
レス。

vmware_host_password 
= None

文字列値 VMware vCenter サーバーに対して認証するための
パスワード。

vmware_host_port = 443 ポート値 VMware vCenter サーバーに接続するためのポート
番号。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vmware_host_username 
= None

文字列値 VMware vCenter サーバーでの認証用のユーザー
名。

vmware_host_version = 
None

文字列値 VMware vCenter サーバーバージョンを指定するオ
プションの文字列。ドライバーは、VMware vCenter
サーバーからバージョンの取得を試みます。vCenter
サーバーのバージョンを上書きする場合にのみ、こ
の設定を設定します。

vmware_image_transfer_t
imeout_secs = 7200

整数値 Cinder と Glance 間の VMDK ボリューム転送の秒単
位のタイムアウト。

vmware_insecure = False ブール値 true の場合、vCenter サーバー証明書は検証されま
せん。false の場合、デフォルトの CA トラストスト
アが検証に使用されます。このオプションは、
vmware_ca_file が設定されている場合は無視されま
す。

vmware_lazy_create = 
True

ブール値 true の場合、ボリュームがソースなしで作成される
と、vCenter サーバーのバックエンドボリュームは
遅延的に作成されます。バックエンドボリューム
は、ボリュームが割り当てられる際に作成され、イ
メージサービスにアップロードされるか、バック
アップ時に作成されます。

vmware_max_objects_ret
rieval = 100

整数値 バッチごとに取得するオブジェクトの最大数。クエ
リー結果は、サーバーからバッチで取得され、1 つの
ショットでは取得されません。また、サーバーは、
設定された値よりも小さい数に制限できます。

vmware_snapshot_format 
= template

文字列値 vCenter サーバーのボリュームスナップショットの
形式。

vmware_storage_profile = 
None

多値 監視するストレージプロファイルの名前。
vmware_enable_volume_stats が True の場合にのみ
使用されます。

vmware_task_poll_interv
al = 2.0

浮動小数点の値 VMware v Center サーバーで呼び出されたリモート
タスクをポーリングする間隔 (秒単位)。

vmware_tmp_dir = /tmp 文字列値 ボリュームのバックアップおよび復元時に仮想ディ
スクが保存されるディレクトリー。

vmware_volume_folder = 
Volumes

文字列値 Cinder ボリュームが含まれる vCenter インベント
リーフォルダーの名前。このフォルダーは
OpenStack/<project_folder>の下に作成されます。こ
こで、project_folder の形式は "Project
(<volume_project_id>)" になります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vmware_wsdl_location = 
None

文字列値 オプションの VIM サービスの WSDL Location
(http://<server>/vimService.wsdl)任意設定: バグワー
クアラウンドの場合はデフォルトの場所にします。

vnx_async_migrate = 
True

ブール値 ボリュームのクローン作成およびスナップショット
からの作成時には常に非同期移行を使用します。設
定ドキュメントで説明されているように、非同期移
行にはいくつかの制約があります。メタデータを使
用する他に、このオプションを使用して非同期移行
を無効にすることもできます。メタデータの 
async_migrate は、両方が設定されている場合に
このオプションを上書きすることに注意してくださ
い。デフォルトでは、値は True です。

volume_backend_name = 
None

文字列値 特定のドライバー実装のバックエンド名

volume_clear = zero 文字列値 古いボリュームの消去に使用するメソッド

volume_clear_ionice = 
None

文字列値 削除後のボリュームをゼロにするために使用される
プロセスの i/o 優先度を変更するために ionice に渡
すフラグで、例えば-c3 はアイドルのみの優先度で
す。

volume_clear_size = 0 整数値 古いボリュームの開始時に消去する MiB 単位のサイ
ズ。1024 MiB at max. 0 ⇒ all

volume_copy_blkio_cgro
up_name = cinder-
volume-copy

文字列値 ボリュームコピーの帯域幅を制限するために使用さ
れる blkio cgroup 名

volume_copy_bps_limit = 
0

整数値 ボリュームコピーの帯域幅の上限。0 ⇒ 無制限

volume_dd_blocksize = 
1M

文字列値 ボリュームのコピー/消去時に使用されるデフォルト
のブロックサイズ

volume_driver = 
cinder.volume.drivers.lvm
.LVMVolumeDriver

文字列値 ボリュームの作成に使用するドライバー

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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volume_group = cinder-
volumes

文字列値 エクスポートされたボリュームが含まれる VG の名
前

volumes_dir = 
$state_path/volumes

文字列値 ボリューム設定ファイルのストレージディレクト
リー

vxflexos_allow_migration
_during_rebuild = False

ブール値 powerflex_allow_migration_during_rebuild に変更さ
れました。

vxflexos_allow_non_padd
ed_volumes = False

ブール値 powerflex_allow_non_padded_volumes に変更されま
した。

vxflexos_max_over_subs
cription_ratio = 10.0

浮動小数点の値 powerflex_max_over_subscription_ratio に変更され
ました。

vxflexos_rest_server_port
= 443

ポート値 powerflex_rest_server_port に変更されました。

vxflexos_round_volume_
capacity = True

ブール値 powerflex_round_volume_capacity に名前を変更しま
す。

vxflexos_server_api_versi
on = None

文字列値 powerflex_server_api_version に変更されました。

vxflexos_storage_pools = 
None

文字列値 powerflex_storage_pools に変更されました。

vxflexos_unmap_volume
_before_deletion = False

ブール値 powerflex_round_volume_capacity に名前を変更しま
す。

vzstorage_default_volum
e_format = raw

文字列値 ボリューム形式が指定されていない場合に、ボ
リュームの作成時に使用されるデフォルトの形式。

vzstorage_mount_option
s = None

リスト値 vzstorage クライアントに渡されるマウントオプショ
ン。詳細は、man ページの pstorage-mount セク
ションを参照してください。

vzstorage_mount_point_
base = $state_path/mnt

文字列値 vzstorage 共有のマウントポイントが含まれるベース
dir。

vzstorage_shares_config 
= 
/etc/cinder/vzstorage_sha
res

文字列値 利用可能な vzstorage 共有のリストが含まれるファ
イル。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vzstorage_sparsed_volu
mes = True

ブール値 raw 形式を使用する場合は、通常のファイルではな
く、スペースを取り除くボリュームをスパースファ
イルとして作成します。この場合、ボリュームの作
成には多くの時間がかかります。

vzstorage_used_ratio = 
0.95

浮動小数点の値 ボリュームの宛先に新規ボリュームを割り当てない
ようにする前の、基礎となるボリュームの ACTUAL
使用量のパーセント。

windows_iscsi_lun_path 
= C:\iSCSIVirtualDisks

文字列値 VHD 対応ボリュームを保存するパス

xtremio_array_busy_retry
_count = 5

整数値 アレイがビジー状態になる場合の再試行回数

xtremio_array_busy_retry
_interval = 5

整数値 アレイがビジー状態になる場合の再試行の間隔

xtremio_clean_unused_ig 
= False

ブール値 最後の接続の終了後に、ドライバーがボリュームを
持たないイニシエーターグループを削除する必要が
あります。これまでの動作は IG をそのままにしてお
くことであったため、デフォルトで False に設定さ
れています (ボリュームが接続されていない IG は削
除されません)。このパラメーターを True に設定す
ると、最後のボリュームへの接続が終了した後、IG
が削除されます。

`xtremio_cluster_name = ` 文字列値 マルチクラスター環境の XMS クラスター ID

xtremio_ports = [] リスト値 許可されるポート。XtremIO iSCSI IP または FC
WWN (ex) のコンマ区切りのリスト。使用する
58:cc:f0:98:49:22:07:02)オプションが設定されてい
ない場合は、すべてのポートが許可されます。

xtremio_volumes_per_gla
nce_cache = 100

整数値 キャッシュされた各 glance イメージから作成された
ボリュームの数

zadara_access_key = 
None

文字列値 VPSA アクセスキー

zadara_default_snap_poli
cy = False

ブール値 VPSA - ボリュームのスナップショットポリシーを添
付します。オプションが設定されておらず、メタ
データとして提供されていない場合、VPSA はデ
フォルト値を継承します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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zadara_gen3_vol_compre
ss = False

ブール値 VPSA - ボリュームの圧縮を有効にします。オプショ
ンが設定されておらず、メタデータとして提供され
ていない場合、VPSA はデフォルト値を継承しま
す。

zadara_gen3_vol_dedupe 
= False

ブール値 VPSA - ボリュームの重複排除を有効にします。オプ
ションが設定されておらず、メタデータとして提供
されていない場合、VPSA はデフォルト値を継承し
ます。

zadara_ssl_cert_verify = 
True

ブール値 True に設定すると、http クライアントは VPSA エン
ドポイントの SSL 証明書を検証します。

zadara_vol_encrypt = 
False

ブール値 VPSA - ボリュームのデフォルトの暗号化ポリシー。
オプションが設定されておらず、メタデータとして
提供されていない場合、VPSA はデフォルト値を継
承します。

zadara_vpsa_host = None ホストのアドレス
値

VPSA - 管理ホスト名または IP アドレス

zadara_vpsa_poolname = 
None

文字列値 VPSA: ボリュームに割り当てられたストレージプー
ル

zadara_vpsa_port = None ポート値 VPSA: ポート番号

zadara_vpsa_use_ssl = 
False

ブール値 VPSA: SSL 接続を使用

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

2.1.4. barbican

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [barbican] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表2.3 barbican

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth_endpoint = 
http://localhost/identity/v3

文字列値 このエンドポイントを使用して Keystone に接続しま
す。

barbican_api_version = 
None

文字列値 Barbican API のバージョン。例: "v1"

barbican_endpoint = 
None

文字列値 このエンドポイントを使用して、Barbican に接続し
ます (例: http://localhost:9311/)。
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barbican_endpoint_type = 
public

文字列値 エンドポイントのタイプを指定します。使用できる
値は public、private、および admin です。

number_of_retries = 60 整数値 キー作成の完了のためにポーリングを再試行する回
数

retry_delay = 1 整数値 キー作成の完了をポーリングを再試行するまで待機
する秒数

verify_ssl = True ブール値 セキュアでない TLS (https) 要求を指定します。
False の場合、サーバーの証明書は検証されません。
True の場合は、verify_ssl_path 設定の平均期間を設
定できます。

verify_ssl_path = None 文字列値 チェックするバンドルまたは CA 証明書へのパス、
または verify_ssh が True である証明書を見つけて使
用しようとする要求の場合は None。verify_ssl が
False の場合、これは無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

2.1.5. brcd_fabric_example

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [brcd_fabric_example] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表2.4 brcd_fabric_example

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

`fc_fabric_address = ` 文字列値 ファブリックの管理 IP。

`fc_fabric_password = ` 文字列値 ユーザーのパスワード

fc_fabric_port = 22 ポート値 接続ポート

`fc_fabric_ssh_cert_path = ` 文字列値 ローカルの SSH 証明書パス。

`fc_fabric_user = ` 文字列値 ファブリックユーザー ID。

fc_southbound_protocol 
= REST_HTTP

文字列値 ファブリック用のサウスバウンドコネクター。

fc_virtual_fabric_id = 
None

文字列値 仮想ファブリック ID。

zone_activate = True ブール値 アクティベーションの状態を上書きします。
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zone_name_prefix = 
openstack

文字列値 ゾーン名の接頭辞を上書きします。

zoning_policy = initiator-
target

文字列値 zoning ポリシーを上書きします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

2.1.6. cisco_fabric_example

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [cisco_fabric_example] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表2.5 cisco_fabric_example

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

`cisco_fc_fabric_address = ` 文字列値 ファブリックの管理 IP

`cisco_fc_fabric_password = ` 文字列値 ユーザーのパスワード

cisco_fc_fabric_port = 22 ポート値 接続ポート

`cisco_fc_fabric_user = ` 文字列値 ファブリックユーザー ID

cisco_zone_activate = 
True

ブール値 アクティベーション状態の上書き

cisco_zone_name_prefix 
= None

文字列値 オーバーライドされるゾーン名の接頭辞

cisco_zoning_policy = 
initiator-target

文字列値 zoning ポリシーを上書きします。

cisco_zoning_vsan = 
None

文字列値 Fabric の VSAN

2.1.7. coordination

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [coordination] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表2.6 coordination
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backend_url = 
file://$state_path

文字列値 分散調整に使用するバックエンド URL。

2.1.8. cors

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [cors] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表2.7 cors

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

allow_credentials = True ブール値 実際の要求にユーザーの認証情報を含めることがで
きることを示します。

allow_headers = ['X-Auth-
Token', 'X-Identity-
Status', 'X-Roles', 'X-
Service-Catalog', 'X-User-
Id', 'X-Tenant-Id', 'X-
OpenStack-Request-ID', 
'X-Trace-Info', 'X-Trace-
HMAC', 'OpenStack-API-
Version']

リスト値 実際の要求時に使用されるヘッダーフィールド名を
示します。

allow_methods = ['GET', 
'PUT', 'POST', 'DELETE', 
'PATCH', 'HEAD']

リスト値 実際の要求時に使用できるメソッドを示します。

allowed_origin = None リスト値 このリソースがリクエストの origin"ヘッダーで受信
したドメインと共有されるかどうかを示します。形
式:"<protocol>://<host>[:<port>]" (行末のスラッシュ
なし)例:https://horizon.example.com

expose_headers = ['X-
Auth-Token', 'X-Subject-
Token', 'X-Service-Token', 
'X-OpenStack-Request-
ID', 'OpenStack-API-
Version']

リスト値 API に安全に公開できるヘッダーを示します。デ
フォルトは HTTP Simple ヘッダーです。

max_age = 3600 整数値 CORS プリフライトリクエストの最大キャッシュ期
間。

2.1.9. database
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以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [database] グループで利用可能なオプションの概要
をまとめたものです。

表2.8 database

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backend = sqlalchemy 文字列値 データベースに使用するバックエンド。

connection = None 文字列値 データベースへの接続に使用する SQLAlchemy 接続
文字列。

connection_debug = 0 整数値 SQL デバッグ情報の冗長性: 0=なし、100=すべて。

`connection_parameters = ` 文字列値 接続時に接続 URL に追加するオプションの URL パ
ラメーター。param1=value1&param2=value2&…​ とし
て指定します。

connection_recycle_time 
= 3600

整数値 この秒数より長く接続プールに存在していた接続
は、次にプールからチェックアウトされたときに新
しい接続に置き換えられます。

connection_trace = False ブール値 Python スタックトレースをコメント文字列として
SQL に追加します。

db_inc_retry_interval = 
True

ブール値 True の場合には、db_max_retry_interval までのデー
タベース操作の再試行回数を長くします。

db_max_retries = 20 整数値 エラーが発生する前に接続エラーまたはデッドロッ
クが発生した場合の最大再試行。再試行回数を無限
に指定するには -1 に設定します。

db_max_retry_interval = 
10

整数値 db_inc_retry_interval が設定されている場合は、デー
タベース操作を再試行するまでの最大秒数です。

db_retry_interval = 1 整数値 データベーストランザクションの再試行間の秒数。

max_overflow = 50 整数値 設定されている場合、この値を SQLAlchemy で
max_overflow に使用します。

max_pool_size = 5 整数値 プールに開いたままにする SQL 接続の最大数。値を
0 に設定すると無制限を意味します。

max_retries = 10 整数値 起動時のデータベース接続の最大再試行数。再試行
回数を無限に指定するには -1 に設定します。

mysql_enable_ndb = 
False

ブール値 True の場合には、MySQL Cluster (NDB) の処理のサ
ポートを透過的に有効にします。
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mysql_sql_mode = 
TRADITIONAL

文字列値 MySQL セッションに使用する SQL モード。このオ
プション (デフォルトを含む) は、サーバーセット
SQL モードを上書きします。サーバー設定で設定さ
れた SQL モードを使用するには、これを no value に
設定します。例: mysql_sql_mode=

pool_timeout = None 整数値 設定されている場合は、この値を SQLAlchemy で
pool_timeout に使用します。

retry_interval = 10 整数値 SQL 接続を開く再試行の間隔。

slave_connection = None 文字列値 スレーブデータベースへの接続に使用する
SQLAlchemy 接続文字列。

sqlite_synchronous = 
True

ブール値 True の場合、SQLite は同期モードを使用します。

use_db_reconnect = 
False

ブール値 失われた接続でデータベースの実験的な使用を有効
にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

2.1.10. fc-zone-manager

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [fc-zone-manager] グループで利用可能なオプション
の概要をまとめたものです。

表2.9 fc-zone-manager

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

brcd_sb_connector = 
HTTP

文字列値 zoning 操作のサウスバウンドコネクター

cisco_sb_connector = 
cinder.zonemanager.drive
rs.cisco.cisco_fc_zone_cl
ient_cli.CiscoFCZoneClie
ntCLI

文字列値 zoning 操作のサウスバウンドコネクター

enable_unsupported_driv
er = False

ブール値 サポート対象外のゾーンマネージャードライバーの
起動を許可する場合はこれを True に設定します。作
業用の CI システムおよびテストを維持していないド
ライバーは、CI が再び動作するまで、サポート対象
外とマークされます。これはドライバーを非推奨と
してマークし、次のリリースで削除される可能性が
あります。
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fc_fabric_names = None 文字列値 ファイバーチャネルファブリック名のコンマ区切り
リスト。この名前のリストは、各 SAN ファブリック
に接続するための他の SAN 認証情報の取得に使用さ
れます。

fc_san_lookup_service = 
cinder.zonemanager.drive
rs.brocade.brcd_fc_san_l
ookup_service.BrcdFCSa
nLookupService

文字列値 FC SAN ルックアップサービス

zone_driver = 
cinder.zonemanager.drive
rs.brocade.brcd_fc_zone_
driver.BrcdFCZoneDriver

文字列値 ゾーン管理を行う FC ゾーンドライバー

zoning_policy = initiator-
target

文字列値 ユーザーが設定するポリシー。有効な値には
"initiator-target" または "initiator" が含まれます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

2.1.11. Healthcheck

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [healthcheck] グループで利用可能なオプションの概
要をまとめたものです。

表2.10 Healthcheck

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backends = [] リスト値 ヘルスチェックを実施し、リクエストの一部として
その情報を報告できる追加のバックエンド。

detailed = False ブール値 応答の一部として詳細情報を表示します。セキュリ
ティーメモ: このオプションを有効にすると、監視対
象のサービスに関する機密情報が漏洩する可能性が
あります。セキュリティーポリシーに違反しないこ
とを確認してください。

disable_by_file_path = 
None

文字列値 ファイルが存在することを確認し、アプリケーショ
ンがポート上で実行されているかどうかを確認しま
す。DisableByFileHealthcheck プラグインで使用さ
れます。

disable_by_file_paths = [] リスト値 ポートに基づいてファイルが存在することを確認
し、アプリケーションがポート上で実行されている
かどうかを判断します。文字列の port:path リストを
想定します。DisableByFilesPortsHealthcheck プラグ
インで使用されます。
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path = /healthcheck 文字列値 healtcheck 要求に応答するパス。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

2.1.12. key_manager

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [key_manager] グループで使用できるオプションの
概要をまとめたものです。

表2.11 key_manager

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth_type = None 文字列値 作成する認証認証情報のタイプ。使用できる値
は、トークン、パスワード、keystone_token、およ
び keystone_password です。コンテキストが認証情
報ファクトリーに渡されない場合に必要です。

auth_url = None 文字列値 このエンドポイントを使用して Keystone に接続しま
す。

backend = barbican 文字列値 キーマネージャーの実装を指定します。オプション
は barbican および vault です。デフォルトは
barbican です。しばらくの間、
[key_manager]/api_class を使用して以前に設定され
た値をサポートします。

domain_id = None 文字列値 ドメインスコーピングのドメイン
ID。keystone_token および keystone_password
auth_type の場合はオプションです。

domain_name = None 文字列値 ドメインスコーピングのドメイン
名。keystone_token および keystone_password
auth_type の場合はオプションです。

fixed_key = None 文字列値 16 進法で指定されるキーマネージャーによって返さ
れるキーを修正

password = None 文字列値 認証のパスワード。パスワード および
keystone_password auth_type には必須です。
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project_domain_id = 
None

文字列値 プロジェクトのドメイン ID。keystone_token およ
び keystone_password auth_type の場合はオプショ
ンです。

project_domain_name = 
None

文字列値 プロジェクトのドメイン名。keystone_token および
keystone_password auth_type の場合はオプション
です。

project_id = None 文字列値 プロジェクトスコーピングのプロジェクト
ID。keystone_token および keystone_password
auth_type の場合はオプションです。

project_name = None 文字列値 プロジェクトスコーピングのプロジェクト
名。keystone_token および keystone_password
auth_type の場合はオプションです。

reauthenticate = True ブール値 現在のトークンの有効期限が切れる場合の新規トー
クンの取得を許可します。keystone_token および
keystone_password auth_type の場合はオプション
です。

token = None 文字列値 認証のトークン。認証情報ファクトリーにコンテキ
ストが渡されない場合には、トークン および
keystone_token auth_type には必須です。

trust_id = None 文字列値 信頼スコープの信頼 ID。keystone_token および
keystone_password auth_type の場合はオプション
です。

user_domain_id = None 文字列値 認証用のユーザーのドメイン ID。keystone_token
および keystone_password auth_type の場合はオプ
ションです。

user_domain_name = 
None

文字列値 認証用のユーザーのドメイン名。keystone_token お
よび keystone_password auth_type の場合はオプ
ションです。

user_id = None 文字列値 認証のユーザー ID。keystone_token および
keystone_password auth_type の場合はオプション
です。

username = None 文字列値 認証用のユーザー名。パスワード auth_type には必
須です。keystone_password auth_type の場合はオ
プションです。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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2.1.13. keystone_authtoken

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [keystone_authtoken] グループ下で使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表2.12 keystone_authtoken

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth_section = None 文字列値 プラグイン固有のオプションを読み込む config セク
ション

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

auth_uri = None 文字列値 パブリックの Identity API エンドポイントを完了しま
す。このエンドポイントは、すべてのエンドユー
ザーがアクセスできる必要があるため、"admin" エン
ドポイントにすることはできません。認証されてい
ないクライアントは、認証のためにこのエンドポイ
ントにリダイレクトされます。このエンドポイント
にはバージョンを指定しないことが理想的ですが、
ワイルドカードでのクライアントのサポートは異な
ります。バージョン指定された v2 エンドポイントを
使用している場合、通常エンドユーザーがそのエン
ドポイントに到達できない可能性があるため、これ
はサービスユーザーがトークンを検証するために使
用するエンドポイントにすることはできません。こ
のオプションは www_authenticate_uri が優先される
ため非推奨となり、S リリースで削除される予定で
す。非推奨:Queens 以降

*理由:* auth_uri オプションは www_authenticate_uri
が優先されるため非推奨となり、S リリースで削除
される予定です。

auth_version = None 文字列値 Identity API エンドポイントの API バージョン。

cache = None 文字列値 Swift キャッシュオブジェクトが保存される環境キー
を要求します。auth_token ミドルウェアを Swift
キャッシュと共にデプロイする場合は、このオプ
ションを使用して、ミドルウェアが swift とキャッシ
ングバックエンドを共有するようにします。それ以
外の場合は、代わりに memcached_servers オプ
ションを使用します。

cafile = None 文字列値 HTTPs 接続の検証時に使用する PEM でエンコード
された認証局。デフォルトはシステム CA です。

certfile = None 文字列値 ID サーバーでクライアント証明書が必要な場合に必
要です。
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delay_auth_decision = 
False

ブール値 ミドルウェア内の認可要求を処理せず、承認の決定
をダウンストリームの WSGI コンポーネントに委譲
します。

enforce_token_bind = 
permissive

文字列値 トークンバインディングの使用および種別を制御す
るために使用されます。トークンバインディングの
チェックを無効するには、"disabled"に設定します。
バインドタイプがサーバーの認識する形式の場合に
はバインディング情報を検証し、そうでない場合に
は無視するには、"permissive"(デフォルト) に設定し
ます。"strict"は"permissive"と類似していますが、バ
インドタイプが不明な場合にはトークンが拒否され
ます。"required"の場合は、いずれかの形式のトーク
ンバインディングが必要です。最後に、トークンに
指定する必要のあるバインディングメソッドの名
前。

http_connect_timeout = 
None

整数値 Identity API サーバーと通信する際の要求タイムアウ
ト値。

http_request_max_retries 
= 3

整数値 Identity API サーバーと通信する際に再接続を試行す
る回数。

include_service_catalog = 
True

ブール値 (オプション)X-Service-Catalog ヘッダーを設定する
かどうかを示します。False の場合、ミドルウェアは
トークンの検証時にサービスカタログを要求せず、
X-Service-Catalog ヘッダーを設定しません。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

interface = internal 文字列値 Identity API エンドポイントに使用するインターフェ
イス。有効な値は、"public"、"internal" (デフォル
ト)、または "admin" です。

keyfile = None 文字列値 ID サーバーでクライアント証明書が必要な場合に必
要です。

memcache_pool_conn_g
et_timeout = 10

整数値 (オプション) プールから memcached クライアント
接続を取得するまで操作が待機する秒数。

memcache_pool_dead_re
try = 300

整数値 (オプション)memcached サーバーが停止していると
みなされる秒数。この秒数が経過すると再試行され
ます。

memcache_pool_maxsize 
= 10

整数値 (オプション) すべての memcached サーバーへの
オープン接続の最大合計数。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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memcache_pool_socket_
timeout = 3

整数値 (オプション)memcached サーバーと通信する際のソ
ケットのタイムアウト (秒単位)。

memcache_pool_unused
_timeout = 60

整数値 (オプション)memcached への接続がプール内で未使
用の状態を維持する秒数。この秒数が経過すると終
了されます。

memcache_secret_key = 
None

文字列値 (オプション、memcache_security_strategy が定義さ
れている場合には必須) この文字列は鍵の導出に使用
されます。

memcache_security_strat
egy = None

文字列値 (オプション) 定義されている場合は、トークンデー
タを認証、または認証して暗号化する必要があるか
どうかを示します。MAC の場合、キャッシュでトー
クンデータが認証されます (HMAC を使用)。
ENCRYPT の場合、キャッシュでトークンデータが
暗号化され、認証されます。値がこれらのオプショ
ンのいずれでもない場合や空の場合には、
auth_token は初期化時に例外を発生させます。

memcache_use_advance
d_pool = False

ブール値 (オプション) 高度な (eventlet に対して安全な)
memcached クライアントプールを使用します。高度
なプールは python 2.x でのみ動作します。

memcached_servers = 
None

リスト値 オプションで、キャッシュに使用する memcached
サーバーのリストを指定します。未定義のままの場
合、トークンは代わりに処理中にキャッシュされま
す。

region_name = None 文字列値 アイデンティティーサーバーがあるリージョン。

service_token_roles = 
['service']

リスト値 サービストークンに存在する必要があるロールの選
択。サービストークンは、期限切れのトークンを使
用できることを要求できるため、このチェックでは
実際のサービスのみがこのトークンを送信するよう
に厳密に制御する必要があります。ここでのロール
は ANY チェックとして適用されるため、このリスト
のロールはすべて存在している必要があります。後
方互換性の理由から、現在 allow_expired チェックに
のみ影響します。

service_token_roles_requ
ired = False

ブール値 後方互換性の理由から、service_token_roles チェッ
クを有効としてパスしない有効なサービストークン
をパスさせる必要があります。これを true に設定す
ることが今後のリリースでデフォルトとなり、可能
な場合は有効にされる必要があります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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service_type = None 文字列値 サービスカタログに表示されるサービスの名前また
は種別。これは、制限されたアクセスルールがある
トークンを検証するために使用されます。

token_cache_time = 300 整数値 トークンの検証に過剰な時間を費やすのを防ぐため
に、ミドルウェアは、設定可能な期間 (秒単位) 中は
以前に見たトークンをキャシュします。キャッシュ
を完全に無効にするには -1 に設定します。

www_authenticate_uri = 
None

文字列値 パブリックの Identity API エンドポイントを完了しま
す。このエンドポイントは、すべてのエンドユー
ザーがアクセスできる必要があるため、"admin" エン
ドポイントにすることはできません。認証されてい
ないクライアントは、認証のためにこのエンドポイ
ントにリダイレクトされます。このエンドポイント
にはバージョンを指定しないことが理想的ですが、
ワイルドカードでのクライアントのサポートは異な
ります。バージョン指定された v2 エンドポイントを
使用している場合、通常エンドユーザーがそのエン
ドポイントに到達できない可能性があるため、これ
はサービスユーザーがトークンを検証するために使
用するエンドポイントにすることはできません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

2.1.14. nova

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [nova] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。

表2.13 nova

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth_section = None 文字列値 プラグイン固有のオプションを読み込む config セク
ション

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。
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interface = public 文字列値 使用する nova エンドポイントのタイプ。このエンド
ポイントは keystone カタログで検索され、パブリッ
ク、内部、または管理者のいずれかでなければなり
ません。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

region_name = None 文字列値 使用する nova リージョンの名前。keystone が複数
のリージョンを管理する場合に便利です。

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

token_auth_url = None 文字列値 現在のユーザートークンを使用する場合の nova 接続
の認証 URL

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

2.1.15. oslo_concurrency

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [oslo_concurrency] グループで利用可能なオプショ
ンの概要をまとめたものです。

表2.14 oslo_concurrency

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

disable_process_locking 
= False

ブール値 プロセス間ロックを有効または無効にします。

lock_path = None 文字列値 ロックファイルに使用するディレクトリー。セキュ
リティー上、指定したディレクトリーは、ロックが
必要なプロセスを実行しているユーザーのみが書き
込み可能である必要があります。デフォルトは環境
変数 OSLO_LOCK_PATH です。外部ロックを使用す
る場合は、ロックパスを設定する必要があります。

2.1.16. oslo_messaging_amqp

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [oslo_messaging_amqp] グループで利用可能なオプ
ションの概要をまとめたものです。

表2.15 oslo_messaging_amqp
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

addressing_mode = 
dynamic

文字列値 ドライバーが使用するアドレスモードを示します。
許可される値:legacy - レガシーのルーティング不可
能なアドレス指定を使用します。routable - ルー
ティング可能なアドレスを使用します。dynamic -
メッセージバスがルーティングをサポートしていな
い場合はレガシーのアドレスを使用します。それ以
外の場合は、ルーティング可能なアドレスを使用し
ます。

anycast_address = 
anycast

文字列値 コンシューマーのグループに送信する際に、アドレ
ス接頭辞に追加されます。コンシューマー間でラウ
ンドロビン方式で配信される必要のあるメッセージ
を特定するために、メッセージバスで使用されま
す。

broadcast_prefix = 
broadcast

文字列値 すべてのサーバーにブロードキャストする場合に使
用されるアドレス接頭辞

connection_retry_backoff 
= 2

整数値 フェイルオーバーの試みに失敗するたびに、
connection_retry_interval をこの秒数だけ増やしま
す。

connection_retry_interval 
= 1

整数値 再接続を試みる前に一時停止する秒数。

connection_retry_interval
_max = 30

整数値 connection_retry_interval +
connection_retry_backoff の上限

container_name = None 文字列値 AMQP コンテナーの名前。グローバルで一意でなけ
ればなりません。デフォルトは、生成された UUID
です。

default_notification_exch
ange = None

文字列値 通知アドレスで使用される変換名。エクスチェンジ
名の解決の優先順位:Target.exchange、他に設定さ
れている場合は default_notification_exchange、他に
設定されている場合は control_exchange、他に設定
されている場合は notify

default_notify_timeout = 
30

整数値 送信された通知メッセージ配信の期限。呼び出し元
がタイムアウトを明示的に指定しない場合にのみ使
用されます。

default_reply_retry = 0 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で失敗した返信メッ
セージを再送信する最大試行回数。

default_reply_timeout = 
30

整数値 rpc 返信メッセージ配信の期限。
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default_rpc_exchange = 
None

文字列値 RPC アドレスで使用される変換名。エクスチェンジ
名の解決の優先順位:Target.exchange、他に設定さ
れている場合は default_rpc_exchange、他に設定さ
れている場合は control_exchange、他に設定されて
いる場合は rpc

default_send_timeout = 
30

整数値 rpc キャストまたは呼び出しメッセージ配信の期限。
呼び出し元がタイムアウトを明示的に指定しない場
合にのみ使用されます。

default_sender_link_time
out = 600

整数値 アイドル状態の送信者リンクのパージをスケジュー
ルする時間。期限切れ後にリンクの割り当てを解除
します。

group_request_prefix = 
unicast

文字列値 グループの任意のサーバーに送信する際のアドレス
接頭辞

idle_timeout = 0 整数値 非アクティブな接続のタイムアウト (秒単位)

link_retry_delay = 10 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で失敗した AMQP 1.0
リンクの再接続間に一時停止する時間。

multicast_address = 
multicast

文字列値 ファンアウトメッセージを送信するときにアドレス
接頭辞に追加されます。ファンアウトメッセージを
識別するためにメッセージバスによって使用されま
す。

notify_address_prefix = 
openstack.org/om/notify

文字列値 すべての生成される通知アドレスのアドレス接頭辞

notify_server_credit = 100 整数値 受信通知メッセージのウィンドウサイズ

pre_settled = ['rpc-cast', 
'rpc-reply']

多値 このタイプのメッセージを事前処置状態で送信しま
す。事前処置されたメッセージは、ピアから確認応
答を受信しません。注記: 事前処置されたメッセージ
は、配信に失敗した場合に警告なしに破棄される可
能性があります。許可される値:rpc-call - RPC 呼び
出しを事前処置状態で送信します。rpc-reply- RPC
返信を事前処置状態で送信します。rpc-cast - RPC
キャストを事前処置状態で送信します。notify - 通知
を事前処置状態で送信します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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pseudo_vhost = True ブール値 仮想ホスト (qpidd など) をネイティブにサポートし
ていないメッセージバスの仮想ホストサポートを有
効にします。true に設定すると、仮想ホスト名はす
べてのメッセージバスアドレスに追加され、結果と
して仮想ホストごとにプライベート サブネット を作
成します。メッセージバスが仮想ホストの名前とし
て AMQP 1.0 オープン遂行動詞の hostname フィー
ルドを使用して仮想ホストをサポートする場合は
False に設定します。

reply_link_credit = 200 整数値 受信する RPC 返信メッセージのウィンドウサイズ。

rpc_address_prefix = 
openstack.org/om/rpc

文字列値 すべての生成される RPC アドレスのアドレス接頭辞

rpc_server_credit = 100 整数値 受信する RPC リクエストメッセージのウィンドウサ
イズ。

`sasl_config_dir = ` 文字列値 SASL 設定が含まれるディレクトリーへのパス

`sasl_config_name = ` 文字列値 設定ファイルの名前 (.conf 接尾辞なし)

`sasl_default_realm = ` 文字列値 ユーザー名にレルムが存在しない場合に使用する
SASL レルム

`sasl_mechanisms = ` 文字列値 許可される SASL メカニズムのスペース区切りリス
ト

server_request_prefix = 
exclusive

文字列値 特定のサーバーに送信する時に使用するアドレス接
頭辞

ssl = False ブール値 SSL 経由で接続を試みます。その他の ssl 関連のパラ
メーターが指定されていない場合、システムの CA
バンドルを使用してサーバーの証明書を検証しま
す。

`ssl_ca_file = ` 文字列値 サーバーの証明書の検証に使用する CA 証明書 PEM
ファイル

`ssl_cert_file = ` 文字列値 クライアント認証用の自己識別証明書 PEM ファイル

`ssl_key_file = ` 文字列値 ssl_cert_file 証明書の署名に使用される秘密鍵 PEM
ファイル (オプション)

ssl_key_password = 
None

文字列値 ssl_key_file を復号するためのパスワード (暗号化され
ている場合)

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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ssl_verify_vhost = False ブール値 デフォルトでは、SSL は、サーバーの証明書の名前
が transport_url のホスト名と一致することを確認し
ます。設定によっては、代わりに仮想ホスト名を使
用することが望ましい場合があります。たとえば、
サーバーが Server Name Indication TLS 拡張
(rfc6066) を使用して、仮想ホストごとの証明書を提
供する場合などです。サーバーの SSL 証明書が DNS
名ではなく仮想ホスト名を使用する場合は、
ssl_verify_vhost を True に設定します。

trace = False ブール値 デバッグ: AMQP フレームを標準出力 (stdout) にダ
ンプします。

unicast_address = 
unicast

文字列値 特定の RPC/通知サーバーに送信する際に、アドレス
接頭辞に追加されます。単一の送信先に送信された
メッセージを識別するためにメッセージバスによっ
て使用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

2.1.17. oslo_messaging_kafka

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [oslo_messaging_kafka] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表2.16 oslo_messaging_kafka

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

compression_codec = 
none

文字列値 プロデューサーによって生成されたすべてのデータ
の圧縮コーデック。設定されていない場合、圧縮は
使用されません。この設定に許可される値は、kafka
バージョンに依存することに注意してください。

conn_pool_min_size = 2 整数値 接続有効期限ポリシーのプールサイズ制限

conn_pool_ttl = 1200 整数値 プールのアイドル状態の接続の存続期間 (秒単位)

consumer_group = 
oslo_messaging_consum
er

文字列値 Kafka コンシューマーのグループ ID。あるグループ
のコンシューマーは、メッセージ消費を調整しま
す。

enable_auto_commit = 
False

ブール値 非同期コンシューマーコミットを有効にします。

kafka_consumer_timeout 
= 1.0

浮動小数点の値 Kafka コンシューマーのデフォルトタイムアウト
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kafka_max_fetch_bytes = 
1048576

整数値 Kafka コンシューマーの最大フェッチバイト

max_poll_records = 500 整数値 ポーリング呼び出しで返されるレコードの最大数

pool_size = 10 整数値 Kafka コンシューマーのプールサイズ

producer_batch_size = 
16384

整数値 プロデューサーの非同期送信のバッチサイズ

producer_batch_timeout 
= 0.0

浮動小数点の値 KafkaProducer バッチ処理の遅延の上限 (秒単位)

sasl_mechanism = PLAIN 文字列値 セキュリティープロトコルが SASL である際のメカ
ニズム

security_protocol = 
PLAINTEXT

文字列値 ブローカーとの通信に使用されるプロトコル

`ssl_cafile = ` 文字列値 サーバーの証明書の検証に使用する CA 証明書 PEM
ファイル

`ssl_client_cert_file = ` 文字列値 認証に使用されるクライアント証明書の PEM ファイ
ル。

`ssl_client_key_file = ` 文字列値 認証に使用されるクライアントキーの PEM ファイ
ル。

`ssl_client_key_password = ` 文字列値 認証に使用されるクライアントキーパスワードファ
イル。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

2.1.18. oslo_messaging_notifications

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [oslo_messaging_notifications] グループで使用で
きるオプションの概要をまとめたものです。

表2.17 oslo_messaging_notifications

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

driver = [] 多値 通知の送信を処理するドライバー。使用できる値は
messaging、messagingv2、routing、log、test、
noop です。
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retry = -1 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で配信に失敗した通
知メッセージを再送信する最大試行回数。0 - 再試行
なし、-1 - 無限回

topics = ['notifications'] リスト値 OpenStack の通知に使用する AMQP トピック。

transport_url = None 文字列値 通知に使用するメッセージングドライバーを表す
URL。設定されていない場合は、RPC に使用される
ものと同じ設定にフォールバックします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

2.1.19. oslo_messaging_rabbit

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [oslo_messaging_rabbit] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表2.18 oslo_messaging_rabbit

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

amqp_auto_delete = False ブール値 AMQP の自動削除キュー。

amqp_durable_queues = 
False

ブール値 AMQP で永続キューを使用します。

direct_mandatory_flag = 
True

ブール値 (非推奨) ダイレクト送信のための RabbitMQ 必須フ
ラグを有効/無効にします。直接送信は応答として使
用されるため、クライアントキューが存在しない場
合には MessageUndeliverable 例外が発生します。
MessageUndeliverable 例外はタイムアウトをループ
して、送信者が回復する可能性が高くなります。こ
のフラグは非推奨になり、この機能を非アクティブ
化することはできません。

enable_cancel_on_failove
r = False

ブール値 x-cancel-on-ha-failover フラグを有効にして、
rabbitmq サーバーがキューが停止しているときにコ
ンシューマーをキャンセルし、通知できるようにし
ます。
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heartbeat_in_pthread = 
False

ブール値 デフォルトでは、ネイティブ Python スレッドを介し
てヘルスチェックハートビートスレッドを実行しま
す。このオプションが False の場合、ヘルスチェッ
クハートビートは親プロセスから実行モデルを継承
します。たとえば、親プロセスが eventlet/greenlet
を使用して stdlib にモンキーパッチを適用した場
合、ハートビートはグリーンスレッドを介して実行
されます。This option should be set to True only for
the wsgi services.

heartbeat_rate = 2 整数値 heartbeat_timeout_threshold 中、ハートビートを確
認する回数。

heartbeat_timeout_thresh
old = 60

整数値 ハートビートの keep-alive が失敗した場合に Rabbit
ブローカーがダウンとみなされるまでの秒数 (0 は
ハートビートを無効にします)。

kombu_compression = 
None

文字列値 実験的用途: 許容値は gzip、bz2 です。設定されてい
ない場合、圧縮は使用されません。このオプション
は、今後のバージョンで利用できない可能性があり
ます。

kombu_failover_strategy 
= round-robin

文字列値 現在接続しているノードが利用できなくなった場合
に、次の RabbitMQ ノードを選択する方法を指定し
ます。設定で複数の RabbitMQ ノードが指定される
場合に限り有効になります。

kombu_missing_consum
er_retry_timeout = 60

整数値 応答のないクライアントが応答を送信するのを待つ
時間。この時間が経過すると無視します。この値は
rpc_response_timeout より長くすることはできませ
ん。

kombu_reconnect_delay 
= 1.0

浮動小数点の値 AMQP コンシューマーの取り消し通知への応答で、
再接続するまでの待機時間。

rabbit_ha_queues = False ブール値 RabbitMQ (x-ha-policy: all) の HA キューの使用を試
みます。このオプションを変更する場合は、
RabbitMQ データベースを消去する必要がありま
す。RabbitMQ 3.0 では、キューを宣言する際に x-
ha-policy 引数によってキューのミラーリングが制御
されなくなりました。すべてのキュー (自動生成され
た名前のキューを除く) がすべてのノードでミラーリ
ングされるようにするには、"rabbitmqctl set_policy
HA ^(?!amq\.).* {"ha-mode": "all"}" を実行します。

rabbit_interval_max = 30 整数値 RabbitMQ 接続を再試行する最大間隔。デフォルト
は 30 秒です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rabbit_login_method = 
AMQPLAIN

文字列値 RabbitMQ ログイン方法

rabbit_qos_prefetch_cou
nt = 0

整数値 事前フェッチするメッセージの数を指定します。ゼ
ロに設定すると、無制限のメッセージのフェッチが
許可されます。

rabbit_retry_backoff = 2 整数値 RabbitMQ に接続する際に再試行間でバックオフす
る長さ

rabbit_retry_interval = 1 整数値 RabbitMQ との接続を再試行する頻度。

rabbit_transient_queues_
ttl = 1800

整数値 キューの TTL (x-expires) の期間 (秒単位) を表す正の
整数。TTL の期間使用されないキューは自動的に削
除されます。このパラメーターは応答キューとファ
ンアウトキューにのみ影響します。

ssl = False ブール値 SSL 経由で接続します。

`ssl_ca_file = ` 文字列値 SSL 認証局ファイル (SSL が有効な場合にのみ有
効)。

`ssl_cert_file = ` 文字列値 SSL 証明書ファイル (SSL が有効な場合にのみ有
効)。

`ssl_key_file = ` 文字列値 SSL キーファイル (SSL が有効な場合にのみ有効)。

`ssl_version = ` 文字列値 使用する SSL バージョン (SSL が有効な場合にのみ
有効)。有効な値は TLSv1 および SSLv23 です。
SSLv2、SSLv3、TLSv1_1、および TLSv1_2 は、一部
のディストリビューションで利用できます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

2.1.20. oslo_middleware

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [oslo_middleware] グループで使用できるオプション
の概要をまとめたものです。

表2.19 oslo_middleware

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enable_proxy_headers_p
arsing = False

ブール値 アプリケーションがプロキシーの背後であるかどう
か。これにより、ミドルウェアがヘッダーを解析す
べきかどうかを決定します。
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max_request_body_size = 
114688

整数値 各リクエストの本文の最大サイズ (バイト単位)。

secure_proxy_ssl_header 
= X-Forwarded-Proto

文字列値 SSL 終端プロキシーによって非表示であった場合で
も、元のリクエストプロトコルスキームを決定する
ために使用される HTTP ヘッダー。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

2.1.21. oslo_policy

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [oslo_policy] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表2.20 oslo_policy

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enforce_new_defaults = 
False

ブール値 このオプションは、ポリシーを評価するときに古い
非推奨のデフォルトを使用するかどうかを制御しま
す。True の場合、古い非推奨のデフォルトは評価さ
れません。これは、既存のトークンが古いデフォル
トで許可されているが、新しいデフォルトで許可さ
れていない場合、許可されないことを意味します。
新しいデフォルトと scope_type の利点を一緒に得
ることができるように、このフラグを 
enforce_scope フラグと一緒に有効にすることを
推奨します

enforce_scope = False ブール値 このオプションは、ポリシーを評価する際にスコー
プを適用するかどうかを制御します。True の場合、
リクエストで使用されるトークンのスコープは、適
用されるポリシーの scope_types と比較されま
す。スコープが一致しない場合、InvalidScope 例
外が発生します。False の場合、ポリシーが一致し
ないスコープで呼び出されていることを運用者に通
知するメッセージが記録されます。

policy_default_rule = 
default

文字列値 デフォルトルール。要求されたルールが見つからな
い場合に適用されます。

policy_dirs = ['policy.d'] 多値 ポリシー設定ファイルが保存されるディレクト
リー。これは、config_dir オプションで定義される検
索パス内の任意のディレクトリーへの相対パスか、
絶対パスにすることができます。このディレクト
リーの検索には、policy_file で定義されたファイルが
存在している必要があります。存在しないディレク
トリーまたは空のディレクトリーは無視されます。

第2章 CINDER

133



policy_file = policy.yaml 文字列値 ロールを指定のサービスのパーミッションにマッピ
ングするファイルの相対パスまたは絶対パス。相対
パスは、このオプションを設定する設定ファイルに
対する相対パスとして指定する必要があります。

remote_content_type = 
application/x-www-form-
urlencoded

文字列値 REST ベースのポリシーチェックのデータを送受信す
るコンテンツ種別

remote_ssl_ca_crt_file = 
None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用の認証局証明書
ファイルの絶対パス

remote_ssl_client_crt_file 
= None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用のクライアント証
明書の絶対パス

remote_ssl_client_key_fil
e = None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用のクライアント鍵
ファイルの絶対パス

remote_ssl_verify_server
_crt = False

ブール値 REST ベースのポリシーチェックのサーバーアイデン
ティティー検証

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

2.1.22. oslo_reports

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [oslo_reports] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表2.21 oslo_reports

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

file_event_handler = None 文字列値 シグナルではなくレポートをトリガーする変更を監
視するファイルへのパス。このオプションを設定す
ると、レポートのシグナルトリガーが無効になりま
す。アプリケーションが WSGI アプリケーションと
して実行されている場合は、シグナルの代わりにこ
れを使用することが推奨されます。

file_event_handler_interv
al = 1

整数値 file_event_handler が設定されている場合にポーリン
グの間隔 (秒単位)

log_dir = None 文字列値 ファイルを作成するログディレクトリーへのパス

2.1.23. oslo_versionedobjects

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [oslo_versionedobjects] グループで使用できるオプ
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以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [oslo_versionedobjects] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表2.22 oslo_versionedobjects

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

fatal_exception_format_e
rrors = False

ブール値 例外メッセージ形式のエラーを致命的にする

2.1.24. privsep

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [privsep] グループ下で使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表2.23 privsep

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

capabilities = [] リスト値 privsep デーモンによって保持される Linux 機能のリ
スト。

group = None 文字列値 privsep デーモンを実行する必要のあるグループで
す。

helper_command = None 文字列値 fork メソッドを使用していない場合に privsep デーモ
ンを起動するコマンドを呼び出します。指定のない
場合は、現在の設定を再作成するために設計された
sudo privsep-helper および引数を使用してデフォル
ト値が生成されます。このコマンドは、適切な --
privsep_context および --privsep_sock_path 引数を
使用する必要があります。

logger_name = 
oslo_privsep.daemon

文字列値 Logger name to use for this privsep context.By
default all contexts log with oslo_privsep.daemon.

thread_pool_size = 
<based on operating 
system>

整数値 privsep が同時にプロセスを実行できるスレッドの
数。デフォルトは、システム内の CPU コア数に設定
されます。

user = None 文字列値 privsep デーモンを実行する必要のあるユーザー。

2.1.25. profiler

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [profiler] グループ下で使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表2.24 profiler
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

connection_string = 
messaging://

文字列値 通知バックエンドの接続文字列。

デフォルト値は messaging:// で、通知機能を
oslo_messaging に設定します。

使用できる値の例:

messaging://: スパンの送信に
oslo_messaging ドライバーを使用します。

redis://127.0.0.1:6379: スパンの送信に
redis ドライバーを使用します。

mongodb://127.0.0.1:27017: スパンの送
信に mongodb ドライバーを使用します。

elasticsearch://127.0.0.1:9200:
elasticsearch ドライバーを使用してスパン
を送信します。

jaeger://127.0.0.1:6831: スパンの送信に
jaeger トレースを使用します。

enabled = False ブール値 このノード上の全サービスのプロファイリングを有
効にします。

デフォルト値は False です (プロファイリング機能を
無効にします)。

値:

True: 機能を有効にします

False: 機能を無効にします。このプロジェ
クトの操作ではプロファイリングを開始で
きません。プロファイリングが別のプロ
ジェクトでトリガーされた場合には、この
プロジェクトの部分は空になります。

es_doc_type = 
notification

文字列値 elasticsearch の通知インデックスについてのドキュ
メントタイプ。

es_scroll_size = 10000 整数値 elasticsearch は大規模な要求をバッチに分割しま
す。このパラメーターは、各バッチの最大サイズを
定義します (例: es_scroll_size=10000)。

es_scroll_time = 2m 文字列値 このパラメーターは時間値パラメーター
(es_scroll_time=2m など) です。これは、検索に参加
するノードが継続してサポートするために関連する
リソースを維持する時間を示します。
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filter_error_trace = False ブール値 エラー/例外を含むフィルタートレースを分離された
場所へ有効にします。

デフォルト値は False に設定されます。

値:

True: エラー/例外を含むフィルタートレー
スを有効にします。

False: フィルターを無効にします。

hmac_keys = 
SECRET_KEY

文字列値 パフォーマンスプロファイリング用にコンテキスト
データの暗号化に使用するシークレットキー。

この文字列値は <key1>[,<key2>,…​<keyn>] の形式にす
る必要があります。各キーはランダムな文字列で
す。REST API 経由でプロファイリングをトリガーす
るユーザーは、REST API 呼び出しのヘッダーにこれ
らのキーの 1 つを設定し、この特定プロジェクトの
ノードのプロファイリング結果が含まれるようにす
る必要があります。

プロファイリングを有効にするには、enabled フラ
グと hmac_keys 設定オプションの両方を設定する必
要があります。また、少なくとも 1 つのキーで全サー
ビス間で正しいプロファイリング情報を生成するに
は、OpenStack プロジェクト間で一貫性を確保する
必要があります。これにより、クライアント側から
を使用して、すべての可能なリソースからの情報を
含むトレースを生成できます。

sentinel_service_name = 
mymaster

文字列値 Redissentinel はサービス名を使用してマスターの
redis サービスを識別します。このパラメーターは名
前を定義します (例: 
sentinal_service_name=mymaster)。

socket_timeout = 0.1 浮動小数点の値 Redissentinel は、接続に timeout オプションを提供
します。このパラメーターは、タイムアウトを定義
します (例: socket_timeout=0.1)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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trace_sqlalchemy = False ブール値 サービスで SQL 要求のプロファイリングを有効にし
ます。

デフォルト値は False です (SQL 要求はトレースされ
ません)。

値:

True: SQL 要求のプロファイリングを有効
にします。各 SQL クエリーはトレースの一
部となり、それにどの程度の時間を費やし
たかによって分析できます。

False: SQL 要求のプロファイリングを無効
にします。費やした時間は、高いレベルの
操作でのみ表示されます。単一の SQL クエ
リーをこのように分析できません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

2.1.26. sample_castellan_source

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [sample_castellan_source] グループで使用できるオ
プションの概要をまとめたものです。

表2.25 sample_castellan_source

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

config_file = None 文字列値 castellan 設定ファイルへのパス。

driver = None 文字列値 この設定ソースを読み込むことができるドライバー
の名前。

mapping_file = None 文字列値 configuration/castellan_id マッピングファイルへの
パス。

2.1.27. sample_remote_file_source

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [sample_remote_file_source] グループで使用できる
オプションの概要をまとめたものです。

表2.26 sample_remote_file_source

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_path = None 文字列値 CA_BUNDLE ファイルまたは信頼済み CA の証明書
のあるディレクトリーへのパス。
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client_cert = None 文字列値 クライアント側の証明書 (証明書のみまたは秘密鍵と
証明書を含む単一のファイルパス)

client_key = None 文字列値 クライアント側の秘密鍵 (client_cert が指定されてい
ても、秘密鍵は含まれません)。

driver = None 文字列値 この設定ソースを読み込むことができるドライバー
の名前。

uri = None URI 値 追加の設定ファイルの場所の URI で必須オプション
です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

2.1.28. service_user

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [service_user] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表2.27 service_user

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth-url = None 文字列値 認証 URL

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

domain-id = None 文字列値 スコープするドメイン ID

domain-name = None 文字列値 スコープするドメイン名

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

password = None 文字列値 ユーザーのパスワード

project-domain-id = None 文字列値 プロジェクトを含むドメイン ID
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project-domain-name = 
None

文字列値 プロジェクトを含むドメイン名

project-id = None 文字列値 スコープするプロジェクト ID

project-name = None 文字列値 スコープするプロジェクト名

send_service_user_token 
= False

ブール値 True の場合には、REST API にユーザートークンを
送信すると、サービストークンも送信されます。

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

system-scope = None 文字列値 システム操作のスコープ

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

trust-id = None 文字列値 Trust ID

user-domain-id = None 文字列値 ユーザーのドメイン ID

user-domain-name = 
None

文字列値 ユーザーのドメイン名

user-id = None 文字列値 User ID

username = None 文字列値 ユーザー名

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

2.1.29. ssl

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [ssl] グループ下で使用できるオプションの概要をま
とめたものです。

表2.28 ssl

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 接続クライアントの検証に使用する CA 証明書ファ
イル。

cert_file = None 文字列値 サーバーをセキュアに起動する際に使用する証明書
ファイル。
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ciphers = None 文字列値 利用可能な暗号のリストを設定します。値は
OpenSSL 暗号リスト形式の文字列である必要があり
ます。

key_file = None 文字列値 サーバーをセキュアに起動する際に使用する秘密鍵
ファイル。

version = None 文字列値 使用する SSL バージョン (SSL が有効な場合にのみ
有効)。有効な値は TLSv1 および SSLv23 です。
SSLv2、SSLv3、TLSv1_1、および TLSv1_2 は、一部
のディストリビューションで利用できます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

2.1.30. vault

以下の表は、/etc/cinder/cinder.conf ファイルの [vault] グループで利用可能なオプションの概要をま
とめたものです。

表2.29 vault

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

approle_role_id = None 文字列値 Vault での認証の場合は Approle role_id

approle_secret_id = None 文字列値 Vault での認証の場合は Approle secret_id

kv_mountpoint = secret 文字列値 使用する Vault の KV ストアのマウントポイント (例:
secret)。

kv_version = 2 整数値 使用する Vault 内の KV ストアのバージョン。例: 2

root_token_id = None 文字列値 Vault の root トークン

ssl_ca_crt_file = None 文字列値 証明書ファイルの絶対パス

use_ssl = False ブール値 SSL の有効化/無効化

vault_url = 
http://127.0.0.1:8200

文字列値 このエンドポイントを使用して Vault に接続します
(例: "http://127.0.0.1:8200")。
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第3章 GLANCE
以下の章では、glance サービスの設定オプションについて説明します。

3.1. GLANCE-API.CONF

このセクションには、/etc/glance/glance-api.conf ファイルのオプションが含まれます。

3.1.1. DEFAULT

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [DEFAULT] グループで利用可能なオプションの
概要をまとめたものです。

.

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

allow_additional_image_p
roperties = True

ブール値 ユーザーがイメージに追加/カスタムの属性を追加で
きるようにします。

Glance は、すべてのイメージに表示される属性の標
準セット () スキーマ) を定義します。これらのプロ
パティーは、base properties とも呼ばれます。
Glance では、これらの属性に加え、カスタムプロパ
ティーをイメージに追加できます。これら
は、additional properties と呼ばれています。

デフォルトでは、この設定オプションは True に設
定され、ユーザーは追加のプロパティーを追加でき
ます。イメージに追加できる追加プロパティーの数
は、image_property_quota 設定オプションで制
御できます。

値:

True

False

関連するオプション:

image_property_quota

非推奨: Ussuri

理由: このオプションは冗長で
す。image_property_quota 設定オプションを使用
して、カスタムイメージプロパティーの使用を制御
します。このオプションは、Victoria の開発サイクル
中に削除される予定です。
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allow_anonymous_acces
s = False

ブール値 認証されていないユーザーへの限定的なアクセスを
許可します。

ブール値を割り当て、認証されていないユーザーの
API アクセスを判別します。False に設定すると、認
証されていないユーザーが API にアクセスできなく
なります。True に設定すると、認証されていない
ユーザーは読み取り専用権限で API にアクセスでき
ます。ただし、これはコンテキストミドルウェアを
使用する場合にのみ適用されます。

値:

True

False

関連するオプション:

なし

api_limit_max = 1000 整数値 要求によって返されることのできる最大結果数。

limit_param_default のヘルプテキストで説明され
ているように、リクエストによっては複数の結果が
返される場合があります。返される結果の数は、要
求の limit パラメーターまたは 
limit_param_default 設定オプションで管理されま
す。いずれの場合もこの値が、この設定オプション
で定義される絶対最大値よりも大きくすることはで
きません。この値より大きいすべてのものは、ここ
で定義される最大値にトリミングされます。

注記

これを非常に大きな値に設定する
と、データベースのクエリーが遅く
なり、応答時間が長くなる可能性が
あります。これを非常に低い値に設
定すると、ユーザーエクスペリエン
スが低下してしまう可能性がありま
す。

値:

任意の正の整数

関連するオプション:

limit_param_default

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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backlog = 4096 整数値 受信接続要求の数を設定します。

正の整数値を指定して、バックログキューの要求数
を制限します。デフォルトのキューサイズは 4096
です。

TCP リスナーソケットへの受信接続は、サーバーと
の接続が確立される前にキューイングされます。
TCP ソケットのバックログを設定すると、受信トラ
フィックのキューサイズが限定されます。

値:

正の整数

関連するオプション:

なし

bind_host = 0.0.0.0 ホストのアドレス
値

glance サーバーをバインドするための IP アドレス。

glance サーバーをバインドするための IP アドレスを
提供します。デフォルト値は 0.0.0.0 です。

このオプションを編集して、サーバーがネットワー
クカード上の特定の IP アドレスでリッスンできるよ
うにします。これにより、サーバー用の特定のネッ
トワークインターフェイスを選択しやすくなりま
す。

値:

有効な IPv4 アドレス

有効な IPv6 アドレス

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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bind_port = None ポート値 サーバーがリッスンするポート番号。

サーバーのソケットをバインドする有効なポート番
号を指定します。次に、このポートはプロセスを特
定し、サーバーに到達するネットワークメッセージ
を転送するように設定されます。API サーバーのデ
フォルトの bind_port 値は 9292 で、レジストリー
サーバーの場合は 9191 です。

値:

有効なポート番号 (0 から 65535)

関連するオプション:

なし

client_socket_timeout = 
900

整数値 クライアント接続のソケット操作のタイムアウト。

入力された接続を閉じるまでの待ち時間を設定する
ために、時間を表す有効な整数値を秒単位で入力し
てください。デフォルト値は 900 秒です。

値 zero は永久に待機します。

値:

ゼロ

正の整数

関連するオプション:

なし

conn_pool_min_size = 2 整数値 接続有効期限ポリシーのプールサイズ制限

conn_pool_ttl = 1200 整数値 プールのアイドル状態の接続の存続期間 (秒単位)

control_exchange = 
openstack

文字列値 トピックがスコープ設定されるデフォルトの変換。
transport_url オプションで指定した変換名で上書き
できます。

debug = False ブール値 true に設定すると、ログレベルはデフォルトの INFO
レベルではなく DEBUG に設定されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default_log_levels = 
['amqp=WARN'、
'amqplib=WARN'、
'boto=WARN'、
'qpid=WARN'、
'sqlalchemy=WARN'、
'suds=INFO'、
'oslo.messaging=INFO'、
'oslo_messaging=INFO'、
'iso8601=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.connectionpool=WARN'
、
'urllib3.connectionpool=
WARN'、
'websocket=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.util.retry=WARN'、
'urllib3.util.retry=WARN'
、
'keystonemiddleware=WA
RN'、
'routes.middleware=WAR
N'、'stevedore=WARN'、
'taskflow=WARN'、
'keystoneauth=WARN'、
'oslo.cache=INFO'、
'oslo_policy=INFO'、
'dogpile.core.dogpile=INF
O']

リスト値 logger=LEVEL ペアのパッケージロギングレベルのリ
スト。このオプションは、log_config_append が設定
されている場合は無視されます。

default_publisher_id = 
image.localhost

文字列値 送信 Glance 通知用のデフォルトの publisher_id。

これは、通知ドライバーが Glance サービスから発信
されるイベントのメッセージを識別するために使用
する値です。通常、これはメッセージを生成したイ
ンスタンスのホスト名です。

値:

任意の合理的なインスタンス識別子。例:
image.host1

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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delayed_delete = False ブール値 削除をオン/オフにします。

通常、イメージが削除されると、glance-api サービ
スはイメージを delete 状態にし、同時にそのデータ
を削除します。遅延削除とは、Glance の機能のひと
つで、イメージデータの実際の削除を (設定オプショ
ン scrub_time で決定される) 後の時点まで遅らせ
るものです。遅延削除が有効になると、glance-api
サービスは削除時にイメージを pending_delete の
状態に入れ、イメージが scrubber のストレージバッ
クエンドに残され、後で削除されるようにします。
イメージスクラバは、イメージデータの削除に成功
すると、イメージを deleted 状態に移行させます。

注記

遅延削除をオンにすると、バックエ
ンドのストレージが不要な使用で
いっぱいになるのを防ぐために、イ
メージスクラバを定期的なタスクと
して実行しなければなりません。

値:

True

False

関連するオプション:

scrub_time

wakeup_time

scrub_pool_size

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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digest_algorithm = 
sha256

文字列値 デジタル署名に使用するダイジェストアルゴリズ
ム。

デジタル署名の生成に使用するダイジェストアルゴ
リズムを表す文字列値を指定します。デフォルトで
は sha256 が使用されます。

プラットフォームの OpenSSL バージョンでサポー
トされる利用可能なアルゴリズムのリストを取得す
るには、コマンド openssl list-message-digest-
algorithms を実行します。たとえ
ば、sha1、sha256、および sha512 です。

注記

digest_algorithm は Glance のイ
メージの署名および検証に関連しま
せん。これは、証明書ファイルと
キーファイル検証の一部として汎用
一意識別子 (UUID) に署名するため
に使用されます。

値:

OpenSSL メッセージダイジェストアルゴリ
ズム ID

関係オプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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disabled_notifications = [] リスト値 無効にする通知のリスト。

出力すべきでない通知のリストを指定します。通知
タイプとして、単一のイベント通知を無効にする通
知タイプを指定するか、グループ内のすべてのイベ
ント通知を無効にする通知グループ接頭辞を指定で
きます。

可能な値: 無効にする個々の通知タイプまたは通知グ
ループのコンマ区切りリスト。現在サポートされて
いるグループ:

image

image.member

task

metadef_namespace

metadef_object

metadef_property

metadef_resource_type

metadef_tag

For a complete listing and description 
of each event refer to:
http://docs.openstack.org/developer/gl
ance/notifications.html

The values must be specified as: 
<group_name>.<event_name>
For example: 
image.create,task.success,metadef_ta
g

関連するオプション:

なし

enabled_backends = 
None

dict 値 ストア識別子とストアタイプの Key:Value ペア。複
数のバックエンドを指定する場合は、コンマで区切
る必要があります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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enabled_import_methods 
= ['glance-direct', 'web-
download', 'copy-image']

リスト値 有効なイメージのインポートメソッドの一覧

'glance-direct', 'copy-image' and 'web-
download' are enabled by default.

    Related options:
** [DEFAULT]/node_staging_uri

enforce_secure_rbac = 
False

ブール値 OpenStack 全体で使用される一般的なペルソナ定義
に基づいて API アクセスを強制します。このオプ
ションを有効にすると、member ロールの背後で、
プライベートイメージの作成や共有イメージのス
テータスの更新など、プロジェクト固有の読み取り/
書き込み操作が形式化されます。また、reader ロー
ルの背後で、プロジェクト内のプライベートイメー
ジをリスト表示するなど、プロジェクト固有の API
操作に役立つ読み取り専用バリアントを形式化しま
す。

オペレーターはこの機会に、glance の新しいイメー
ジポリシーを理解し、デプロイメントでの割り当て
を監査し、keystone のデフォルトロール
(admin、member、reader など) を使用して権限
を更新する必要があります。

関連するオプション:

[oslo_policy]/enforce_new_defaults

非推奨: Wallaby

理由: このオプションは、一般的な RBAC ペルソナに
基づいて承認を実施することを選択することをオペ
レーターに要求するために導入されました。これは
Wallaby リリースの時点で実験的です。この動作はデ
フォルトであり、将来のリリースでは STABLE にな
り、このオプションを削除できるようになります。

executor_thread_pool_siz
e = 64

整数値 エグゼキューターがスレッディングまたはイベント
レットの場合のエグゼキュータースレッドプールの
サイズ。

fatal_deprecations = 
False

ブール値 非推奨の致命的なステータスを有効または無効にし
ます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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hashing_algorithm = 
sha512

文字列値 os_hash_value プロパティーの計算に使用される安
全なハッシュアルゴリズム。

このオプションは、os_hash_algo と os_hash_value
の 2 つのイメージ属性で設定される Glance の
multihash を設定します。os_hash_algo はこの設定
オプションの値によって入力され、os_hash_value
は、アルゴリズムがアップロードまたはインポート
されたイメージデータに適用されると計算された
hexdigest によって入力されます。

この値は、python hashlib ライブラリーが認識する
有効なセキュアなハッシュアルゴリズム名である必
要があります。Glance インストールで使用されてい
るライブラリーのバージョンの
hashlib.algorithms_available データメンバーを調べ
ることで、これらを確認することができます。ただ
し、相互運用性のため
に、hashlib.algorithms_guaranteed データメンバー
が提供する安全なハッシュ名のセットを使用するこ
とが推奨されます。これは、すべてのプラット
フォームの hashlib ライブラリーでサポートされるこ
とが保証されているためです。したがって、hashlib
を使用するイメージコンシューマーは、イメージの
os_hash_value を検証できるはずです。

sha512 のデフォルト値は、高性能なハッシュアルゴ
リズムです。

このオプションの設定が間違っていると、イメージ
データの格納試行は失敗します。このため、デフォ
ルト値を使用することが推奨されます。

値:

Python hashlib ライブラリーが認識するセ
キュアなハッシュアルゴリズム名

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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http_keepalive = True ブール値 TCP 上の HTTP に keep alive オプションを設定しま
す。

keep alive パケットの送信を決定するブール値を指定
します。False に設定すると、サーバーはヘッダー
Connection: close を返します。True に設定する
と、サーバーは応答に "Connection: Keep-Alive" を返
します。これにより、新しいリクエストごとに新し
いリクエストを開かなくても、HTTP 会話に同じ
TCP 接続が保持されるようになります。

応答の受信およびクライアントによって正常に読み
取られた後にクライアントソケット接続を明示的に
閉じる必要がある場合は、このオプションを False
に設定する必要があります。

値:

True

False

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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image_cache_dir = None 文字列値 イメージキャッシュのベースディレクトリー。

これは、イメージデータがキャッシュされ、提供さ
れる場所です。キャッシュされたイメージはすべ
て、このディレクトリーに直接保存されます。この
ディレクトリーに
は、incomplete、invalid、queue という 3 つのサ
ブディレクトリーがあります。

incomplete サブディレクトリーは、イメージをダ
ウンロードするためのステージングエリアです。イ
メージは最初にこのディレクトリーにダウンロード
されます。イメージのダウンロードに成功すると、
ベースディレクトリーに移動します。ただし、ダウ
ンロードに失敗すると、部分的にダウンロードした
イメージファイルは invalid サブディレクトリーに
移動します。

queue`subdirectory は、ダウンロード用のイ
メージをキューに入れるために使用されます。
これは主に cache-prefetcher によって使用さ
れます。これは、使用前にイメージをキャッ
シュするために cache-pruner や cache-
cleaner などの定期的なタスクとしてスケ
ジュールできます。イメージのキャッシュを要
求すると、Glance は `queue ディレクトリー内の
ファイルに、イメージ ID をファイル名として関連付
けます。cache-prefetcher の実行時に、実行時に 
queue ディレクトリーのファイルのポーリングを実
行し、ファイルの作成順にダウンロードを開始しま
す。ダウンロードに成功すると、ゼロサイズのファ
イルが queue ディレクトリーから削除されます。ダ
ウンロードに失敗すると、ゼロサイズのファイルが
残り、次に cache-prefetcher が実行されるときに再
試行されます。

値:

有効なパス

関連するオプション:

image_cache_sqlite_db

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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image_cache_driver = 
sqlite

文字列値 イメージキャッシュ管理に使用するドライバー。

このオプションを使用すると、利用可能な異なる
image-cache ドライバーのいずれかを選択できま
す。image-cache ドライバーは、キャッシュからの
イメージへの書き込み、キャッシュされたイメージ
の経過時間と使用状況などのイメージキャッシュの
基本機能、キャッシュされたイメージのフェッチサ
イズ、キャッシュのサイズのフェッチ、キャッシュ
のキャッシュおよびクリーンアップ用のキューイ
メージの提供を行います。

ドライバーの基本機能は、基本クラス 
glance.image_cache.drivers.base.Driver で定
義されています。すべての image-cache ドライバー
(既存および見込み) はこのインターフェイスを実装
する必要があります。現在利用可能なドライバーは 
sqlite および xattr です。これらのドライバーは、
主にキャッシュされたイメージに関する情報を保存
する方法によって異なります。

sqlite ドライバーは、キャッシュされたイ
メージの使用状況を追跡するために、sqlite
データベース (すべての gloss ノードにロー
カルに置かれている) を使用します。

xattr ドライバーは、ファイルの拡張属性を
使用してこの情報を保存します。また、ア
クセス時にファイルに atime を設定する
ファイルシステムも必要です。

値:

sqlite

xattr

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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image_cache_max_size = 
10737418240

整数値 キャッシュサイズの上限 (バイト単位)。これを超え
ると、cache-pruner がイメージのキャッシュをク
リーンアップします。

注記

これは、実行する cache-pruner のし
きい値です。これは、イメージ
キャッシュが拡張されることのない
ハード制限ではありません。実際、
キャッシュプルーナーの実行頻度や
キャッシュが満杯になる頻度に応じ
て、イメージキャッシュはここで非
常に簡単に指定されるサイズにさら
すことができます。そのため、
cache-pruner を適切にスケジュール
し、この制限を設定できるように注
意して行ってください。

Glance はダウンロード時にイメージをキャッシュし
ます。そのため、ダウンロード数が増えるにつれ、
イメージキャッシュのサイズが長くなります。
キャッシュサイズが管理できない状態にならないよ
うにするには、cache-pruner を定期的なタスクとし
て実行することが推奨されます。キャッシュプルー
ナーが開始すると、現在のイメージキャッシュサイ
ズを比較し、イメージキャッシュがここで指定され
るサイズを超えて拡張した場合にクリーンアップが
トリガーされます。クリーンアップ後、キャッシュ
のサイズはここで指定するサイズ以下になります。

値:

負の値以外の整数

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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image_cache_sqlite_db = 
cache.db

文字列値 イメージキャッシュ管理に使用される sqlite ファイ
ルデータベースへの相対パス。

これは、イメージキャッシュの経過時間と使用状況
の統計を追跡する sqlite ファイルデータベースの相
対パスです。パスは、設定オプション 
image_cache_dir によって指定されるイメージ
キャッシュベースディレクトリーに相対的です。

これは、テーブルが 1 つしかない軽量データベースで
す。

値:

sqlite ファイルデータベースへの有効な相対
パス

関連するオプション:

image_cache_dir

image_cache_stall_time = 
86400

整数値 不完全なイメージがキャッシュに残っている時間
(秒) です。

不完全なイメージとは、ダウンロードが進行中であ
るイメージです。詳細は、設定オプション 
image_cache_dir の説明を参照してください。場
合によっては、さまざまな理由でダウンロードがハ
ングし、完全にダウンロードされたイメージは 
incomplete なディレクトリーに残ります。この設
定オプションでは、不完全なイメージが 
incomplete ディレクトリーに残っている期間を、
クリーンアップするまでの時間として設定します。
不完全なイメージがここで指定するよりも時間がか
かったら、次の実行時に cache-cleaner により削除
されます。

不完全なイメージがディスク領域を占有しないよう
に、Glance API ノードで定期的なタスクとして
cache-cleaner を実行することが推奨されます。

値:

負の値以外の整数

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

Red Hat OpenStack Platform 17.1 設定の参照

156



image_location_quota = 
10

整数値 イメージで許可される場所の最大数。

負の値は無制限として解釈されます。

関連するオプション:

なし

image_member_quota = 
128

整数値 1 イメージあたりのイメージメンバーの最大数。

これにより、イメージが共有できるユーザーの最大
数が制限されます。負の値は無制限として解釈され
ます。

関連するオプション:

なし

image_property_quota = 
128

整数値 イメージで許可されるプロパティーの最大数。

これにより、イメージに割り当てることができる追
加のプロパティーの数の上限が適用されます。負の
値は無制限として解釈されます。

注記

追加のプロパティーが無効の場合、
影響はありませ
ん。allow_additional_image_pr
operties を参照してください。

関連するオプション:

allow_additional_image_properties

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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image_size_cap = 
1099511627776

整数値 ユーザーがアップロードできるイメージの最大サイ
ズ (バイト単位)。

上記のサイズより大きいイメージをアップロードす
ると、イメージの作成に失敗します。このオプショ
ンはデフォルトで 1099511627776 バイト (1 TiB) に設
定されます。

注記:

この値は、慎重に検討した後にのみ増やす
必要があり、8 EiB
(9223372036854775808) 以下を設定する
必要があります。

この値は、バックエンドストレージ容量を
慎重に検討して設定する必要があります。
この値を非常に小さい値に設定すると、イ
メージが多数失敗する可能性があります。
また、この値を非常に大きな値に設定する
と、ストレージの使用が速くなる可能性が
あります。したがって、これは、利用可能
なイメージおよび利用可能なストレージ容
量の性質に応じて設定される必要がありま
す。

値:

9223372036854775808 未満の正数

image_tag_quota = 128 整数値 イメージで許可されるタグの最大数。

負の値は無制限として解釈されます。

関連するオプション:

なし

instance_format = [instance: %
(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンスの形式。

instance_uuid_format =
[instance: %(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンス UUID の形
式。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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limit_param_default = 25 整数値 リクエストに対して返すデフォルトの結果数。

リストイメージなどの特定の API リクエストへの応
答により、複数のアイテムが返される場合がありま
す。返される結果の数は、API 要求で limit パラメー
ターを指定して明示的に制御できます。ただ
し、limit パラメーターが指定されていない場合、こ
の設定値は API 要求に対して返される結果のデフォ
ルト数として使用されます。

注記:

このオプションの値は、api_limit_max で
指定された値よりも大きくすることはでき
ません。

これを非常に大きな値に設定すると、デー
タベースのクエリーが遅くなり、応答時間
が長くなる可能性があります。これを非常
に低い値に設定すると、ユーザーエクスペ
リエンスが低下してしまう可能性がありま
す。

値:

任意の正の整数

関連するオプション:

api_limit_max

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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location_strategy = 
location_order

文字列値 イメージの場所の優先順位を決定するストラテ
ジー。

この設定オプションは、イメージのデータを提供す
るためにイメージの場所にアクセスする順序を決定
するストラテジーを示します。Glance は次に、応答
する最初のアクティブな場所からイメージデータを
取得します。

このオプションには、location_order と 
store_type の 2 つの値を使用できます。デフォル
ト値は location_order です。これは、Glance に保
存される順序でイメージデータを提供する場所によ
り提供されることを示しています。store_type の
値は、ストレージバックエンドが設定オプション 
store_type_preference のコンマ区切りリストと
して記載される順序に基づいてイメージの場所の設
定を設定します。

値:

location_order

store_type

関連するオプション:

store_type_preference

log-config-append = None 文字列値 ロギング設定ファイルの名前。このファイルは、既
存のロギング設定ファイルに追加されます。ロギン
グ設定ファイルの詳細は、Python のロギングモ
ジュールのドキュメントを参照してください。ロギ
ング設定ファイルを使用すると、すべてのロギング
設定が設定ファイルで設定され、その他のロギング
設定オプションは無視されます (例:log-date-
format)。

log-date-format = %Y-%m-
%d %H:%M:%S

文字列値 ログレコードの %%(asctime)s のフォーマット文字列
を定義します。デフォルト:%(default)sこのオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

log-dir = None 文字列値 (オプション)log_file の相対パスに使用されるベース
ディレクトリー。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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log-file = None 文字列値 (オプション) ロギング出力を送信するログファイル
の名前。デフォルトが設定されていない場合、ロギ
ングは use_stderr で定義されているように stderr に
送信されます。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log_rotate_interval = 1 整数値 ログファイルがローテーションされるまでの時間。
このオプションは、log_rotation_type が interval に
設定されていない限り無視されます。

log_rotate_interval_type = 
days

文字列値 ローテーション間隔の種別。次のローテーションを
スケジューリングする際に、最後のファイル変更の
時刻 (またはサービスの起動時刻) が使用されます。

log_rotation_type = none 文字列値 ログローテーションの種別。

logging_context_format_
string = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[%(request_id)s %
(user_identity)s] %
(instance)s%(message)s

文字列値 コンテキスト付きログメッセージに使用するフォー
マット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_debug_format_s
uffix = %(funcName)s %
(pathname)s:%(lineno)d

文字列値 メッセージのロギングレベルが DEBUG の場合にロ
グメッセージに追加する追加のデータ。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_default_format_s
tring = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[-] %(instance)s%
(message)s

文字列値 コンテキストが定義されていない場合に、ログメッ
セージに使用するフォーマット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_exception_prefix 
= %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
ERROR %(name)s %
(instance)s

文字列値 この形式で、例外出力の各行の前に接頭辞が付けら
れます。oslo_log.formatters.ContextFormatter によ
り使用されます。

logging_user_identity_for
mat = %(user)s %
(tenant)s %(domain)s %
(user_domain)s %
(project_domain)s

文字列値 logging_context_format_string で使用される %
(user_identity)s のフォーマット文字列を定義しま
す。oslo_log.formatters.ContextFormatter により使
用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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max_header_line = 16384 整数値 メッセージヘッダーの最大行サイズ。

メッセージヘッダーのサイズを制限するために長さ
を表す整数値を指定します。デフォルト値は 16384
です。

注記

大規模なトークンを使用する際に 
max_header_line を増やす必要が
ある場合があります (通常は大規模
なサービスカタログを持つ Keystone
v3 API によって生成されるトーク
ン)。ただし、max_header_line の
大きな値がログにあふれることに注
意してください。

max_header_line を 0 に設定すると、メッセージ
ヘッダーの行サイズの制限は設定されません。

値:

0

正の整数

関連するオプション:

なし

max_logfile_count = 30 整数値 ローテーションされたログファイルの最大数。

max_logfile_size_mb = 
200

整数値 ログファイルの最大サイズ (MB 単位)。
log_rotation_type が size に設定されていない場合
は、このオプションは無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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max_request_id_length = 
64

整数値 リクエスト ID の長さを制限します。

整数値を指定して、リクエスト ID の長さを指定され
た長さに制限します。デフォルト値は 64 です。これ
を 0 から 16384 までの任意の整数値に変更できます
が、大きな値に設定した場合、ログが一杯になる可
能性があることに注意してください。

値:

0 から 16384 までの整数値

関連するオプション:

なし

metadata_encryption_key 
= None

文字列値 ストアの場所のメタデータを暗号化する際の AES
鍵。

Glance ストアメタデータの暗号化に使用する AES 暗
号化を表す文字列値を指定します。

注記

使用する AES 鍵は、長さ 16、24、
または 32 バイトのランダムな文字
列に設定する必要があります。

値:

有効な AES 鍵を表す文字列値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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node_staging_uri = 
file:///tmp/staging/

文字列値 URL は一時データが保存される場所を指定します。

このオプションは、Glance の内部使用専用です。
Glance は、イメージのインポートプロセス中、ユー
ザーがアップロードしたイメージデータを ステージ
ング エンドポイントに保存します。

このオプションは、ステージング API エンドポイン
トを一切変更しません。

注記

[task]/work_dir と同じパスを使用す
ることは推奨されません。

注記

file://<absolute-directory-path> is
the only option api_image_import
flow will support for now.

注記

ステージングパスは、すべての
Glance API ノードからアクセス可能
な共有ファイルシステム上になけれ
ばなりません。

値:

file:// で始まり、ファイルシステムの絶対
パスが続く文字列

関連するオプション:

[task]/work_dir

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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property_protection_file = 
None

文字列値 属性保護ファイルの場所。

属性保護のルールおよびそれらに関連付けられた
ロール/ポリシーが含まれる属性保護ファイルへの有
効なパスを指定します。

属性保護ファイルを設定すると、ロールまたはポリ
シーのいずれかによって識別される特定のユーザー
セットによって作成、読み取り、更新、または削除
される Glance イメージ属性が制限されます。この設
定オプションが設定されていない場合、デフォルト
では属性保護は適用されません。値が指定されてい
てファイルが見つからない場合、glance-api サービ
スは起動に失敗します。属性保護の詳細
は、https://docs.openstack.org/glance/latest/admi
n/property-protections.htmlを参照してください。

値:

空の文字列

属性保護設定ファイルへの有効なパス

関連するオプション:

property_protection_rule_format

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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property_protection_rule
_format = roles

文字列値 プロパティー保護のルール形式。

Glance イメージ属性の属性保護を設定するのに必要
な方法を指定します。許容される値は、roles と 
policies の 2 つです。デフォルト値は roles です。

値が roles の場合、属性保護ファイルには、保護さ
れるそれぞれの属性に対する各 CRUD 操作のパー
ミッションを示す、ユーザーロールのコンマ区切り
リストが含まれている必要があります。policies に
設定すると、policy.yaml で定義されたポリシーを使
用して、各 CRUD 操作のプロパティー保護が表現さ
れます。roles または policies に基づいて属性保護
を適用する方法の例
は、https://docs.openstack.org/glance/latest/admi
n/property-protections.html#examplesを参照してく
ださい。

値:

roles

policies

関連するオプション:

property_protection_file

public_endpoint = None 文字列値 Glance バージョンの応答に使用するパブリック URL
エンドポイント。

Glance の versions 応答に表示されるパブリック URL
エンドポイントです。値が指定されていない場合、
バージョンの応答に表示されるエンドポイントは、
API サービスを実行しているホストのエンドポイン
トです。API サービスがプロキシーの背後で実行さ
れている場合は、プロキシー URL を表すようにエン
ドポイントを変更します。サービスがロードバラン
サーの背後で実行されている場合は、この値にロー
ドバランサーの URL を追加します。

値:

なし

プロキシー URL

ロードバランサー URL

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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publish_errors = False ブール値 エラーイベントの公開を有効または無効にします。

pydev_worker_debug_ho
st = None

ホストのアドレス
値

pydev サーバーのホストアドレス。

デバッグに使用する pydev サーバーのホスト名また
は IP を表す文字列値を指定します。pydev サーバー
はこのアドレスでデバッグ接続をリッスンし、
Glance でのリモートデバッグを容易にします。

値:

有効なホスト名

有効な IP アドレス

関連するオプション:

なし

pydev_worker_debug_po
rt = 5678

ポート値 pydev サーバーがリッスンするポート番号。

pydev サーバーをバインドするポート番号を指定し
ます。pydev プロセスはこのポートでデバッグ接続
を受け入れ、Glance でのリモートデバッグを容易に
します。

値:

有効なポート番号

関連するオプション:

なし

rate_limit_burst = 0 整数値 rate_limit_interval ごとのログ記録されたメッセージ
の最大数。

rate_limit_except_level = 
CRITICAL

文字列値 レート制限で使用されるログレベル名:CRITICAL、
ERROR、INFO、WARNING、DEBUG または空の文
字列。rate_limit_except_level 以上のレベルのログは
フィルターされません。空の文字列は、すべてのレ
ベルがフィルターされることを意味します。

rate_limit_interval = 0 整数値 ログのレート制限の間隔 (秒数)。

rpc_conn_pool_size = 30 整数値 RPC 接続プールのサイズ。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rpc_ping_enabled = False ブール値 ping 呼び出しに応答するエンドポイントを追加しま
す。エンドポイントの名前は oslo_rpc_server_ping
です。

rpc_response_timeout = 
60

整数値 呼び出しからの応答を待つ秒数。

scrub_pool_size = 1 整数値 イメージのスクラビングに使用されるスレッドプー
ルのサイズ。

スクラブするイメージが多数ある場合には、スクラ
ブキューが制御された状態に維持され、バックエン
ドストレージがタイムリーに要求されるように、イ
メージを並行してスクラブすると便利です。この設
定オプションは、並行してスクラブされるイメージ
の最大数を示します。デフォルト値は 1 で、シリアル
スクラビングを意味します。1 を超える値はすべて、
並列スクラビングを意味します。

値:

ゼロ以外の正の整数

関連するオプション:

delayed_delete

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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scrub_time = 0 整数値 イメージのスクラビングを遅延させる時間 (秒単
位)。

遅延削除がオンの場合、スクラバーがそのイメージ
データを削除するまで、イメージは削除時に 
pending_delete 状態になります。通常、イメージ
が pending_delete 状態になると、すぐにスクラビ
ングできます。ただし、この設定オプションを使用
して、後の時点までスクラビングを遅らせることが
できます。このオプションは、スクラビングできる
まで、イメージが pending_delete 状態である期間
を示します。

これによりストレージに影響が出ることを認識する
ことが重要です。scrub_time の値が大きいほど、
削除されるイメージからバックエンドストレージを
再要求する時間が長くなります。

値:

負の値以外の整数

関連するオプション:

delayed_delete

secure_proxy_ssl_header 
= None

文字列値 SSL 終端プロキシーによって削除された場合でも、
元のリクエストのスキームを決定するために使用さ
れる HTTP ヘッダー。通常の値は
HTTP_X_FORWARDED_PROTO です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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show_image_direct_url = 
False

ブール値 イメージを返す際に直接イメージの場所を示しま
す。

この設定オプションは、イメージの詳細をユーザー
に返すときに直接イメージの場所を表示するかどう
かを指定します。直接イメージの場所は、バックエ
ンドストレージ内でイメージデータが保存される場
所です。このイメージの場所は、イメージ属性 
direct_url セクションに表示されます。

イメージに対して複数のイメージの場所が存在する
場合には、設定オプション location_strategy で示
される場所ストラテジーに基づいて、最適な場所が
表示されます。

注記:

イメージの場所を表示すると、イメージの
場所に認証情報が含まれることがあるた
め、重大なセキュリティーリスクが発生す
る可能性があります。したがって、これは
デフォルトで False に設定されています。
設定の意味するところを理解している場合
に限り、細心の注意を払ってこのオプショ
ンを True に設定してください。

運用者がユーザーにイメージの場所を表示
しないことを希望する場合は、このオプ
ションと show_multiple_locations の両
方を False に設定する必要があります。

値:

True

False

関連するオプション:

show_multiple_locations

location_strategy

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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show_multiple_locations 
= False

ブール値 イメージを返す際にすべてのイメージの場所を示し
ます。

この設定オプションは、イメージの詳細をユーザー
に返すときにすべてのイメージの場所を表示するか
どうかを指定します。イメージに対して複数のイ
メージの場所が存在する場合には、設定オプション 
location_strategy で示される場所ストラテジーに
基づいて、場所が順番に表示されます。イメージの
場所は、イメージ属性 locations セクションに表示
されます。

注記:

イメージの場所を表示すると、イメージの
場所に認証情報が含まれることがあるた
め、重大なセキュリティーリスクが発生す
る可能性があります。したがって、これは
デフォルトで False に設定されています。
設定の意味するところを理解している場合
に限り、細心の注意を払ってこのオプショ
ンを True に設定してください。

詳細
は、https://wiki.openstack.org/wiki/OSSN/
OSSN-0065 を参照してください。

運用者がユーザーにイメージの場所を表示
しないことを希望する場合は、このオプ
ションと show_image_direct_url の両方
を False に設定する必要があります。

値:

True

False

関連するオプション:

show_image_direct_url

location_strategy

非推奨となったバージョン： Newton

*理由:* Newton 以降非推奨になったこのオプション
の使用はセキュリティーリスクであり、現在このオ
プションを必要とするそれらのユースケースを満た
す方法がわかれば削除されます。ポリシーを使用す
ることで同じ機能をより細かい粒度で実現できると
いう以前の通知は、正しくありません。ポリシー設
定でこのオプションを回避することが取るべき修正
の方向と考えていますが、現在、この方法で回避す
ることはできません。この問題への対処に関する最
新の進捗状況を把握するために、常に Glance のリ
リースノートに注意を払ってください。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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syslog-log-facility = 
LOG_USER

文字列値 ログ行を受け取る syslog ファシリティー。このオプ
ションは、log_config_append が設定されている場合
は無視されます。

tcp_keepidle = 600 整数値 接続を再チェックするまでの待機時間を設定しま
す。

TCP キープアライブパケットをホストに送信するま
でのアイドル待機時間として設定される時間 (秒単
位) を表す正の整数値を指定します。デフォルト値は
600 秒です。

tcp_keepidle を設定すると、接続が健全であるこ
とを定期的に確認するのに役立ち、TCP 接続を頻繁
に再確立するのを防ぎます。

値:

時間を表す正の整数値 (秒単位)

関連するオプション:

なし

transport_url = rabbit:// 文字列値 メッセージングバックエンドに接続するためのネッ
トワークアドレスおよびオプションのユーザー認証
情報 (URL 形式)。想定される形式は次のとおりで
す。

driver://[user:pass@]host:port[,
[userN:passN@]hostN:portN]/virtual_host?query

例:rabbit://rabbitmq:password@127.0.0.1:5672//

URL のフィールドの詳細
は、https://docs.openstack.org/oslo.messaging/late
st/reference/transport.html で
oslo_messaging.TransportURL のドキュメントを参
照してください。

use-journal = False ブール値 ロギング用の journald を有効にします。systemd 環
境で実行している場合は、ジャーナルサポートを有
効にしたい場合があります。その場合、ログメッ
セージに加えて構造化されたメタデータが含まれる
journal ネイティブプロトコルが使用されます。この
オプションは、log_config_append が設定されている
場合は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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use-json = False ブール値 ロギングに JSON 形式を使用します。このオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

use-syslog = False ブール値 ロギングに syslog を使用します。既存の syslog 形式
は非推奨であり、後に RFC5424 に従うように変更
されます。このオプションは、log_config_append が
設定されている場合は無視されます。

use_eventlog = False ブール値 出力を Windows イベントログに記録します。

use_stderr = False ブール値 出力を標準エラーに記録します。このオプション
は、log_config_append が設定されている場合は無視
されます。

user_storage_quota = 0 文字列値 テナントごとのイメージストレージの最大容量。

これにより、全ストアにわたってテナントのすべて
のイメージによって消費される累積ストレージに上
限が適用されます。これはテナントごとの制限で
す。

この設定オプションのデフォルトの単位はバイトで
す。ただし、ストレージの単位は、大文字/小文字を
区別する文字B、KB、MB、GB、および TBを使用
して指定することができ、それぞれバイト、キロバ
イト、メガバイト、ギガバイト、およびテラバイト
を表します。値と単位の間にはスペースを入れない
でください。値 0 は、クォータが適用されないこと
を意味します。負の値は無効で、エラーが発生しま
す。

値:

上記のように、ストレージの値を表す負で
はない整数とストレージの単位を表すオプ
ションの文字列の有効な組み合わせである
文字列。

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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watch-log-file = False ブール値 ファイルシステムを監視するように設計されたログ
ハンドラーを使用します。ログファイルが移動また
は削除されると、このハンドラーは、指定されたパ
スで新しいログファイルを即時に開きます。これ
は、log_file オプションを指定し、Linux プラット
フォームが使用される場合にのみ有効です。このオ
プションは、log_config_append が設定されている場
合は無視されます。

worker_self_reference_url
= None

文字列値 このワーカーへの URL。

これが設定されている場合、他のグランスワーカー
は、必要に応じてこのワーカーに直接連絡する方法
を知っています。イメージのインポートの場合、1 人
のワーカーがイメージをステージングし、他のワー
カーがインポートリクエストを適切なワーカーにプ
ロキシーできる必要があります。

設定されていない場合、これは public_endpoint
と見なされ、通常はすべてのワーカーで同じ値に設
定され、プロキシー動作を効果的に無効にします。

値:

このワーカーが他のワーカーから到達可能
な URL

関連するオプション:

public_endpoint

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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workers = None 整数値 起動する Glance ワーカープロセスの数。

要求を処理する子プロセスワーカーの数を設定す
る、負ではない整数値を指定します。デフォルトで
は、使用可能な CPU の数は、8 に制限され
たworkersの値として設定されます。たとえば、プ
ロセッサー数が 6 の場合、6 つのワーカーが使用さ
れ、プロセッサー数が 24 の場合は、8 つのワーカー
だけが使用されます。制限はデフォルト値にのみ適
用され、24 のワーカーが設定されている場合、24
が使用されます。

各ワーカープロセスは、設定ファイルで設定された
ポートでリッスンするように指定され、サイズ 1000
のグリーンスレッドプールが含まれています。

注記

ワーカーの数をゼロに設定すると、
サイズ 1000 のグリーンスレッド
プールを持つ単一の API プロセスの
作成がトリガーされます。

値:

0

正の整数値 (通常は CPU の数と同じ)

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.1.2. cinder

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [cinder] グループで利用可能なオプションの概要
をまとめたものです。

表3.1 cinder

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_api_insecure = 
False

ブール値 cinder に対するセキュアではない SSL リクエストの
実行を許可します。

このオプションが True に設定されている場合、
HTTPS エンドポイント接続は 
cinder_ca_certificates_file オプションで指定さ
れた CA 証明書ファイルを使用して検証されます。

値:

True

False

関連するオプション:

cinder_ca_certificates_file

cinder_ca_certificates_fil
e = None

文字列値 cinder クライアントリクエストに使用する CA 証明
書ファイルの場所。

CA 証明書ファイルが設定されている場合、指定され
たファイルが、HTTPS エンドポイントを使用した
cinder 接続の検証に使用されます。エンドポイント
が HTTP の場合、この値は無視されます。検証を有
効にするには、cinder_api_insecure を True に設
定する必要があります。

値:

CA 証明書ファイルへのパス

関連するオプション:

cinder_api_insecure

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_catalog_info = 
volumev3::publicURL

文字列値 サービスカタログで cinder を検索する際に照合する
情報。

cinder_endpoint_template が設定されておら
ず、cinder_store_auth_address、cinder_stor
e_user_name、cinder_store_project_name、
cinder_store_password のいずれも設定されてい
ない場合、cinder store はこの情報を使用して、現在
のコンテキストでサービスカタログから cinder エン
ドポイントを検索しま
す。cinder_os_region_name が設定されている
場合は、適切なエンドポイントを取得するために考
慮されます。

サービスカタログは、openstack catalog list コマ
ンドでリスト表示できます。

値:

次の形式の文字列: <service_type>:
<service_name>:<interface> 少なくと
も service_type および interface を指定
する必要があります。service_name は省
略できます。

関連するオプション:

cinder_os_region_name

cinder_endpoint_template

cinder_store_auth_address

cinder_store_user_name

cinder_store_project_name

cinder_store_password

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_endpoint_templat
e = None

文字列値 cinder エンドポイントのテンプレートでサービスカ
タログの検索を上書きします。

このオプションを設定すると、サービスカタログか
ら検索するのではなく、この値を使用して cinder エ
ンドポイントが生成されま
す。cinder_store_auth_address、cinder_stor
e_user_name、cinder_store_project_name、
および cinder_store_password が指定されている
場合には、この値は無視されます。

この設定オプションが設定されている場
合、cinder_catalog_info は無視されます。

値:

cinder エンドポイントの URL テンプレート
文字列。ここで、%%(tenant)s は現在の
テナント (プロジェクト) 名に置き換えま
す。
例:http://cinder.openstack.example.or
g/v2/%%(tenant)s

関連するオプション:

cinder_store_auth_address

cinder_store_user_name

cinder_store_project_name

cinder_store_password

cinder_catalog_info

cinder_enforce_multipath 
= False

ブール値 これが True に設定されている場合、multipathd が実
行されていない場合、イメージ転送用のボリューム
のアタッチが中断されます。それ以外の場合は、単
一のパスにフォールバックします。

値:

True か False

関連するオプション:

cinder_use_multipath

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_http_retries = 3 整数値 失敗した http 呼び出しでの cinderclient のリトライ
回数。

何らかのエラーによって呼び出しに失敗すると、
cinderclient は数秒スリープした後に呼び出しを指定
の回数までリトライします。

値:

正の整数

関連するオプション:

なし

cinder_mount_point_bas
e = /var/lib/glance/mnt

文字列値 glance ノードで NFS ボリュームがマウントされる
ディレクトリー。

値:

マウントポイントの絶対パスを表す文字
列。

cinder_os_region_name = 
None

文字列値 サービスカタログから cinder サービスを検索する際
のリージョン名。

これは、cinder_catalog_info を使用してエンドポ
イントを決定する場合にのみ使用されます。これが
設定されている場合、このノードによる cinder エン
ドポイントの検索は、指定のリージョンにフィル
ターされます。これは、カタログに複数のリージョ
ンがリスト表示される場合に役立ちます。これが設
定されていない場合、エンドポイントはすべての
リージョンから検索されます。

値:

有効なリージョン名である文字列。

関連するオプション:

cinder_catalog_info

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_state_transition_ti
meout = 300

整数値 cinder ボリュームの遷移が完了するまで待機する時
間 (秒単位)。

ボリュームデータの読み取り/書き込みを行うため
に、cinder ボリュームを作成、削除、または glance
ノードにアタッチすると、ボリュームの状態が変更
されます。たとえば、新規作成されたボリュームの
ステータスは、作成プロセスの完了後に creating か
ら available に変わります。このオプションは、ス
テータス変更を待機する最大時間を指定します。待
機時間がタイムアウトするか、ステータスが予期し
ない値に変更される場合 (errorなど)、イメージの作
成は失敗します。

値:

正の整数

関連するオプション:

なし

cinder_store_auth_addre
ss = None

文字列値 cinder 認証サービスがリッスンしているアドレス。

cinder_store_auth_address、cinder_store_u
ser_name、cinder_store_project_name、およ
び cinder_store_passwordオプションのすべてが
指定された場合、指定した値は常に認証に使用され
ます。これは、イメージサービスに固有のプロジェ
クト/テナントにイメージボリュームを保存すること
により、ユーザーからイメージボリュームを隠すの
に役立ちます。また、ユーザーは glance の ACL の
制御下で、他のプロジェクト間でイメージボリュー
ムを共有できます。

これらのオプションのいずれかが設定されていない
場合、cinder エンドポイントはサービスカタログか
ら検索され、現在のコンテキストのユーザーとプロ
ジェクトが使用されます。

値:

有効な認証サービスアドレス
(例:http://openstack.example.org/iden
tity/v2.0)。

関連するオプション:

cinder_store_user_name

cinder_store_password

cinder_store_project_name

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_store_password = 
None

文字列値 cinder に対して認証を行うユーザーのパスワード。

このオプションは、以下の関連オプションすべてと
共に使用する必要があります。これらのいずれかが
指定されていない場合は、現在のコンテキストの
ユーザーが使用されます。

値:

cinder_store_user_nameで指定した
ユーザーの有効なパスワード

関連するオプション:

cinder_store_auth_address

cinder_store_user_name

cinder_store_project_name

cinder_store_project_na
me = None

文字列値 cinder にイメージボリュームが保存されるプロジェ
クト名。

この設定オプションが設定されていない場合は、現
在のコンテキストのプロジェクトが使用されます。

このオプションは、以下の関連オプションすべてと
共に使用する必要があります。これらのいずれかが
指定されていない場合は、現在のコンテキストのプ
ロジェクトが使用されます。

値:

有効なプロジェクト名

関連するオプション:

cinder_store_auth_address

cinder_store_user_name

cinder_store_password

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_store_user_name 
= None

文字列値 cinder に対して認証を行うためのユーザー名。

このオプションは、以下の関連オプションすべてと
共に使用する必要があります。これらのいずれかが
指定されていない場合は、現在のコンテキストの
ユーザーが使用されます。

値:

有効なユーザー名

関連するオプション:

cinder_store_auth_address

cinder_store_password

cinder_store_project_name

cinder_use_multipath = 
False

ブール値 デプロイメントでマルチパスがサポートされるかど
うかを識別するためのフラグ。

マルチパスがサポートされない場合は、False に設定
します。

値:

True か False

関連するオプション:

cinder_enforce_multipath

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_volume_type = 
None

文字列値 cinder でのボリュームの作成に使用されるボリュー
ム種別。

一部の cinder バックエンドには、ストレージの使用
を最適化するための複数のボリューム種別が含まれ
る場合があります。このオプションを追加すると、
運用者はイメージに対して最適化できる特定のボ
リューム種別を cinder で選択することができます。

これが設定されていない場合には、cinder 設定で指
定したデフォルトのボリューム種別がボリュームの
作成に使用されます。

値:

cinder からの有効なボリューム種別

関連するオプション:

なし

注記

NFS バックエンドに関連付けられた
暗号化された volume_type は使用で
きません。NFS バックエンドに保存
されている暗号化されたボリューム
は、glance_store がそのボリューム
に保存されているイメージデータの
書き込みまたはアクセスを試みるた
びに、例外を発生させます。Cinder
管理者に相談して、適切な
volume_type を決定してください。

rootwrap_config = 
/etc/glance/rootwrap.conf

文字列値 root としてコマンドを実行するのに使用する
rootwrap 設定ファイルへのパス。

cinder ストアでは、イメージボリュームを操作する
のに root 権限が必要です (iSCSI/FC ボリュームへの
接続、ボリュームデータの読み取り/書き込みのため
など)。設定ファイルでは、cinder ストアおよび os-
brick ライブラリーによる必要なコマンドを許可する
必要があります。

値:

rootwrap 設定ファイルへのパス

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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3.1.3. cors

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [cors] グループで利用可能なオプションの概要
をまとめたものです。

表3.2 cors

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

allow_credentials = True ブール値 実際の要求にユーザーの認証情報を含めることがで
きることを示します。

allow_headers = 
['Content-MD5', 'X-Image-
Meta-Checksum', 'X-
Storage-Token', 'Accept-
Encoding', 'X-Auth-
Token', 'X-Identity-
Status', 'X-Roles', 'X-
Service-Catalog', 'X-User-
Id', 'X-Tenant-Id', 'X-
OpenStack-Request-ID']

リスト値 実際の要求時に使用されるヘッダーフィールド名を
示します。

allow_methods = ['GET'、
'PUT'、'POST'、
'DELETE'、'PATCH']

リスト値 実際の要求時に使用できるメソッドを示します。

allowed_origin = None リスト値 このリソースがリクエストの origin"ヘッダーで受信
したドメインと共有されるかどうかを示します。形
式:"<protocol>://<host>[:<port>]" (行末のスラッシュ
なし)例:https://horizon.example.com

expose_headers = ['X-
Image-Meta-Checksum', 
'X-Auth-Token', 'X-
Subject-Token', 'X-
Service-Token', 'X-
OpenStack-Request-ID']

リスト値 API に安全に公開できるヘッダーを示します。デ
フォルトは HTTP Simple ヘッダーです。

max_age = 3600 整数値 CORS プリフライトリクエストの最大キャッシュ期
間。

3.1.4. database

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [database] グループで利用可能なオプションの
概要をまとめたものです。

表3.3 database
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backend = sqlalchemy 文字列値 データベースに使用するバックエンド。

connection = None 文字列値 データベースへの接続に使用する SQLAlchemy 接続
文字列。

connection_debug = 0 整数値 SQL デバッグ情報の冗長性: 0=なし、100=すべて。

`connection_parameters = ` 文字列値 接続時に接続 URL に追加するオプションの URL パ
ラメーター。param1=value1&param2=value2&…​ とし
て指定します。

connection_recycle_time 
= 3600

整数値 この秒数より長く接続プールに存在していた接続
は、次にプールからチェックアウトされたときに新
しい接続に置き換えられます。

connection_trace = False ブール値 Python スタックトレースをコメント文字列として
SQL に追加します。

db_inc_retry_interval = 
True

ブール値 True の場合には、db_max_retry_interval までのデー
タベース操作の再試行回数を長くします。

db_max_retries = 20 整数値 エラーが発生する前に接続エラーまたはデッドロッ
クが発生した場合の最大再試行。再試行回数を無限
に指定するには -1 に設定します。

db_max_retry_interval = 
10

整数値 db_inc_retry_interval が設定されている場合は、デー
タベース操作を再試行するまでの最大秒数です。

db_retry_interval = 1 整数値 データベーストランザクションの再試行間の秒数。

max_overflow = 50 整数値 設定されている場合、この値を SQLAlchemy で
max_overflow に使用します。

max_pool_size = 5 整数値 プールに開いたままにする SQL 接続の最大数。値を
0 に設定すると無制限を意味します。

max_retries = 10 整数値 起動時のデータベース接続の最大再試行数。再試行
回数を無限に指定するには -1 に設定します。

mysql_enable_ndb = 
False

ブール値 True の場合には、MySQL Cluster (NDB) の処理のサ
ポートを透過的に有効にします。

第3章 GLANCE

185



mysql_sql_mode = 
TRADITIONAL

文字列値 MySQL セッションに使用する SQL モード。このオ
プション (デフォルトを含む) は、サーバーセット
SQL モードを上書きします。サーバー設定で設定さ
れた SQL モードを使用するには、これを no value に
設定します。例: mysql_sql_mode=

pool_timeout = None 整数値 設定されている場合は、この値を SQLAlchemy で
pool_timeout に使用します。

retry_interval = 10 整数値 SQL 接続を開く再試行の間隔。

slave_connection = None 文字列値 スレーブデータベースへの接続に使用する
SQLAlchemy 接続文字列。

sqlite_synchronous = 
True

ブール値 True の場合、SQLite は同期モードを使用します。

use_db_reconnect = 
False

ブール値 失われた接続でデータベースの実験的な使用を有効
にします。

use_tpool = False ブール値 すべての DB API 呼び出しのスレッドプールの実験的
な使用を有効にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.1.5. file

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [file] グループで利用可能なオプションの概要を
まとめたものです。

表3.4 file

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

filesystem_store_chunk_
size = 65536

整数値 チャンクサイズ (バイト単位)。

イメージファイルの読み取り/書き込み時に使用され
るチャンクサイズ。この値を大きくするとスルー
プットが向上しますが、大量のリクエストを処理す
る際にメモリー使用量が若干増加する場合もありま
す。

以下の値を使用できます。

任意の正の整数値

関連するオプション:

なし

Red Hat OpenStack Platform 17.1 設定の参照

186



filesystem_store_datadir 
= /var/lib/glance/images

文字列値 ファイルシステムのバックエンドストアがイメージ
を書き込むディレクトリー。

起動時に、Glance はディレクトリーが存在しない場
合は作成し、glance-api が実行されるユーザーへの
書き込みアクセスを検証します。書き込みアクセス
が使用できない場合は、BadStoreConfiguration
例外が発生し、ファイルシステムストアが新しいイ
メージの追加に利用できないことがあります。

注記

このディレクトリーは、ファイルシ
ステムストアがストレージバックエ
ンドとして使用される場合にのみ使
用されま
す。filesystem_store_datadir ま
たは filesystem_store_datadirs
オプションのいずれかを glance-
api.conf で指定する必要がありま
す。両方のオプションを指定する
と、BadStoreConfiguration が発
生し、ファイルシステムストアが新
しいイメージの追加に利用できない
ことがあります。

値:

ディレクトリーへの有効なパス

関連するオプション:

filesystem_store_datadirs

filesystem_store_file_perm

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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filesystem_store_datadirs 
= None

多値 ファイルシステムのバックエンドストアがイメージ
を書き込むディレクトリーとその優先順位のリス
ト。

filesystem_store_datadir 設定オプションで指定
した単一のディレクトリーを使用する場合とは対照
的に、ファイルシステムストアは複数のディレクト
リーにイメージを格納するように設定できます。複
数のディレクトリーを使用する場合、各ディレクト
リーには、使用される優先順位を指定するオプショ
ンの優先度を指定できます。優先度は、ディレクト
リーパスとコロンで組み合わされる整数で、値が大
きいほど優先度が高くなります。2 つのディレクト
リーの優先度が同じ場合は、空き容量が最も多い
ディレクトリーが使用されます。優先度を指定しな
いと、デフォルトでゼロに設定されます。

複数のストアディレクトリーを持つファイルシステ
ムストアの設定に関する詳細
は、https://docs.openstack.org/glance/latest/confi
guration/configuring.htmlを参照してください。

注記

このディレクトリーは、ファイルシ
ステムストアがストレージバックエ
ンドとして使用される場合にのみ使
用されま
す。filesystem_store_datadir ま
たは filesystem_store_datadirs
オプションのいずれかを glance-
api.conf で指定する必要がありま
す。両方のオプションを指定する
と、BadStoreConfiguration が発
生し、ファイルシステムストアが新
しいイメージの追加に利用できない
ことがあります。

値:

以下の形式の文字列のリスト:

<a valid directory path>:<optional 
integer priority>

関連するオプション:

filesystem_store_datadir

filesystem_store_file_perm

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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filesystem_store_file_per
m = 0

整数値 イメージファイルへのファイルアクセスパーミッ
ション。

イメージデータへの目的のファイルアクセスパー
ミッションを設定します。これにより、Nova などの
他のサービスがファイルシステムストアから直接イ
メージを使用できるようにすることができます。ア
クセスが付与されるサービスを実行中のユーザー
は、作成されるファイルを所有しているグループの
メンバーにすることができます。この設定オプショ
ンにゼロ以下の値を割り当てることは、デフォルト
のパーミッションに変更が加えられないことを意味
します。この値は、8 進数の数字としてデコードさ
れます。

詳細
は、https://docs.openstack.org/glance/latest/confi
guration/configuring.htmlのドキュメントを参照して
ください。

値:

有効なファイルアクセスパーミッション

ゼロ

任意の負の整数

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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filesystem_store_metadat
a_file = None

文字列値 ファイルシステムストアのメタデータファイル。

ファイルシステムストアに関連付けられた場所と共
に返されるメタデータが含まれるファイルへのパ
ス。このオプションが設定されると、後で作成され
る新しいイメージにのみ使用されます。以前の既存
のイメージには影響しません。

このファイルには、有効な JSON オブジェクトが含
まれている必要があります。オブジェクトには、
キー ID と マウントポイント が含まれている必要が
あります。両方のキーの値は文字列でなければなり
ません。

値:

ストアメタデータファイルへの有効なパス

関連するオプション:

なし

filesystem_thin_provision
ing = False

ブール値 このバックエンドでシンプロビジョニングを有効に
するかどうか。

この設定オプションを使用すると、ファイルシステ
ムに null バイトシーケンスを実際に書き込まないと
いう機能が有効になります。表示されるホールは、
ファイルシステムによって自動的に null バイトとし
て解釈され、ストレージを実際に消費しません。こ
の機能を有効にすると、ネットワーク経由で null バ
イトシーケンスが送信されないため、バックエンド
のスペースを節約できるだけでなく、イメージの
アップロードが高速化され、ネットワークトラ
フィックが節約されます。

以下の値を使用できます。

True

False

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.1.6. glance.store.http.store

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [glance.store.http.store] グループで利用可能な
オプションの概要をまとめたものです。
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表3.5 glance.store.http.store

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

http_proxy_information = 
{}

dict 値 リモートサーバーへの接続に使用する http/https プ
ロキシー情報。

この設定オプションは、リモートサーバーへの接続
に使用する必要のある http/https プロキシー情報を
指定します。プロキシー情報は、スキームとプロキ
シーのキー/値のペアにする必要があります
(例:http:10.0.0.1:3128)。また、キーと値のペアをコン
マで区切ることで、複数のスキームのプロキシーを
指定することもできます (例: http:10.0.0.1:3128,
https:10.0.0.1:1080)。

値:

上記のように スキーム: プロキシーペアのコ
ンマ区切りリスト

関連するオプション:

なし

https_ca_certificates_file 
= None

文字列値 CA バンドルファイルへのパス。

この設定オプションにより、運用者はカスタム認証
局ファイルを使用してリモートサーバー証明書を検
証できます。このオプションを設定する
と、https_insecure オプションは無視され、指定
された CA ファイルがサーバー証明書の認証に使用
され、サーバーへのセキュアな接続が確立されま
す。

値:

CA ファイルへの有効なパス

関連するオプション:

https_insecure
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https_insecure = True ブール値 リモートサーバー証明書の検証を設定します。

この設定オプションはブール値を取り、リモート
サーバーの証明書を検証するかどうかを決定しま
す。True に設定すると、リモートサーバー証明書は
検証されません。このオプションが False に設定さ
れている場合、デフォルトの CA トラストストアが
検証に使用されます。

このオプションは、https_ca_certificates_file が
設定されている場合は無視されます。リモートサー
バー証明書は、https_ca_certificates_file オプ
ションを使用して指定されたファイルを使用して検
証されます。

値:

True

False

関連するオプション:

https_ca_certificates_file

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.1.7. glance.store.rbd.store

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [glance.store.rbd.store] グループで利用可能な
オプションの概要をまとめたものです。

表3.6 glance.store.rbd.store

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rados_connect_timeout = 
0

整数値 Ceph クラスターに接続する際のタイムアウト値。

この設定オプションは、Ceph クラスターに接続する
際に使用されるタイムアウト値 (秒単位) を取りま
す。つまり、接続を閉じるまで glance-api が待機す
る時間を設定します。これにより、RBD への接続中
に glance-api がハングアップするのを防ぐことがで
きます。このオプションの値を 0 以下に設定する
と、タイムアウトは設定されず、デフォルトの
librados 値が使用されます。

以下の値を使用できます。

任意の整数値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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`rbd_store_ceph_conf = ` 文字列値 Ceph 設定ファイルへのパス。

この設定オプションは、使用する Ceph 設定ファイ
ルへのパスを指定します。このオプションの値が
ユーザーにより設定されていない場合や、空の文字
列に設定されている場合、librados は、デフォルトの
Ceph 設定ファイルの場所を順に検索して標準の
ceph.conf ファイルを読み取ります。詳細は、Ceph
のドキュメントを参照してください。

注記

Cephx 認証を使用する場合、この
ファイルの client.<USER>セクション
に適切なキーリングへの参照を含め
る必要があります。

注 2: このオプションを空白のままにすると (デフォ
ルト)、使用される実際の Ceph 設定ファイルは、使
用されている librados のバージョンによって変わる
可能性があります。有効になっている設定ファイル
を正確に把握しておくことが重要な場合は、このオ
プションを使用してここにファイルを指定できま
す。

以下の値を使用できます。

設定ファイルへの有効なパス

関連するオプション:

rbd_store_user

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rbd_store_chunk_size = 8 整数値 RADOS イメージをチャンクに分割する際のサイズ
(メガバイト単位)。

Glance イメージをチャンクに分割する際のサイズ
(メガバイト単位) を表す整数値を指定します。デ
フォルトのチャンクサイズは 8 メガバイトです。最
適なパフォーマンスを得るには、値は 2 の累乗でな
ければなりません。

Ceph の RBD オブジェクトストレージシステムを
Glance イメージを保存するためのストレージバック
エンドとして使用する場合、イメージはこのオプ
ションを使用して設定されるサイズのオブジェクト
に分割されます。これらの分割されたオブジェクト
は、分散ブロックデータストア全体に保存され、
Glance に使用されます。

以下の値を使用できます。

任意の正の整数値

関連するオプション:

なし

rbd_store_pool = images 文字列値 イメージが保存される RADOS プール。

RBD を Glance イメージを保存するためのストレー
ジバックエンドとして使用する場合、イメージは 
プール へのオブジェクト (イメージのチャンク) の論
理的なグループ化により保存されます。各プール
は、含めることのできる配置グループの数で定義さ
れます。使用されるデフォルトのプールは イメージ
です。

RBD ストレージバックエンドの詳細
は、http://ceph.com/planet/how-data-is-stored-in-
ceph-cluster/を参照してください。

以下の値を使用できます。

有効なプール名

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rbd_store_user = None 文字列値 認証する RADOS ユーザー。

この設定オプションは、認証する RADOS ユーザー
を設定します。このオプションは RADOS 認証が有
効になっている場合にのみ必要で、ユーザーが
Cephx 認証を使用している場合にのみ適用されま
す。このオプションの値がユーザーによって設定さ
れていない場合や、None に設定されている場合に
は、デフォルト値が選択されます。これは、
rbd_store_ceph_conf の client. セクションに基づきま
す。

以下の値を使用できます。

有効な RADOS ユーザー

関連するオプション:

rbd_store_ceph_conf

rbd_thin_provisioning = 
False

ブール値 このバックエンドでシンプロビジョニングを有効に
するかどうか。

この設定オプションを使用すると、RBD バックエン
ドに null バイトシーケンスを実際に書き込まないと
いう機能が有効になります。表示されるホールは、
Ceph によって自動的に null バイトとして解釈され、
ストレージを実際に消費しません。この機能を有効
にすると、ネットワーク経由で null バイトシーケン
スが送信されないため、バックエンドのスペースを
節約できるだけでなく、イメージのアップロードが
高速化され、ネットワークトラフィックが節約され
ます。

以下の値を使用できます。

True

False

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.1.8. glance.store.s3.store

次の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [glance.store.s3.store] グループで使用できるオプ
ションの概要を示しています。

表3.7 glance.store.s3.store
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

s3_store_access_key = 
None

文字列値 S3 クエリートークンアクセスキー。

この設定オプションは、Amazon S3 または S3 互換
ストレージサーバーで認証するためのアクセスキー
を取得します。このオプションは、S3 ストレージ
バックエンドを使用する場合に必要です。

値:

適切な権限を持つユーザーのアクセスキー
である任意の文字列値

関連するオプション:

s3_store_host

s3_store_secret_key

s3_store_bucket = None 文字列値 Glance データの保存に使用される S3 バケット。

この設定オプションは、Glance イメージが S3 に保
存される場所を指定しま
す。s3_store_create_bucket_on_put を true に
設定すると、バケットが存在しなくても自動的に作
成されます。

値:

任意の文字列値

関連するオプション:

s3_store_create_bucket_on_put

s3_store_bucket_url_format
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s3_store_bucket_url_for
mat = auto

文字列値 オブジェクトを決定するために使用される S3 呼び出
し形式。

この設定オプションは、S3 バケット内のオブジェク
トのアドレスを指定するために使用されるアクセス
モデルを取ります。

注記: path スタイルでは、オブジェクトのエンドポ
イントは
https://s3.amazonaws.com/bucket/example.img
のようになります。virtual スタイルでは、オブジェ
クトのエンドポイントは
https://bucket.s3.amazonaws.com/example.img
のようになります。バケット名で DNS 命名規則に従
わない場合、パススタイルでオブジェクトを取得で
きますが、仮想スタイルでは取得できません。

値:

auto、virtual、または path の任意の文字
列値

関連するオプション:

s3_store_bucket

s3_store_create_bucket_
on_put = False

ブール値 S3 が新しいバケットを作成する必要があるかどうか
を決定します。

この設定オプションはブール値を取り、Glance が
S3 に新しいバケットを作成する必要があるかどうか
を示します (存在しない場合)。

値:

任意のブール値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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s3_store_host = None 文字列値 S3 サーバーがリッスンしているホスト。

この設定オプションは、S3 または S3 互換ストレー
ジサーバーのホストを設定します。このオプション
は、S3 ストレージバックエンドを使用する場合に必
要です。ホストには、DNS 名 (s3.amazonaws.com、
my-object-storage.com など) または IP アドレス
(127.0.0.1) を含めることができます。

値:

有効な DNS 名

有効な IPv4 アドレス

関連するオプション:

s3_store_access_key

s3_store_secret_key

s3_store_large_object_ch
unk_size = 10

整数値 パーツのアップロード時に S3 が使用するマルチパー
トアップロードパーツのサイズ (MB 単位)。

この設定オプションは、マルチパートアップロード
のイメージ分割サイズを MB 単位で取得します。

注記: 分割できるイメージは 10,000 個までです。

値:

任意の正の整数値 (5M 以上である必要があ
ります)

関連するオプション:

s3_store_large_object_size

s3_store_thread_pools

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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s3_store_large_object_siz
e = 100

整数値 S3 がイメージファイルのチャンク化を開始し、S3
でマルチパートアップロードを実行する必要がある
サイズ (MB 単位)。

この設定オプションは、イメージをそのまま S3 に
アップロードするか、分割するか (マルチパートアッ
プロード) を決定するために MB 単位でしきい値を取
得します。

注記: 分割できるイメージは 10,000 個までです。

値:

任意の正の整数値

関連するオプション:

s3_store_large_object_chunk_size

s3_store_thread_pools

s3_store_secret_key = 
None

文字列値 S3 クエリートークンの秘密鍵。

この設定オプションは、Amazon S3 または S3 互換
ストレージサーバーで認証するための秘密鍵を受け
取ります。このオプションは、S3 ストレージバック
エンドを使用する場合に必要です。

値:

s3_store_host オプションを使用して指定
されたアクセスキーに対応する秘密鍵であ
る任意の文字列値

関連するオプション:

s3_store_host

s3_store_access_key

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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s3_store_thread_pools = 
10

整数値 S3 でマルチパートアップロードを実行するためのス
レッドプールの数。

この設定オプションは、マルチパートアップロード
の実行時にスレッドプールの数を取得します。

値:

任意の正の整数値

関連するオプション:

s3_store_large_object_size

s3_store_large_object_chunk_size

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.1.9. glance.store.swift.store

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [glance.store.swift.store] グループで利用可能
なオプションの概要をまとめたものです。

表3.8 glance.store.swift.store

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

default_swift_reference = 
ref1

文字列値 デフォルトの Swift アカウント/バッキングストアパ
ラメーターへの参照。

イメージストレージに swift アカウント/バッキング
ストアを使用するのに必要なデフォルトのパラメー
ターセットへの参照を表す文字列値を指定します。
この設定オプションのデフォルト参照値は ref1 で
す。この設定オプションはパラメーターを逆参照
し、新しいイメージが追加されるたびに Swift スト
レージバックエンドでのイメージ保管を容易にしま
す。

値:

有効な文字列値

関連するオプション:

なし
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swift_buffer_on_upload = 
False

ブール値 Swift にアップロードする前にイメージのセグメント
をバッファー処理します。

swift へのアップロード中に Glance がイメージデー
タをディスクにバッファーするかどうかを指定する
ブール値を指定します。これにより、Glance はエ
ラー時にアップロードを再開できます。

注意: このオプションを有効にすると、API ノードの
ディスク使用量が増加するので、細心の注意を払う
必要があります。ファイルシステムの設定状況に
よっては、バッファー処理に使用されるディスク領
域により、glance イメージキャッシュに利用可能な
実際のディスク容量が減る可能性があることに注意
してください。ディスク使用率は、
式swift_store_large_object_chunk_size * 
workers * 1000 に従って上限が設定されます。

値:

True

False

関連するオプション:

swift_upload_buffer_dir

swift_store_admin_tenant
s = []

リスト値 管理者アクセスが付与されるテナントのリスト。

これは、マルチテナントモードの Glance によって作
成されたすべての Swift コンテナーでの読み取り/書
き込みアクセスが付与されるテナントのリストで
す。デフォルト値は空のリストです。

値:

Keystone プロジェクト/テナントの UUID を
表す文字列のコンマ区切りリスト

関連するオプション:

なし

swift_store_auth_address 
= None

文字列値 Swift 認証サービスがリッスンしているアドレス。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

Red Hat OpenStack Platform 17.1 設定の参照

202



swift_store_auth_insecur
e = False

ブール値 サーバー証明書の検証を設定します。

このブール値は、サーバー証明書を検証するかどう
かを決定します。このオプションが True に設定され
ている場合、swiftclient は認証時に有効な SSL 証明
書かどうかをチェックしません。このオプションが
False に設定されている場合、デフォルトの CA トラ
ストストアが検証に使用されます。

値:

True

False

関連するオプション:

swift_store_cacert

swift_store_auth_version 
= 2

文字列値 使用する認証サービスのバージョン。有効なバー
ジョンは、keystone の場合は 2 および 3 で、swauth
および rackspace の場合は 1(非推奨) です。

swift_store_cacert = None 文字列値 CA バンドルファイルへのパス。

この設定オプションにより、運用者は Swift に接続す
る際の SSL 検証用のカスタム認証局ファイルへのパ
スを指定できます。

値:

CA ファイルへの有効なパス

関連するオプション:

swift_store_auth_insecure

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_config_file = 
None

文字列値 swift アカウント設定が含まれるファイルへの絶対パ
ス。

設定済みの各 Swift アカウント/バッキングストアへ
の参照を持つ設定ファイルへのパスを表す文字列値
を含めます。デフォルトでは、ファイルパスが指定
されておらず、カスタマイズされた Swift 参照は無効
になっています。データベースへの認証情報の保存
を回避するため、このオプションを設定すること
は、イメージストレージに Swift ストレージバックエ
ンドを使用する際に強く推奨されます。

注記

swift_store_multi_tenant を 
True に設定した場合は、このオプ
ションを設定しないでください。

値:

glance-api ノードの絶対パスを表す文字列
値

関連するオプション:

swift_store_multi_tenant

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_container = 
glance

文字列値 イメージを保存するための単一のコンテナーの名前/
複数のコンテナーの名前の接頭辞

1 つのコンテナーを使用してイメージを保存する場
合、この設定オプションは、すべてのイメージの保
存に使用される Glance アカウント内のコンテナーを
示します。複数のコンテナーがイメージの保存に使
用される場合、これはすべてのコンテナーの名前の
接頭辞になります。単一/複数コンテナーの使用は、
設定オプション 
swift_store_multiple_containers_seed を使用
して制御できます。

複数のコンテナーを使用する場合、コンテナーの名
前は、この設定オプションに設定された値をベース
に、イメージ UUID の最初の N 文字をアンダースコ
アで区切られた接尾辞として指定されます (N は 
swift_store_multiple_containers_seedによっ
て指定されます)。

例: シードが 3 で swift_store_container = glance と
設定されている場合には、UUID がfdae39a1-bac5-
4238-aba4-69bcc726e848 のイメージは 
glance_fda のコンテナーに配置されます。コンテ
ナー名の作成時に、UUID のすべてのダッシュは含ま
れますが、文字の制限にはカウントされないため、
N=10 の場合はコンテナー名は glance_fdae39a1-
ba になります。

値:

単一のコンテナーを使用する場合、この設
定オプションは Glance の Swift アカウント
の有効な任意の swift コンテナーの名前の文
字列にすることができます。

複数のコンテナーを使用する場合、この設
定オプションは、 Swift により適用されるコ
ンテナーの命名ルールを満たす限り任意の
文字列になりま
す。swift_store_multiple_containers_
seed の値も考慮する必要があります。

関連するオプション:

swift_store_multiple_containers_see
d

swift_store_multi_tenant

swift_store_create_container_on_put

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_create_contai
ner_on_put = False

ブール値 イメージのアップロード時に、コンテナーを作成し
ます (まだ存在しない場合)。

イメージのアップロード時に、対応するコンテナー
が存在しない場合は、この設定オプションが True に
設定されている場合に作成されます。デフォルトで
は、コンテナーは作成されません。この動作は、単
一および複数コンテナーモードの両方に適用されま
す。

値:

True

False

関連するオプション:

なし

swift_store_endpoint = 
None

文字列値 Swift バックエンドストレージに使用する URL エン
ドポイント。

Glance イメージを Swift ストアに格納するために使
用する URL エンドポイントを表す文字列値を指定し
ます。デフォルトでは、エンドポイントは設定され
ず、auth によって返されるストレージ URL が 使用
されます。swift_store_endpoint を使用してエン
ドポイントを設定すると、ストレージ URL を上書き
され、Glance イメージストレージに使用されます。

注記

URL には、コンテナーまでのパスを
含める必要がありますが、コンテ
ナーそのものは除外します。オブ
ジェクトの場所は、コンテナーおよ
びオブジェクトを設定した URL に追
加すると得られます。

値:

Swift コンテナーまでの有効な URL パスを
表す文字列値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

Red Hat OpenStack Platform 17.1 設定の参照

206



swift_store_endpoint_typ
e = publicURL

文字列値 Swift サービスのエンドポイント種別。

この文字列値は、Swift エンドポイントの取得に使用
するエンドポイント種別を示します。エンドポイン
ト種別により、ユーザーが実行できるアクション (た
とえば、ストアの読み取りおよび書き込み) が決定さ
れます。この設定は、swift_store_auth_version が 1
よりも大きい場合にのみ使用されます。

値:

publicURL

adminURL

internalURL

関連するオプション:

swift_store_endpoint

swift_store_expire_soon_
interval = 60

整数値 現在のトークンの有効期限が過ぎる前に新しいトー
クンが要求される可能性があるウィンドウのサイズ
を定義する時間 (秒単位)。

通常、Swift ストレージドライバーは、現在のトーク
ンの有効期限が過ぎた時に新しいトークンを取得し
て、Swift へのアクセスを継続させます。ただし、処
理中にトークンが期限切れになると、一部の Swift ト
ランザクション (イメージのセグメントのアップロー
ドなど) が適切に復元されないことがあります。

したがって、現在のトークンの有効期限前に新しい
トークンを取得することにより、トランザクション
を試行する前にトークンが失効したり期限切れに近
づいたりしないようにします。デフォルトでは、
Swift ストレージドライバーは、現在のトークンの有
効期限の 60 秒前から新しいトークンを要求します。

値:

ゼロ

正の整数値

関連するオプション:

なし

swift_store_key = None 文字列値 Swift 認証サービスに対して認証するユーザーの認証
鍵。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_large_object_
chunk_size = 200

整数値 イメージデータがセグメント化される際のセグメン
トの最大サイズ (MB 単位)。

Swift クラスターによって適用される上限を上回るイ
メージをアップロードするためにイメージデータが
セグメント化される場合、イメージデータはこの設
定オプションで指定されるサイズ以下のセグメント
に分割されます。詳細
は、swift_store_large_object_size を参照して
ください。

たとえば、swift_store_large_object_size が 5
GB で、swift_store_large_object_chunk_size
が 1 GB の場合、サイズが 6.2 GB のイメージは 7 セ
グメントに分割されます。この場合、最初の 6 つの
セグメントのサイズは 1 GB で、7 番目のセグメント
は 0.2 GB になります。

値:

該当する Swift クラスターによって適用され
る大型オブジェクト制限以下の正の整数。

関連するオプション:

swift_store_large_object_size

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_large_object_
size = 5120

整数値 サイズしきい値 (MB 単位)。これを超えると、
Glance はイメージデータのセグメント化を開始しま
す。

Swift では、アップロードされる単一のオブジェクト
のサイズに上限があります。デフォルトでは、これ
は 5 GB です。この制限を超えるオブジェクトをアッ
プロードするには、オブジェクトをマニフェスト
ファイルと関連付けられる複数の小さなオブジェク
トにセグメント化します。詳細
は、https://docs.openstack.org/swift/latest/overvie
w_large_objects.htmlを参照してください。

この設定オプションは、サイズのしきい値を指定し
ます。これを超えると、Swift ドライバーはイメージ
データを複数の小さなファイルにセグメント化する
処理を開始します。現在、Swift ドライバーは
Dynamic Large Objects の作成のみをサポートしてい
ます。

注記

これは、該当する Swift クラスター
によって適用される大型オブジェク
トの制限を考慮して設定する必要が
あります。

値:

該当する Swift クラスターによって適用され
る大型オブジェクト制限以下の正の整数。

関連するオプション:

swift_store_large_object_chunk_size

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_multi_tenant 
= False

ブール値 イメージをテナントの Swift アカウントに保存しま
す。

これにより、マルチテナントストレージモードが有
効になり、Glance イメージがテナント固有の Swift
アカウントに保存されます。これが無効になってい
ると、Glance はすべてのイメージを独自のアカウン
トに保存します。マルチテナントストアの詳細につ
いて
は、https://wiki.openstack.org/wiki/GlanceSwiftTen
antSpecificStorageを参照してください。

注記

マルチテナントの swift ストアを使用
している場合
は、swift_store_config_file オプ
ションで swift 設定ファイルを設定し
ないようにしてください。

値:

True

False

関連するオプション:

swift_store_config_file

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_multiple_cont
ainers_seed = 0

整数値 イメージの保存に使用するコンテナーの数を示す
シード。

単一テナントストアを使用する場合は、イメージを 1
つ以上のコンテナーに保存できます。0 に設定する
と、すべてのイメージが 1 つのコンテナーに保存され
ます。1 から 32 の整数値に設定すると、イメージの
保存に複数のコンテナーが使用されます。この設定
オプションにより、作成されるコンテナーの数が決
まります。使用されるコンテナーの合計数は 16^N と
なるため、この設定オプションが 2 に設定されてい
る場合は、イメージの保存に 16^2=256 のコンテナー
が使用されます。

命名規則に関する詳細は、swift_store_container
を参照してください。複数のコンテナーの使用につ
いての詳細
は、https://specs.openstack.org/openstack/glance-
specs/specs/kilo/swift-store-multiple-
containers.htmlを参照してください。

注記

このオプションは、
swift_store_multi_tenant が無効に
なっている場合にのみ使用されま
す。

値:

32 以下の負の値ではない整数

関連するオプション:

swift_store_container

swift_store_multi_tenant

swift_store_create_container_on_put

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_region = 
None

文字列値 Glance が使用する Swift エンドポイントのリージョ
ン。

Glance がイメージの保存のために接続できる Swift
リージョンを表す文字列値を指定します。デフォル
トでは、リージョンは設定されません。

Glance がストレージバックエンドとして Swift を使
用して複数のエンドポイントを持つ特定のテナント
のイメージを保存する場合、swift_store_region
で Swift リージョンを設定すると、Glance は単一
リージョン接続ではなく、指定したリージョンの
Swift に接続できるようになります。

このオプションは、単一テナントおよびマルチテナ
ントストレージの両方に対して設定できます。

注記

swift_store_region を使用した
リージョンの設定はテナント固有の
もので、テナントが異なるリージョ
ンにまたがる複数のエンドポイント
を持つ 場合にのみ 必要です。

値:

有効な Swift リージョンを表す文字列値。

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_retry_get_co
unt = 0

整数値 Swift のダウンロードがリトライされる回数。これを
超えると、リクエストは失敗します。

エラーが発生する前にイメージのダウンロードをリ
トライする必要のある回数を表す整数値を指定しま
す。デフォルト値はゼロです (イメージのダウンロー
ドに失敗した場合、リトライされません)。正の整数
値に設定すると、swift_store_retry_get_count
により、ダウンロードの失敗時にこの回数ダウン
ロードが試みられます。これを超えると、エラー
メッセージが送信されます。

値:

ゼロ

正の整数値

関連するオプション:

なし

swift_store_service_type 
= object-store

文字列値 使用する Swift サービスの種別。

Swift バックエンドストレージの使用中、イメージの
保存に使用するサービス種別を表す文字列値を指定
します。デフォルトのサービス種別は object-store
に設定されます。

注記

swift_store_auth_version が 2 に
設定されている場合、この設定オプ
ションの値は object-store である
必要があります。より新しいバー
ジョンの Keystone または別の認証
スキームを使用している場合は、こ
のオプションを変更できます。

値:

Swift ストレージ用の有効なサービス種別を
表す文字列。

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_ssl_compres
sion = True

ブール値 HTTPS Swift リクエストの SSL レイヤーの圧縮。

SSL レイヤーでイメージの HTTPS Swift リクエスト
を圧縮するかどうかを決定するブール値を指定しま
す。デフォルトでは、圧縮は有効になっています。

Swift を Glance イメージストレージのバックエンド
ストアとして使用する場合は、このオプションを使
用して HTTPS Swift リクエストの SSL レイヤーの圧
縮を設定できます。False に設定すると、HTTPS
Swift リクエストの SSL レイヤーの圧縮は無効にな
ります。このオプションを無効にすると、すでに圧
縮された形式のイメージ (qcow2 など) に関するパ
フォーマンスが向上します。

値:

True

False

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_use_trusts = 
True

ブール値 マルチテナント Swift ストアの信頼を使用します。

マルチテナントストアが使用されている場合に、こ
のオプションは、各追加/取得リクエストに対して信
頼を作成するように Swift ストアに指示します。信頼
を使用すると、Swift ストアは、データのアップロー
ドまたはダウンロード中に、認証トークンの失効に
より発生する可能性がある問題を回避できます。

デフォルトでは、swift_store_use_trusts は 
Trueに設定されています (信頼の使用が有
効)。False に設定すると、代わりに Swift 接続に
ユーザートークンが使用され、信頼の作成のオー
バーヘッドがなくなります。

注記

このオプション
は、swift_store_multi_tenant が 
Trueに設定されている場合のみ考慮
されます。

値:

True

False

関連するオプション:

swift_store_multi_tenant

swift_store_user = None 文字列値 Swift 認証サービスに対して認証するユーザー。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_upload_buffer_dir = 
None

文字列値 Swift にアップロードする前にイメージセグメントを
バッファー処理するディレクトリー。

イメージセグメントが swift にアップロードされる前
に一時的にバッファー処理される、glance ノード上
のディレクトリーへの絶対パスを表す文字列値を指
定します。

注記:

これは、設定オプション 
swift_buffer_on_upload が True に設定
されている場合にのみ必要です。

このディレクトリー
は、swift_store_large_object_chunk_
size と、特定の Glance ノードによって同
時にアップロードできるイメージの最大数
を念頭に置いてプロビジョニングする必要
があります。

値:

絶対ディレクトリーパスを表す文字列値

関連するオプション:

swift_buffer_on_upload

swift_store_large_object_chunk_size

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.1.10. glance.store.vmware_datastore.store

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [glance.store.vmware_datastore.store] グルー
プで利用可能なオプションの概要をまとめたものです。

表3.9 glance.store.vmware_datastore.store

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vmware_api_retry_count 
= 10

整数値 VMware API のリトライ回数。

この設定オプションは、接続関連の問題またはサー
バー API 呼び出しのオーバーロード時に VMware
ESX/VC サーバー API をリトライする回数を指定し
ます。retry forever は指定できません。

以下の値を使用できます。

任意の正の整数値

関連するオプション:

なし

vmware_ca_file = None 文字列値 CA バンドルファイルへの絶対パス。

この設定オプションにより、運用者はカスタム認証
局ファイルを使用して ESX/vCenter 証明書を検証で
きます。

このオプションを設定すると、"vmware_insecure" オ
プションは無視され、指定された CA ファイルが
ESX/vCenter サーバー証明書の認証に使用され、
サーバーへのセキュアな接続が確立されます。

以下の値を使用できます。

CA ファイルへの有効な絶対パスである任意
の文字列

関連するオプション:

vmware_insecure

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vmware_datastores = 
None

多値 イメージを保存できるデータストア。

この設定オプションは、VMWare ストアのバックエ
ンドでイメージを保存できるデータストアを指定し
ます。このオプションは、複数のデータストアを指
定するために複数回指定できます。データストア名
は、データセンターのパスの後に: で区切って指定す
る必要があります。オプションの重みをデータスト
ア名の後に再度: で区切って指定して、優先順位を指
定できます。したがって、必要な形式は
<datacenter_path>:<datastore_name>:
<optional_weight> になります。

イメージを追加する場合、イメージサイズが既知の
場合に利用可能な空き領域が十分にない場合を除
き、最も高い重みを持つデータストアが選択されま
す。重みが指定されない場合、これはゼロであると
仮定され、ディレクトリーは最後に選択のために考
慮されます。複数のデータストアの重みが同じ場合
は、利用可能な空き領域が最も多いデータストアが
選択されます。

以下の値を使用できます。

<datacenter_path>:<datastore_name>:
<optional_weight>の形式の任意の文字列

関連するオプション:* なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vmware_insecure = False ブール値 ESX/vCenter サーバー証明書の検証を設定します。

この設定オプションはブール値を取り、
ESX/vCenter サーバーの証明書を検証するかどうか
を決定します。このオプションが True に設定されて
いる場合、ESX/vCenter サーバー証明書は検証され
ません。このオプションが False に設定されている
場合、デフォルトの CA トラストストアが検証に使
用されます。

このオプションは、vmware_ca_file オプションが設
定されている場合は無視されます。その場合、
ESX/vCenter サーバー証明書は、"vmware_ca_file"
オプションで指定したファイルを使用して検証され
ます。

以下の値を使用できます。

True

False

関連するオプション:

vmware_ca_file

vmware_server_host = 
None

ホストのアドレス
値

ESX/ESXi または vCenter サーバーターゲットシス
テムのアドレス。

この設定オプションは、ESX/ESXi または vCenter
サーバーターゲットシステムのアドレスを設定しま
す。このオプションは、VMware ストレージバック
エンドを使用する場合に必要です。アドレスには、
IP アドレス (127.0.0.1) または DNS 名 (www.my-
domain.com) を含めることができます。

以下の値を使用できます。

有効な IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレス

有効な DNS 名

関連するオプション:

vmware_server_username

vmware_server_password

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vmware_server_passwor
d = None

文字列値 サーバーのパスワード。

この設定オプションは、VMware ESX/ESXi または
vCenter サーバーとの認証用のパスワードを取りま
す。このオプションは、VMware ストレージバック
エンドを使用する場合に必要です。

以下の値を使用できます。

"vmware_server_username" オプションを使
用して指定されたユーザー名に対応するパ
スワードである任意の文字列

関連するオプション:

vmware_server_host

vmware_server_username

vmware_server_usernam
e = None

文字列値 サーバーのユーザー名。

この設定オプションは、VMware ESX/ESXi または
vCenter サーバーとの認証用のユーザー名を取りま
す。このオプションは、VMware ストレージバック
エンドを使用する場合に必要です。

以下の値を使用できます。

適切な権限を持つユーザーのユーザー名で
ある任意の文字列

関連するオプション:

vmware_server_host

vmware_server_password

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vmware_store_image_dir 
= /openstack_glance

文字列値 データストアで glance イメージが保存されるディレ
クトリー。

この設定オプションは、VMware データストアで
glance イメージが保存されるディレクトリーへのパ
スを指定します。このオプションが設定されていな
い場合には、glance イメージが保存されるデフォル
トのディレクトリーは openstack_glance になりま
す。

以下の値を使用できます。

ディレクトリーへの有効なパスである任意
の文字列

関連するオプション:

なし

vmware_task_poll_interv
al = 5

整数値 VMware ESX/VC サーバーで呼び出されたリモート
タスクをポーリングする間隔 (秒単位)。

この設定オプションは、VMWare ESX/VC サーバー
API 呼び出しの一部として、処理中の非同期タスク
をポーリングする際のスリープ時間 (秒単位) を取り
ます。

以下の値を使用できます。

任意の正の整数値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.1.11. glance_store

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [glance_store] グループで利用可能なオプショ
ンの概要をまとめたものです。

表3.10 glance_store

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_api_insecure = 
False

ブール値 cinder に対するセキュアではない SSL リクエストの
実行を許可します。

このオプションが True に設定されている場合、
HTTPS エンドポイント接続は 
cinder_ca_certificates_file オプションで指定さ
れた CA 証明書ファイルを使用して検証されます。

値:

True

False

関連するオプション:

cinder_ca_certificates_file

cinder_ca_certificates_fil
e = None

文字列値 cinder クライアントリクエストに使用する CA 証明
書ファイルの場所。

CA 証明書ファイルが設定されている場合、指定され
たファイルが、HTTPS エンドポイントを使用した
cinder 接続の検証に使用されます。エンドポイント
が HTTP の場合、この値は無視されます。検証を有
効にするには、cinder_api_insecure を True に設
定する必要があります。

値:

CA 証明書ファイルへのパス

関連するオプション:

cinder_api_insecure

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_catalog_info = 
volumev3::publicURL

文字列値 サービスカタログで cinder を検索する際に照合する
情報。

cinder_endpoint_template が設定されておら
ず、cinder_store_auth_address、cinder_stor
e_user_name、cinder_store_project_name、
cinder_store_password のいずれも設定されてい
ない場合、cinder store はこの情報を使用して、現在
のコンテキストでサービスカタログから cinder エン
ドポイントを検索しま
す。cinder_os_region_name が設定されている
場合は、適切なエンドポイントを取得するために考
慮されます。

サービスカタログは、openstack catalog list コマ
ンドでリスト表示できます。

値:

次の形式の文字列: <service_type>:
<service_name>:<interface> 少なくと
も service_type および interface を指定
する必要があります。service_name は省
略できます。

関連するオプション:

cinder_os_region_name

cinder_endpoint_template

cinder_store_auth_address

cinder_store_user_name

cinder_store_project_name

cinder_store_password

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_endpoint_templat
e = None

文字列値 cinder エンドポイントのテンプレートでサービスカ
タログの検索を上書きします。

このオプションを設定すると、サービスカタログか
ら検索するのではなく、この値を使用して cinder エ
ンドポイントが生成されま
す。cinder_store_auth_address、cinder_stor
e_user_name、cinder_store_project_name、
および cinder_store_password が指定されている
場合には、この値は無視されます。

この設定オプションが設定されている場
合、cinder_catalog_info は無視されます。

値:

cinder エンドポイントの URL テンプレート
文字列。ここで、%%(tenant)s は現在の
テナント (プロジェクト) 名に置き換えま
す。
例:http://cinder.openstack.example.or
g/v2/%%(tenant)s

関連するオプション:

cinder_store_auth_address

cinder_store_user_name

cinder_store_project_name

cinder_store_password

cinder_catalog_info

cinder_enforce_multipath 
= False

ブール値 これが True に設定されている場合、multipathd が実
行されていない場合、イメージ転送用のボリューム
のアタッチが中断されます。それ以外の場合は、単
一のパスにフォールバックします。

値:

True か False

関連するオプション:

cinder_use_multipath

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_http_retries = 3 整数値 失敗した http 呼び出しでの cinderclient のリトライ
回数。

何らかのエラーによって呼び出しに失敗すると、
cinderclient は数秒スリープした後に呼び出しを指定
の回数までリトライします。

値:

正の整数

関連するオプション:

なし

cinder_mount_point_bas
e = /var/lib/glance/mnt

文字列値 glance ノードで NFS ボリュームがマウントされる
ディレクトリー。

値:

マウントポイントの絶対パスを表す文字
列。

cinder_os_region_name = 
None

文字列値 サービスカタログから cinder サービスを検索する際
のリージョン名。

これは、cinder_catalog_info を使用してエンドポ
イントを決定する場合にのみ使用されます。これが
設定されている場合、このノードによる cinder エン
ドポイントの検索は、指定のリージョンにフィル
ターされます。これは、カタログに複数のリージョ
ンがリスト表示される場合に役立ちます。これが設
定されていない場合、エンドポイントはすべての
リージョンから検索されます。

値:

有効なリージョン名である文字列。

関連するオプション:

cinder_catalog_info

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_state_transition_ti
meout = 300

整数値 cinder ボリュームの遷移が完了するまで待機する時
間 (秒単位)。

ボリュームデータの読み取り/書き込みを行うため
に、cinder ボリュームを作成、削除、または glance
ノードにアタッチすると、ボリュームの状態が変更
されます。たとえば、新規作成されたボリュームの
ステータスは、作成プロセスの完了後に creating か
ら available に変わります。このオプションは、ス
テータス変更を待機する最大時間を指定します。待
機時間がタイムアウトするか、ステータスが予期し
ない値に変更される場合 (errorなど)、イメージの作
成は失敗します。

値:

正の整数

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_store_auth_addre
ss = None

文字列値 cinder 認証サービスがリッスンしているアドレス。

cinder_store_auth_address、cinder_store_u
ser_name、cinder_store_project_name、およ
び cinder_store_passwordオプションのすべてが
指定された場合、指定した値は常に認証に使用され
ます。これは、イメージサービスに固有のプロジェ
クト/テナントにイメージボリュームを保存すること
により、ユーザーからイメージボリュームを隠すの
に役立ちます。また、ユーザーは glance の ACL の
制御下で、他のプロジェクト間でイメージボリュー
ムを共有できます。

これらのオプションのいずれかが設定されていない
場合、cinder エンドポイントはサービスカタログか
ら検索され、現在のコンテキストのユーザーとプロ
ジェクトが使用されます。

値:

有効な認証サービスアドレス
(例:http://openstack.example.org/iden
tity/v2.0)。

関連するオプション:

cinder_store_user_name

cinder_store_password

cinder_store_project_name

cinder_store_password = 
None

文字列値 cinder に対して認証を行うユーザーのパスワード。

このオプションは、以下の関連オプションすべてと
共に使用する必要があります。これらのいずれかが
指定されていない場合は、現在のコンテキストの
ユーザーが使用されます。

値:

cinder_store_user_nameで指定した
ユーザーの有効なパスワード

関連するオプション:

cinder_store_auth_address

cinder_store_user_name

cinder_store_project_name

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_store_project_na
me = None

文字列値 cinder にイメージボリュームが保存されるプロジェ
クト名。

この設定オプションが設定されていない場合は、現
在のコンテキストのプロジェクトが使用されます。

このオプションは、以下の関連オプションすべてと
共に使用する必要があります。これらのいずれかが
指定されていない場合は、現在のコンテキストのプ
ロジェクトが使用されます。

値:

有効なプロジェクト名

関連するオプション:

cinder_store_auth_address

cinder_store_user_name

cinder_store_password

cinder_store_user_name 
= None

文字列値 cinder に対して認証を行うためのユーザー名。

このオプションは、以下の関連オプションすべてと
共に使用する必要があります。これらのいずれかが
指定されていない場合は、現在のコンテキストの
ユーザーが使用されます。

値:

有効なユーザー名

関連するオプション:

cinder_store_auth_address

cinder_store_password

cinder_store_project_name

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_use_multipath = 
False

ブール値 デプロイメントでマルチパスがサポートされるかど
うかを識別するためのフラグ。

マルチパスがサポートされない場合は、False に設定
します。

値:

True か False

関連するオプション:

cinder_enforce_multipath

cinder_volume_type = 
None

文字列値 cinder でのボリュームの作成に使用されるボリュー
ム種別。

一部の cinder バックエンドには、ストレージの使用
を最適化するための複数のボリューム種別が含まれ
る場合があります。このオプションを追加すると、
運用者はイメージに対して最適化できる特定のボ
リューム種別を cinder で選択することができます。

これが設定されていない場合には、cinder 設定で指
定したデフォルトのボリューム種別がボリュームの
作成に使用されます。

値:

cinder からの有効なボリューム種別

関連するオプション:

なし

注記

NFS バックエンドに関連付けられた
暗号化された volume_type は使用で
きません。NFS バックエンドに保存
されている暗号化されたボリューム
は、glance_store がそのボリューム
に保存されているイメージデータの
書き込みまたはアクセスを試みるた
びに、例外を発生させます。Cinder
管理者に相談して、適切な
volume_type を決定してください。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default_backend = None 文字列値 データが保存されるデフォルトバックエンドのスト
ア識別子。

値は、DEFAULT 設定グループの 
enabled_backends 設定オプションで定義される
dict のキーのいずれかとして定義する必要がありま
す。

このオプションに値が定義されていない場合は、以
下のようになります。

消費しているサービスは、起動を拒否する
ことがあります。

特定のバックエンドを指定しない store_add
呼び出しにより 
glance_store.exceptions.UnknownSc
heme 例外が発生します。

関連するオプション:

enabled_backends

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default_store = file 文字列値 イメージの保存に使用するデフォルトのスキーム。

イメージの保存に使用するデフォルトのスキームを
表す文字列値を指定します。設定されていない場
合、Glance は file をデフォルトのスキームとして使
用して file ストアでイメージを保存します。

注記

この設定オプションに指定する値
は、stores 設定オプションで登録さ
れたストアの有効なスキームである
必要があります。

値:

file

Filesystem

http

https

swift

swift+http

swift+https

swift+config

rbd

cinder

vsphere

s3

関連するオプション:

stores

非推奨となったバージョン： Rocky

理由: このオプションは、''default_store'' 設定オプ
ションと同様に機能する新しい設定オプション
''default_backend'' によって非推奨となりました。

このオプションは、U 開発サイクルで削除される予
定です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default_swift_reference = 
ref1

文字列値 デフォルトの Swift アカウント/バッキングストアパ
ラメーターへの参照。

イメージストレージに swift アカウント/バッキング
ストアを使用するのに必要なデフォルトのパラメー
ターセットへの参照を表す文字列値を指定します。
この設定オプションのデフォルト参照値は ref1 で
す。この設定オプションはパラメーターを逆参照
し、新しいイメージが追加されるたびに Swift スト
レージバックエンドでのイメージ保管を容易にしま
す。

値:

有効な文字列値

関連するオプション:

なし

filesystem_store_chunk_
size = 65536

整数値 チャンクサイズ (バイト単位)。

イメージファイルの読み取り/書き込み時に使用され
るチャンクサイズ。この値を大きくするとスルー
プットが向上しますが、大量のリクエストを処理す
る際にメモリー使用量が若干増加する場合もありま
す。

以下の値を使用できます。

任意の正の整数値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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filesystem_store_datadir 
= /var/lib/glance/images

文字列値 ファイルシステムのバックエンドストアがイメージ
を書き込むディレクトリー。

起動時に、Glance はディレクトリーが存在しない場
合は作成し、glance-api が実行されるユーザーへの
書き込みアクセスを検証します。書き込みアクセス
が使用できない場合は、BadStoreConfiguration
例外が発生し、ファイルシステムストアが新しいイ
メージの追加に利用できないことがあります。

注記

このディレクトリーは、ファイルシ
ステムストアがストレージバックエ
ンドとして使用される場合にのみ使
用されま
す。filesystem_store_datadir ま
たは filesystem_store_datadirs
オプションのいずれかを glance-
api.conf で指定する必要がありま
す。両方のオプションを指定する
と、BadStoreConfiguration が発
生し、ファイルシステムストアが新
しいイメージの追加に利用できない
ことがあります。

値:

ディレクトリーへの有効なパス

関連するオプション:

filesystem_store_datadirs

filesystem_store_file_perm

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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filesystem_store_datadirs 
= None

多値 ファイルシステムのバックエンドストアがイメージ
を書き込むディレクトリーとその優先順位のリス
ト。

filesystem_store_datadir 設定オプションで指定
した単一のディレクトリーを使用する場合とは対照
的に、ファイルシステムストアは複数のディレクト
リーにイメージを格納するように設定できます。複
数のディレクトリーを使用する場合、各ディレクト
リーには、使用される優先順位を指定するオプショ
ンの優先度を指定できます。優先度は、ディレクト
リーパスとコロンで組み合わされる整数で、値が大
きいほど優先度が高くなります。2 つのディレクト
リーの優先度が同じ場合は、空き容量が最も多い
ディレクトリーが使用されます。優先度を指定しな
いと、デフォルトでゼロに設定されます。

複数のストアディレクトリーを持つファイルシステ
ムストアの設定に関する詳細
は、https://docs.openstack.org/glance/latest/confi
guration/configuring.htmlを参照してください。

注記

このディレクトリーは、ファイルシ
ステムストアがストレージバックエ
ンドとして使用される場合にのみ使
用されま
す。filesystem_store_datadir ま
たは filesystem_store_datadirs
オプションのいずれかを glance-
api.conf で指定する必要がありま
す。両方のオプションを指定する
と、BadStoreConfiguration が発
生し、ファイルシステムストアが新
しいイメージの追加に利用できない
ことがあります。

値:

以下の形式の文字列のリスト:

<a valid directory path>:<optional 
integer priority>

関連するオプション:

filesystem_store_datadir

filesystem_store_file_perm

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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filesystem_store_file_per
m = 0

整数値 イメージファイルへのファイルアクセスパーミッ
ション。

イメージデータへの目的のファイルアクセスパー
ミッションを設定します。これにより、Nova などの
他のサービスがファイルシステムストアから直接イ
メージを使用できるようにすることができます。ア
クセスが付与されるサービスを実行中のユーザー
は、作成されるファイルを所有しているグループの
メンバーにすることができます。この設定オプショ
ンにゼロ以下の値を割り当てることは、デフォルト
のパーミッションに変更が加えられないことを意味
します。この値は、8 進数の数字としてデコードさ
れます。

詳細
は、https://docs.openstack.org/glance/latest/confi
guration/configuring.htmlのドキュメントを参照して
ください。

値:

有効なファイルアクセスパーミッション

ゼロ

任意の負の整数

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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filesystem_store_metadat
a_file = None

文字列値 ファイルシステムストアのメタデータファイル。

ファイルシステムストアに関連付けられた場所と共
に返されるメタデータが含まれるファイルへのパ
ス。このオプションが設定されると、後で作成され
る新しいイメージにのみ使用されます。以前の既存
のイメージには影響しません。

このファイルには、有効な JSON オブジェクトが含
まれている必要があります。オブジェクトには、
キー ID と マウントポイント が含まれている必要が
あります。両方のキーの値は文字列でなければなり
ません。

値:

ストアメタデータファイルへの有効なパス

関連するオプション:

なし

filesystem_thin_provision
ing = False

ブール値 このバックエンドでシンプロビジョニングを有効に
するかどうか。

この設定オプションを使用すると、ファイルシステ
ムに null バイトシーケンスを実際に書き込まないと
いう機能が有効になります。表示されるホールは、
ファイルシステムによって自動的に null バイトとし
て解釈され、ストレージを実際に消費しません。こ
の機能を有効にすると、ネットワーク経由で null バ
イトシーケンスが送信されないため、バックエンド
のスペースを節約できるだけでなく、イメージの
アップロードが高速化され、ネットワークトラ
フィックが節約されます。

以下の値を使用できます。

True

False

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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http_proxy_information = 
{}

dict 値 リモートサーバーへの接続に使用する http/https プ
ロキシー情報。

この設定オプションは、リモートサーバーへの接続
に使用する必要のある http/https プロキシー情報を
指定します。プロキシー情報は、スキームとプロキ
シーのキー/値のペアにする必要があります
(例:http:10.0.0.1:3128)。また、キーと値のペアをコン
マで区切ることで、複数のスキームのプロキシーを
指定することもできます (例: http:10.0.0.1:3128,
https:10.0.0.1:1080)。

値:

上記のように スキーム: プロキシーペアのコ
ンマ区切りリスト

関連するオプション:

なし

https_ca_certificates_file 
= None

文字列値 CA バンドルファイルへのパス。

この設定オプションにより、運用者はカスタム認証
局ファイルを使用してリモートサーバー証明書を検
証できます。このオプションを設定する
と、https_insecure オプションは無視され、指定
された CA ファイルがサーバー証明書の認証に使用
され、サーバーへのセキュアな接続が確立されま
す。

値:

CA ファイルへの有効なパス

関連するオプション:

https_insecure

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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https_insecure = True ブール値 リモートサーバー証明書の検証を設定します。

この設定オプションはブール値を取り、リモート
サーバーの証明書を検証するかどうかを決定しま
す。True に設定すると、リモートサーバー証明書は
検証されません。このオプションが False に設定さ
れている場合、デフォルトの CA トラストストアが
検証に使用されます。

このオプションは、https_ca_certificates_file が
設定されている場合は無視されます。リモートサー
バー証明書は、https_ca_certificates_file オプ
ションを使用して指定されたファイルを使用して検
証されます。

値:

True

False

関連するオプション:

https_ca_certificates_file

rados_connect_timeout = 
0

整数値 Ceph クラスターに接続する際のタイムアウト値。

この設定オプションは、Ceph クラスターに接続する
際に使用されるタイムアウト値 (秒単位) を取りま
す。つまり、接続を閉じるまで glance-api が待機す
る時間を設定します。これにより、RBD への接続中
に glance-api がハングアップするのを防ぐことがで
きます。このオプションの値を 0 以下に設定する
と、タイムアウトは設定されず、デフォルトの
librados 値が使用されます。

以下の値を使用できます。

任意の整数値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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`rbd_store_ceph_conf = ` 文字列値 Ceph 設定ファイルへのパス。

この設定オプションは、使用する Ceph 設定ファイ
ルへのパスを指定します。このオプションの値が
ユーザーにより設定されていない場合や、空の文字
列に設定されている場合、librados は、デフォルトの
Ceph 設定ファイルの場所を順に検索して標準の
ceph.conf ファイルを読み取ります。詳細は、Ceph
のドキュメントを参照してください。

注記

Cephx 認証を使用する場合、この
ファイルの client.<USER>セクション
に適切なキーリングへの参照を含め
る必要があります。

注 2: このオプションを空白のままにすると (デフォ
ルト)、使用される実際の Ceph 設定ファイルは、使
用されている librados のバージョンによって変わる
可能性があります。有効になっている設定ファイル
を正確に把握しておくことが重要な場合は、このオ
プションを使用してここにファイルを指定できま
す。

以下の値を使用できます。

設定ファイルへの有効なパス

関連するオプション:

rbd_store_user

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rbd_store_chunk_size = 8 整数値 RADOS イメージをチャンクに分割する際のサイズ
(メガバイト単位)。

Glance イメージをチャンクに分割する際のサイズ
(メガバイト単位) を表す整数値を指定します。デ
フォルトのチャンクサイズは 8 メガバイトです。最
適なパフォーマンスを得るには、値は 2 の累乗でな
ければなりません。

Ceph の RBD オブジェクトストレージシステムを
Glance イメージを保存するためのストレージバック
エンドとして使用する場合、イメージはこのオプ
ションを使用して設定されるサイズのオブジェクト
に分割されます。これらの分割されたオブジェクト
は、分散ブロックデータストア全体に保存され、
Glance に使用されます。

以下の値を使用できます。

任意の正の整数値

関連するオプション:

なし

rbd_store_pool = images 文字列値 イメージが保存される RADOS プール。

RBD を Glance イメージを保存するためのストレー
ジバックエンドとして使用する場合、イメージは 
プール へのオブジェクト (イメージのチャンク) の論
理的なグループ化により保存されます。各プール
は、含めることのできる配置グループの数で定義さ
れます。使用されるデフォルトのプールは イメージ
です。

RBD ストレージバックエンドの詳細
は、http://ceph.com/planet/how-data-is-stored-in-
ceph-cluster/を参照してください。

以下の値を使用できます。

有効なプール名

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rbd_store_user = None 文字列値 認証する RADOS ユーザー。

この設定オプションは、認証する RADOS ユーザー
を設定します。このオプションは RADOS 認証が有
効になっている場合にのみ必要で、ユーザーが
Cephx 認証を使用している場合にのみ適用されま
す。このオプションの値がユーザーによって設定さ
れていない場合や、None に設定されている場合に
は、デフォルト値が選択されます。これは、
rbd_store_ceph_conf の client. セクションに基づきま
す。

以下の値を使用できます。

有効な RADOS ユーザー

関連するオプション:

rbd_store_ceph_conf

rbd_thin_provisioning = 
False

ブール値 このバックエンドでシンプロビジョニングを有効に
するかどうか。

この設定オプションを使用すると、RBD バックエン
ドに null バイトシーケンスを実際に書き込まないと
いう機能が有効になります。表示されるホールは、
Ceph によって自動的に null バイトとして解釈され、
ストレージを実際に消費しません。この機能を有効
にすると、ネットワーク経由で null バイトシーケン
スが送信されないため、バックエンドのスペースを
節約できるだけでなく、イメージのアップロードが
高速化され、ネットワークトラフィックが節約され
ます。

以下の値を使用できます。

True

False

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rootwrap_config = 
/etc/glance/rootwrap.conf

文字列値 root としてコマンドを実行するのに使用する
rootwrap 設定ファイルへのパス。

cinder ストアでは、イメージボリュームを操作する
のに root 権限が必要です (iSCSI/FC ボリュームへの
接続、ボリュームデータの読み取り/書き込みのため
など)。設定ファイルでは、cinder ストアおよび os-
brick ライブラリーによる必要なコマンドを許可する
必要があります。

値:

rootwrap 設定ファイルへのパス

関連するオプション:

なし

s3_store_access_key = 
None

文字列値 S3 クエリートークンアクセスキー。

この設定オプションは、Amazon S3 または S3 互換
ストレージサーバーで認証するためのアクセスキー
を取得します。このオプションは、S3 ストレージ
バックエンドを使用する場合に必要です。

値:

適切な権限を持つユーザーのアクセスキー
である任意の文字列値

関連するオプション:

s3_store_host

s3_store_secret_key

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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s3_store_bucket = None 文字列値 Glance データの保存に使用される S3 バケット。

この設定オプションは、Glance イメージが S3 に保
存される場所を指定しま
す。s3_store_create_bucket_on_put を true に
設定すると、バケットが存在しなくても自動的に作
成されます。

値:

任意の文字列値

関連するオプション:

s3_store_create_bucket_on_put

s3_store_bucket_url_format

s3_store_bucket_url_for
mat = auto

文字列値 オブジェクトを決定するために使用される S3 呼び出
し形式。

この設定オプションは、S3 バケット内のオブジェク
トのアドレスを指定するために使用されるアクセス
モデルを取ります。

注記: path スタイルでは、オブジェクトのエンドポ
イントは
https://s3.amazonaws.com/bucket/example.img
のようになります。virtual スタイルでは、オブジェ
クトのエンドポイントは
https://bucket.s3.amazonaws.com/example.img
のようになります。バケット名で DNS 命名規則に従
わない場合、パススタイルでオブジェクトを取得で
きますが、仮想スタイルでは取得できません。

値:

auto、virtual、または path の任意の文字
列値

関連するオプション:

s3_store_bucket

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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s3_store_create_bucket_
on_put = False

ブール値 S3 が新しいバケットを作成する必要があるかどうか
を決定します。

この設定オプションはブール値を取り、Glance が
S3 に新しいバケットを作成する必要があるかどうか
を示します (存在しない場合)。

値:

任意のブール値

関連するオプション:

なし

s3_store_host = None 文字列値 S3 サーバーがリッスンしているホスト。

この設定オプションは、S3 または S3 互換ストレー
ジサーバーのホストを設定します。このオプション
は、S3 ストレージバックエンドを使用する場合に必
要です。ホストには、DNS 名 (s3.amazonaws.com、
my-object-storage.com など) または IP アドレス
(127.0.0.1) を含めることができます。

値:

有効な DNS 名

有効な IPv4 アドレス

関連するオプション:

s3_store_access_key

s3_store_secret_key

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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s3_store_large_object_ch
unk_size = 10

整数値 パーツのアップロード時に S3 が使用するマルチパー
トアップロードパーツのサイズ (MB 単位)。

この設定オプションは、マルチパートアップロード
のイメージ分割サイズを MB 単位で取得します。

注記: 分割できるイメージは 10,000 個までです。

値:

任意の正の整数値 (5M 以上である必要があ
ります)

関連するオプション:

s3_store_large_object_size

s3_store_thread_pools

s3_store_large_object_siz
e = 100

整数値 S3 がイメージファイルのチャンク化を開始し、S3
でマルチパートアップロードを実行する必要がある
サイズ (MB 単位)。

この設定オプションは、イメージをそのまま S3 に
アップロードするか、分割するか (マルチパートアッ
プロード) を決定するために MB 単位でしきい値を取
得します。

注記: 分割できるイメージは 10,000 個までです。

値:

任意の正の整数値

関連するオプション:

s3_store_large_object_chunk_size

s3_store_thread_pools

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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s3_store_secret_key = 
None

文字列値 S3 クエリートークンの秘密鍵。

この設定オプションは、Amazon S3 または S3 互換
ストレージサーバーで認証するための秘密鍵を受け
取ります。このオプションは、S3 ストレージバック
エンドを使用する場合に必要です。

値:

s3_store_host オプションを使用して指定
されたアクセスキーに対応する秘密鍵であ
る任意の文字列値

関連するオプション:

s3_store_host

s3_store_access_key

s3_store_thread_pools = 
10

整数値 S3 でマルチパートアップロードを実行するためのス
レッドプールの数。

この設定オプションは、マルチパートアップロード
の実行時にスレッドプールの数を取得します。

値:

任意の正の整数値

関連するオプション:

s3_store_large_object_size

s3_store_large_object_chunk_size

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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stores = ['file', 'http'] リスト値 有効な Glance ストアのリスト。

ディスクイメージを格納するために使用するスト
レージバックエンドを、コンマ区切りリストとして
登録します。Glance でのディスクイメージの保存用
に有効化されたデフォルトのストアは、file と http
です。

値:

以下が含まれるコンマ区切りリスト:

file

http

swift

rbd

cinder

vmware

s3

関連するオプション:

default_store

非推奨となったバージョン： Rocky

理由: このオプションは、異なるスキームの複数の
バックエンドストアを設定するのに役立つ新たな設
定オプション ''enabled_backends'' によって非推奨と
なりました。

このオプションは、U 開発サイクルで削除される予
定です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_buffer_on_upload = 
False

ブール値 Swift にアップロードする前にイメージのセグメント
をバッファー処理します。

swift へのアップロード中に Glance がイメージデー
タをディスクにバッファーするかどうかを指定する
ブール値を指定します。これにより、Glance はエ
ラー時にアップロードを再開できます。

注意: このオプションを有効にすると、API ノードの
ディスク使用量が増加するので、細心の注意を払う
必要があります。ファイルシステムの設定状況に
よっては、バッファー処理に使用されるディスク領
域により、glance イメージキャッシュに利用可能な
実際のディスク容量が減る可能性があることに注意
してください。ディスク使用率は、
式swift_store_large_object_chunk_size * 
workers * 1000 に従って上限が設定されます。

値:

True

False

関連するオプション:

swift_upload_buffer_dir

swift_store_admin_tenant
s = []

リスト値 管理者アクセスが付与されるテナントのリスト。

これは、マルチテナントモードの Glance によって作
成されたすべての Swift コンテナーでの読み取り/書
き込みアクセスが付与されるテナントのリストで
す。デフォルト値は空のリストです。

値:

Keystone プロジェクト/テナントの UUID を
表す文字列のコンマ区切りリスト

関連するオプション:

なし

swift_store_auth_address 
= None

文字列値 Swift 認証サービスがリッスンしているアドレス。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_auth_insecur
e = False

ブール値 サーバー証明書の検証を設定します。

このブール値は、サーバー証明書を検証するかどう
かを決定します。このオプションが True に設定され
ている場合、swiftclient は認証時に有効な SSL 証明
書かどうかをチェックしません。このオプションが
False に設定されている場合、デフォルトの CA トラ
ストストアが検証に使用されます。

値:

True

False

関連するオプション:

swift_store_cacert

swift_store_auth_version 
= 2

文字列値 使用する認証サービスのバージョン。有効なバー
ジョンは、keystone の場合は 2 および 3 で、swauth
および rackspace の場合は 1(非推奨) です。

swift_store_cacert = None 文字列値 CA バンドルファイルへのパス。

この設定オプションにより、運用者は Swift に接続す
る際の SSL 検証用のカスタム認証局ファイルへのパ
スを指定できます。

値:

CA ファイルへの有効なパス

関連するオプション:

swift_store_auth_insecure

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_config_file = 
None

文字列値 swift アカウント設定が含まれるファイルへの絶対パ
ス。

設定済みの各 Swift アカウント/バッキングストアへ
の参照を持つ設定ファイルへのパスを表す文字列値
を含めます。デフォルトでは、ファイルパスが指定
されておらず、カスタマイズされた Swift 参照は無効
になっています。データベースへの認証情報の保存
を回避するため、このオプションを設定すること
は、イメージストレージに Swift ストレージバックエ
ンドを使用する際に強く推奨されます。

注記

swift_store_multi_tenant を 
True に設定した場合は、このオプ
ションを設定しないでください。

値:

glance-api ノードの絶対パスを表す文字列
値

関連するオプション:

swift_store_multi_tenant

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_container = 
glance

文字列値 イメージを保存するための単一のコンテナーの名前/
複数のコンテナーの名前の接頭辞

1 つのコンテナーを使用してイメージを保存する場
合、この設定オプションは、すべてのイメージの保
存に使用される Glance アカウント内のコンテナーを
示します。複数のコンテナーがイメージの保存に使
用される場合、これはすべてのコンテナーの名前の
接頭辞になります。単一/複数コンテナーの使用は、
設定オプション 
swift_store_multiple_containers_seed を使用
して制御できます。

複数のコンテナーを使用する場合、コンテナーの名
前は、この設定オプションに設定された値をベース
に、イメージ UUID の最初の N 文字をアンダースコ
アで区切られた接尾辞として指定されます (N は 
swift_store_multiple_containers_seedによっ
て指定されます)。

例: シードが 3 で swift_store_container = glance と
設定されている場合には、UUID がfdae39a1-bac5-
4238-aba4-69bcc726e848 のイメージは 
glance_fda のコンテナーに配置されます。コンテ
ナー名の作成時に、UUID のすべてのダッシュは含ま
れますが、文字の制限にはカウントされないため、
N=10 の場合はコンテナー名は glance_fdae39a1-
ba になります。

値:

単一のコンテナーを使用する場合、この設
定オプションは Glance の Swift アカウント
の有効な任意の swift コンテナーの名前の文
字列にすることができます。

複数のコンテナーを使用する場合、この設
定オプションは、 Swift により適用されるコ
ンテナーの命名ルールを満たす限り任意の
文字列になりま
す。swift_store_multiple_containers_
seed の値も考慮する必要があります。

関連するオプション:

swift_store_multiple_containers_see
d

swift_store_multi_tenant

swift_store_create_container_on_put

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_create_contai
ner_on_put = False

ブール値 イメージのアップロード時に、コンテナーを作成し
ます (まだ存在しない場合)。

イメージのアップロード時に、対応するコンテナー
が存在しない場合は、この設定オプションが True に
設定されている場合に作成されます。デフォルトで
は、コンテナーは作成されません。この動作は、単
一および複数コンテナーモードの両方に適用されま
す。

値:

True

False

関連するオプション:

なし

swift_store_endpoint = 
None

文字列値 Swift バックエンドストレージに使用する URL エン
ドポイント。

Glance イメージを Swift ストアに格納するために使
用する URL エンドポイントを表す文字列値を指定し
ます。デフォルトでは、エンドポイントは設定され
ず、auth によって返されるストレージ URL が 使用
されます。swift_store_endpoint を使用してエン
ドポイントを設定すると、ストレージ URL を上書き
され、Glance イメージストレージに使用されます。

注記

URL には、コンテナーまでのパスを
含める必要がありますが、コンテ
ナーそのものは除外します。オブ
ジェクトの場所は、コンテナーおよ
びオブジェクトを設定した URL に追
加すると得られます。

値:

Swift コンテナーまでの有効な URL パスを
表す文字列値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_endpoint_typ
e = publicURL

文字列値 Swift サービスのエンドポイント種別。

この文字列値は、Swift エンドポイントの取得に使用
するエンドポイント種別を示します。エンドポイン
ト種別により、ユーザーが実行できるアクション (た
とえば、ストアの読み取りおよび書き込み) が決定さ
れます。この設定は、swift_store_auth_version が 1
よりも大きい場合にのみ使用されます。

値:

publicURL

adminURL

internalURL

関連するオプション:

swift_store_endpoint

swift_store_expire_soon_
interval = 60

整数値 現在のトークンの有効期限が過ぎる前に新しいトー
クンが要求される可能性があるウィンドウのサイズ
を定義する時間 (秒単位)。

通常、Swift ストレージドライバーは、現在のトーク
ンの有効期限が過ぎた時に新しいトークンを取得し
て、Swift へのアクセスを継続させます。ただし、処
理中にトークンが期限切れになると、一部の Swift ト
ランザクション (イメージのセグメントのアップロー
ドなど) が適切に復元されないことがあります。

したがって、現在のトークンの有効期限前に新しい
トークンを取得することにより、トランザクション
を試行する前にトークンが失効したり期限切れに近
づいたりしないようにします。デフォルトでは、
Swift ストレージドライバーは、現在のトークンの有
効期限の 60 秒前から新しいトークンを要求します。

値:

ゼロ

正の整数値

関連するオプション:

なし

swift_store_key = None 文字列値 Swift 認証サービスに対して認証するユーザーの認証
鍵。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_large_object_
chunk_size = 200

整数値 イメージデータがセグメント化される際のセグメン
トの最大サイズ (MB 単位)。

Swift クラスターによって適用される上限を上回るイ
メージをアップロードするためにイメージデータが
セグメント化される場合、イメージデータはこの設
定オプションで指定されるサイズ以下のセグメント
に分割されます。詳細
は、swift_store_large_object_size を参照して
ください。

たとえば、swift_store_large_object_size が 5
GB で、swift_store_large_object_chunk_size
が 1 GB の場合、サイズが 6.2 GB のイメージは 7 セ
グメントに分割されます。この場合、最初の 6 つの
セグメントのサイズは 1 GB で、7 番目のセグメント
は 0.2 GB になります。

値:

該当する Swift クラスターによって適用され
る大型オブジェクト制限以下の正の整数。

関連するオプション:

swift_store_large_object_size

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_large_object_
size = 5120

整数値 サイズしきい値 (MB 単位)。これを超えると、
Glance はイメージデータのセグメント化を開始しま
す。

Swift では、アップロードされる単一のオブジェクト
のサイズに上限があります。デフォルトでは、これ
は 5 GB です。この制限を超えるオブジェクトをアッ
プロードするには、オブジェクトをマニフェスト
ファイルと関連付けられる複数の小さなオブジェク
トにセグメント化します。詳細
は、https://docs.openstack.org/swift/latest/overvie
w_large_objects.htmlを参照してください。

この設定オプションは、サイズのしきい値を指定し
ます。これを超えると、Swift ドライバーはイメージ
データを複数の小さなファイルにセグメント化する
処理を開始します。現在、Swift ドライバーは
Dynamic Large Objects の作成のみをサポートしてい
ます。

注記

これは、該当する Swift クラスター
によって適用される大型オブジェク
トの制限を考慮して設定する必要が
あります。

値:

該当する Swift クラスターによって適用され
る大型オブジェクト制限以下の正の整数。

関連するオプション:

swift_store_large_object_chunk_size

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_multi_tenant 
= False

ブール値 イメージをテナントの Swift アカウントに保存しま
す。

これにより、マルチテナントストレージモードが有
効になり、Glance イメージがテナント固有の Swift
アカウントに保存されます。これが無効になってい
ると、Glance はすべてのイメージを独自のアカウン
トに保存します。マルチテナントストアの詳細につ
いて
は、https://wiki.openstack.org/wiki/GlanceSwiftTen
antSpecificStorageを参照してください。

注記

マルチテナントの swift ストアを使用
している場合
は、swift_store_config_file オプ
ションで swift 設定ファイルを設定し
ないようにしてください。

値:

True

False

関連するオプション:

swift_store_config_file

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_multiple_cont
ainers_seed = 0

整数値 イメージの保存に使用するコンテナーの数を示す
シード。

単一テナントストアを使用する場合は、イメージを 1
つ以上のコンテナーに保存できます。0 に設定する
と、すべてのイメージが 1 つのコンテナーに保存され
ます。1 から 32 の整数値に設定すると、イメージの
保存に複数のコンテナーが使用されます。この設定
オプションにより、作成されるコンテナーの数が決
まります。使用されるコンテナーの合計数は 16^N と
なるため、この設定オプションが 2 に設定されてい
る場合は、イメージの保存に 16^2=256 のコンテナー
が使用されます。

命名規則に関する詳細は、swift_store_container
を参照してください。複数のコンテナーの使用につ
いての詳細
は、https://specs.openstack.org/openstack/glance-
specs/specs/kilo/swift-store-multiple-
containers.htmlを参照してください。

注記

このオプションは、
swift_store_multi_tenant が無効に
なっている場合にのみ使用されま
す。

値:

32 以下の負の値ではない整数

関連するオプション:

swift_store_container

swift_store_multi_tenant

swift_store_create_container_on_put

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_region = 
None

文字列値 Glance が使用する Swift エンドポイントのリージョ
ン。

Glance がイメージの保存のために接続できる Swift
リージョンを表す文字列値を指定します。デフォル
トでは、リージョンは設定されません。

Glance がストレージバックエンドとして Swift を使
用して複数のエンドポイントを持つ特定のテナント
のイメージを保存する場合、swift_store_region
で Swift リージョンを設定すると、Glance は単一
リージョン接続ではなく、指定したリージョンの
Swift に接続できるようになります。

このオプションは、単一テナントおよびマルチテナ
ントストレージの両方に対して設定できます。

注記

swift_store_region を使用した
リージョンの設定はテナント固有の
もので、テナントが異なるリージョ
ンにまたがる複数のエンドポイント
を持つ 場合にのみ 必要です。

値:

有効な Swift リージョンを表す文字列値。

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

Red Hat OpenStack Platform 17.1 設定の参照

258



swift_store_retry_get_co
unt = 0

整数値 Swift のダウンロードがリトライされる回数。これを
超えると、リクエストは失敗します。

エラーが発生する前にイメージのダウンロードをリ
トライする必要のある回数を表す整数値を指定しま
す。デフォルト値はゼロです (イメージのダウンロー
ドに失敗した場合、リトライされません)。正の整数
値に設定すると、swift_store_retry_get_count
により、ダウンロードの失敗時にこの回数ダウン
ロードが試みられます。これを超えると、エラー
メッセージが送信されます。

値:

ゼロ

正の整数値

関連するオプション:

なし

swift_store_service_type 
= object-store

文字列値 使用する Swift サービスの種別。

Swift バックエンドストレージの使用中、イメージの
保存に使用するサービス種別を表す文字列値を指定
します。デフォルトのサービス種別は object-store
に設定されます。

注記

swift_store_auth_version が 2 に
設定されている場合、この設定オプ
ションの値は object-store である
必要があります。より新しいバー
ジョンの Keystone または別の認証
スキームを使用している場合は、こ
のオプションを変更できます。

値:

Swift ストレージ用の有効なサービス種別を
表す文字列。

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_ssl_compres
sion = True

ブール値 HTTPS Swift リクエストの SSL レイヤーの圧縮。

SSL レイヤーでイメージの HTTPS Swift リクエスト
を圧縮するかどうかを決定するブール値を指定しま
す。デフォルトでは、圧縮は有効になっています。

Swift を Glance イメージストレージのバックエンド
ストアとして使用する場合は、このオプションを使
用して HTTPS Swift リクエストの SSL レイヤーの圧
縮を設定できます。False に設定すると、HTTPS
Swift リクエストの SSL レイヤーの圧縮は無効にな
ります。このオプションを無効にすると、すでに圧
縮された形式のイメージ (qcow2 など) に関するパ
フォーマンスが向上します。

値:

True

False

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_use_trusts = 
True

ブール値 マルチテナント Swift ストアの信頼を使用します。

マルチテナントストアが使用されている場合に、こ
のオプションは、各追加/取得リクエストに対して信
頼を作成するように Swift ストアに指示します。信頼
を使用すると、Swift ストアは、データのアップロー
ドまたはダウンロード中に、認証トークンの失効に
より発生する可能性がある問題を回避できます。

デフォルトでは、swift_store_use_trusts は 
Trueに設定されています (信頼の使用が有
効)。False に設定すると、代わりに Swift 接続に
ユーザートークンが使用され、信頼の作成のオー
バーヘッドがなくなります。

注記

このオプション
は、swift_store_multi_tenant が 
Trueに設定されている場合のみ考慮
されます。

値:

True

False

関連するオプション:

swift_store_multi_tenant

swift_store_user = None 文字列値 Swift 認証サービスに対して認証するユーザー。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

第3章 GLANCE

261



swift_upload_buffer_dir = 
None

文字列値 Swift にアップロードする前にイメージセグメントを
バッファー処理するディレクトリー。

イメージセグメントが swift にアップロードされる前
に一時的にバッファー処理される、glance ノード上
のディレクトリーへの絶対パスを表す文字列値を指
定します。

注記:

これは、設定オプション 
swift_buffer_on_upload が True に設定
されている場合にのみ必要です。

このディレクトリー
は、swift_store_large_object_chunk_
size と、特定の Glance ノードによって同
時にアップロードできるイメージの最大数
を念頭に置いてプロビジョニングする必要
があります。

値:

絶対ディレクトリーパスを表す文字列値

関連するオプション:

swift_buffer_on_upload

swift_store_large_object_chunk_size

vmware_api_retry_count 
= 10

整数値 VMware API のリトライ回数。

この設定オプションは、接続関連の問題またはサー
バー API 呼び出しのオーバーロード時に VMware
ESX/VC サーバー API をリトライする回数を指定し
ます。retry forever は指定できません。

以下の値を使用できます。

任意の正の整数値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

Red Hat OpenStack Platform 17.1 設定の参照

262



vmware_ca_file = None 文字列値 CA バンドルファイルへの絶対パス。

この設定オプションにより、運用者はカスタム認証
局ファイルを使用して ESX/vCenter 証明書を検証で
きます。

このオプションを設定すると、"vmware_insecure" オ
プションは無視され、指定された CA ファイルが
ESX/vCenter サーバー証明書の認証に使用され、
サーバーへのセキュアな接続が確立されます。

以下の値を使用できます。

CA ファイルへの有効な絶対パスである任意
の文字列

関連するオプション:

vmware_insecure

vmware_datastores = 
None

多値 イメージを保存できるデータストア。

この設定オプションは、VMWare ストアのバックエ
ンドでイメージを保存できるデータストアを指定し
ます。このオプションは、複数のデータストアを指
定するために複数回指定できます。データストア名
は、データセンターのパスの後に: で区切って指定す
る必要があります。オプションの重みをデータスト
ア名の後に再度: で区切って指定して、優先順位を指
定できます。したがって、必要な形式は
<datacenter_path>:<datastore_name>:
<optional_weight> になります。

イメージを追加する場合、イメージサイズが既知の
場合に利用可能な空き領域が十分にない場合を除
き、最も高い重みを持つデータストアが選択されま
す。重みが指定されない場合、これはゼロであると
仮定され、ディレクトリーは最後に選択のために考
慮されます。複数のデータストアの重みが同じ場合
は、利用可能な空き領域が最も多いデータストアが
選択されます。

以下の値を使用できます。

<datacenter_path>:<datastore_name>:
<optional_weight>の形式の任意の文字列

関連するオプション:* なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vmware_insecure = False ブール値 ESX/vCenter サーバー証明書の検証を設定します。

この設定オプションはブール値を取り、
ESX/vCenter サーバーの証明書を検証するかどうか
を決定します。このオプションが True に設定されて
いる場合、ESX/vCenter サーバー証明書は検証され
ません。このオプションが False に設定されている
場合、デフォルトの CA トラストストアが検証に使
用されます。

このオプションは、vmware_ca_file オプションが設
定されている場合は無視されます。その場合、
ESX/vCenter サーバー証明書は、"vmware_ca_file"
オプションで指定したファイルを使用して検証され
ます。

以下の値を使用できます。

True

False

関連するオプション:

vmware_ca_file

vmware_server_host = 
None

ホストのアドレス
値

ESX/ESXi または vCenter サーバーターゲットシス
テムのアドレス。

この設定オプションは、ESX/ESXi または vCenter
サーバーターゲットシステムのアドレスを設定しま
す。このオプションは、VMware ストレージバック
エンドを使用する場合に必要です。アドレスには、
IP アドレス (127.0.0.1) または DNS 名 (www.my-
domain.com) を含めることができます。

以下の値を使用できます。

有効な IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレス

有効な DNS 名

関連するオプション:

vmware_server_username

vmware_server_password

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vmware_server_passwor
d = None

文字列値 サーバーのパスワード。

この設定オプションは、VMware ESX/ESXi または
vCenter サーバーとの認証用のパスワードを取りま
す。このオプションは、VMware ストレージバック
エンドを使用する場合に必要です。

以下の値を使用できます。

"vmware_server_username" オプションを使
用して指定されたユーザー名に対応するパ
スワードである任意の文字列

関連するオプション:

vmware_server_host

vmware_server_username

vmware_server_usernam
e = None

文字列値 サーバーのユーザー名。

この設定オプションは、VMware ESX/ESXi または
vCenter サーバーとの認証用のユーザー名を取りま
す。このオプションは、VMware ストレージバック
エンドを使用する場合に必要です。

以下の値を使用できます。

適切な権限を持つユーザーのユーザー名で
ある任意の文字列

関連するオプション:

vmware_server_host

vmware_server_password

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vmware_store_image_dir 
= /openstack_glance

文字列値 データストアで glance イメージが保存されるディレ
クトリー。

この設定オプションは、VMware データストアで
glance イメージが保存されるディレクトリーへのパ
スを指定します。このオプションが設定されていな
い場合には、glance イメージが保存されるデフォル
トのディレクトリーは openstack_glance になりま
す。

以下の値を使用できます。

ディレクトリーへの有効なパスである任意
の文字列

関連するオプション:

なし

vmware_task_poll_interv
al = 5

整数値 VMware ESX/VC サーバーで呼び出されたリモート
タスクをポーリングする間隔 (秒単位)。

この設定オプションは、VMWare ESX/VC サーバー
API 呼び出しの一部として、処理中の非同期タスク
をポーリングする際のスリープ時間 (秒単位) を取り
ます。

以下の値を使用できます。

任意の正の整数値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.1.12. image_format

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [image_format] グループで利用可能なオプショ
ンの概要をまとめたものです。

表3.11 image_format

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

container_formats = 
['ami', 'ari', 'aki', 'bare', 
'ovf', 'ova', 'docker', 
'compressed']

リスト値 container_format イメージ属性でサポートされる値
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disk_formats = ['ami', 'ari', 
'aki', 'vhd', 'vhdx', 'vmdk', 
'raw', 'qcow2', 'vdi', 'iso', 
'ploop']

リスト値 disk_format イメージ属性でサポートされる値

vmdk_allowed_types = 
['streamOptimized', 
'monolithicSparse']

リスト値 許可される VMDK create-type サブフォーマットを
説明する文字列のリスト。名前付きエクステントの
処理によるホストファイルの潜在的な露出を避ける
ために、スパースヘッダーを持つ単一ファイルのバ
リアントのみを含めることを推奨します。このリス
トが空の場合、VDMK イメージタイプは許可されま
せん。これは現在、イメージの変換中にのみチェッ
クされ (有効な場合)、変換元の VMDK イメージのタ
イプが制限されることに注意してください。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.1.13. keystone_authtoken

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [keystone_authtoken] グループ下で使用できる
オプションの概要をまとめたものです。

表3.12 keystone_authtoken

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth_section = None 文字列値 プラグイン固有のオプションを読み込む config セク
ション

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ
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auth_uri = None 文字列値 パブリックの Identity API エンドポイントを完了しま
す。このエンドポイントは、すべてのエンドユー
ザーがアクセスできる必要があるため、"admin" エン
ドポイントにすることはできません。認証されてい
ないクライアントは、認証のためにこのエンドポイ
ントにリダイレクトされます。このエンドポイント
にはバージョンを指定しないことが理想的ですが、
ワイルドカードでのクライアントのサポートは異な
ります。バージョン指定された v2 エンドポイントを
使用している場合、通常エンドユーザーがそのエン
ドポイントに到達できない可能性があるため、これ
はサービスユーザーがトークンを検証するために使
用するエンドポイントにすることはできません。こ
のオプションは www_authenticate_uri が優先される
ため非推奨となり、S リリースで削除される予定で
す。非推奨:Queens 以降

*理由:* auth_uri オプションは www_authenticate_uri
が優先されるため非推奨となり、S リリースで削除
される予定です。

auth_version = None 文字列値 Identity API エンドポイントの API バージョン。

cache = None 文字列値 Swift キャッシュオブジェクトが保存される環境キー
を要求します。auth_token ミドルウェアを Swift
キャッシュと共にデプロイする場合は、このオプ
ションを使用して、ミドルウェアが swift とキャッシ
ングバックエンドを共有するようにします。それ以
外の場合は、代わりに memcached_servers オプ
ションを使用します。

cafile = None 文字列値 HTTPs 接続の検証時に使用する PEM でエンコード
された認証局。デフォルトはシステム CA です。

certfile = None 文字列値 ID サーバーでクライアント証明書が必要な場合に必
要です。

delay_auth_decision = 
False

ブール値 ミドルウェア内の認可要求を処理せず、承認の決定
をダウンストリームの WSGI コンポーネントに委譲
します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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enforce_token_bind = 
permissive

文字列値 トークンバインディングの使用および種別を制御す
るために使用されます。トークンバインディングの
チェックを無効するには、"disabled"に設定します。
バインドタイプがサーバーの認識する形式の場合に
はバインディング情報を検証し、そうでない場合に
は無視するには、"permissive"(デフォルト) に設定し
ます。"strict"は"permissive"と類似していますが、バ
インドタイプが不明な場合にはトークンが拒否され
ます。"required"の場合は、いずれかの形式のトーク
ンバインディングが必要です。最後に、トークンに
指定する必要のあるバインディングメソッドの名
前。

http_connect_timeout = 
None

整数値 Identity API サーバーと通信する際の要求タイムアウ
ト値。

http_request_max_retries 
= 3

整数値 Identity API サーバーと通信する際に再接続を試行す
る回数。

include_service_catalog = 
True

ブール値 (オプション)X-Service-Catalog ヘッダーを設定する
かどうかを示します。False の場合、ミドルウェアは
トークンの検証時にサービスカタログを要求せず、
X-Service-Catalog ヘッダーを設定しません。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

interface = internal 文字列値 Identity API エンドポイントに使用するインターフェ
イス。有効な値は、"public"、"internal" (デフォル
ト)、または "admin" です。

keyfile = None 文字列値 ID サーバーでクライアント証明書が必要な場合に必
要です。

memcache_pool_conn_g
et_timeout = 10

整数値 (オプション) プールから memcached クライアント
接続を取得するまで操作が待機する秒数。

memcache_pool_dead_re
try = 300

整数値 (オプション)memcached サーバーが停止していると
みなされる秒数。この秒数が経過すると再試行され
ます。

memcache_pool_maxsize 
= 10

整数値 (オプション) すべての memcached サーバーへの
オープン接続の最大合計数。

memcache_pool_socket_
timeout = 3

整数値 (オプション)memcached サーバーと通信する際のソ
ケットのタイムアウト (秒単位)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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memcache_pool_unused
_timeout = 60

整数値 (オプション)memcached への接続がプール内で未使
用の状態を維持する秒数。この秒数が経過すると終
了されます。

memcache_secret_key = 
None

文字列値 (オプション、memcache_security_strategy が定義さ
れている場合には必須) この文字列は鍵の導出に使用
されます。

memcache_security_strat
egy = None

文字列値 (オプション) 定義されている場合は、トークンデー
タを認証、または認証して暗号化する必要があるか
どうかを示します。MAC の場合、キャッシュでトー
クンデータが認証されます (HMAC を使用)。
ENCRYPT の場合、キャッシュでトークンデータが
暗号化され、認証されます。値がこれらのオプショ
ンのいずれでもない場合や空の場合には、
auth_token は初期化時に例外を発生させます。

memcache_use_advance
d_pool = False

ブール値 (オプション) 高度な (eventlet に対して安全な)
memcached クライアントプールを使用します。高度
なプールは python 2.x でのみ動作します。

memcached_servers = 
None

リスト値 オプションで、キャッシュに使用する memcached
サーバーのリストを指定します。未定義のままの場
合、トークンは代わりに処理中にキャッシュされま
す。

region_name = None 文字列値 アイデンティティーサーバーがあるリージョン。

service_token_roles = 
['service']

リスト値 サービストークンに存在する必要があるロールの選
択。サービストークンは、期限切れのトークンを使
用できることを要求できるため、このチェックでは
実際のサービスのみがこのトークンを送信するよう
に厳密に制御する必要があります。ここでのロール
は ANY チェックとして適用されるため、このリスト
のロールはすべて存在している必要があります。後
方互換性の理由から、現在 allow_expired チェックに
のみ影響します。

service_token_roles_requ
ired = False

ブール値 後方互換性の理由から、service_token_roles チェッ
クを有効としてパスしない有効なサービストークン
をパスさせる必要があります。これを true に設定す
ることが今後のリリースでデフォルトとなり、可能
な場合は有効にされる必要があります。

service_type = None 文字列値 サービスカタログに表示されるサービスの名前また
は種別。これは、制限されたアクセスルールがある
トークンを検証するために使用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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token_cache_time = 300 整数値 トークンの検証に過剰な時間を費やすのを防ぐため
に、ミドルウェアは、設定可能な期間 (秒単位) 中は
以前に見たトークンをキャシュします。キャッシュ
を完全に無効にするには -1 に設定します。

www_authenticate_uri = 
None

文字列値 パブリックの Identity API エンドポイントを完了しま
す。このエンドポイントは、すべてのエンドユー
ザーがアクセスできる必要があるため、"admin" エン
ドポイントにすることはできません。認証されてい
ないクライアントは、認証のためにこのエンドポイ
ントにリダイレクトされます。このエンドポイント
にはバージョンを指定しないことが理想的ですが、
ワイルドカードでのクライアントのサポートは異な
ります。バージョン指定された v2 エンドポイントを
使用している場合、通常エンドユーザーがそのエン
ドポイントに到達できない可能性があるため、これ
はサービスユーザーがトークンを検証するために使
用するエンドポイントにすることはできません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.1.14. oslo_concurrency

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [oslo_concurrency] グループで利用可能なオプ
ションの概要をまとめたものです。

表3.13 oslo_concurrency

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

disable_process_locking 
= False

ブール値 プロセス間ロックを有効または無効にします。

lock_path = None 文字列値 ロックファイルに使用するディレクトリー。セキュ
リティー上、指定したディレクトリーは、ロックが
必要なプロセスを実行しているユーザーのみが書き
込み可能である必要があります。デフォルトは環境
変数 OSLO_LOCK_PATH です。外部ロックを使用す
る場合は、ロックパスを設定する必要があります。

3.1.15. oslo_messaging_amqp

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [oslo_messaging_amqp] グループで利用可能な
オプションの概要をまとめたものです。

表3.14 oslo_messaging_amqp
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

addressing_mode = 
dynamic

文字列値 ドライバーが使用するアドレスモードを示します。
許可される値:legacy - レガシーのルーティング不可
能なアドレス指定を使用します。routable - ルー
ティング可能なアドレスを使用します。dynamic -
メッセージバスがルーティングをサポートしていな
い場合はレガシーのアドレスを使用します。それ以
外の場合は、ルーティング可能なアドレスを使用し
ます。

anycast_address = 
anycast

文字列値 コンシューマーのグループに送信する際に、アドレ
ス接頭辞に追加されます。コンシューマー間でラウ
ンドロビン方式で配信される必要のあるメッセージ
を特定するために、メッセージバスで使用されま
す。

broadcast_prefix = 
broadcast

文字列値 すべてのサーバーにブロードキャストする場合に使
用されるアドレス接頭辞

connection_retry_backoff 
= 2

整数値 フェイルオーバーの試みに失敗するたびに、
connection_retry_interval をこの秒数だけ増やしま
す。

connection_retry_interval 
= 1

整数値 再接続を試みる前に一時停止する秒数。

connection_retry_interval
_max = 30

整数値 connection_retry_interval +
connection_retry_backoff の上限

container_name = None 文字列値 AMQP コンテナーの名前。グローバルで一意でなけ
ればなりません。デフォルトは、生成された UUID
です。

default_notification_exch
ange = None

文字列値 通知アドレスで使用される変換名。エクスチェンジ
名の解決の優先順位:Target.exchange、他に設定さ
れている場合は default_notification_exchange、他に
設定されている場合は control_exchange、他に設定
されている場合は notify

default_notify_timeout = 
30

整数値 送信された通知メッセージ配信の期限。呼び出し元
がタイムアウトを明示的に指定しない場合にのみ使
用されます。

default_reply_retry = 0 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で失敗した返信メッ
セージを再送信する最大試行回数。

default_reply_timeout = 
30

整数値 rpc 返信メッセージ配信の期限。
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default_rpc_exchange = 
None

文字列値 RPC アドレスで使用される変換名。エクスチェンジ
名の解決の優先順位:Target.exchange、他に設定さ
れている場合は default_rpc_exchange、他に設定さ
れている場合は control_exchange、他に設定されて
いる場合は rpc

default_send_timeout = 
30

整数値 rpc キャストまたは呼び出しメッセージ配信の期限。
呼び出し元がタイムアウトを明示的に指定しない場
合にのみ使用されます。

default_sender_link_time
out = 600

整数値 アイドル状態の送信者リンクのパージをスケジュー
ルする時間。期限切れ後にリンクの割り当てを解除
します。

group_request_prefix = 
unicast

文字列値 グループの任意のサーバーに送信する際のアドレス
接頭辞

idle_timeout = 0 整数値 非アクティブな接続のタイムアウト (秒単位)

link_retry_delay = 10 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で失敗した AMQP 1.0
リンクの再接続間に一時停止する時間。

multicast_address = 
multicast

文字列値 ファンアウトメッセージを送信するときにアドレス
接頭辞に追加されます。ファンアウトメッセージを
識別するためにメッセージバスによって使用されま
す。

notify_address_prefix = 
openstack.org/om/notify

文字列値 すべての生成される通知アドレスのアドレス接頭辞

notify_server_credit = 100 整数値 受信通知メッセージのウィンドウサイズ

pre_settled = ['rpc-cast', 
'rpc-reply']

多値 このタイプのメッセージを事前処置状態で送信しま
す。事前処置されたメッセージは、ピアから確認応
答を受信しません。注記: 事前処置されたメッセージ
は、配信に失敗した場合に警告なしに破棄される可
能性があります。許可される値:rpc-call - RPC 呼び
出しを事前処置状態で送信します。rpc-reply- RPC
返信を事前処置状態で送信します。rpc-cast - RPC
キャストを事前処置状態で送信します。notify - 通知
を事前処置状態で送信します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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pseudo_vhost = True ブール値 仮想ホスト (qpidd など) をネイティブにサポートし
ていないメッセージバスの仮想ホストサポートを有
効にします。true に設定すると、仮想ホスト名はす
べてのメッセージバスアドレスに追加され、結果と
して仮想ホストごとにプライベート サブネット を作
成します。メッセージバスが仮想ホストの名前とし
て AMQP 1.0 オープン遂行動詞の hostname フィー
ルドを使用して仮想ホストをサポートする場合は
False に設定します。

reply_link_credit = 200 整数値 受信する RPC 返信メッセージのウィンドウサイズ。

rpc_address_prefix = 
openstack.org/om/rpc

文字列値 すべての生成される RPC アドレスのアドレス接頭辞

rpc_server_credit = 100 整数値 受信する RPC リクエストメッセージのウィンドウサ
イズ。

`sasl_config_dir = ` 文字列値 SASL 設定が含まれるディレクトリーへのパス

`sasl_config_name = ` 文字列値 設定ファイルの名前 (.conf 接尾辞なし)

`sasl_default_realm = ` 文字列値 ユーザー名にレルムが存在しない場合に使用する
SASL レルム

`sasl_mechanisms = ` 文字列値 許可される SASL メカニズムのスペース区切りリス
ト

server_request_prefix = 
exclusive

文字列値 特定のサーバーに送信する時に使用するアドレス接
頭辞

ssl = False ブール値 SSL 経由で接続を試みます。その他の ssl 関連のパラ
メーターが指定されていない場合、システムの CA
バンドルを使用してサーバーの証明書を検証しま
す。

`ssl_ca_file = ` 文字列値 サーバーの証明書の検証に使用する CA 証明書 PEM
ファイル

`ssl_cert_file = ` 文字列値 クライアント認証用の自己識別証明書 PEM ファイル

`ssl_key_file = ` 文字列値 ssl_cert_file 証明書の署名に使用される秘密鍵 PEM
ファイル (オプション)

ssl_key_password = 
None

文字列値 ssl_key_file を復号するためのパスワード (暗号化され
ている場合)

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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ssl_verify_vhost = False ブール値 デフォルトでは、SSL は、サーバーの証明書の名前
が transport_url のホスト名と一致することを確認し
ます。設定によっては、代わりに仮想ホスト名を使
用することが望ましい場合があります。たとえば、
サーバーが Server Name Indication TLS 拡張
(rfc6066) を使用して、仮想ホストごとの証明書を提
供する場合などです。サーバーの SSL 証明書が DNS
名ではなく仮想ホスト名を使用する場合は、
ssl_verify_vhost を True に設定します。

trace = False ブール値 デバッグ: AMQP フレームを標準出力 (stdout) にダ
ンプします。

unicast_address = 
unicast

文字列値 特定の RPC/通知サーバーに送信する際に、アドレス
接頭辞に追加されます。単一の送信先に送信された
メッセージを識別するためにメッセージバスによっ
て使用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.1.16. oslo_messaging_kafka

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [oslo_messaging_kafka] グループで利用可能な
オプションの概要をまとめたものです。

表3.15 oslo_messaging_kafka

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

compression_codec = 
none

文字列値 プロデューサーによって生成されたすべてのデータ
の圧縮コーデック。設定されていない場合、圧縮は
使用されません。この設定に許可される値は、kafka
バージョンに依存することに注意してください。

conn_pool_min_size = 2 整数値 接続有効期限ポリシーのプールサイズ制限

conn_pool_ttl = 1200 整数値 プールのアイドル状態の接続の存続期間 (秒単位)

consumer_group = 
oslo_messaging_consum
er

文字列値 Kafka コンシューマーのグループ ID。あるグループ
のコンシューマーは、メッセージ消費を調整しま
す。

enable_auto_commit = 
False

ブール値 非同期コンシューマーコミットを有効にします。

kafka_consumer_timeout 
= 1.0

浮動小数点の値 Kafka コンシューマーのデフォルトタイムアウト
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kafka_max_fetch_bytes = 
1048576

整数値 Kafka コンシューマーの最大フェッチバイト

max_poll_records = 500 整数値 ポーリング呼び出しで返されるレコードの最大数

pool_size = 10 整数値 Kafka コンシューマーのプールサイズ

producer_batch_size = 
16384

整数値 プロデューサーの非同期送信のバッチサイズ

producer_batch_timeout 
= 0.0

浮動小数点の値 KafkaProducer バッチ処理の遅延の上限 (秒単位)

sasl_mechanism = PLAIN 文字列値 セキュリティープロトコルが SASL である際のメカ
ニズム

security_protocol = 
PLAINTEXT

文字列値 ブローカーとの通信に使用されるプロトコル

`ssl_cafile = ` 文字列値 サーバーの証明書の検証に使用する CA 証明書 PEM
ファイル

`ssl_client_cert_file = ` 文字列値 認証に使用されるクライアント証明書の PEM ファイ
ル。

`ssl_client_key_file = ` 文字列値 認証に使用されるクライアントキーの PEM ファイ
ル。

`ssl_client_key_password = ` 文字列値 認証に使用されるクライアントキーパスワードファ
イル。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.1.17. oslo_messaging_notifications

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [oslo_messaging_notifications] グループで利
用可能なオプションの概要をまとめたものです。

表3.16 oslo_messaging_notifications

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

driver = [] 多値 通知の送信を処理するドライバー。使用できる値は
messaging、messagingv2、routing、log、test、
noop です。
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retry = -1 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で配信に失敗した通
知メッセージを再送信する最大試行回数。0 - 再試行
なし、-1 - 無限回

topics = ['notifications'] リスト値 OpenStack の通知に使用する AMQP トピック。

transport_url = None 文字列値 通知に使用するメッセージングドライバーを表す
URL。設定されていない場合は、RPC に使用される
ものと同じ設定にフォールバックします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.1.18. oslo_messaging_rabbit

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [oslo_messaging_rabbit] グループで利用可能
なオプションの概要をまとめたものです。

表3.17 oslo_messaging_rabbit

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

amqp_auto_delete = False ブール値 AMQP の自動削除キュー。

amqp_durable_queues = 
False

ブール値 AMQP で永続キューを使用します。

direct_mandatory_flag = 
True

ブール値 (非推奨) ダイレクト送信のための RabbitMQ 必須フ
ラグを有効/無効にします。直接送信は応答として使
用されるため、クライアントキューが存在しない場
合には MessageUndeliverable 例外が発生します。
MessageUndeliverable 例外はタイムアウトをループ
して、送信者が回復する可能性が高くなります。こ
のフラグは非推奨になり、この機能を非アクティブ
化することはできません。

enable_cancel_on_failove
r = False

ブール値 x-cancel-on-ha-failover フラグを有効にして、
rabbitmq サーバーがキューが停止しているときにコ
ンシューマーをキャンセルし、通知できるようにし
ます。
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heartbeat_in_pthread = 
False

ブール値 デフォルトでは、ネイティブ Python スレッドを介し
てヘルスチェックハートビートスレッドを実行しま
す。このオプションが False の場合、ヘルスチェッ
クハートビートは親プロセスから実行モデルを継承
します。たとえば、親プロセスが eventlet/greenlet
を使用して stdlib にモンキーパッチを適用した場
合、ハートビートはグリーンスレッドを介して実行
されます。This option should be set to True only for
the wsgi services.

heartbeat_rate = 2 整数値 heartbeat_timeout_threshold 中、ハートビートを確
認する回数。

heartbeat_timeout_thresh
old = 60

整数値 ハートビートの keep-alive が失敗した場合に Rabbit
ブローカーがダウンとみなされるまでの秒数 (0 は
ハートビートを無効にします)。

kombu_compression = 
None

文字列値 実験的用途: 許容値は gzip、bz2 です。設定されてい
ない場合、圧縮は使用されません。このオプション
は、今後のバージョンで利用できない可能性があり
ます。

kombu_failover_strategy 
= round-robin

文字列値 現在接続しているノードが利用できなくなった場合
に、次の RabbitMQ ノードを選択する方法を指定し
ます。設定で複数の RabbitMQ ノードが指定される
場合に限り有効になります。

kombu_missing_consum
er_retry_timeout = 60

整数値 応答のないクライアントが応答を送信するのを待つ
時間。この時間が経過すると無視します。この値は
rpc_response_timeout より長くすることはできませ
ん。

kombu_reconnect_delay 
= 1.0

浮動小数点の値 AMQP コンシューマーの取り消し通知への応答で、
再接続するまでの待機時間。

rabbit_ha_queues = False ブール値 RabbitMQ (x-ha-policy: all) の HA キューの使用を試
みます。このオプションを変更する場合は、
RabbitMQ データベースを消去する必要がありま
す。RabbitMQ 3.0 では、キューを宣言する際に x-
ha-policy 引数によってキューのミラーリングが制御
されなくなりました。すべてのキュー (自動生成され
た名前のキューを除く) がすべてのノードでミラーリ
ングされるようにするには、"rabbitmqctl set_policy
HA ^(?!amq\.).* {"ha-mode": "all"}" を実行します。

rabbit_interval_max = 30 整数値 RabbitMQ 接続を再試行する最大間隔。デフォルト
は 30 秒です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rabbit_login_method = 
AMQPLAIN

文字列値 RabbitMQ ログイン方法

rabbit_qos_prefetch_cou
nt = 0

整数値 事前フェッチするメッセージの数を指定します。ゼ
ロに設定すると、無制限のメッセージのフェッチが
許可されます。

rabbit_retry_backoff = 2 整数値 RabbitMQ に接続する際に再試行間でバックオフす
る長さ

rabbit_retry_interval = 1 整数値 RabbitMQ との接続を再試行する頻度。

rabbit_transient_queues_
ttl = 1800

整数値 キューの TTL (x-expires) の期間 (秒単位) を表す正の
整数。TTL の期間使用されないキューは自動的に削
除されます。このパラメーターは応答キューとファ
ンアウトキューにのみ影響します。

ssl = False ブール値 SSL 経由で接続します。

`ssl_ca_file = ` 文字列値 SSL 認証局ファイル (SSL が有効な場合にのみ有
効)。

`ssl_cert_file = ` 文字列値 SSL 証明書ファイル (SSL が有効な場合にのみ有
効)。

`ssl_key_file = ` 文字列値 SSL キーファイル (SSL が有効な場合にのみ有効)。

`ssl_version = ` 文字列値 使用する SSL バージョン (SSL が有効な場合にのみ
有効)。有効な値は TLSv1 および SSLv23 です。
SSLv2、SSLv3、TLSv1_1、および TLSv1_2 は、一部
のディストリビューションで利用できます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.1.19. oslo_middleware

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [oslo_middleware] グループで利用可能なオプ
ションの概要をまとめたものです。

表3.18 oslo_middleware

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enable_proxy_headers_p
arsing = False

ブール値 アプリケーションがプロキシーの背後であるかどう
か。これにより、ミドルウェアがヘッダーを解析す
べきかどうかを決定します。
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3.1.20. oslo_policy

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [oslo_policy] グループで利用可能なオプション
の概要をまとめたものです。

表3.19 oslo_policy

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enforce_new_defaults = 
False

ブール値 このオプションは、ポリシーを評価するときに古い
非推奨のデフォルトを使用するかどうかを制御しま
す。True の場合、古い非推奨のデフォルトは評価さ
れません。これは、既存のトークンが古いデフォル
トで許可されているが、新しいデフォルトで許可さ
れていない場合、許可されないことを意味します。
新しいデフォルトと scope_type の利点を一緒に得
ることができるように、このフラグを 
enforce_scope フラグと一緒に有効にすることを
推奨します

enforce_scope = False ブール値 このオプションは、ポリシーを評価する際にスコー
プを適用するかどうかを制御します。True の場合、
リクエストで使用されるトークンのスコープは、適
用されるポリシーの scope_types と比較されま
す。スコープが一致しない場合、InvalidScope 例
外が発生します。False の場合、ポリシーが一致し
ないスコープで呼び出されていることを運用者に通
知するメッセージが記録されます。

policy_default_rule = 
default

文字列値 デフォルトルール。要求されたルールが見つからな
い場合に適用されます。

policy_dirs = ['policy.d'] 多値 ポリシー設定ファイルが保存されるディレクト
リー。これは、config_dir オプションで定義される検
索パス内の任意のディレクトリーへの相対パスか、
絶対パスにすることができます。このディレクト
リーの検索には、policy_file で定義されたファイルが
存在している必要があります。存在しないディレク
トリーまたは空のディレクトリーは無視されます。

policy_file = policy.yaml 文字列値 ロールを指定のサービスのパーミッションにマッピ
ングするファイルの相対パスまたは絶対パス。相対
パスは、このオプションを設定する設定ファイルに
対する相対パスとして指定する必要があります。

remote_content_type = 
application/x-www-form-
urlencoded

文字列値 REST ベースのポリシーチェックのデータを送受信す
るコンテンツ種別

remote_ssl_ca_crt_file = 
None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用の認証局証明書
ファイルの絶対パス
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remote_ssl_client_crt_file 
= None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用のクライアント証
明書の絶対パス

remote_ssl_client_key_fil
e = None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用のクライアント鍵
ファイルの絶対パス

remote_ssl_verify_server
_crt = False

ブール値 REST ベースのポリシーチェックのサーバーアイデン
ティティー検証

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.1.21. paste_deploy

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [paste_deploy] グループで利用可能なオプショ
ンの概要をまとめたものです。

表3.20 paste_deploy

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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config_file = None 文字列値 貼り付け設定ファイルの名前。

サーバーアプリケーションのデプロイメントのパイ
プラインを設定するために使用される貼り付け設定
ファイルの名前を表す文字列値を指定します。

注記:

貼り付け設定ファイル用の glance ディレク
トリーの名前、または絶対パスではなく相
対パスを指定します。

Glance に同梱されるサンプルの貼り付け設
定ファイルは、一般的なすべてのデプロイ
メントフレーバーの設定済みのパイプライ
ンが含まれるため、ほとんどの場合編集す
る必要はありません。

このオプションに値が指定されていない場合、対応
する Glance サービスの設定ファイル名を接頭辞に持
つ paste.ini ファイルが既知の設定ディレクトリー
で検索されます。(たとえば、glance-api.conf にこ
のオプションがない場合や、値が設定されていない
場合には、サービスは glance-api-paste.ini という
名前のファイルを探します)。 貼り付け設定ファイル
が見つからない場合、サービスは起動しません。

値:

貼り付け設定ファイルの名前を表す文字列
値。

関連するオプション:

flavor

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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flavor = None 文字列値 サーバーアプリケーションパイプラインで使用する
デプロイメントフレーバー。

サーバーアプリケーションパイプラインで使用され
る適切なデプロイメントフレーバーを表す文字列値
を指定します。通常、これはサービス名が削除され
た貼り付け設定ファイルのパイプラインの部分的な
名前です。

たとえば、貼り付け設定ファイルの貼り付けセク
ション名が [pipeline:glance-api-keystone] の場
合、flavor を keystone に設定します。

値:

部分的なパイプライン名を表す文字列値。

関連するオプション:

config_file

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.1.22. profiler

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [profiler] グループで利用可能なオプションの概
要をまとめたものです。

表3.21 profiler

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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connection_string = 
messaging://

文字列値 通知バックエンドの接続文字列。

デフォルト値は messaging:// で、通知機能を
oslo_messaging に設定します。

使用できる値の例:

messaging://: スパンの送信に
oslo_messaging ドライバーを使用します。

redis://127.0.0.1:6379: スパンの送信に
redis ドライバーを使用します。

mongodb://127.0.0.1:27017: スパンの送
信に mongodb ドライバーを使用します。

elasticsearch://127.0.0.1:9200:
elasticsearch ドライバーを使用してスパン
を送信します。

jaeger://127.0.0.1:6831: スパンの送信に
jaeger トレースを使用します。

enabled = False ブール値 このノード上の全サービスのプロファイリングを有
効にします。

デフォルト値は False です (プロファイリング機能を
無効にします)。

値:

True: 機能を有効にします

False: 機能を無効にします。このプロジェ
クトの操作ではプロファイリングを開始で
きません。プロファイリングが別のプロ
ジェクトでトリガーされた場合には、この
プロジェクトの部分は空になります。

es_doc_type = 
notification

文字列値 elasticsearch の通知インデックスについてのドキュ
メントタイプ。

es_scroll_size = 10000 整数値 elasticsearch は大規模な要求をバッチに分割しま
す。このパラメーターは、各バッチの最大サイズを
定義します (例: es_scroll_size=10000)。

es_scroll_time = 2m 文字列値 このパラメーターは時間値パラメーター
(es_scroll_time=2m など) です。これは、検索に参加
するノードが継続してサポートするために関連する
リソースを維持する時間を示します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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filter_error_trace = False ブール値 エラー/例外を含むフィルタートレースを分離された
場所へ有効にします。

デフォルト値は False に設定されます。

値:

True: エラー/例外を含むフィルタートレー
スを有効にします。

False: フィルターを無効にします。

hmac_keys = 
SECRET_KEY

文字列値 パフォーマンスプロファイリング用にコンテキスト
データの暗号化に使用するシークレットキー。

この文字列値は <key1>[,<key2>,…​<keyn>] の形式にす
る必要があります。各キーはランダムな文字列で
す。REST API 経由でプロファイリングをトリガーす
るユーザーは、REST API 呼び出しのヘッダーにこれ
らのキーの 1 つを設定し、この特定プロジェクトの
ノードのプロファイリング結果が含まれるようにす
る必要があります。

プロファイリングを有効にするには、enabled フラ
グと hmac_keys 設定オプションの両方を設定する必
要があります。また、少なくとも 1 つのキーで全サー
ビス間で正しいプロファイリング情報を生成するに
は、OpenStack プロジェクト間で一貫性を確保する
必要があります。これにより、クライアント側から
を使用して、すべての可能なリソースからの情報を
含むトレースを生成できます。

sentinel_service_name = 
mymaster

文字列値 Redissentinel はサービス名を使用してマスターの
redis サービスを識別します。このパラメーターは名
前を定義します (例: 
sentinal_service_name=mymaster)。

socket_timeout = 0.1 浮動小数点の値 Redissentinel は、接続に timeout オプションを提供
します。このパラメーターは、タイムアウトを定義
します (例: socket_timeout=0.1)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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trace_sqlalchemy = False ブール値 サービスで SQL 要求のプロファイリングを有効にし
ます。

デフォルト値は False です (SQL 要求はトレースされ
ません)。

値:

True: SQL 要求のプロファイリングを有効
にします。各 SQL クエリーはトレースの一
部となり、それにどの程度の時間を費やし
たかによって分析できます。

False: SQL 要求のプロファイリングを無効
にします。費やした時間は、高いレベルの
操作でのみ表示されます。単一の SQL クエ
リーをこのように分析できません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.1.23. store_type_location_strategy

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [store_type_location_strategy] グループで利用
可能なオプションの概要をまとめたものです。

表3.22 store_type_location_strategy

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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store_type_preference = 
[]

リスト値 ストレージバックエンドの優先順位。

ストレージバックエンドからイメージを取得する順
序で、ストア名のコンマ区切りリストを指定しま
す。これらのストア名は、stores 設定オプションで
登録する必要があります。

注記

store_type が location_strategy
設定オプションの値として選択され
ている場合にの
み、store_type_preference 設定
オプションは適用されます。空のリ
ストは、場所の順序を変更しませ
ん。

値:

空のリスト

登録ストア名のコンマ区切りリスト。有効
な値は次のとおりです。

file

http

rbd

swift

cinder

vmware

関連するオプション:

location_strategy

stores

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.1.24. task

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [task] グループで利用可能なオプションの概要を
まとめたものです。

表3.23 task

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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task_executor = taskflow 文字列値 タスクスクリプトの実行に使用するタスクエグゼ
キューター。

タスクの実行に使用するエグゼキューターを表す文
字列値を指定します。デフォルトでは、TaskFlow
エグゼキューターが使用されます。

TaskFlow は、タスクの実行を簡単にし、一貫性を
待たせ、スケーラブルで信頼性を持たせるのに役立
ちます。また、宣言型の方法でフローに統合される
軽量のタスクオブジェクトや関数を作成することも
できます。

値:

taskflow

関連するオプション:

なし

task_time_to_live = 48 整数値 成功するか、失敗するかのいずれかの後にタスクが
ライブである期間 (時間単位)

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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work_dir = None 文字列値 非同期タスク操作に使用する作業ディレクトリーへ
の絶対パス。

ここで設定したディレクトリーは、通常、インポー
ト先ストアに送付する前にイメージを操作するため
に使用されます。

注記

work_dir の値を指定する際には、
同時タスクが領域を使い果たすこと
なく効率的に実行されるように、十
分な領域を確保してください。

大まかな予測は、平均のイメージサイズ (例:500
MB) に max_workers の数を掛けることで計算でき
ます。イメージサイズの推定は、実際のデプロイメ
ントの平均サイズに基づいて行う必要があります。
実行しているタスクの動作に応じて、この値に係数
を乗算しないといけない点に注意してください。た
とえば、イメージの変換が有効な場合は、利用可能
なサイズを 2 倍にしなければならない場合がありま
す。しかしながら、ここで紹介する計算方法は推測
用であり、最悪ケースのシナリオに基づいて計算を
行う必要があり、正しくなかった場合に対処できる
ように準備をしてください。

値:

作業ディレクトリーへの絶対パスを表す文
字列値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.1.25. taskflow_executor

以下の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [taskflow_executor] グループで利用可能なオプ
ションの概要をまとめたものです。

表3.24 taskflow_executor

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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conversion_format = 
None

文字列値 必要なイメージ変換形式を設定します。

Glance による消費のために保存する前にイメージを
変換する有効なイメージ形式を指定します。スト
レージインフラストラクチャーの帯域幅と使用状況
を効率的に処理できるように、特定のストレージ
バックエンドでは適切なイメージ形式への変換が必
要です。

デフォルトでは、conversion_format は設定され
ていないため、設定ファイルで明示的に設定する必
要があります。

このオプションで使用できる値は raw、qcow2、お
よび vmdk です。raw フォーマットは非構造化ディ
スクフォーマットであり、RBD または Ceph Storage
バックエンドがイメージストレージに使用される場
合に選択する必要があります。qcow2 は、動的に拡
張し、Copy on Write をサポートする QEMU エミュ
レーターによってサポートされています。vmdk
は、VMWare Workstation などの多くの一般的な仮想
マシンモニターでサポートされている別の一般的な
ディスク形式です。

値:

qcow2

raw

vmdk

関連するオプション:

disk_formats

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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engine_mode = parallel 文字列値 タスクフローエンジンモードを設定します。

タスクフローエンジンがホスト上のワーカーにタス
クをスケジュールするモードを設定する際の文字列
種別の値を指定します。このモードに基づいて、エ
ンジンは単一または複数のスレッドのいずれかでタ
スクを実行します。このオプションに使用できる値
は serial と parallel です。serial に設定すると、エ
ンジンは単一のスレッドですべてのタスクを実行
し、タスクは順次実行されます。これを parallel に
設定すると、エンジンは複数のスレッドでタスクを
実行するようになります。これにより、タスクは並
列で実行されます。

値:

serial

parallel

関連するオプション:

max_workers

max_workers = 10 整数値 エンジンの実行可能タスクの数を設定します。

ホストでインスタンス化できるワーカーの数を制限
する整数値を指定します。つまり、この数は、タス
クフローエンジンで同時に実行できる並列タスクの
数を定義します。エンジンモードが parallel に設定さ
れている場合に、この値を 1 より大きい値に設定でき
ます。

値:

1 以上の整数値

関連するオプション:

engine_mode

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.1.26. wsgi

次の表は、/etc/glance/glance-api.conf ファイルの [wsgi] グループで使用できるオプションの概要を
示しています。

表3.25 wsgi
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

python_interpreter = 
/usr/bin/python3

文字列値 外部プロセスを生成するときに使用する Python イン
タープリターへのパス。デフォルトでは、これは
sys.executable であり、Glance 自体を実行している
のと同じインタープリターである必要があります。
ただし、状況によっては (uwsgi など)、実際には
Python インタープリター自体を指していない場合が
あります。

task_pool_threads = 16 整数値 非同期タスクを処理するためのプール内の (ワーカー
プロセスごとの) スレッドの数。これは、各ワーカー
が一度に実行できる非同期タスク (イメージの相互運
用可能なインポートなど) の数を制御します。これが
大きすぎると、ワーカーあたりのメモリーフットプ
リントが増加したり、ディスクやアウトバウンド
ネットワーク帯域幅などの他のシステムリソースを
圧倒したりする 可能性 があります。これが小さすぎ
る場合、イメージのインポート要求は、スレッドが
処理を開始できるようになるまで待たなければなり
ません。

3.2. GLANCE-SCRUBBER.CONF

このセクションには、/etc/glance/glance-scrubber.conf ファイルのオプションが含まれます。

3.2.1. DEFAULT

以下の表は、/etc/glance/glance-scrubber.conf ファイルの [DEFAULT] グループで利用可能なオプ
ションの概要をまとめたものです。

.

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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allow_additional_image_p
roperties = True

ブール値 ユーザーがイメージに追加/カスタムの属性を追加で
きるようにします。

Glance は、すべてのイメージに表示される属性の標
準セット () スキーマ) を定義します。これらのプロ
パティーは、base properties とも呼ばれます。
Glance では、これらの属性に加え、カスタムプロパ
ティーをイメージに追加できます。これら
は、additional properties と呼ばれています。

デフォルトでは、この設定オプションは True に設
定され、ユーザーは追加のプロパティーを追加でき
ます。イメージに追加できる追加プロパティーの数
は、image_property_quota 設定オプションで制
御できます。

値:

True

False

関連するオプション:

image_property_quota

非推奨: Ussuri

理由: このオプションは冗長で
す。image_property_quota 設定オプションを使用
して、カスタムイメージプロパティーの使用を制御
します。このオプションは、Victoria の開発サイクル
中に削除される予定です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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api_limit_max = 1000 整数値 要求によって返されることのできる最大結果数。

limit_param_default のヘルプテキストで説明され
ているように、リクエストによっては複数の結果が
返される場合があります。返される結果の数は、要
求の limit パラメーターまたは 
limit_param_default 設定オプションで管理されま
す。いずれの場合もこの値が、この設定オプション
で定義される絶対最大値よりも大きくすることはで
きません。この値より大きいすべてのものは、ここ
で定義される最大値にトリミングされます。

注記

これを非常に大きな値に設定する
と、データベースのクエリーが遅く
なり、応答時間が長くなる可能性が
あります。これを非常に低い値に設
定すると、ユーザーエクスペリエン
スが低下してしまう可能性がありま
す。

値:

任意の正の整数

関連するオプション:

limit_param_default

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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daemon = False ブール値 スクラバーをデーモンとして実行します。

このブール値設定オプションは、スクラバーが、イ
メージをスクラブするのに一定間隔で起動する長時
間実行プロセスとして実行されるかどうかを示しま
す。起動の間隔は、設定オプション wakeup_time
を使用して指定できます。

この設定オプションがデフォルト値の False に設定
されている場合、スクラバーはイメージのスクラブ
のために 1 回動作して終了します。この場合、運用者
がイメージの継続的なスクラビングを実装する場
合、スクラバーは cron ジョブとしてスケジュールす
る必要があります。

値:

True

False

関連するオプション:

wakeup_time

debug = False ブール値 true に設定すると、ログレベルはデフォルトの INFO
レベルではなく DEBUG に設定されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

第3章 GLANCE

295



default_log_levels = 
['amqp=WARN'、
'amqplib=WARN'、
'boto=WARN'、
'qpid=WARN'、
'sqlalchemy=WARN'、
'suds=INFO'、
'oslo.messaging=INFO'、
'oslo_messaging=INFO'、
'iso8601=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.connectionpool=WARN'
、
'urllib3.connectionpool=
WARN'、
'websocket=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.util.retry=WARN'、
'urllib3.util.retry=WARN'
、
'keystonemiddleware=WA
RN'、
'routes.middleware=WAR
N'、'stevedore=WARN'、
'taskflow=WARN'、
'keystoneauth=WARN'、
'oslo.cache=INFO'、
'oslo_policy=INFO'、
'dogpile.core.dogpile=INF
O']

リスト値 logger=LEVEL ペアのパッケージロギングレベルのリ
スト。このオプションは、log_config_append が設定
されている場合は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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delayed_delete = False ブール値 削除をオン/オフにします。

通常、イメージが削除されると、glance-api サービ
スはイメージを delete 状態にし、同時にそのデータ
を削除します。遅延削除とは、Glance の機能のひと
つで、イメージデータの実際の削除を (設定オプショ
ン scrub_time で決定される) 後の時点まで遅らせ
るものです。遅延削除が有効になると、glance-api
サービスは削除時にイメージを pending_delete の
状態に入れ、イメージが scrubber のストレージバッ
クエンドに残され、後で削除されるようにします。
イメージスクラバは、イメージデータの削除に成功
すると、イメージを deleted 状態に移行させます。

注記

遅延削除をオンにすると、バックエ
ンドのストレージが不要な使用で
いっぱいになるのを防ぐために、イ
メージスクラバを定期的なタスクと
して実行しなければなりません。

値:

True

False

関連するオプション:

scrub_time

wakeup_time

scrub_pool_size

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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digest_algorithm = 
sha256

文字列値 デジタル署名に使用するダイジェストアルゴリズ
ム。

デジタル署名の生成に使用するダイジェストアルゴ
リズムを表す文字列値を指定します。デフォルトで
は sha256 が使用されます。

プラットフォームの OpenSSL バージョンでサポー
トされる利用可能なアルゴリズムのリストを取得す
るには、コマンド openssl list-message-digest-
algorithms を実行します。たとえ
ば、sha1、sha256、および sha512 です。

注記

digest_algorithm は Glance のイ
メージの署名および検証に関連しま
せん。これは、証明書ファイルと
キーファイル検証の一部として汎用
一意識別子 (UUID) に署名するため
に使用されます。

値:

OpenSSL メッセージダイジェストアルゴリ
ズム ID

関係オプション:

なし

enabled_import_methods 
= ['glance-direct', 'web-
download', 'copy-image']

リスト値 有効なイメージのインポートメソッドの一覧

'glance-direct', 'copy-image' and 'web-
download' are enabled by default.

    Related options:
** [DEFAULT]/node_staging_uri

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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enforce_secure_rbac = 
False

ブール値 OpenStack 全体で使用される一般的なペルソナ定義
に基づいて API アクセスを強制します。このオプ
ションを有効にすると、member ロールの背後で、
プライベートイメージの作成や共有イメージのス
テータスの更新など、プロジェクト固有の読み取り/
書き込み操作が形式化されます。また、reader ロー
ルの背後で、プロジェクト内のプライベートイメー
ジをリスト表示するなど、プロジェクト固有の API
操作に役立つ読み取り専用バリアントを形式化しま
す。

オペレーターはこの機会に、glance の新しいイメー
ジポリシーを理解し、デプロイメントでの割り当て
を監査し、keystone のデフォルトロール
(admin、member、reader など) を使用して権限
を更新する必要があります。

関連するオプション:

[oslo_policy]/enforce_new_defaults

非推奨: Wallaby

理由: このオプションは、一般的な RBAC ペルソナに
基づいて承認を実施することを選択することをオペ
レーターに要求するために導入されました。これは
Wallaby リリースの時点で実験的です。この動作はデ
フォルトであり、将来のリリースでは STABLE にな
り、このオプションを削除できるようになります。

fatal_deprecations = 
False

ブール値 非推奨の致命的なステータスを有効または無効にし
ます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

第3章 GLANCE

299



hashing_algorithm = 
sha512

文字列値 os_hash_value プロパティーの計算に使用される安
全なハッシュアルゴリズム。

このオプションは、os_hash_algo と os_hash_value
の 2 つのイメージ属性で設定される Glance の
multihash を設定します。os_hash_algo はこの設定
オプションの値によって入力され、os_hash_value
は、アルゴリズムがアップロードまたはインポート
されたイメージデータに適用されると計算された
hexdigest によって入力されます。

この値は、python hashlib ライブラリーが認識する
有効なセキュアなハッシュアルゴリズム名である必
要があります。Glance インストールで使用されてい
るライブラリーのバージョンの
hashlib.algorithms_available データメンバーを調べ
ることで、これらを確認することができます。ただ
し、相互運用性のため
に、hashlib.algorithms_guaranteed データメンバー
が提供する安全なハッシュ名のセットを使用するこ
とが推奨されます。これは、すべてのプラット
フォームの hashlib ライブラリーでサポートされるこ
とが保証されているためです。したがって、hashlib
を使用するイメージコンシューマーは、イメージの
os_hash_value を検証できるはずです。

sha512 のデフォルト値は、高性能なハッシュアルゴ
リズムです。

このオプションの設定が間違っていると、イメージ
データの格納試行は失敗します。このため、デフォ
ルト値を使用することが推奨されます。

値:

Python hashlib ライブラリーが認識するセ
キュアなハッシュアルゴリズム名

関連するオプション:

なし

image_location_quota = 
10

整数値 イメージで許可される場所の最大数。

負の値は無制限として解釈されます。

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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image_member_quota = 
128

整数値 1 イメージあたりのイメージメンバーの最大数。

これにより、イメージが共有できるユーザーの最大
数が制限されます。負の値は無制限として解釈され
ます。

関連するオプション:

なし

image_property_quota = 
128

整数値 イメージで許可されるプロパティーの最大数。

これにより、イメージに割り当てることができる追
加のプロパティーの数の上限が適用されます。負の
値は無制限として解釈されます。

注記

追加のプロパティーが無効の場合、
影響はありませ
ん。allow_additional_image_pr
operties を参照してください。

関連するオプション:

allow_additional_image_properties

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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image_size_cap = 
1099511627776

整数値 ユーザーがアップロードできるイメージの最大サイ
ズ (バイト単位)。

上記のサイズより大きいイメージをアップロードす
ると、イメージの作成に失敗します。このオプショ
ンはデフォルトで 1099511627776 バイト (1 TiB) に設
定されます。

注記:

この値は、慎重に検討した後にのみ増やす
必要があり、8 EiB
(9223372036854775808) 以下を設定する
必要があります。

この値は、バックエンドストレージ容量を
慎重に検討して設定する必要があります。
この値を非常に小さい値に設定すると、イ
メージが多数失敗する可能性があります。
また、この値を非常に大きな値に設定する
と、ストレージの使用が速くなる可能性が
あります。したがって、これは、利用可能
なイメージおよび利用可能なストレージ容
量の性質に応じて設定される必要がありま
す。

値:

9223372036854775808 未満の正数

image_tag_quota = 128 整数値 イメージで許可されるタグの最大数。

負の値は無制限として解釈されます。

関連するオプション:

なし

instance_format = [instance: %
(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンスの形式。

instance_uuid_format =
[instance: %(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンス UUID の形
式。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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limit_param_default = 25 整数値 リクエストに対して返すデフォルトの結果数。

リストイメージなどの特定の API リクエストへの応
答により、複数のアイテムが返される場合がありま
す。返される結果の数は、API 要求で limit パラメー
ターを指定して明示的に制御できます。ただ
し、limit パラメーターが指定されていない場合、こ
の設定値は API 要求に対して返される結果のデフォ
ルト数として使用されます。

注記:

このオプションの値は、api_limit_max で
指定された値よりも大きくすることはでき
ません。

これを非常に大きな値に設定すると、デー
タベースのクエリーが遅くなり、応答時間
が長くなる可能性があります。これを非常
に低い値に設定すると、ユーザーエクスペ
リエンスが低下してしまう可能性がありま
す。

値:

任意の正の整数

関連するオプション:

api_limit_max

log-config-append = None 文字列値 ロギング設定ファイルの名前。このファイルは、既
存のロギング設定ファイルに追加されます。ロギン
グ設定ファイルの詳細は、Python のロギングモ
ジュールのドキュメントを参照してください。ロギ
ング設定ファイルを使用すると、すべてのロギング
設定が設定ファイルで設定され、その他のロギング
設定オプションは無視されます (例:log-date-
format)。

log-date-format = %Y-%m-
%d %H:%M:%S

文字列値 ログレコードの %%(asctime)s のフォーマット文字列
を定義します。デフォルト:%(default)sこのオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

log-dir = None 文字列値 (オプション)log_file の相対パスに使用されるベース
ディレクトリー。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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log-file = None 文字列値 (オプション) ロギング出力を送信するログファイル
の名前。デフォルトが設定されていない場合、ロギ
ングは use_stderr で定義されているように stderr に
送信されます。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log_rotate_interval = 1 整数値 ログファイルがローテーションされるまでの時間。
このオプションは、log_rotation_type が interval に
設定されていない限り無視されます。

log_rotate_interval_type = 
days

文字列値 ローテーション間隔の種別。次のローテーションを
スケジューリングする際に、最後のファイル変更の
時刻 (またはサービスの起動時刻) が使用されます。

log_rotation_type = none 文字列値 ログローテーションの種別。

logging_context_format_
string = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[%(request_id)s %
(user_identity)s] %
(instance)s%(message)s

文字列値 コンテキスト付きログメッセージに使用するフォー
マット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_debug_format_s
uffix = %(funcName)s %
(pathname)s:%(lineno)d

文字列値 メッセージのロギングレベルが DEBUG の場合にロ
グメッセージに追加する追加のデータ。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_default_format_s
tring = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[-] %(instance)s%
(message)s

文字列値 コンテキストが定義されていない場合に、ログメッ
セージに使用するフォーマット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_exception_prefix 
= %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
ERROR %(name)s %
(instance)s

文字列値 この形式で、例外出力の各行の前に接頭辞が付けら
れます。oslo_log.formatters.ContextFormatter によ
り使用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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logging_user_identity_for
mat = %(user)s %
(tenant)s %(domain)s %
(user_domain)s %
(project_domain)s

文字列値 logging_context_format_string で使用される %
(user_identity)s のフォーマット文字列を定義しま
す。oslo_log.formatters.ContextFormatter により使
用されます。

max_logfile_count = 30 整数値 ローテーションされたログファイルの最大数。

max_logfile_size_mb = 
200

整数値 ログファイルの最大サイズ (MB 単位)。
log_rotation_type が size に設定されていない場合
は、このオプションは無視されます。

metadata_encryption_key 
= None

文字列値 ストアの場所のメタデータを暗号化する際の AES
鍵。

Glance ストアメタデータの暗号化に使用する AES 暗
号化を表す文字列値を指定します。

注記

使用する AES 鍵は、長さ 16、24、
または 32 バイトのランダムな文字
列に設定する必要があります。

値:

有効な AES 鍵を表す文字列値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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node_staging_uri = 
file:///tmp/staging/

文字列値 URL は一時データが保存される場所を指定します。

このオプションは、Glance の内部使用専用です。
Glance は、イメージのインポートプロセス中、ユー
ザーがアップロードしたイメージデータを ステージ
ング エンドポイントに保存します。

このオプションは、ステージング API エンドポイン
トを一切変更しません。

注記

[task]/work_dir と同じパスを使用す
ることは推奨されません。

注記

file://<absolute-directory-path> is
the only option api_image_import
flow will support for now.

注記

ステージングパスは、すべての
Glance API ノードからアクセス可能
な共有ファイルシステム上になけれ
ばなりません。

値:

file:// で始まり、ファイルシステムの絶対
パスが続く文字列

関連するオプション:

[task]/work_dir

publish_errors = False ブール値 エラーイベントの公開を有効または無効にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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pydev_worker_debug_ho
st = None

ホストのアドレス
値

pydev サーバーのホストアドレス。

デバッグに使用する pydev サーバーのホスト名また
は IP を表す文字列値を指定します。pydev サーバー
はこのアドレスでデバッグ接続をリッスンし、
Glance でのリモートデバッグを容易にします。

値:

有効なホスト名

有効な IP アドレス

関連するオプション:

なし

pydev_worker_debug_po
rt = 5678

ポート値 pydev サーバーがリッスンするポート番号。

pydev サーバーをバインドするポート番号を指定し
ます。pydev プロセスはこのポートでデバッグ接続
を受け入れ、Glance でのリモートデバッグを容易に
します。

値:

有効なポート番号

関連するオプション:

なし

rate_limit_burst = 0 整数値 rate_limit_interval ごとのログ記録されたメッセージ
の最大数。

rate_limit_except_level = 
CRITICAL

文字列値 レート制限で使用されるログレベル名:CRITICAL、
ERROR、INFO、WARNING、DEBUG または空の文
字列。rate_limit_except_level 以上のレベルのログは
フィルターされません。空の文字列は、すべてのレ
ベルがフィルターされることを意味します。

rate_limit_interval = 0 整数値 ログのレート制限の間隔 (秒数)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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restore = None 文字列値 イメージのステータスを pending_delete から active
に復元します。

このオプションは、イメージが誤って削除され、
Glance で削除の保留 機能が有効な場合に、管理者が
イメージのステータスを pending_delete から active
にリセットする際に使用されます。イメージデータ
の不整合を避けるために、イメージを復元する前に
glance-scrubber デーモンが停止していることを確認
してください。

値:

イメージの uuid

scrub_pool_size = 1 整数値 イメージのスクラビングに使用されるスレッドプー
ルのサイズ。

スクラブするイメージが多数ある場合には、スクラ
ブキューが制御された状態に維持され、バックエン
ドストレージがタイムリーに要求されるように、イ
メージを並行してスクラブすると便利です。この設
定オプションは、並行してスクラブされるイメージ
の最大数を示します。デフォルト値は 1 で、シリアル
スクラビングを意味します。1 を超える値はすべて、
並列スクラビングを意味します。

値:

ゼロ以外の正の整数

関連するオプション:

delayed_delete

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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scrub_time = 0 整数値 イメージのスクラビングを遅延させる時間 (秒単
位)。

遅延削除がオンの場合、スクラバーがそのイメージ
データを削除するまで、イメージは削除時に 
pending_delete 状態になります。通常、イメージ
が pending_delete 状態になると、すぐにスクラビ
ングできます。ただし、この設定オプションを使用
して、後の時点までスクラビングを遅らせることが
できます。このオプションは、スクラビングできる
まで、イメージが pending_delete 状態である期間
を示します。

これによりストレージに影響が出ることを認識する
ことが重要です。scrub_time の値が大きいほど、
削除されるイメージからバックエンドストレージを
再要求する時間が長くなります。

値:

負の値以外の整数

関連するオプション:

delayed_delete

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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show_image_direct_url = 
False

ブール値 イメージを返す際に直接イメージの場所を示しま
す。

この設定オプションは、イメージの詳細をユーザー
に返すときに直接イメージの場所を表示するかどう
かを指定します。直接イメージの場所は、バックエ
ンドストレージ内でイメージデータが保存される場
所です。このイメージの場所は、イメージ属性 
direct_url セクションに表示されます。

イメージに対して複数のイメージの場所が存在する
場合には、設定オプション location_strategy で示
される場所ストラテジーに基づいて、最適な場所が
表示されます。

注記:

イメージの場所を表示すると、イメージの
場所に認証情報が含まれることがあるた
め、重大なセキュリティーリスクが発生す
る可能性があります。したがって、これは
デフォルトで False に設定されています。
設定の意味するところを理解している場合
に限り、細心の注意を払ってこのオプショ
ンを True に設定してください。

運用者がユーザーにイメージの場所を表示
しないことを希望する場合は、このオプ
ションと show_multiple_locations の両
方を False に設定する必要があります。

値:

True

False

関連するオプション:

show_multiple_locations

location_strategy

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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show_multiple_locations 
= False

ブール値 イメージを返す際にすべてのイメージの場所を示し
ます。

この設定オプションは、イメージの詳細をユーザー
に返すときにすべてのイメージの場所を表示するか
どうかを指定します。イメージに対して複数のイ
メージの場所が存在する場合には、設定オプション 
location_strategy で示される場所ストラテジーに
基づいて、場所が順番に表示されます。イメージの
場所は、イメージ属性 locations セクションに表示
されます。

注記:

イメージの場所を表示すると、イメージの
場所に認証情報が含まれることがあるた
め、重大なセキュリティーリスクが発生す
る可能性があります。したがって、これは
デフォルトで False に設定されています。
設定の意味するところを理解している場合
に限り、細心の注意を払ってこのオプショ
ンを True に設定してください。

詳細
は、https://wiki.openstack.org/wiki/OSSN/
OSSN-0065 を参照してください。

運用者がユーザーにイメージの場所を表示
しないことを希望する場合は、このオプ
ションと show_image_direct_url の両方
を False に設定する必要があります。

値:

True

False

関連するオプション:

show_image_direct_url

location_strategy

非推奨となったバージョン： Newton

*理由:* Newton 以降非推奨になったこのオプション
の使用はセキュリティーリスクであり、現在このオ
プションを必要とするそれらのユースケースを満た
す方法がわかれば削除されます。ポリシーを使用す
ることで同じ機能をより細かい粒度で実現できると
いう以前の通知は、正しくありません。ポリシー設
定でこのオプションを回避することが取るべき修正
の方向と考えていますが、現在、この方法で回避す
ることはできません。この問題への対処に関する最
新の進捗状況を把握するために、常に Glance のリ
リースノートに注意を払ってください。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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syslog-log-facility = 
LOG_USER

文字列値 ログ行を受け取る syslog ファシリティー。このオプ
ションは、log_config_append が設定されている場合
は無視されます。

use-journal = False ブール値 ロギング用の journald を有効にします。systemd 環
境で実行している場合は、ジャーナルサポートを有
効にしたい場合があります。その場合、ログメッ
セージに加えて構造化されたメタデータが含まれる
journal ネイティブプロトコルが使用されます。この
オプションは、log_config_append が設定されている
場合は無視されます。

use-json = False ブール値 ロギングに JSON 形式を使用します。このオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

use-syslog = False ブール値 ロギングに syslog を使用します。既存の syslog 形式
は非推奨であり、後に RFC5424 に従うように変更
されます。このオプションは、log_config_append が
設定されている場合は無視されます。

use_eventlog = False ブール値 出力を Windows イベントログに記録します。

use_stderr = False ブール値 出力を標準エラーに記録します。このオプション
は、log_config_append が設定されている場合は無視
されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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user_storage_quota = 0 文字列値 テナントごとのイメージストレージの最大容量。

これにより、全ストアにわたってテナントのすべて
のイメージによって消費される累積ストレージに上
限が適用されます。これはテナントごとの制限で
す。

この設定オプションのデフォルトの単位はバイトで
す。ただし、ストレージの単位は、大文字/小文字を
区別する文字B、KB、MB、GB、および TBを使用
して指定することができ、それぞれバイト、キロバ
イト、メガバイト、ギガバイト、およびテラバイト
を表します。値と単位の間にはスペースを入れない
でください。値 0 は、クォータが適用されないこと
を意味します。負の値は無効で、エラーが発生しま
す。

値:

上記のように、ストレージの値を表す負で
はない整数とストレージの単位を表すオプ
ションの文字列の有効な組み合わせである
文字列。

関連するオプション:

なし

wakeup_time = 300 整数値 スクラバーがデーモンモードで実行される間隔 (秒単
位)。

スクラバーは、cron ジョブまたはデーモンのいずれ
かとして実行できます。デーモンとして実行する場
合、この設定時間は 2 つの実行の間隔を指定しま
す。スクラバーが起動すると、scrub_time を考慮
した後に、スクラブできるすべての 
pending_delete イメージを取得してスクラブしま
す。

起動間隔が大きな数値に設定されている場合には、
実行ごとに多数のイメージがスクラブされる可能性
があります。これにより、バックエンドストレージ
が再要求される速度にも影響が出ます。

値:

負の値以外の整数

関連するオプション:

daemon

delayed_delete

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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watch-log-file = False ブール値 ファイルシステムを監視するように設計されたログ
ハンドラーを使用します。ログファイルが移動また
は削除されると、このハンドラーは、指定されたパ
スで新しいログファイルを即時に開きます。これ
は、log_file オプションを指定し、Linux プラット
フォームが使用される場合にのみ有効です。このオ
プションは、log_config_append が設定されている場
合は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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worker_self_reference_url
= None

文字列値 このワーカーへの URL。

これが設定されている場合、他のグランスワーカー
は、必要に応じてこのワーカーに直接連絡する方法
を知っています。イメージのインポートの場合、1 人
のワーカーがイメージをステージングし、他のワー
カーがインポートリクエストを適切なワーカーにプ
ロキシーできる必要があります。

設定されていない場合、これは public_endpoint
と見なされ、通常はすべてのワーカーで同じ値に設
定され、プロキシー動作を効果的に無効にします。

値:

このワーカーが他のワーカーから到達可能
な URL

関連するオプション:

public_endpoint

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.2.2. database

以下の表は、/etc/glance/glance-scrubber.conf ファイルの [database] グループで利用可能なオプ
ションの概要をまとめたものです。

表3.26 database

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backend = sqlalchemy 文字列値 データベースに使用するバックエンド。

connection = None 文字列値 データベースへの接続に使用する SQLAlchemy 接続
文字列。

connection_debug = 0 整数値 SQL デバッグ情報の冗長性: 0=なし、100=すべて。

`connection_parameters = ` 文字列値 接続時に接続 URL に追加するオプションの URL パ
ラメーター。param1=value1&param2=value2&…​ とし
て指定します。

connection_recycle_time 
= 3600

整数値 この秒数より長く接続プールに存在していた接続
は、次にプールからチェックアウトされたときに新
しい接続に置き換えられます。

connection_trace = False ブール値 Python スタックトレースをコメント文字列として
SQL に追加します。
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db_inc_retry_interval = 
True

ブール値 True の場合には、db_max_retry_interval までのデー
タベース操作の再試行回数を長くします。

db_max_retries = 20 整数値 エラーが発生する前に接続エラーまたはデッドロッ
クが発生した場合の最大再試行。再試行回数を無限
に指定するには -1 に設定します。

db_max_retry_interval = 
10

整数値 db_inc_retry_interval が設定されている場合は、デー
タベース操作を再試行するまでの最大秒数です。

db_retry_interval = 1 整数値 データベーストランザクションの再試行間の秒数。

max_overflow = 50 整数値 設定されている場合、この値を SQLAlchemy で
max_overflow に使用します。

max_pool_size = 5 整数値 プールに開いたままにする SQL 接続の最大数。値を
0 に設定すると無制限を意味します。

max_retries = 10 整数値 起動時のデータベース接続の最大再試行数。再試行
回数を無限に指定するには -1 に設定します。

mysql_enable_ndb = 
False

ブール値 True の場合には、MySQL Cluster (NDB) の処理のサ
ポートを透過的に有効にします。

mysql_sql_mode = 
TRADITIONAL

文字列値 MySQL セッションに使用する SQL モード。このオ
プション (デフォルトを含む) は、サーバーセット
SQL モードを上書きします。サーバー設定で設定さ
れた SQL モードを使用するには、これを no value に
設定します。例: mysql_sql_mode=

pool_timeout = None 整数値 設定されている場合は、この値を SQLAlchemy で
pool_timeout に使用します。

retry_interval = 10 整数値 SQL 接続を開く再試行の間隔。

slave_connection = None 文字列値 スレーブデータベースへの接続に使用する
SQLAlchemy 接続文字列。

sqlite_synchronous = 
True

ブール値 True の場合、SQLite は同期モードを使用します。

use_db_reconnect = 
False

ブール値 失われた接続でデータベースの実験的な使用を有効
にします。

use_tpool = False ブール値 すべての DB API 呼び出しのスレッドプールの実験的
な使用を有効にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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3.2.3. glance_store

以下の表は、/etc/glance/glance-scrubber.conf ファイルの [glance_store] グループで利用可能なオプ
ションの概要をまとめたものです。

表3.27 glance_store

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

cinder_api_insecure = 
False

ブール値 cinder に対するセキュアではない SSL リクエストの
実行を許可します。

このオプションが True に設定されている場合、
HTTPS エンドポイント接続は 
cinder_ca_certificates_file オプションで指定さ
れた CA 証明書ファイルを使用して検証されます。

値:

True

False

関連するオプション:

cinder_ca_certificates_file

cinder_ca_certificates_fil
e = None

文字列値 cinder クライアントリクエストに使用する CA 証明
書ファイルの場所。

CA 証明書ファイルが設定されている場合、指定され
たファイルが、HTTPS エンドポイントを使用した
cinder 接続の検証に使用されます。エンドポイント
が HTTP の場合、この値は無視されます。検証を有
効にするには、cinder_api_insecure を True に設
定する必要があります。

値:

CA 証明書ファイルへのパス

関連するオプション:

cinder_api_insecure
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cinder_catalog_info = 
volumev3::publicURL

文字列値 サービスカタログで cinder を検索する際に照合する
情報。

cinder_endpoint_template が設定されておら
ず、cinder_store_auth_address、cinder_stor
e_user_name、cinder_store_project_name、
cinder_store_password のいずれも設定されてい
ない場合、cinder store はこの情報を使用して、現在
のコンテキストでサービスカタログから cinder エン
ドポイントを検索しま
す。cinder_os_region_name が設定されている
場合は、適切なエンドポイントを取得するために考
慮されます。

サービスカタログは、openstack catalog list コマ
ンドでリスト表示できます。

値:

次の形式の文字列: <service_type>:
<service_name>:<interface> 少なくと
も service_type および interface を指定
する必要があります。service_name は省
略できます。

関連するオプション:

cinder_os_region_name

cinder_endpoint_template

cinder_store_auth_address

cinder_store_user_name

cinder_store_project_name

cinder_store_password

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_endpoint_templat
e = None

文字列値 cinder エンドポイントのテンプレートでサービスカ
タログの検索を上書きします。

このオプションを設定すると、サービスカタログか
ら検索するのではなく、この値を使用して cinder エ
ンドポイントが生成されま
す。cinder_store_auth_address、cinder_stor
e_user_name、cinder_store_project_name、
および cinder_store_password が指定されている
場合には、この値は無視されます。

この設定オプションが設定されている場
合、cinder_catalog_info は無視されます。

値:

cinder エンドポイントの URL テンプレート
文字列。ここで、%%(tenant)s は現在の
テナント (プロジェクト) 名に置き換えま
す。
例:http://cinder.openstack.example.or
g/v2/%%(tenant)s

関連するオプション:

cinder_store_auth_address

cinder_store_user_name

cinder_store_project_name

cinder_store_password

cinder_catalog_info

cinder_enforce_multipath 
= False

ブール値 これが True に設定されている場合、multipathd が実
行されていない場合、イメージ転送用のボリューム
のアタッチが中断されます。それ以外の場合は、単
一のパスにフォールバックします。

値:

True か False

関連するオプション:

cinder_use_multipath

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_http_retries = 3 整数値 失敗した http 呼び出しでの cinderclient のリトライ
回数。

何らかのエラーによって呼び出しに失敗すると、
cinderclient は数秒スリープした後に呼び出しを指定
の回数までリトライします。

値:

正の整数

関連するオプション:

なし

cinder_mount_point_bas
e = /var/lib/glance/mnt

文字列値 glance ノードで NFS ボリュームがマウントされる
ディレクトリー。

値:

マウントポイントの絶対パスを表す文字
列。

cinder_os_region_name = 
None

文字列値 サービスカタログから cinder サービスを検索する際
のリージョン名。

これは、cinder_catalog_info を使用してエンドポ
イントを決定する場合にのみ使用されます。これが
設定されている場合、このノードによる cinder エン
ドポイントの検索は、指定のリージョンにフィル
ターされます。これは、カタログに複数のリージョ
ンがリスト表示される場合に役立ちます。これが設
定されていない場合、エンドポイントはすべての
リージョンから検索されます。

値:

有効なリージョン名である文字列。

関連するオプション:

cinder_catalog_info

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_state_transition_ti
meout = 300

整数値 cinder ボリュームの遷移が完了するまで待機する時
間 (秒単位)。

ボリュームデータの読み取り/書き込みを行うため
に、cinder ボリュームを作成、削除、または glance
ノードにアタッチすると、ボリュームの状態が変更
されます。たとえば、新規作成されたボリュームの
ステータスは、作成プロセスの完了後に creating か
ら available に変わります。このオプションは、ス
テータス変更を待機する最大時間を指定します。待
機時間がタイムアウトするか、ステータスが予期し
ない値に変更される場合 (errorなど)、イメージの作
成は失敗します。

値:

正の整数

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_store_auth_addre
ss = None

文字列値 cinder 認証サービスがリッスンしているアドレス。

cinder_store_auth_address、cinder_store_u
ser_name、cinder_store_project_name、およ
び cinder_store_passwordオプションのすべてが
指定された場合、指定した値は常に認証に使用され
ます。これは、イメージサービスに固有のプロジェ
クト/テナントにイメージボリュームを保存すること
により、ユーザーからイメージボリュームを隠すの
に役立ちます。また、ユーザーは glance の ACL の
制御下で、他のプロジェクト間でイメージボリュー
ムを共有できます。

これらのオプションのいずれかが設定されていない
場合、cinder エンドポイントはサービスカタログか
ら検索され、現在のコンテキストのユーザーとプロ
ジェクトが使用されます。

値:

有効な認証サービスアドレス
(例:http://openstack.example.org/iden
tity/v2.0)。

関連するオプション:

cinder_store_user_name

cinder_store_password

cinder_store_project_name

cinder_store_password = 
None

文字列値 cinder に対して認証を行うユーザーのパスワード。

このオプションは、以下の関連オプションすべてと
共に使用する必要があります。これらのいずれかが
指定されていない場合は、現在のコンテキストの
ユーザーが使用されます。

値:

cinder_store_user_nameで指定した
ユーザーの有効なパスワード

関連するオプション:

cinder_store_auth_address

cinder_store_user_name

cinder_store_project_name

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

Red Hat OpenStack Platform 17.1 設定の参照

322



cinder_store_project_na
me = None

文字列値 cinder にイメージボリュームが保存されるプロジェ
クト名。

この設定オプションが設定されていない場合は、現
在のコンテキストのプロジェクトが使用されます。

このオプションは、以下の関連オプションすべてと
共に使用する必要があります。これらのいずれかが
指定されていない場合は、現在のコンテキストのプ
ロジェクトが使用されます。

値:

有効なプロジェクト名

関連するオプション:

cinder_store_auth_address

cinder_store_user_name

cinder_store_password

cinder_store_user_name 
= None

文字列値 cinder に対して認証を行うためのユーザー名。

このオプションは、以下の関連オプションすべてと
共に使用する必要があります。これらのいずれかが
指定されていない場合は、現在のコンテキストの
ユーザーが使用されます。

値:

有効なユーザー名

関連するオプション:

cinder_store_auth_address

cinder_store_password

cinder_store_project_name

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_use_multipath = 
False

ブール値 デプロイメントでマルチパスがサポートされるかど
うかを識別するためのフラグ。

マルチパスがサポートされない場合は、False に設定
します。

値:

True か False

関連するオプション:

cinder_enforce_multipath

cinder_volume_type = 
None

文字列値 cinder でのボリュームの作成に使用されるボリュー
ム種別。

一部の cinder バックエンドには、ストレージの使用
を最適化するための複数のボリューム種別が含まれ
る場合があります。このオプションを追加すると、
運用者はイメージに対して最適化できる特定のボ
リューム種別を cinder で選択することができます。

これが設定されていない場合には、cinder 設定で指
定したデフォルトのボリューム種別がボリュームの
作成に使用されます。

値:

cinder からの有効なボリューム種別

関連するオプション:

なし

注記

NFS バックエンドに関連付けられた
暗号化された volume_type は使用で
きません。NFS バックエンドに保存
されている暗号化されたボリューム
は、glance_store がそのボリューム
に保存されているイメージデータの
書き込みまたはアクセスを試みるた
びに、例外を発生させます。Cinder
管理者に相談して、適切な
volume_type を決定してください。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default_store = file 文字列値 イメージの保存に使用するデフォルトのスキーム。

イメージの保存に使用するデフォルトのスキームを
表す文字列値を指定します。設定されていない場
合、Glance は file をデフォルトのスキームとして使
用して file ストアでイメージを保存します。

注記

この設定オプションに指定する値
は、stores 設定オプションで登録さ
れたストアの有効なスキームである
必要があります。

値:

file

Filesystem

http

https

swift

swift+http

swift+https

swift+config

rbd

cinder

vsphere

s3

関連するオプション:

stores

非推奨となったバージョン： Rocky

理由: このオプションは、''default_store'' 設定オプ
ションと同様に機能する新しい設定オプション
''default_backend'' によって非推奨となりました。

このオプションは、U 開発サイクルで削除される予
定です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default_swift_reference = 
ref1

文字列値 デフォルトの Swift アカウント/バッキングストアパ
ラメーターへの参照。

イメージストレージに swift アカウント/バッキング
ストアを使用するのに必要なデフォルトのパラメー
ターセットへの参照を表す文字列値を指定します。
この設定オプションのデフォルト参照値は ref1 で
す。この設定オプションはパラメーターを逆参照
し、新しいイメージが追加されるたびに Swift スト
レージバックエンドでのイメージ保管を容易にしま
す。

値:

有効な文字列値

関連するオプション:

なし

filesystem_store_chunk_
size = 65536

整数値 チャンクサイズ (バイト単位)。

イメージファイルの読み取り/書き込み時に使用され
るチャンクサイズ。この値を大きくするとスルー
プットが向上しますが、大量のリクエストを処理す
る際にメモリー使用量が若干増加する場合もありま
す。

以下の値を使用できます。

任意の正の整数値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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filesystem_store_datadir 
= /var/lib/glance/images

文字列値 ファイルシステムのバックエンドストアがイメージ
を書き込むディレクトリー。

起動時に、Glance はディレクトリーが存在しない場
合は作成し、glance-api が実行されるユーザーへの
書き込みアクセスを検証します。書き込みアクセス
が使用できない場合は、BadStoreConfiguration
例外が発生し、ファイルシステムストアが新しいイ
メージの追加に利用できないことがあります。

注記

このディレクトリーは、ファイルシ
ステムストアがストレージバックエ
ンドとして使用される場合にのみ使
用されま
す。filesystem_store_datadir ま
たは filesystem_store_datadirs
オプションのいずれかを glance-
api.conf で指定する必要がありま
す。両方のオプションを指定する
と、BadStoreConfiguration が発
生し、ファイルシステムストアが新
しいイメージの追加に利用できない
ことがあります。

値:

ディレクトリーへの有効なパス

関連するオプション:

filesystem_store_datadirs

filesystem_store_file_perm

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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filesystem_store_datadirs 
= None

多値 ファイルシステムのバックエンドストアがイメージ
を書き込むディレクトリーとその優先順位のリス
ト。

filesystem_store_datadir 設定オプションで指定
した単一のディレクトリーを使用する場合とは対照
的に、ファイルシステムストアは複数のディレクト
リーにイメージを格納するように設定できます。複
数のディレクトリーを使用する場合、各ディレクト
リーには、使用される優先順位を指定するオプショ
ンの優先度を指定できます。優先度は、ディレクト
リーパスとコロンで組み合わされる整数で、値が大
きいほど優先度が高くなります。2 つのディレクト
リーの優先度が同じ場合は、空き容量が最も多い
ディレクトリーが使用されます。優先度を指定しな
いと、デフォルトでゼロに設定されます。

複数のストアディレクトリーを持つファイルシステ
ムストアの設定に関する詳細
は、https://docs.openstack.org/glance/latest/confi
guration/configuring.htmlを参照してください。

注記

このディレクトリーは、ファイルシ
ステムストアがストレージバックエ
ンドとして使用される場合にのみ使
用されま
す。filesystem_store_datadir ま
たは filesystem_store_datadirs
オプションのいずれかを glance-
api.conf で指定する必要がありま
す。両方のオプションを指定する
と、BadStoreConfiguration が発
生し、ファイルシステムストアが新
しいイメージの追加に利用できない
ことがあります。

値:

以下の形式の文字列のリスト:

<a valid directory path>:<optional 
integer priority>

関連するオプション:

filesystem_store_datadir

filesystem_store_file_perm

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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filesystem_store_file_per
m = 0

整数値 イメージファイルへのファイルアクセスパーミッ
ション。

イメージデータへの目的のファイルアクセスパー
ミッションを設定します。これにより、Nova などの
他のサービスがファイルシステムストアから直接イ
メージを使用できるようにすることができます。ア
クセスが付与されるサービスを実行中のユーザー
は、作成されるファイルを所有しているグループの
メンバーにすることができます。この設定オプショ
ンにゼロ以下の値を割り当てることは、デフォルト
のパーミッションに変更が加えられないことを意味
します。この値は、8 進数の数字としてデコードさ
れます。

詳細
は、https://docs.openstack.org/glance/latest/confi
guration/configuring.htmlのドキュメントを参照して
ください。

値:

有効なファイルアクセスパーミッション

ゼロ

任意の負の整数

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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filesystem_store_metadat
a_file = None

文字列値 ファイルシステムストアのメタデータファイル。

ファイルシステムストアに関連付けられた場所と共
に返されるメタデータが含まれるファイルへのパ
ス。このオプションが設定されると、後で作成され
る新しいイメージにのみ使用されます。以前の既存
のイメージには影響しません。

このファイルには、有効な JSON オブジェクトが含
まれている必要があります。オブジェクトには、
キー ID と マウントポイント が含まれている必要が
あります。両方のキーの値は文字列でなければなり
ません。

値:

ストアメタデータファイルへの有効なパス

関連するオプション:

なし

filesystem_thin_provision
ing = False

ブール値 このバックエンドでシンプロビジョニングを有効に
するかどうか。

この設定オプションを使用すると、ファイルシステ
ムに null バイトシーケンスを実際に書き込まないと
いう機能が有効になります。表示されるホールは、
ファイルシステムによって自動的に null バイトとし
て解釈され、ストレージを実際に消費しません。こ
の機能を有効にすると、ネットワーク経由で null バ
イトシーケンスが送信されないため、バックエンド
のスペースを節約できるだけでなく、イメージの
アップロードが高速化され、ネットワークトラ
フィックが節約されます。

以下の値を使用できます。

True

False

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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http_proxy_information = 
{}

dict 値 リモートサーバーへの接続に使用する http/https プ
ロキシー情報。

この設定オプションは、リモートサーバーへの接続
に使用する必要のある http/https プロキシー情報を
指定します。プロキシー情報は、スキームとプロキ
シーのキー/値のペアにする必要があります
(例:http:10.0.0.1:3128)。また、キーと値のペアをコン
マで区切ることで、複数のスキームのプロキシーを
指定することもできます (例: http:10.0.0.1:3128,
https:10.0.0.1:1080)。

値:

上記のように スキーム: プロキシーペアのコ
ンマ区切りリスト

関連するオプション:

なし

https_ca_certificates_file 
= None

文字列値 CA バンドルファイルへのパス。

この設定オプションにより、運用者はカスタム認証
局ファイルを使用してリモートサーバー証明書を検
証できます。このオプションを設定する
と、https_insecure オプションは無視され、指定
された CA ファイルがサーバー証明書の認証に使用
され、サーバーへのセキュアな接続が確立されま
す。

値:

CA ファイルへの有効なパス

関連するオプション:

https_insecure

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

第3章 GLANCE

331



https_insecure = True ブール値 リモートサーバー証明書の検証を設定します。

この設定オプションはブール値を取り、リモート
サーバーの証明書を検証するかどうかを決定しま
す。True に設定すると、リモートサーバー証明書は
検証されません。このオプションが False に設定さ
れている場合、デフォルトの CA トラストストアが
検証に使用されます。

このオプションは、https_ca_certificates_file が
設定されている場合は無視されます。リモートサー
バー証明書は、https_ca_certificates_file オプ
ションを使用して指定されたファイルを使用して検
証されます。

値:

True

False

関連するオプション:

https_ca_certificates_file

rados_connect_timeout = 
0

整数値 Ceph クラスターに接続する際のタイムアウト値。

この設定オプションは、Ceph クラスターに接続する
際に使用されるタイムアウト値 (秒単位) を取りま
す。つまり、接続を閉じるまで glance-api が待機す
る時間を設定します。これにより、RBD への接続中
に glance-api がハングアップするのを防ぐことがで
きます。このオプションの値を 0 以下に設定する
と、タイムアウトは設定されず、デフォルトの
librados 値が使用されます。

以下の値を使用できます。

任意の整数値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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`rbd_store_ceph_conf = ` 文字列値 Ceph 設定ファイルへのパス。

この設定オプションは、使用する Ceph 設定ファイ
ルへのパスを指定します。このオプションの値が
ユーザーにより設定されていない場合や、空の文字
列に設定されている場合、librados は、デフォルトの
Ceph 設定ファイルの場所を順に検索して標準の
ceph.conf ファイルを読み取ります。詳細は、Ceph
のドキュメントを参照してください。

注記

Cephx 認証を使用する場合、この
ファイルの client.<USER>セクション
に適切なキーリングへの参照を含め
る必要があります。

注 2: このオプションを空白のままにすると (デフォ
ルト)、使用される実際の Ceph 設定ファイルは、使
用されている librados のバージョンによって変わる
可能性があります。有効になっている設定ファイル
を正確に把握しておくことが重要な場合は、このオ
プションを使用してここにファイルを指定できま
す。

以下の値を使用できます。

設定ファイルへの有効なパス

関連するオプション:

rbd_store_user

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rbd_store_chunk_size = 8 整数値 RADOS イメージをチャンクに分割する際のサイズ
(メガバイト単位)。

Glance イメージをチャンクに分割する際のサイズ
(メガバイト単位) を表す整数値を指定します。デ
フォルトのチャンクサイズは 8 メガバイトです。最
適なパフォーマンスを得るには、値は 2 の累乗でな
ければなりません。

Ceph の RBD オブジェクトストレージシステムを
Glance イメージを保存するためのストレージバック
エンドとして使用する場合、イメージはこのオプ
ションを使用して設定されるサイズのオブジェクト
に分割されます。これらの分割されたオブジェクト
は、分散ブロックデータストア全体に保存され、
Glance に使用されます。

以下の値を使用できます。

任意の正の整数値

関連するオプション:

なし

rbd_store_pool = images 文字列値 イメージが保存される RADOS プール。

RBD を Glance イメージを保存するためのストレー
ジバックエンドとして使用する場合、イメージは 
プール へのオブジェクト (イメージのチャンク) の論
理的なグループ化により保存されます。各プール
は、含めることのできる配置グループの数で定義さ
れます。使用されるデフォルトのプールは イメージ
です。

RBD ストレージバックエンドの詳細
は、http://ceph.com/planet/how-data-is-stored-in-
ceph-cluster/を参照してください。

以下の値を使用できます。

有効なプール名

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rbd_store_user = None 文字列値 認証する RADOS ユーザー。

この設定オプションは、認証する RADOS ユーザー
を設定します。このオプションは RADOS 認証が有
効になっている場合にのみ必要で、ユーザーが
Cephx 認証を使用している場合にのみ適用されま
す。このオプションの値がユーザーによって設定さ
れていない場合や、None に設定されている場合に
は、デフォルト値が選択されます。これは、
rbd_store_ceph_conf の client. セクションに基づきま
す。

以下の値を使用できます。

有効な RADOS ユーザー

関連するオプション:

rbd_store_ceph_conf

rbd_thin_provisioning = 
False

ブール値 このバックエンドでシンプロビジョニングを有効に
するかどうか。

この設定オプションを使用すると、RBD バックエン
ドに null バイトシーケンスを実際に書き込まないと
いう機能が有効になります。表示されるホールは、
Ceph によって自動的に null バイトとして解釈され、
ストレージを実際に消費しません。この機能を有効
にすると、ネットワーク経由で null バイトシーケン
スが送信されないため、バックエンドのスペースを
節約できるだけでなく、イメージのアップロードが
高速化され、ネットワークトラフィックが節約され
ます。

以下の値を使用できます。

True

False

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rootwrap_config = 
/etc/glance/rootwrap.conf

文字列値 root としてコマンドを実行するのに使用する
rootwrap 設定ファイルへのパス。

cinder ストアでは、イメージボリュームを操作する
のに root 権限が必要です (iSCSI/FC ボリュームへの
接続、ボリュームデータの読み取り/書き込みのため
など)。設定ファイルでは、cinder ストアおよび os-
brick ライブラリーによる必要なコマンドを許可する
必要があります。

値:

rootwrap 設定ファイルへのパス

関連するオプション:

なし

s3_store_access_key = 
None

文字列値 S3 クエリートークンアクセスキー。

この設定オプションは、Amazon S3 または S3 互換
ストレージサーバーで認証するためのアクセスキー
を取得します。このオプションは、S3 ストレージ
バックエンドを使用する場合に必要です。

値:

適切な権限を持つユーザーのアクセスキー
である任意の文字列値

関連するオプション:

s3_store_host

s3_store_secret_key

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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s3_store_bucket = None 文字列値 Glance データの保存に使用される S3 バケット。

この設定オプションは、Glance イメージが S3 に保
存される場所を指定しま
す。s3_store_create_bucket_on_put を true に
設定すると、バケットが存在しなくても自動的に作
成されます。

値:

任意の文字列値

関連するオプション:

s3_store_create_bucket_on_put

s3_store_bucket_url_format

s3_store_bucket_url_for
mat = auto

文字列値 オブジェクトを決定するために使用される S3 呼び出
し形式。

この設定オプションは、S3 バケット内のオブジェク
トのアドレスを指定するために使用されるアクセス
モデルを取ります。

注記: path スタイルでは、オブジェクトのエンドポ
イントは
https://s3.amazonaws.com/bucket/example.img
のようになります。virtual スタイルでは、オブジェ
クトのエンドポイントは
https://bucket.s3.amazonaws.com/example.img
のようになります。バケット名で DNS 命名規則に従
わない場合、パススタイルでオブジェクトを取得で
きますが、仮想スタイルでは取得できません。

値:

auto、virtual、または path の任意の文字
列値

関連するオプション:

s3_store_bucket

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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s3_store_create_bucket_
on_put = False

ブール値 S3 が新しいバケットを作成する必要があるかどうか
を決定します。

この設定オプションはブール値を取り、Glance が
S3 に新しいバケットを作成する必要があるかどうか
を示します (存在しない場合)。

値:

任意のブール値

関連するオプション:

なし

s3_store_host = None 文字列値 S3 サーバーがリッスンしているホスト。

この設定オプションは、S3 または S3 互換ストレー
ジサーバーのホストを設定します。このオプション
は、S3 ストレージバックエンドを使用する場合に必
要です。ホストには、DNS 名 (s3.amazonaws.com、
my-object-storage.com など) または IP アドレス
(127.0.0.1) を含めることができます。

値:

有効な DNS 名

有効な IPv4 アドレス

関連するオプション:

s3_store_access_key

s3_store_secret_key

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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s3_store_large_object_ch
unk_size = 10

整数値 パーツのアップロード時に S3 が使用するマルチパー
トアップロードパーツのサイズ (MB 単位)。

この設定オプションは、マルチパートアップロード
のイメージ分割サイズを MB 単位で取得します。

注記: 分割できるイメージは 10,000 個までです。

値:

任意の正の整数値 (5M 以上である必要があ
ります)

関連するオプション:

s3_store_large_object_size

s3_store_thread_pools

s3_store_large_object_siz
e = 100

整数値 S3 がイメージファイルのチャンク化を開始し、S3
でマルチパートアップロードを実行する必要がある
サイズ (MB 単位)。

この設定オプションは、イメージをそのまま S3 に
アップロードするか、分割するか (マルチパートアッ
プロード) を決定するために MB 単位でしきい値を取
得します。

注記: 分割できるイメージは 10,000 個までです。

値:

任意の正の整数値

関連するオプション:

s3_store_large_object_chunk_size

s3_store_thread_pools

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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s3_store_secret_key = 
None

文字列値 S3 クエリートークンの秘密鍵。

この設定オプションは、Amazon S3 または S3 互換
ストレージサーバーで認証するための秘密鍵を受け
取ります。このオプションは、S3 ストレージバック
エンドを使用する場合に必要です。

値:

s3_store_host オプションを使用して指定
されたアクセスキーに対応する秘密鍵であ
る任意の文字列値

関連するオプション:

s3_store_host

s3_store_access_key

s3_store_thread_pools = 
10

整数値 S3 でマルチパートアップロードを実行するためのス
レッドプールの数。

この設定オプションは、マルチパートアップロード
の実行時にスレッドプールの数を取得します。

値:

任意の正の整数値

関連するオプション:

s3_store_large_object_size

s3_store_large_object_chunk_size

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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stores = ['file', 'http'] リスト値 有効な Glance ストアのリスト。

ディスクイメージを格納するために使用するスト
レージバックエンドを、コンマ区切りリストとして
登録します。Glance でのディスクイメージの保存用
に有効化されたデフォルトのストアは、file と http
です。

値:

以下が含まれるコンマ区切りリスト:

file

http

swift

rbd

cinder

vmware

s3

関連するオプション:

default_store

非推奨となったバージョン： Rocky

理由: このオプションは、異なるスキームの複数の
バックエンドストアを設定するのに役立つ新たな設
定オプション ''enabled_backends'' によって非推奨と
なりました。

このオプションは、U 開発サイクルで削除される予
定です。

設定オプション = デフォルト
値
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swift_buffer_on_upload = 
False

ブール値 Swift にアップロードする前にイメージのセグメント
をバッファー処理します。

swift へのアップロード中に Glance がイメージデー
タをディスクにバッファーするかどうかを指定する
ブール値を指定します。これにより、Glance はエ
ラー時にアップロードを再開できます。

注意: このオプションを有効にすると、API ノードの
ディスク使用量が増加するので、細心の注意を払う
必要があります。ファイルシステムの設定状況に
よっては、バッファー処理に使用されるディスク領
域により、glance イメージキャッシュに利用可能な
実際のディスク容量が減る可能性があることに注意
してください。ディスク使用率は、
式swift_store_large_object_chunk_size * 
workers * 1000 に従って上限が設定されます。

値:

True

False

関連するオプション:

swift_upload_buffer_dir

swift_store_admin_tenant
s = []

リスト値 管理者アクセスが付与されるテナントのリスト。

これは、マルチテナントモードの Glance によって作
成されたすべての Swift コンテナーでの読み取り/書
き込みアクセスが付与されるテナントのリストで
す。デフォルト値は空のリストです。

値:

Keystone プロジェクト/テナントの UUID を
表す文字列のコンマ区切りリスト

関連するオプション:

なし

swift_store_auth_address 
= None

文字列値 Swift 認証サービスがリッスンしているアドレス。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_auth_insecur
e = False

ブール値 サーバー証明書の検証を設定します。

このブール値は、サーバー証明書を検証するかどう
かを決定します。このオプションが True に設定され
ている場合、swiftclient は認証時に有効な SSL 証明
書かどうかをチェックしません。このオプションが
False に設定されている場合、デフォルトの CA トラ
ストストアが検証に使用されます。

値:

True

False

関連するオプション:

swift_store_cacert

swift_store_auth_version 
= 2

文字列値 使用する認証サービスのバージョン。有効なバー
ジョンは、keystone の場合は 2 および 3 で、swauth
および rackspace の場合は 1(非推奨) です。

swift_store_cacert = None 文字列値 CA バンドルファイルへのパス。

この設定オプションにより、運用者は Swift に接続す
る際の SSL 検証用のカスタム認証局ファイルへのパ
スを指定できます。

値:

CA ファイルへの有効なパス

関連するオプション:

swift_store_auth_insecure

設定オプション = デフォルト
値
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swift_store_config_file = 
None

文字列値 swift アカウント設定が含まれるファイルへの絶対パ
ス。

設定済みの各 Swift アカウント/バッキングストアへ
の参照を持つ設定ファイルへのパスを表す文字列値
を含めます。デフォルトでは、ファイルパスが指定
されておらず、カスタマイズされた Swift 参照は無効
になっています。データベースへの認証情報の保存
を回避するため、このオプションを設定すること
は、イメージストレージに Swift ストレージバックエ
ンドを使用する際に強く推奨されます。

注記

swift_store_multi_tenant を 
True に設定した場合は、このオプ
ションを設定しないでください。

値:

glance-api ノードの絶対パスを表す文字列
値

関連するオプション:

swift_store_multi_tenant

設定オプション = デフォルト
値
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swift_store_container = 
glance

文字列値 イメージを保存するための単一のコンテナーの名前/
複数のコンテナーの名前の接頭辞

1 つのコンテナーを使用してイメージを保存する場
合、この設定オプションは、すべてのイメージの保
存に使用される Glance アカウント内のコンテナーを
示します。複数のコンテナーがイメージの保存に使
用される場合、これはすべてのコンテナーの名前の
接頭辞になります。単一/複数コンテナーの使用は、
設定オプション 
swift_store_multiple_containers_seed を使用
して制御できます。

複数のコンテナーを使用する場合、コンテナーの名
前は、この設定オプションに設定された値をベース
に、イメージ UUID の最初の N 文字をアンダースコ
アで区切られた接尾辞として指定されます (N は 
swift_store_multiple_containers_seedによっ
て指定されます)。

例: シードが 3 で swift_store_container = glance と
設定されている場合には、UUID がfdae39a1-bac5-
4238-aba4-69bcc726e848 のイメージは 
glance_fda のコンテナーに配置されます。コンテ
ナー名の作成時に、UUID のすべてのダッシュは含ま
れますが、文字の制限にはカウントされないため、
N=10 の場合はコンテナー名は glance_fdae39a1-
ba になります。

値:

単一のコンテナーを使用する場合、この設
定オプションは Glance の Swift アカウント
の有効な任意の swift コンテナーの名前の文
字列にすることができます。

複数のコンテナーを使用する場合、この設
定オプションは、 Swift により適用されるコ
ンテナーの命名ルールを満たす限り任意の
文字列になりま
す。swift_store_multiple_containers_
seed の値も考慮する必要があります。

関連するオプション:

swift_store_multiple_containers_see
d

swift_store_multi_tenant

swift_store_create_container_on_put

設定オプション = デフォルト
値
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swift_store_create_contai
ner_on_put = False

ブール値 イメージのアップロード時に、コンテナーを作成し
ます (まだ存在しない場合)。

イメージのアップロード時に、対応するコンテナー
が存在しない場合は、この設定オプションが True に
設定されている場合に作成されます。デフォルトで
は、コンテナーは作成されません。この動作は、単
一および複数コンテナーモードの両方に適用されま
す。

値:

True

False

関連するオプション:

なし

swift_store_endpoint = 
None

文字列値 Swift バックエンドストレージに使用する URL エン
ドポイント。

Glance イメージを Swift ストアに格納するために使
用する URL エンドポイントを表す文字列値を指定し
ます。デフォルトでは、エンドポイントは設定され
ず、auth によって返されるストレージ URL が 使用
されます。swift_store_endpoint を使用してエン
ドポイントを設定すると、ストレージ URL を上書き
され、Glance イメージストレージに使用されます。

注記

URL には、コンテナーまでのパスを
含める必要がありますが、コンテ
ナーそのものは除外します。オブ
ジェクトの場所は、コンテナーおよ
びオブジェクトを設定した URL に追
加すると得られます。

値:

Swift コンテナーまでの有効な URL パスを
表す文字列値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値
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swift_store_endpoint_typ
e = publicURL

文字列値 Swift サービスのエンドポイント種別。

この文字列値は、Swift エンドポイントの取得に使用
するエンドポイント種別を示します。エンドポイン
ト種別により、ユーザーが実行できるアクション (た
とえば、ストアの読み取りおよび書き込み) が決定さ
れます。この設定は、swift_store_auth_version が 1
よりも大きい場合にのみ使用されます。

値:

publicURL

adminURL

internalURL

関連するオプション:

swift_store_endpoint

swift_store_expire_soon_
interval = 60

整数値 現在のトークンの有効期限が過ぎる前に新しいトー
クンが要求される可能性があるウィンドウのサイズ
を定義する時間 (秒単位)。

通常、Swift ストレージドライバーは、現在のトーク
ンの有効期限が過ぎた時に新しいトークンを取得し
て、Swift へのアクセスを継続させます。ただし、処
理中にトークンが期限切れになると、一部の Swift ト
ランザクション (イメージのセグメントのアップロー
ドなど) が適切に復元されないことがあります。

したがって、現在のトークンの有効期限前に新しい
トークンを取得することにより、トランザクション
を試行する前にトークンが失効したり期限切れに近
づいたりしないようにします。デフォルトでは、
Swift ストレージドライバーは、現在のトークンの有
効期限の 60 秒前から新しいトークンを要求します。

値:

ゼロ

正の整数値

関連するオプション:

なし

swift_store_key = None 文字列値 Swift 認証サービスに対して認証するユーザーの認証
鍵。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_large_object_
chunk_size = 200

整数値 イメージデータがセグメント化される際のセグメン
トの最大サイズ (MB 単位)。

Swift クラスターによって適用される上限を上回るイ
メージをアップロードするためにイメージデータが
セグメント化される場合、イメージデータはこの設
定オプションで指定されるサイズ以下のセグメント
に分割されます。詳細
は、swift_store_large_object_size を参照して
ください。

たとえば、swift_store_large_object_size が 5
GB で、swift_store_large_object_chunk_size
が 1 GB の場合、サイズが 6.2 GB のイメージは 7 セ
グメントに分割されます。この場合、最初の 6 つの
セグメントのサイズは 1 GB で、7 番目のセグメント
は 0.2 GB になります。

値:

該当する Swift クラスターによって適用され
る大型オブジェクト制限以下の正の整数。

関連するオプション:

swift_store_large_object_size

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_large_object_
size = 5120

整数値 サイズしきい値 (MB 単位)。これを超えると、
Glance はイメージデータのセグメント化を開始しま
す。

Swift では、アップロードされる単一のオブジェクト
のサイズに上限があります。デフォルトでは、これ
は 5 GB です。この制限を超えるオブジェクトをアッ
プロードするには、オブジェクトをマニフェスト
ファイルと関連付けられる複数の小さなオブジェク
トにセグメント化します。詳細
は、https://docs.openstack.org/swift/latest/overvie
w_large_objects.htmlを参照してください。

この設定オプションは、サイズのしきい値を指定し
ます。これを超えると、Swift ドライバーはイメージ
データを複数の小さなファイルにセグメント化する
処理を開始します。現在、Swift ドライバーは
Dynamic Large Objects の作成のみをサポートしてい
ます。

注記

これは、該当する Swift クラスター
によって適用される大型オブジェク
トの制限を考慮して設定する必要が
あります。

値:

該当する Swift クラスターによって適用され
る大型オブジェクト制限以下の正の整数。

関連するオプション:

swift_store_large_object_chunk_size

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_multi_tenant 
= False

ブール値 イメージをテナントの Swift アカウントに保存しま
す。

これにより、マルチテナントストレージモードが有
効になり、Glance イメージがテナント固有の Swift
アカウントに保存されます。これが無効になってい
ると、Glance はすべてのイメージを独自のアカウン
トに保存します。マルチテナントストアの詳細につ
いて
は、https://wiki.openstack.org/wiki/GlanceSwiftTen
antSpecificStorageを参照してください。

注記

マルチテナントの swift ストアを使用
している場合
は、swift_store_config_file オプ
ションで swift 設定ファイルを設定し
ないようにしてください。

値:

True

False

関連するオプション:

swift_store_config_file

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_multiple_cont
ainers_seed = 0

整数値 イメージの保存に使用するコンテナーの数を示す
シード。

単一テナントストアを使用する場合は、イメージを 1
つ以上のコンテナーに保存できます。0 に設定する
と、すべてのイメージが 1 つのコンテナーに保存され
ます。1 から 32 の整数値に設定すると、イメージの
保存に複数のコンテナーが使用されます。この設定
オプションにより、作成されるコンテナーの数が決
まります。使用されるコンテナーの合計数は 16^N と
なるため、この設定オプションが 2 に設定されてい
る場合は、イメージの保存に 16^2=256 のコンテナー
が使用されます。

命名規則に関する詳細は、swift_store_container
を参照してください。複数のコンテナーの使用につ
いての詳細
は、https://specs.openstack.org/openstack/glance-
specs/specs/kilo/swift-store-multiple-
containers.htmlを参照してください。

注記

このオプションは、
swift_store_multi_tenant が無効に
なっている場合にのみ使用されま
す。

値:

32 以下の負の値ではない整数

関連するオプション:

swift_store_container

swift_store_multi_tenant

swift_store_create_container_on_put

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_region = 
None

文字列値 Glance が使用する Swift エンドポイントのリージョ
ン。

Glance がイメージの保存のために接続できる Swift
リージョンを表す文字列値を指定します。デフォル
トでは、リージョンは設定されません。

Glance がストレージバックエンドとして Swift を使
用して複数のエンドポイントを持つ特定のテナント
のイメージを保存する場合、swift_store_region
で Swift リージョンを設定すると、Glance は単一
リージョン接続ではなく、指定したリージョンの
Swift に接続できるようになります。

このオプションは、単一テナントおよびマルチテナ
ントストレージの両方に対して設定できます。

注記

swift_store_region を使用した
リージョンの設定はテナント固有の
もので、テナントが異なるリージョ
ンにまたがる複数のエンドポイント
を持つ 場合にのみ 必要です。

値:

有効な Swift リージョンを表す文字列値。

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_retry_get_co
unt = 0

整数値 Swift のダウンロードがリトライされる回数。これを
超えると、リクエストは失敗します。

エラーが発生する前にイメージのダウンロードをリ
トライする必要のある回数を表す整数値を指定しま
す。デフォルト値はゼロです (イメージのダウンロー
ドに失敗した場合、リトライされません)。正の整数
値に設定すると、swift_store_retry_get_count
により、ダウンロードの失敗時にこの回数ダウン
ロードが試みられます。これを超えると、エラー
メッセージが送信されます。

値:

ゼロ

正の整数値

関連するオプション:

なし

swift_store_service_type 
= object-store

文字列値 使用する Swift サービスの種別。

Swift バックエンドストレージの使用中、イメージの
保存に使用するサービス種別を表す文字列値を指定
します。デフォルトのサービス種別は object-store
に設定されます。

注記

swift_store_auth_version が 2 に
設定されている場合、この設定オプ
ションの値は object-store である
必要があります。より新しいバー
ジョンの Keystone または別の認証
スキームを使用している場合は、こ
のオプションを変更できます。

値:

Swift ストレージ用の有効なサービス種別を
表す文字列。

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_ssl_compres
sion = True

ブール値 HTTPS Swift リクエストの SSL レイヤーの圧縮。

SSL レイヤーでイメージの HTTPS Swift リクエスト
を圧縮するかどうかを決定するブール値を指定しま
す。デフォルトでは、圧縮は有効になっています。

Swift を Glance イメージストレージのバックエンド
ストアとして使用する場合は、このオプションを使
用して HTTPS Swift リクエストの SSL レイヤーの圧
縮を設定できます。False に設定すると、HTTPS
Swift リクエストの SSL レイヤーの圧縮は無効にな
ります。このオプションを無効にすると、すでに圧
縮された形式のイメージ (qcow2 など) に関するパ
フォーマンスが向上します。

値:

True

False

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_use_trusts = 
True

ブール値 マルチテナント Swift ストアの信頼を使用します。

マルチテナントストアが使用されている場合に、こ
のオプションは、各追加/取得リクエストに対して信
頼を作成するように Swift ストアに指示します。信頼
を使用すると、Swift ストアは、データのアップロー
ドまたはダウンロード中に、認証トークンの失効に
より発生する可能性がある問題を回避できます。

デフォルトでは、swift_store_use_trusts は 
Trueに設定されています (信頼の使用が有
効)。False に設定すると、代わりに Swift 接続に
ユーザートークンが使用され、信頼の作成のオー
バーヘッドがなくなります。

注記

このオプション
は、swift_store_multi_tenant が 
Trueに設定されている場合のみ考慮
されます。

値:

True

False

関連するオプション:

swift_store_multi_tenant

swift_store_user = None 文字列値 Swift 認証サービスに対して認証するユーザー。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_upload_buffer_dir = 
None

文字列値 Swift にアップロードする前にイメージセグメントを
バッファー処理するディレクトリー。

イメージセグメントが swift にアップロードされる前
に一時的にバッファー処理される、glance ノード上
のディレクトリーへの絶対パスを表す文字列値を指
定します。

注記:

これは、設定オプション 
swift_buffer_on_upload が True に設定
されている場合にのみ必要です。

このディレクトリー
は、swift_store_large_object_chunk_
size と、特定の Glance ノードによって同
時にアップロードできるイメージの最大数
を念頭に置いてプロビジョニングする必要
があります。

値:

絶対ディレクトリーパスを表す文字列値

関連するオプション:

swift_buffer_on_upload

swift_store_large_object_chunk_size

vmware_api_retry_count 
= 10

整数値 VMware API のリトライ回数。

この設定オプションは、接続関連の問題またはサー
バー API 呼び出しのオーバーロード時に VMware
ESX/VC サーバー API をリトライする回数を指定し
ます。retry forever は指定できません。

以下の値を使用できます。

任意の正の整数値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vmware_ca_file = None 文字列値 CA バンドルファイルへの絶対パス。

この設定オプションにより、運用者はカスタム認証
局ファイルを使用して ESX/vCenter 証明書を検証で
きます。

このオプションを設定すると、"vmware_insecure" オ
プションは無視され、指定された CA ファイルが
ESX/vCenter サーバー証明書の認証に使用され、
サーバーへのセキュアな接続が確立されます。

以下の値を使用できます。

CA ファイルへの有効な絶対パスである任意
の文字列

関連するオプション:

vmware_insecure

vmware_datastores = 
None

多値 イメージを保存できるデータストア。

この設定オプションは、VMWare ストアのバックエ
ンドでイメージを保存できるデータストアを指定し
ます。このオプションは、複数のデータストアを指
定するために複数回指定できます。データストア名
は、データセンターのパスの後に: で区切って指定す
る必要があります。オプションの重みをデータスト
ア名の後に再度: で区切って指定して、優先順位を指
定できます。したがって、必要な形式は
<datacenter_path>:<datastore_name>:
<optional_weight> になります。

イメージを追加する場合、イメージサイズが既知の
場合に利用可能な空き領域が十分にない場合を除
き、最も高い重みを持つデータストアが選択されま
す。重みが指定されない場合、これはゼロであると
仮定され、ディレクトリーは最後に選択のために考
慮されます。複数のデータストアの重みが同じ場合
は、利用可能な空き領域が最も多いデータストアが
選択されます。

以下の値を使用できます。

<datacenter_path>:<datastore_name>:
<optional_weight>の形式の任意の文字列

関連するオプション:* なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vmware_insecure = False ブール値 ESX/vCenter サーバー証明書の検証を設定します。

この設定オプションはブール値を取り、
ESX/vCenter サーバーの証明書を検証するかどうか
を決定します。このオプションが True に設定されて
いる場合、ESX/vCenter サーバー証明書は検証され
ません。このオプションが False に設定されている
場合、デフォルトの CA トラストストアが検証に使
用されます。

このオプションは、vmware_ca_file オプションが設
定されている場合は無視されます。その場合、
ESX/vCenter サーバー証明書は、"vmware_ca_file"
オプションで指定したファイルを使用して検証され
ます。

以下の値を使用できます。

True

False

関連するオプション:

vmware_ca_file

vmware_server_host = 
None

ホストのアドレス
値

ESX/ESXi または vCenter サーバーターゲットシス
テムのアドレス。

この設定オプションは、ESX/ESXi または vCenter
サーバーターゲットシステムのアドレスを設定しま
す。このオプションは、VMware ストレージバック
エンドを使用する場合に必要です。アドレスには、
IP アドレス (127.0.0.1) または DNS 名 (www.my-
domain.com) を含めることができます。

以下の値を使用できます。

有効な IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレス

有効な DNS 名

関連するオプション:

vmware_server_username

vmware_server_password

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vmware_server_passwor
d = None

文字列値 サーバーのパスワード。

この設定オプションは、VMware ESX/ESXi または
vCenter サーバーとの認証用のパスワードを取りま
す。このオプションは、VMware ストレージバック
エンドを使用する場合に必要です。

以下の値を使用できます。

"vmware_server_username" オプションを使
用して指定されたユーザー名に対応するパ
スワードである任意の文字列

関連するオプション:

vmware_server_host

vmware_server_username

vmware_server_usernam
e = None

文字列値 サーバーのユーザー名。

この設定オプションは、VMware ESX/ESXi または
vCenter サーバーとの認証用のユーザー名を取りま
す。このオプションは、VMware ストレージバック
エンドを使用する場合に必要です。

以下の値を使用できます。

適切な権限を持つユーザーのユーザー名で
ある任意の文字列

関連するオプション:

vmware_server_host

vmware_server_password

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vmware_store_image_dir 
= /openstack_glance

文字列値 データストアで glance イメージが保存されるディレ
クトリー。

この設定オプションは、VMware データストアで
glance イメージが保存されるディレクトリーへのパ
スを指定します。このオプションが設定されていな
い場合には、glance イメージが保存されるデフォル
トのディレクトリーは openstack_glance になりま
す。

以下の値を使用できます。

ディレクトリーへの有効なパスである任意
の文字列

関連するオプション:

なし

vmware_task_poll_interv
al = 5

整数値 VMware ESX/VC サーバーで呼び出されたリモート
タスクをポーリングする間隔 (秒単位)。

この設定オプションは、VMWare ESX/VC サーバー
API 呼び出しの一部として、処理中の非同期タスク
をポーリングする際のスリープ時間 (秒単位) を取り
ます。

以下の値を使用できます。

任意の正の整数値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.2.4. oslo_concurrency

以下の表は、/etc/glance/glance-scrubber.conf ファイルの [oslo_concurrency] グループで利用可能
なオプションの概要をまとめたものです。

表3.28 oslo_concurrency

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

disable_process_locking 
= False

ブール値 プロセス間ロックを有効または無効にします。
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lock_path = None 文字列値 ロックファイルに使用するディレクトリー。セキュ
リティー上、指定したディレクトリーは、ロックが
必要なプロセスを実行しているユーザーのみが書き
込み可能である必要があります。デフォルトは環境
変数 OSLO_LOCK_PATH です。外部ロックを使用す
る場合は、ロックパスを設定する必要があります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.2.5. oslo_policy

以下の表は、/etc/glance/glance-scrubber.conf ファイルの [oslo_policy] グループで利用可能なオプ
ションの概要をまとめたものです。

表3.29 oslo_policy

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enforce_new_defaults = 
False

ブール値 このオプションは、ポリシーを評価するときに古い
非推奨のデフォルトを使用するかどうかを制御しま
す。True の場合、古い非推奨のデフォルトは評価さ
れません。これは、既存のトークンが古いデフォル
トで許可されているが、新しいデフォルトで許可さ
れていない場合、許可されないことを意味します。
新しいデフォルトと scope_type の利点を一緒に得
ることができるように、このフラグを 
enforce_scope フラグと一緒に有効にすることを
推奨します

enforce_scope = False ブール値 このオプションは、ポリシーを評価する際にスコー
プを適用するかどうかを制御します。True の場合、
リクエストで使用されるトークンのスコープは、適
用されるポリシーの scope_types と比較されま
す。スコープが一致しない場合、InvalidScope 例
外が発生します。False の場合、ポリシーが一致し
ないスコープで呼び出されていることを運用者に通
知するメッセージが記録されます。

policy_default_rule = 
default

文字列値 デフォルトルール。要求されたルールが見つからな
い場合に適用されます。

policy_dirs = ['policy.d'] 多値 ポリシー設定ファイルが保存されるディレクト
リー。これは、config_dir オプションで定義される検
索パス内の任意のディレクトリーへの相対パスか、
絶対パスにすることができます。このディレクト
リーの検索には、policy_file で定義されたファイルが
存在している必要があります。存在しないディレク
トリーまたは空のディレクトリーは無視されます。
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policy_file = policy.yaml 文字列値 ロールを指定のサービスのパーミッションにマッピ
ングするファイルの相対パスまたは絶対パス。相対
パスは、このオプションを設定する設定ファイルに
対する相対パスとして指定する必要があります。

remote_content_type = 
application/x-www-form-
urlencoded

文字列値 REST ベースのポリシーチェックのデータを送受信す
るコンテンツ種別

remote_ssl_ca_crt_file = 
None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用の認証局証明書
ファイルの絶対パス

remote_ssl_client_crt_file 
= None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用のクライアント証
明書の絶対パス

remote_ssl_client_key_fil
e = None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用のクライアント鍵
ファイルの絶対パス

remote_ssl_verify_server
_crt = False

ブール値 REST ベースのポリシーチェックのサーバーアイデン
ティティー検証

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.3. GLANCE-CACHE.CONF

このセクションには、/etc/glance/glance-cache.conf ファイルのオプションが含まれます。

3.3.1. DEFAULT

以下の表は、/etc/glance/glance-cache.conf ファイルの [DEFAULT] グループで利用可能なオプション
の概要をまとめたものです。

.

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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allow_additional_image_p
roperties = True

ブール値 ユーザーがイメージに追加/カスタムの属性を追加で
きるようにします。

Glance は、すべてのイメージに表示される属性の標
準セット () スキーマ) を定義します。これらのプロ
パティーは、base properties とも呼ばれます。
Glance では、これらの属性に加え、カスタムプロパ
ティーをイメージに追加できます。これら
は、additional properties と呼ばれています。

デフォルトでは、この設定オプションは True に設
定され、ユーザーは追加のプロパティーを追加でき
ます。イメージに追加できる追加プロパティーの数
は、image_property_quota 設定オプションで制
御できます。

値:

True

False

関連するオプション:

image_property_quota

非推奨: Ussuri

理由: このオプションは冗長で
す。image_property_quota 設定オプションを使用
して、カスタムイメージプロパティーの使用を制御
します。このオプションは、Victoria の開発サイクル
中に削除される予定です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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api_limit_max = 1000 整数値 要求によって返されることのできる最大結果数。

limit_param_default のヘルプテキストで説明され
ているように、リクエストによっては複数の結果が
返される場合があります。返される結果の数は、要
求の limit パラメーターまたは 
limit_param_default 設定オプションで管理されま
す。いずれの場合もこの値が、この設定オプション
で定義される絶対最大値よりも大きくすることはで
きません。この値より大きいすべてのものは、ここ
で定義される最大値にトリミングされます。

注記

これを非常に大きな値に設定する
と、データベースのクエリーが遅く
なり、応答時間が長くなる可能性が
あります。これを非常に低い値に設
定すると、ユーザーエクスペリエン
スが低下してしまう可能性がありま
す。

値:

任意の正の整数

関連するオプション:

limit_param_default

debug = False ブール値 true に設定すると、ログレベルはデフォルトの INFO
レベルではなく DEBUG に設定されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default_log_levels = 
['amqp=WARN'、
'amqplib=WARN'、
'boto=WARN'、
'qpid=WARN'、
'sqlalchemy=WARN'、
'suds=INFO'、
'oslo.messaging=INFO'、
'oslo_messaging=INFO'、
'iso8601=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.connectionpool=WARN'
、
'urllib3.connectionpool=
WARN'、
'websocket=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.util.retry=WARN'、
'urllib3.util.retry=WARN'
、
'keystonemiddleware=WA
RN'、
'routes.middleware=WAR
N'、'stevedore=WARN'、
'taskflow=WARN'、
'keystoneauth=WARN'、
'oslo.cache=INFO'、
'oslo_policy=INFO'、
'dogpile.core.dogpile=INF
O']

リスト値 logger=LEVEL ペアのパッケージロギングレベルのリ
スト。このオプションは、log_config_append が設定
されている場合は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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digest_algorithm = 
sha256

文字列値 デジタル署名に使用するダイジェストアルゴリズ
ム。

デジタル署名の生成に使用するダイジェストアルゴ
リズムを表す文字列値を指定します。デフォルトで
は sha256 が使用されます。

プラットフォームの OpenSSL バージョンでサポー
トされる利用可能なアルゴリズムのリストを取得す
るには、コマンド openssl list-message-digest-
algorithms を実行します。たとえ
ば、sha1、sha256、および sha512 です。

注記

digest_algorithm は Glance のイ
メージの署名および検証に関連しま
せん。これは、証明書ファイルと
キーファイル検証の一部として汎用
一意識別子 (UUID) に署名するため
に使用されます。

値:

OpenSSL メッセージダイジェストアルゴリ
ズム ID

関係オプション:

なし

enabled_import_methods 
= ['glance-direct', 'web-
download', 'copy-image']

リスト値 有効なイメージのインポートメソッドの一覧

'glance-direct', 'copy-image' and 'web-
download' are enabled by default.

    Related options:
** [DEFAULT]/node_staging_uri

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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enforce_secure_rbac = 
False

ブール値 OpenStack 全体で使用される一般的なペルソナ定義
に基づいて API アクセスを強制します。このオプ
ションを有効にすると、member ロールの背後で、
プライベートイメージの作成や共有イメージのス
テータスの更新など、プロジェクト固有の読み取り/
書き込み操作が形式化されます。また、reader ロー
ルの背後で、プロジェクト内のプライベートイメー
ジをリスト表示するなど、プロジェクト固有の API
操作に役立つ読み取り専用バリアントを形式化しま
す。

オペレーターはこの機会に、glance の新しいイメー
ジポリシーを理解し、デプロイメントでの割り当て
を監査し、keystone のデフォルトロール
(admin、member、reader など) を使用して権限
を更新する必要があります。

関連するオプション:

[oslo_policy]/enforce_new_defaults

非推奨: Wallaby

理由: このオプションは、一般的な RBAC ペルソナに
基づいて承認を実施することを選択することをオペ
レーターに要求するために導入されました。これは
Wallaby リリースの時点で実験的です。この動作はデ
フォルトであり、将来のリリースでは STABLE にな
り、このオプションを削除できるようになります。

fatal_deprecations = 
False

ブール値 非推奨の致命的なステータスを有効または無効にし
ます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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hashing_algorithm = 
sha512

文字列値 os_hash_value プロパティーの計算に使用される安
全なハッシュアルゴリズム。

このオプションは、os_hash_algo と os_hash_value
の 2 つのイメージ属性で設定される Glance の
multihash を設定します。os_hash_algo はこの設定
オプションの値によって入力され、os_hash_value
は、アルゴリズムがアップロードまたはインポート
されたイメージデータに適用されると計算された
hexdigest によって入力されます。

この値は、python hashlib ライブラリーが認識する
有効なセキュアなハッシュアルゴリズム名である必
要があります。Glance インストールで使用されてい
るライブラリーのバージョンの
hashlib.algorithms_available データメンバーを調べ
ることで、これらを確認することができます。ただ
し、相互運用性のため
に、hashlib.algorithms_guaranteed データメンバー
が提供する安全なハッシュ名のセットを使用するこ
とが推奨されます。これは、すべてのプラット
フォームの hashlib ライブラリーでサポートされるこ
とが保証されているためです。したがって、hashlib
を使用するイメージコンシューマーは、イメージの
os_hash_value を検証できるはずです。

sha512 のデフォルト値は、高性能なハッシュアルゴ
リズムです。

このオプションの設定が間違っていると、イメージ
データの格納試行は失敗します。このため、デフォ
ルト値を使用することが推奨されます。

値:

Python hashlib ライブラリーが認識するセ
キュアなハッシュアルゴリズム名

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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image_cache_dir = None 文字列値 イメージキャッシュのベースディレクトリー。

これは、イメージデータがキャッシュされ、提供さ
れる場所です。キャッシュされたイメージはすべ
て、このディレクトリーに直接保存されます。この
ディレクトリーに
は、incomplete、invalid、queue という 3 つのサ
ブディレクトリーがあります。

incomplete サブディレクトリーは、イメージをダ
ウンロードするためのステージングエリアです。イ
メージは最初にこのディレクトリーにダウンロード
されます。イメージのダウンロードに成功すると、
ベースディレクトリーに移動します。ただし、ダウ
ンロードに失敗すると、部分的にダウンロードした
イメージファイルは invalid サブディレクトリーに
移動します。

queue`subdirectory は、ダウンロード用のイ
メージをキューに入れるために使用されます。
これは主に cache-prefetcher によって使用さ
れます。これは、使用前にイメージをキャッ
シュするために cache-pruner や cache-
cleaner などの定期的なタスクとしてスケ
ジュールできます。イメージのキャッシュを要
求すると、Glance は `queue ディレクトリー内の
ファイルに、イメージ ID をファイル名として関連付
けます。cache-prefetcher の実行時に、実行時に 
queue ディレクトリーのファイルのポーリングを実
行し、ファイルの作成順にダウンロードを開始しま
す。ダウンロードに成功すると、ゼロサイズのファ
イルが queue ディレクトリーから削除されます。ダ
ウンロードに失敗すると、ゼロサイズのファイルが
残り、次に cache-prefetcher が実行されるときに再
試行されます。

値:

有効なパス

関連するオプション:

image_cache_sqlite_db

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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image_cache_driver = 
sqlite

文字列値 イメージキャッシュ管理に使用するドライバー。

このオプションを使用すると、利用可能な異なる
image-cache ドライバーのいずれかを選択できま
す。image-cache ドライバーは、キャッシュからの
イメージへの書き込み、キャッシュされたイメージ
の経過時間と使用状況などのイメージキャッシュの
基本機能、キャッシュされたイメージのフェッチサ
イズ、キャッシュのサイズのフェッチ、キャッシュ
のキャッシュおよびクリーンアップ用のキューイ
メージの提供を行います。

ドライバーの基本機能は、基本クラス 
glance.image_cache.drivers.base.Driver で定
義されています。すべての image-cache ドライバー
(既存および見込み) はこのインターフェイスを実装
する必要があります。現在利用可能なドライバーは 
sqlite および xattr です。これらのドライバーは、
主にキャッシュされたイメージに関する情報を保存
する方法によって異なります。

sqlite ドライバーは、キャッシュされたイ
メージの使用状況を追跡するために、sqlite
データベース (すべての gloss ノードにロー
カルに置かれている) を使用します。

xattr ドライバーは、ファイルの拡張属性を
使用してこの情報を保存します。また、ア
クセス時にファイルに atime を設定する
ファイルシステムも必要です。

値:

sqlite

xattr

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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image_cache_max_size = 
10737418240

整数値 キャッシュサイズの上限 (バイト単位)。これを超え
ると、cache-pruner がイメージのキャッシュをク
リーンアップします。

注記

これは、実行する cache-pruner のし
きい値です。これは、イメージ
キャッシュが拡張されることのない
ハード制限ではありません。実際、
キャッシュプルーナーの実行頻度や
キャッシュが満杯になる頻度に応じ
て、イメージキャッシュはここで非
常に簡単に指定されるサイズにさら
すことができます。そのため、
cache-pruner を適切にスケジュール
し、この制限を設定できるように注
意して行ってください。

Glance はダウンロード時にイメージをキャッシュし
ます。そのため、ダウンロード数が増えるにつれ、
イメージキャッシュのサイズが長くなります。
キャッシュサイズが管理できない状態にならないよ
うにするには、cache-pruner を定期的なタスクとし
て実行することが推奨されます。キャッシュプルー
ナーが開始すると、現在のイメージキャッシュサイ
ズを比較し、イメージキャッシュがここで指定され
るサイズを超えて拡張した場合にクリーンアップが
トリガーされます。クリーンアップ後、キャッシュ
のサイズはここで指定するサイズ以下になります。

値:

負の値以外の整数

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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image_cache_sqlite_db = 
cache.db

文字列値 イメージキャッシュ管理に使用される sqlite ファイ
ルデータベースへの相対パス。

これは、イメージキャッシュの経過時間と使用状況
の統計を追跡する sqlite ファイルデータベースの相
対パスです。パスは、設定オプション 
image_cache_dir によって指定されるイメージ
キャッシュベースディレクトリーに相対的です。

これは、テーブルが 1 つしかない軽量データベースで
す。

値:

sqlite ファイルデータベースへの有効な相対
パス

関連するオプション:

image_cache_dir

image_cache_stall_time = 
86400

整数値 不完全なイメージがキャッシュに残っている時間
(秒) です。

不完全なイメージとは、ダウンロードが進行中であ
るイメージです。詳細は、設定オプション 
image_cache_dir の説明を参照してください。場
合によっては、さまざまな理由でダウンロードがハ
ングし、完全にダウンロードされたイメージは 
incomplete なディレクトリーに残ります。この設
定オプションでは、不完全なイメージが 
incomplete ディレクトリーに残っている期間を、
クリーンアップするまでの時間として設定します。
不完全なイメージがここで指定するよりも時間がか
かったら、次の実行時に cache-cleaner により削除
されます。

不完全なイメージがディスク領域を占有しないよう
に、Glance API ノードで定期的なタスクとして
cache-cleaner を実行することが推奨されます。

値:

負の値以外の整数

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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image_location_quota = 
10

整数値 イメージで許可される場所の最大数。

負の値は無制限として解釈されます。

関連するオプション:

なし

image_member_quota = 
128

整数値 1 イメージあたりのイメージメンバーの最大数。

これにより、イメージが共有できるユーザーの最大
数が制限されます。負の値は無制限として解釈され
ます。

関連するオプション:

なし

image_property_quota = 
128

整数値 イメージで許可されるプロパティーの最大数。

これにより、イメージに割り当てることができる追
加のプロパティーの数の上限が適用されます。負の
値は無制限として解釈されます。

注記

追加のプロパティーが無効の場合、
影響はありませ
ん。allow_additional_image_pr
operties を参照してください。

関連するオプション:

allow_additional_image_properties

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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image_size_cap = 
1099511627776

整数値 ユーザーがアップロードできるイメージの最大サイ
ズ (バイト単位)。

上記のサイズより大きいイメージをアップロードす
ると、イメージの作成に失敗します。このオプショ
ンはデフォルトで 1099511627776 バイト (1 TiB) に設
定されます。

注記:

この値は、慎重に検討した後にのみ増やす
必要があり、8 EiB
(9223372036854775808) 以下を設定する
必要があります。

この値は、バックエンドストレージ容量を
慎重に検討して設定する必要があります。
この値を非常に小さい値に設定すると、イ
メージが多数失敗する可能性があります。
また、この値を非常に大きな値に設定する
と、ストレージの使用が速くなる可能性が
あります。したがって、これは、利用可能
なイメージおよび利用可能なストレージ容
量の性質に応じて設定される必要がありま
す。

値:

9223372036854775808 未満の正数

image_tag_quota = 128 整数値 イメージで許可されるタグの最大数。

負の値は無制限として解釈されます。

関連するオプション:

なし

instance_format = [instance: %
(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンスの形式。

instance_uuid_format =
[instance: %(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンス UUID の形
式。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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limit_param_default = 25 整数値 リクエストに対して返すデフォルトの結果数。

リストイメージなどの特定の API リクエストへの応
答により、複数のアイテムが返される場合がありま
す。返される結果の数は、API 要求で limit パラメー
ターを指定して明示的に制御できます。ただ
し、limit パラメーターが指定されていない場合、こ
の設定値は API 要求に対して返される結果のデフォ
ルト数として使用されます。

注記:

このオプションの値は、api_limit_max で
指定された値よりも大きくすることはでき
ません。

これを非常に大きな値に設定すると、デー
タベースのクエリーが遅くなり、応答時間
が長くなる可能性があります。これを非常
に低い値に設定すると、ユーザーエクスペ
リエンスが低下してしまう可能性がありま
す。

値:

任意の正の整数

関連するオプション:

api_limit_max

log-config-append = None 文字列値 ロギング設定ファイルの名前。このファイルは、既
存のロギング設定ファイルに追加されます。ロギン
グ設定ファイルの詳細は、Python のロギングモ
ジュールのドキュメントを参照してください。ロギ
ング設定ファイルを使用すると、すべてのロギング
設定が設定ファイルで設定され、その他のロギング
設定オプションは無視されます (例:log-date-
format)。

log-date-format = %Y-%m-
%d %H:%M:%S

文字列値 ログレコードの %%(asctime)s のフォーマット文字列
を定義します。デフォルト:%(default)sこのオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

log-dir = None 文字列値 (オプション)log_file の相対パスに使用されるベース
ディレクトリー。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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log-file = None 文字列値 (オプション) ロギング出力を送信するログファイル
の名前。デフォルトが設定されていない場合、ロギ
ングは use_stderr で定義されているように stderr に
送信されます。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log_rotate_interval = 1 整数値 ログファイルがローテーションされるまでの時間。
このオプションは、log_rotation_type が interval に
設定されていない限り無視されます。

log_rotate_interval_type = 
days

文字列値 ローテーション間隔の種別。次のローテーションを
スケジューリングする際に、最後のファイル変更の
時刻 (またはサービスの起動時刻) が使用されます。

log_rotation_type = none 文字列値 ログローテーションの種別。

logging_context_format_
string = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[%(request_id)s %
(user_identity)s] %
(instance)s%(message)s

文字列値 コンテキスト付きログメッセージに使用するフォー
マット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_debug_format_s
uffix = %(funcName)s %
(pathname)s:%(lineno)d

文字列値 メッセージのロギングレベルが DEBUG の場合にロ
グメッセージに追加する追加のデータ。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_default_format_s
tring = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[-] %(instance)s%
(message)s

文字列値 コンテキストが定義されていない場合に、ログメッ
セージに使用するフォーマット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_exception_prefix 
= %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
ERROR %(name)s %
(instance)s

文字列値 この形式で、例外出力の各行の前に接頭辞が付けら
れます。oslo_log.formatters.ContextFormatter によ
り使用されます。

logging_user_identity_for
mat = %(user)s %
(tenant)s %(domain)s %
(user_domain)s %
(project_domain)s

文字列値 logging_context_format_string で使用される %
(user_identity)s のフォーマット文字列を定義しま
す。oslo_log.formatters.ContextFormatter により使
用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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max_logfile_count = 30 整数値 ローテーションされたログファイルの最大数。

max_logfile_size_mb = 
200

整数値 ログファイルの最大サイズ (MB 単位)。
log_rotation_type が size に設定されていない場合
は、このオプションは無視されます。

metadata_encryption_key 
= None

文字列値 ストアの場所のメタデータを暗号化する際の AES
鍵。

Glance ストアメタデータの暗号化に使用する AES 暗
号化を表す文字列値を指定します。

注記

使用する AES 鍵は、長さ 16、24、
または 32 バイトのランダムな文字
列に設定する必要があります。

値:

有効な AES 鍵を表す文字列値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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node_staging_uri = 
file:///tmp/staging/

文字列値 URL は一時データが保存される場所を指定します。

このオプションは、Glance の内部使用専用です。
Glance は、イメージのインポートプロセス中、ユー
ザーがアップロードしたイメージデータを ステージ
ング エンドポイントに保存します。

このオプションは、ステージング API エンドポイン
トを一切変更しません。

注記

[task]/work_dir と同じパスを使用す
ることは推奨されません。

注記

file://<absolute-directory-path> is
the only option api_image_import
flow will support for now.

注記

ステージングパスは、すべての
Glance API ノードからアクセス可能
な共有ファイルシステム上になけれ
ばなりません。

値:

file:// で始まり、ファイルシステムの絶対
パスが続く文字列

関連するオプション:

[task]/work_dir

publish_errors = False ブール値 エラーイベントの公開を有効または無効にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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pydev_worker_debug_ho
st = None

ホストのアドレス
値

pydev サーバーのホストアドレス。

デバッグに使用する pydev サーバーのホスト名また
は IP を表す文字列値を指定します。pydev サーバー
はこのアドレスでデバッグ接続をリッスンし、
Glance でのリモートデバッグを容易にします。

値:

有効なホスト名

有効な IP アドレス

関連するオプション:

なし

pydev_worker_debug_po
rt = 5678

ポート値 pydev サーバーがリッスンするポート番号。

pydev サーバーをバインドするポート番号を指定し
ます。pydev プロセスはこのポートでデバッグ接続
を受け入れ、Glance でのリモートデバッグを容易に
します。

値:

有効なポート番号

関連するオプション:

なし

rate_limit_burst = 0 整数値 rate_limit_interval ごとのログ記録されたメッセージ
の最大数。

rate_limit_except_level = 
CRITICAL

文字列値 レート制限で使用されるログレベル名:CRITICAL、
ERROR、INFO、WARNING、DEBUG または空の文
字列。rate_limit_except_level 以上のレベルのログは
フィルターされません。空の文字列は、すべてのレ
ベルがフィルターされることを意味します。

rate_limit_interval = 0 整数値 ログのレート制限の間隔 (秒数)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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show_image_direct_url = 
False

ブール値 イメージを返す際に直接イメージの場所を示しま
す。

この設定オプションは、イメージの詳細をユーザー
に返すときに直接イメージの場所を表示するかどう
かを指定します。直接イメージの場所は、バックエ
ンドストレージ内でイメージデータが保存される場
所です。このイメージの場所は、イメージ属性 
direct_url セクションに表示されます。

イメージに対して複数のイメージの場所が存在する
場合には、設定オプション location_strategy で示
される場所ストラテジーに基づいて、最適な場所が
表示されます。

注記:

イメージの場所を表示すると、イメージの
場所に認証情報が含まれることがあるた
め、重大なセキュリティーリスクが発生す
る可能性があります。したがって、これは
デフォルトで False に設定されています。
設定の意味するところを理解している場合
に限り、細心の注意を払ってこのオプショ
ンを True に設定してください。

運用者がユーザーにイメージの場所を表示
しないことを希望する場合は、このオプ
ションと show_multiple_locations の両
方を False に設定する必要があります。

値:

True

False

関連するオプション:

show_multiple_locations

location_strategy

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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show_multiple_locations 
= False

ブール値 イメージを返す際にすべてのイメージの場所を示し
ます。

この設定オプションは、イメージの詳細をユーザー
に返すときにすべてのイメージの場所を表示するか
どうかを指定します。イメージに対して複数のイ
メージの場所が存在する場合には、設定オプション 
location_strategy で示される場所ストラテジーに
基づいて、場所が順番に表示されます。イメージの
場所は、イメージ属性 locations セクションに表示
されます。

注記:

イメージの場所を表示すると、イメージの
場所に認証情報が含まれることがあるた
め、重大なセキュリティーリスクが発生す
る可能性があります。したがって、これは
デフォルトで False に設定されています。
設定の意味するところを理解している場合
に限り、細心の注意を払ってこのオプショ
ンを True に設定してください。

詳細
は、https://wiki.openstack.org/wiki/OSSN/
OSSN-0065 を参照してください。

運用者がユーザーにイメージの場所を表示
しないことを希望する場合は、このオプ
ションと show_image_direct_url の両方
を False に設定する必要があります。

値:

True

False

関連するオプション:

show_image_direct_url

location_strategy

非推奨となったバージョン： Newton

*理由:* Newton 以降非推奨になったこのオプション
の使用はセキュリティーリスクであり、現在このオ
プションを必要とするそれらのユースケースを満た
す方法がわかれば削除されます。ポリシーを使用す
ることで同じ機能をより細かい粒度で実現できると
いう以前の通知は、正しくありません。ポリシー設
定でこのオプションを回避することが取るべき修正
の方向と考えていますが、現在、この方法で回避す
ることはできません。この問題への対処に関する最
新の進捗状況を把握するために、常に Glance のリ
リースノートに注意を払ってください。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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syslog-log-facility = 
LOG_USER

文字列値 ログ行を受け取る syslog ファシリティー。このオプ
ションは、log_config_append が設定されている場合
は無視されます。

use-journal = False ブール値 ロギング用の journald を有効にします。systemd 環
境で実行している場合は、ジャーナルサポートを有
効にしたい場合があります。その場合、ログメッ
セージに加えて構造化されたメタデータが含まれる
journal ネイティブプロトコルが使用されます。この
オプションは、log_config_append が設定されている
場合は無視されます。

use-json = False ブール値 ロギングに JSON 形式を使用します。このオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

use-syslog = False ブール値 ロギングに syslog を使用します。既存の syslog 形式
は非推奨であり、後に RFC5424 に従うように変更
されます。このオプションは、log_config_append が
設定されている場合は無視されます。

use_eventlog = False ブール値 出力を Windows イベントログに記録します。

use_stderr = False ブール値 出力を標準エラーに記録します。このオプション
は、log_config_append が設定されている場合は無視
されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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user_storage_quota = 0 文字列値 テナントごとのイメージストレージの最大容量。

これにより、全ストアにわたってテナントのすべて
のイメージによって消費される累積ストレージに上
限が適用されます。これはテナントごとの制限で
す。

この設定オプションのデフォルトの単位はバイトで
す。ただし、ストレージの単位は、大文字/小文字を
区別する文字B、KB、MB、GB、および TBを使用
して指定することができ、それぞれバイト、キロバ
イト、メガバイト、ギガバイト、およびテラバイト
を表します。値と単位の間にはスペースを入れない
でください。値 0 は、クォータが適用されないこと
を意味します。負の値は無効で、エラーが発生しま
す。

値:

上記のように、ストレージの値を表す負で
はない整数とストレージの単位を表すオプ
ションの文字列の有効な組み合わせである
文字列。

関連するオプション:

なし

watch-log-file = False ブール値 ファイルシステムを監視するように設計されたログ
ハンドラーを使用します。ログファイルが移動また
は削除されると、このハンドラーは、指定されたパ
スで新しいログファイルを即時に開きます。これ
は、log_file オプションを指定し、Linux プラット
フォームが使用される場合にのみ有効です。このオ
プションは、log_config_append が設定されている場
合は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

第3章 GLANCE

383



worker_self_reference_url
= None

文字列値 このワーカーへの URL。

これが設定されている場合、他のグランスワーカー
は、必要に応じてこのワーカーに直接連絡する方法
を知っています。イメージのインポートの場合、1 人
のワーカーがイメージをステージングし、他のワー
カーがインポートリクエストを適切なワーカーにプ
ロキシーできる必要があります。

設定されていない場合、これは public_endpoint
と見なされ、通常はすべてのワーカーで同じ値に設
定され、プロキシー動作を効果的に無効にします。

値:

このワーカーが他のワーカーから到達可能
な URL

関連するオプション:

public_endpoint

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.3.2. glance_store

以下の表は、/etc/glance/glance-cache.conf ファイルの [glance_store] グループで利用可能なオプ
ションの概要をまとめたものです。

表3.30 glance_store

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

cinder_api_insecure = 
False

ブール値 cinder に対するセキュアではない SSL リクエストの
実行を許可します。

このオプションが True に設定されている場合、
HTTPS エンドポイント接続は 
cinder_ca_certificates_file オプションで指定さ
れた CA 証明書ファイルを使用して検証されます。

値:

True

False

関連するオプション:

cinder_ca_certificates_file
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cinder_ca_certificates_fil
e = None

文字列値 cinder クライアントリクエストに使用する CA 証明
書ファイルの場所。

CA 証明書ファイルが設定されている場合、指定され
たファイルが、HTTPS エンドポイントを使用した
cinder 接続の検証に使用されます。エンドポイント
が HTTP の場合、この値は無視されます。検証を有
効にするには、cinder_api_insecure を True に設
定する必要があります。

値:

CA 証明書ファイルへのパス

関連するオプション:

cinder_api_insecure

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_catalog_info = 
volumev3::publicURL

文字列値 サービスカタログで cinder を検索する際に照合する
情報。

cinder_endpoint_template が設定されておら
ず、cinder_store_auth_address、cinder_stor
e_user_name、cinder_store_project_name、
cinder_store_password のいずれも設定されてい
ない場合、cinder store はこの情報を使用して、現在
のコンテキストでサービスカタログから cinder エン
ドポイントを検索しま
す。cinder_os_region_name が設定されている
場合は、適切なエンドポイントを取得するために考
慮されます。

サービスカタログは、openstack catalog list コマ
ンドでリスト表示できます。

値:

次の形式の文字列: <service_type>:
<service_name>:<interface> 少なくと
も service_type および interface を指定
する必要があります。service_name は省
略できます。

関連するオプション:

cinder_os_region_name

cinder_endpoint_template

cinder_store_auth_address

cinder_store_user_name

cinder_store_project_name

cinder_store_password

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_endpoint_templat
e = None

文字列値 cinder エンドポイントのテンプレートでサービスカ
タログの検索を上書きします。

このオプションを設定すると、サービスカタログか
ら検索するのではなく、この値を使用して cinder エ
ンドポイントが生成されま
す。cinder_store_auth_address、cinder_stor
e_user_name、cinder_store_project_name、
および cinder_store_password が指定されている
場合には、この値は無視されます。

この設定オプションが設定されている場
合、cinder_catalog_info は無視されます。

値:

cinder エンドポイントの URL テンプレート
文字列。ここで、%%(tenant)s は現在の
テナント (プロジェクト) 名に置き換えま
す。
例:http://cinder.openstack.example.or
g/v2/%%(tenant)s

関連するオプション:

cinder_store_auth_address

cinder_store_user_name

cinder_store_project_name

cinder_store_password

cinder_catalog_info

cinder_enforce_multipath 
= False

ブール値 これが True に設定されている場合、multipathd が実
行されていない場合、イメージ転送用のボリューム
のアタッチが中断されます。それ以外の場合は、単
一のパスにフォールバックします。

値:

True か False

関連するオプション:

cinder_use_multipath

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_http_retries = 3 整数値 失敗した http 呼び出しでの cinderclient のリトライ
回数。

何らかのエラーによって呼び出しに失敗すると、
cinderclient は数秒スリープした後に呼び出しを指定
の回数までリトライします。

値:

正の整数

関連するオプション:

なし

cinder_mount_point_bas
e = /var/lib/glance/mnt

文字列値 glance ノードで NFS ボリュームがマウントされる
ディレクトリー。

値:

マウントポイントの絶対パスを表す文字
列。

cinder_os_region_name = 
None

文字列値 サービスカタログから cinder サービスを検索する際
のリージョン名。

これは、cinder_catalog_info を使用してエンドポ
イントを決定する場合にのみ使用されます。これが
設定されている場合、このノードによる cinder エン
ドポイントの検索は、指定のリージョンにフィル
ターされます。これは、カタログに複数のリージョ
ンがリスト表示される場合に役立ちます。これが設
定されていない場合、エンドポイントはすべての
リージョンから検索されます。

値:

有効なリージョン名である文字列。

関連するオプション:

cinder_catalog_info

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_state_transition_ti
meout = 300

整数値 cinder ボリュームの遷移が完了するまで待機する時
間 (秒単位)。

ボリュームデータの読み取り/書き込みを行うため
に、cinder ボリュームを作成、削除、または glance
ノードにアタッチすると、ボリュームの状態が変更
されます。たとえば、新規作成されたボリュームの
ステータスは、作成プロセスの完了後に creating か
ら available に変わります。このオプションは、ス
テータス変更を待機する最大時間を指定します。待
機時間がタイムアウトするか、ステータスが予期し
ない値に変更される場合 (errorなど)、イメージの作
成は失敗します。

値:

正の整数

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_store_auth_addre
ss = None

文字列値 cinder 認証サービスがリッスンしているアドレス。

cinder_store_auth_address、cinder_store_u
ser_name、cinder_store_project_name、およ
び cinder_store_passwordオプションのすべてが
指定された場合、指定した値は常に認証に使用され
ます。これは、イメージサービスに固有のプロジェ
クト/テナントにイメージボリュームを保存すること
により、ユーザーからイメージボリュームを隠すの
に役立ちます。また、ユーザーは glance の ACL の
制御下で、他のプロジェクト間でイメージボリュー
ムを共有できます。

これらのオプションのいずれかが設定されていない
場合、cinder エンドポイントはサービスカタログか
ら検索され、現在のコンテキストのユーザーとプロ
ジェクトが使用されます。

値:

有効な認証サービスアドレス
(例:http://openstack.example.org/iden
tity/v2.0)。

関連するオプション:

cinder_store_user_name

cinder_store_password

cinder_store_project_name

cinder_store_password = 
None

文字列値 cinder に対して認証を行うユーザーのパスワード。

このオプションは、以下の関連オプションすべてと
共に使用する必要があります。これらのいずれかが
指定されていない場合は、現在のコンテキストの
ユーザーが使用されます。

値:

cinder_store_user_nameで指定した
ユーザーの有効なパスワード

関連するオプション:

cinder_store_auth_address

cinder_store_user_name

cinder_store_project_name

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_store_project_na
me = None

文字列値 cinder にイメージボリュームが保存されるプロジェ
クト名。

この設定オプションが設定されていない場合は、現
在のコンテキストのプロジェクトが使用されます。

このオプションは、以下の関連オプションすべてと
共に使用する必要があります。これらのいずれかが
指定されていない場合は、現在のコンテキストのプ
ロジェクトが使用されます。

値:

有効なプロジェクト名

関連するオプション:

cinder_store_auth_address

cinder_store_user_name

cinder_store_password

cinder_store_user_name 
= None

文字列値 cinder に対して認証を行うためのユーザー名。

このオプションは、以下の関連オプションすべてと
共に使用する必要があります。これらのいずれかが
指定されていない場合は、現在のコンテキストの
ユーザーが使用されます。

値:

有効なユーザー名

関連するオプション:

cinder_store_auth_address

cinder_store_password

cinder_store_project_name

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cinder_use_multipath = 
False

ブール値 デプロイメントでマルチパスがサポートされるかど
うかを識別するためのフラグ。

マルチパスがサポートされない場合は、False に設定
します。

値:

True か False

関連するオプション:

cinder_enforce_multipath

cinder_volume_type = 
None

文字列値 cinder でのボリュームの作成に使用されるボリュー
ム種別。

一部の cinder バックエンドには、ストレージの使用
を最適化するための複数のボリューム種別が含まれ
る場合があります。このオプションを追加すると、
運用者はイメージに対して最適化できる特定のボ
リューム種別を cinder で選択することができます。

これが設定されていない場合には、cinder 設定で指
定したデフォルトのボリューム種別がボリュームの
作成に使用されます。

値:

cinder からの有効なボリューム種別

関連するオプション:

なし

注記

NFS バックエンドに関連付けられた
暗号化された volume_type は使用で
きません。NFS バックエンドに保存
されている暗号化されたボリューム
は、glance_store がそのボリューム
に保存されているイメージデータの
書き込みまたはアクセスを試みるた
びに、例外を発生させます。Cinder
管理者に相談して、適切な
volume_type を決定してください。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default_store = file 文字列値 イメージの保存に使用するデフォルトのスキーム。

イメージの保存に使用するデフォルトのスキームを
表す文字列値を指定します。設定されていない場
合、Glance は file をデフォルトのスキームとして使
用して file ストアでイメージを保存します。

注記

この設定オプションに指定する値
は、stores 設定オプションで登録さ
れたストアの有効なスキームである
必要があります。

値:

file

Filesystem

http

https

swift

swift+http

swift+https

swift+config

rbd

cinder

vsphere

s3

関連するオプション:

stores

非推奨となったバージョン： Rocky

理由: このオプションは、''default_store'' 設定オプ
ションと同様に機能する新しい設定オプション
''default_backend'' によって非推奨となりました。

このオプションは、U 開発サイクルで削除される予
定です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default_swift_reference = 
ref1

文字列値 デフォルトの Swift アカウント/バッキングストアパ
ラメーターへの参照。

イメージストレージに swift アカウント/バッキング
ストアを使用するのに必要なデフォルトのパラメー
ターセットへの参照を表す文字列値を指定します。
この設定オプションのデフォルト参照値は ref1 で
す。この設定オプションはパラメーターを逆参照
し、新しいイメージが追加されるたびに Swift スト
レージバックエンドでのイメージ保管を容易にしま
す。

値:

有効な文字列値

関連するオプション:

なし

filesystem_store_chunk_
size = 65536

整数値 チャンクサイズ (バイト単位)。

イメージファイルの読み取り/書き込み時に使用され
るチャンクサイズ。この値を大きくするとスルー
プットが向上しますが、大量のリクエストを処理す
る際にメモリー使用量が若干増加する場合もありま
す。

以下の値を使用できます。

任意の正の整数値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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filesystem_store_datadir 
= /var/lib/glance/images

文字列値 ファイルシステムのバックエンドストアがイメージ
を書き込むディレクトリー。

起動時に、Glance はディレクトリーが存在しない場
合は作成し、glance-api が実行されるユーザーへの
書き込みアクセスを検証します。書き込みアクセス
が使用できない場合は、BadStoreConfiguration
例外が発生し、ファイルシステムストアが新しいイ
メージの追加に利用できないことがあります。

注記

このディレクトリーは、ファイルシ
ステムストアがストレージバックエ
ンドとして使用される場合にのみ使
用されま
す。filesystem_store_datadir ま
たは filesystem_store_datadirs
オプションのいずれかを glance-
api.conf で指定する必要がありま
す。両方のオプションを指定する
と、BadStoreConfiguration が発
生し、ファイルシステムストアが新
しいイメージの追加に利用できない
ことがあります。

値:

ディレクトリーへの有効なパス

関連するオプション:

filesystem_store_datadirs

filesystem_store_file_perm

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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filesystem_store_datadirs 
= None

多値 ファイルシステムのバックエンドストアがイメージ
を書き込むディレクトリーとその優先順位のリス
ト。

filesystem_store_datadir 設定オプションで指定
した単一のディレクトリーを使用する場合とは対照
的に、ファイルシステムストアは複数のディレクト
リーにイメージを格納するように設定できます。複
数のディレクトリーを使用する場合、各ディレクト
リーには、使用される優先順位を指定するオプショ
ンの優先度を指定できます。優先度は、ディレクト
リーパスとコロンで組み合わされる整数で、値が大
きいほど優先度が高くなります。2 つのディレクト
リーの優先度が同じ場合は、空き容量が最も多い
ディレクトリーが使用されます。優先度を指定しな
いと、デフォルトでゼロに設定されます。

複数のストアディレクトリーを持つファイルシステ
ムストアの設定に関する詳細
は、https://docs.openstack.org/glance/latest/confi
guration/configuring.htmlを参照してください。

注記

このディレクトリーは、ファイルシ
ステムストアがストレージバックエ
ンドとして使用される場合にのみ使
用されま
す。filesystem_store_datadir ま
たは filesystem_store_datadirs
オプションのいずれかを glance-
api.conf で指定する必要がありま
す。両方のオプションを指定する
と、BadStoreConfiguration が発
生し、ファイルシステムストアが新
しいイメージの追加に利用できない
ことがあります。

値:

以下の形式の文字列のリスト:

<a valid directory path>:<optional 
integer priority>

関連するオプション:

filesystem_store_datadir

filesystem_store_file_perm

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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filesystem_store_file_per
m = 0

整数値 イメージファイルへのファイルアクセスパーミッ
ション。

イメージデータへの目的のファイルアクセスパー
ミッションを設定します。これにより、Nova などの
他のサービスがファイルシステムストアから直接イ
メージを使用できるようにすることができます。ア
クセスが付与されるサービスを実行中のユーザー
は、作成されるファイルを所有しているグループの
メンバーにすることができます。この設定オプショ
ンにゼロ以下の値を割り当てることは、デフォルト
のパーミッションに変更が加えられないことを意味
します。この値は、8 進数の数字としてデコードさ
れます。

詳細
は、https://docs.openstack.org/glance/latest/confi
guration/configuring.htmlのドキュメントを参照して
ください。

値:

有効なファイルアクセスパーミッション

ゼロ

任意の負の整数

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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filesystem_store_metadat
a_file = None

文字列値 ファイルシステムストアのメタデータファイル。

ファイルシステムストアに関連付けられた場所と共
に返されるメタデータが含まれるファイルへのパ
ス。このオプションが設定されると、後で作成され
る新しいイメージにのみ使用されます。以前の既存
のイメージには影響しません。

このファイルには、有効な JSON オブジェクトが含
まれている必要があります。オブジェクトには、
キー ID と マウントポイント が含まれている必要が
あります。両方のキーの値は文字列でなければなり
ません。

値:

ストアメタデータファイルへの有効なパス

関連するオプション:

なし

filesystem_thin_provision
ing = False

ブール値 このバックエンドでシンプロビジョニングを有効に
するかどうか。

この設定オプションを使用すると、ファイルシステ
ムに null バイトシーケンスを実際に書き込まないと
いう機能が有効になります。表示されるホールは、
ファイルシステムによって自動的に null バイトとし
て解釈され、ストレージを実際に消費しません。こ
の機能を有効にすると、ネットワーク経由で null バ
イトシーケンスが送信されないため、バックエンド
のスペースを節約できるだけでなく、イメージの
アップロードが高速化され、ネットワークトラ
フィックが節約されます。

以下の値を使用できます。

True

False

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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http_proxy_information = 
{}

dict 値 リモートサーバーへの接続に使用する http/https プ
ロキシー情報。

この設定オプションは、リモートサーバーへの接続
に使用する必要のある http/https プロキシー情報を
指定します。プロキシー情報は、スキームとプロキ
シーのキー/値のペアにする必要があります
(例:http:10.0.0.1:3128)。また、キーと値のペアをコン
マで区切ることで、複数のスキームのプロキシーを
指定することもできます (例: http:10.0.0.1:3128,
https:10.0.0.1:1080)。

値:

上記のように スキーム: プロキシーペアのコ
ンマ区切りリスト

関連するオプション:

なし

https_ca_certificates_file 
= None

文字列値 CA バンドルファイルへのパス。

この設定オプションにより、運用者はカスタム認証
局ファイルを使用してリモートサーバー証明書を検
証できます。このオプションを設定する
と、https_insecure オプションは無視され、指定
された CA ファイルがサーバー証明書の認証に使用
され、サーバーへのセキュアな接続が確立されま
す。

値:

CA ファイルへの有効なパス

関連するオプション:

https_insecure

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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https_insecure = True ブール値 リモートサーバー証明書の検証を設定します。

この設定オプションはブール値を取り、リモート
サーバーの証明書を検証するかどうかを決定しま
す。True に設定すると、リモートサーバー証明書は
検証されません。このオプションが False に設定さ
れている場合、デフォルトの CA トラストストアが
検証に使用されます。

このオプションは、https_ca_certificates_file が
設定されている場合は無視されます。リモートサー
バー証明書は、https_ca_certificates_file オプ
ションを使用して指定されたファイルを使用して検
証されます。

値:

True

False

関連するオプション:

https_ca_certificates_file

rados_connect_timeout = 
0

整数値 Ceph クラスターに接続する際のタイムアウト値。

この設定オプションは、Ceph クラスターに接続する
際に使用されるタイムアウト値 (秒単位) を取りま
す。つまり、接続を閉じるまで glance-api が待機す
る時間を設定します。これにより、RBD への接続中
に glance-api がハングアップするのを防ぐことがで
きます。このオプションの値を 0 以下に設定する
と、タイムアウトは設定されず、デフォルトの
librados 値が使用されます。

以下の値を使用できます。

任意の整数値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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`rbd_store_ceph_conf = ` 文字列値 Ceph 設定ファイルへのパス。

この設定オプションは、使用する Ceph 設定ファイ
ルへのパスを指定します。このオプションの値が
ユーザーにより設定されていない場合や、空の文字
列に設定されている場合、librados は、デフォルトの
Ceph 設定ファイルの場所を順に検索して標準の
ceph.conf ファイルを読み取ります。詳細は、Ceph
のドキュメントを参照してください。

注記

Cephx 認証を使用する場合、この
ファイルの client.<USER>セクション
に適切なキーリングへの参照を含め
る必要があります。

注 2: このオプションを空白のままにすると (デフォ
ルト)、使用される実際の Ceph 設定ファイルは、使
用されている librados のバージョンによって変わる
可能性があります。有効になっている設定ファイル
を正確に把握しておくことが重要な場合は、このオ
プションを使用してここにファイルを指定できま
す。

以下の値を使用できます。

設定ファイルへの有効なパス

関連するオプション:

rbd_store_user

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rbd_store_chunk_size = 8 整数値 RADOS イメージをチャンクに分割する際のサイズ
(メガバイト単位)。

Glance イメージをチャンクに分割する際のサイズ
(メガバイト単位) を表す整数値を指定します。デ
フォルトのチャンクサイズは 8 メガバイトです。最
適なパフォーマンスを得るには、値は 2 の累乗でな
ければなりません。

Ceph の RBD オブジェクトストレージシステムを
Glance イメージを保存するためのストレージバック
エンドとして使用する場合、イメージはこのオプ
ションを使用して設定されるサイズのオブジェクト
に分割されます。これらの分割されたオブジェクト
は、分散ブロックデータストア全体に保存され、
Glance に使用されます。

以下の値を使用できます。

任意の正の整数値

関連するオプション:

なし

rbd_store_pool = images 文字列値 イメージが保存される RADOS プール。

RBD を Glance イメージを保存するためのストレー
ジバックエンドとして使用する場合、イメージは 
プール へのオブジェクト (イメージのチャンク) の論
理的なグループ化により保存されます。各プール
は、含めることのできる配置グループの数で定義さ
れます。使用されるデフォルトのプールは イメージ
です。

RBD ストレージバックエンドの詳細
は、http://ceph.com/planet/how-data-is-stored-in-
ceph-cluster/を参照してください。

以下の値を使用できます。

有効なプール名

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rbd_store_user = None 文字列値 認証する RADOS ユーザー。

この設定オプションは、認証する RADOS ユーザー
を設定します。このオプションは RADOS 認証が有
効になっている場合にのみ必要で、ユーザーが
Cephx 認証を使用している場合にのみ適用されま
す。このオプションの値がユーザーによって設定さ
れていない場合や、None に設定されている場合に
は、デフォルト値が選択されます。これは、
rbd_store_ceph_conf の client. セクションに基づきま
す。

以下の値を使用できます。

有効な RADOS ユーザー

関連するオプション:

rbd_store_ceph_conf

rbd_thin_provisioning = 
False

ブール値 このバックエンドでシンプロビジョニングを有効に
するかどうか。

この設定オプションを使用すると、RBD バックエン
ドに null バイトシーケンスを実際に書き込まないと
いう機能が有効になります。表示されるホールは、
Ceph によって自動的に null バイトとして解釈され、
ストレージを実際に消費しません。この機能を有効
にすると、ネットワーク経由で null バイトシーケン
スが送信されないため、バックエンドのスペースを
節約できるだけでなく、イメージのアップロードが
高速化され、ネットワークトラフィックが節約され
ます。

以下の値を使用できます。

True

False

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rootwrap_config = 
/etc/glance/rootwrap.conf

文字列値 root としてコマンドを実行するのに使用する
rootwrap 設定ファイルへのパス。

cinder ストアでは、イメージボリュームを操作する
のに root 権限が必要です (iSCSI/FC ボリュームへの
接続、ボリュームデータの読み取り/書き込みのため
など)。設定ファイルでは、cinder ストアおよび os-
brick ライブラリーによる必要なコマンドを許可する
必要があります。

値:

rootwrap 設定ファイルへのパス

関連するオプション:

なし

s3_store_access_key = 
None

文字列値 S3 クエリートークンアクセスキー。

この設定オプションは、Amazon S3 または S3 互換
ストレージサーバーで認証するためのアクセスキー
を取得します。このオプションは、S3 ストレージ
バックエンドを使用する場合に必要です。

値:

適切な権限を持つユーザーのアクセスキー
である任意の文字列値

関連するオプション:

s3_store_host

s3_store_secret_key

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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s3_store_bucket = None 文字列値 Glance データの保存に使用される S3 バケット。

この設定オプションは、Glance イメージが S3 に保
存される場所を指定しま
す。s3_store_create_bucket_on_put を true に
設定すると、バケットが存在しなくても自動的に作
成されます。

値:

任意の文字列値

関連するオプション:

s3_store_create_bucket_on_put

s3_store_bucket_url_format

s3_store_bucket_url_for
mat = auto

文字列値 オブジェクトを決定するために使用される S3 呼び出
し形式。

この設定オプションは、S3 バケット内のオブジェク
トのアドレスを指定するために使用されるアクセス
モデルを取ります。

注記: path スタイルでは、オブジェクトのエンドポ
イントは
https://s3.amazonaws.com/bucket/example.img
のようになります。virtual スタイルでは、オブジェ
クトのエンドポイントは
https://bucket.s3.amazonaws.com/example.img
のようになります。バケット名で DNS 命名規則に従
わない場合、パススタイルでオブジェクトを取得で
きますが、仮想スタイルでは取得できません。

値:

auto、virtual、または path の任意の文字
列値

関連するオプション:

s3_store_bucket

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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s3_store_create_bucket_
on_put = False

ブール値 S3 が新しいバケットを作成する必要があるかどうか
を決定します。

この設定オプションはブール値を取り、Glance が
S3 に新しいバケットを作成する必要があるかどうか
を示します (存在しない場合)。

値:

任意のブール値

関連するオプション:

なし

s3_store_host = None 文字列値 S3 サーバーがリッスンしているホスト。

この設定オプションは、S3 または S3 互換ストレー
ジサーバーのホストを設定します。このオプション
は、S3 ストレージバックエンドを使用する場合に必
要です。ホストには、DNS 名 (s3.amazonaws.com、
my-object-storage.com など) または IP アドレス
(127.0.0.1) を含めることができます。

値:

有効な DNS 名

有効な IPv4 アドレス

関連するオプション:

s3_store_access_key

s3_store_secret_key

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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s3_store_large_object_ch
unk_size = 10

整数値 パーツのアップロード時に S3 が使用するマルチパー
トアップロードパーツのサイズ (MB 単位)。

この設定オプションは、マルチパートアップロード
のイメージ分割サイズを MB 単位で取得します。

注記: 分割できるイメージは 10,000 個までです。

値:

任意の正の整数値 (5M 以上である必要があ
ります)

関連するオプション:

s3_store_large_object_size

s3_store_thread_pools

s3_store_large_object_siz
e = 100

整数値 S3 がイメージファイルのチャンク化を開始し、S3
でマルチパートアップロードを実行する必要がある
サイズ (MB 単位)。

この設定オプションは、イメージをそのまま S3 に
アップロードするか、分割するか (マルチパートアッ
プロード) を決定するために MB 単位でしきい値を取
得します。

注記: 分割できるイメージは 10,000 個までです。

値:

任意の正の整数値

関連するオプション:

s3_store_large_object_chunk_size

s3_store_thread_pools

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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s3_store_secret_key = 
None

文字列値 S3 クエリートークンの秘密鍵。

この設定オプションは、Amazon S3 または S3 互換
ストレージサーバーで認証するための秘密鍵を受け
取ります。このオプションは、S3 ストレージバック
エンドを使用する場合に必要です。

値:

s3_store_host オプションを使用して指定
されたアクセスキーに対応する秘密鍵であ
る任意の文字列値

関連するオプション:

s3_store_host

s3_store_access_key

s3_store_thread_pools = 
10

整数値 S3 でマルチパートアップロードを実行するためのス
レッドプールの数。

この設定オプションは、マルチパートアップロード
の実行時にスレッドプールの数を取得します。

値:

任意の正の整数値

関連するオプション:

s3_store_large_object_size

s3_store_large_object_chunk_size

設定オプション = デフォルト
値
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stores = ['file', 'http'] リスト値 有効な Glance ストアのリスト。

ディスクイメージを格納するために使用するスト
レージバックエンドを、コンマ区切りリストとして
登録します。Glance でのディスクイメージの保存用
に有効化されたデフォルトのストアは、file と http
です。

値:

以下が含まれるコンマ区切りリスト:

file

http

swift

rbd

cinder

vmware

s3

関連するオプション:

default_store

非推奨となったバージョン： Rocky

理由: このオプションは、異なるスキームの複数の
バックエンドストアを設定するのに役立つ新たな設
定オプション ''enabled_backends'' によって非推奨と
なりました。

このオプションは、U 開発サイクルで削除される予
定です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_buffer_on_upload = 
False

ブール値 Swift にアップロードする前にイメージのセグメント
をバッファー処理します。

swift へのアップロード中に Glance がイメージデー
タをディスクにバッファーするかどうかを指定する
ブール値を指定します。これにより、Glance はエ
ラー時にアップロードを再開できます。

注意: このオプションを有効にすると、API ノードの
ディスク使用量が増加するので、細心の注意を払う
必要があります。ファイルシステムの設定状況に
よっては、バッファー処理に使用されるディスク領
域により、glance イメージキャッシュに利用可能な
実際のディスク容量が減る可能性があることに注意
してください。ディスク使用率は、
式swift_store_large_object_chunk_size * 
workers * 1000 に従って上限が設定されます。

値:

True

False

関連するオプション:

swift_upload_buffer_dir

swift_store_admin_tenant
s = []

リスト値 管理者アクセスが付与されるテナントのリスト。

これは、マルチテナントモードの Glance によって作
成されたすべての Swift コンテナーでの読み取り/書
き込みアクセスが付与されるテナントのリストで
す。デフォルト値は空のリストです。

値:

Keystone プロジェクト/テナントの UUID を
表す文字列のコンマ区切りリスト

関連するオプション:

なし

swift_store_auth_address 
= None

文字列値 Swift 認証サービスがリッスンしているアドレス。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_auth_insecur
e = False

ブール値 サーバー証明書の検証を設定します。

このブール値は、サーバー証明書を検証するかどう
かを決定します。このオプションが True に設定され
ている場合、swiftclient は認証時に有効な SSL 証明
書かどうかをチェックしません。このオプションが
False に設定されている場合、デフォルトの CA トラ
ストストアが検証に使用されます。

値:

True

False

関連するオプション:

swift_store_cacert

swift_store_auth_version 
= 2

文字列値 使用する認証サービスのバージョン。有効なバー
ジョンは、keystone の場合は 2 および 3 で、swauth
および rackspace の場合は 1(非推奨) です。

swift_store_cacert = None 文字列値 CA バンドルファイルへのパス。

この設定オプションにより、運用者は Swift に接続す
る際の SSL 検証用のカスタム認証局ファイルへのパ
スを指定できます。

値:

CA ファイルへの有効なパス

関連するオプション:

swift_store_auth_insecure

設定オプション = デフォルト
値
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swift_store_config_file = 
None

文字列値 swift アカウント設定が含まれるファイルへの絶対パ
ス。

設定済みの各 Swift アカウント/バッキングストアへ
の参照を持つ設定ファイルへのパスを表す文字列値
を含めます。デフォルトでは、ファイルパスが指定
されておらず、カスタマイズされた Swift 参照は無効
になっています。データベースへの認証情報の保存
を回避するため、このオプションを設定すること
は、イメージストレージに Swift ストレージバックエ
ンドを使用する際に強く推奨されます。

注記

swift_store_multi_tenant を 
True に設定した場合は、このオプ
ションを設定しないでください。

値:

glance-api ノードの絶対パスを表す文字列
値

関連するオプション:

swift_store_multi_tenant

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_container = 
glance

文字列値 イメージを保存するための単一のコンテナーの名前/
複数のコンテナーの名前の接頭辞

1 つのコンテナーを使用してイメージを保存する場
合、この設定オプションは、すべてのイメージの保
存に使用される Glance アカウント内のコンテナーを
示します。複数のコンテナーがイメージの保存に使
用される場合、これはすべてのコンテナーの名前の
接頭辞になります。単一/複数コンテナーの使用は、
設定オプション 
swift_store_multiple_containers_seed を使用
して制御できます。

複数のコンテナーを使用する場合、コンテナーの名
前は、この設定オプションに設定された値をベース
に、イメージ UUID の最初の N 文字をアンダースコ
アで区切られた接尾辞として指定されます (N は 
swift_store_multiple_containers_seedによっ
て指定されます)。

例: シードが 3 で swift_store_container = glance と
設定されている場合には、UUID がfdae39a1-bac5-
4238-aba4-69bcc726e848 のイメージは 
glance_fda のコンテナーに配置されます。コンテ
ナー名の作成時に、UUID のすべてのダッシュは含ま
れますが、文字の制限にはカウントされないため、
N=10 の場合はコンテナー名は glance_fdae39a1-
ba になります。

値:

単一のコンテナーを使用する場合、この設
定オプションは Glance の Swift アカウント
の有効な任意の swift コンテナーの名前の文
字列にすることができます。

複数のコンテナーを使用する場合、この設
定オプションは、 Swift により適用されるコ
ンテナーの命名ルールを満たす限り任意の
文字列になりま
す。swift_store_multiple_containers_
seed の値も考慮する必要があります。

関連するオプション:

swift_store_multiple_containers_see
d

swift_store_multi_tenant

swift_store_create_container_on_put

設定オプション = デフォルト
値
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swift_store_create_contai
ner_on_put = False

ブール値 イメージのアップロード時に、コンテナーを作成し
ます (まだ存在しない場合)。

イメージのアップロード時に、対応するコンテナー
が存在しない場合は、この設定オプションが True に
設定されている場合に作成されます。デフォルトで
は、コンテナーは作成されません。この動作は、単
一および複数コンテナーモードの両方に適用されま
す。

値:

True

False

関連するオプション:

なし

swift_store_endpoint = 
None

文字列値 Swift バックエンドストレージに使用する URL エン
ドポイント。

Glance イメージを Swift ストアに格納するために使
用する URL エンドポイントを表す文字列値を指定し
ます。デフォルトでは、エンドポイントは設定され
ず、auth によって返されるストレージ URL が 使用
されます。swift_store_endpoint を使用してエン
ドポイントを設定すると、ストレージ URL を上書き
され、Glance イメージストレージに使用されます。

注記

URL には、コンテナーまでのパスを
含める必要がありますが、コンテ
ナーそのものは除外します。オブ
ジェクトの場所は、コンテナーおよ
びオブジェクトを設定した URL に追
加すると得られます。

値:

Swift コンテナーまでの有効な URL パスを
表す文字列値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値
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swift_store_endpoint_typ
e = publicURL

文字列値 Swift サービスのエンドポイント種別。

この文字列値は、Swift エンドポイントの取得に使用
するエンドポイント種別を示します。エンドポイン
ト種別により、ユーザーが実行できるアクション (た
とえば、ストアの読み取りおよび書き込み) が決定さ
れます。この設定は、swift_store_auth_version が 1
よりも大きい場合にのみ使用されます。

値:

publicURL

adminURL

internalURL

関連するオプション:

swift_store_endpoint

swift_store_expire_soon_
interval = 60

整数値 現在のトークンの有効期限が過ぎる前に新しいトー
クンが要求される可能性があるウィンドウのサイズ
を定義する時間 (秒単位)。

通常、Swift ストレージドライバーは、現在のトーク
ンの有効期限が過ぎた時に新しいトークンを取得し
て、Swift へのアクセスを継続させます。ただし、処
理中にトークンが期限切れになると、一部の Swift ト
ランザクション (イメージのセグメントのアップロー
ドなど) が適切に復元されないことがあります。

したがって、現在のトークンの有効期限前に新しい
トークンを取得することにより、トランザクション
を試行する前にトークンが失効したり期限切れに近
づいたりしないようにします。デフォルトでは、
Swift ストレージドライバーは、現在のトークンの有
効期限の 60 秒前から新しいトークンを要求します。

値:

ゼロ

正の整数値

関連するオプション:

なし

swift_store_key = None 文字列値 Swift 認証サービスに対して認証するユーザーの認証
鍵。

設定オプション = デフォルト
値
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swift_store_large_object_
chunk_size = 200

整数値 イメージデータがセグメント化される際のセグメン
トの最大サイズ (MB 単位)。

Swift クラスターによって適用される上限を上回るイ
メージをアップロードするためにイメージデータが
セグメント化される場合、イメージデータはこの設
定オプションで指定されるサイズ以下のセグメント
に分割されます。詳細
は、swift_store_large_object_size を参照して
ください。

たとえば、swift_store_large_object_size が 5
GB で、swift_store_large_object_chunk_size
が 1 GB の場合、サイズが 6.2 GB のイメージは 7 セ
グメントに分割されます。この場合、最初の 6 つの
セグメントのサイズは 1 GB で、7 番目のセグメント
は 0.2 GB になります。

値:

該当する Swift クラスターによって適用され
る大型オブジェクト制限以下の正の整数。

関連するオプション:

swift_store_large_object_size

設定オプション = デフォルト
値
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swift_store_large_object_
size = 5120

整数値 サイズしきい値 (MB 単位)。これを超えると、
Glance はイメージデータのセグメント化を開始しま
す。

Swift では、アップロードされる単一のオブジェクト
のサイズに上限があります。デフォルトでは、これ
は 5 GB です。この制限を超えるオブジェクトをアッ
プロードするには、オブジェクトをマニフェスト
ファイルと関連付けられる複数の小さなオブジェク
トにセグメント化します。詳細
は、https://docs.openstack.org/swift/latest/overvie
w_large_objects.htmlを参照してください。

この設定オプションは、サイズのしきい値を指定し
ます。これを超えると、Swift ドライバーはイメージ
データを複数の小さなファイルにセグメント化する
処理を開始します。現在、Swift ドライバーは
Dynamic Large Objects の作成のみをサポートしてい
ます。

注記

これは、該当する Swift クラスター
によって適用される大型オブジェク
トの制限を考慮して設定する必要が
あります。

値:

該当する Swift クラスターによって適用され
る大型オブジェクト制限以下の正の整数。

関連するオプション:

swift_store_large_object_chunk_size

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_multi_tenant 
= False

ブール値 イメージをテナントの Swift アカウントに保存しま
す。

これにより、マルチテナントストレージモードが有
効になり、Glance イメージがテナント固有の Swift
アカウントに保存されます。これが無効になってい
ると、Glance はすべてのイメージを独自のアカウン
トに保存します。マルチテナントストアの詳細につ
いて
は、https://wiki.openstack.org/wiki/GlanceSwiftTen
antSpecificStorageを参照してください。

注記

マルチテナントの swift ストアを使用
している場合
は、swift_store_config_file オプ
ションで swift 設定ファイルを設定し
ないようにしてください。

値:

True

False

関連するオプション:

swift_store_config_file

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_multiple_cont
ainers_seed = 0

整数値 イメージの保存に使用するコンテナーの数を示す
シード。

単一テナントストアを使用する場合は、イメージを 1
つ以上のコンテナーに保存できます。0 に設定する
と、すべてのイメージが 1 つのコンテナーに保存され
ます。1 から 32 の整数値に設定すると、イメージの
保存に複数のコンテナーが使用されます。この設定
オプションにより、作成されるコンテナーの数が決
まります。使用されるコンテナーの合計数は 16^N と
なるため、この設定オプションが 2 に設定されてい
る場合は、イメージの保存に 16^2=256 のコンテナー
が使用されます。

命名規則に関する詳細は、swift_store_container
を参照してください。複数のコンテナーの使用につ
いての詳細
は、https://specs.openstack.org/openstack/glance-
specs/specs/kilo/swift-store-multiple-
containers.htmlを参照してください。

注記

このオプションは、
swift_store_multi_tenant が無効に
なっている場合にのみ使用されま
す。

値:

32 以下の負の値ではない整数

関連するオプション:

swift_store_container

swift_store_multi_tenant

swift_store_create_container_on_put

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_region = 
None

文字列値 Glance が使用する Swift エンドポイントのリージョ
ン。

Glance がイメージの保存のために接続できる Swift
リージョンを表す文字列値を指定します。デフォル
トでは、リージョンは設定されません。

Glance がストレージバックエンドとして Swift を使
用して複数のエンドポイントを持つ特定のテナント
のイメージを保存する場合、swift_store_region
で Swift リージョンを設定すると、Glance は単一
リージョン接続ではなく、指定したリージョンの
Swift に接続できるようになります。

このオプションは、単一テナントおよびマルチテナ
ントストレージの両方に対して設定できます。

注記

swift_store_region を使用した
リージョンの設定はテナント固有の
もので、テナントが異なるリージョ
ンにまたがる複数のエンドポイント
を持つ 場合にのみ 必要です。

値:

有効な Swift リージョンを表す文字列値。

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_retry_get_co
unt = 0

整数値 Swift のダウンロードがリトライされる回数。これを
超えると、リクエストは失敗します。

エラーが発生する前にイメージのダウンロードをリ
トライする必要のある回数を表す整数値を指定しま
す。デフォルト値はゼロです (イメージのダウンロー
ドに失敗した場合、リトライされません)。正の整数
値に設定すると、swift_store_retry_get_count
により、ダウンロードの失敗時にこの回数ダウン
ロードが試みられます。これを超えると、エラー
メッセージが送信されます。

値:

ゼロ

正の整数値

関連するオプション:

なし

swift_store_service_type 
= object-store

文字列値 使用する Swift サービスの種別。

Swift バックエンドストレージの使用中、イメージの
保存に使用するサービス種別を表す文字列値を指定
します。デフォルトのサービス種別は object-store
に設定されます。

注記

swift_store_auth_version が 2 に
設定されている場合、この設定オプ
ションの値は object-store である
必要があります。より新しいバー
ジョンの Keystone または別の認証
スキームを使用している場合は、こ
のオプションを変更できます。

値:

Swift ストレージ用の有効なサービス種別を
表す文字列。

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_ssl_compres
sion = True

ブール値 HTTPS Swift リクエストの SSL レイヤーの圧縮。

SSL レイヤーでイメージの HTTPS Swift リクエスト
を圧縮するかどうかを決定するブール値を指定しま
す。デフォルトでは、圧縮は有効になっています。

Swift を Glance イメージストレージのバックエンド
ストアとして使用する場合は、このオプションを使
用して HTTPS Swift リクエストの SSL レイヤーの圧
縮を設定できます。False に設定すると、HTTPS
Swift リクエストの SSL レイヤーの圧縮は無効にな
ります。このオプションを無効にすると、すでに圧
縮された形式のイメージ (qcow2 など) に関するパ
フォーマンスが向上します。

値:

True

False

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_store_use_trusts = 
True

ブール値 マルチテナント Swift ストアの信頼を使用します。

マルチテナントストアが使用されている場合に、こ
のオプションは、各追加/取得リクエストに対して信
頼を作成するように Swift ストアに指示します。信頼
を使用すると、Swift ストアは、データのアップロー
ドまたはダウンロード中に、認証トークンの失効に
より発生する可能性がある問題を回避できます。

デフォルトでは、swift_store_use_trusts は 
Trueに設定されています (信頼の使用が有
効)。False に設定すると、代わりに Swift 接続に
ユーザートークンが使用され、信頼の作成のオー
バーヘッドがなくなります。

注記

このオプション
は、swift_store_multi_tenant が 
Trueに設定されている場合のみ考慮
されます。

値:

True

False

関連するオプション:

swift_store_multi_tenant

swift_store_user = None 文字列値 Swift 認証サービスに対して認証するユーザー。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_upload_buffer_dir = 
None

文字列値 Swift にアップロードする前にイメージセグメントを
バッファー処理するディレクトリー。

イメージセグメントが swift にアップロードされる前
に一時的にバッファー処理される、glance ノード上
のディレクトリーへの絶対パスを表す文字列値を指
定します。

注記:

これは、設定オプション 
swift_buffer_on_upload が True に設定
されている場合にのみ必要です。

このディレクトリー
は、swift_store_large_object_chunk_
size と、特定の Glance ノードによって同
時にアップロードできるイメージの最大数
を念頭に置いてプロビジョニングする必要
があります。

値:

絶対ディレクトリーパスを表す文字列値

関連するオプション:

swift_buffer_on_upload

swift_store_large_object_chunk_size

vmware_api_retry_count 
= 10

整数値 VMware API のリトライ回数。

この設定オプションは、接続関連の問題またはサー
バー API 呼び出しのオーバーロード時に VMware
ESX/VC サーバー API をリトライする回数を指定し
ます。retry forever は指定できません。

以下の値を使用できます。

任意の正の整数値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vmware_ca_file = None 文字列値 CA バンドルファイルへの絶対パス。

この設定オプションにより、運用者はカスタム認証
局ファイルを使用して ESX/vCenter 証明書を検証で
きます。

このオプションを設定すると、"vmware_insecure" オ
プションは無視され、指定された CA ファイルが
ESX/vCenter サーバー証明書の認証に使用され、
サーバーへのセキュアな接続が確立されます。

以下の値を使用できます。

CA ファイルへの有効な絶対パスである任意
の文字列

関連するオプション:

vmware_insecure

vmware_datastores = 
None

多値 イメージを保存できるデータストア。

この設定オプションは、VMWare ストアのバックエ
ンドでイメージを保存できるデータストアを指定し
ます。このオプションは、複数のデータストアを指
定するために複数回指定できます。データストア名
は、データセンターのパスの後に: で区切って指定す
る必要があります。オプションの重みをデータスト
ア名の後に再度: で区切って指定して、優先順位を指
定できます。したがって、必要な形式は
<datacenter_path>:<datastore_name>:
<optional_weight> になります。

イメージを追加する場合、イメージサイズが既知の
場合に利用可能な空き領域が十分にない場合を除
き、最も高い重みを持つデータストアが選択されま
す。重みが指定されない場合、これはゼロであると
仮定され、ディレクトリーは最後に選択のために考
慮されます。複数のデータストアの重みが同じ場合
は、利用可能な空き領域が最も多いデータストアが
選択されます。

以下の値を使用できます。

<datacenter_path>:<datastore_name>:
<optional_weight>の形式の任意の文字列

関連するオプション:* なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vmware_insecure = False ブール値 ESX/vCenter サーバー証明書の検証を設定します。

この設定オプションはブール値を取り、
ESX/vCenter サーバーの証明書を検証するかどうか
を決定します。このオプションが True に設定されて
いる場合、ESX/vCenter サーバー証明書は検証され
ません。このオプションが False に設定されている
場合、デフォルトの CA トラストストアが検証に使
用されます。

このオプションは、vmware_ca_file オプションが設
定されている場合は無視されます。その場合、
ESX/vCenter サーバー証明書は、"vmware_ca_file"
オプションで指定したファイルを使用して検証され
ます。

以下の値を使用できます。

True

False

関連するオプション:

vmware_ca_file

vmware_server_host = 
None

ホストのアドレス
値

ESX/ESXi または vCenter サーバーターゲットシス
テムのアドレス。

この設定オプションは、ESX/ESXi または vCenter
サーバーターゲットシステムのアドレスを設定しま
す。このオプションは、VMware ストレージバック
エンドを使用する場合に必要です。アドレスには、
IP アドレス (127.0.0.1) または DNS 名 (www.my-
domain.com) を含めることができます。

以下の値を使用できます。

有効な IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレス

有効な DNS 名

関連するオプション:

vmware_server_username

vmware_server_password

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vmware_server_passwor
d = None

文字列値 サーバーのパスワード。

この設定オプションは、VMware ESX/ESXi または
vCenter サーバーとの認証用のパスワードを取りま
す。このオプションは、VMware ストレージバック
エンドを使用する場合に必要です。

以下の値を使用できます。

"vmware_server_username" オプションを使
用して指定されたユーザー名に対応するパ
スワードである任意の文字列

関連するオプション:

vmware_server_host

vmware_server_username

vmware_server_usernam
e = None

文字列値 サーバーのユーザー名。

この設定オプションは、VMware ESX/ESXi または
vCenter サーバーとの認証用のユーザー名を取りま
す。このオプションは、VMware ストレージバック
エンドを使用する場合に必要です。

以下の値を使用できます。

適切な権限を持つユーザーのユーザー名で
ある任意の文字列

関連するオプション:

vmware_server_host

vmware_server_password

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vmware_store_image_dir 
= /openstack_glance

文字列値 データストアで glance イメージが保存されるディレ
クトリー。

この設定オプションは、VMware データストアで
glance イメージが保存されるディレクトリーへのパ
スを指定します。このオプションが設定されていな
い場合には、glance イメージが保存されるデフォル
トのディレクトリーは openstack_glance になりま
す。

以下の値を使用できます。

ディレクトリーへの有効なパスである任意
の文字列

関連するオプション:

なし

vmware_task_poll_interv
al = 5

整数値 VMware ESX/VC サーバーで呼び出されたリモート
タスクをポーリングする間隔 (秒単位)。

この設定オプションは、VMWare ESX/VC サーバー
API 呼び出しの一部として、処理中の非同期タスク
をポーリングする際のスリープ時間 (秒単位) を取り
ます。

以下の値を使用できます。

任意の正の整数値

関連するオプション:

なし

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

3.3.3. oslo_policy

以下の表は、/etc/glance/glance-cache.conf ファイルの [oslo_policy] グループで利用可能なオプショ
ンの概要をまとめたものです。

表3.31 oslo_policy

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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enforce_new_defaults = 
False

ブール値 このオプションは、ポリシーを評価するときに古い
非推奨のデフォルトを使用するかどうかを制御しま
す。True の場合、古い非推奨のデフォルトは評価さ
れません。これは、既存のトークンが古いデフォル
トで許可されているが、新しいデフォルトで許可さ
れていない場合、許可されないことを意味します。
新しいデフォルトと scope_type の利点を一緒に得
ることができるように、このフラグを 
enforce_scope フラグと一緒に有効にすることを
推奨します

enforce_scope = False ブール値 このオプションは、ポリシーを評価する際にスコー
プを適用するかどうかを制御します。True の場合、
リクエストで使用されるトークンのスコープは、適
用されるポリシーの scope_types と比較されま
す。スコープが一致しない場合、InvalidScope 例
外が発生します。False の場合、ポリシーが一致し
ないスコープで呼び出されていることを運用者に通
知するメッセージが記録されます。

policy_default_rule = 
default

文字列値 デフォルトルール。要求されたルールが見つからな
い場合に適用されます。

policy_dirs = ['policy.d'] 多値 ポリシー設定ファイルが保存されるディレクト
リー。これは、config_dir オプションで定義される検
索パス内の任意のディレクトリーへの相対パスか、
絶対パスにすることができます。このディレクト
リーの検索には、policy_file で定義されたファイルが
存在している必要があります。存在しないディレク
トリーまたは空のディレクトリーは無視されます。

policy_file = policy.yaml 文字列値 ロールを指定のサービスのパーミッションにマッピ
ングするファイルの相対パスまたは絶対パス。相対
パスは、このオプションを設定する設定ファイルに
対する相対パスとして指定する必要があります。

remote_content_type = 
application/x-www-form-
urlencoded

文字列値 REST ベースのポリシーチェックのデータを送受信す
るコンテンツ種別

remote_ssl_ca_crt_file = 
None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用の認証局証明書
ファイルの絶対パス

remote_ssl_client_crt_file 
= None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用のクライアント証
明書の絶対パス

remote_ssl_client_key_fil
e = None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用のクライアント鍵
ファイルの絶対パス

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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remote_ssl_verify_server
_crt = False

ブール値 REST ベースのポリシーチェックのサーバーアイデン
ティティー検証

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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第4章 HEAT
以下の章では、heat サービスの設定オプションについて説明します。

4.1. HEAT.CONF

このセクションには、/etc/heat/heat.conf ファイルのオプションが含まれます。

4.1.1. DEFAULT

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [DEFAULT] グループで利用可能なオプションの概要をま
とめたものです。

.

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

action_retry_limit = 5 整数値 リソースをエラー以外の状態にするためにリトライ
する回数。リトライを無効にするには 0 に設定しま
す。

allow_trusts_redelegation 
= False

ブール値 再委譲を有効にして信頼を作成します。このオプ
ションは、reauthentication_auth_method が trusts
に設定されている場合にのみ使用されます。Heat が
作成したすべての信頼は権限の借用と再委譲の両方
を有効にして使用するため、このオプションを有効
にすると、セキュリティーに影響が出る点に注意し
てください。アクセスするのに Heat が使用するトー
クンから信頼を作成しなければならない他のサービ
スがある場合に限り、有効にします。たとえば、信
頼も使用するように設定された場合に、別のリー
ジョンにある Aodh と Heat が例として挙げられま
す。

auth_encryption_key = 
notgood but just long 
enough i t

文字列値 データベースの認証情報を暗号化するのに使用され
る鍵。この鍵の長さは 32 文字である必要がありま
す。

backdoor_port = None 文字列値 eventlet バックドアを有効にします。設定可能な値
は 0、<port>、および <start>:<end> です。ここで、0
はランダムの tcp ポート番号でリッスンします。
<port> は指定されたポート番号でリッスンします (そ
のポートが使用中の場合にはバックドアを有効にし
ません)。また、<start>:<end> は、指定されたポート
番号の範囲で最も小さい未使用のポート番号でリッ
スンします。選択したポートは、サービスのログ
ファイルに表示されます。
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backdoor_socket = None 文字列値 指定されたパスを接続を受信できる unix ソケットと
して使用して、eventlet バックドアを有効にしま
す。このオプションは、backdoor_port と相互に排
他的です。したがって、どちらか 1 つだけを指定する
必要があります。両方を指定すると、このオプショ
ンの存在によってそのオプションの使用が上書きさ
れます。パス {pid} の中は、現在のプロセスの PID で
置き換えられます。

client_retry_limit = 2 整数値 クライアントが予想される断続的なエラーに遭遇し
た場合にリトライする回数。リトライを無効にする
には 0 に設定します。

cloud_backend = 
heat.engine.clients.Open
StackClients

文字列値 クライアントバックエンドとして使用する完全修飾
クラス名。

conn_pool_min_size = 2 整数値 接続有効期限ポリシーのプールサイズ制限

conn_pool_ttl = 1200 整数値 プールのアイドル状態の接続の存続期間 (秒単位)

control_exchange = 
openstack

文字列値 トピックがスコープ設定されるデフォルトの変換。
transport_url オプションで指定した変換名で上書き
できます。

convergence_engine = 
True

ブール値 コンバージェンスアーキテクチャーのエンジンを有
効にします。このオプションのすべてのスタック
は、コンバージェンスエンジンを使用して作成され
ます。

debug = False ブール値 true に設定すると、ログレベルはデフォルトの INFO
レベルではなく DEBUG に設定されます。

default_deployment_sign
al_transport = 
CFN_SIGNAL

文字列値 デプロイメント出力値を使用して、サーバーが heat
にシグナルを送信する方法に関するテンプレートの
デフォルト。CFN_SIGNAL は、CFN キーペアの署名
済み URL への HTTP POST を許可します (heat-api-
cfn を有効にする必要があります)。
TEMP_URL_SIGNAL は、HTTP PUT 経由でシグナル
送信する Swift TempURL を作成します (TempURL
をサポートする object-store エンドポイントが必要
です)。HEAT_SIGNAL は、提供された keystone 認
証情報を使用した Heat API resource-signal への呼び
出しを許可します。ZAQAR_SIGNAL は、提供された
keystone 認証情報を使用してシグラル送信する専用
の zaqar キューを作成します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default_log_levels = 
['amqp=WARN'、
'amqplib=WARN'、
'boto=WARN'、
'qpid=WARN'、
'sqlalchemy=WARN'、
'suds=INFO'、
'oslo.messaging=INFO'、
'oslo_messaging=INFO'、
'iso8601=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.connectionpool=WARN'
、
'urllib3.connectionpool=
WARN'、
'websocket=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.util.retry=WARN'、
'urllib3.util.retry=WARN'
、
'keystonemiddleware=WA
RN'、
'routes.middleware=WAR
N'、'stevedore=WARN'、
'taskflow=WARN'、
'keystoneauth=WARN'、
'oslo.cache=INFO'、
'oslo_policy=INFO'、
'dogpile.core.dogpile=INF
O']

リスト値 logger=LEVEL ペアのパッケージロギングレベルのリ
スト。このオプションは、log_config_append が設定
されている場合は無視されます。

default_notification_level 
= INFO

文字列値 送信通知のデフォルト通知レベル。

default_publisher_id = 
None

文字列値 送信通知のデフォルトの publisher_id。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default_software_config_t
ransport = 
POLL_SERVER_CFN

文字列値 ソフトウェア設定に必要なメタデータをサーバーが
受信する方法についてのテンプレートのデフォル
ト。POLL_SERVER_CFN は、提供されたキーペアで
認証された cfn API アクション
DescribeStackResource への呼び出しを許可します
(heat-api-cfn を有効にする必要があります)。
POLL_SERVER_HEAT は、提供された keystone 認証
情報を使用した Heat API resource-show への呼び出
しを許可します (keystone v3 API および
stack_user_* 設定オプションの設定が必要です)。
POLL_TEMP_URL は、ポーリングのメタデータを使
用して Swift TempURL を作成し、設定します
(TempURL をサポートする object-store エンドポイ
ントが必要です)。ZAQAR_MESSAGE は専用の
zaqar キューを作成し、ポーリングのメタデータを投
稿します。

default_user_data_format 
= HEAT_CFNTOOLS

文字列値 user_data をサーバーにフォーマットする方法につい
てのテンプレートのデフォルト。HEAT_CFNTOOLS
の場合、user_data は heat-cfntools cloud-init ブート
設定データの一部としてバンドルされます。RAW の
場合、user_data は変更されずに Nova に渡されま
す。SOFTWARE_CONFIG の場合、user_data はソフ
トウェア設定データの一部としてバンドルされ、メ
タデータは関連付けられた SoftwareDeployment リ
ソースに由来します。

deferred_auth_method = 
trusts

文字列値 遅延認証方法、保存されたパスワード、または信頼
を選択します。非推奨となったバージョン: 9.0.0

*理由:* keystone v3 と併用した場合、保存されたパ
スワードベースの遅延認証は機能しないため、サ
ポートされません。

enable_cloud_watch_lite 
= False

ブール値 従来の OS::Heat::CWLiteAlarm リソースを有効にし
ます。非推奨となったバージョン: 10.0.0

*理由:*Heat CloudWatch サービスは削除されまし
た。

enable_stack_abandon = 
False

ブール値 Stack Abandon 機能のプレビューを有効にします。

enable_stack_adopt = 
False

ブール値 Stack Adopt 機能のプレビューを有効にします。

encrypt_parameters_and
_properties = False

ブール値 データベースに保存する前に、非表示としてマーク
されたテンプレートパラメーターおよびすべてのリ
ソース属性を暗号化します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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engine_life_check_timeo
ut = 2

整数値 スタックのロックに使用される、エンジンの健全性
チェックの RPC タイムアウト。

environment_dir = 
/etc/heat/environment.d

文字列値 環境ファイルを検索するディレクトリー。

error_wait_time = 240 整数値 エラーが発生してからタスクの実行がキャンセルさ
れるまで、タスクが継続される時間 (秒単位)。

event_purge_batch_size 
= 200

整数値 スタックのイベントがパージされるたびに削除され
るイベントの数を制御します。パージの頻度を犠牲
にしてより多くのイベントを維持するには、このオ
プションを低く設定します。

executor_thread_pool_siz
e = 64

整数値 エグゼキューターがスレッディングまたはイベント
レットの場合のエグゼキュータースレッドプールの
サイズ。

fatal_deprecations = 
False

ブール値 非推奨の致命的なステータスを有効または無効にし
ます。

graceful_shutdown_timeo
ut = 60

整数値 サーバーを正常にシャットダウンするまでのタイム
アウトを指定します。値をゼロにすると、endless の
待機を意味します。

heat_metadata_server_url 
= None

文字列値 Heat メタデータサーバーの URL。注: この設定は、
keystone カタログとは異なるエンドポイントを使用
するインスタンスが必要な場合のみ必要です。

heat_stack_user_role = 
heat_stack_user

文字列値 heat テンプレートで定義されたユーザーの Keystone
ロール。

heat_waitcondition_serve
r_url = None

文字列値 Heat の待機条件サーバーの URL。

`heat_watch_server_url = ` 文字列値 Heat CloudWatch サーバーの URL。非推奨となった
バージョン: 10.0.0

*理由:*Heat CloudWatch サービスは削除されまし
た。

hidden_stack_tags = 
['data-processing-
cluster']

リスト値 これらのタグ名を含むスタックは非表示になりま
す。複数のタグをコンマ区切りのリストに指定する
必要があります (例:
hidden_stack_tags=hide_me,me_too)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

第4章 HEAT

435



host = <based on 
operating system>

文字列値 エンジンノードの名前。これは不透明な ID にするこ
とができます。必ずしもホスト名、FQDN、または
IP アドレスではありません。

instance_connection_http
s_validate_certificates = 1

文字列値 SSL が使用される場合に、CFN/CW API へのインス
タンス接続で証明書を検証します。

instance_connection_is_
secure = 0

文字列値 https 経由の CFN/CW API へのインスタンス接続

instance_format = [instance: %
(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンスの形式。

instance_uuid_format =
[instance: %(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンス UUID の形
式。

keystone_backend = 
heat.engine.clients.os.key
stone.heat_keystoneclien
t.KsClientWrapper

文字列値 keystone バックエンドとして使用する完全修飾クラ
ス名。

loadbalancer_template = 
None

文字列値 ビルトインロードバランサーのネスト化されたス
タックのカスタムテンプレート。

log-config-append = None 文字列値 ロギング設定ファイルの名前。このファイルは、既
存のロギング設定ファイルに追加されます。ロギン
グ設定ファイルの詳細は、Python のロギングモ
ジュールのドキュメントを参照してください。ロギ
ング設定ファイルを使用すると、すべてのロギング
設定が設定ファイルで設定され、その他のロギング
設定オプションは無視されます (例:log-date-
format)。

log-date-format = %Y-%m-
%d %H:%M:%S

文字列値 ログレコードの %%(asctime)s のフォーマット文字列
を定義します。デフォルト:%(default)sこのオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

log-dir = None 文字列値 (オプション)log_file の相対パスに使用されるベース
ディレクトリー。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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log-file = None 文字列値 (オプション) ロギング出力を送信するログファイル
の名前。デフォルトが設定されていない場合、ロギ
ングは use_stderr で定義されているように stderr に
送信されます。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log_options = True ブール値 サービスの起動時 (DEBUG レベル) に、登録されて
いるすべてのオプションの値をログに記録すること
を有効または無効にします。

log_rotate_interval = 1 整数値 ログファイルがローテーションされるまでの時間。
このオプションは、log_rotation_type が interval に
設定されていない限り無視されます。

log_rotate_interval_type = 
days

文字列値 ローテーション間隔の種別。次のローテーションを
スケジューリングする際に、最後のファイル変更の
時刻 (またはサービスの起動時刻) が使用されます。

log_rotation_type = none 文字列値 ログローテーションの種別。

logging_context_format_
string = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[%(request_id)s %
(user_identity)s] %
(instance)s%(message)s

文字列値 コンテキスト付きログメッセージに使用するフォー
マット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_debug_format_s
uffix = %(funcName)s %
(pathname)s:%(lineno)d

文字列値 メッセージのロギングレベルが DEBUG の場合にロ
グメッセージに追加する追加のデータ。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_default_format_s
tring = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[-] %(instance)s%
(message)s

文字列値 コンテキストが定義されていない場合に、ログメッ
セージに使用するフォーマット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_exception_prefix 
= %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
ERROR %(name)s %
(instance)s

文字列値 この形式で、例外出力の各行の前に接頭辞が付けら
れます。oslo_log.formatters.ContextFormatter によ
り使用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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logging_user_identity_for
mat = %(user)s %
(tenant)s %(domain)s %
(user_domain)s %
(project_domain)s

文字列値 logging_context_format_string で使用される %
(user_identity)s のフォーマット文字列を定義しま
す。oslo_log.formatters.ContextFormatter により使
用されます。

max_events_per_stack = 
1000

整数値 スタックごとに利用可能な最大イベントの数。パー
ジチェックは時間を無作為に
200/event_purge_batch_size パーセントで行われる
ため、実際のイベント数は少し大きい可能性があり
ます。イベントがパージされると、古いイベントが
削除されます。スタックごとの無制限のイベントの
場合は 0 に設定します。

max_interface_check_att
empts = 10

整数値 インターフェイスが接続されているか、または切断
されているかどうかを確認する回数。

max_ironic_api_microver
sion = None

浮動小数点の値 クライアントプラグインの ironic API の最大バージョ
ン。この制限により、max_ironic_api_microversion
を超えるマイクロバージョン番号でサポートされて
いる ironic 機能は使用できなくなります。

max_json_body_size = 
1048576

整数値 JSON リクエストボディの最大 RAW バイトサイズ。
max_template_size よりも大きくなければなりませ
ん。

max_logfile_count = 30 整数値 ローテーションされたログファイルの最大数。

max_logfile_size_mb = 
200

整数値 ログファイルの最大サイズ (MB 単位)。
log_rotation_type が size に設定されていない場合
は、このオプションは無視されます。

max_nested_stack_depth 
= 5

整数値 ネストされたスタックを使用する場合に許容される
最大深度。

max_nova_api_microvers
ion = None

浮動小数点の値 クライアントプラグインの nova API バージョンの最
大数。この制約により、max_nova_api_microversion
を超えるマイクロバージョン番号でサポートされる
nova 機能はどれも利用できなくなります。

max_resources_per_stac
k = 1000

整数値 最上位のスタックごとに許容できる最大リソース。-
1 は無制限に設定されます。

max_server_name_length 
= 53

整数値 nova で使用されるサーバー名の最大長。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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max_stacks_per_tenant = 
512

整数値 1 つのテナントが一度にアクティブにできるスタック
の最大数。-1 は無制限を表します。

max_template_size = 
524288

整数値 テンプレートの raw バイトの最大サイズ。

num_engine_workers = 
None

整数値 フォークおよび実行を行う heat-engine プロセスの
数。デフォルトで、ホスト上の 4 個または CPU の数
に設定されます。

observe_on_update = 
False

ブール値 更新すると、heat が、実際に収束されたテンプレー
トから既存のリソースプロパティーを収集し、更新
されたテンプレートに収束します。

onready = None 文字列値 非推奨。

periodic_interval = 60 整数値 実行中の定期的なタスク間の秒数。

plugin_dirs = 
['/usr/lib64/heat', 
'/usr/lib/heat', 
'/usr/local/lib/heat', 
'/usr/local/lib64/heat']

リスト値 プラグインを検索するディレクトリーのリスト。

publish_errors = False ブール値 エラーイベントの公開を有効または無効にします。

rate_limit_burst = 0 整数値 rate_limit_interval ごとのログ記録されたメッセージ
の最大数。

rate_limit_except_level = 
CRITICAL

文字列値 レート制限で使用されるログレベル名:CRITICAL、
ERROR、INFO、WARNING、DEBUG または空の文
字列。rate_limit_except_level 以上のレベルのログは
フィルターされません。空の文字列は、すべてのレ
ベルがフィルターされることを意味します。

rate_limit_interval = 0 整数値 ログのレート制限の間隔 (秒数)。

`reauthentication_auth_meth
od = `

文字列値 長時間のタスクが完了するように、トークン期限切
れ時の再認証を許可します。この設定は指定したあ
らゆるユーザートークンの有効期限に優先する点に
注意してください。

region_name_for_service
s = None

文字列値 サービスエンドポイントの取得に使用されるデフォ
ルトのリージョン名。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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region_name_for_shared
_services = None

文字列値 共有サービスエンドポイントのリージョン名。

rpc_conn_pool_size = 30 整数値 RPC 接続プールのサイズ。

rpc_ping_enabled = False ブール値 ping 呼び出しに応答するエンドポイントを追加しま
す。エンドポイントの名前は oslo_rpc_server_ping
です。

rpc_response_timeout = 
60

整数値 呼び出しからの応答を待つ秒数。

run_external_periodic_ta
sks = True

ブール値 一部の定期的なタスクは個別のプロセスで実行でき
ます。ここで実行すべきですか ?

`server_keystone_endpoint_ty
pe = `

文字列値 設定されている場合は、これが使用されて、ユー
ザーが制御したサーバーが Heat をコールバックする
のに使用する認証エンドポイントを制御します。未
設定の場合、www_authenticate_uri が使用されま
す。

shared_services_types = 
['image', 'volume', 
'volumev2']

リスト値 他のリージョンにある共有サービス。これを有効に
するには、region_name_for_shared_services オプ
ションを設定する必要があります。

stack_action_timeout = 
3600

整数値 スタックアクションのタイムアウト (例: 作成または
更新)。

stack_domain_admin = 
None

文字列値 Keystone ユーザー名。stack_user_domain のユー
ザーとプロジェクトを管理するのに十分なロールを
持つユーザーです。

stack_domain_admin_pa
ssword = None

文字列値 stack_domain_admin ユーザーの Keystone パスワー
ド

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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stack_scheduler_hints = 
False

ブール値 この機能を有効にすると、サーバーまたはボリュー
ムリソースの heat スタックコンテキストを特定する
ためのスケジューラーヒントを nova および cinder
の設定済みスケジューラーに渡して、作成には heat
リソースタイプ OS::Cinder::Volume、
OS::Nova::Server、および AWS::EC2::Instance を使用
します。heat_root_stack_id は、リソースのルートス
タックの id に設定されます。heat_stack_id はリソー
スの親スタックの id に設定されます。
heat_stack_name はリソースの親スタックの名前に
設定されます。heat_path_in_stack は、
stackresourcename のコンマ区切りの文字列のリス
トに設定され、list[0] は rootstackname で、
heat_resource_name はリソースの名前に設定されま
す。heat_resource_uuid はリソースのオーケスト
レーション ID に設定されます。

stack_user_domain_id = 
None

文字列値 heat テンプレートで定義されたユーザーが含まれる
Keystone ドメイン ID。このオプションを設定する
と、stack_user_domain_name オプションは無視され
ます。

stack_user_domain_nam
e = None

文字列値 heat テンプレートで定義されたユーザーが含まれる
Keystone ドメイン名。stack_user_domain_id オ
プションが設定されている場合、このオプションは
無視されます。

syslog-log-facility = 
LOG_USER

文字列値 ログ行を受け取る syslog ファシリティー。このオプ
ションは、log_config_append が設定されている場合
は無視されます。

template_dir = 
/etc/heat/templates

文字列値 テンプレートファイルを検索するディレクトリー。

transport_url = rabbit:// 文字列値 メッセージングバックエンドに接続するためのネッ
トワークアドレスおよびオプションのユーザー認証
情報 (URL 形式)。想定される形式は次のとおりで
す。

driver://[user:pass@]host:port[,
[userN:passN@]hostN:portN]/virtual_host?query

例:rabbit://rabbitmq:password@127.0.0.1:5672//

URL のフィールドの詳細
は、https://docs.openstack.org/oslo.messaging/late
st/reference/transport.html で
oslo_messaging.TransportURL のドキュメントを参
照してください。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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trusts_delegated_roles = 
[]

リスト値 heat に委任される信頼ロールのサブセット。未設定
のままにすると、スタックの作成時にユーザーの
ロールがすべて heat に委任されます。

use-journal = False ブール値 ロギング用の journald を有効にします。systemd 環
境で実行している場合は、ジャーナルサポートを有
効にしたい場合があります。その場合、ログメッ
セージに加えて構造化されたメタデータが含まれる
journal ネイティブプロトコルが使用されます。この
オプションは、log_config_append が設定されている
場合は無視されます。

use-json = False ブール値 ロギングに JSON 形式を使用します。このオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

use-syslog = False ブール値 ロギングに syslog を使用します。既存の syslog 形式
は非推奨であり、後に RFC5424 に従うように変更
されます。このオプションは、log_config_append が
設定されている場合は無視されます。

use_eventlog = False ブール値 出力を Windows イベントログに記録します。

use_stderr = False ブール値 出力を標準エラーに記録します。このオプション
は、log_config_append が設定されている場合は無視
されます。

watch-log-file = False ブール値 ファイルシステムを監視するように設計されたログ
ハンドラーを使用します。ログファイルが移動また
は削除されると、このハンドラーは、指定されたパ
スで新しいログファイルを即時に開きます。これ
は、log_file オプションを指定し、Linux プラット
フォームが使用される場合にのみ有効です。このオ
プションは、log_config_append が設定されている場
合は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

4.1.2. auth_password

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [auth_password] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表4.1 auth_password

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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allowed_auth_uris = [] リスト値 multi_cloud が有効な場合に auth_uri に許可される
keystone エンドポイント。少なくとも 1 つのエンド
ポイントを指定する必要があります。

multi_cloud = False ブール値 複数のクラウドのオーケストレーションを許可しま
す。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

4.1.3. clients

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [clients] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表4.2 clients

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 SSL 接続で使用するオプションの CA 証明書ファイ
ル。

cert_file = None 文字列値 オプションの PEM 形式の証明書チェーンファイル。

endpoint_type = 
publicURL

文字列値 OpenStack サービスとの通信に使用する Identity
サービスカタログのエンドポイントのタイプ。

insecure = False ブール値 設定されている場合には、サーバーの証明書は検証
されません。

key_file = None 文字列値 秘密鍵が含まれるオプションの PEM 形式のファイ
ル。

4.1.4. clients_aodh

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [clients_aodh] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表4.3 clients_aodh

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 SSL 接続で使用するオプションの CA 証明書ファイ
ル。

cert_file = None 文字列値 オプションの PEM 形式の証明書チェーンファイル。
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endpoint_type = None 文字列値 OpenStack サービスとの通信に使用する Identity
サービスカタログのエンドポイントのタイプ。

insecure = None ブール値 設定されている場合には、サーバーの証明書は検証
されません。

key_file = None 文字列値 秘密鍵が含まれるオプションの PEM 形式のファイ
ル。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

4.1.5. clients_barbican

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [clients_barbican] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表4.4 clients_barbican

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 SSL 接続で使用するオプションの CA 証明書ファイ
ル。

cert_file = None 文字列値 オプションの PEM 形式の証明書チェーンファイル。

endpoint_type = None 文字列値 OpenStack サービスとの通信に使用する Identity
サービスカタログのエンドポイントのタイプ。

insecure = None ブール値 設定されている場合には、サーバーの証明書は検証
されません。

key_file = None 文字列値 秘密鍵が含まれるオプションの PEM 形式のファイ
ル。

4.1.6. clients_cinder

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [clients_cinder] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表4.5 clients_cinder

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 SSL 接続で使用するオプションの CA 証明書ファイ
ル。
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cert_file = None 文字列値 オプションの PEM 形式の証明書チェーンファイル。

endpoint_type = None 文字列値 OpenStack サービスとの通信に使用する Identity
サービスカタログのエンドポイントのタイプ。

http_log_debug = False ブール値 クライアントのデバッグログ出力を許可します。

insecure = None ブール値 設定されている場合には、サーバーの証明書は検証
されません。

key_file = None 文字列値 秘密鍵が含まれるオプションの PEM 形式のファイ
ル。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

4.1.7. clients_designate

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [clients_designate] グループで使用できるオプションの
概要をまとめたものです。

表4.6 clients_designate

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 SSL 接続で使用するオプションの CA 証明書ファイ
ル。

cert_file = None 文字列値 オプションの PEM 形式の証明書チェーンファイル。

endpoint_type = None 文字列値 OpenStack サービスとの通信に使用する Identity
サービスカタログのエンドポイントのタイプ。

insecure = None ブール値 設定されている場合には、サーバーの証明書は検証
されません。

key_file = None 文字列値 秘密鍵が含まれるオプションの PEM 形式のファイ
ル。

4.1.8. clients_glance

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [clients_glance] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表4.7 clients_glance
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 SSL 接続で使用するオプションの CA 証明書ファイ
ル。

cert_file = None 文字列値 オプションの PEM 形式の証明書チェーンファイル。

endpoint_type = None 文字列値 OpenStack サービスとの通信に使用する Identity
サービスカタログのエンドポイントのタイプ。

insecure = None ブール値 設定されている場合には、サーバーの証明書は検証
されません。

key_file = None 文字列値 秘密鍵が含まれるオプションの PEM 形式のファイ
ル。

4.1.9. clients_heat

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [clients_heat] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表4.8 clients_heat

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 SSL 接続で使用するオプションの CA 証明書ファイ
ル。

cert_file = None 文字列値 オプションの PEM 形式の証明書チェーンファイル。

endpoint_type = None 文字列値 OpenStack サービスとの通信に使用する Identity
サービスカタログのエンドポイントのタイプ。

insecure = None ブール値 設定されている場合には、サーバーの証明書は検証
されません。

key_file = None 文字列値 秘密鍵が含まれるオプションの PEM 形式のファイ
ル。

`url = ` 文字列値 http://0.0.0.0:8004/v1/%(tenant_id)s などの形式の
オプションの heat url。

4.1.10. clients_keystone

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [clients_keystone] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

Red Hat OpenStack Platform 17.1 設定の参照

446

http://0.0.0.0:8004/v1/%(tenant_id)s


表4.9 clients_keystone

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

`auth_uri = ` 文字列値 バージョンを指定しない keystone URL (形式は
http://0.0.0.0:5000)。

ca_file = None 文字列値 SSL 接続で使用するオプションの CA 証明書ファイ
ル。

cert_file = None 文字列値 オプションの PEM 形式の証明書チェーンファイル。

endpoint_type = None 文字列値 OpenStack サービスとの通信に使用する Identity
サービスカタログのエンドポイントのタイプ。

insecure = None ブール値 設定されている場合には、サーバーの証明書は検証
されません。

key_file = None 文字列値 秘密鍵が含まれるオプションの PEM 形式のファイ
ル。

4.1.11. clients_magnum

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [clients_magnum] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表4.10 clients_magnum

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 SSL 接続で使用するオプションの CA 証明書ファイ
ル。

cert_file = None 文字列値 オプションの PEM 形式の証明書チェーンファイル。

endpoint_type = None 文字列値 OpenStack サービスとの通信に使用する Identity
サービスカタログのエンドポイントのタイプ。

insecure = None ブール値 設定されている場合には、サーバーの証明書は検証
されません。

key_file = None 文字列値 秘密鍵が含まれるオプションの PEM 形式のファイ
ル。

4.1.12. clients_manila

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [clients_manila] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。
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表4.11 clients_manila

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 SSL 接続で使用するオプションの CA 証明書ファイ
ル。

cert_file = None 文字列値 オプションの PEM 形式の証明書チェーンファイル。

endpoint_type = None 文字列値 OpenStack サービスとの通信に使用する Identity
サービスカタログのエンドポイントのタイプ。

insecure = None ブール値 設定されている場合には、サーバーの証明書は検証
されません。

key_file = None 文字列値 秘密鍵が含まれるオプションの PEM 形式のファイ
ル。

4.1.13. clients_mistral

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [clients_mistral] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表4.12 clients_mistral

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 SSL 接続で使用するオプションの CA 証明書ファイ
ル。

cert_file = None 文字列値 オプションの PEM 形式の証明書チェーンファイル。

endpoint_type = None 文字列値 OpenStack サービスとの通信に使用する Identity
サービスカタログのエンドポイントのタイプ。

insecure = None ブール値 設定されている場合には、サーバーの証明書は検証
されません。

key_file = None 文字列値 秘密鍵が含まれるオプションの PEM 形式のファイ
ル。

4.1.14. clients_monasca

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [clients_monasca] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表4.13 clients_monasca
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 SSL 接続で使用するオプションの CA 証明書ファイ
ル。

cert_file = None 文字列値 オプションの PEM 形式の証明書チェーンファイル。

endpoint_type = None 文字列値 OpenStack サービスとの通信に使用する Identity
サービスカタログのエンドポイントのタイプ。

insecure = None ブール値 設定されている場合には、サーバーの証明書は検証
されません。

key_file = None 文字列値 秘密鍵が含まれるオプションの PEM 形式のファイ
ル。

4.1.15. clients_neutron

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [clients_neutron] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表4.14 clients_neutron

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 SSL 接続で使用するオプションの CA 証明書ファイ
ル。

cert_file = None 文字列値 オプションの PEM 形式の証明書チェーンファイル。

endpoint_type = None 文字列値 OpenStack サービスとの通信に使用する Identity
サービスカタログのエンドポイントのタイプ。

insecure = None ブール値 設定されている場合には、サーバーの証明書は検証
されません。

key_file = None 文字列値 秘密鍵が含まれるオプションの PEM 形式のファイ
ル。

4.1.16. clients_nova

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [clients_nova] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表4.15 clients_nova

第4章 HEAT

449



設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 SSL 接続で使用するオプションの CA 証明書ファイ
ル。

cert_file = None 文字列値 オプションの PEM 形式の証明書チェーンファイル。

endpoint_type = None 文字列値 OpenStack サービスとの通信に使用する Identity
サービスカタログのエンドポイントのタイプ。

http_log_debug = False ブール値 クライアントのデバッグログ出力を許可します。

insecure = None ブール値 設定されている場合には、サーバーの証明書は検証
されません。

key_file = None 文字列値 秘密鍵が含まれるオプションの PEM 形式のファイ
ル。

4.1.17. clients_octavia

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [clients_octavia] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表4.16 clients_octavia

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 SSL 接続で使用するオプションの CA 証明書ファイ
ル。

cert_file = None 文字列値 オプションの PEM 形式の証明書チェーンファイル。

endpoint_type = None 文字列値 OpenStack サービスとの通信に使用する Identity
サービスカタログのエンドポイントのタイプ。

insecure = None ブール値 設定されている場合には、サーバーの証明書は検証
されません。

key_file = None 文字列値 秘密鍵が含まれるオプションの PEM 形式のファイ
ル。

4.1.18. clients_sahara

以下の表では、/etc/heat/heat.conf ファイルの [clients_sahara] グループで利用可能なオプションの概
要を説明します。

表4.17 clients_sahara
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 SSL 接続で使用するオプションの CA 証明書ファイ
ル。

cert_file = None 文字列値 オプションの PEM 形式の証明書チェーンファイル。

endpoint_type = None 文字列値 OpenStack サービスとの通信に使用する Identity
サービスカタログのエンドポイントのタイプ。

insecure = None ブール値 設定されている場合には、サーバーの証明書は検証
されません。

key_file = None 文字列値 秘密鍵が含まれるオプションの PEM 形式のファイ
ル。

4.1.19. clients_senlin

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [clients_senlin] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表4.18 clients_senlin

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 SSL 接続で使用するオプションの CA 証明書ファイ
ル。

cert_file = None 文字列値 オプションの PEM 形式の証明書チェーンファイル。

endpoint_type = None 文字列値 OpenStack サービスとの通信に使用する Identity
サービスカタログのエンドポイントのタイプ。

insecure = None ブール値 設定されている場合には、サーバーの証明書は検証
されません。

key_file = None 文字列値 秘密鍵が含まれるオプションの PEM 形式のファイ
ル。

4.1.20. clients_swift

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [clients_swift] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表4.19 clients_swift
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 SSL 接続で使用するオプションの CA 証明書ファイ
ル。

cert_file = None 文字列値 オプションの PEM 形式の証明書チェーンファイル。

endpoint_type = None 文字列値 OpenStack サービスとの通信に使用する Identity
サービスカタログのエンドポイントのタイプ。

insecure = None ブール値 設定されている場合には、サーバーの証明書は検証
されません。

key_file = None 文字列値 秘密鍵が含まれるオプションの PEM 形式のファイ
ル。

4.1.21. clients_trove

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [clients_trove] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表4.20 clients_trove

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 SSL 接続で使用するオプションの CA 証明書ファイ
ル。

cert_file = None 文字列値 オプションの PEM 形式の証明書チェーンファイル。

endpoint_type = None 文字列値 OpenStack サービスとの通信に使用する Identity
サービスカタログのエンドポイントのタイプ。

insecure = None ブール値 設定されている場合には、サーバーの証明書は検証
されません。

key_file = None 文字列値 秘密鍵が含まれるオプションの PEM 形式のファイ
ル。

4.1.22. clients_vitrage

次の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [clients_vitrage] グループで使用できるオプションの概要を
示しています。

表4.21 clients_vitrage
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 SSL 接続で使用するオプションの CA 証明書ファイ
ル。

cert_file = None 文字列値 オプションの PEM 形式の証明書チェーンファイル。

endpoint_type = None 文字列値 OpenStack サービスとの通信に使用する Identity
サービスカタログのエンドポイントのタイプ。

insecure = None ブール値 設定されている場合には、サーバーの証明書は検証
されません。

key_file = None 文字列値 秘密鍵が含まれるオプションの PEM 形式のファイ
ル。

4.1.23. clients_zaqar

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [clients_zaqar] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表4.22 clients_zaqar

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 SSL 接続で使用するオプションの CA 証明書ファイ
ル。

cert_file = None 文字列値 オプションの PEM 形式の証明書チェーンファイル。

endpoint_type = None 文字列値 OpenStack サービスとの通信に使用する Identity
サービスカタログのエンドポイントのタイプ。

insecure = None ブール値 設定されている場合には、サーバーの証明書は検証
されません。

key_file = None 文字列値 秘密鍵が含まれるオプションの PEM 形式のファイ
ル。

4.1.24. cors

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [cors] グループで使用できるオプションの概要をまとめ
たものです。

表4.23 cors
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

allow_credentials = True ブール値 実際の要求にユーザーの認証情報を含めることがで
きることを示します。

allow_headers = ['X-Auth-
Token', 'X-Identity-
Status', 'X-Roles', 'X-
Service-Catalog', 'X-User-
Id', 'X-Tenant-Id', 'X-
OpenStack-Request-ID']

リスト値 実際の要求時に使用されるヘッダーフィールド名を
示します。

allow_methods = ['GET'、
'PUT'、'POST'、
'DELETE'、'PATCH']

リスト値 実際の要求時に使用できるメソッドを示します。

allowed_origin = None リスト値 このリソースがリクエストの origin"ヘッダーで受信
したドメインと共有されるかどうかを示します。形
式:"<protocol>://<host>[:<port>]" (行末のスラッシュ
なし)例:https://horizon.example.com

expose_headers = ['X-
Auth-Token', 'X-Subject-
Token', 'X-Service-Token', 
'X-OpenStack-Request-
ID']

リスト値 API に安全に公開できるヘッダーを示します。デ
フォルトは HTTP Simple ヘッダーです。

max_age = 3600 整数値 CORS プリフライトリクエストの最大キャッシュ期
間。

4.1.25. database

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [database] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。

表4.24 database

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backend = sqlalchemy 文字列値 データベースに使用するバックエンド。

connection = None 文字列値 データベースへの接続に使用する SQLAlchemy 接続
文字列。

connection_debug = 0 整数値 SQL デバッグ情報の冗長性: 0=なし、100=すべて。
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`connection_parameters = ` 文字列値 接続時に接続 URL に追加するオプションの URL パ
ラメーター。param1=value1&param2=value2&…​ とし
て指定します。

connection_recycle_time 
= 3600

整数値 この秒数より長く接続プールに存在していた接続
は、次にプールからチェックアウトされたときに新
しい接続に置き換えられます。

connection_trace = False ブール値 Python スタックトレースをコメント文字列として
SQL に追加します。

db_inc_retry_interval = 
True

ブール値 True の場合には、db_max_retry_interval までのデー
タベース操作の再試行回数を長くします。

db_max_retries = 20 整数値 エラーが発生する前に接続エラーまたはデッドロッ
クが発生した場合の最大再試行。再試行回数を無限
に指定するには -1 に設定します。

db_max_retry_interval = 
10

整数値 db_inc_retry_interval が設定されている場合は、デー
タベース操作を再試行するまでの最大秒数です。

db_retry_interval = 1 整数値 データベーストランザクションの再試行間の秒数。

max_overflow = 50 整数値 設定されている場合、この値を SQLAlchemy で
max_overflow に使用します。

max_pool_size = 5 整数値 プールに開いたままにする SQL 接続の最大数。値を
0 に設定すると無制限を意味します。

max_retries = 10 整数値 起動時のデータベース接続の最大再試行数。再試行
回数を無限に指定するには -1 に設定します。

mysql_enable_ndb = 
False

ブール値 True の場合には、MySQL Cluster (NDB) の処理のサ
ポートを透過的に有効にします。

mysql_sql_mode = 
TRADITIONAL

文字列値 MySQL セッションに使用する SQL モード。このオ
プション (デフォルトを含む) は、サーバーセット
SQL モードを上書きします。サーバー設定で設定さ
れた SQL モードを使用するには、これを no value に
設定します。例: mysql_sql_mode=

pool_timeout = None 整数値 設定されている場合は、この値を SQLAlchemy で
pool_timeout に使用します。

retry_interval = 10 整数値 SQL 接続を開く再試行の間隔。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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slave_connection = None 文字列値 スレーブデータベースへの接続に使用する
SQLAlchemy 接続文字列。

sqlite_synchronous = 
True

ブール値 True の場合、SQLite は同期モードを使用します。

use_db_reconnect = 
False

ブール値 失われた接続でデータベースの実験的な使用を有効
にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

4.1.26. ec2authtoken

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [ec2authtoken] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表4.25 ec2authtoken

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

allowed_auth_uris = [] リスト値 multi_cloud が有効な場合に auth_uri に許可される
keystone エンドポイント。少なくとも 1 つのエンド
ポイントを指定する必要があります。

auth_uri = None 文字列値 認証エンドポイント URI。

ca_file = None 文字列値 SSL 接続で使用するオプションの CA 証明書ファイ
ル。

cert_file = None 文字列値 オプションの PEM 形式の証明書チェーンファイル。

insecure = False ブール値 設定されている場合には、サーバーの証明書は検証
されません。

key_file = None 文字列値 秘密鍵が含まれるオプションの PEM 形式のファイ
ル。

multi_cloud = False ブール値 複数のクラウドのオーケストレーションを許可しま
す。

4.1.27. eventlet_opts

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [eventlet_opts] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表4.26 eventlet_opts
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

client_socket_timeout = 
900

整数値 クライアント接続のソケット操作のタイムアウト。
受信接続がこの秒数の間アイドル状態であると、閉
じられます。0 の値は、永久に待機することを意味
します。

wsgi_keep_alive = True ブール値 False の場合は、クライアントのソケット接続を明示
的に閉じます。

4.1.28. Healthcheck

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [healthcheck] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表4.27 Healthcheck

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backends = [] リスト値 ヘルスチェックを実施し、リクエストの一部として
その情報を報告できる追加のバックエンド。

detailed = False ブール値 応答の一部として詳細情報を表示します。セキュリ
ティーメモ: このオプションを有効にすると、監視対
象のサービスに関する機密情報が漏洩する可能性が
あります。セキュリティーポリシーに違反しないこ
とを確認してください。

disable_by_file_path = 
None

文字列値 ファイルが存在することを確認し、アプリケーショ
ンがポート上で実行されているかどうかを確認しま
す。DisableByFileHealthcheck プラグインで使用さ
れます。

disable_by_file_paths = [] リスト値 ポートに基づいてファイルが存在することを確認
し、アプリケーションがポート上で実行されている
かどうかを判断します。文字列の port:path リストを
想定します。DisableByFilesPortsHealthcheck プラグ
インで使用されます。

path = /healthcheck 文字列値 healtcheck 要求に応答するパス。

4.1.29. heat_api

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [heat_api] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表4.28 heat_api
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backlog = 4096 整数値 ソケットを設定するバックログ要求の数。

bind_host = 0.0.0.0 IP アドレス値 サーバーをバインドするアドレス。特定のネット
ワークインターフェイスを選択する際に便利です。

bind_port = 8004 ポート値 サーバーがリッスンするポートです。

cert_file = None 文字列値 SSL モードに使用する SSL 証明書ファイルの場所。

key_file = None 文字列値 SSL モードの有効化に使用する SSL キーファイルの
場所。

max_header_line = 16384 整数値 許可されるメッセージヘッダーの最大サイズ。大規
模なトークンを使用する場合に max_header_line を
増やす必要がある場合があります (通常は、大規模な
サービスカタログで Keystone v3 API で生成される
メッセージヘッダー)。

tcp_keepidle = 600 整数値 ソケットオプション TCP_KEEPIDLE の値。TCP が
keepalive プローブの送信を開始する前に、接続がア
イドル状態でなければならない期間 (秒単位) です。

workers = 0 整数値 Heat サービスのワーカー数。デフォルト値の 0 は、
サービスが server 上のコア数と同じワーカー数を開
始することを意味します。

4.1.30. heat_api_cfn

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [heat_api_cfn] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表4.29 heat_api_cfn

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backlog = 4096 整数値 ソケットを設定するバックログ要求の数。

bind_host = 0.0.0.0 IP アドレス値 サーバーをバインドするアドレス。特定のネット
ワークインターフェイスを選択する際に便利です。

bind_port = 8000 ポート値 サーバーがリッスンするポートです。

cert_file = None 文字列値 SSL モードに使用する SSL 証明書ファイルの場所。
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key_file = None 文字列値 SSL モードの有効化に使用する SSL キーファイルの
場所。

max_header_line = 16384 整数値 許可されるメッセージヘッダーの最大サイズ。大規
模なトークンを使用する場合に max_header_line を
増やす必要がある場合があります (通常は、大規模な
サービスカタログで Keystone v3 API で生成される
メッセージヘッダー)。

tcp_keepidle = 600 整数値 ソケットオプション TCP_KEEPIDLE の値。TCP が
keepalive プローブの送信を開始する前に、接続がア
イドル状態でなければならない期間 (秒単位) です。

workers = 1 整数値 Heat サービスのワーカー数。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

4.1.31. heat_api_cloudwatch

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [heat_api_cloudwatch] グループで利用可能なオプション
の概要をまとめたものです。

表4.30 heat_api_cloudwatch

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backlog = 4096 整数値 ソケットを設定するバックログ要求の数。非推奨と
なったバージョン: 10.0.0

*理由:*Heat CloudWatch API が削除されました。

bind_host = 0.0.0.0 IP アドレス値 サーバーをバインドするアドレス。特定のネット
ワークインターフェイスを選択する際に便利で
す。非推奨となったバージョン: 10.0.0

*理由:*Heat CloudWatch API が削除されました。

bind_port = 8003 ポート値 サーバーがリッスンするポートです。非推奨となっ
たバージョン: 10.0.0

*理由:*Heat CloudWatch API が削除されました。

cert_file = None 文字列値 SSL モードに使用する SSL 証明書ファイルの場
所。非推奨となったバージョン: 10.0.0

*理由: *Heat CloudWatch API が削除されました。
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key_file = None 文字列値 SSL モードの有効化に使用する SSL キーファイルの
場所。非推奨となったバージョン: 10.0.0

*理由: *Heat CloudWatch API が削除されました。

max_header_line = 16384 整数値 許可されるメッセージヘッダーの最大サイズ。大規
模なトークンを使用する場合に max_header_line を
増やす必要がある場合があります (通常は、大規模な
サービスカタログで Keystone v3 API で生成される
メッセージヘッダー)。 非推奨となったバージョン:
10.0.0

*理由: *Heat CloudWatch API が削除されました。

tcp_keepidle = 600 整数値 ソケットオプション TCP_KEEPIDLE の値。TCP が
keepalive プローブの送信を開始する前に、接続がア
イドル状態でなければならない期間 (秒単位) で
す。非推奨となったバージョン: 10.0.0

*理由: *Heat CloudWatch API が削除されました。

workers = 1 整数値 Heat サービスのワーカー数。非推奨となったバー
ジョン: 10.0.0

*理由: *Heat CloudWatch API が削除されました。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

4.1.32. keystone_authtoken

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [keystone_authtoken] グループで使用できるオプション
の概要をまとめたものです。

表4.31 keystone_authtoken

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth_section = None 文字列値 プラグイン固有のオプションを読み込む config セク
ション

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ
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auth_uri = None 文字列値 パブリックの Identity API エンドポイントを完了しま
す。このエンドポイントは、すべてのエンドユー
ザーがアクセスできる必要があるため、"admin" エン
ドポイントにすることはできません。認証されてい
ないクライアントは、認証のためにこのエンドポイ
ントにリダイレクトされます。このエンドポイント
にはバージョンを指定しないことが理想的ですが、
ワイルドカードでのクライアントのサポートは異な
ります。バージョン指定された v2 エンドポイントを
使用している場合、通常エンドユーザーがそのエン
ドポイントに到達できない可能性があるため、これ
はサービスユーザーがトークンを検証するために使
用するエンドポイントにすることはできません。こ
のオプションは www_authenticate_uri が優先される
ため非推奨となり、S リリースで削除される予定で
す。非推奨:Queens 以降

*理由:* auth_uri オプションは www_authenticate_uri
が優先されるため非推奨となり、S リリースで削除
される予定です。

auth_version = None 文字列値 Identity API エンドポイントの API バージョン。

cache = None 文字列値 Swift キャッシュオブジェクトが保存される環境キー
を要求します。auth_token ミドルウェアを Swift
キャッシュと共にデプロイする場合は、このオプ
ションを使用して、ミドルウェアが swift とキャッシ
ングバックエンドを共有するようにします。それ以
外の場合は、代わりに memcached_servers オプ
ションを使用します。

cafile = None 文字列値 HTTPs 接続の検証時に使用する PEM でエンコード
された認証局。デフォルトはシステム CA です。

certfile = None 文字列値 ID サーバーでクライアント証明書が必要な場合に必
要です。

delay_auth_decision = 
False

ブール値 ミドルウェア内の認可要求を処理せず、承認の決定
をダウンストリームの WSGI コンポーネントに委譲
します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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enforce_token_bind = 
permissive

文字列値 トークンバインディングの使用および種別を制御す
るために使用されます。トークンバインディングの
チェックを無効するには、"disabled"に設定します。
バインドタイプがサーバーの認識する形式の場合に
はバインディング情報を検証し、そうでない場合に
は無視するには、"permissive"(デフォルト) に設定し
ます。"strict"は"permissive"と類似していますが、バ
インドタイプが不明な場合にはトークンが拒否され
ます。"required"の場合は、いずれかの形式のトーク
ンバインディングが必要です。最後に、トークンに
指定する必要のあるバインディングメソッドの名
前。

http_connect_timeout = 
None

整数値 Identity API サーバーと通信する際の要求タイムアウ
ト値。

http_request_max_retries 
= 3

整数値 Identity API サーバーと通信する際に再接続を試行す
る回数。

include_service_catalog = 
True

ブール値 (オプション)X-Service-Catalog ヘッダーを設定する
かどうかを示します。False の場合、ミドルウェアは
トークンの検証時にサービスカタログを要求せず、
X-Service-Catalog ヘッダーを設定しません。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

interface = internal 文字列値 Identity API エンドポイントに使用するインターフェ
イス。有効な値は、"public"、"internal" (デフォル
ト)、または "admin" です。

keyfile = None 文字列値 ID サーバーでクライアント証明書が必要な場合に必
要です。

memcache_pool_conn_g
et_timeout = 10

整数値 (オプション) プールから memcached クライアント
接続を取得するまで操作が待機する秒数。

memcache_pool_dead_re
try = 300

整数値 (オプション)memcached サーバーが停止していると
みなされる秒数。この秒数が経過すると再試行され
ます。

memcache_pool_maxsize 
= 10

整数値 (オプション) すべての memcached サーバーへの
オープン接続の最大合計数。

memcache_pool_socket_
timeout = 3

整数値 (オプション)memcached サーバーと通信する際のソ
ケットのタイムアウト (秒単位)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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memcache_pool_unused
_timeout = 60

整数値 (オプション)memcached への接続がプール内で未使
用の状態を維持する秒数。この秒数が経過すると終
了されます。

memcache_secret_key = 
None

文字列値 (オプション、memcache_security_strategy が定義さ
れている場合には必須) この文字列は鍵の導出に使用
されます。

memcache_security_strat
egy = None

文字列値 (オプション) 定義されている場合は、トークンデー
タを認証、または認証して暗号化する必要があるか
どうかを示します。MAC の場合、キャッシュでトー
クンデータが認証されます (HMAC を使用)。
ENCRYPT の場合、キャッシュでトークンデータが
暗号化され、認証されます。値がこれらのオプショ
ンのいずれでもない場合や空の場合には、
auth_token は初期化時に例外を発生させます。

memcache_use_advance
d_pool = False

ブール値 (オプション) 高度な (eventlet に対して安全な)
memcached クライアントプールを使用します。高度
なプールは python 2.x でのみ動作します。

memcached_servers = 
None

リスト値 オプションで、キャッシュに使用する memcached
サーバーのリストを指定します。未定義のままの場
合、トークンは代わりに処理中にキャッシュされま
す。

region_name = None 文字列値 アイデンティティーサーバーがあるリージョン。

service_token_roles = 
['service']

リスト値 サービストークンに存在する必要があるロールの選
択。サービストークンは、期限切れのトークンを使
用できることを要求できるため、このチェックでは
実際のサービスのみがこのトークンを送信するよう
に厳密に制御する必要があります。ここでのロール
は ANY チェックとして適用されるため、このリスト
のロールはすべて存在している必要があります。後
方互換性の理由から、現在 allow_expired チェックに
のみ影響します。

service_token_roles_requ
ired = False

ブール値 後方互換性の理由から、service_token_roles チェッ
クを有効としてパスしない有効なサービストークン
をパスさせる必要があります。これを true に設定す
ることが今後のリリースでデフォルトとなり、可能
な場合は有効にされる必要があります。

service_type = None 文字列値 サービスカタログに表示されるサービスの名前また
は種別。これは、制限されたアクセスルールがある
トークンを検証するために使用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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token_cache_time = 300 整数値 トークンの検証に過剰な時間を費やすのを防ぐため
に、ミドルウェアは、設定可能な期間 (秒単位) 中は
以前に見たトークンをキャシュします。キャッシュ
を完全に無効にするには -1 に設定します。

www_authenticate_uri = 
None

文字列値 パブリックの Identity API エンドポイントを完了しま
す。このエンドポイントは、すべてのエンドユー
ザーがアクセスできる必要があるため、"admin" エン
ドポイントにすることはできません。認証されてい
ないクライアントは、認証のためにこのエンドポイ
ントにリダイレクトされます。このエンドポイント
にはバージョンを指定しないことが理想的ですが、
ワイルドカードでのクライアントのサポートは異な
ります。バージョン指定された v2 エンドポイントを
使用している場合、通常エンドユーザーがそのエン
ドポイントに到達できない可能性があるため、これ
はサービスユーザーがトークンを検証するために使
用するエンドポイントにすることはできません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

4.1.33. noauth

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [noauth] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表4.32 noauth

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

`token_response = ` 文字列値 noauth ミドルウェアによって返されるコンテンツが
含まれる JSON ファイル。

4.1.34. oslo_messaging_amqp

以下の表では、/etc/heat/heat.conf ファイルの [oslo_messaging_amqp] グループで利用可能なオプ
ションの概要を説明します。

表4.33 oslo_messaging_amqp

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

Red Hat OpenStack Platform 17.1 設定の参照

464



addressing_mode = 
dynamic

文字列値 ドライバーが使用するアドレスモードを示します。
許可される値:legacy - レガシーのルーティング不可
能なアドレス指定を使用します。routable - ルー
ティング可能なアドレスを使用します。dynamic -
メッセージバスがルーティングをサポートしていな
い場合はレガシーのアドレスを使用します。それ以
外の場合は、ルーティング可能なアドレスを使用し
ます。

anycast_address = 
anycast

文字列値 コンシューマーのグループに送信する際に、アドレ
ス接頭辞に追加されます。コンシューマー間でラウ
ンドロビン方式で配信される必要のあるメッセージ
を特定するために、メッセージバスで使用されま
す。

broadcast_prefix = 
broadcast

文字列値 すべてのサーバーにブロードキャストする場合に使
用されるアドレス接頭辞

connection_retry_backoff 
= 2

整数値 フェイルオーバーの試みに失敗するたびに、
connection_retry_interval をこの秒数だけ増やしま
す。

connection_retry_interval 
= 1

整数値 再接続を試みる前に一時停止する秒数。

connection_retry_interval
_max = 30

整数値 connection_retry_interval +
connection_retry_backoff の上限

container_name = None 文字列値 AMQP コンテナーの名前。グローバルで一意でなけ
ればなりません。デフォルトは、生成された UUID
です。

default_notification_exch
ange = None

文字列値 通知アドレスで使用される変換名。エクスチェンジ
名の解決の優先順位:Target.exchange、他に設定さ
れている場合は default_notification_exchange、他に
設定されている場合は control_exchange、他に設定
されている場合は notify

default_notify_timeout = 
30

整数値 送信された通知メッセージ配信の期限。呼び出し元
がタイムアウトを明示的に指定しない場合にのみ使
用されます。

default_reply_retry = 0 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で失敗した返信メッ
セージを再送信する最大試行回数。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default_reply_timeout = 
30

整数値 rpc 返信メッセージ配信の期限。

default_rpc_exchange = 
None

文字列値 RPC アドレスで使用される変換名。エクスチェンジ
名の解決の優先順位:Target.exchange、他に設定さ
れている場合は default_rpc_exchange、他に設定さ
れている場合は control_exchange、他に設定されて
いる場合は rpc

default_send_timeout = 
30

整数値 rpc キャストまたは呼び出しメッセージ配信の期限。
呼び出し元がタイムアウトを明示的に指定しない場
合にのみ使用されます。

default_sender_link_time
out = 600

整数値 アイドル状態の送信者リンクのパージをスケジュー
ルする時間。期限切れ後にリンクの割り当てを解除
します。

group_request_prefix = 
unicast

文字列値 グループの任意のサーバーに送信する際のアドレス
接頭辞

idle_timeout = 0 整数値 非アクティブな接続のタイムアウト (秒単位)

link_retry_delay = 10 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で失敗した AMQP 1.0
リンクの再接続間に一時停止する時間。

multicast_address = 
multicast

文字列値 ファンアウトメッセージを送信するときにアドレス
接頭辞に追加されます。ファンアウトメッセージを
識別するためにメッセージバスによって使用されま
す。

notify_address_prefix = 
openstack.org/om/notify

文字列値 すべての生成される通知アドレスのアドレス接頭辞

notify_server_credit = 100 整数値 受信通知メッセージのウィンドウサイズ

pre_settled = ['rpc-cast', 
'rpc-reply']

多値 このタイプのメッセージを事前処置状態で送信しま
す。事前処置されたメッセージは、ピアから確認応
答を受信しません。注記: 事前処置されたメッセージ
は、配信に失敗した場合に警告なしに破棄される可
能性があります。許可される値:rpc-call - RPC 呼び
出しを事前処置状態で送信します。rpc-reply- RPC
返信を事前処置状態で送信します。rpc-cast - RPC
キャストを事前処置状態で送信します。notify - 通知
を事前処置状態で送信します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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pseudo_vhost = True ブール値 仮想ホスト (qpidd など) をネイティブにサポートし
ていないメッセージバスの仮想ホストサポートを有
効にします。true に設定すると、仮想ホスト名はす
べてのメッセージバスアドレスに追加され、結果と
して仮想ホストごとにプライベート サブネット を作
成します。メッセージバスが仮想ホストの名前とし
て AMQP 1.0 オープン遂行動詞の hostname フィー
ルドを使用して仮想ホストをサポートする場合は
False に設定します。

reply_link_credit = 200 整数値 受信する RPC 返信メッセージのウィンドウサイズ。

rpc_address_prefix = 
openstack.org/om/rpc

文字列値 すべての生成される RPC アドレスのアドレス接頭辞

rpc_server_credit = 100 整数値 受信する RPC リクエストメッセージのウィンドウサ
イズ。

`sasl_config_dir = ` 文字列値 SASL 設定が含まれるディレクトリーへのパス

`sasl_config_name = ` 文字列値 設定ファイルの名前 (.conf 接尾辞なし)

`sasl_default_realm = ` 文字列値 ユーザー名にレルムが存在しない場合に使用する
SASL レルム

`sasl_mechanisms = ` 文字列値 許可される SASL メカニズムのスペース区切りリス
ト

server_request_prefix = 
exclusive

文字列値 特定のサーバーに送信する時に使用するアドレス接
頭辞

ssl = False ブール値 SSL 経由で接続を試みます。その他の ssl 関連のパラ
メーターが指定されていない場合、システムの CA
バンドルを使用してサーバーの証明書を検証しま
す。

`ssl_ca_file = ` 文字列値 サーバーの証明書の検証に使用する CA 証明書 PEM
ファイル

`ssl_cert_file = ` 文字列値 クライアント認証用の自己識別証明書 PEM ファイル

`ssl_key_file = ` 文字列値 ssl_cert_file 証明書の署名に使用される秘密鍵 PEM
ファイル (オプション)

ssl_key_password = 
None

文字列値 ssl_key_file を復号するためのパスワード (暗号化され
ている場合)

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

第4章 HEAT

467



ssl_verify_vhost = False ブール値 デフォルトでは、SSL は、サーバーの証明書の名前
が transport_url のホスト名と一致することを確認し
ます。設定によっては、代わりに仮想ホスト名を使
用することが望ましい場合があります。たとえば、
サーバーが Server Name Indication TLS 拡張
(rfc6066) を使用して、仮想ホストごとの証明書を提
供する場合などです。サーバーの SSL 証明書が DNS
名ではなく仮想ホスト名を使用する場合は、
ssl_verify_vhost を True に設定します。

trace = False ブール値 デバッグ: AMQP フレームを標準出力 (stdout) にダ
ンプします。

unicast_address = 
unicast

文字列値 特定の RPC/通知サーバーに送信する際に、アドレス
接頭辞に追加されます。単一の送信先に送信された
メッセージを識別するためにメッセージバスによっ
て使用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

4.1.35. oslo_messaging_kafka

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [oslo_messaging_kafka] グループで使用できるオプショ
ンの概要をまとめたものです。

表4.34 oslo_messaging_kafka

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

compression_codec = 
none

文字列値 プロデューサーによって生成されたすべてのデータ
の圧縮コーデック。設定されていない場合、圧縮は
使用されません。この設定に許可される値は、kafka
バージョンに依存することに注意してください。

conn_pool_min_size = 2 整数値 接続有効期限ポリシーのプールサイズ制限

conn_pool_ttl = 1200 整数値 プールのアイドル状態の接続の存続期間 (秒単位)

consumer_group = 
oslo_messaging_consum
er

文字列値 Kafka コンシューマーのグループ ID。あるグループ
のコンシューマーは、メッセージ消費を調整しま
す。

enable_auto_commit = 
False

ブール値 非同期コンシューマーコミットを有効にします。

kafka_consumer_timeout 
= 1.0

浮動小数点の値 Kafka コンシューマーのデフォルトタイムアウト
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kafka_max_fetch_bytes = 
1048576

整数値 Kafka コンシューマーの最大フェッチバイト

max_poll_records = 500 整数値 ポーリング呼び出しで返されるレコードの最大数

pool_size = 10 整数値 Kafka コンシューマーのプールサイズ

producer_batch_size = 
16384

整数値 プロデューサーの非同期送信のバッチサイズ

producer_batch_timeout 
= 0.0

浮動小数点の値 KafkaProducer バッチ処理の遅延の上限 (秒単位)

sasl_mechanism = PLAIN 文字列値 セキュリティープロトコルが SASL である際のメカ
ニズム

security_protocol = 
PLAINTEXT

文字列値 ブローカーとの通信に使用されるプロトコル

`ssl_cafile = ` 文字列値 サーバーの証明書の検証に使用する CA 証明書 PEM
ファイル

`ssl_client_cert_file = ` 文字列値 認証に使用されるクライアント証明書の PEM ファイ
ル。

`ssl_client_key_file = ` 文字列値 認証に使用されるクライアントキーの PEM ファイ
ル。

`ssl_client_key_password = ` 文字列値 認証に使用されるクライアントキーパスワードファ
イル。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

4.1.36. oslo_messaging_notifications

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [oslo_messaging_notifications] グループで使用できる
オプションの概要をまとめたものです。

表4.35 oslo_messaging_notifications

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

driver = [] 多値 通知の送信を処理するドライバー。使用できる値は
messaging、messagingv2、routing、log、test、
noop です。
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retry = -1 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で配信に失敗した通
知メッセージを再送信する最大試行回数。0 - 再試行
なし、-1 - 無限回

topics = ['notifications'] リスト値 OpenStack の通知に使用する AMQP トピック。

transport_url = None 文字列値 通知に使用するメッセージングドライバーを表す
URL。設定されていない場合は、RPC に使用される
ものと同じ設定にフォールバックします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

4.1.37. oslo_messaging_rabbit

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [oslo_messaging_rabbit] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表4.36 oslo_messaging_rabbit

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

amqp_auto_delete = False ブール値 AMQP の自動削除キュー。

amqp_durable_queues = 
False

ブール値 AMQP で永続キューを使用します。

direct_mandatory_flag = 
True

ブール値 (非推奨) ダイレクト送信のための RabbitMQ 必須フ
ラグを有効/無効にします。直接送信は応答として使
用されるため、クライアントキューが存在しない場
合には MessageUndeliverable 例外が発生します。
MessageUndeliverable 例外はタイムアウトをループ
して、送信者が回復する可能性が高くなります。こ
のフラグは非推奨になり、この機能を非アクティブ
化することはできません。

enable_cancel_on_failove
r = False

ブール値 x-cancel-on-ha-failover フラグを有効にして、
rabbitmq サーバーがキューが停止しているときにコ
ンシューマーをキャンセルし、通知できるようにし
ます。
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heartbeat_in_pthread = 
False

ブール値 デフォルトでは、ネイティブ Python スレッドを介し
てヘルスチェックハートビートスレッドを実行しま
す。このオプションが False の場合、ヘルスチェッ
クハートビートは親プロセスから実行モデルを継承
します。たとえば、親プロセスが eventlet/greenlet
を使用して stdlib にモンキーパッチを適用した場
合、ハートビートはグリーンスレッドを介して実行
されます。This option should be set to True only for
the wsgi services.

heartbeat_rate = 2 整数値 heartbeat_timeout_threshold 中、ハートビートを確
認する回数。

heartbeat_timeout_thresh
old = 60

整数値 ハートビートの keep-alive が失敗した場合に Rabbit
ブローカーがダウンとみなされるまでの秒数 (0 は
ハートビートを無効にします)。

kombu_compression = 
None

文字列値 実験的用途: 許容値は gzip、bz2 です。設定されてい
ない場合、圧縮は使用されません。このオプション
は、今後のバージョンで利用できない可能性があり
ます。

kombu_failover_strategy 
= round-robin

文字列値 現在接続しているノードが利用できなくなった場合
に、次の RabbitMQ ノードを選択する方法を指定し
ます。設定で複数の RabbitMQ ノードが指定される
場合に限り有効になります。

kombu_missing_consum
er_retry_timeout = 60

整数値 応答のないクライアントが応答を送信するのを待つ
時間。この時間が経過すると無視します。この値は
rpc_response_timeout より長くすることはできませ
ん。

kombu_reconnect_delay 
= 1.0

浮動小数点の値 AMQP コンシューマーの取り消し通知への応答で、
再接続するまでの待機時間。

rabbit_ha_queues = False ブール値 RabbitMQ (x-ha-policy: all) の HA キューの使用を試
みます。このオプションを変更する場合は、
RabbitMQ データベースを消去する必要がありま
す。RabbitMQ 3.0 では、キューを宣言する際に x-
ha-policy 引数によってキューのミラーリングが制御
されなくなりました。すべてのキュー (自動生成され
た名前のキューを除く) がすべてのノードでミラーリ
ングされるようにするには、"rabbitmqctl set_policy
HA ^(?!amq\.).* {"ha-mode": "all"}" を実行します。

rabbit_interval_max = 30 整数値 RabbitMQ 接続を再試行する最大間隔。デフォルト
は 30 秒です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rabbit_login_method = 
AMQPLAIN

文字列値 RabbitMQ ログイン方法

rabbit_qos_prefetch_cou
nt = 0

整数値 事前フェッチするメッセージの数を指定します。ゼ
ロに設定すると、無制限のメッセージのフェッチが
許可されます。

rabbit_retry_backoff = 2 整数値 RabbitMQ に接続する際に再試行間でバックオフす
る長さ

rabbit_retry_interval = 1 整数値 RabbitMQ との接続を再試行する頻度。

rabbit_transient_queues_
ttl = 1800

整数値 キューの TTL (x-expires) の期間 (秒単位) を表す正の
整数。TTL の期間使用されないキューは自動的に削
除されます。このパラメーターは応答キューとファ
ンアウトキューにのみ影響します。

ssl = False ブール値 SSL 経由で接続します。

`ssl_ca_file = ` 文字列値 SSL 認証局ファイル (SSL が有効な場合にのみ有
効)。

`ssl_cert_file = ` 文字列値 SSL 証明書ファイル (SSL が有効な場合にのみ有
効)。

`ssl_key_file = ` 文字列値 SSL キーファイル (SSL が有効な場合にのみ有効)。

`ssl_version = ` 文字列値 使用する SSL バージョン (SSL が有効な場合にのみ
有効)。有効な値は TLSv1 および SSLv23 です。
SSLv2、SSLv3、TLSv1_1、および TLSv1_2 は、一部
のディストリビューションで利用できます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

4.1.38. oslo_middleware

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [oslo_middleware] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表4.37 oslo_middleware

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enable_proxy_headers_p
arsing = False

ブール値 アプリケーションがプロキシーの背後であるかどう
か。これにより、ミドルウェアがヘッダーを解析す
べきかどうかを決定します。
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max_request_body_size = 
114688

整数値 各リクエストの本文の最大サイズ (バイト単位)。

secure_proxy_ssl_header 
= X-Forwarded-Proto

文字列値 SSL 終端プロキシーによって非表示であった場合で
も、元のリクエストプロトコルスキームを決定する
ために使用される HTTP ヘッダー。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

4.1.39. oslo_policy

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [oslo_policy] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表4.38 oslo_policy

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enforce_new_defaults = 
False

ブール値 このオプションは、ポリシーを評価するときに古い
非推奨のデフォルトを使用するかどうかを制御しま
す。True の場合、古い非推奨のデフォルトは評価さ
れません。これは、既存のトークンが古いデフォル
トで許可されているが、新しいデフォルトで許可さ
れていない場合、許可されないことを意味します。
新しいデフォルトと scope_type の利点を一緒に得
ることができるように、このフラグを 
enforce_scope フラグと一緒に有効にすることを
推奨します

enforce_scope = False ブール値 このオプションは、ポリシーを評価する際にスコー
プを適用するかどうかを制御します。True の場合、
リクエストで使用されるトークンのスコープは、適
用されるポリシーの scope_types と比較されま
す。スコープが一致しない場合、InvalidScope 例
外が発生します。False の場合、ポリシーが一致し
ないスコープで呼び出されていることを運用者に通
知するメッセージが記録されます。

policy_default_rule = 
default

文字列値 デフォルトルール。要求されたルールが見つからな
い場合に適用されます。

policy_dirs = ['policy.d'] 多値 ポリシー設定ファイルが保存されるディレクト
リー。これは、config_dir オプションで定義される検
索パス内の任意のディレクトリーへの相対パスか、
絶対パスにすることができます。このディレクト
リーの検索には、policy_file で定義されたファイルが
存在している必要があります。存在しないディレク
トリーまたは空のディレクトリーは無視されます。
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policy_file = policy.json 文字列値 ロールを指定のサービスのパーミッションにマッピ
ングするファイルの相対パスまたは絶対パス。相対
パスは、このオプションを設定する設定ファイルに
対する相対パスとして指定する必要があります。

remote_content_type = 
application/x-www-form-
urlencoded

文字列値 REST ベースのポリシーチェックのデータを送受信す
るコンテンツ種別

remote_ssl_ca_crt_file = 
None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用の認証局証明書
ファイルの絶対パス

remote_ssl_client_crt_file 
= None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用のクライアント証
明書の絶対パス

remote_ssl_client_key_fil
e = None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用のクライアント鍵
ファイルの絶対パス

remote_ssl_verify_server
_crt = False

ブール値 REST ベースのポリシーチェックのサーバーアイデン
ティティー検証

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

4.1.40. paste_deploy

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [paste_deploy] グループ下で使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表4.39 paste_deploy

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

api_paste_config = api-
paste.ini

文字列値 使用する API 貼り付け設定ファイル。

flavor = None 文字列値 使用するフレーバー。

4.1.41. profiler

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [profiler] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表4.40 profiler
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

connection_string = 
messaging://

文字列値 通知バックエンドの接続文字列。

デフォルト値は messaging:// で、通知機能を
oslo_messaging に設定します。

使用できる値の例:

messaging://: スパンの送信に
oslo_messaging ドライバーを使用します。

redis://127.0.0.1:6379: スパンの送信に
redis ドライバーを使用します。

mongodb://127.0.0.1:27017: スパンの送
信に mongodb ドライバーを使用します。

elasticsearch://127.0.0.1:9200:
elasticsearch ドライバーを使用してスパン
を送信します。

jaeger://127.0.0.1:6831: スパンの送信に
jaeger トレースを使用します。

enabled = False ブール値 このノード上の全サービスのプロファイリングを有
効にします。

デフォルト値は False です (プロファイリング機能を
無効にします)。

値:

True: 機能を有効にします

False: 機能を無効にします。このプロジェ
クトの操作ではプロファイリングを開始で
きません。プロファイリングが別のプロ
ジェクトでトリガーされた場合には、この
プロジェクトの部分は空になります。

es_doc_type = 
notification

文字列値 elasticsearch の通知インデックスについてのドキュ
メントタイプ。

es_scroll_size = 10000 整数値 elasticsearch は大規模な要求をバッチに分割しま
す。このパラメーターは、各バッチの最大サイズを
定義します (例: es_scroll_size=10000)。

es_scroll_time = 2m 文字列値 このパラメーターは時間値パラメーター
(es_scroll_time=2m など) です。これは、検索に参加
するノードが継続してサポートするために関連する
リソースを維持する時間を示します。
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filter_error_trace = False ブール値 エラー/例外を含むフィルタートレースを分離された
場所へ有効にします。

デフォルト値は False に設定されます。

値:

True: エラー/例外を含むフィルタートレー
スを有効にします。

False: フィルターを無効にします。

hmac_keys = 
SECRET_KEY

文字列値 パフォーマンスプロファイリング用にコンテキスト
データの暗号化に使用するシークレットキー。

この文字列値は <key1>[,<key2>,…​<keyn>] の形式にす
る必要があります。各キーはランダムな文字列で
す。REST API 経由でプロファイリングをトリガーす
るユーザーは、REST API 呼び出しのヘッダーにこれ
らのキーの 1 つを設定し、この特定プロジェクトの
ノードのプロファイリング結果が含まれるようにす
る必要があります。

プロファイリングを有効にするには、enabled フラ
グと hmac_keys 設定オプションの両方を設定する必
要があります。また、少なくとも 1 つのキーで全サー
ビス間で正しいプロファイリング情報を生成するに
は、OpenStack プロジェクト間で一貫性を確保する
必要があります。これにより、クライアント側から
を使用して、すべての可能なリソースからの情報を
含むトレースを生成できます。

sentinel_service_name = 
mymaster

文字列値 Redissentinel はサービス名を使用してマスターの
redis サービスを識別します。このパラメーターは名
前を定義します (例: 
sentinal_service_name=mymaster)。

socket_timeout = 0.1 浮動小数点の値 Redissentinel は、接続に timeout オプションを提供
します。このパラメーターは、タイムアウトを定義
します (例: socket_timeout=0.1)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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trace_sqlalchemy = False ブール値 サービスで SQL 要求のプロファイリングを有効にし
ます。

デフォルト値は False です (SQL 要求はトレースされ
ません)。

値:

True: SQL 要求のプロファイリングを有効
にします。各 SQL クエリーはトレースの一
部となり、それにどの程度の時間を費やし
たかによって分析できます。

False: SQL 要求のプロファイリングを無効
にします。費やした時間は、高いレベルの
操作でのみ表示されます。単一の SQL クエ
リーをこのように分析できません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

4.1.42. revision

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [revision] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表4.41 revision

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

heat_revision = unknown 文字列値 Heat ビルドのリビジョンビルドのリビジョンを個別
に管理する場合には、このセクションを別のファイ
ルに移動し、別の設定オプションとして追加するこ
とができます。

4.1.43. ssl

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [ssl] グループで使用できるオプションの概要をまとめた
ものです。

表4.42 ssl

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 接続クライアントの検証に使用する CA 証明書ファ
イル。

cert_file = None 文字列値 サーバーをセキュアに起動する際に使用する証明書
ファイル。
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ciphers = None 文字列値 利用可能な暗号のリストを設定します。値は
OpenSSL 暗号リスト形式の文字列である必要があり
ます。

key_file = None 文字列値 サーバーをセキュアに起動する際に使用する秘密鍵
ファイル。

version = None 文字列値 使用する SSL バージョン (SSL が有効な場合にのみ
有効)。有効な値は TLSv1 および SSLv23 です。
SSLv2、SSLv3、TLSv1_1、および TLSv1_2 は、一部
のディストリビューションで利用できます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

4.1.44. trustee

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [trustee] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表4.43 trustee

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth-url = None 文字列値 認証 URL

auth_section = None 文字列値 プラグイン固有のオプションを読み込む config セク
ション

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

default-domain-id = None 文字列値 v3 および v2 パラメーターで使用するオプションの
ドメイン ID。これは v3 のユーザーとプロジェクトド
メインの両方に使用され、v2 認証では無視されま
す。

default-domain-name = 
None

文字列値 v3 API および v2 パラメーターで使用するオプション
のドメイン名です。これは v3 のユーザーとプロジェ
クトドメインの両方に使用され、v2 認証では無視さ
れます。

domain-id = None 文字列値 スコープするドメイン ID

domain-name = None 文字列値 スコープするドメイン名

password = None 文字列値 ユーザーのパスワード

project-domain-id = None 文字列値 プロジェクトを含むドメイン ID
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project-domain-name = 
None

文字列値 プロジェクトを含むドメイン名

project-id = None 文字列値 スコープするプロジェクト ID

project-name = None 文字列値 スコープするプロジェクト名

system-scope = None 文字列値 システム操作のスコープ

trust-id = None 文字列値 Trust ID

user-domain-id = None 文字列値 ユーザーのドメイン ID

user-domain-name = 
None

文字列値 ユーザーのドメイン名

user-id = None 文字列値 ユーザー ID

username = None 文字列値 ユーザー名

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

4.1.45. volumes

以下の表は、/etc/heat/heat.conf ファイルの [volumes] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表4.44 volumes

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backups_enabled = True ブール値 cinder-backup サービスが有効かどうかを指定しま
す。これは、cinder-backup サービスが検出可能にな
るまで一時的な回避策となります。LP#1334856 を
参照してください。
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第5章 IRONIC
以下の章では、ironic サービスの設定オプションについて説明します。

5.1. IRONIC.CONF

本項では、/etc/ironic/ironic.conf ファイルのオプションについて説明します。

5.1.1. DEFAULT

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [DEFAULT] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

.

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth_strategy = keystone 文字列値 すべての認証が無効になるため、ironic-api が使用す
る認証ストラテジー。noauth は本番環境では使用し
ないでください。

backdoor_port = None 文字列値 eventlet バックドアを有効にします。設定可能な値
は 0、<port>、および <start>:<end> です。ここで、0
はランダムの tcp ポート番号でリッスンします。
<port> は指定されたポート番号でリッスンします (そ
のポートが使用中の場合にはバックドアを有効にし
ません)。また、<start>:<end> は、指定されたポート
番号の範囲で最も小さい未使用のポート番号でリッ
スンします。選択したポートは、サービスのログ
ファイルに表示されます。

backdoor_socket = None 文字列値 指定されたパスを接続を受信できる unix ソケットと
して使用して、eventlet バックドアを有効にしま
す。このオプションは、backdoor_port と相互に排
他的です。したがって、どちらか 1 つだけを指定する
必要があります。両方を指定すると、このオプショ
ンの存在によってそのオプションの使用が上書きさ
れます。パス {pid} の中は、現在のプロセスの PID で
置き換えられます。

bindir = $pybasedir/bin 文字列値 ironic バイナリーがインストールされているディレク
トリー。

conn_pool_min_size = 2 整数値 接続有効期限ポリシーのプールサイズ制限

conn_pool_ttl = 1200 整数値 プールのアイドル状態の接続の存続期間 (秒単位)

control_exchange = 
openstack

文字列値 トピックがスコープ設定されるデフォルトの変換。
transport_url オプションで指定した変換名で上書き
できます。
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debug = False ブール値 true に設定すると、ログレベルはデフォルトの INFO
レベルではなく DEBUG に設定されます。

debug_tracebacks_in_api 
= False

ブール値 API 応答のサーバーのトレースバックをエラー応答
として返します。警告: これは安全ではないため、実
稼働環境では使用しないでください。

default_bios_interface = 
None

文字列値 bios_interface フィールドが設定されていないノード
に使用されるデフォルトの bios インターフェイス。
システムに存在する bios インターフェイスの完全な
リストは、ironic.hardware.interfaces.bios のエント
リーポイントを列挙することで確認することができ
ます。

default_boot_interface = 
None

文字列値 boot_interface フィールドが設定されていないノー
ドに使用されるデフォルトのブートインターフェイ
ス。システムに存在するブートインターフェイスの
完全なリストは、ironic.hardware.interfaces.boot の
エントリーポイントを列挙することで確認すること
ができます。

default_console_interface 
= None

文字列値 console_interface フィールドが設定されていない
ノードに使用されるデフォルトのコンソールイン
ターフェイス。システムに存在するコンソールイン
ターフェイスの完全なリストは、
ironic.hardware.interfaces.console のエントリーポイ
ントを列挙することで確認することができます。

default_deploy_interface 
= None

文字列値 deploy_interface フィールドが設定されていないノー
ドに使用されるデフォルトのデプロイインターフェ
イス。システムに存在するデプロイインターフェイ
スの完全なリストは、
ironic.hardware.interfaces.deploy エントリーポイン
トを列挙することで確認することができます。

default_inspect_interface 
= None

文字列値 inspect_interface フィールドが設定されていない
ノードに使用されるデフォルトの検査インターフェ
イス。システムに存在する検査インターフェイスの
完全なリストは、ironic.hardware.interfaces.inspect
のエントリーポイントを列挙することで確認するこ
とができます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default_log_levels = 
['amqp=WARNING', 
'amqplib=WARNING', 
'qpid.messaging=INFO', 
'oslo.messaging=INFO', 
'oslo_messaging=INFO', 
'sqlalchemy=WARNING', 
'stevedore=INFO', 
'eventlet.wsgi.server=INF
O', 'iso8601=WARNING', 
'requests=WARNING', 
'glanceclient=WARNING', 
'urllib3.connectionpool=
WARNING', 
'keystonemiddleware.aut
h_token=INFO', 
'keystoneauth.session=IN
FO', 
'openstack=WARNING']

リスト値 logger=LEVEL ペアのパッケージロギングレベルのリ
スト。このオプションは、log_config_append が設定
されている場合は無視されます。

default_management_inte
rface = None

文字列値 management_interface フィールドが設定されていな
いノードに使用されるデフォルトの管理インター
フェイス。システムに存在する管理インターフェイ
スの完全なリストは、
ironic.hardware.interfaces.management のエント
リーポイントを列挙することで確認することができ
ます。

default_network_interface 
= None

文字列値 network_interface フィールドが設定されていない
ノードに使用されるデフォルトのネットワークイン
ターフェイス。システムに存在するネットワークイ
ンターフェイスの完全なリストは、
ironic.hardware.interfaces.network エントリーポイン
トを列挙することで確認することができます。

default_portgroup_mode 
= active-backup

文字列値 portgroups のデフォルトモード。許可される値は、
ボンディングに関する Linux カーネルのドキュメン
ト
(https://www.kernel.org/doc/Documentation/netwo
rking/bonding.txt) を参照してください。

default_power_interface = 
None

文字列値 power_interface フィールドが設定されていないノー
ドに使用されるデフォルトの電源インターフェイ
ス。システムに存在する電源インターフェイスの完
全なリストは、ironic.hardware.interfaces.power のエ
ントリーポイントを列挙することで確認することが
できます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default_raid_interface = 
None

文字列値 raid_interface フィールドが設定されていないノード
に使用されるデフォルトの RAID インターフェイス。
システムに存在する raid インターフェイスの完全な
リストは、ironic.hardware.interfaces.raid のエント
リーポイントを列挙することで確認することができ
ます。

default_rescue_interface 
= None

文字列値 rescue_interface フィールドが設定されていないノー
ドに使用されるデフォルトのレスキューインター
フェイス。システムに存在するレスキューインター
フェイスの完全なリストは、
ironic.hardware.interfaces.rescue のエントリーポイ
ントを列挙することで確認することができます。

default_resource_class = 
None

文字列値 作成要求にリソースクラスが指定されていない場合
に、新規ノードに使用するリソースクラス。

default_storage_interface 
= noop

文字列値 storage_interface フィールドが設定されていない
ノードに使用されるデフォルトのストレージイン
ターフェイス。システムに存在するストレージイン
ターフェイスの完全なリストは、
ironic.hardware.interfaces.storage のエントリーポイ
ントを列挙することで確認することができます。

default_vendor_interface 
= None

文字列値 vendor_interface フィールドが設定されていない
ノードに使用されるデフォルトのベンダーインター
フェイス。システムに存在するベンダーインター
フェイスの完全なリストは、
ironic.hardware.interfaces.vendor のエントリーポイ
ントを列挙することで確認することができます。

enabled_bios_interfaces 
= ['no-bios']

リスト値 サービスの初期化中にロードする bios インターフェ
イスのリストを指定します。bios インターフェイ
ス、または初期化に失敗した bios インターフェイス
がないと、ironic-conductor サービスが起動しなくな
ります。有効な各ハードウェアタイプでサポートさ
れる少なくとも 1 つの bios インターフェイスを有効
にしないと、ironic-conductor サービスが起動しませ
ん。リストは空にしないでください。デフォルト値
は、実稼働環境で推奨される bios インターフェイス
のセットです。システムに存在する bios インター
フェイスの完全なリストは、
ironic.hardware.interfaces.bios のエントリーポイント
を列挙することで確認することができます。この値
を設定する場合は、すべての ironic-conductor サー
ビスで、有効なすべてのハードウェア種別が同じ
bios インターフェイスのセットを持つようにしてく
ださい。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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enabled_boot_interfaces 
= ['pxe']

リスト値 サービスの初期化中にロードする boot インターフェ
イスのリストを指定します。boot インターフェイ
ス、または初期化に失敗した boot インターフェイス
がないと、ironic-conductor サービスが起動しなくな
ります。有効な各ハードウェアタイプでサポートさ
れる少なくとも 1 つの boot インターフェイスを有効
にしないと、ironic-conductor サービスが起動しませ
ん。リストは空にしないでください。デフォルト値
は、実稼働環境で推奨される boot インターフェイス
のセットです。システムに存在するブートインター
フェイスの完全なリストは、
ironic.hardware.interfaces.boot のエントリーポイン
トを列挙することで確認することができます。この
値を設定する場合は、すべての ironic-conductor
サービスで、有効なすべてのハードウェア種別が同
じ boot インターフェイスのセットを持つようにして
ください。

enabled_console_interfac
es = ['no-console']

リスト値 サービスの初期化中にロードする console インター
フェイスのリストを指定します。console インター
フェイス、または初期化に失敗した console イン
ターフェイスがないと、ironic-conductor サービスが
起動しなくなります。有効な各ハードウェアタイプ
でサポートされる少なくとも 1 つの console インター
フェイスを有効にしないと、ironic-conductor サービ
スが起動しません。リストは空にしないでくださ
い。デフォルト値は、実稼働環境で推奨される
console インターフェイスのセットです。システムに
存在するコンソールインターフェイスの完全なリス
トは、ironic.hardware.interfaces.console のエント
リーポイントを列挙することで確認することができ
ます。この値を設定する場合は、すべての ironic-
conductor サービスで、有効なすべてのハードウェ
ア種別が同じ console インターフェイスのセットを
持つようにしてください。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

Red Hat OpenStack Platform 17.1 設定の参照

484



enabled_deploy_interface
s = ['direct']

リスト値 サービスの初期化中にロードする deploy インター
フェイスのリストを指定します。deploy インター
フェイス、または初期化に失敗した deploy インター
フェイスがないと、ironic-conductor サービスが起動
しなくなります。有効な各ハードウェアタイプでサ
ポートされる少なくとも 1 つの deploy インターフェ
イスを有効にしないと、ironic-conductor サービスが
起動しません。リストは空にしないでください。デ
フォルト値は、実稼働環境で推奨される deploy イン
ターフェイスのセットです。システムに存在するデ
プロイインターフェイスの完全なリストは、
ironic.hardware.interfaces.deploy エントリーポイン
トを列挙することで確認することができます。この
値を設定する場合は、すべての ironic-conductor
サービスで、有効なすべてのハードウェア種別が同
じ deploy インターフェイスのセットを持つようにし
てください。

enabled_hardware_types 
= ['ipmi']

リスト値 サービスの初期化中にロードするハードウェアタイ
プのリストを指定します。ハードウェアタイプ、ま
たは初期化に失敗したハードウェアタイプがない
と、コンダクターサービスが起動できなくなりま
す。このオプションはデフォルトで、推奨の実稼働
指向のハードウェアタイプのセットに設定されま
す。システムに存在するハードウェアタイプの完全
なリストは、ironic.hardware.types エントリーポイン
トを列挙することで確認することができます。

enabled_inspect_interfac
es = ['no-inspect']

リスト値 サービスの初期化中にロードする inspect インター
フェイスのリストを指定します。inspect インター
フェイス、または初期化に失敗した inspect インター
フェイスがないと、ironic-conductor サービスが起動
しなくなります。有効な各ハードウェアタイプでサ
ポートされる少なくとも 1 つの inspect インターフェ
イスを有効にしないと、ironic-conductor サービスが
起動しません。リストは空にしないでください。デ
フォルト値は、実稼働環境で推奨される inspect イン
ターフェイスのセットです。システムに存在する検
査インターフェイスの完全なリストは、
ironic.hardware.interfaces.inspect のエントリーポイ
ントを列挙することで確認することができます。こ
の値を設定する場合は、すべての ironic-conductor
サービスで、有効なすべてのハードウェア種別が同
じ inspect インターフェイスのセットを持つようにし
てください。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

第5章 IRONIC

485



enabled_management_int
erfaces = ['ipmitool']

リスト値 サービスの初期化中にロードする management イン
ターフェイスのリストを指定します。management
インターフェイス、または初期化に失敗した
management インターフェイスがないと、ironic-
conductor サービスが起動しなくなります。有効な
各ハードウェアタイプでサポートされる少なくとも 1
つの management インターフェイスを有効にしない
と、ironic-conductor サービスが起動しません。リス
トは空にしないでください。デフォルト値は、実稼
働環境で推奨される management インターフェイス
のセットです。システムに存在する管理インター
フェイスの完全なリストは、
ironic.hardware.interfaces.management のエント
リーポイントを列挙することで確認することができ
ます。この値を設定する場合は、すべての ironic-
conductor サービスで、有効なすべてのハードウェ
ア種別が同じ management インターフェイスのセッ
トを持つようにしてください。

enabled_network_interfac
es = ['flat', 'noop']

リスト値 サービスの初期化中にロードする network インター
フェイスのリストを指定します。ネットワークイン
ターフェイスがない、または初期化に失敗したネッ
トワークインターフェイスが見つからないと、
ironic-conductor サービスが起動しなくなります。有
効な各ハードウェアタイプでサポートされるネット
ワークインターフェイスが少なくとも 1 つ有効化され
ている必要があります。有効にすると、ironic-
conductor サービスが起動しません。リストは空に
しないでください。デフォルト値は、実稼働環境で
推奨されるネットワークインターフェイスのセット
です。システムに存在するネットワークインター
フェイスの完全なリストは、
ironic.hardware.interfaces.network エントリーポイン
トを列挙することで確認することができます。この
値を設定する際には、有効なすべてのハードウェア
種別が ironic-conductor サービスで同じ有効なネッ
トワークインターフェイスセットを持つようにして
ください。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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enabled_power_interface
s = ['ipmitool']

リスト値 サービスの初期化中にロードする power インター
フェイスのリストを指定します。power インター
フェイス、または初期化に失敗した power インター
フェイスがないと、ironic-conductor サービスが起動
しなくなります。有効な各ハードウェアタイプでサ
ポートされる少なくとも 1 つの power インターフェ
イスを有効にしないと、ironic-conductor サービスが
起動しません。リストは空にしないでください。デ
フォルト値は、実稼働環境で推奨される power イン
ターフェイスのセットです。システムに存在する電
源インターフェイスの完全なリストは、
ironic.hardware.interfaces.power のエントリーポイン
トを列挙することで確認することができます。この
値を設定する場合は、すべての ironic-conductor
サービスで、有効なすべてのハードウェア種別が同
じ power インターフェイスのセットを持つようにし
てください。

enabled_raid_interfaces = 
['agent', 'no-raid']

リスト値 サービスの初期化中にロードする raid インターフェ
イスのリストを指定します。raid インターフェイ
ス、または初期化に失敗した raid インターフェイス
がないと、ironic-conductor サービスが起動しなくな
ります。有効な各ハードウェアタイプでサポートさ
れる少なくとも 1 つの raid インターフェイスを有効
にしないと、ironic-conductor サービスが起動しませ
ん。リストは空にしないでください。デフォルト値
は、実稼働環境で推奨される raid インターフェイス
のセットです。システムに存在する raid インター
フェイスの完全なリストは、
ironic.hardware.interfaces.raid のエントリーポイント
を列挙することで確認することができます。この値
を設定する場合は、すべての ironic-conductor サー
ビスで、有効なすべてのハードウェア種別が同じ
raid インターフェイスのセットを持つようにしてく
ださい。

設定オプション = デフォルト
値
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enabled_rescue_interface
s = ['no-rescue']

リスト値 サービスの初期化中に読み込むレスキューインター
フェイスのリストを指定します。rescue インター
フェイス、または初期化に失敗した rescue インター
フェイスがないと、ironic-conductor サービスが起動
しなくなります。有効な各ハードウェアタイプでサ
ポートされる少なくとも 1 つの rescue インターフェ
イスを有効にしないと、ironic-conductor サービスが
起動しません。リストは空にしないでください。デ
フォルト値は、実稼働環境で推奨される rescue イン
ターフェイスのセットです。システムに存在するレ
スキューインターフェイスの完全なリストは、
ironic.hardware.interfaces.rescue のエントリーポイ
ントを列挙することで確認することができます。こ
の値を設定する場合は、すべての ironic-conductor
サービスで、有効なすべてのハードウェア種別が同
じ rescue インターフェイスのセットを持つようにし
てください。

enabled_storage_interfac
es = ['cinder', 'noop']

リスト値 サービスの初期化中に読み込む storage インター
フェイスのリストを指定します。storage インター
フェイス、または初期化に失敗した storage イン
ターフェイスがないと、ironic-conductor サービスが
起動しなくなります。有効な各ハードウェアタイプ
でサポートされる少なくとも 1 つの storage インター
フェイスを有効にしないと、ironic-conductor サービ
スが起動しません。リストは空にしないでくださ
い。デフォルト値は、実稼働環境で推奨される
storage インターフェイスのセットです。システムに
存在するストレージインターフェイスの完全なリス
トは、ironic.hardware.interfaces.storage のエント
リーポイントを列挙することで確認することができ
ます。この値を設定する場合は、すべての ironic-
conductor サービスで、有効なすべてのハードウェ
ア種別が同じ storage インターフェイスのセットを
持つようにしてください。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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enabled_vendor_interface
s = ['ipmitool', 'no-
vendor']

リスト値 サービスの初期化中にロードする vendor インター
フェイスのリストを指定します。vendor インター
フェイス、または初期化に失敗した vendor インター
フェイスがないと、ironic-conductor サービスが起動
しなくなります。有効な各ハードウェアタイプでサ
ポートされる少なくとも 1 つの vendor インターフェ
イスを有効にしないと、ironic-conductor サービスが
起動しません。リストは空にしないでください。デ
フォルト値は、実稼働環境で推奨される vendor イン
ターフェイスのセットです。システムに存在するベ
ンダーインターフェイスの完全なリストは、
ironic.hardware.interfaces.vendor のエントリーポイ
ントを列挙することで確認することができます。こ
の値を設定する場合は、すべての ironic-conductor
サービスで、有効なすべてのハードウェア種別が同
じ vendor インターフェイスのセットを持つようにし
てください。

esp_image = None 文字列値 EFI システムパーティションイメージファイルへのパ
ス。このファイルは、UEFI ブート可能な ISO イメー
ジを効率的に作成するのに推奨されます。ESP イ
メージには、EFI ブートローダーを保持する
FAT12/16/32 形式のファイルシステム (例: GRUB2)
が各ハードウェアアーキテクチャーの ironic を起動
する必要があります。このオプションは、デプロイ
されるノードに ESP や ISO のデプロイイメージが設
定されていない場合にのみ使用され、その場合 ironic
は設定された場所から ESP イメージを取得するか、
UEFI ブート可能なデプロイ ISO イメージから ESP
イメージを抽出しようと試みます。

executor_thread_pool_siz
e = 64

整数値 エグゼキューターがスレッディングまたはイベント
レットの場合のエグゼキュータースレッドプールの
サイズ。

fatal_deprecations = 
False

ブール値 非推奨の致命的なステータスを有効または無効にし
ます。

force_raw_images = True ブール値 True の場合には、バッキングイメージを raw ディス
クイメージ形式に変換します。

graceful_shutdown_timeo
ut = 60

整数値 サーバーを正常にシャットダウンするまでのタイム
アウトを指定します。値をゼロにすると、endless の
待機を意味します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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grub_config_path = 
/boot/grub/grub.cfg

文字列値 ironic が生成する UEFI ISO イメージ上の GRUB2 設
定ファイルの場所。通常、デフォルト値は正しくな
いため、信頼すべきではありません。特定のディス
トリビューションの GRUB2 イメージを使用する場
合は、ここでディストリビューション固有のパスを
使用します (例: EFI/ubuntu/grub.cfg)。

grub_config_template = 
$pybasedir/common/grub
_conf.template

文字列値 grub 設定ファイルのテンプレートファイル。

hash_partition_exponent 
= 5

整数値 コンダクター全体で負荷を分散する際に使用する
ハッシュパーティションの数を決定します。値が大
きいと、リングのリバランス時に負荷が分散され、
負荷が少なくなりますが、メモリー使用量が増えま
す。コンダクターごとのパーティション数は
(2^hash_partition_exponent) です。これにより、リ
バランスの粒度が決定します。10 台のホストがあ
り、2 つの要求が急増し、リングに 40 個のパーティ
ションがあります。多くのパーティションでは、ほ
とんどの場合でリバランスがスムーズに行われるは
ずです。デフォルトは、最大 100 個のコンダクター
に適しています。パーティションが多すぎるように
設定すると、CPU 使用率に悪影響があります。

hash_ring_algorithm = 
md5

文字列値 ハッシュリングを構築するときに使用するハッシュ
関数。FIPS システムで実行している場合は、md5 を
使用しないでください。警告: クラスター内のすべて
の ironic サービスは、常に同じアルゴリズムを使用
する必要があります。アルゴリズムを変更するに
は、オフライン更新が必要です。

hash_ring_reset_interval 
= 15

整数値 ハッシュリングが古くなり、次のアクセスで更新さ
れてから、ハッシュリングが古くなった時間 (秒単
位)。

host = <based on 
operating system>

文字列値 このノードの名前。これは不透明な ID にすることが
できます。必ずしもホスト名、FQDN、または IP ア
ドレスではありません。ただし、ノード名は AMQP
キー内で有効で、ZeroMQ を使用している場合は
(Stein リリースで削除される)、有効なホスト名、
FQDN、または IP アドレス。

http_basic_auth_user_file 
= /etc/ironic/htpasswd

文字列値 auth_strategy=http_basic の場合に使用される
Apache 形式のユーザー認証ファイルへのパス

instance_format = [instance: %
(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンスの形式。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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instance_uuid_format =
[instance: %(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンス UUID の形
式。

isolinux_bin = 
/usr/lib/syslinux/isolinux.
bin

文字列値 isolinux バイナリーファイルへのパス。

isolinux_config_template 
= 
$pybasedir/common/isoli
nux_config.template

文字列値 isolinux 設定ファイルのテンプレートファイル。

ldlinux_c32 = None 文字列値 ldlinux.c32 ファイルへのパス。このファイルは、
syslinux 5.0 以降に必要です。指定されていない場
合、ファイル
は/usr/lib/syslinux/modules/bios/ldlinux.c32
と/usr/share/syslinux/ldlinux.c32 で検索されます。

log-config-append = None 文字列値 ロギング設定ファイルの名前。このファイルは、既
存のロギング設定ファイルに追加されます。ロギン
グ設定ファイルの詳細は、Python のロギングモ
ジュールのドキュメントを参照してください。ロギ
ング設定ファイルを使用すると、すべてのロギング
設定が設定ファイルで設定され、その他のロギング
設定オプションは無視されます (例:log-date-
format)。

log-date-format = %Y-%m-
%d %H:%M:%S

文字列値 ログレコードの %%(asctime)s のフォーマット文字列
を定義します。デフォルト:%(default)sこのオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

log-dir = None 文字列値 (オプション)log_file の相対パスに使用されるベース
ディレクトリー。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log-file = None 文字列値 (オプション) ロギング出力を送信するログファイル
の名前。デフォルトが設定されていない場合、ロギ
ングは use_stderr で定義されているように stderr に
送信されます。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log_in_db_max_size = 
4096

整数値 last_error/maintenance_reason がデータベースに
プッシュされたノードの最大文字数。

設定オプション = デフォルト
値
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log_options = True ブール値 サービスの起動時 (DEBUG レベル) に、登録されて
いるすべてのオプションの値をログに記録すること
を有効または無効にします。

log_rotate_interval = 1 整数値 ログファイルがローテーションされるまでの時間。
このオプションは、log_rotation_type が interval に
設定されていない限り無視されます。

log_rotate_interval_type = 
days

文字列値 ローテーション間隔の種別。次のローテーションを
スケジューリングする際に、最後のファイル変更の
時刻 (またはサービスの起動時刻) が使用されます。

log_rotation_type = none 文字列値 ログローテーションの種別。

logging_context_format_
string = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[%(request_id)s %
(user_identity)s] %
(instance)s%(message)s

文字列値 コンテキスト付きログメッセージに使用するフォー
マット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_debug_format_s
uffix = %(funcName)s %
(pathname)s:%(lineno)d

文字列値 メッセージのロギングレベルが DEBUG の場合にロ
グメッセージに追加する追加のデータ。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_default_format_s
tring = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[-] %(instance)s%
(message)s

文字列値 コンテキストが定義されていない場合に、ログメッ
セージに使用するフォーマット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_exception_prefix 
= %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
ERROR %(name)s %
(instance)s

文字列値 この形式で、例外出力の各行の前に接頭辞が付けら
れます。oslo_log.formatters.ContextFormatter によ
り使用されます。

logging_user_identity_for
mat = %(user)s %
(tenant)s %(domain)s %
(user_domain)s %
(project_domain)s

文字列値 logging_context_format_string で使用される %
(user_identity)s のフォーマット文字列を定義しま
す。oslo_log.formatters.ContextFormatter により使
用されます。

max_logfile_count = 30 整数値 ローテーションされたログファイルの最大数。

設定オプション = デフォルト
値
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max_logfile_size_mb = 
200

整数値 ログファイルの最大サイズ (MB 単位)。
log_rotation_type が size に設定されていない場合
は、このオプションは無視されます。

minimum_memory_wait_r
etries = 6

整数値 コンダクターが自動的に再試行できる場合、失敗す
るか、スレッドをプールに戻す前に、ワーカーに保
持する再試行の回数。

minimum_memory_wait_t
ime = 15

整数値 プロセスを起動する前に、メモリーの空きを再試行
するまで待機する秒数。これを 
memory_wait_retries と組み合わせると、コンダ
クターは、直接再試行を試行する時間を決定できま
す。

minimum_memory_warni
ng_only = False

ブール値 システムメモリーの枯渇を防ぐために、ironic が要求
を保留しようとするのではなく、警告のみを行うか
どうかを制御するための設定。

minimum_required_mem
ory = 1024

整数値 コンダクターでメモリー集約型プロセスを開始する
前に、システムが使用できる MiB 単位の最小メモ
リー。

my_ip = <オペレーティン
グシステムに基づく>

文字列値 このホストの IPv4 アドレス。設定しなければ、IP を
プログラム的に判断します。これを行わない場合、
は 127.0.0.1 を使用します。注記: このフィールドは、
テンプレートと URL のオーバーライドとして IPv6
アドレスを受け入れますが、DEFAULTmy_ipv6 を
デュアルスタック環境のサービス URL の DNS 名と
共に使用することを推奨します。

my_ipv6 = None 文字列値 IPv6 を使用したこのホストの IP アドレス。この値は
設定を介して指定する必要があり、IPv4 の
DEFAULTmy_ip パラメーターのようにプログラムで
適切に決定することはできません。

notification_level = None 文字列値 通知を送信する最小レベルを指定します。設定され
ていない場合は、通知は送信されません。デフォル
トでは、このオプションは未設定になっています。

parallel_image_download
s = False

ブール値 イメージのダウンロードと raw 形式の変換を並行し
て実行します。

pecan_debug = False ブール値 pecan デバッグモードを有効にします。警告: これは
安全ではないため、実稼働環境では使用しないでく
ださい。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

第5章 IRONIC

493



pin_release_version = 
None

文字列値 ローリングアップグレードに使用されます。このオ
プションを設定すると、Bare Metal API、内部の
ironic RPC 通信、およびデータベースオブジェクト
をそれぞれのバージョンにダウングレード (またはピ
ニング) し、古いサービスと互換性を持たせることが
できます。バージョン N から N+1 へのローリング
アップグレードを行う場合は、これを N に設定しま
す。アンパン (デフォルト) には未設定のままにし
て、最新バージョンが使用されます。

publish_errors = False ブール値 エラーイベントの公開を有効または無効にします。

pybasedir = 
/usr/lib/python3.9/site-
packages/ironic

文字列値 ironic python モジュールがインストールされている
ディレクトリー。

rate_limit_burst = 0 整数値 rate_limit_interval ごとのログ記録されたメッセージ
の最大数。

rate_limit_except_level = 
CRITICAL

文字列値 レート制限で使用されるログレベル名:CRITICAL、
ERROR、INFO、WARNING、DEBUG または空の文
字列。rate_limit_except_level 以上のレベルのログは
フィルターされません。空の文字列は、すべてのレ
ベルがフィルターされることを意味します。

rate_limit_interval = 0 整数値 ログのレート制限の間隔 (秒数)。

raw_image_growth_factor 
= 2.0

浮動小数点の値 QCOW2 などのコンパクトなイメージフォーマット
から変換された生のイメージのサイズを見積もるた
めに使用される倍率。デフォルトは 2.0 で、1.0 より
大きくする必要があります。

rootwrap_config = 
/etc/ironic/rootwrap.conf

文字列値 root としてコマンドを実行するのに使用する
rootwrap 設定ファイルへのパス。

rpc_conn_pool_size = 30 整数値 RPC 接続プールのサイズ。

rpc_ping_enabled = False ブール値 ping 呼び出しに応答するエンドポイントを追加しま
す。エンドポイントの名前は oslo_rpc_server_ping
です。

rpc_response_timeout = 
60

整数値 呼び出しからの応答を待つ秒数。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rpc_transport = oslo 文字列値 コンダクターと API サービスの間に使用する RPC ト
ランスポート実装

run_external_periodic_ta
sks = True

ブール値 一部の定期的なタスクは個別のプロセスで実行でき
ます。ここで実行すべきですか ?

state_path = $pybasedir 文字列値 cinder の状態を維持する最上位のディレクトリー

syslog-log-facility = 
LOG_USER

文字列値 ログ行を受け取る syslog ファシリティー。このオプ
ションは、log_config_append が設定されている場合
は無視されます。

tempdir = /tmp 文字列値 一時作業ディレクトリー。デフォルトは Python
temp dir です。

transport_url = rabbit:// 文字列値 メッセージングバックエンドに接続するためのネッ
トワークアドレスおよびオプションのユーザー認証
情報 (URL 形式)。想定される形式は次のとおりで
す。

driver://[user:pass@]host:port[,
[userN:passN@]hostN:portN]/virtual_host?query

例:rabbit://rabbitmq:password@127.0.0.1:5672//

URL のフィールドの詳細
は、https://docs.openstack.org/oslo.messaging/late
st/reference/transport.html で
oslo_messaging.TransportURL のドキュメントを参
照してください。

use-journal = False ブール値 ロギング用の journald を有効にします。systemd 環
境で実行している場合は、ジャーナルサポートを有
効にしたい場合があります。その場合、ログメッ
セージに加えて構造化されたメタデータが含まれる
journal ネイティブプロトコルが使用されます。この
オプションは、log_config_append が設定されている
場合は無視されます。

use-json = False ブール値 ロギングに JSON 形式を使用します。このオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

use-syslog = False ブール値 ロギングに syslog を使用します。既存の syslog 形式
は非推奨であり、後に RFC5424 に従うように変更
されます。このオプションは、log_config_append が
設定されている場合は無視されます。

use_eventlog = False ブール値 出力を Windows イベントログに記録します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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use_stderr = False ブール値 出力を標準エラーに記録します。このオプション
は、log_config_append が設定されている場合は無視
されます。

versioned_notifications_t
opics = 
['ironic_versioned_notific
ations']

リスト値 Ironic が発行するバージョン付き通知のトピックを指
定します。

デフォルト値はほとんどのデプロイメントでは問題
ありませんが、変更が必要になることはほとんどあ
りません。ただし、バージョン付けされた通知を使
用するサードパーティーのサービスがある場合は、
そのサービスのトピックを取得することが望ましい
場合があります。Ironic は、バージョン別の通知ペイ
ロードを含むメッセージを、このリストの各トピッ
クキューに送信します。

バージョン付けされた通知のリスト
は、https://docs.openstack.org/ironic/latest/admin/
notifications.html に表示されます。

watch-log-file = False ブール値 ファイルシステムを監視するように設計されたログ
ハンドラーを使用します。ログファイルが移動また
は削除されると、このハンドラーは、指定されたパ
スで新しいログファイルを即時に開きます。これ
は、log_file オプションを指定し、Linux プラット
フォームが使用される場合にのみ有効です。このオ
プションは、log_config_append が設定されている場
合は無視されます。

webserver_connection_ti
meout = 60

整数値 イメージを含むリモート Web サーバーにアクセスす
る際の接続タイムアウト。

webserver_verify_ca = 
True

文字列値 証明書の検証に使用される CA 証明書。これは、
ブール値または CA_BUNDLE ファイルへのパスのい
ずれかです。True に設定されている場合、標準パス
に存在する証明書を使用して、ホスト証明書が検証
されます。False に設定されている場合、コンダクタ
は、によって提示された SSL 証明書の検証を無視し
ます。ホスト。パスの場合、コンダクターは指定さ
れた証明書を SSL 検証に使用します。パスが存在し
ない場合、動作はこの値が True に設定されている場
合と同じです。つまり、標準パスに存在する証明書
が SSL 検証に使用されます。デフォルトは True で
す。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.2. agent (エージェント)

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [agent] グループで使用できるオプションの概要をまと
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以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [agent] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表5.1 agent (エージェント)

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

agent_api_version = v1 文字列値 ramdisk エージェントとの通信に使用する API バー
ジョン。

api_ca_file = None 文字列値 ベアメタル API を開始するために使用される TLS CA
へのパス。一部の起動方法では、このファイルを
ramdisk に渡すことができます。

certificates_path = 
/var/lib/ironic/certificates

文字列値 RAM ディスクへの接続を検証するために使用され
る、自動生成された TLS 証明書を格納するパス。

command_timeout = 60 整数値 IPA コマンドのタイムアウト (秒単位)。

command_wait_attempts 
= 100

整数値 タイムアウトする前に非同期コマンドの完了を
チェックする試行回数。

command_wait_interval = 
6

整数値 非同期コマンドの完了をチェックするまで待機する
秒数。

deploy_logs_collect = 
on_failure

文字列値 Ironic がデプロイメントの失敗時にデプロイメントロ
グを収集するかどうか (on_failure)、always または
never。

deploy_logs_local_path = 
/var/log/ironic/deploy

文字列値 deploy_logs_storage_backend が "local" に設定され
ている場合に使用されるログが保存されるディレク
トリーへのパス。

deploy_logs_storage_bac
kend = local

文字列値 ログが保存されるストレージバックエンドの名前。

deploy_logs_swift_contai
ner = 
ironic_deploy_logs_conta
iner

文字列値 ログを保存する Swift コンテナーの名前。
deploy_logs_storage_backend が "swift" に設定され
ている場合に使用されます。

deploy_logs_swift_days_t
o_expire = 30

整数値 ログオブジェクトが Swift で期限切れとマークされる
までの日数。None の場合、ログは永久に、または手
動で削除されるまで保持されます。
deploy_logs_storage_backend が "swift" に設定され
ている場合に使用されます。
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image_download_source 
= http

文字列値 直接デプロイインターフェイスがイメージソースを
直接使用しようとするか、ironic がコンダクター上で
イメージをキャッシュして ironic の独自の http サー
バーからそれを提供すべきかどうかを指定します。

manage_agent_boot = 
True

ブール値 Ironic がエージェント ramdisk のブートを管理するか
どうか。False に設定した場合は、エージェント
ramdisk を起動できるようにメカニズムを設定する必
要があります。

max_command_attempts 
= 3

整数値 これは、ネットワークの問題が原因で失敗した IPA
コマンドに対して行われる最大試行回数です。

memory_consumed_by_a
gent = 0

整数値 ベアメタルノードでブートする場合のエージェント
によって使用されるメモリー容量 (MiB 単位)。これ
は、ブートエージェント ramdisk の後に、イメージ
をダウンロードしてベアメタルノードにデプロイす
ることができるかどうかを確認します。これは、
エージェント ramdisk イメージが消費するメモリー
に応じて設定できます。

neutron_agent_max_atte
mpts = 100

整数値 デッドエージェントのネットワークエラーを発生さ
せる前に、Neutron エージェントのステータスを検
証する最大試行回数。

neutron_agent_poll_inter
val = 2

整数値 Neutron エージェントがデバイスの変更をポーリン
グするまで待つ秒数。この値は、Neutron 設定の
CONF.AGENT.polling_interval と同じである必要があ
ります。

neutron_agent_status_ret
ry_interval = 10

整数値 Neutron エージェントのステータスの検証を試みる
間隔 (秒単位)。

post_deploy_get_power_
state_retries = 6

整数値 ソフトパワーオフ後にベアメタルノードの電源がオ
フになっているかどうかを確認するために電源状態
の取得を再試行する回数。

post_deploy_get_power_
state_retry_interval = 5

整数値 ソフト電源オフをトリガーした後に、電源状態を
ポーリングするまでの間待機する時間 (秒単位)。

require_tls = False ブール値 True に設定すると、https:// のないコールバック
URL はコンダクターによって拒否されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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stream_raw_images = 
True

ブール値 エージェント ramdisk が raw イメージを直接ディス
クにストリーミングするかどうか。raw イメージを
ディスクに直接ストリーミングすると、ディスクに
書き込む前に、イメージが tmpfs パーティションに
コピーされる (メモリーを少なくなる) に費やされま
せん。イメージがコピーされるディスクが非常に遅
い場合を除き、このオプションを True に設定する必
要があります。デフォルトは True です。

verify_ca = True 文字列値 RAM ディスクへの接続を検証するための TLS CA へ
のパス。システムのデフォルト CA ストレージを使
用するには、True に設定します。検証を無効にする
には、False に設定します。自動 TLS セットアップ
が使用されている場合は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.3. anaconda

次の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [anaconda] グループで使用できるオプションの概要を示
しています。

表5.2 anaconda

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

default_ks_template = 
$pybasedir/drivers/modul
es/ks.cfg.template

文字列値 instance_info または glance OS イメージでキックス
タートテンプレートが指定されていない場合に使用
するキックスタートテンプレート。

5.1.4. ansible

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [ansible] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。

表5.3 ansible

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ansible_extra_args = 
None

文字列値 Ansible のすべての呼び出しに渡す追加の引数。

ansible_playbook_script 
= ansible-playbook

文字列値 "ansible-playbook" スクリプトへのパスデフォルトで
は、ironic-conductor プロセスを実行するユーザー用
に設定された $PATH を検索します。ansible-
playbook が $PATH にない場合や、デフォルトの場
所でインストールされていない場合は完全パスを指
定します。
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config_file_path = 
$pybasedir/drivers/modul
es/ansible/playbooks/ansi
ble.cfg

文字列値 Ansible 設定ファイルへのパス。空の場合、システム
のデフォルトが使用されます。

default_clean_playbook = 
clean.yaml

文字列値 ノードのクリーニングに使用するデフォルトの
Playbook へのパス ($playbooks_path または
absolute との相対)。これは、ノードの driver_info
フィールドのノードごとの ansible_clean_playbook
オプションで上書きできます。

default_clean_steps_conf
ig = clean_steps.yaml

文字列値 ノードのクリーニング時に使用されるデフォルトの
補助的なクリーニング手順ファイルへのパス
($playbooks_path または absolute との相対)。これ
は、ノードの driver_info フィールドのノードごとの
ansible_clean_steps_config オプションで上書きで
きます。

default_deploy_playbook 
= deploy.yaml

文字列値 デプロイメントに使用するデフォルトの Playbook へ
のパス ($playbooks_path または絶対)。これは、
ノードの driver_info フィールドのノードごとの
ansible_deploy_playbook オプションで上書きでき
ます。

default_key_file = None 文字列値 SSH 経由で ramdisk に接続する際に Ansible が使用
する SSH 秘密鍵ファイルへの絶対パス。デフォルト
では、ironic-conductor サービスを実行するユーザー
に設定されたデフォルトの SSH キーを使用します。
パスワードのある秘密鍵は、ssh-agent に事前に
ロードする必要があります。これは、ノードの
driver_info フィールドのノードごとの
ansible_key_file オプションで上書きできます。

default_python_interprete
r = None

文字列値 管理マシンの python インタープリターへの絶対パ
ス。これは、ノードの driver_info フィールドで、
ノードごとの ansible_python_interpreter オプショ
ンで上書きできます。デフォルトでは、ansible は
/usr/bin/python を使用します。

default_shutdown_playbo
ok = shutdown.yaml

文字列値 ノードの正常なシャットダウンに使用されるデフォ
ルトの Playbook へのパス ($playbooks_path または
absolute)。これは、ノードの driver_info フィールド
のノードごとの ansible_shutdown_playbook オプ
ションで上書きできます。

default_username = 
ansible

文字列値 SSH 経由で ramdisk に接続する際に Ansible に使用
するユーザーの名前。これは、ノードの driver_info
フィールドのノードごとの ansible_username オプ
ションで上書きできます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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extra_memory = 10 整数値 ノード上の Ansible 関連のプロセスで、メモリーが
MiB 単位で消費されることが想定されています。イ
メージが RAM に適合するかどうかの決定に影響しま
す。

image_store_cafile = 
None

文字列値 イメージストアへの SSL 接続の検証に使用する特定
の CA バンドル。指定しない場合は、ramdisk で利用
可能な CA が使用されます。は、このドライバーに
含まれるデフォルトの Playbook では使用されませ
ん。自己署名証明書を使用する環境に適していま
す。

image_store_certfile = 
None

文字列値 イメージストアへの SSL 接続に使用するクライアン
ト証明書。は、このドライバーに含まれるデフォル
トの Playbook では使用されません。

image_store_insecure = 
False

ブール値 イメージのダウンロード時にイメージストアへの
SSL 接続の検証を省略します。自己署名証明書を使
用する環境では、これを True に設定する場合にのみ
推奨されます。

image_store_keyfile = 
None

文字列値 イメージストアへの SSL 接続に使用するクライアン
トキー。は、このドライバーに含まれるデフォルト
の Playbook では使用されません。

playbooks_path = 
$pybasedir/drivers/modul
es/ansible/playbooks

文字列値 Playbook、ロール、およびローカルインベントリー
を含むディレクトリーへのパス。

post_deploy_get_power_
state_retries = 6

整数値 ソフトパワーオフ後にベアメタルノードの電源がオ
フになっているかどうかを確認するために電源状態
の取得を再試行する回数。値が 0 の場合は、失敗時
に再試行されないことを意味します。

post_deploy_get_power_
state_retry_interval = 5

整数値 ソフト電源オフをトリガーした後に、電源状態を
ポーリングするまでの間待機する時間 (秒単位)。

verbosity = None 整数値 ansible-playbook コマンドを呼び出す際に要求され
る Ansible の詳細レベルを設定します。4 には、詳細
な SSH セッションロギングが含まれます。グローバ
ルデバッグが有効な場合は、デフォルトは 4 で、そ
うでない場合は 0 になります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.5. api

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [api] グループで使用できるオプションの概要をまとめ
たものです。
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表5.4 api

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

api_workers = None 整数値 OpenStack Ironic API サービスのワーカー数。デフォ
ルトは、使用可能な CPU の数と同じですが、4 を超
えてはなりません。CPU 番号が検出できない場合
は、1 つのワーカーが使用されます。

enable_ssl_api = False ブール値 HTTP ではなく HTTPS 経由で要求を処理するための
統合されたスタンドアロン API を有効にします。
サービスから HTTPS オフロードを実行するフロント
エンドサービスがある場合は、このオプションを
False にする必要があります。ただし、プロキシー
ヘッダーの解析を
[oslo_middleware]enable_proxy_headers_parsing オ
プションで有効にするか、[api]public_endpoint オプ
ションを設定して、SSL で終端した URL に設定しま
す。

host_ip = 0.0.0.0 ホストのアドレス
値

ironic-api がリッスンする IP アドレスまたはホスト
名。

max_limit = 1000 整数値 コレクションリソースからの単一の応答で返される
アイテムの最大数。

network_data_schema = 
$pybasedir/api/controller
s/v1/network-data-
schema.json

文字列値 このデプロイメントで使用されるネットワークデー
タのスキーマ。

port = 6385 ポート値 ironic-api がリッスンする TCP ポート。

public_endpoint = None 文字列値 API リソースへのリンクを構築するときに使用する
パブリック URL (例: "https://ironic.rocks:6384")。
None の場合、リンクは要求のホスト URL を使用し
てビルドされます。API がプロキシーの背後で動作
している場合、これをプロキシーの URL を表すよう
に変更する必要があります。デフォルトは None で
す。プロキシーヘッダー解析が
[oslo_middleware]enable_proxy_headers_parsing オ
プションで有効になっている場合は無視されます。

ramdisk_heartbeat_timeo
ut = 300

整数値 エージェントハートビートの最大間隔 (秒単位)。

restrict_lookup = True ブール値 lookup API を特定の状態のノードのみに制限するか
どうか。

5.1.6. audit
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以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [audit] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表5.5 audit

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

audit_map_file = 
/etc/ironic/api_audit_map.
conf

文字列値 ironic-api サービスの監査マップファイルへのパス。
API 監査が有効になっている場合にのみ使用されま
す。

enabled = False ブール値 API 要求の監査を有効にします (ironic-api サービス
用)。

`ignore_req_list = ` 文字列値 監査ロギング中に無視される Ironic REST API HTTP
メソッドのコンマ区切りリスト。たとえば、監査
は、GET,POST に設定されている場合には、GET ま
たは POST 要求では実行されません。これは、API
監査が有効になっている場合にのみ使用されます。

5.1.7. cinder

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [cinder] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。

表5.6 cinder

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

action_retries = 3 整数値 アクションの失敗時の再試行回数 (現在、ボリューム
の割り当て解除時にのみ使用されます)。

action_retry_interval = 5 整数値 アクションの失敗時に再試行の間隔 (秒単位) です
(特定のアクションのみが再試行されます)。

auth-url = None 文字列値 認証 URL

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

connect-retries = None 整数値 接続エラーに対して試行される再試行の最大数。
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connect-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 接続エラーに対する 2 つの再試行の遅延 (秒単位)。
設定されていない場合は、最大 60 秒まで 0.5 秒から
開始する指数関数の再試行が使用されます。

default-domain-id = None 文字列値 v3 および v2 パラメーターで使用するオプションの
ドメイン ID。これは v3 のユーザーとプロジェクトド
メインの両方に使用され、v2 認証では無視されま
す。

default-domain-name = 
None

文字列値 v3 API および v2 パラメーターで使用するオプション
のドメイン名です。これは v3 のユーザーとプロジェ
クトドメインの両方に使用され、v2 認証では無視さ
れます。

domain-id = None 文字列値 スコープするドメイン ID

domain-name = None 文字列値 スコープするドメイン名

endpoint-override = None 文字列値 このクライアントのリクエストには常にこのエンド
ポイント URL を使用します。注意: バージョンを指
定しないエンドポイントはここで指定する必要があ
ります。特定の API バージョンを要求するに
は、version、min-version オプション、または 
max-version オプション、もしくはそれを組み合わ
せてを使用します。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

max-version = None 文字列値 特定の API の最大メジャーバージョンで、
min_version を持つ範囲の上限として使用されること
が意図されています。version と相互に排他的です。

min-version = None 文字列値 指定の API の最小メジャーバージョンで、
max_version を持つ範囲の下限として使用することが
意図されています。version と相互に排他的です。
max_version なしで min_version が指定されている場
合は、max version が latest の場合になります。

password = None 文字列値 ユーザーのパスワード

project-domain-id = None 文字列値 プロジェクトを含むドメイン ID

project-domain-name = 
None

文字列値 プロジェクトを含むドメイン名

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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project-id = None 文字列値 スコープするプロジェクト ID

project-name = None 文字列値 スコープするプロジェクト名

region-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
region_name。

retries = 3 整数値 要求接続に失敗した場合にクライアントが再試行し
ます。

service-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_name。

service-type = volumev3 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_type。

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

status-code-retries = 
None

整数値 再試行可能な HTTP ステータスコードに対して試行
される再試行の最大数。

status-code-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 再試行可能なステータスコードに対する 2 つの再試
行間の遅延 (秒単位)。設定されていない場合は、最
大 60 秒まで 0.5 秒から開始する指数関数の再試行が
使用されます。

system-scope = None 文字列値 システム操作のスコープ

tenant-id = None 文字列値 テナント ID

tenant-name = None 文字列値 テナント名

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

trust-id = None 文字列値 Trust ID

user-domain-id = None 文字列値 ユーザーのドメイン ID

user-domain-name = 
None

文字列値 ユーザーのドメイン名

user-id = None 文字列値 ユーザー ID

username = None 文字列値 ユーザー名

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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valid-interfaces = 
['internal', 'public']

リスト値 エンドポイント URL のインターフェイスのリスト
(優先順)。

version = None 文字列値 エンドポイント URL 検出用に指定の Major API バー
ジョン内の最小の Major API バージョン。
min_version および max_version と相互排他的になる

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.8. conductor

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [conductor] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表5.7 conductor

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

allow_deleting_available_
nodes = True

ブール値 利用可能状態になっているノードの削除を許可しま
す。デフォルトは True です。

allow_provisioning_in_m
aintenance = True

ブール値 メンテナンスモードの場合、ノードがデプロイまた
はクリーニングに入ることを許可するかどうか。こ
のオプションが False に設定され、ノードがデプロ
イまたはクリーニング中にメンテナンスに入ると、
このプロセスは次のハートビートの後に中止されま
す。また、自動消去やノードの利用可能にも失敗し
ます。True (デフォルト) の場合、プロセスは開始
し、ノードがハートビートを開始した後に一時停止
します。メンテナンスから移行すると、プロセスは
継続されます。

automated_clean = True ブール値 自動消去を有効または無効にします。自動クリーニ
ングは、ディスクドライブの消去など、設定可能な
手順のセットで、ベースラインの状態にあり、デプ
ロイの準備が整うノードで実行されます。これは、
インスタンスの削除後や管理可能から available 状態
への移行中に行われます。有効にすると、ノードを
クリーンアップするために実行する特定の手順は、
ノードが管理するドライバーによって異なります。
詳細は、個々のドライバーのドキュメントを参照し
てください。注: クリーニング操作の導入により、イ
ンスタンスの削除にかかる時間が大幅に長くなりま
す。(テナントが 1 つしかないため) すべてのテナント
が信頼されている環境では、このオプションを安全
に無効にすることができます。
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bootloader = None 文字列値 EFI ブートローダーを含む EFI システムパーティショ
ンイメージの Glance ID、http:// または file://
URL。このイメージは、カーネルおよび ramdisk か
ら UEFI ブート可能な ISO を構築する際に ironic によ
り使用されます。パーティションイメージからの
UEFI ブートに必要です。

check_allocations_interv
al = 60

整数値 孤立した割り当てのチェックの間隔 (秒単位)。
チェックを無効にするには 0 に設定します。

check_provision_state_in
terval = 60

整数値 プロビジョニングタイムアウトのチェックの間隔 (秒
単位)。チェックを無効にするには 0 に設定します。

check_rescue_state_inter
val = 60

整数値 レスキュータイムアウトのチェックの間隔 (秒単
位)。

clean_callback_timeout = 
1800

整数値 クリーニングを行う ramdisk からのコールバックを
待つタイムアウト (秒)。タイムアウトに達すると、
ノードは clean failed のプロビジョニング状態になり
ます。タイムアウトを無効にするには 0 に設定しま
す。

clean_step_priority_overr
ide = {}

dict 値 インバンドとアウトオブバンドの両方のクリーンス
テップに対して自動クリーンステップを実行する優
先度 (例: deploy.erase_devices_metadata:123)。この
オプションを複数回指定して、複数のステップの優
先度を定義できます。0 に設定すると、この特定の
ステップはクリーニング中に実行されません。イン
バンドクリーンステップ用に設定されていない場合
は、RAM ディスクに設定されている優先順位が使用
されます。

`conductor_group = ` 文字列値 参加するコンダクターグループの名前。最大 255 文
字を使用でき、大文字と小文字は区別されません。
このコンダクターは、ノードで一致する
"conductor_group" フィールドが設定されたノードの
みを管理します。

configdrive_swift_contain
er = 
ironic_configdrive_contai
ner

文字列値 コンフィグドライブデータを格納する Swift コンテ
ナーの名前。configdrive_use_object_store が True
の場合に使用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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configdrive_swift_temp_u
rl_duration = None

整数値 configdrive の一時 URL が無効になるタイムアウト
(秒単位)。deploy_callback_timeout が設定されてい
る場合にはデフォルトで deploy_callback_timeout に
設定されます。それ以外の場合は 1800 秒に設定され
ます。configdrive_use_object_store が True の場合
に使用されます。

deploy_callback_timeout 
= 1800

整数値 デプロイ ramdisk からのコールバックを待つタイム
アウト (秒)。タイムアウトを無効にするには 0 に設
定します。

deploy_kernel = None 文字列値 デフォルトデプロイイメージのカーネルの Glance
ID、http:// または file:// URL。

deploy_ramdisk = None 文字列値 デフォルトデプロイイメージの initramfs の Glance
ID、http:// または file:// URL。

enable_mdns = False ブール値 マルチキャスト DNS 経由でベアメタル API エンドポ
イントの公開を有効にするかどうか。

force_power_state_durin
g_sync = True

ブール値 sync_power_state の実行中に、ハードウェアの電源
状態がデータベース (True) で記録された状態に設定
されているか、ハードウェアの状態 (False) に基づい
てデータベースを更新するようにしてください。

heartbeat_interval = 10 整数値 コンダクターの中心者間の秒数。

heartbeat_timeout = 60 整数値 コンダクターの最後のチェックインからの最大時間
(秒単位)。この時間が経過すると、コンダクターは
非アクティブとみなされます。

inspect_wait_timeout = 
1800

整数値 ノードの検査を待機するタイムアウト (秒)。0 - 無制
限。

node_locked_retry_attem
pts = 3

整数値 ノードのロックの取得を試行する回数。

node_locked_retry_interv
al = 1

整数値 ノードのロック試行間でスリープ状態になる秒数。

periodic_max_workers = 
8

整数値 定期的なタスクで同時に起動できるワーカースレッ
ドの最大数。RPC スレッドプールのサイズよりも小
さくなければなりません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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power_failure_recovery_i
nterval = 300

整数値 電源同期に失敗し、以前にメンテナンスモードに
なったノードの電源状態を確認する間隔 (秒)。ノー
ドは、電源状態が正常に取得されると、自動的にメ
ンテナンスモードから移動されます。このチェック
を無効にするには 0 に設定します。

power_state_change_tim
eout = 60

整数値 電源操作が完了するのを待機する秒数。つまり、ベ
アメタルノードが目的の電源状態になるまで待機し
ます。タイムアウトとなると、電源操作は障害と見
なされます。

power_state_sync_max_r
etries = 3

整数値 sync_power_state の失敗時に、Ironic がハードウェ
アノードの電源状態を DB の電源状態と同期させる
回数を制限します。

require_rescue_password
_hashed = False

ブール値 コンダクターがレスキューパスワードのハッシュさ
れていないバージョンにフォールバックしないよう
にするオプション。古い ironic-python-agent
ramdisk でのレスキューを許可します。

rescue_callback_timeout 
= 1800

整数値 レスキュー ramdisk からのコールバックを待機する
タイムアウト (秒)。タイムアウトに達すると、ノー
ドは rescue failed のプロビジョニング状態になりま
す。タイムアウトを無効にするには 0 に設定しま
す。

rescue_kernel = None 文字列値 デフォルトのレスキューイメージのカーネルの
Glance ID、http:// または file:// URL。

rescue_password_hash_
algorithm = sha256

文字列値 レスキューパスワードに使用するパスワードハッ
シュアルゴリズム。

rescue_ramdisk = None 文字列値 デフォルトのレスキューイメージの initramfs の
Glance ID、http:// または file:// URL。

send_sensor_data = 
False

ブール値 通知バスを介したセンサーデータメッセージの送信
を有効にします。

send_sensor_data_for_u
ndeployed_nodes = False

ブール値 センサーデータ収集のデフォルトは、デプロイされ
たマシンのデータのみを収集することですが、オペ
レーターは、現在使用されていないハードウェアに
障害があるかどうかを確認することができません。
true に設定すると、send_sensor_data 設定でセン
サーデータ収集が有効な場合に、コンダクターはす
べてのノードからセンサー情報を収集します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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send_sensor_data_interv
al = 600

整数値 通知バスを介して ceilometer にセンサーデータメッ
セージを送信するコンダクター間の秒数。

send_sensor_data_types 
= ['ALL']

リスト値 Ceilometer に送信する必要があるコンマ区切りの
メータータイプのリスト。デフォルト値の ALL は特
殊な値で、すべてのセンサーデータを送信します。

send_sensor_data_wait_t
imeout = 300

整数値 定期的な呼び出しが再度実行されるようにする前
に、センサーデータ定期タスクが終了するまで待機
する時間 (秒単位)。send_sensor_data_interval の値
よりも小さくなければなりません。

send_sensor_data_worke
rs = 4

整数値 センサーの定期的なタスクからデータを送信するた
めに同時に開始できるワーカーの最大数。

soft_power_off_timeout = 
600

整数値 ソフトリブートおよびソフト電源オフ操作のタイム
アウト (秒単位)。この値は常に正である必要があり
ます。

sync_local_state_interval 
= 180

整数値 コンダクターがクラスターに参加または離脱する場
合、既存のコンダクターは、ノードがクラスター内
に移動する際に永続的なローカル状態を更新する必
要がある場合があります。このオプションは、各コ
ンダクターが引き継ぎする必要のあるノードを
チェックする頻度を秒単位で制御します。0 (または
負の値) に設定してチェックを完全に無効にします。

sync_power_state_interv
al = 60

整数値 ノードの電源状態をデータベースと同期する間隔 (秒
単位)。同期を無効にするには 0 に設定します。

sync_power_state_worke
rs = 8

整数値 ノードの電源状態を周期タスクから同期するために
同時に起動できるワーカースレッドの最大数。

workers_pool_size = 100 整数値 ワーカーの greenthread プールのサイズ。2 つのス
レッドがコンダクター自体によって予約され、中心
となるタスクや定期的なタスクを処理することに注
意してください。その上
で、sync_power_state_workers がデフォルト値
の 8 のグリーンスレッドを最大 7 消費します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.9. console

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [console] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表5.8 console
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

kill_timeout = 1 整数値 SIGKILL シグナルを送信する前に、コンソールサブ
プロセスが終了するまで待機する時間 (秒単位)。

port_range = None 文字列値 ironic コンダクターのホストで実行されているコン
ソールプロキシーサービスに使用できるポートの範
囲 (<start>:<stop> の形式)。このオプションは、
Shellinabox と Socat コンソールの両方で使用されま
す

socat_address = $my_ip IP アドレス値 ironic コンダクターのホストで実行している Socat
サービスの IP アドレス。Socat コンソールによって
のみ使用されます。

subprocess_checking_int
erval = 1

整数値 コンソールサブプロセスのステータスを確認する時
間間隔 (秒単位)。

subprocess_timeout = 10 整数値 コンソールのサブプロセスが起動するまで待機する
時間 (秒単位)。

terminal = shellinaboxd 文字列値 シリアルコンソールターミナルプログラムへのパ
ス。Shell In A Box コンソールによってのみ使用され
ます。

terminal_cert_dir = None 文字列値 シリアルコンソールアクセス用の端末 SSL 証明書
(PEM) を含むディレクトリー。Shell In A Box コン
ソールによってのみ使用されます。

terminal_pid_dir = None 文字列値 端末の pid ファイルを保持するためのディレクト
リー。指定のない場合は、一時ディレクトリーが使
用されます。

terminal_timeout = 600 整数値 非アクティブ時にターミナルセッションが閉じられ
るタイムアウト (秒単位)。タイムアウトを無効にす
るには 0 に設定します。Socat コンソールによって
のみ使用されます。

5.1.10. cors

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [cors]グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表5.9 cors

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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allow_credentials = True ブール値 実際の要求にユーザーの認証情報を含めることがで
きることを示します。

allow_headers = [] リスト値 実際の要求時に使用されるヘッダーフィールド名を
示します。

allow_methods = 
['OPTIONS', 'GET', 
'HEAD', 'POST', 'PUT', 
'DELETE', 'TRACE', 
'PATCH']

リスト値 実際の要求時に使用できるメソッドを示します。

allowed_origin = None リスト値 このリソースがリクエストの origin"ヘッダーで受信
したドメインと共有されるかどうかを示します。形
式:"<protocol>://<host>[:<port>]" (行末のスラッシュ
なし)例:https://horizon.example.com

expose_headers = [] リスト値 API に安全に公開できるヘッダーを示します。デ
フォルトは HTTP Simple ヘッダーです。

max_age = 3600 整数値 CORS プリフライトリクエストの最大キャッシュ期
間。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.11. database

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [database] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表5.10 database

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backend = sqlalchemy 文字列値 データベースに使用するバックエンド。

connection = None 文字列値 データベースへの接続に使用する SQLAlchemy 接続
文字列。

connection_debug = 0 整数値 SQL デバッグ情報の冗長性: 0=なし、100=すべて。

`connection_parameters = ` 文字列値 接続時に接続 URL に追加するオプションの URL パ
ラメーター。param1=value1&param2=value2&…​ とし
て指定します。

connection_recycle_time 
= 3600

整数値 この秒数より長く接続プールに存在していた接続
は、次にプールからチェックアウトされたときに新
しい接続に置き換えられます。
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connection_trace = False ブール値 Python スタックトレースをコメント文字列として
SQL に追加します。

db_inc_retry_interval = 
True

ブール値 True の場合には、db_max_retry_interval までのデー
タベース操作の再試行回数を長くします。

db_max_retries = 20 整数値 エラーが発生する前に接続エラーまたはデッドロッ
クが発生した場合の最大再試行。再試行回数を無限
に指定するには -1 に設定します。

db_max_retry_interval = 
10

整数値 db_inc_retry_interval が設定されている場合は、デー
タベース操作を再試行するまでの最大秒数です。

db_retry_interval = 1 整数値 データベーストランザクションの再試行間の秒数。

max_overflow = 50 整数値 設定されている場合、この値を SQLAlchemy で
max_overflow に使用します。

max_pool_size = 5 整数値 プールに開いたままにする SQL 接続の最大数。値を
0 に設定すると無制限を意味します。

max_retries = 10 整数値 起動時のデータベース接続の最大再試行数。再試行
回数を無限に指定するには -1 に設定します。

mysql_enable_ndb = 
False

ブール値 True の場合には、MySQL Cluster (NDB) の処理のサ
ポートを透過的に有効にします。

mysql_engine = InnoDB 文字列値 使用する MySQL エンジン。

mysql_sql_mode = 
TRADITIONAL

文字列値 MySQL セッションに使用する SQL モード。このオ
プション (デフォルトを含む) は、サーバーセット
SQL モードを上書きします。サーバー設定で設定さ
れた SQL モードを使用するには、これを no value に
設定します。例: mysql_sql_mode=

pool_timeout = None 整数値 設定されている場合は、この値を SQLAlchemy で
pool_timeout に使用します。

retry_interval = 10 整数値 SQL 接続を開く再試行の間隔。

slave_connection = None 文字列値 スレーブデータベースへの接続に使用する
SQLAlchemy 接続文字列。

sqlite_synchronous = 
True

ブール値 True の場合、SQLite は同期モードを使用します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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use_db_reconnect = 
False

ブール値 失われた接続でデータベースの実験的な使用を有効
にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.12. deploy

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [deploy] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。

表5.11 deploy

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

configdrive_use_object_s
tore = False

ブール値 コンフィグドライブをオブジェクトストアにアップ
ロードするかどうか。swift エンドポイントでコン
フィグドライブを保存するには、このオプションを
True に設定します。

continue_if_disk_secure_
erase_fails = False

ブール値 Ironic Python Agent でのクリーニング中に安全な消
去操作 (NVMe または ATA) が失敗した場合の対処方
法を定義します。False の場合、クリーニング操作が
失敗し、ノードは clean failed 状態になります。
True の場合には、shred が呼び出され、クリーニン
グが継続されます。

create_configuration_prio
rity = None

整数値 Ironic Python Agent ramdisk を介して、デバイスか
ら RAID 設定を作成するインバンドクリーンステップ
を実行する優先度。設定されていない場合は、RAM
ディスクに設定されている優先順位が使用されます
(GenericHardwareManager のデフォルトは 0 で
す)。0 に設定すると、クリーニング中は実行されま
せん。

default_boot_mode = bios 文字列値 ノードの driver_info、ケイパビリティー、または 
instance_info 設定でブートモードが要求されない
場合に使用するデフォルトのブートモード。現在、
デフォルトのブートモードは bios ですが、今後は
uefi に変更されます。このオプションに明示的な値
を設定することが推奨されます。このオプション
は、管理インターフェイスがブートモード管理に対
応している場合に限り有効です。

default_boot_option = 
local

文字列値 ノードの driver_info で起動オプションが要求されな
い場合に使用するデフォルトの起動オプション。デ
フォルトはローカルです。Ussuri リリースより前
は、デフォルトは "netboot" でした。
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delete_configuration_prio
rity = None

整数値 Ironic Python Agent ramdisk を介して、デバイスか
ら RAID 設定を消去するインバンドクリーンステップ
を実行する優先度。設定されていない場合は、RAM
ディスクに設定されている優先順位が使用されます
(GenericHardwareManager のデフォルトは 0 で
す)。0 に設定すると、クリーニング中は実行されま
せん。

disk_erasure_concurrenc
y = 1

整数値 ディスクデバイスを消去するのに Ironic Python
Agent ramdisk が使用するターゲットプールサイズを
定義します。ディスクを消去するために作成された
スレッド数が、この値を超えたり、消去されるディ
スクの数を超えることはありません。

enable_ata_secure_erase 
= True

ブール値 クリーニングプロセスで ATA Secure Erase の使用を
サポートするかどうか。デフォルトは True です。

enable_nvme_secure_era
se = True

ブール値 クリーニングプロセス中に NVMe Secure Erase の使
用をサポートするかどうか。現在、nvme-cli format
コマンドは、デバイスの機能に応じて、ユーザー
データモードと暗号モードでサポートされていま
す。デフォルトは True です。

erase_devices_metadata_
priority = None

整数値 Ironic Python Agent ramdisk を使用してデバイスか
らメタデータを消去する、帯域インドリーステップ
を実行する優先度。未設定の場合は、ramdisk で設定
した優先順位を使用します
(GenericHardwareManager の場合は 99 に設定され
ます)。0 に設定すると、クリーニング中は実行され
ません。

erase_devices_priority = 
None

整数値 Ironic Python Agent ramdisk を通じてデバイスを帯
域単位で実行する優先順位。未設定の場合は、
ramdisk で設定した優先順位を使用します
(GenericHardwareManager のデフォルトは 10)。0
に設定すると、クリーニング中は実行されません。

erase_skip_read_only = 
False

ブール値 ブロックデバイスが消去される erase_devices クリー
ンステップの実行時に、ironic-python-agent が読み
取り専用デバイスをスキップする必要がある場合。
これには、ironic-python-agent 6.0.0 以降が必要で
す。デフォルトでは、ベアメタルノードのデプロイ
メント間でデータが保持されるという操作上のセ
キュリティーリスクが発生する可能性があるため、
読み取り専用デバイスは非メタデータベースのク
リーニング操作を失敗させます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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external_callback_url = 
None

文字列値 プロビジョニングネットワークの外部でイメージを
提供できる、仮想メディアなどの起動方法のベアメ
タル API のエージェントコールバック URL。デフォ
ルトは service_catalog からの設定です。

external_http_url = None 文字列値 プロビジョニングネットワークの外部でイメージを
提供できる、仮想メディアなどのブート方法用の
ironic-conductor ノードの HTTP サーバーの URL。
Swift を使用する場合は適用されません。デフォルト
は http_url です。

fast_track = False ブール値 デプロイメントエージェントがマシンライフサイク
ルの初期状態でハートビート操作を実行でき、
ramdisk の通常の設定手順を渡すことができるかどう
か。この機能により、fast_track_timeout 設定を使用
して ramdisk がハートビート操作を実行すると、デ
プロイメントプロセスの一部となる電源操作はバイ
パスされます。

fast_track_timeout = 300 整数値 高速追跡シーケンスの目的で最後のハートビートイ
ベントが有効とみなされる秒数。この設定は、通常
Power-On Self Test および通常の ramdisk 起動の秒
数未満にする必要があります。この値は、
[api]ramdisk_heartbeat_timeout 設定を超えてはいけ
ません。

http_image_subdir = 
agent_images

文字列値 ironic-conductor ノードの HTTP ルートパス下のサブ
ディレクトリーの名前。これは、swift tempurls では
なくインスタンスイメージを提供するためにローカ
ルの HTTP サービスが組み込まれた場合に、直接デ
プロイインターフェイスのインスタンスイメージを
配置するために使用されます。

http_root = /httpboot 文字列値 ironic-conductor ノードの HTTP ルートパス

http_url = None 文字列値 ironic-conductor ノードの HTTP サーバー URL例:
http://192.1.2.3:8080

power_off_after_deploy_f
ailure = True

ブール値 デプロイの失敗後にノードの電源をオフにするかど
うか。デフォルトは True です。

ramdisk_image_downloa
d_source = local

文字列値 イメージソース URL を直接使用して独自の元の場所
からブート ISO イメージを提供するか、または
ironic がイメージをコンダクターにキャッシュして
ironic 自身の http サーバーから提供するかを指定し
ます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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shred_final_overwrite_wit
h_zeros = True

ブール値 ランダムデータの書き込み後に、ノードのブロック
デバイスにゼロを書き込むかどうか。これにより、
deploy.shred_random_overwrite_iterations が 0 の場
合でも、ゼロがデバイスに書き込まれます。このオ
プションは、デバイスが ATA セキュア Erased で使
用できない場合にのみ使用されます。デフォルトは
True です。

shred_random_overwrite
_iterations = 1

整数値 縮小中に、すべてのブロックデバイスを、ランダム
なデータで上書きします。これは、デバイスが ATA
セキュア Erased で使用できない場合にのみ使用され
ます。デフォルトは 1 です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.13. dhcp

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [dhcp] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表5.12 dhcp

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

dhcp_provider = neutron 文字列値 使用する DHCP プロバイダー。"neutron" は Neutron
を使用します。none は no-op プロバイダーを使用し
ます。

5.1.14. disk_partitioner

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [disk_partitioner] グループで使用できるオプションの
概要をまとめたものです。

表5.13 disk_partitioner

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

check_device_interval = 1 整数値 Ironic がパーティションテーブルの作成を完了する
と、この間隔で、ノードにイメージをコピーする前
に、接続されている iSCSI デバイスのアクティビ
ティーが引き続き確認されます (秒単位)。

check_device_max_retrie
s = 20

整数値 別のプロセスでデバイスにアクセスできないことを
確認する最大回数。この後もデバイスがビジー状態
になると、ディスクのパーティショニングは失敗と
して扱われます。
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5.1.15. disk_utils

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [disk_utils] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表5.14 disk_utils

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

bios_boot_partition_size 
= 1

整数値 BIOS でローカルブート用に GPT パーティションシ
ステムを設定する場合の BIOS ブートパーティショ
ンのサイズ (MiB 単位)。

dd_block_size = 1M 文字列値 ノードディスクへの書き込み時に使用するブロック
サイズ。

efi_system_partition_size 
= 200

整数値 ローカルブート用に UEFI システムを設定する場合の
EFI システムパーティションのサイズ (MiB 単位)。

image_convert_attempts 
= 3

整数値 イメージの変換を試行する回数。

image_convert_memory_l
imit = 2048

整数値 MiB 単位の qemu-img convert のメモリー制限。アド
レス領域のリソース制限を使用して実装されます。

partition_detection_attem
pts = 3

整数値 新規に作成されたパーティションの検出を試行する
最大試行。

partprobe_attempts = 10 整数値 パーティションの読み取りを試行する最大試行回
数。

5.1.16. drac

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [drac] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表5.15 drac

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

bios_factory_reset_timeo
ut = 600

整数値 BIOS 設定の出荷時設定へのリセットが完了するまで
待機する最大時間 (秒単位)。

boot_device_job_status_t
imeout = 30

整数値 ブートデバイスの設定ジョブが正しい状態に遷移
し、再起動または電源投入が完了するのを待つ最大
時間 (秒) です。

config_job_max_retries = 
240

整数値 設定ジョブが正常に完了する最大再試行回数。
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query_import_config_job
_status_interval = 60

整数値 完了したインポート設定タスクを確認するまで待機
する秒数

query_raid_config_job_st
atus_interval = 120

整数値 非同期 RAID 設定が正常に完了したかどうかを判断す
るために、定期的な RAID ジョブステータスチェック
の間隔 (秒単位)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.17. glance

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [glance] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。

表5.16 glance

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

allowed_direct_url_sche
mes = []

リスト値 direct_url から直接ダウンロードできる URL スキー
ムのリスト。現在サポートされているスキーム
[file]。

auth-url = None 文字列値 認証 URL

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

connect-retries = None 整数値 接続エラーに対して試行される再試行の最大数。

connect-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 接続エラーに対する 2 つの再試行の遅延 (秒単位)。
設定されていない場合は、最大 60 秒まで 0.5 秒から
開始する指数関数の再試行が使用されます。

default-domain-id = None 文字列値 v3 および v2 パラメーターで使用するオプションの
ドメイン ID。これは v3 のユーザーとプロジェクトド
メインの両方に使用され、v2 認証では無視されま
す。
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default-domain-name = 
None

文字列値 v3 API および v2 パラメーターで使用するオプション
のドメイン名です。これは v3 のユーザーとプロジェ
クトドメインの両方に使用され、v2 認証では無視さ
れます。

domain-id = None 文字列値 スコープするドメイン ID

domain-name = None 文字列値 スコープするドメイン名

endpoint-override = None 文字列値 このクライアントのリクエストには常にこのエンド
ポイント URL を使用します。注意: バージョンを指
定しないエンドポイントはここで指定する必要があ
ります。特定の API バージョンを要求するに
は、version、min-version オプション、または 
max-version オプション、もしくはそれを組み合わ
せてを使用します。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

max-version = None 文字列値 特定の API の最大メジャーバージョンで、
min_version を持つ範囲の上限として使用されること
が意図されています。version と相互に排他的です。

min-version = None 文字列値 指定の API の最小メジャーバージョンで、
max_version を持つ範囲の下限として使用することが
意図されています。version と相互に排他的です。
max_version なしで min_version が指定されている場
合は、max version が latest の場合になります。

num_retries = 0 整数値 glance からイメージをダウンロードする際の再試行
回数。

password = None 文字列値 ユーザーのパスワード

project-domain-id = None 文字列値 プロジェクトを含むドメイン ID

project-domain-name = 
None

文字列値 プロジェクトを含むドメイン名

project-id = None 文字列値 スコープするプロジェクト ID

project-name = None 文字列値 スコープするプロジェクト名

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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region-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
region_name。

service-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_name。

service-type = image 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_type。

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

status-code-retries = 
None

整数値 再試行可能な HTTP ステータスコードに対して試行
される再試行の最大数。

status-code-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 再試行可能なステータスコードに対する 2 つの再試
行間の遅延 (秒単位)。設定されていない場合は、最
大 60 秒まで 0.5 秒から開始する指数関数の再試行が
使用されます。

swift_account = None 文字列値 Glance が Swift との通信に使用するアカウント。形
式は AUTH_uuid です。uuid は、glance-api.conf で
設定したアカウントの UUID です。例:
"AUTH_a422b2-91f3-2f46-74b7-
d7c9e8958f5d30"設定されていない場合、デフォル
ト値は Swift へのアクセスに使用するプロジェクトの
ID に基づいて計算されます ([swift] セクションで設
定)。Swift テンポラリー URL 形式:
"endpoint_url/api_version/account/container/object
_id"

swift_api_version = v1 文字列値 一時 URL を作成する Swift API バージョン。デフォ
ルトは v1 です。Swift テンポラリー URL 形式:
"endpoint_url/api_version/account/container/object
_id"

swift_container = glance 文字列値 Swift コンテナー Glance はイメージを保管するよう
に設定されています。デフォルトは glance-api.conf
のデフォルトである glance です。Swift テンポラ
リー URL 形式:
"endpoint_url/api_version/account/container/object
_id"

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swift_endpoint_url = 
None

文字列値 endpoint_url/api_version/account/container/object_
id" 形式の Swift URL の "endpoint" (スキーム、ホス
ト名、オプションのポート) です。末尾の/は含めな
いでください。たとえば、
"https://swift.example.com" を使用します。RADOS
Gateway を使用する場合、エンドポイントには
/swift パスが含まれる場合もあります。存在しない
場合は、そのパスが追加されます。一時 URL に使用
され、指定されていない場合はサービスカタログか
ら取得されます。

swift_store_multiple_cont
ainers_seed = 0

整数値 これは、Glance 設定ファイルの同じ名前で設定と一
致する必要があります。0 に設定すると、単一テナ
ントのストアはすべてのイメージを格納するために 1
つのコンテナーのみを使用します。1 から 32 までの
整数値に設定すると、単一テナントのストアは複数
のコンテナーを使用してイメージを保存するので、
この値によって作成されるコンテナーの数が決まり
ます。

swift_temp_url_cache_en
abled = False

ブール値 生成された Swift の一時 URL をキャッシュするかど
うか。これを true に設定すると、イメージキャッ
シュプロキシーが使用されている場合にのみ便利で
す。デフォルトは false です。

swift_temp_url_duration 
= 1200

整数値 一時 URL が有効である期間 (秒単位)。デフォルトは
20 分です。一時 URL からダウンロードしようとす
ると、デプロイに 401 応答コードが返される場合
は、この期間を長くしてください。この値は
swift_temp_url_expected_download_start_delay の値
以上である必要があります。

swift_temp_url_expected
_download_start_delay = 
0

整数値 デプロイ要求時 (Swift 一時 URL 生成時) から IPA ラ
ムディスクが起動し、イメージのダウンロードに
URL が使用されるまでの遅延 (秒数) です。この値
は、イメージのダウンロード開始を可能にするのに
十分な大きさで Swift の一時 URL 期間があるかどう
かを確認するために使用されます。また、一時的な
URL キャッシュが有効になっていると、ダウンロー
ドの開始時にキャッシュされたエントリーが有効で
あるかどうかを判別します。swift_temp_url_duration
の値は、このオプションの値以下である必要があり
ます。デフォルトは 0 です。

swift_temp_url_key = 
None

文字列値 一時 URL のダウンロードを可能にするために Swift
に指定されるシークレットトークン。一時 URL に必
要です。Swift バックエンドの場合、サービスプロ
ジェクト上のキー ([swift] セクションに設定) がデ
フォルトで使用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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system-scope = None 文字列値 システム操作のスコープ

tenant-id = None 文字列値 テナント ID

tenant-name = None 文字列値 テナント名

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

trust-id = None 文字列値 Trust ID

user-domain-id = None 文字列値 ユーザーのドメイン ID

user-domain-name = 
None

文字列値 ユーザーのドメイン名

user-id = None 文字列値 ユーザー ID

username = None 文字列値 ユーザー名

valid-interfaces = 
['internal', 'public']

リスト値 エンドポイント URL のインターフェイスのリスト
(優先順)。

version = None 文字列値 エンドポイント URL 検出用に指定の Major API バー
ジョン内の最小の Major API バージョン。
min_version および max_version と相互排他的になる

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.18. Healthcheck

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [healthcheck] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表5.17 Healthcheck

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backends = [] リスト値 ヘルスチェックを実施し、リクエストの一部として
その情報を報告できる追加のバックエンド。

detailed = False ブール値 応答の一部として詳細情報を表示します。セキュリ
ティーメモ: このオプションを有効にすると、監視対
象のサービスに関する機密情報が漏洩する可能性が
あります。セキュリティーポリシーに違反しないこ
とを確認してください。
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disable_by_file_path = 
None

文字列値 ファイルが存在することを確認し、アプリケーショ
ンがポート上で実行されているかどうかを確認しま
す。DisableByFileHealthcheck プラグインで使用さ
れます。

disable_by_file_paths = [] リスト値 ポートに基づいてファイルが存在することを確認
し、アプリケーションがポート上で実行されている
かどうかを判断します。文字列の port:path リストを
想定します。DisableByFilesPortsHealthcheck プラグ
インで使用されます。

enabled = False ブール値 /healthcheck でヘルスチェックエンドポイントを有
効にします。これは認証されていないことに注意し
てください。詳細
は、https://docs.openstack.org/oslo.middleware/lat
est/reference/healthcheck_plugins.html を参照して
ください。

path = /healthcheck 文字列値 healtcheck 要求に応答するパス。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.19. ilo

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [ilo] グループで使用できるオプションの概要をまとめ
たものです。

表5.18 ilo

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 iLO を検証する CA 証明書ファイル。

clean_priority_clear_secu
re_boot_keys = 0

整数値 clear_secure_boot_keys clean ステップの優先度。こ
の手順はデフォルトでは有効になっていません。有
効にすると、iLO に登録されたセキュアなブート
キーがすべてクリアされます。

clean_priority_reset_bios
_to_default = 10

整数値 reset_bios_to_default clean ステップの優先度。

clean_priority_reset_ilo = 
0

整数値 reset_ilo のクリーニング手順の優先度。

clean_priority_reset_ilo_c
redential = 30

整数値 reset_ilo_credential clean ステップの優先度。この手
順では、ilo_change_password パラメーターをノード
の driver_info で新しいパスワードで更新する必要が
あります。
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clean_priority_reset_secu
re_boot_keys_to_default 
= 20

整数値 reset_secure_boot_keys clean ステップの優先度。こ
の手順では、セキュアブートキーを manufacturing
のデフォルトにリセットします。

client_port = 443 ポート値 iLO の操作に使用するポート

client_timeout = 60 整数値 iLO 操作のタイムアウト (秒単位)

default_boot_mode = auto 文字列値 ノードの properties/capabilities に boot_mode 機能
が提供されていない場合、プロビジョニングで使用
するデフォルトのブートモード。デフォルトは、後
方互換性のための auto です。auto を指定すると、シ
ステムのブートモードの設定に基づいてデフォルト
のブートモードが選択されます。

file_permission = 420 整数値 ファイルアクセス許可の 8 進数の許可表現を使用し
た、Swift レスイメージホスティングのファイル許
可。この設定のデフォルトは 644、または Python で
は 8 進数 0o644 です。この設定は、0o で始まるこ
とを意味する 8 進数表現に設定する必要がありま
す。

kernel_append_params = 
nofb nomodeset 
vga=normal

文字列値 インスタンスカーネルに渡す追加のカーネルパラ
メーター。これらのパラメーターは、/proc/cmdline
を読み取ることにより、カーネルまたはアプリケー
ションで使用できます。厳しいコマンドラインのサ
イズ制限に注意してくださ
い。instance_info/kernel_append_params プ
ロパティーでオーバーライドできます。

oob_erase_devices_job_s
tatus_interval = 300

整数値 定期的な Erase-devices ステータスチェックの間隔
(秒単位) で、非同期の out-of-band erase-devices が
正常に終了したかどうかを判断します。平均して、
デフォルトパターン上書きの 300 GB HDD は約 9 時
間、デフォルトパターンブロックの 300 GB SSD は
約 3 時間かかります。30 秒でサニタイズディスクの
消去が完了します。

power_wait = 2 整数値 電源操作間の待機時間 (秒単位)

swift_ilo_container = 
ironic_ilo_container

文字列値 データを保存するための Swift iLO コンテナー。

swift_object_expiry_time
out = 900

整数値 Swift オブジェクトが自動的に期限切れになるまでの
時間 (秒単位)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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use_web_server_for_ima
ges = False

ブール値 フロッピーイメージをホストし、ブート ISO を生成
するために http Web サーバーを使用するには、この
パラメーターを True に設定します。これには、
http_root および http_url を設定ファイルの [deploy]
セクションで設定する必要があります。これが False
に設定されている場合、Ironic は Swift を使用してフ
ロッピーイメージをホストし、boot_iso を生成しま
す。

verify_ca = True 文字列値 iLO を検証するための CA 証明書。これは、ブール
値、CA_BUNDLE ファイルへのパス、または信頼で
きる CA の証明書を含むディレクトリーのいずれか
です。True に設定すると、ドライバーはホスト証明
書を検証します。False の場合、ドライバーは SSL
証明書の検証を無視します。パスの場合、ドライ
バーは指定された証明書またはディレクトリー内の
証明書の 1 つを使用します。デフォルトは True で
す。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.20. inspector

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [inspector] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表5.19 inspector

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth-url = None 文字列値 認証 URL

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

callback_endpoint_overri
de = None

文字列値 ブートが ironic で管理される場合にイントロスペク
ションデータをポストバックするためのコールバッ
クとして使用するエンドポイント。標準の
keystoneauth オプションはデフォルトで使用されま
す。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル
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collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

connect-retries = None 整数値 接続エラーに対して試行される再試行の最大数。

connect-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 接続エラーに対する 2 つの再試行の遅延 (秒単位)。
設定されていない場合は、最大 60 秒まで 0.5 秒から
開始する指数関数の再試行が使用されます。

default-domain-id = None 文字列値 v3 および v2 パラメーターで使用するオプションの
ドメイン ID。これは v3 のユーザーとプロジェクトド
メインの両方に使用され、v2 認証では無視されま
す。

default-domain-name = 
None

文字列値 v3 API および v2 パラメーターで使用するオプション
のドメイン名です。これは v3 のユーザーとプロジェ
クトドメインの両方に使用され、v2 認証では無視さ
れます。

domain-id = None 文字列値 スコープするドメイン ID

domain-name = None 文字列値 スコープするドメイン名

endpoint-override = None 文字列値 このクライアントのリクエストには常にこのエンド
ポイント URL を使用します。注意: バージョンを指
定しないエンドポイントはここで指定する必要があ
ります。特定の API バージョンを要求するに
は、version、min-version オプション、または 
max-version オプション、もしくはそれを組み合わ
せてを使用します。

`extra_kernel_params = ` 文字列値 (ironic-inspector ではなく) boot が ironic で管理され
る場合に、イントロスペクション ramdisk に渡す追
加のカーネルパラメーターkey=value をスペースで区
切って組み合わせます。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

max-version = None 文字列値 特定の API の最大メジャーバージョンで、
min_version を持つ範囲の上限として使用されること
が意図されています。version と相互に排他的です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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min-version = None 文字列値 指定の API の最小メジャーバージョンで、
max_version を持つ範囲の下限として使用することが
意図されています。version と相互に排他的です。
max_version なしで min_version が指定されている場
合は、max version が latest の場合になります。

password = None 文字列値 ユーザーのパスワード

power_off = True ブール値 イントロスペクションが完了した後にノードの電源
をオフにするかどうか

project-domain-id = None 文字列値 プロジェクトを含むドメイン ID

project-domain-name = 
None

文字列値 プロジェクトを含むドメイン名

project-id = None 文字列値 スコープするプロジェクト ID

project-name = None 文字列値 スコープするプロジェクト名

region-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
region_name。

require_managed_boot = 
False

ブール値 インバンド検査ブートが ironic によって完全に管理
されることを要求します。ironic-inspector のインス
トールに別の PXE ブート環境がない場合は、このパ
ラメーターを True に設定します。

service-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_name。

service-type = baremetal-
introspection

文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_type。

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

status-code-retries = 
None

整数値 再試行可能な HTTP ステータスコードに対して試行
される再試行の最大数。

status-code-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 再試行可能なステータスコードに対する 2 つの再試
行間の遅延 (秒単位)。設定されていない場合は、最
大 60 秒まで 0.5 秒から開始する指数関数の再試行が
使用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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status_check_period = 60 整数値 検査時にノードのステータスを確認する期間 (秒単
位)

system-scope = None 文字列値 システム操作のスコープ

tenant-id = None 文字列値 テナント ID

tenant-name = None 文字列値 テナント名

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

trust-id = None 文字列値 Trust ID

user-domain-id = None 文字列値 ユーザーのドメイン ID

user-domain-name = 
None

文字列値 ユーザーのドメイン名

user-id = None 文字列値 ユーザー ID

username = None 文字列値 ユーザー名

valid-interfaces = 
['internal', 'public']

リスト値 エンドポイント URL のインターフェイスのリスト
(優先順)。

version = None 文字列値 エンドポイント URL 検出用に指定の Major API バー
ジョン内の最小の Major API バージョン。
min_version および max_version と相互排他的になる

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.21. ipmi

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [ipmi] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表5.20 ipmi

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

additional_retryable_ipmi
_errors = []

多値 実行中の環境に固有の追加のエラー ipmitool が発生
する可能性があります。

cipher_suite_versions = [] リスト値 フィールド cipher_suite がノードに設定されてい
ない場合に、ハードウェアでサポートできる可能な
暗号スイートバージョンのリスト。
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command_retry_timeout 
= 60

整数値 再試行可能な IPMI 操作を再試行する最大時間 (秒単
位)。(例えば、BMC がビジー状態であるために要求
された操作が失敗した場合、操作は再試行可能で
す)。 これを高く設定すると、BMC が遅い場合や応
答しない場合に、同期電源状態の定期的なタスクが
ハングする可能性があります。

debug = False ブール値 すべての ipmi コマンドを追加のデバッグ出力で実行
できるようにします。これは、ipmitool が、この
モードにおいて非常に誤解を招くテキストを記録で
きるため、個別のオプションです。

disable_boot_timeout = 
True

ブール値 デフォルトのタイムアウト動作では、ironic が raw
IPMI コマンドを送信してブート用に 60 秒のタイム
アウトを無効にするかどうかを設定します。このオ
プションを False に設定すると、そのコマンドは送
信されません。デフォルト値は True です。これは、
ノードの driver_info フィールドのノードごとの
ipmi_disable_boot_timeout オプションで上書きで
きます。

kill_on_timeout = True ブール値 command_retry_timeout タイムアウトの期限が
切れた後に ipmitool プロセスが終了しない場合に
は、ironic が起動している ipmitool プロセスを強制
終了します。推奨される設定は True

min_command_interval = 
5

整数値 サーバーに送信される IPMI 操作間の最小時間 (秒単
位)。これを低く設定しすぎるハードウェアによって
は、BMC がクラッシュするリスクがあります。推奨
される設定は 5 秒です。

use_ipmitool_retries = 
False

ブール値 True に設定され、パラメーターが ipmitool によって
サポートされる場合、再試行回数と再試行の間隔が
パラメーターとして ipmitool に渡され、ipmitool は
再試行を行います。False に設定すると、ironic は
ipmitool コマンドを再試行します。推奨設定は False
です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.22. irmc

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [irmc] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表5.21 irmc
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth_method = basic 文字列値 iRMC 操作に使用する認証方法

clean_priority_restore_ir
mc_bios_config = 0

整数値 restore_irmc_bios_config clean ステップの優先度。

client_timeout = 60 整数値 iRMC 操作のタイムアウト (秒単位)

fpga_ids = [] リスト値 検査する CPU FPGA のベンダー ID およびデバイス
ID のリスト。リスト項目は vendorID/deviceID 形式
であり、コンマで区切ります。CPU 検査はこの値を
使用して、ノードに CPU FPGA の有無を確認しま
す。このオプションが定義されていない場合は、
ノードトレイトの CUSTOM_CPU_FPGA を除外しま
す。サンプル fpga_ids 値:
0x1000/0x0079,0x2100/0x0080

gpu_ids = [] リスト値 検査する GPU デバイスのベンダー ID およびデバイ
ス ID のリスト。リスト項目は vendorID/deviceID 形
式であり、コンマで区切ります。GPU 検査は、この
値を使用してノードの GPU デバイスの数をカウント
します。このオプションが定義されていない場合に
は、pci_gpu_devices を capabilities プロパティーの
ままにします。サンプル gpu_ids 値:
0x1000/0x0079,0x2100/0x0080

port = 443 ポート値 iRMC 操作に使用するポート

query_raid_config_fgi_st
atus_interval = 300

整数値 非同期 RAID 設定が正常に完了したかどうかを判断す
るために、定期的な RAID ステータスチェックの間隔
(秒単位)。フォアグラウンド初期化 (FGI) は、仮想ド
ライブの作成後 5 分後に起動します。

remote_image_server = 
None

文字列値 リモートイメージサーバーの IP

remote_image_share_na
me = share

文字列値 remote_image_server の共有名

remote_image_share_roo
t = 
/remote_image_share_ro
ot

文字列値 ironic コンダクターノードの NFS または CIFS のルー
トパス

remote_image_share_typ
e = CIFS

文字列値 仮想メディアの共有種別

`remote_image_user_domain
= `

文字列値 remote_image_user_name のドメイン名

第5章 IRONIC

531



remote_image_user_nam
e = None

文字列値 remote_image_server のユーザー名

remote_image_user_pass
word = None

文字列値 remote_image_user_name のパスワード

sensor_method = 
ipmitool

文字列値 センサーデータの取得方法。

snmp_auth_proto = sha 文字列値 SNMPv3 メッセージ認証プロトコル ID。バージョン
"v3 で必須です。python-scciclient のバージョンが
0.10.1 より前の場合は無視されます。有効なオプショ
ンは sha、sha256、sha384、および sha512 です。
iRMC S4 および S5 でサポートされているプロトコ
ルは sha のみで、iRMC S6 以降で
は、sha256、sha384、sha512 がサポートされます
が、sha はサポートされなくなりました。

snmp_community = 
public

文字列値 SNMP コミュニティー。バージョン "v1" および "v2c"
で必須

snmp_polling_interval = 
10

整数値 SNMP ポーリングの間隔 (秒単位)

snmp_port = 161 ポート値 SNMP ポート

snmp_priv_proto = aes 文字列値 SNMPv3 メッセージプライバシー (暗号化) プロトコ
ル ID。バージョン "v3 で必須です。python-
scciclient のバージョンが 0.10.1 より前の場合は無視
されます。aes はサポートされています。

snmp_security = None 文字列値 SNMP セキュリティー名。バージョン "v3 で必須で
す。driver_info/irmc_snmp_user が設定されている場
合は無視されます。

snmp_version = v2c 文字列値 SNMP プロトコルのバージョン

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.23. ironic_lib

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [ironic_lib] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表5.22 ironic_lib
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

fatal_exception_format_e
rrors = False

ブール値 例外メッセージを生成する際にフォーマットエラー
がある場合に使用されます (プログラミングエ
ラー)。True の場合には、例外を発生させ、False の
場合はフォーマットされていないメッセージを使用
します。

root_helper = sudo ironic-
rootwrap 
/etc/ironic/rootwrap.conf

文字列値 root として実行するコマンドに接頭辞が付けられた
コマンド。指定しない場合、コマンドは root として
実行されません。

5.1.24. iscsi

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [iscsi] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表5.23 iscsi

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

conv_flags = None 文字列値 ホストにコピーする際に元のファイルを変換するた
め、dd コマンドに送信する必要があるフラグ。コン
マで区切られた複数のオプションを含めることがで
きます。

portal_port = 3260 ポート値 iSCSI ポータルが受信接続をリッスンするポート番
号。

verify_attempts = 3 整数値 iSCSI 接続が有効であることの確認を試行する最大試
行。1 秒の間にスリープします。デフォルトは 3 で
す。

5.1.25. json_rpc

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [json_rpc] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表5.24 json_rpc

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth-url = None 文字列値 認証 URL

auth_strategy = None 文字列値 JSON RPC が使用する認証ストラテジー。デフォル
トは global auth_strategy 設定です。
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auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

default-domain-id = None 文字列値 v3 および v2 パラメーターで使用するオプションの
ドメイン ID。これは v3 のユーザーとプロジェクトド
メインの両方に使用され、v2 認証では無視されま
す。

default-domain-name = 
None

文字列値 v3 API および v2 パラメーターで使用するオプション
のドメイン名です。これは v3 のユーザーとプロジェ
クトドメインの両方に使用され、v2 認証では無視さ
れます。

domain-id = None 文字列値 スコープするドメイン ID

domain-name = None 文字列値 スコープするドメイン名

host_ip = :: ホストのアドレス
値

JSON RPC がリッスンする IP アドレスまたはホスト
名。

http_basic_auth_user_file 
= /etc/ironic/htpasswd-
json-rpc

文字列値 auth_strategy=http_basic の場合に使用される
Apache 形式のユーザー認証ファイルへのパス

http_basic_password = 
None

文字列値 HTTP 基本認証クライアント要求に使用するパス
ワード。

http_basic_username = 
None

文字列値 HTTP 基本認証クライアント要求に使用するユー
ザーの名前。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

password = None 文字列値 ユーザーのパスワード

port = 8089 ポート値 JSON RPC に使用するポート

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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project-domain-id = None 文字列値 プロジェクトを含むドメイン ID

project-domain-name = 
None

文字列値 プロジェクトを含むドメイン名

project-id = None 文字列値 スコープするプロジェクト ID

project-name = None 文字列値 スコープするプロジェクト名

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

system-scope = None 文字列値 システム操作のスコープ

tenant-id = None 文字列値 テナント ID

tenant-name = None 文字列値 テナント名

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

trust-id = None 文字列値 Trust ID

use_ssl = False ブール値 JSON RPC に TLS を使用するかどうか

user-domain-id = None 文字列値 ユーザーのドメイン ID

user-domain-name = 
None

文字列値 ユーザーのドメイン名

user-id = None 文字列値 ユーザー ID

username = None 文字列値 ユーザー名

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.26. keystone_authtoken

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [keystone_authtoken] グループで使用できるオプショ
ンの概要をまとめたものです。

表5.25 keystone_authtoken

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth_section = None 文字列値 プラグイン固有のオプションを読み込む config セク
ション
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auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

auth_uri = None 文字列値 パブリックの Identity API エンドポイントを完了しま
す。このエンドポイントは、すべてのエンドユー
ザーがアクセスできる必要があるため、"admin" エン
ドポイントにすることはできません。認証されてい
ないクライアントは、認証のためにこのエンドポイ
ントにリダイレクトされます。このエンドポイント
にはバージョンを指定しないことが理想的ですが、
ワイルドカードでのクライアントのサポートは異な
ります。バージョン指定された v2 エンドポイントを
使用している場合、通常エンドユーザーがそのエン
ドポイントに到達できない可能性があるため、これ
はサービスユーザーがトークンを検証するために使
用するエンドポイントにすることはできません。こ
のオプションは www_authenticate_uri が優先される
ため非推奨となり、S リリースで削除される予定で
す。非推奨:Queens 以降

*理由:* auth_uri オプションは www_authenticate_uri
が優先されるため非推奨となり、S リリースで削除
される予定です。

auth_version = None 文字列値 Identity API エンドポイントの API バージョン。

cache = None 文字列値 Swift キャッシュオブジェクトが保存される環境キー
を要求します。auth_token ミドルウェアを Swift
キャッシュと共にデプロイする場合は、このオプ
ションを使用して、ミドルウェアが swift とキャッシ
ングバックエンドを共有するようにします。それ以
外の場合は、代わりに memcached_servers オプ
ションを使用します。

cafile = None 文字列値 HTTPs 接続の検証時に使用する PEM でエンコード
された認証局。デフォルトはシステム CA です。

certfile = None 文字列値 ID サーバーでクライアント証明書が必要な場合に必
要です。

delay_auth_decision = 
False

ブール値 ミドルウェア内の認可要求を処理せず、承認の決定
をダウンストリームの WSGI コンポーネントに委譲
します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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enforce_token_bind = 
permissive

文字列値 トークンバインディングの使用および種別を制御す
るために使用されます。トークンバインディングの
チェックを無効するには、"disabled"に設定します。
バインドタイプがサーバーの認識する形式の場合に
はバインディング情報を検証し、そうでない場合に
は無視するには、"permissive"(デフォルト) に設定し
ます。"strict"は"permissive"と類似していますが、バ
インドタイプが不明な場合にはトークンが拒否され
ます。"required"の場合は、いずれかの形式のトーク
ンバインディングが必要です。最後に、トークンに
指定する必要のあるバインディングメソッドの名
前。

http_connect_timeout = 
None

整数値 Identity API サーバーと通信する際の要求タイムアウ
ト値。

http_request_max_retries 
= 3

整数値 Identity API サーバーと通信する際に再接続を試行す
る回数。

include_service_catalog = 
True

ブール値 (オプション)X-Service-Catalog ヘッダーを設定する
かどうかを示します。False の場合、ミドルウェアは
トークンの検証時にサービスカタログを要求せず、
X-Service-Catalog ヘッダーを設定しません。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

interface = internal 文字列値 Identity API エンドポイントに使用するインターフェ
イス。有効な値は、"public"、"internal" (デフォル
ト)、または "admin" です。

keyfile = None 文字列値 ID サーバーでクライアント証明書が必要な場合に必
要です。

memcache_pool_conn_g
et_timeout = 10

整数値 (オプション) プールから memcached クライアント
接続を取得するまで操作が待機する秒数。

memcache_pool_dead_re
try = 300

整数値 (オプション)memcached サーバーが停止していると
みなされる秒数。この秒数が経過すると再試行され
ます。

memcache_pool_maxsize 
= 10

整数値 (オプション) すべての memcached サーバーへの
オープン接続の最大合計数。

memcache_pool_socket_
timeout = 3

整数値 (オプション)memcached サーバーと通信する際のソ
ケットのタイムアウト (秒単位)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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memcache_pool_unused
_timeout = 60

整数値 (オプション)memcached への接続がプール内で未使
用の状態を維持する秒数。この秒数が経過すると終
了されます。

memcache_secret_key = 
None

文字列値 (オプション、memcache_security_strategy が定義さ
れている場合には必須) この文字列は鍵の導出に使用
されます。

memcache_security_strat
egy = None

文字列値 (オプション) 定義されている場合は、トークンデー
タを認証、または認証して暗号化する必要があるか
どうかを示します。MAC の場合、キャッシュでトー
クンデータが認証されます (HMAC を使用)。
ENCRYPT の場合、キャッシュでトークンデータが
暗号化され、認証されます。値がこれらのオプショ
ンのいずれでもない場合や空の場合には、
auth_token は初期化時に例外を発生させます。

memcache_use_advance
d_pool = False

ブール値 (オプション) 高度な (eventlet に対して安全な)
memcached クライアントプールを使用します。高度
なプールは python 2.x でのみ動作します。

memcached_servers = 
None

リスト値 オプションで、キャッシュに使用する memcached
サーバーのリストを指定します。未定義のままの場
合、トークンは代わりに処理中にキャッシュされま
す。

region_name = None 文字列値 アイデンティティーサーバーがあるリージョン。

service_token_roles = 
['service']

リスト値 サービストークンに存在する必要があるロールの選
択。サービストークンは、期限切れのトークンを使
用できることを要求できるため、このチェックでは
実際のサービスのみがこのトークンを送信するよう
に厳密に制御する必要があります。ここでのロール
は ANY チェックとして適用されるため、このリスト
のロールはすべて存在している必要があります。後
方互換性の理由から、現在 allow_expired チェックに
のみ影響します。

service_token_roles_requ
ired = False

ブール値 後方互換性の理由から、service_token_roles チェッ
クを有効としてパスしない有効なサービストークン
をパスさせる必要があります。これを true に設定す
ることが今後のリリースでデフォルトとなり、可能
な場合は有効にされる必要があります。

service_type = None 文字列値 サービスカタログに表示されるサービスの名前また
は種別。これは、制限されたアクセスルールがある
トークンを検証するために使用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

Red Hat OpenStack Platform 17.1 設定の参照

538



token_cache_time = 300 整数値 トークンの検証に過剰な時間を費やすのを防ぐため
に、ミドルウェアは、設定可能な期間 (秒単位) 中は
以前に見たトークンをキャシュします。キャッシュ
を完全に無効にするには -1 に設定します。

www_authenticate_uri = 
None

文字列値 パブリックの Identity API エンドポイントを完了しま
す。このエンドポイントは、すべてのエンドユー
ザーがアクセスできる必要があるため、"admin" エン
ドポイントにすることはできません。認証されてい
ないクライアントは、認証のためにこのエンドポイ
ントにリダイレクトされます。このエンドポイント
にはバージョンを指定しないことが理想的ですが、
ワイルドカードでのクライアントのサポートは異な
ります。バージョン指定された v2 エンドポイントを
使用している場合、通常エンドユーザーがそのエン
ドポイントに到達できない可能性があるため、これ
はサービスユーザーがトークンを検証するために使
用するエンドポイントにすることはできません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.27. mdns

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [mdns] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表5.26 mdns

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

interfaces = None リスト値 mDNS に使用するインターフェイスの IP アドレスの
リスト。デフォルトは、システムのすべてのイン
ターフェイスに設定されます。

lookup_attempts = 3 整数値 サービスのルックアップを試行する回数。

params = {} dict 値 登録したサービスに渡す追加のパラメーター。

registration_attempts = 5 整数値 サービス登録を試行する回数。現在、zeroconf ライ
ブラリーの競合状態により、1 を超える必要がありま
す。

5.1.28. metrics

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [metrics] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。

表5.27 metrics

第5章 IRONIC

539



設定オプション = デフォルト
値

型 説明

agent_backend = noop 文字列値 メトリックに使用するエージェント ramdisk のバッ
クエンド。デフォルトの可能なバックエンドは noop
および statsd です。

agent_global_prefix = 
None

文字列値 エージェント ramdisk が送信したすべてのメトリッ
ク名の前に、この値を付けます。メトリック名の形
式は [global_prefix.][uuid.]
[host_name.]prefix.metric_name です。

agent_prepend_host = 
False

ブール値 エージェント ramdisk が送信するすべてのメトリッ
ク名にホスト名を付けます。メトリック名の形式は
[global_prefix.][uuid.]
[host_name.]prefix.metric_name です。

agent_prepend_host_rev
erse = True

ブール値 先頭に追加されたホスト値を.で分割し、エージェン
ト ramdisk が送信するメトリックを逆方向にします
(ドメイン名の逆階層形式により適切に一致しま
す)。

agent_prepend_uuid = 
False

ブール値 ノードの Ironic uuid を、エージェント ramdisk が送
信する全メトリック名に追加します。メトリック名
の形式は [global_prefix.][uuid.]
[host_name.]prefix.metric_name です。

backend = noop 文字列値 メトリックシステムに使用するバックエンド。

global_prefix = None 文字列値 すべてのメトリック名の前に、この値を付けます。
デフォルトでは、グローバル接頭辞はありません。
メトリック名の形式は [global_prefix.]
[host_name.]prefix.metric_name です。

prepend_host = False ブール値 ホスト名をすべてのメトリック名に追加します。メ
トリック名の形式は [global_prefix.]
[host_name.]prefix.metric_name です。

prepend_host_reverse = 
True

ブール値 先頭に追加されたホスト値を.で分割し、逆にします
(ドメイン名の逆引き階層形式により適切)。

5.1.29. metrics_statsd

以下の表では、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [metrics_statsd] グループで利用可能なオプション
の概要を説明します。

表5.28 metrics_statsd
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

agent_statsd_host = 
localhost

文字列値 statsd バックエンドで使用するエージェント ramdisk
のホスト。これは、エージェントが起動するネット
ワークからアクセス可能である必要があります。

agent_statsd_port = 8125 ポート値 statsd バックエンドで使用するエージェント ramdisk
のポート。

statsd_host = localhost 文字列値 statsd バックエンドで使用するホスト。

statsd_port = 8125 ポート値 statsd バックエンドで使用するポート。

5.1.30. モールド

次の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [molds] グループで使用できるオプションの概要を示し
ています。

表5.29 モールド

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

password = None 文字列値 http 基本認証のパスワード。デフォルトでは、空に
設定されています。

retry_attempts = 3 整数値 設定モールドの保存または取得を再試行してくださ
い。

retry_interval = 3 整数値 設定モールドの保存または取得の再試行間隔。

storage = swift 文字列値 設定モールドの保存場所。swift と http に対応。デ
フォルトでは swift です。

user = None 文字列値 http 基本認証のユーザー。デフォルトでは、空に設
定されています。

5.1.31. neutron

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [neutron] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。

表5.30 neutron

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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add_all_ports = False ブール値 プロビジョニング、クリーニング、またはレス
キュー用のポートの作成時に全ポートを neutron に
送信できるようにするオプション。これは、ポート
に割り当てられた IP アドレスを使用せずに行われ、
ボンディングされたネットワーク設定で役に立つ場
合があります。

auth-url = None 文字列値 認証 URL

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

cleaning_network = None 文字列値 ノードのクリーニング用に ramdisk が起動される
Neutron ネットワーク UUID または名前。neutron
ネットワークインターフェイスに必要です。また、
flat ネットワークインターフェイスまたは
neutronDHCP プロバイダーを使用する場合に、ノー
ドをクリーニングする必要もあります。名前を指定
すると、すべてのネットワーク間で一意である必要
があり、クリーニングは失敗します。

cleaning_network_securit
y_groups = []

リスト値 ノードのクリーニング中に適用される Neutron セ
キュリティーグループ UUID のリストneutron ネット
ワークインターフェイスの場合はオプションであ
り、flat または noop ネットワークインターフェイス
に使用されません。指定されていない場合は、
default セキュリティーグループが使用されます。

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

connect-retries = None 整数値 接続エラーに対して試行される再試行の最大数。

connect-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 接続エラーに対する 2 つの再試行の遅延 (秒単位)。
設定されていない場合は、最大 60 秒まで 0.5 秒から
開始する指数関数の再試行が使用されます。

default-domain-id = None 文字列値 v3 および v2 パラメーターで使用するオプションの
ドメイン ID。これは v3 のユーザーとプロジェクトド
メインの両方に使用され、v2 認証では無視されま
す。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default-domain-name = 
None

文字列値 v3 API および v2 パラメーターで使用するオプション
のドメイン名です。これは v3 のユーザーとプロジェ
クトドメインの両方に使用され、v2 認証では無視さ
れます。

dhcpv6_stateful_address
_count = 4

整数値 DHCPv6 ステートフルネットワークでのプロビジョ
ニング、クリーニング、レスキュー、または検査用
に作成されるポートに割り当てる IPv6 アドレスの
数。チェーンローディングプロセスのステージごと
に、異なる CLID/IAID のアドレスが必要です。同一
ではない識別子により、起動プロセスの各手順が正
常にアドレスをリースできるように、ホスト用に複
数のアドレスを確保する必要があります。

domain-id = None 文字列値 スコープするドメイン ID

domain-name = None 文字列値 スコープするドメイン名

endpoint-override = None 文字列値 このクライアントのリクエストには常にこのエンド
ポイント URL を使用します。注意: バージョンを指
定しないエンドポイントはここで指定する必要があ
ります。特定の API バージョンを要求するに
は、version、min-version オプション、または 
max-version オプション、もしくはそれを組み合わ
せてを使用します。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

inspection_network = 
None

文字列値 ノードのインバンド検査用に ramdisk が起動される
Neutron ネットワーク UUID または名前。名前を指定
すると、すべてのネットワークまたは検査で一意で
なければなりません。

inspection_network_secu
rity_groups = []

リスト値 ノードの検査プロセス中に適用される Neutron セ
キュリティーグループ UUID のリスト。neutron ネッ
トワークインターフェイスの場合はオプションであ
り、flat または noop ネットワークインターフェイス
に使用されません。指定されていない場合は、
default セキュリティーグループが使用されます。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

max-version = None 文字列値 特定の API の最大メジャーバージョンで、
min_version を持つ範囲の上限として使用されること
が意図されています。version と相互に排他的です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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min-version = None 文字列値 指定の API の最小メジャーバージョンで、
max_version を持つ範囲の下限として使用することが
意図されています。version と相互に排他的です。
max_version なしで min_version が指定されている場
合は、max version が latest の場合になります。

password = None 文字列値 ユーザーのパスワード

port_setup_delay = 0 整数値 Neutron エージェントがポート用に十分な DHCP 設
定を設定することを待機する遅延値。

project-domain-id = None 文字列値 プロジェクトを含むドメイン ID

project-domain-name = 
None

文字列値 プロジェクトを含むドメイン名

project-id = None 文字列値 スコープするプロジェクト ID

project-name = None 文字列値 スコープするプロジェクト名

provisioning_network = 
None

文字列値 ノードのプロビジョニング用に ramdisk がブートす
る Neutron ネットワーク UUID または名前。neutron
ネットワークインターフェイスに必要です。名前を
指定すると、すべてのネットワーク間で一意である
必要があり、デプロイは失敗します。

provisioning_network_se
curity_groups = []

リスト値 ノードのプロビジョニング時に適用される Neutron
セキュリティーグループ UUID のリスト。neutron
ネットワークインターフェイスの場合はオプション
であり、flat または noop ネットワークインターフェ
イスに使用されません。指定されていない場合は、
default セキュリティーグループが使用されます。

region-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
region_name。

request_timeout = 45 整数値 Neutron との対話時の要求処理のタイムアウト。
neutron が API クライアントに戻る前に事前コミット
の検証を行うため、neutron が通常のクライアント/
サーバーの対話よりも長い時間がかかる可能性があ
るため、この値を大きくする必要があります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rescuing_network = None 文字列値 レスキューモード用に ramdisk を起動する Neutron
ネットワーク UUID または名前。これは、レス
キュー ramdisk がデプロイ後のテナントネットワー
クを使用するネットワークではなく、そのネット
ワークに使用されます。neutron ネットワークイン
ターフェイスに必要です。レスキューモードが使用
されます。flat または noop ネットワークインター
フェイスには使用されません。名前を指定すると、
すべてのネットワーク間で一意である必要があり、
すべてのネットワークで一意である必要があり、レ
スキューは失敗します。

rescuing_network_securit
y_groups = []

リスト値 ノードのレスキュープロセス中に適用される
Neutron セキュリティーグループ UUID のリスト
neutron ネットワークインターフェイスの場合はオプ
ションであり、flat または noop ネットワークイン
ターフェイスに使用されません。指定されていない
場合は、default セキュリティーグループが使用され
ます。

retries = 3 整数値 非推奨: リクエストが失敗した場合、クライアントは
再試行します。

service-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_name。

service-type = network 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_type。

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

status-code-retries = 
None

整数値 再試行可能な HTTP ステータスコードに対して試行
される再試行の最大数。

status-code-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 再試行可能なステータスコードに対する 2 つの再試
行間の遅延 (秒単位)。設定されていない場合は、最
大 60 秒まで 0.5 秒から開始する指数関数の再試行が
使用されます。

system-scope = None 文字列値 システム操作のスコープ

tenant-id = None 文字列値 テナント ID

tenant-name = None 文字列値 テナント名

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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trust-id = None 文字列値 Trust ID

user-domain-id = None 文字列値 ユーザーのドメイン ID

user-domain-name = 
None

文字列値 ユーザーのドメイン名

user-id = None 文字列値 ユーザー ID

username = None 文字列値 ユーザー名

valid-interfaces = 
['internal', 'public']

リスト値 エンドポイント URL のインターフェイスのリスト
(優先順)。

version = None 文字列値 エンドポイント URL 検出用に指定の Major API バー
ジョン内の最小の Major API バージョン。
min_version および max_version と相互排他的になる

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.32. nova

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [nova] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表5.31 nova

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth-url = None 文字列値 認証 URL

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

connect-retries = None 整数値 接続エラーに対して試行される再試行の最大数。

connect-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 接続エラーに対する 2 つの再試行の遅延 (秒単位)。
設定されていない場合は、最大 60 秒まで 0.5 秒から
開始する指数関数の再試行が使用されます。
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default-domain-id = None 文字列値 v3 および v2 パラメーターで使用するオプションの
ドメイン ID。これは v3 のユーザーとプロジェクトド
メインの両方に使用され、v2 認証では無視されま
す。

default-domain-name = 
None

文字列値 v3 API および v2 パラメーターで使用するオプション
のドメイン名です。これは v3 のユーザーとプロジェ
クトドメインの両方に使用され、v2 認証では無視さ
れます。

domain-id = None 文字列値 スコープするドメイン ID

domain-name = None 文字列値 スコープするドメイン名

endpoint-override = None 文字列値 このクライアントのリクエストには常にこのエンド
ポイント URL を使用します。注意: バージョンを指
定しないエンドポイントはここで指定する必要があ
ります。特定の API バージョンを要求するに
は、version、min-version オプション、または 
max-version オプション、もしくはそれを組み合わ
せてを使用します。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

max-version = None 文字列値 特定の API の最大メジャーバージョンで、
min_version を持つ範囲の上限として使用されること
が意図されています。version と相互に排他的です。

min-version = None 文字列値 指定の API の最小メジャーバージョンで、
max_version を持つ範囲の下限として使用することが
意図されています。version と相互に排他的です。
max_version なしで min_version が指定されている場
合は、max version が latest の場合になります。

password = None 文字列値 ユーザーのパスワード

project-domain-id = None 文字列値 プロジェクトを含むドメイン ID

project-domain-name = 
None

文字列値 プロジェクトを含むドメイン名

project-id = None 文字列値 スコープするプロジェクト ID

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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project-name = None 文字列値 スコープするプロジェクト名

region-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
region_name。

send_power_notifications 
= True

ブール値 True に設定すると、電源状態変更コールバックのサ
ポートが nova に有効化されます。このオプション
は、openstack Compute サービスを持たないデプロ
イメントでは False に設定する必要があります。

service-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_name。

service-type = compute 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_type。

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

status-code-retries = 
None

整数値 再試行可能な HTTP ステータスコードに対して試行
される再試行の最大数。

status-code-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 再試行可能なステータスコードに対する 2 つの再試
行間の遅延 (秒単位)。設定されていない場合は、最
大 60 秒まで 0.5 秒から開始する指数関数の再試行が
使用されます。

system-scope = None 文字列値 システム操作のスコープ

tenant-id = None 文字列値 テナント ID

tenant-name = None 文字列値 テナント名

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

trust-id = None 文字列値 Trust ID

user-domain-id = None 文字列値 ユーザーのドメイン ID

user-domain-name = 
None

文字列値 ユーザーのドメイン名

user-id = None 文字列値 ユーザー ID

username = None 文字列値 ユーザー名

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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valid-interfaces = 
['internal', 'public']

リスト値 エンドポイント URL のインターフェイスのリスト
(優先順)。

version = None 文字列値 エンドポイント URL 検出用に指定の Major API バー
ジョン内の最小の Major API バージョン。
min_version および max_version と相互排他的になる

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.33. oslo_concurrency

以下の表では、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [oslo_concurrency] グループで利用可能なオプショ
ンについて説明しています。

表5.32 oslo_concurrency

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

disable_process_locking 
= False

ブール値 プロセス間ロックを有効または無効にします。

lock_path = None 文字列値 ロックファイルに使用するディレクトリー。セキュ
リティー上、指定したディレクトリーは、ロックが
必要なプロセスを実行しているユーザーのみが書き
込み可能である必要があります。デフォルトは環境
変数 OSLO_LOCK_PATH です。外部ロックを使用す
る場合は、ロックパスを設定する必要があります。

5.1.34. oslo_messaging_amqp

以下の表では、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [oslo_messaging_amqp] グループで利用可能なオ
プションの概要を説明します。

表5.33 oslo_messaging_amqp

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

addressing_mode = 
dynamic

文字列値 ドライバーが使用するアドレスモードを示します。
許可される値:legacy - レガシーのルーティング不可
能なアドレス指定を使用します。routable - ルー
ティング可能なアドレスを使用します。dynamic -
メッセージバスがルーティングをサポートしていな
い場合はレガシーのアドレスを使用します。それ以
外の場合は、ルーティング可能なアドレスを使用し
ます。
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anycast_address = 
anycast

文字列値 コンシューマーのグループに送信する際に、アドレ
ス接頭辞に追加されます。コンシューマー間でラウ
ンドロビン方式で配信される必要のあるメッセージ
を特定するために、メッセージバスで使用されま
す。

broadcast_prefix = 
broadcast

文字列値 すべてのサーバーにブロードキャストする場合に使
用されるアドレス接頭辞

connection_retry_backoff 
= 2

整数値 フェイルオーバーの試みに失敗するたびに、
connection_retry_interval をこの秒数だけ増やしま
す。

connection_retry_interval 
= 1

整数値 再接続を試みる前に一時停止する秒数。

connection_retry_interval
_max = 30

整数値 connection_retry_interval +
connection_retry_backoff の上限

container_name = None 文字列値 AMQP コンテナーの名前。グローバルで一意でなけ
ればなりません。デフォルトは、生成された UUID
です。

default_notification_exch
ange = None

文字列値 通知アドレスで使用される変換名。エクスチェンジ
名の解決の優先順位:Target.exchange、他に設定さ
れている場合は default_notification_exchange、他に
設定されている場合は control_exchange、他に設定
されている場合は notify

default_notify_timeout = 
30

整数値 送信された通知メッセージ配信の期限。呼び出し元
がタイムアウトを明示的に指定しない場合にのみ使
用されます。

default_reply_retry = 0 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で失敗した返信メッ
セージを再送信する最大試行回数。

default_reply_timeout = 
30

整数値 rpc 返信メッセージ配信の期限。

default_rpc_exchange = 
None

文字列値 RPC アドレスで使用される変換名。エクスチェンジ
名の解決の優先順位:Target.exchange、他に設定さ
れている場合は default_rpc_exchange、他に設定さ
れている場合は control_exchange、他に設定されて
いる場合は rpc

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default_send_timeout = 
30

整数値 rpc キャストまたは呼び出しメッセージ配信の期限。
呼び出し元がタイムアウトを明示的に指定しない場
合にのみ使用されます。

default_sender_link_time
out = 600

整数値 アイドル状態の送信者リンクのパージをスケジュー
ルする時間。期限切れ後にリンクの割り当てを解除
します。

group_request_prefix = 
unicast

文字列値 グループの任意のサーバーに送信する際のアドレス
接頭辞

idle_timeout = 0 整数値 非アクティブな接続のタイムアウト (秒単位)

link_retry_delay = 10 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で失敗した AMQP 1.0
リンクの再接続間に一時停止する時間。

multicast_address = 
multicast

文字列値 ファンアウトメッセージを送信するときにアドレス
接頭辞に追加されます。ファンアウトメッセージを
識別するためにメッセージバスによって使用されま
す。

notify_address_prefix = 
openstack.org/om/notify

文字列値 すべての生成される通知アドレスのアドレス接頭辞

notify_server_credit = 100 整数値 受信通知メッセージのウィンドウサイズ

pre_settled = ['rpc-cast', 
'rpc-reply']

多値 このタイプのメッセージを事前処置状態で送信しま
す。事前処置されたメッセージは、ピアから確認応
答を受信しません。注記: 事前処置されたメッセージ
は、配信に失敗した場合に警告なしに破棄される可
能性があります。許可される値:rpc-call - RPC 呼び
出しを事前処置状態で送信します。rpc-reply- RPC
返信を事前処置状態で送信します。rpc-cast - RPC
キャストを事前処置状態で送信します。notify - 通知
を事前処置状態で送信します。

pseudo_vhost = True ブール値 仮想ホスト (qpidd など) をネイティブにサポートし
ていないメッセージバスの仮想ホストサポートを有
効にします。true に設定すると、仮想ホスト名はす
べてのメッセージバスアドレスに追加され、結果と
して仮想ホストごとにプライベート サブネット を作
成します。メッセージバスが仮想ホストの名前とし
て AMQP 1.0 オープン遂行動詞の hostname フィー
ルドを使用して仮想ホストをサポートする場合は
False に設定します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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reply_link_credit = 200 整数値 受信する RPC 返信メッセージのウィンドウサイズ。

rpc_address_prefix = 
openstack.org/om/rpc

文字列値 すべての生成される RPC アドレスのアドレス接頭辞

rpc_server_credit = 100 整数値 受信する RPC リクエストメッセージのウィンドウサ
イズ。

`sasl_config_dir = ` 文字列値 SASL 設定が含まれるディレクトリーへのパス

`sasl_config_name = ` 文字列値 設定ファイルの名前 (.conf 接尾辞なし)

`sasl_default_realm = ` 文字列値 ユーザー名にレルムが存在しない場合に使用する
SASL レルム

`sasl_mechanisms = ` 文字列値 許可される SASL メカニズムのスペース区切りリス
ト

server_request_prefix = 
exclusive

文字列値 特定のサーバーに送信する時に使用するアドレス接
頭辞

ssl = False ブール値 SSL 経由で接続を試みます。その他の ssl 関連のパラ
メーターが指定されていない場合、システムの CA
バンドルを使用してサーバーの証明書を検証しま
す。

`ssl_ca_file = ` 文字列値 サーバーの証明書の検証に使用する CA 証明書 PEM
ファイル

`ssl_cert_file = ` 文字列値 クライアント認証用の自己識別証明書 PEM ファイル

`ssl_key_file = ` 文字列値 ssl_cert_file 証明書の署名に使用される秘密鍵 PEM
ファイル (オプション)

ssl_key_password = 
None

文字列値 ssl_key_file を復号するためのパスワード (暗号化され
ている場合)

ssl_verify_vhost = False ブール値 デフォルトでは、SSL は、サーバーの証明書の名前
が transport_url のホスト名と一致することを確認し
ます。設定によっては、代わりに仮想ホスト名を使
用することが望ましい場合があります。たとえば、
サーバーが Server Name Indication TLS 拡張
(rfc6066) を使用して、仮想ホストごとの証明書を提
供する場合などです。サーバーの SSL 証明書が DNS
名ではなく仮想ホスト名を使用する場合は、
ssl_verify_vhost を True に設定します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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trace = False ブール値 デバッグ: AMQP フレームを標準出力 (stdout) にダ
ンプします。

unicast_address = 
unicast

文字列値 特定の RPC/通知サーバーに送信する際に、アドレス
接頭辞に追加されます。単一の送信先に送信された
メッセージを識別するためにメッセージバスによっ
て使用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.35. oslo_messaging_kafka

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [oslo_messaging_kafka] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表5.34 oslo_messaging_kafka

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

compression_codec = 
none

文字列値 プロデューサーによって生成されたすべてのデータ
の圧縮コーデック。設定されていない場合、圧縮は
使用されません。この設定に許可される値は、kafka
バージョンに依存することに注意してください。

conn_pool_min_size = 2 整数値 接続有効期限ポリシーのプールサイズ制限

conn_pool_ttl = 1200 整数値 プールのアイドル状態の接続の存続期間 (秒単位)

consumer_group = 
oslo_messaging_consum
er

文字列値 Kafka コンシューマーのグループ ID。あるグループ
のコンシューマーは、メッセージ消費を調整しま
す。

enable_auto_commit = 
False

ブール値 非同期コンシューマーコミットを有効にします。

kafka_consumer_timeout 
= 1.0

浮動小数点の値 Kafka コンシューマーのデフォルトタイムアウト

kafka_max_fetch_bytes = 
1048576

整数値 Kafka コンシューマーの最大フェッチバイト

max_poll_records = 500 整数値 ポーリング呼び出しで返されるレコードの最大数

pool_size = 10 整数値 Kafka コンシューマーのプールサイズ

producer_batch_size = 
16384

整数値 プロデューサーの非同期送信のバッチサイズ
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producer_batch_timeout 
= 0.0

浮動小数点の値 KafkaProducer バッチ処理の遅延の上限 (秒単位)

sasl_mechanism = PLAIN 文字列値 セキュリティープロトコルが SASL である際のメカ
ニズム

security_protocol = 
PLAINTEXT

文字列値 ブローカーとの通信に使用されるプロトコル

`ssl_cafile = ` 文字列値 サーバーの証明書の検証に使用する CA 証明書 PEM
ファイル

`ssl_client_cert_file = ` 文字列値 認証に使用されるクライアント証明書の PEM ファイ
ル。

`ssl_client_key_file = ` 文字列値 認証に使用されるクライアントキーの PEM ファイ
ル。

`ssl_client_key_password = ` 文字列値 認証に使用されるクライアントキーパスワードファ
イル。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.36. oslo_messaging_notifications

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [oslo_messaging_notifications] グループで使用でき
るオプションの概要をまとめたものです。

表5.35 oslo_messaging_notifications

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

driver = [] 多値 通知の送信を処理するドライバー。使用できる値は
messaging、messagingv2、routing、log、test、
noop です。

retry = -1 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で配信に失敗した通
知メッセージを再送信する最大試行回数。0 - 再試行
なし、-1 - 無限回

topics = ['notifications'] リスト値 OpenStack の通知に使用する AMQP トピック。

transport_url = None 文字列値 通知に使用するメッセージングドライバーを表す
URL。設定されていない場合は、RPC に使用される
ものと同じ設定にフォールバックします。

5.1.37. oslo_messaging_rabbit
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以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [oslo_messaging_rabbit] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表5.36 oslo_messaging_rabbit

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

amqp_auto_delete = False ブール値 AMQP の自動削除キュー。

amqp_durable_queues = 
False

ブール値 AMQP で永続キューを使用します。

direct_mandatory_flag = 
True

ブール値 (非推奨) ダイレクト送信のための RabbitMQ 必須フ
ラグを有効/無効にします。直接送信は応答として使
用されるため、クライアントキューが存在しない場
合には MessageUndeliverable 例外が発生します。
MessageUndeliverable 例外はタイムアウトをループ
して、送信者が回復する可能性が高くなります。こ
のフラグは非推奨になり、この機能を非アクティブ
化することはできません。

enable_cancel_on_failove
r = False

ブール値 x-cancel-on-ha-failover フラグを有効にして、
rabbitmq サーバーがキューが停止しているときにコ
ンシューマーをキャンセルし、通知できるようにし
ます。

heartbeat_in_pthread = 
False

ブール値 デフォルトでは、ネイティブ Python スレッドを介し
てヘルスチェックハートビートスレッドを実行しま
す。このオプションが False の場合、ヘルスチェッ
クハートビートは親プロセスから実行モデルを継承
します。たとえば、親プロセスが eventlet/greenlet
を使用して stdlib にモンキーパッチを適用した場
合、ハートビートはグリーンスレッドを介して実行
されます。This option should be set to True only for
the wsgi services.

heartbeat_rate = 2 整数値 heartbeat_timeout_threshold 中、ハートビートを確
認する回数。

heartbeat_timeout_thresh
old = 60

整数値 ハートビートの keep-alive が失敗した場合に Rabbit
ブローカーがダウンとみなされるまでの秒数 (0 は
ハートビートを無効にします)。

kombu_compression = 
None

文字列値 実験的用途: 許容値は gzip、bz2 です。設定されてい
ない場合、圧縮は使用されません。このオプション
は、今後のバージョンで利用できない可能性があり
ます。
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kombu_failover_strategy 
= round-robin

文字列値 現在接続しているノードが利用できなくなった場合
に、次の RabbitMQ ノードを選択する方法を指定し
ます。設定で複数の RabbitMQ ノードが指定される
場合に限り有効になります。

kombu_missing_consum
er_retry_timeout = 60

整数値 応答のないクライアントが応答を送信するのを待つ
時間。この時間が経過すると無視します。この値は
rpc_response_timeout より長くすることはできませ
ん。

kombu_reconnect_delay 
= 1.0

浮動小数点の値 AMQP コンシューマーの取り消し通知への応答で、
再接続するまでの待機時間。

rabbit_ha_queues = False ブール値 RabbitMQ (x-ha-policy: all) の HA キューの使用を試
みます。このオプションを変更する場合は、
RabbitMQ データベースを消去する必要がありま
す。RabbitMQ 3.0 では、キューを宣言する際に x-
ha-policy 引数によってキューのミラーリングが制御
されなくなりました。すべてのキュー (自動生成され
た名前のキューを除く) がすべてのノードでミラーリ
ングされるようにするには、"rabbitmqctl set_policy
HA ^(?!amq\.).* {"ha-mode": "all"}" を実行します。

rabbit_interval_max = 30 整数値 RabbitMQ 接続を再試行する最大間隔。デフォルト
は 30 秒です。

rabbit_login_method = 
AMQPLAIN

文字列値 RabbitMQ ログイン方法

rabbit_qos_prefetch_cou
nt = 0

整数値 事前フェッチするメッセージの数を指定します。ゼ
ロに設定すると、無制限のメッセージのフェッチが
許可されます。

rabbit_retry_backoff = 2 整数値 RabbitMQ に接続する際に再試行間でバックオフす
る長さ

rabbit_retry_interval = 1 整数値 RabbitMQ との接続を再試行する頻度。

rabbit_transient_queues_
ttl = 1800

整数値 キューの TTL (x-expires) の期間 (秒単位) を表す正の
整数。TTL の期間使用されないキューは自動的に削
除されます。このパラメーターは応答キューとファ
ンアウトキューにのみ影響します。

ssl = False ブール値 SSL 経由で接続します。

`ssl_ca_file = ` 文字列値 SSL 認証局ファイル (SSL が有効な場合にのみ有
効)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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`ssl_cert_file = ` 文字列値 SSL 証明書ファイル (SSL が有効な場合にのみ有
効)。

`ssl_key_file = ` 文字列値 SSL キーファイル (SSL が有効な場合にのみ有効)。

`ssl_version = ` 文字列値 使用する SSL バージョン (SSL が有効な場合にのみ
有効)。有効な値は TLSv1 および SSLv23 です。
SSLv2、SSLv3、TLSv1_1、および TLSv1_2 は、一部
のディストリビューションで利用できます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.38. oslo_middleware

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [oslo_middleware] グループで使用できるオプション
の概要をまとめたものです。

表5.37 oslo_middleware

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enable_proxy_headers_p
arsing = False

ブール値 アプリケーションがプロキシーの背後であるかどう
か。これにより、ミドルウェアがヘッダーを解析す
べきかどうかを決定します。

5.1.39. oslo_policy

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [oslo_policy] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表5.38 oslo_policy

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enforce_new_defaults = 
False

ブール値 このオプションは、ポリシーを評価するときに古い
非推奨のデフォルトを使用するかどうかを制御しま
す。True の場合、古い非推奨のデフォルトは評価さ
れません。これは、既存のトークンが古いデフォル
トで許可されているが、新しいデフォルトで許可さ
れていない場合、許可されないことを意味します。
新しいデフォルトと scope_type の利点を一緒に得
ることができるように、このフラグを 
enforce_scope フラグと一緒に有効にすることを
推奨します
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enforce_scope = False ブール値 このオプションは、ポリシーを評価する際にスコー
プを適用するかどうかを制御します。True の場合、
リクエストで使用されるトークンのスコープは、適
用されるポリシーの scope_types と比較されま
す。スコープが一致しない場合、InvalidScope 例
外が発生します。False の場合、ポリシーが一致し
ないスコープで呼び出されていることを運用者に通
知するメッセージが記録されます。

policy_default_rule = 
default

文字列値 デフォルトルール。要求されたルールが見つからな
い場合に適用されます。

policy_dirs = ['policy.d'] 多値 ポリシー設定ファイルが保存されるディレクト
リー。これは、config_dir オプションで定義される検
索パス内の任意のディレクトリーへの相対パスか、
絶対パスにすることができます。このディレクト
リーの検索には、policy_file で定義されたファイルが
存在している必要があります。存在しないディレク
トリーまたは空のディレクトリーは無視されます。

policy_file = policy.json 文字列値 ロールを指定のサービスのパーミッションにマッピ
ングするファイルの相対パスまたは絶対パス。相対
パスは、このオプションを設定する設定ファイルに
対する相対パスとして指定する必要があります。

remote_content_type = 
application/x-www-form-
urlencoded

文字列値 REST ベースのポリシーチェックのデータを送受信す
るコンテンツ種別

remote_ssl_ca_crt_file = 
None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用の認証局証明書
ファイルの絶対パス

remote_ssl_client_crt_file 
= None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用のクライアント証
明書の絶対パス

remote_ssl_client_key_fil
e = None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用のクライアント鍵
ファイルの絶対パス

remote_ssl_verify_server
_crt = False

ブール値 REST ベースのポリシーチェックのサーバーアイデン
ティティー検証

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.40. oslo_reports

次の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [oslo_reports] グループで使用できるオプションの概要
を示しています。

表5.39 oslo_reports
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

file_event_handler = None 文字列値 シグナルではなくレポートをトリガーする変更を監
視するファイルへのパス。このオプションを設定す
ると、レポートのシグナルトリガーが無効になりま
す。アプリケーションが WSGI アプリケーションと
して実行されている場合は、シグナルの代わりにこ
れを使用することが推奨されます。

file_event_handler_interv
al = 1

整数値 file_event_handler が設定されている場合にポーリン
グの間隔 (秒単位)

log_dir = None 文字列値 ファイルを作成するログディレクトリーへのパス

5.1.41. profiler

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [profiler] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。

表5.40 profiler

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

connection_string = 
messaging://

文字列値 通知バックエンドの接続文字列。

デフォルト値は messaging:// で、通知機能を
oslo_messaging に設定します。

使用できる値の例:

messaging://: スパンの送信に
oslo_messaging ドライバーを使用します。

redis://127.0.0.1:6379: スパンの送信に
redis ドライバーを使用します。

mongodb://127.0.0.1:27017: スパンの送
信に mongodb ドライバーを使用します。

elasticsearch://127.0.0.1:9200:
elasticsearch ドライバーを使用してスパン
を送信します。

jaeger://127.0.0.1:6831: スパンの送信に
jaeger トレースを使用します。
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enabled = False ブール値 このノード上の全サービスのプロファイリングを有
効にします。

デフォルト値は False です (プロファイリング機能を
無効にします)。

値:

True: 機能を有効にします

False: 機能を無効にします。このプロジェ
クトの操作ではプロファイリングを開始で
きません。プロファイリングが別のプロ
ジェクトでトリガーされた場合には、この
プロジェクトの部分は空になります。

es_doc_type = 
notification

文字列値 elasticsearch の通知インデックスについてのドキュ
メントタイプ。

es_scroll_size = 10000 整数値 elasticsearch は大規模な要求をバッチに分割しま
す。このパラメーターは、各バッチの最大サイズを
定義します (例: es_scroll_size=10000)。

es_scroll_time = 2m 文字列値 このパラメーターは時間値パラメーター
(es_scroll_time=2m など) です。これは、検索に参加
するノードが継続してサポートするために関連する
リソースを維持する時間を示します。

filter_error_trace = False ブール値 エラー/例外を含むフィルタートレースを分離された
場所へ有効にします。

デフォルト値は False に設定されます。

値:

True: エラー/例外を含むフィルタートレー
スを有効にします。

False: フィルターを無効にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

Red Hat OpenStack Platform 17.1 設定の参照

560



hmac_keys = 
SECRET_KEY

文字列値 パフォーマンスプロファイリング用にコンテキスト
データの暗号化に使用するシークレットキー。

この文字列値は <key1>[,<key2>,…​<keyn>] の形式にす
る必要があります。各キーはランダムな文字列で
す。REST API 経由でプロファイリングをトリガーす
るユーザーは、REST API 呼び出しのヘッダーにこれ
らのキーの 1 つを設定し、この特定プロジェクトの
ノードのプロファイリング結果が含まれるようにす
る必要があります。

プロファイリングを有効にするには、enabled フラ
グと hmac_keys 設定オプションの両方を設定する必
要があります。また、少なくとも 1 つのキーで全サー
ビス間で正しいプロファイリング情報を生成するに
は、OpenStack プロジェクト間で一貫性を確保する
必要があります。これにより、クライアント側から
を使用して、すべての可能なリソースからの情報を
含むトレースを生成できます。

sentinel_service_name = 
mymaster

文字列値 Redissentinel はサービス名を使用してマスターの
redis サービスを識別します。このパラメーターは名
前を定義します (例: 
sentinal_service_name=mymaster)。

socket_timeout = 0.1 浮動小数点の値 Redissentinel は、接続に timeout オプションを提供
します。このパラメーターは、タイムアウトを定義
します (例: socket_timeout=0.1)。

trace_sqlalchemy = False ブール値 サービスで SQL 要求のプロファイリングを有効にし
ます。

デフォルト値は False です (SQL 要求はトレースされ
ません)。

値:

True: SQL 要求のプロファイリングを有効
にします。各 SQL クエリーはトレースの一
部となり、それにどの程度の時間を費やし
たかによって分析できます。

False: SQL 要求のプロファイリングを無効
にします。費やした時間は、高いレベルの
操作でのみ表示されます。単一の SQL クエ
リーをこのように分析できません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.42. pxe
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以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [pxe] グループで使用できるオプションの概要をまとめ
たものです。

表5.41 pxe

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

boot_retry_check_interva
l = 90

整数値 PXE ブート再試行の定期的なチェックの間隔 (秒単
位)。boot_retry_timeout が設定されていない場合は
効果はありません。

boot_retry_timeout = 
None

整数値 PXE ブートを再試行するタイムアウト (秒単位)。
[conductor]deploy_callback_timeout 未満にする必要
があります。デフォルトでは無効になっています。

default_ephemeral_forma
t = ext4

文字列値 一時パーティションのデフォルトファイルシステム
形式 (作成されている場合)。

dir_permission = None 整数値 作成時に TFTP フォルダーに適用されるパーミッ
ション。これは、tftpserver が、設定した TFTP フォ
ルダーのコンテンツを読み取るパーミッションに設
定する必要があります。この設定は、オペレーティ
ングシステムの umask が制限的であるため、ironic-
conductor が TFTP サーバーで読み取ることができな
いファイルを作成する場合にのみ必要です。<None>
に設定すると、オペレーティングシステムの umask
が新しい tftp フォルダーの作成に使用されます。8
進数表現を指定することが推奨されます。例：
0o755

enable_netboot_fallback 
= False

ブール値 True の場合、ローカルブートを使用するノードに対
しても PXE 環境を生成します。これは、ドライバー
がノードをローカルブートに切り替えることができ
ない場合に役立ちます。たとえば、永続的なブート
を実行できないマシンで SNMP や Redfish を使用す
る場合などです。Neutron は誤った PXE ブートを防
止するため、スタンドアロンの ironic に最も役立ち
ます。

image_cache_size = 
20480

整数値 マスターイメージの最大キャッシュサイズ (MiB 単
位)。

image_cache_ttl = 10080 整数値 古いマスターイメージのキャッシュの最大 TTL (分単
位)。

images_path = 
/var/lib/ironic/images/

文字列値 ironic-conductor ノードで、イメージがディスクに保
存されるディレクトリーです。
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instance_master_path = 
/var/lib/ironic/master_ima
ges

文字列値 ironic-conductor ノードで、マスターインスタンスの
イメージがディスクに保存されるディレクトリーで
す。空の文字列に設定すると、イメージのキャッ
シュが無効になります。

ip_version = 4 文字列値 PXE ブートに使用する IP バージョン。デフォルトは
4 です。実験的

ipxe_boot_script = 
$pybasedir/drivers/modul
es/boot.ipxe

文字列値 ironic-conductor ノードで、メイン iPXE スクリプト
ファイルへのパス

ipxe_bootfile_name = 
undionly.kpxe

文字列値 bootFile DHCP パラメーター。

ipxe_bootfile_name_by_a
rch = {}

dict 値 ノードのアーキテクチャーごとに bootFile DHCP パ
ラメーター。例: aarch64:ipxe_aa64.efi

ipxe_config_template = 
$pybasedir/drivers/modul
es/ipxe_config.template

文字列値 ironic-conductor ノードで、iPXE 操作用のテンプ
レートファイル。

ipxe_timeout = 0 整数値 iPXE 経由でイメージをダウンロードするタイムアウ
ト値 (秒単位)。デフォルトは 0 (タイムアウトなし)
です。

ipxe_use_swift = False ブール値 一時 URL を使用して swift から deploy および rescue
イメージを直接ダウンロードします。false (デフォル
ト) に設定すると、イメージは ironic-conductor ノー
ドにダウンロードされ、ローカルの HTTP サーバー
上で提供されます。ipxe 互換のブートインターフェ
イスが使用されている場合にのみ適用されます。

pxe_append_params = 
nofb nomodeset 
vga=normal

文字列値 ベアメタル PXE ブートの追加の追加パラメーター。

pxe_bootfile_name = 
pxelinux.0

文字列値 bootFile DHCP パラメーター。

pxe_bootfile_name_by_ar
ch = {}

dict 値 ノードのアーキテクチャーごとに bootFile DHCP パ
ラメーター。例: aarch64:grubaa64.efi

pxe_config_subdir = 
pxelinux.cfg

文字列値 ノード上のポートの MAC または IP アドレスを表す
シンボリックリンクを作成し、ブートローダーが
ノードの PXE ファイルをロードできるようにする
ディレクトリー。このディレクトリー名は、PXE ま
たは iPXE フォルダーに対して相対的になります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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pxe_config_template = 
$pybasedir/drivers/modul
es/pxe_config.template

文字列値 ironic-conductor ノードで、PXE ローダー設定用の
テンプレートファイル。

pxe_config_template_by_
arch = {}

dict 値 ironic-conductor ノードでは、ノードアーキテク
チャーごとの PXE 設定用のテンプレートファイル。
例:
aarch64:/opt/share/grubaa64_pxe_config.template

tftp_master_path = 
/tftpboot/master_images

文字列値 ironic-conductor ノードでは、マスター TFTP イメー
ジがディスクに保存されるディレクトリーです。空
の文字列に設定すると、イメージのキャッシュが無
効になります。

tftp_root = /tftpboot 文字列値 ironic-conductor ノードの TFTP ルートパスironic-
conductor には、このパスに読み取り/書き込みアク
セスが必要です。

tftp_server = $my_ip 文字列値 ironic-conductor ノードの TFTP サーバーの IP アド
レス

uefi_ipxe_bootfile_name 
= ipxe.efi

文字列値 UEFI ブートモードの bootFile DHCP パラメーター。
それを使用して起動する際に問題が発生した場合
は、snponly.efi を試してください。

uefi_pxe_bootfile_name = 
bootx64.efi

文字列値 UEFI ブートモードの bootFile DHCP パラメーター。

uefi_pxe_config_template 
= 
$pybasedir/drivers/modul
es/pxe_grub_config.templ
ate

文字列値 ironic-conductor ノードでは、UEFI ブートローダー
の PXE 設定用のテンプレートファイル。通常、これ
は GRUB 固有のテンプレートに使用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.43. Redfish

次の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [redfish] グループで使用できるオプションの概要を示し
ています。

表5.42 Redfish

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth_type = auto 文字列値 Redfish HTTP クライアント認証方法。

connection_attempts = 5 整数値 Redfish への接続試行の最大試行回数
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connection_cache_size = 
1000

整数値 最大 Redfish クライアント接続キャッシュサイズ。
Redfish ドライバーは、認証された BMC 接続
(Redfish セッションサービスを介して取得) を再利用
しようとします。このオプションは、維持する接続
の最大数を制限します。値 0 は、クライアント接続
キャッシュを完全に無効にします。

connection_retry_interval 
= 4

整数値 Redfish への接続試行間の待機秒数

file_permission = 420 整数値 ファイルアクセス許可の 8 進数の許可表現を使用し
た、Swift レスイメージホスティングのファイル許
可。この設定のデフォルトは 644、または Python で
は 8 進数 0o644 です。この設定は、0o で始まるこ
とを意味する 8 進数表現に設定する必要がありま
す。

firmware_update_fail_inte
rval = 60

整数値 失敗したファームウェア更新タスクのチェックの間
に待機する秒数

firmware_update_status_i
nterval = 60

整数値 完了したファームウェア更新タスクを確認するまで
待機する秒数

kernel_append_params = 
nofb nomodeset 
vga=normal

文字列値 インスタンスカーネルに渡す追加のカーネルパラ
メーター。これらのパラメーターは、/proc/cmdline
を読み取ることにより、カーネルまたはアプリケー
ションで使用できます。厳しいコマンドラインのサ
イズ制限に注意してくださ
い。instance_info/kernel_append_params プ
ロパティーでオーバーライドできます。

raid_config_fail_interval = 
60

整数値 失敗した RAID 設定タスクのチェックの間に待機する
秒数

raid_config_status_interv
al = 60

整数値 完了した RAID 設定タスクを確認するまで待機する秒
数

swift_container = 
ironic_redfish_container

文字列値 Redfish ドライバーデータを格納する Swift コンテ
ナー。use_swift が有効な場合にのみ適用されま
す。

swift_object_expiry_time
out = 900

整数値 Swift オブジェクトが自動的に期限切れになるまでの
時間 (秒単位)。use_swift が有効な場合にのみ適用
されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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use_swift = True ブール値 仮想メディアブート用に生成された ISO イメージを
Swift にアップロードし、ノードをブートするために
一時 URL を BMC に渡します。false に設定すると、
イメージは ironic-conductor ノードに配置され、そ
のローカル HTTP サーバーを介して提供されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.44. service_catalog

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [service_catalog] グループで使用できるオプションの
概要をまとめたものです。

表5.43 service_catalog

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth-url = None 文字列値 認証 URL

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

connect-retries = None 整数値 接続エラーに対して試行される再試行の最大数。

connect-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 接続エラーに対する 2 つの再試行の遅延 (秒単位)。
設定されていない場合は、最大 60 秒まで 0.5 秒から
開始する指数関数の再試行が使用されます。

default-domain-id = None 文字列値 v3 および v2 パラメーターで使用するオプションの
ドメイン ID。これは v3 のユーザーとプロジェクトド
メインの両方に使用され、v2 認証では無視されま
す。

default-domain-name = 
None

文字列値 v3 API および v2 パラメーターで使用するオプション
のドメイン名です。これは v3 のユーザーとプロジェ
クトドメインの両方に使用され、v2 認証では無視さ
れます。

domain-id = None 文字列値 スコープするドメイン ID
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domain-name = None 文字列値 スコープするドメイン名

endpoint-override = None 文字列値 このクライアントのリクエストには常にこのエンド
ポイント URL を使用します。注意: バージョンを指
定しないエンドポイントはここで指定する必要があ
ります。特定の API バージョンを要求するに
は、version、min-version オプション、または 
max-version オプション、もしくはそれを組み合わ
せてを使用します。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

max-version = None 文字列値 特定の API の最大メジャーバージョンで、
min_version を持つ範囲の上限として使用されること
が意図されています。version と相互に排他的です。

min-version = None 文字列値 指定の API の最小メジャーバージョンで、
max_version を持つ範囲の下限として使用することが
意図されています。version と相互に排他的です。
max_version なしで min_version が指定されている場
合は、max version が latest の場合になります。

password = None 文字列値 ユーザーのパスワード

project-domain-id = None 文字列値 プロジェクトを含むドメイン ID

project-domain-name = 
None

文字列値 プロジェクトを含むドメイン名

project-id = None 文字列値 スコープするプロジェクト ID

project-name = None 文字列値 スコープするプロジェクト名

region-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
region_name。

service-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_name。

service-type = baremetal 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_type。

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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status-code-retries = 
None

整数値 再試行可能な HTTP ステータスコードに対して試行
される再試行の最大数。

status-code-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 再試行可能なステータスコードに対する 2 つの再試
行間の遅延 (秒単位)。設定されていない場合は、最
大 60 秒まで 0.5 秒から開始する指数関数の再試行が
使用されます。

system-scope = None 文字列値 システム操作のスコープ

tenant-id = None 文字列値 テナント ID

tenant-name = None 文字列値 テナント名

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

trust-id = None 文字列値 Trust ID

user-domain-id = None 文字列値 ユーザーのドメイン ID

user-domain-name = 
None

文字列値 ユーザーのドメイン名

user-id = None 文字列値 ユーザー ID

username = None 文字列値 ユーザー名

valid-interfaces = 
['internal', 'public']

リスト値 エンドポイント URL のインターフェイスのリスト
(優先順)。

version = None 文字列値 エンドポイント URL 検出用に指定の Major API バー
ジョン内の最小の Major API バージョン。
min_version および max_version と相互排他的になる

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.45. snmp

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [snmp] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表5.44 snmp
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

power_timeout = 10 整数値 電源アクションが完了するまで待機する秒数

reboot_delay = 0 整数値 再起動時 (電源オフと再電源) の間にスリープ状態に
なる時間 (秒単位)

udp_transport_retries = 5 整数値 UDP リクエスト再試行の最大数。0 は再試行なしを
意味します。

udp_transport_timeout = 
1.0

浮動小数点の値 UDP トランスポートに使用されるレスポンスのタイ
ムアウト (秒単位)。タイムアウトは 0.5 秒の倍数
で、再試行ごとに適用する必要があります。

5.1.46. ssl

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [ssl] グループで使用できるオプションの概要をまとめ
たものです。

表5.45 ssl

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 接続クライアントの検証に使用する CA 証明書ファ
イル。

cert_file = None 文字列値 サーバーをセキュアに起動する際に使用する証明書
ファイル。

ciphers = None 文字列値 利用可能な暗号のリストを設定します。値は
OpenSSL 暗号リスト形式の文字列である必要があり
ます。

key_file = None 文字列値 サーバーをセキュアに起動する際に使用する秘密鍵
ファイル。

version = None 文字列値 使用する SSL バージョン (SSL が有効な場合にのみ
有効)。有効な値は TLSv1 および SSLv23 です。
SSLv2、SSLv3、TLSv1_1、および TLSv1_2 は、一部
のディストリビューションで利用できます。

5.1.47. swift

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [swift] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表5.46 swift
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth-url = None 文字列値 認証 URL

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

connect-retries = None 整数値 接続エラーに対して試行される再試行の最大数。

connect-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 接続エラーに対する 2 つの再試行の遅延 (秒単位)。
設定されていない場合は、最大 60 秒まで 0.5 秒から
開始する指数関数の再試行が使用されます。

default-domain-id = None 文字列値 v3 および v2 パラメーターで使用するオプションの
ドメイン ID。これは v3 のユーザーとプロジェクトド
メインの両方に使用され、v2 認証では無視されま
す。

default-domain-name = 
None

文字列値 v3 API および v2 パラメーターで使用するオプション
のドメイン名です。これは v3 のユーザーとプロジェ
クトドメインの両方に使用され、v2 認証では無視さ
れます。

domain-id = None 文字列値 スコープするドメイン ID

domain-name = None 文字列値 スコープするドメイン名

endpoint-override = None 文字列値 このクライアントのリクエストには常にこのエンド
ポイント URL を使用します。注意: バージョンを指
定しないエンドポイントはここで指定する必要があ
ります。特定の API バージョンを要求するに
は、version、min-version オプション、または 
max-version オプション、もしくはそれを組み合わ
せてを使用します。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル
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max-version = None 文字列値 特定の API の最大メジャーバージョンで、
min_version を持つ範囲の上限として使用されること
が意図されています。version と相互に排他的です。

min-version = None 文字列値 指定の API の最小メジャーバージョンで、
max_version を持つ範囲の下限として使用することが
意図されています。version と相互に排他的です。
max_version なしで min_version が指定されている場
合は、max version が latest の場合になります。

password = None 文字列値 ユーザーのパスワード

project-domain-id = None 文字列値 プロジェクトを含むドメイン ID

project-domain-name = 
None

文字列値 プロジェクトを含むドメイン名

project-id = None 文字列値 スコープするプロジェクト ID

project-name = None 文字列値 スコープするプロジェクト名

region-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
region_name。

service-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_name。

service-type = object-
store

文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_type。

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

status-code-retries = 
None

整数値 再試行可能な HTTP ステータスコードに対して試行
される再試行の最大数。

status-code-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 再試行可能なステータスコードに対する 2 つの再試
行間の遅延 (秒単位)。設定されていない場合は、最
大 60 秒まで 0.5 秒から開始する指数関数の再試行が
使用されます。

swift_max_retries = 2 整数値 失敗する前に Swift 要求を再試行する最大回数。

system-scope = None 文字列値 システム操作のスコープ

tenant-id = None 文字列値 テナント ID

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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tenant-name = None 文字列値 テナント名

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

trust-id = None 文字列値 Trust ID

user-domain-id = None 文字列値 ユーザーのドメイン ID

user-domain-name = 
None

文字列値 ユーザーのドメイン名

user-id = None 文字列値 ユーザー ID

username = None 文字列値 ユーザー名

valid-interfaces = 
['internal', 'public']

リスト値 エンドポイント URL のインターフェイスのリスト
(優先順)。

version = None 文字列値 エンドポイント URL 検出用に指定の Major API バー
ジョン内の最小の Major API バージョン。
min_version および max_version と相互排他的になる

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

5.1.48. xclarity

以下の表は、/etc/ironic/ironic.conf ファイルの [xclarity] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。

表5.47 xclarity

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

manager_ip = None 文字列値 XClarity コントローラーの IP アドレスここでの設定
は非推奨となり、Stein リリースで削除されます。
driver_info フィールドを、代わりに
"xclarity_manager_ip" を使用するように更新してくだ
さい。

password = None 文字列値 XClarity Controller ユーザー名のパスワードここでの
設定は非推奨となり、Stein リリースで削除されま
す。driver_info フィールドを、代わりに
"xclarity_password" を使用するように更新してくだ
さい。

port = 443 ポート値 XClarity コントローラー接続に使用するポート。
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username = None 文字列値 XClarity Controller のユーザー名。ここでの設定は非
推奨となり、Stein リリースで削除されます。
driver_info フィールドを、代わりに
"xclarity_username" を使用するように更新してくだ
さい。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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第6章 IRONIC-INSPECTOR
以下の章では、ironic-inspector サービスの設定オプションについて説明します。

6.1. INSPECTOR.CONF

本項では、/etc/ironic-inspector/inspector.conf ファイルのオプションについて説明します。

6.1.1. DEFAULT

以下の表は、/etc/ironic-inspector/inspector.conf ファイルの [DEFAULT] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

.

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

api_max_limit = 1000 整数値 API list-call が返す要素の数を制限します。

auth_strategy = keystone 文字列値 ironic-inspector API で使用される認証方法。
noauth、keystone、または http_basic が有効なオプ
ションです。noauth はすべての認証を無効にしま
す。

can_manage_boot = True ブール値 ironic-inspector の現在のインストールがノードの
PXE ブートを管理できるかどうか。False に設定する
と、API は manage_boot のない または True に設定
されたイントロスペクション要求を拒否します。

clean_up_period = 60 整数値 タイムアウトしたノードと古いノードのステータス
情報を繰り返すまでの時間 (秒単位)。警告: 値を 0 に
設定すると、定期的なタスクが無効になり、インス
ペクターは ironic と同期して内部クリーンアッププ
ロセスを完了しません。デプロイで PXE フィルター
が使用されている場合は推奨できません。その結
果、ironic-inspector が定期的なクリーンアップアク
ティビティーを停止することになります。

debug = False ブール値 true に設定すると、ログレベルはデフォルトの INFO
レベルではなく DEBUG に設定されます。
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default_log_levels = 
['sqlalchemy=WARNING', 
'iso8601=WARNING', 
'requests=WARNING', 
'urllib3.connectionpool=
WARNING', 
'keystonemiddleware=WA
RNING', 
'keystoneauth=WARNING'
, 'ironicclient=WARNING', 
'amqp=WARNING', 
'amqplib=WARNING', 
'oslo.messaging=WARNI
NG', 
'oslo_messaging=WARNI
NG']

リスト値 logger=LEVEL ペアのパッケージロギングレベルのリ
スト。このオプションは、log_config_append が設定
されている場合は無視されます。

enable_mdns = False ブール値 マルチキャスト DNS 経由で ironic-inspector API エ
ンドポイントの公開を有効にするかどうかを定義し
ます。

fatal_deprecations = 
False

ブール値 非推奨の致命的なステータスを有効または無効にし
ます。

host = <based on 
operating system>

文字列値 このノードの名前。これは不透明な ID にすることが
できます。必ずしもホスト名、FQDN、または IP ア
ドレスではありません。ただし、ノード名は AMQP
キー内で有効で、ZeroMQ を使用している場合は、
有効なホスト名、FQDN、または IP アドレスを使用
する必要があります。

http_basic_auth_user_file 
= /etc/ironic-
inspector/htpasswd

文字列値 auth_strategy=http_basic の場合に使用される
Apache 形式のユーザー認証ファイルへのパス

instance_format = [instance: %
(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンスの形式。

instance_uuid_format =
[instance: %(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンス UUID の形
式。

introspection_delay = 5 整数値 2 つのイントロスペクション間の遅延 (秒単位)。これ
は、ブートが ironic-inspector (つまり
manage_boot==True) で管理される場合にのみ適用
されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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ipmi_address_fields = 
['redfish_address', 
'ilo_address', 'drac_host', 
'drac_address', 
'ibmc_address']

リスト値 ipmi_address と同等な ironic driver_info フィール
ド。

leader_election_interval = 
10

整数値 リーダー選択の間隔 (秒単位)。

listen_address = :: 文字列値 リッスンする IP。

listen_port = 5050 ポート値 リッスンするポート。

log-config-append = None 文字列値 ロギング設定ファイルの名前。このファイルは、既
存のロギング設定ファイルに追加されます。ロギン
グ設定ファイルの詳細は、Python のロギングモ
ジュールのドキュメントを参照してください。ロギ
ング設定ファイルを使用すると、すべてのロギング
設定が設定ファイルで設定され、その他のロギング
設定オプションは無視されます (例:log-date-
format)。

log-date-format = %Y-%m-
%d %H:%M:%S

文字列値 ログレコードの %%(asctime)s のフォーマット文字列
を定義します。デフォルト:%(default)sこのオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

log-dir = None 文字列値 (オプション)log_file の相対パスに使用されるベース
ディレクトリー。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log-file = None 文字列値 (オプション) ロギング出力を送信するログファイル
の名前。デフォルトが設定されていない場合、ロギ
ングは use_stderr で定義されているように stderr に
送信されます。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log_rotate_interval = 1 整数値 ログファイルがローテーションされるまでの時間。
このオプションは、log_rotation_type が interval に
設定されていない限り無視されます。

log_rotate_interval_type = 
days

文字列値 ローテーション間隔の種別。次のローテーションを
スケジューリングする際に、最後のファイル変更の
時刻 (またはサービスの起動時刻) が使用されます。

log_rotation_type = none 文字列値 ログローテーションの種別。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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logging_context_format_
string = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[%(request_id)s %
(user_identity)s] %
(instance)s%(message)s

文字列値 コンテキスト付きログメッセージに使用するフォー
マット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_debug_format_s
uffix = %(funcName)s %
(pathname)s:%(lineno)d

文字列値 メッセージのロギングレベルが DEBUG の場合にロ
グメッセージに追加する追加のデータ。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_default_format_s
tring = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[-] %(instance)s%
(message)s

文字列値 コンテキストが定義されていない場合に、ログメッ
セージに使用するフォーマット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_exception_prefix 
= %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
ERROR %(name)s %
(instance)s

文字列値 この形式で、例外出力の各行の前に接頭辞が付けら
れます。oslo_log.formatters.ContextFormatter によ
り使用されます。

logging_user_identity_for
mat = %(user)s %
(tenant)s %(domain)s %
(user_domain)s %
(project_domain)s

文字列値 logging_context_format_string で使用される %
(user_identity)s のフォーマット文字列を定義しま
す。oslo_log.formatters.ContextFormatter により使
用されます。

max_concurrency = 1000 整数値 グリーンスレッドプールのサイズ。

max_logfile_count = 30 整数値 ローテーションされたログファイルの最大数。

max_logfile_size_mb = 
200

整数値 ログファイルの最大サイズ (MB 単位)。
log_rotation_type が size に設定されていない場合
は、このオプションは無視されます。

publish_errors = False ブール値 エラーイベントの公開を有効または無効にします。

rate_limit_burst = 0 整数値 rate_limit_interval ごとのログ記録されたメッセージ
の最大数。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rate_limit_except_level = 
CRITICAL

文字列値 レート制限で使用されるログレベル名:CRITICAL、
ERROR、INFO、WARNING、DEBUG または空の文
字列。rate_limit_except_level 以上のレベルのログは
フィルターされません。空の文字列は、すべてのレ
ベルがフィルターされることを意味します。

rate_limit_interval = 0 整数値 ログのレート制限の間隔 (秒数)。

rootwrap_config = 
/etc/ironic-
inspector/rootwrap.conf

文字列値 root としてコマンドを実行するために使用する
rootwrap 設定ファイルへのパス

standalone = True ブール値 ironic-inspector をスタンドアロンのサービスとして
実行するかどうか。False に設定されているのは
EXPERIMENTAL です。

syslog-log-facility = 
LOG_USER

文字列値 ログ行を受け取る syslog ファシリティー。このオプ
ションは、log_config_append が設定されている場合
は無視されます。

timeout = 3600 整数値 イントロスペクションが失敗したと見なされるタイ
ムアウトで、無効にするには 0 に設定します。

use-journal = False ブール値 ロギング用の journald を有効にします。systemd 環
境で実行している場合は、ジャーナルサポートを有
効にしたい場合があります。その場合、ログメッ
セージに加えて構造化されたメタデータが含まれる
journal ネイティブプロトコルが使用されます。この
オプションは、log_config_append が設定されている
場合は無視されます。

use-json = False ブール値 ロギングに JSON 形式を使用します。このオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

use-syslog = False ブール値 ロギングに syslog を使用します。既存の syslog 形式
は非推奨であり、後に RFC5424 に従うように変更
されます。このオプションは、log_config_append が
設定されている場合は無視されます。

use_eventlog = False ブール値 出力を Windows イベントログに記録します。

use_ssl = False ブール値 SSL の有効化/無効化

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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use_stderr = False ブール値 出力を標準エラーに記録します。このオプション
は、log_config_append が設定されている場合は無視
されます。

watch-log-file = False ブール値 ファイルシステムを監視するように設計されたログ
ハンドラーを使用します。ログファイルが移動また
は削除されると、このハンドラーは、指定されたパ
スで新しいログファイルを即時に開きます。これ
は、log_file オプションを指定し、Linux プラット
フォームが使用される場合にのみ有効です。このオ
プションは、log_config_append が設定されている場
合は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

6.1.2. capabilities

以下の表は、/etc/ironic-inspector/inspector.conf ファイルの [capabilities] グループで使用できるオ
プションの概要をまとめたものです。

表6.1 capabilities

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

boot_mode = False ブール値 ブートモード (BIOS または UEFI) を保存するかどう
か。

cpu_flags = {'aes': 
'cpu_aes', 'pdpe1gb': 
'cpu_hugepages_1g', 
'pse': 'cpu_hugepages', 
'smx': 'cpu_txt', 'svm': 
'cpu_vt', 'vmx': 'cpu_vt'}

dict 値 このフラグが存在する場合に設定する CPU フラグと
機能間のマッピング。

6.1.3. coordination

以下の表は、/etc/ironic-inspector/inspector.conf ファイルの [coordination] グループで使用できるオ
プションの概要をまとめたものです。

表6.2 coordination

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backend_url = 
memcached://localhost:1
1211

文字列値 分散調整に使用するバックエンド URL。実験的
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6.1.4. cors

以下の表は、/etc/ironic-inspector/inspector.conf ファイルの [cors] グループで使用できるオプショ
ンの概要をまとめたものです。

表6.3 cors

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

allow_credentials = True ブール値 実際の要求にユーザーの認証情報を含めることがで
きることを示します。

allow_headers = ['X-Auth-
Token', 'X-OpenStack-
Ironic-Inspector-API-
Minimum-Version', 'X-
OpenStack-Ironic-
Inspector-API-Maximum-
Version', 'X-OpenStack-
Ironic-Inspector-API-
Version']

リスト値 実際の要求時に使用されるヘッダーフィールド名を
示します。

allow_methods = ['GET', 
'POST', 'PUT', 'HEAD', 
'PATCH', 'DELETE', 
'OPTIONS']

リスト値 実際の要求時に使用できるメソッドを示します。

allowed_origin = None リスト値 このリソースがリクエストの origin"ヘッダーで受信
したドメインと共有されるかどうかを示します。形
式:"<protocol>://<host>[:<port>]" (行末のスラッシュ
なし)例:https://horizon.example.com

expose_headers = [] リスト値 API に安全に公開できるヘッダーを示します。デ
フォルトは HTTP Simple ヘッダーです。

max_age = 3600 整数値 CORS プリフライトリクエストの最大キャッシュ期
間。

6.1.5. database

以下の表は、/etc/ironic-inspector/inspector.conf ファイルの [database] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表6.4 database

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backend = sqlalchemy 文字列値 データベースに使用するバックエンド。
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connection = None 文字列値 データベースへの接続に使用する SQLAlchemy 接続
文字列。

connection_debug = 0 整数値 SQL デバッグ情報の冗長性: 0=なし、100=すべて。

`connection_parameters = ` 文字列値 接続時に接続 URL に追加するオプションの URL パ
ラメーター。param1=value1&param2=value2&…​ とし
て指定します。

connection_recycle_time 
= 3600

整数値 この秒数より長く接続プールに存在していた接続
は、次にプールからチェックアウトされたときに新
しい接続に置き換えられます。

connection_trace = False ブール値 Python スタックトレースをコメント文字列として
SQL に追加します。

db_inc_retry_interval = 
True

ブール値 True の場合には、db_max_retry_interval までのデー
タベース操作の再試行回数を長くします。

db_max_retries = 20 整数値 エラーが発生する前に接続エラーまたはデッドロッ
クが発生した場合の最大再試行。再試行回数を無限
に指定するには -1 に設定します。

db_max_retry_interval = 
10

整数値 db_inc_retry_interval が設定されている場合は、デー
タベース操作を再試行するまでの最大秒数です。

db_retry_interval = 1 整数値 データベーストランザクションの再試行間の秒数。

max_overflow = 50 整数値 設定されている場合、この値を SQLAlchemy で
max_overflow に使用します。

max_pool_size = 5 整数値 プールに開いたままにする SQL 接続の最大数。値を
0 に設定すると無制限を意味します。

max_retries = 10 整数値 起動時のデータベース接続の最大再試行数。再試行
回数を無限に指定するには -1 に設定します。

mysql_enable_ndb = 
False

ブール値 True の場合には、MySQL Cluster (NDB) の処理のサ
ポートを透過的に有効にします。

mysql_sql_mode = 
TRADITIONAL

文字列値 MySQL セッションに使用する SQL モード。このオ
プション (デフォルトを含む) は、サーバーセット
SQL モードを上書きします。サーバー設定で設定さ
れた SQL モードを使用するには、これを no value に
設定します。例: mysql_sql_mode=

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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pool_timeout = None 整数値 設定されている場合は、この値を SQLAlchemy で
pool_timeout に使用します。

retry_interval = 10 整数値 SQL 接続を開く再試行の間隔。

slave_connection = None 文字列値 スレーブデータベースへの接続に使用する
SQLAlchemy 接続文字列。

sqlite_synchronous = 
True

ブール値 True の場合、SQLite は同期モードを使用します。

use_db_reconnect = 
False

ブール値 失われた接続でデータベースの実験的な使用を有効
にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

6.1.6. discovery

以下の表は、/etc/ironic-inspector/inspector.conf ファイルの [discovery] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表6.5 discovery

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enabled_bmc_address_v
ersion = ['4', '6']

リスト値 新規ノードを Ironic に登録する際に使用される BMC
アドレスの IP バージョン。デフォルトは 4,6 です。
4(v4 アドレスのみ使用)、4,6(v4 アドレスがより優
先され、両方のアドレスが見つかった場合 v6 バー
ジョンは無視される)、6,4(v6 が望ましいが v4 アド
レスを持つ BMC のために v4 アドレスにフォール
バック、4,6 の反対)、6(v6 アドレスのみ使用し v4
バージョンを無視) が可能です。

enroll_node_driver = 
fake-hardware

文字列値 Ironic に新規ノードを作成する際に enroll フックで使
用される Ironic ドライバーの名前。

enroll_node_fields = {} dict 値 新しく検出されたノードに設定する追加フィール
ド。

6.1.7. dnsmasq_pxe_filter

以下の表は、/etc/ironic-inspector/inspector.conf ファイルの [dnsmasq_pxe_filter] グループで使用
できるオプションの概要をまとめたものです。

表6.6 dnsmasq_pxe_filter
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

dhcp_hostsdir = 
/var/lib/ironic-
inspector/dhcp-hostsdir

文字列値 dnsmasq に公開されている MAC アドレスキャッ
シュディレクトリー。このディレクトリーはドライ
バーを排他的に制御する必要があります。

`dnsmasq_start_command = ` 文字列値 フィルターの初期化時に dnsmasq サービスを開始す
る (シェル) コマンドライン。デフォルト: don't start

`dnsmasq_stop_command = ` 文字列値 インスペクター (エラー) 終了時に dnsmasq サービス
を停止する (シェル) コマンドライン。デフォルト:
don't stop

purge_dhcp_hostsdir = 
True

ブール値 ドライバーの初期化時に hostsdir をパージします。
false に設定すると、インスペクターのデプロイメン
トが、同じホストおよび名前空間内で複数のプロセ
スが実行される可能性がある場合にのみ実行する必
要があります。この場合、Operator はカスタムク
リーニング機能を設定します。

6.1.8. extra_hardware

次の表は、/etc/ironic-inspector/inspector.conf ファイルの [extra_hardware] グループで使用できる
オプションの概要を示しています。

表6.7 extra_hardware

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

strict = False ブール値 True の場合、少なくとも 1 つのレコードが短すぎる
場合、余分なデータの解析を拒否します。さらに、
解析に失敗した場合でも、受信したデータを削除し
ます。

6.1.9. iptables

以下の表は、/etc/ironic-inspector/inspector.conf ファイルの [iptables] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表6.8 iptables

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

dnsmasq_interface = br-
ctlplane

文字列値 dnsmasq がリッスンするインターフェイスです。デ
フォルトは仮想マシンの です。
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ethoib_interfaces = [] リスト値 DHCP ネットワークへの物理アクセスに使用される
Inspector ホスト上の Ethernet Over InfiniBand イン
ターフェイスのリスト。複数のインターフェイスが
dnsmasq_interface に指定されたボンディングまたは
ブリッジにアタッチされます。望ましい状態にない
InfiniBand ノードの MAC は、これらのインターフェ
イスの隣接する MAC のリストに基づいてブラックリ
スト指定されます。

firewall_chain = ironic-
inspector

文字列値 使用する iptables チェーン名。

ip_version = 4 文字列値 iptables フィルターに使用される IP バージョン。デ
フォルトは 4 です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

6.1.10. ironic

以下の表は、/etc/ironic-inspector/inspector.conf ファイルの [ironic] グループで使用できるオプショ
ンの概要をまとめたものです。

表6.9 ironic

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth-url = None 文字列値 認証 URL

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

connect-retries = None 整数値 接続エラーに対して試行される再試行の最大数。

connect-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 接続エラーに対する 2 つの再試行の遅延 (秒単位)。
設定されていない場合は、最大 60 秒まで 0.5 秒から
開始する指数関数の再試行が使用されます。
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default-domain-id = None 文字列値 v3 および v2 パラメーターで使用するオプションの
ドメイン ID。これは v3 のユーザーとプロジェクトド
メインの両方に使用され、v2 認証では無視されま
す。

default-domain-name = 
None

文字列値 v3 API および v2 パラメーターで使用するオプション
のドメイン名です。これは v3 のユーザーとプロジェ
クトドメインの両方に使用され、v2 認証では無視さ
れます。

domain-id = None 文字列値 スコープするドメイン ID

domain-name = None 文字列値 スコープするドメイン名

endpoint-override = None 文字列値 このクライアントのリクエストには常にこのエンド
ポイント URL を使用します。注意: バージョンを指
定しないエンドポイントはここで指定する必要があ
ります。特定の API バージョンを要求するに
は、version、min-version オプション、または 
max-version オプション、もしくはそれを組み合わ
せてを使用します。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

max-version = None 文字列値 特定の API の最大メジャーバージョンで、
min_version を持つ範囲の上限として使用されること
が意図されています。version と相互に排他的です。

max_retries = 30 整数値 競合エラー時の最大再試行回数 (HTTP 409)。

min-version = None 文字列値 指定の API の最小メジャーバージョンで、
max_version を持つ範囲の下限として使用することが
意図されています。version と相互に排他的です。
max_version なしで min_version が指定されている場
合は、max version が latest の場合になります。

password = None 文字列値 ユーザーのパスワード

project-domain-id = None 文字列値 プロジェクトを含むドメイン ID

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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project-domain-name = 
None

文字列値 プロジェクトを含むドメイン名

project-id = None 文字列値 スコープするプロジェクト ID

project-name = None 文字列値 スコープするプロジェクト名

region-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
region_name。

retry_interval = 2 整数値 競合エラーが発生した場合の再試行の間隔 (HTTP
409)。

service-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_name。

service-type = baremetal 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_type。

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

status-code-retries = 
None

整数値 再試行可能な HTTP ステータスコードに対して試行
される再試行の最大数。

status-code-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 再試行可能なステータスコードに対する 2 つの再試
行間の遅延 (秒単位)。設定されていない場合は、最
大 60 秒まで 0.5 秒から開始する指数関数の再試行が
使用されます。

system-scope = None 文字列値 システム操作のスコープ

tenant-id = None 文字列値 テナント ID

tenant-name = None 文字列値 テナント名

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

trust-id = None 文字列値 Trust ID

user-domain-id = None 文字列値 ユーザーのドメイン ID

user-domain-name = 
None

文字列値 ユーザーのドメイン名

user-id = None 文字列値 ユーザー ID

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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username = None 文字列値 ユーザー名

valid-interfaces = 
['internal', 'public']

リスト値 エンドポイント URL のインターフェイスのリスト
(優先順)。

version = None 文字列値 エンドポイント URL 検出用に指定の Major API バー
ジョン内の最小の Major API バージョン。
min_version および max_version と相互排他的になる

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

6.1.11. keystone_authtoken

以下の表は、/etc/ironic-inspector/inspector.conf ファイルの [keystone_authtoken] グループで使用
できるオプションの概要をまとめたものです。

表6.10 keystone_authtoken

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth_section = None 文字列値 プラグイン固有のオプションを読み込む config セク
ション

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

auth_uri = None 文字列値 パブリックの Identity API エンドポイントを完了しま
す。このエンドポイントは、すべてのエンドユー
ザーがアクセスできる必要があるため、"admin" エン
ドポイントにすることはできません。認証されてい
ないクライアントは、認証のためにこのエンドポイ
ントにリダイレクトされます。このエンドポイント
にはバージョンを指定しないことが理想的ですが、
ワイルドカードでのクライアントのサポートは異な
ります。バージョン指定された v2 エンドポイントを
使用している場合、通常エンドユーザーがそのエン
ドポイントに到達できない可能性があるため、これ
はサービスユーザーがトークンを検証するために使
用するエンドポイントにすることはできません。こ
のオプションは www_authenticate_uri が優先される
ため非推奨となり、S リリースで削除される予定で
す。非推奨:Queens 以降

*理由:* auth_uri オプションは www_authenticate_uri
が優先されるため非推奨となり、S リリースで削除
される予定です。

auth_version = None 文字列値 Identity API エンドポイントの API バージョン。
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cache = None 文字列値 Swift キャッシュオブジェクトが保存される環境キー
を要求します。auth_token ミドルウェアを Swift
キャッシュと共にデプロイする場合は、このオプ
ションを使用して、ミドルウェアが swift とキャッシ
ングバックエンドを共有するようにします。それ以
外の場合は、代わりに memcached_servers オプ
ションを使用します。

cafile = None 文字列値 HTTPs 接続の検証時に使用する PEM でエンコード
された認証局。デフォルトはシステム CA です。

certfile = None 文字列値 ID サーバーでクライアント証明書が必要な場合に必
要です。

delay_auth_decision = 
False

ブール値 ミドルウェア内の認可要求を処理せず、承認の決定
をダウンストリームの WSGI コンポーネントに委譲
します。

enforce_token_bind = 
permissive

文字列値 トークンバインディングの使用および種別を制御す
るために使用されます。トークンバインディングの
チェックを無効するには、"disabled"に設定します。
バインドタイプがサーバーの認識する形式の場合に
はバインディング情報を検証し、そうでない場合に
は無視するには、"permissive"(デフォルト) に設定し
ます。"strict"は"permissive"と類似していますが、バ
インドタイプが不明な場合にはトークンが拒否され
ます。"required"の場合は、いずれかの形式のトーク
ンバインディングが必要です。最後に、トークンに
指定する必要のあるバインディングメソッドの名
前。

http_connect_timeout = 
None

整数値 Identity API サーバーと通信する際の要求タイムアウ
ト値。

http_request_max_retries 
= 3

整数値 Identity API サーバーと通信する際に再接続を試行す
る回数。

include_service_catalog = 
True

ブール値 (オプション)X-Service-Catalog ヘッダーを設定する
かどうかを示します。False の場合、ミドルウェアは
トークンの検証時にサービスカタログを要求せず、
X-Service-Catalog ヘッダーを設定しません。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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interface = internal 文字列値 Identity API エンドポイントに使用するインターフェ
イス。有効な値は、"public"、"internal" (デフォル
ト)、または "admin" です。

keyfile = None 文字列値 ID サーバーでクライアント証明書が必要な場合に必
要です。

memcache_pool_conn_g
et_timeout = 10

整数値 (オプション) プールから memcached クライアント
接続を取得するまで操作が待機する秒数。

memcache_pool_dead_re
try = 300

整数値 (オプション)memcached サーバーが停止していると
みなされる秒数。この秒数が経過すると再試行され
ます。

memcache_pool_maxsize 
= 10

整数値 (オプション) すべての memcached サーバーへの
オープン接続の最大合計数。

memcache_pool_socket_
timeout = 3

整数値 (オプション)memcached サーバーと通信する際のソ
ケットのタイムアウト (秒単位)。

memcache_pool_unused
_timeout = 60

整数値 (オプション)memcached への接続がプール内で未使
用の状態を維持する秒数。この秒数が経過すると終
了されます。

memcache_secret_key = 
None

文字列値 (オプション、memcache_security_strategy が定義さ
れている場合には必須) この文字列は鍵の導出に使用
されます。

memcache_security_strat
egy = None

文字列値 (オプション) 定義されている場合は、トークンデー
タを認証、または認証して暗号化する必要があるか
どうかを示します。MAC の場合、キャッシュでトー
クンデータが認証されます (HMAC を使用)。
ENCRYPT の場合、キャッシュでトークンデータが
暗号化され、認証されます。値がこれらのオプショ
ンのいずれでもない場合や空の場合には、
auth_token は初期化時に例外を発生させます。

memcache_use_advance
d_pool = False

ブール値 (オプション) 高度な (eventlet に対して安全な)
memcached クライアントプールを使用します。高度
なプールは python 2.x でのみ動作します。

memcached_servers = 
None

リスト値 オプションで、キャッシュに使用する memcached
サーバーのリストを指定します。未定義のままの場
合、トークンは代わりに処理中にキャッシュされま
す。

region_name = None 文字列値 アイデンティティーサーバーがあるリージョン。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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service_token_roles = 
['service']

リスト値 サービストークンに存在する必要があるロールの選
択。サービストークンは、期限切れのトークンを使
用できることを要求できるため、このチェックでは
実際のサービスのみがこのトークンを送信するよう
に厳密に制御する必要があります。ここでのロール
は ANY チェックとして適用されるため、このリスト
のロールはすべて存在している必要があります。後
方互換性の理由から、現在 allow_expired チェックに
のみ影響します。

service_token_roles_requ
ired = False

ブール値 後方互換性の理由から、service_token_roles チェッ
クを有効としてパスしない有効なサービストークン
をパスさせる必要があります。これを true に設定す
ることが今後のリリースでデフォルトとなり、可能
な場合は有効にされる必要があります。

service_type = None 文字列値 サービスカタログに表示されるサービスの名前また
は種別。これは、制限されたアクセスルールがある
トークンを検証するために使用されます。

token_cache_time = 300 整数値 トークンの検証に過剰な時間を費やすのを防ぐため
に、ミドルウェアは、設定可能な期間 (秒単位) 中は
以前に見たトークンをキャシュします。キャッシュ
を完全に無効にするには -1 に設定します。

www_authenticate_uri = 
None

文字列値 パブリックの Identity API エンドポイントを完了しま
す。このエンドポイントは、すべてのエンドユー
ザーがアクセスできる必要があるため、"admin" エン
ドポイントにすることはできません。認証されてい
ないクライアントは、認証のためにこのエンドポイ
ントにリダイレクトされます。このエンドポイント
にはバージョンを指定しないことが理想的ですが、
ワイルドカードでのクライアントのサポートは異な
ります。バージョン指定された v2 エンドポイントを
使用している場合、通常エンドユーザーがそのエン
ドポイントに到達できない可能性があるため、これ
はサービスユーザーがトークンを検証するために使
用するエンドポイントにすることはできません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

6.1.12. oslo_policy

以下の表は、/etc/ironic-inspector/inspector.conf ファイルの [oslo_policy] グループで使用できるオ
プションの概要をまとめたものです。

表6.11 oslo_policy
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enforce_new_defaults = 
False

ブール値 このオプションは、ポリシーを評価するときに古い
非推奨のデフォルトを使用するかどうかを制御しま
す。True の場合、古い非推奨のデフォルトは評価さ
れません。これは、既存のトークンが古いデフォル
トで許可されているが、新しいデフォルトで許可さ
れていない場合、許可されないことを意味します。
新しいデフォルトと scope_type の利点を一緒に得
ることができるように、このフラグを 
enforce_scope フラグと一緒に有効にすることを
推奨します

enforce_scope = False ブール値 このオプションは、ポリシーを評価する際にスコー
プを適用するかどうかを制御します。True の場合、
リクエストで使用されるトークンのスコープは、適
用されるポリシーの scope_types と比較されま
す。スコープが一致しない場合、InvalidScope 例
外が発生します。False の場合、ポリシーが一致し
ないスコープで呼び出されていることを運用者に通
知するメッセージが記録されます。

policy_default_rule = 
default

文字列値 デフォルトルール。要求されたルールが見つからな
い場合に適用されます。

policy_dirs = ['policy.d'] 多値 ポリシー設定ファイルが保存されるディレクト
リー。これは、config_dir オプションで定義される検
索パス内の任意のディレクトリーへの相対パスか、
絶対パスにすることができます。このディレクト
リーの検索には、policy_file で定義されたファイルが
存在している必要があります。存在しないディレク
トリーまたは空のディレクトリーは無視されます。

policy_file = policy.json 文字列値 ロールを指定のサービスのパーミッションにマッピ
ングするファイルの相対パスまたは絶対パス。相対
パスは、このオプションを設定する設定ファイルに
対する相対パスとして指定する必要があります。

remote_content_type = 
application/x-www-form-
urlencoded

文字列値 REST ベースのポリシーチェックのデータを送受信す
るコンテンツ種別

remote_ssl_ca_crt_file = 
None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用の認証局証明書
ファイルの絶対パス

remote_ssl_client_crt_file 
= None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用のクライアント証
明書の絶対パス

remote_ssl_client_key_fil
e = None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用のクライアント鍵
ファイルの絶対パス
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remote_ssl_verify_server
_crt = False

ブール値 REST ベースのポリシーチェックのサーバーアイデン
ティティー検証

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

6.1.13. pci_devices

以下の表は、/etc/ironic-inspector/inspector.conf ファイルの [pci_devices] グループで使用できるオ
プションの概要をまとめたものです。

表6.12 pci_devices

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

alias = [] 多値 vendor_id フィールドおよび product_id フィールド
で識別される PCI デバイスのエイリアス。形式:
{"vendor_id": "1234", "product_id": "5678", "name":
"pci_dev1"}

6.1.14. port_physnet

次の表は、/etc/ironic-inspector/inspector.conf ファイルの [port_physnet] グループで使用できるオ
プションの概要を示しています。

表6.13 port_physnet

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

cidr_map = [] リスト値 IP サブネット CIDR から物理ネットワークへのマッ
ピング。physnet_cidr_map 処理フックが有効になっ
ている場合、ベアメタルポートの physical_network
プロパティーは、このマッピングに基づいて入力さ
れます。

6.1.15. 処理

以下の表は、/etc/ironic-inspector/inspector.conf ファイルの [processing] グループで使用できるオ
プションの概要をまとめたものです。

表6.14 処理

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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add_ports = pxe 文字列値 イントロスペクション中にポートとして追加する
MAC アドレス。使用できる値: all (すべての MAC ア
ドレス)、active (IP アドレスを使用する NIC の MAC
アドレス)、pxe (PXE ブート元である NIC ノードの
MAC アドレスのみ)、ramdisk で PXE MAC が指定さ
れていない場合のアクティブにフォールバックしま
す。

always_store_ramdisk_lo
gs = False

ブール値 エラーメッセージが返されない場合でも ramdisk ロ
グを保存するかどうか (ramdisk_logs_dir オプション
が設定されているかどうか)。

default_processing_hook
s = 
ramdisk_error,root_disk_
selection,scheduler,valid
ate_interfaces,capabilitie
s,pci_devices

文字列値 パイプラインを処理するデフォルトフックのコンマ
区切りリスト。フック スケジューラー により、Nova
スケジューラーが必要とする最低限のプロパティー
でノードが更新されます。フック
validate_interfaces は、ramdisk が有効な NIC デー
タを提供します。実際に何を行うのかがわかってい
ない限り、この 2 つを除外しないでください。

disk_partitioning_spacing 
= True

ブール値 パーティショニングのために 1 GiB のディスクサイズ
を残すかどうか。IPA で ramdisk として使用する場合
に限り、以前の ramdisk local_gb が ramdisk 側で算出
されます。

keep_ports = all 文字列値 イントロスペクションの後に保持するポート (ノード
上に準備済み) します。使用できる値は、all (何も削
除しない)、ind (イントロスペクションデータに存在
する MAC ポート)、added (イントロスペクション中
に追加した MAC のみ) です。

node_not_found_hook = 
None

文字列値 インスペクターがノードから検査情報を受け取る際
に実行されるフックの名前。このフックはデフォル
トで無視されます。

overwrite_existing = True ブール値 ノードデータベースの既存の値を上書きするかどう
か。このオプションを無効にして、非破壊的な操作
を行います。

permit_active_introspecti
on = False

ブール値 稼働状態のノードを処理するかどうか。

power_off = True ブール値 アクティブで introspection.Nodes の後にノードの電
源をオフにするか、イントロスペクションデータを
送信すると、その機能が
permit_active_introspection 設定オプションで有効
になっている場合は、その電源をオフにします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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processing_hooks = 
$default_processing_hoo
ks

文字列値 パイプラインを処理するための有効なフックのコン
マ区切りリスト。このデフォルトは
$default_processing_hooks で、
"prehook,$default_processing_hooks,posthook" のよ
うに、デフォルトの前または後にフックを追加する
ことができます。

ramdisk_logs_dir = None 文字列値 これを設定すると、ramdisk からのログはこのディレ
クトリーに保存されます。

ramdisk_logs_filename_f
ormat = 
{uuid}_{dt:%Y%m%d-
%H%M%S.%f}.tar.gz

文字列値 ramdisk ログを保存するファイル名のテンプレート。
{uuid} - node UUID または "unknown", {bmc} - node
BMC address or "unknown", {dt} - current UTC date
and time, {mac} - PXE boot MAC or "unknown" の代
わりとして使用できます。

store_data = none 文字列値 イントロスペクションデータを保存するためのスト
レージバックエンド。使用できる値は
none、database、swift です。none に設定すると、
イントロスペクションデータは保存されません。

update_pxe_enabled = 
True

ブール値 イントロスペクションデータに従って pxe_enabled
値を更新するかどうか。
[processing]overwrite_existing が False に設定されて
いる場合、このオプションは効果がありません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

6.1.16. pxe_filter

以下の表は、/etc/ironic-inspector/inspector.conf ファイルの [pxe_filter] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表6.15 pxe_filter

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

deny_unknown_macs = 
False

ブール値 デフォルトでは、イントロスペクションがアクティ
ブな場合、インスペクターは任意のノードの DHCP
サーバーを開きます。イントロスペクションがアク
ティブなときに未知の MAC アドレスに対して
DHCP を開くと、ユーザーはポートのないノードを
ironic に追加し、ノードのイントロスペクションの結
果に基づいて ironic-inspector にポートを登録させる
ことができます。注記: このオプションが True の場
合、ノードにはイントロスペクションの前に少なく
とも 1 つの登録済みポートが必要です。
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driver = iptables 文字列値 使用する PXE ブートフィルタードライバー、使用可
能なフィルターは iptables、dnsmasq、および noop
です。noop を設定して、ファイアウォールのフィル
タリングを無効にします。

sync_period = 15 整数値 フィルターの定期的な更新を繰り返すまでの時間 (秒
単位)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

6.1.17. service_catalog

以下の表は、/etc/ironic-inspector/inspector.conf ファイルの [service_catalog] グループで使用でき
るオプションの概要をまとめたものです。

表6.16 service_catalog

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth-url = None 文字列値 認証 URL

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

connect-retries = None 整数値 接続エラーに対して試行される再試行の最大数。

connect-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 接続エラーに対する 2 つの再試行の遅延 (秒単位)。
設定されていない場合は、最大 60 秒まで 0.5 秒から
開始する指数関数の再試行が使用されます。

default-domain-id = None 文字列値 v3 および v2 パラメーターで使用するオプションの
ドメイン ID。これは v3 のユーザーとプロジェクトド
メインの両方に使用され、v2 認証では無視されま
す。
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default-domain-name = 
None

文字列値 v3 API および v2 パラメーターで使用するオプション
のドメイン名です。これは v3 のユーザーとプロジェ
クトドメインの両方に使用され、v2 認証では無視さ
れます。

domain-id = None 文字列値 スコープするドメイン ID

domain-name = None 文字列値 スコープするドメイン名

endpoint-override = None 文字列値 このクライアントのリクエストには常にこのエンド
ポイント URL を使用します。注意: バージョンを指
定しないエンドポイントはここで指定する必要があ
ります。特定の API バージョンを要求するに
は、version、min-version オプション、または 
max-version オプション、もしくはそれを組み合わ
せてを使用します。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

max-version = None 文字列値 特定の API の最大メジャーバージョンで、
min_version を持つ範囲の上限として使用されること
が意図されています。version と相互に排他的です。

min-version = None 文字列値 指定の API の最小メジャーバージョンで、
max_version を持つ範囲の下限として使用することが
意図されています。version と相互に排他的です。
max_version なしで min_version が指定されている場
合は、max version が latest の場合になります。

password = None 文字列値 ユーザーのパスワード

project-domain-id = None 文字列値 プロジェクトを含むドメイン ID

project-domain-name = 
None

文字列値 プロジェクトを含むドメイン名

project-id = None 文字列値 スコープするプロジェクト ID

project-name = None 文字列値 スコープするプロジェクト名

region-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
region_name。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

Red Hat OpenStack Platform 17.1 設定の参照

596



service-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_name。

service-type = baremetal-
introspection

文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_type。

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

status-code-retries = 
None

整数値 再試行可能な HTTP ステータスコードに対して試行
される再試行の最大数。

status-code-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 再試行可能なステータスコードに対する 2 つの再試
行間の遅延 (秒単位)。設定されていない場合は、最
大 60 秒まで 0.5 秒から開始する指数関数の再試行が
使用されます。

system-scope = None 文字列値 システム操作のスコープ

tenant-id = None 文字列値 テナント ID

tenant-name = None 文字列値 テナント名

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

trust-id = None 文字列値 Trust ID

user-domain-id = None 文字列値 ユーザーのドメイン ID

user-domain-name = 
None

文字列値 ユーザーのドメイン名

user-id = None 文字列値 ユーザー ID

username = None 文字列値 ユーザー名

valid-interfaces = 
['internal', 'public']

リスト値 エンドポイント URL のインターフェイスのリスト
(優先順)。

version = None 文字列値 エンドポイント URL 検出用に指定の Major API バー
ジョン内の最小の Major API バージョン。
min_version および max_version と相互排他的になる

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

6.1.18. swift

以下の表は、/etc/ironic-inspector/inspector.conf ファイルの [swift] グループで使用できるオプショ
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以下の表は、/etc/ironic-inspector/inspector.conf ファイルの [swift] グループで使用できるオプショ
ンの概要をまとめたものです。

表6.17 swift

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth-url = None 文字列値 認証 URL

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

connect-retries = None 整数値 接続エラーに対して試行される再試行の最大数。

connect-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 接続エラーに対する 2 つの再試行の遅延 (秒単位)。
設定されていない場合は、最大 60 秒まで 0.5 秒から
開始する指数関数の再試行が使用されます。

container = ironic-
inspector

文字列値 オブジェクトの作成時に使用するデフォルトの Swift
コンテナー。

default-domain-id = None 文字列値 v3 および v2 パラメーターで使用するオプションの
ドメイン ID。これは v3 のユーザーとプロジェクトド
メインの両方に使用され、v2 認証では無視されま
す。

default-domain-name = 
None

文字列値 v3 API および v2 パラメーターで使用するオプション
のドメイン名です。これは v3 のユーザーとプロジェ
クトドメインの両方に使用され、v2 認証では無視さ
れます。

delete_after = 0 整数値 Swift オブジェクトが削除されるまでの秒数 (オブ
ジェクトを削除しない場合は 0 に設定します)。

domain-id = None 文字列値 スコープするドメイン ID

domain-name = None 文字列値 スコープするドメイン名
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endpoint-override = None 文字列値 このクライアントのリクエストには常にこのエンド
ポイント URL を使用します。注意: バージョンを指
定しないエンドポイントはここで指定する必要があ
ります。特定の API バージョンを要求するに
は、version、min-version オプション、または 
max-version オプション、もしくはそれを組み合わ
せてを使用します。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

max-version = None 文字列値 特定の API の最大メジャーバージョンで、
min_version を持つ範囲の上限として使用されること
が意図されています。version と相互に排他的です。

min-version = None 文字列値 指定の API の最小メジャーバージョンで、
max_version を持つ範囲の下限として使用することが
意図されています。version と相互に排他的です。
max_version なしで min_version が指定されている場
合は、max version が latest の場合になります。

password = None 文字列値 ユーザーのパスワード

project-domain-id = None 文字列値 プロジェクトを含むドメイン ID

project-domain-name = 
None

文字列値 プロジェクトを含むドメイン名

project-id = None 文字列値 スコープするプロジェクト ID

project-name = None 文字列値 スコープするプロジェクト名

region-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
region_name。

service-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_name。

service-type = object-
store

文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_type。

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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status-code-retries = 
None

整数値 再試行可能な HTTP ステータスコードに対して試行
される再試行の最大数。

status-code-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 再試行可能なステータスコードに対する 2 つの再試
行間の遅延 (秒単位)。設定されていない場合は、最
大 60 秒まで 0.5 秒から開始する指数関数の再試行が
使用されます。

system-scope = None 文字列値 システム操作のスコープ

tenant-id = None 文字列値 テナント ID

tenant-name = None 文字列値 テナント名

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

trust-id = None 文字列値 Trust ID

user-domain-id = None 文字列値 ユーザーのドメイン ID

user-domain-name = 
None

文字列値 ユーザーのドメイン名

user-id = None 文字列値 ユーザー ID

username = None 文字列値 ユーザー名

valid-interfaces = 
['internal', 'public']

リスト値 エンドポイント URL のインターフェイスのリスト
(優先順)。

version = None 文字列値 エンドポイント URL 検出用に指定の Major API バー
ジョン内の最小の Major API バージョン。
min_version および max_version と相互排他的になる

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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第7章 KEYSTONE
以下の章では、keystone サービスの設定オプションについて説明します。

7.1. KEYSTONE.CONF

本項では、/etc/keystone/keystone.conf ファイルのオプションについて説明します。

7.1.1. DEFAULT

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [DEFAULT] グループで使用できるオプション
の概要をまとめたものです。

.

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

admin_token = None 文字列値 この機能の使用は推奨され ていません。代わりに 
keystone-manage bootstrap コマンドを使用し
ます。このオプションの値は、共有シークレットと
して扱われ、API 経由で Keystone をブートストラッ
プするために使用できます。このトークンはユー
ザーを表すものではありません (ID を持たない)。ま
た明示的な認可を伴わないません (ほとんどの認可
チェックを事実上回避する)。None に設定すると、
値は無視され、admin_token ミドルウェアは事実
上無効になります。

conn_pool_min_size = 2 整数値 接続有効期限ポリシーのプールサイズ制限

conn_pool_ttl = 1200 整数値 プールのアイドル状態の接続の存続期間 (秒単位)

control_exchange = 
keystone

文字列値 トピックがスコープ設定されるデフォルトの変換。
transport_url オプションで指定した変換名で上書き
できます。

debug = False ブール値 true に設定すると、ログレベルはデフォルトの INFO
レベルではなく DEBUG に設定されます。
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default_log_levels = 
['amqp=WARN'、
'amqplib=WARN'、
'boto=WARN'、
'qpid=WARN'、
'sqlalchemy=WARN'、
'suds=INFO'、
'oslo.messaging=INFO'、
'oslo_messaging=INFO'、
'iso8601=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.connectionpool=WARN'
、
'urllib3.connectionpool=
WARN'、
'websocket=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.util.retry=WARN'、
'urllib3.util.retry=WARN'
、
'keystonemiddleware=WA
RN'、
'routes.middleware=WAR
N'、'stevedore=WARN'、
'taskflow=WARN'、
'keystoneauth=WARN'、
'oslo.cache=INFO'、
'oslo_policy=INFO'、
'dogpile.core.dogpile=INF
O']

リスト値 logger=LEVEL ペアのパッケージロギングレベルのリ
スト。このオプションは、log_config_append が設定
されている場合は無視されます。

default_publisher_id = 
None

文字列値 送信通知のデフォルト publisher_id。定義されてい
ない場合は、Keystone はデフォルトでサーバーのホ
スト名を使用します。

executor_thread_pool_siz
e = 64

整数値 エグゼキューターがスレッディングまたはイベント
レットの場合のエグゼキュータースレッドプールの
サイズ。

fatal_deprecations = 
False

ブール値 非推奨の致命的なステータスを有効または無効にし
ます。

insecure_debug = False ブール値 true に設定すると、サーバーは、認証されていな
い、または認証されたユーザーが通常の情報 (認証が
失敗した理由に関する追加情報など) を取得できるよ
うに HTTP 応答の情報を返します。これはデバッグ
に役立ちますが、安全ではありません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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instance_format = [instance: %
(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンスの形式。

instance_uuid_format =
[instance: %(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンス UUID の形
式。

list_limit = None 整数値 コレクションで返されるエンティティーの最大数。
次に、適切なセクションに list_limit を指定して、特
定のドライバーに対してこのグローバル制限を上書
きできます (例: [assignment])。デフォルトでは制
限は設定されません。大規模なデプロイメントで
は、全ユーザーおよびプロジェクトをリスト表示す
るような操作がシステムに不必要な負荷が配置され
ないようにするために、これを妥当な数値に設定す
ることが推奨されます。

log-config-append = None 文字列値 ロギング設定ファイルの名前。このファイルは、既
存のロギング設定ファイルに追加されます。ロギン
グ設定ファイルの詳細は、Python のロギングモ
ジュールのドキュメントを参照してください。ロギ
ング設定ファイルを使用すると、すべてのロギング
設定が設定ファイルで設定され、その他のロギング
設定オプションは無視されます (例:log-date-
format)。

log-date-format = %Y-%m-
%d %H:%M:%S

文字列値 ログレコードの %%(asctime)s のフォーマット文字列
を定義します。デフォルト:%(default)sこのオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

log-dir = None 文字列値 (オプション)log_file の相対パスに使用されるベース
ディレクトリー。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log-file = None 文字列値 (オプション) ロギング出力を送信するログファイル
の名前。デフォルトが設定されていない場合、ロギ
ングは use_stderr で定義されているように stderr に
送信されます。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log_rotate_interval = 1 整数値 ログファイルがローテーションされるまでの時間。
このオプションは、log_rotation_type が interval に
設定されていない限り無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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log_rotate_interval_type = 
days

文字列値 ローテーション間隔の種別。次のローテーションを
スケジューリングする際に、最後のファイル変更の
時刻 (またはサービスの起動時刻) が使用されます。

log_rotation_type = none 文字列値 ログローテーションの種別。

logging_context_format_
string = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[%(request_id)s %
(user_identity)s] %
(instance)s%(message)s

文字列値 コンテキスト付きログメッセージに使用するフォー
マット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_debug_format_s
uffix = %(funcName)s %
(pathname)s:%(lineno)d

文字列値 メッセージのロギングレベルが DEBUG の場合にロ
グメッセージに追加する追加のデータ。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_default_format_s
tring = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[-] %(instance)s%
(message)s

文字列値 コンテキストが定義されていない場合に、ログメッ
セージに使用するフォーマット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_exception_prefix 
= %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
ERROR %(name)s %
(instance)s

文字列値 この形式で、例外出力の各行の前に接頭辞が付けら
れます。oslo_log.formatters.ContextFormatter によ
り使用されます。

logging_user_identity_for
mat = %(user)s %
(tenant)s %(domain)s %
(user_domain)s %
(project_domain)s

文字列値 logging_context_format_string で使用される %
(user_identity)s のフォーマット文字列を定義しま
す。oslo_log.formatters.ContextFormatter により使
用されます。

max_logfile_count = 30 整数値 ローテーションされたログファイルの最大数。

max_logfile_size_mb = 
200

整数値 ログファイルの最大サイズ (MB 単位)。
log_rotation_type が size に設定されていない場合
は、このオプションは無視されます。

max_param_size = 64 整数値 ユーザー & プロジェクト ID/名前のサイズを制限し
ます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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max_project_tree_depth = 
5

整数値 プロジェクト階層の最大深さ (階層の上部にあるドメ
インとして機能するプロジェクトを除く)。警告: こ
の値を大きな値に設定すると、パフォーマンスに悪
影響を与える可能性があります。

max_token_size = 255 整数値 [DEFAULT] max_param_size と同様ですが、
トークン値の例外を提供します。Fernet トークンで
は、この値を 255 未満に設定できます。

notification_format = cadf 文字列値 Identity サービスイベントの通知形式を定義しま
す。basic 通知には、操作するリソースに関する情
報のみがあります。cadf 通知には、イベントのイニ
シエーターに関する情報と、同じ情報がありま
す。cadf オプションは basic オプションと完全に後
方互換性がありますが、CADF は完全に準拠してお
り、監査のユースケースで推奨されます。

notification_opt_out = 
['identity.authenticate.suc
cess', 
'identity.authenticate.pen
ding', 
'identity.authenticate.faile
d']

多値 明示的にオプトアウトすることで、keystone が出力
する通知数を減らすことができます。Keystone は、
このリストで表現されるパターンに一致する通知を
出力しません。値は identity.<resource_type>.
<operation> の形式でなることが予想されます。デ
フォルトでは、認証に関連するすべての通知が自動
的に抑制されます。複数の通知トピックをオプトア
ウトするには、このフィールドを複数回設定できま
す。たとえば、以下は、ユーザー作成または正常な
認証イベントを記述する通知を表示しません。
notification_opt_out=identity.user.create
notification_opt_out=identity.authenticate.success

public_endpoint = None URI 値 クライアントに通知される Keystone のベースパブ
リックエンドポイント URL (Keystone が接続をリッ
スンする方法には影響しません)。デフォルトは、要
求のベースホスト URL です。たとえば、keystone が
http://server:5000/v3/users へのリクエストを受
け取ると、このオプションは自動的に 
http://server:5000 として処理されます。オプショ
ンを設定する必要があります。これは、ベース URL
の値に keystone が自動的に推測されないパス
(/prefix/v3) が含まれている場合に限ります。また
は、エンドポイントが別のホストにある必要がある
場合に限ります。

publish_errors = False ブール値 エラーイベントの公開を有効または無効にします。

rate_limit_burst = 0 整数値 rate_limit_interval ごとのログ記録されたメッセージ
の最大数。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rate_limit_except_level = 
CRITICAL

文字列値 レート制限で使用されるログレベル名:CRITICAL、
ERROR、INFO、WARNING、DEBUG または空の文
字列。rate_limit_except_level 以上のレベルのログは
フィルターされません。空の文字列は、すべてのレ
ベルがフィルターされることを意味します。

rate_limit_interval = 0 整数値 ログのレート制限の間隔 (秒数)。

rpc_conn_pool_size = 30 整数値 RPC 接続プールのサイズ。

rpc_ping_enabled = False ブール値 ping 呼び出しに応答するエンドポイントを追加しま
す。エンドポイントの名前は oslo_rpc_server_ping
です。

rpc_response_timeout = 
60

整数値 呼び出しからの応答を待つ秒数。

strict_password_check = 
False

ブール値 true に設定すると、パスワード操作に対して、パス
ワードの長さの厳密なチェックが実行されます。パ
スワードの最大長を超えると、操作は HTTP 403
Forbidden エラーを出して失敗します。false に設定
すると、パスワードは自動的に最大長に切り捨てら
れます。

syslog-log-facility = 
LOG_USER

文字列値 ログ行を受け取る syslog ファシリティー。このオプ
ションは、log_config_append が設定されている場合
は無視されます。

transport_url = rabbit:// 文字列値 メッセージングバックエンドに接続するためのネッ
トワークアドレスおよびオプションのユーザー認証
情報 (URL 形式)。想定される形式は次のとおりで
す。

driver://[user:pass@]host:port[,
[userN:passN@]hostN:portN]/virtual_host?query

例:rabbit://rabbitmq:password@127.0.0.1:5672//

URL のフィールドの詳細
は、https://docs.openstack.org/oslo.messaging/late
st/reference/transport.html で
oslo_messaging.TransportURL のドキュメントを参
照してください。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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use-journal = False ブール値 ロギング用の journald を有効にします。systemd 環
境で実行している場合は、ジャーナルサポートを有
効にしたい場合があります。その場合、ログメッ
セージに加えて構造化されたメタデータが含まれる
journal ネイティブプロトコルが使用されます。この
オプションは、log_config_append が設定されている
場合は無視されます。

use-json = False ブール値 ロギングに JSON 形式を使用します。このオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

use-syslog = False ブール値 ロギングに syslog を使用します。既存の syslog 形式
は非推奨であり、後に RFC5424 に従うように変更
されます。このオプションは、log_config_append が
設定されている場合は無視されます。

use_eventlog = False ブール値 出力を Windows イベントログに記録します。

use_stderr = False ブール値 出力を標準エラーに記録します。このオプション
は、log_config_append が設定されている場合は無視
されます。

watch-log-file = False ブール値 ファイルシステムを監視するように設計されたログ
ハンドラーを使用します。ログファイルが移動また
は削除されると、このハンドラーは、指定されたパ
スで新しいログファイルを即時に開きます。これ
は、log_file オプションを指定し、Linux プラット
フォームが使用される場合にのみ有効です。このオ
プションは、log_config_append が設定されている場
合は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.2. application_credential

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [application_credential] グループで使用でき
るオプションの概要をまとめたものです。

表7.1 application_credential

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

cache_time = None 整数値 アプリケーション認証情報データを秒単位でキャッ
シュする時間。これは、グローバルキャッシングが
有効でない限り効果はありません。
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caching = True ブール値 アプリケーション認証情報のキャッシュを切り替え
ます。これは、グローバルキャッシングが有効でな
い限り効果はありません。

driver = sql 文字列値 keystone.application_credential 名前空間のア
プリケーション認証情報のバックエンドドライバー
のエントリーポイント。Keystone は sql ドライバー
のみを提供するため、カスタムエントリーポイント
を提供しない限り、これを変更する必要はありませ
ん。

user_limit = -1 整数値 ユーザーが作成できるアプリケーション認証情報の
最大数。-1 の値は無制限を意味します。制限が設定
されていない場合には、ユーザーはアプリケーショ
ン認証情報を作成でき、これにより keystone データ
ベースでエラーが発生したり、keystone が DoS 攻撃
を行う可能性がありました。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.3. assignment

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [assignment] グループで使用できるオプショ
ンの概要をまとめたものです。

表7.2 assignment

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

driver = sql 文字列値 keystone.assignment 名前空間に、割り当てバッ
クエンドドライバーのエントリーポイント (ロール割
り当てが保存されている)keystone が提供しているの
は SQL ドライバーのみです。keystone 用のプロプ
ライエタリードライバーを記述していない限り、こ
のオプションを設定する必要はありません。

prohibited_implied_role = 
['admin']

リスト値 暗黙のロールになることを禁止されているロール名
のリスト。

7.1.4. auth

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [auth] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表7.3 auth
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

application_credential = 
None

文字列値 keystone.auth.application_credential 名前空間
の application_credential auth プラグインモジュール
のエントリーポイント。keystone の独自の 
application_credential 認証プラグインを上書き
する場合以外は、この設定を行う必要はありませ
ん。

external = None 文字列値 keystone.auth.external 名前空間の外部
(REMOTE_USER) 認証プラグインモジュールのエ
ントリーポイント。提供されるドライバーは 
DefaultDomain および Domain です。デフォルト
のドライバーは DefaultDomain です。ここで
は、REMOTE_USER 変数の keystone に指定した
ユーザー名で識別されているすべてのユーザーが、
デフォルトドメインのコンテキスト内に存在するこ
とを前提とします。Domain オプション
は、REMOTE_USER のドメイン名を含む追加の環
境変数 REMOTE_DOMAIN が keystone に提示され
ることを期待します (REMOTE_DOMAIN が設定さ
れていない場合、代わりにデフォルトのドメインが
使用されることになります)。外部認証を利用する場
合、アプリケーションサーバー (Apache など) が
keystone ではなく認証を処理している場合を除き、
この設定を行う必要はありません。

mapped = None 文字列値 keystone.auth.mapped 名前空間のマップされた
auth プラグインモジュールのエントリーポイント。
keystone の独自の mapped 認証プラグインを上書
きする場合以外は、この設定を行う必要はありませ
ん。

methods = ['external', 
'password', 'token', 
'oauth1', 'mapped', 
'application_credential']

リスト値 許可される認証方法。注意: 現在フェデレーションを
使用している場合は、external 認証メソッドを無効
にする必要があります。外部認証とフェデレーショ
ンはいずれも REMOTE_USER 変数を使用します。
マッピングされたプラグインと外部プラグインの両
方がリクエスト環境で属性を検証するため、競合が
発生する可能性があります。

oauth1 = None 文字列値 keystone.auth.oauth1 名前空間の OAuth 1.0a
auth プラグインモジュールのエントリーポイント。
keystone 自身の oauth1 認証プラグインを上書きす
る場合以外は、この設定を行う必要はありません。

password = None 文字列値 keystone.auth.password 名前空間のパスワード
認証プラグインモジュールのエントリーポイント。
keystone 自体のパスワード認証プラグインを上書き
する場合を除き、この設定は必要ありません。
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token = None 文字列値 keystone.auth.token 名前空間のトークン認証プ
ラグインモジュールのエントリーポイント。
keystone 自体のトークン認証プラグインを上書きす
る場合を除き、この設定は必要ありません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.5. cache

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [cache] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表7.4 cache

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backend = 
dogpile.cache.null

文字列値 キャッシュバックエンドモジュール。数百のスレッ
ドサーバーを持つイベントレットベースまたは環境
の場合は、プーリングを含む Memcache
(oslo_cache.memcache_pool) が推奨されます。100
台未満のスレッドサーバーがある環境では、
Memcached(dogpile.cache.memcached) または
Redis(dogpile.cache.redis) が推奨されます。サー
バーの単一のインスタンスを含むテスト環境は、
dogpile.cache.memory バックエンドを使用できま
す。

backend_argument = [] 多値 バックエンドモジュールに指定された引数。このオ
プションは、dogpile.cache バックエンドに渡される
引数ごとに 1 回指定します。例: "<argname>:<value>"

config_prefix = 
cache.oslo

文字列値 キャッシュリージョンの設定ディクショナリーを構
築するための接頭辞。同じ設定名を持つ別の
dogpile.cache リージョンがない場合は、これを変更
する必要はありません。

dead_timeout = 60 浮動小数点の値 HashClient の内部メカニズムでプールにノードを再
度追加しようとするまでの時間 (秒)。

debug_cache_backend = 
False

ブール値 キャッシュバックエンドからの追加デバッグ (キャッ
シュキー、get/set/delete/etc コール)。これは、
キー/値を含む特定の cache-backend get/set/delete
呼び出しを確認する必要がある場合にのみ非常に便
利です。通常、これは false に設定されている必要が
あります。

Red Hat OpenStack Platform 17.1 設定の参照

610



enable_retry_client = 
False

ブール値 失敗を処理する再試行クライアントメカニズムを有
効にします。これらのメカニズムは、あらゆる種類
の pymemcache クライアントをラップするために使
用できます。ラッパーを使用すると、試行回数と
attemot 間の待機時間を定義できます。

enable_socket_keepalive 
= False

ブール値 dogpile の pymemcache バックエンドのソケット
キープアライブのグローバルトグル

enabled = True ブール値 キャッシュのグローバル切り替え。

expiration_time = 600 整数値 dogpile.cache リージョンのキャッシュされた項目に
対するデフォルトの TTL (秒単位)。これは、キャッ
シュの有効期限が明示的に定義されていないキャッ
シュされたメソッドに適用されます。

hashclient_retry_attempt
s = 2

整数値 HashClient の内部メカニズムでクライアントが無効
としてマークされ、プールから削除されるまで、ク
ライアントを試行する必要がある回数。

hashclient_retry_delay = 
1

浮動小数点の値 HashClient の内部メカニズムでの再試行の間に経過
する時間 (秒単位)。

memcache_dead_retry = 
300

整数値 再試行するまで memcached サーバーが停止されて
いるとみなされる秒数 (dogpile.cache.memcache お
よび oslo_cache.memcache_pool バックエンドの
み)。

memcache_pool_connect
ion_get_timeout = 10

整数値 操作が memcache クライアント接続を取得するのを
待つ秒数。

memcache_pool_flush_o
n_reconnect = False

ブール値 再接続時に memcache がフラッシュされるかどうか
をグローバルに切り替えます
(oslo_cache.memcache_pool バックエンドのみ)。

memcache_pool_maxsize 
= 10

整数値 すべての memcached サーバーへのオープン接続の
最大数 (oslo_cache.memcache_pool バックエンドの
み)。

memcache_pool_unused
_timeout = 60

整数値 memcached への接続が閉じられる前にプールで未使
用のままになる秒数 (oslo_cache.memcache_pool
バックエンドのみ)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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memcache_servers = 
['localhost:11211']

リスト値 ホスト: ポートの形式の Memcache サーバー
(dogpile.cache.memcached および
oslo_cache.memcache_pool バックエンドのみ)。特
定のホストが IPv6 を参照する場合、または特定のド
メインが IPv6 を参照する場合、特定のアドレスの前
にアドレスファミリー (inet6) を付ける必要があり
ます (例: inet6[::1]:11211、inet6:
[fd12:3456:789a:1::1]:11211、inet6:
[controller-0.internalapi]:11211)。アドレスファ
ミリーが指定されていない場合、使用されるデフォ
ルトのアドレスファミリーは、IPv4 に対応する inet
になります。

memcache_socket_timeo
ut = 1.0

浮動小数点の値 サーバーへの呼び出しごとにタイムアウト (秒単
位)。(dogpile.cache.memcache および
oslo_cache.memcache_pool バックエンドのみ)。

proxies = [] リスト値 dogpile.cache バックエンドの機能に影響を与えるプ
ロキシークラス。changing-backend-behavior につ
いての dogpile.cache ドキュメントを参照してくださ
い。

retry_attempts = 2 整数値 失敗するまでアクションを試行する回数。

retry_delay = 0 浮動小数点の値 各試行の間にスリープする秒数。

socket_keepalive_count = 
1

整数値 接続を切断する前に TCP が送信するキープアライブ
プローブの最大数。ゼロより大きい正の整数である
必要があります。

socket_keepalive_idle = 1 整数値 TCP がキープアライブプローブの送信を開始する前
に、接続がアイドル状態を維持する必要がある時間
(秒単位)。ゼロより大きい正の整数である必要があ
ります。

socket_keepalive_interval 
= 1

整数値 個々のキープアライブプローブ間の時間 (秒単位)。
ゼロより大きい正の整数である必要があります。

tls_allowed_ciphers = 
None

文字列値 TLS コンテキストで作成されたソケットで利用可能
な暗号を設定します。OpenSSL 暗号リスト形式の文
字列である必要があります。指定されていない場合
は、OpenSSL 対応の暗号がすべて利用可能になりま
す。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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tls_cafile = None 文字列値 キャッシュサーバーの信頼性を確立するのに必要な
PEM 形式の連結された CA 証明書のファイルへのパ
ス。tls_enabled が False の場合、このオプションは
無視されます。

tls_certfile = None 文字列値 クライアントの証明書と証明書の信頼性を確立する
ために必要な任意の数の CA 証明書を含む PEM 形式
の単一ファイルへのパス。このファイルは、クライ
アント側の認証が必要な場合にのみ必要です。
tls_enabled が False の場合、このオプションは無視
されます。

tls_enabled = False ブール値 キャッシングサーバーと連携する際に、TLS の使用
をグローバルに切り替えます。

tls_keyfile = None 文字列値 クライアントの秘密鍵を含む単一ファイルへのパ
ス。それ以外の場合、秘密鍵は tls_certfile で指定さ
れたファイルから取得されます。tls_enabled が
False の場合、このオプションは無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.6. catalog

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [catalog] グループで使用できるオプションの
概要をまとめたものです。

表7.5 catalog

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

cache_time = None 整数値 カタログデータのキャッシュ時間 (秒単位)。グロー
バルキャッシュとカタログキャッシングの両方が有
効でない限り、効果はありません。カタログデータ
(サービス、エンドポイントなど) は通常頻繁に変更
されないため、グローバルデフォルトよりも長い期
間が望ましい場合があります。

caching = True ブール値 カタログキャッシュを切り替えます。これは、グ
ローバルキャッシングが有効でない限り効果はあり
ません。一般的なデプロイメントでは、これを無効
にする理由はありません。
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driver = sql 文字列値 keystone.catalog 名前空間内のカタログドライ
バーのエントリーポイント。Keystone は sql オプ
ション (SQL 経由の基本的な CRUD 操
作)、templated オプション (ディスク上のテンプ
レート化されたカタログからカタログを読み込む)、
および endpoint_filter.sql オプション (プロジェク
トごとに任意のサービスカタログをサポートする) を
提供します。

list_limit = None 整数値 カタログコレクションで返されるエンティティーの
最大数。デプロイメントに十分なサービスやエンド
ポイントがあり、妥当な制限を超えるのに十分な
サービスやエンドポイントがあるため、通常はこれ
を設定する必要はありません。

template_file = 
default_catalog.templates

文字列値 テンプレート化されたカタログバックエンドに使用
するファイルへの絶対パス。このオプション
は、[catalog] driver が templated に設定されて
いる場合にのみ使用さ れ ます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.7. cors

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [cors] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表7.6 cors

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

allow_credentials = True ブール値 実際の要求にユーザーの認証情報を含めることがで
きることを示します。

allow_headers = ['X-Auth-
Token', 'X-Openstack-
Request-Id', 'X-Subject-
Token', 'X-Project-Id', 'X-
Project-Name', 'X-Project-
Domain-Id', 'X-Project-
Domain-Name', 'X-
Domain-Id', 'X-Domain-
Name', 'Openstack-Auth-
Receipt']

リスト値 実際の要求時に使用されるヘッダーフィールド名を
示します。
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allow_methods = ['GET'、
'PUT'、'POST'、
'DELETE'、'PATCH']

リスト値 実際の要求時に使用できるメソッドを示します。

allowed_origin = None リスト値 このリソースがリクエストの origin"ヘッダーで受信
したドメインと共有されるかどうかを示します。形
式:"<protocol>://<host>[:<port>]" (行末のスラッシュ
なし)例:https://horizon.example.com

expose_headers = ['X-
Auth-Token', 'X-
Openstack-Request-Id', 
'X-Subject-Token', 
'Openstack-Auth-
Receipt']

リスト値 API に安全に公開できるヘッダーを示します。デ
フォルトは HTTP Simple ヘッダーです。

max_age = 3600 整数値 CORS プリフライトリクエストの最大キャッシュ期
間。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.8. credential

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [credential] グループで使用できるオプション
の概要をまとめたものです。

表7.7 credential

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth_ttl = 15 整数値 署名付き EC2 または S3 トークン要求がトークン要
求に含まれるタイムスタンプから有効になる期間 (分
単位)。

cache_time = None 整数値 認証情報データを秒単位でキャッシュする時間 (秒単
位)。これは、グローバルキャッシングが有効でない
限り効果はありません。

caching = True ブール値 ユーザー認証情報の取得時にのみキャッシュを有効
にします。これは、グローバルキャッシングが有効
でない限り効果はありません。

driver = sql 文字列値 keystone.credential 名前空間内のクレデンシャル
バックエンドドライバーのエントリーポイント。
Keystone は sql ドライバーのみを提供するため、カ
スタムエントリーポイントを提供しない限り、この
変更の理由はありません。
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key_repository = 
/etc/keystone/credential-
keys/

文字列値 認証情報のバックエンドに保存されている認証情報
を暗号化および復号化するために使用される Fernet
キーが含まれるディレクトリー。認証情報の暗号化
に使用される Fernet キーは、Fernet トークンの暗号
化に使用される Fernet キーとは関係ありません。両
方の鍵は別々に管理する必要があり、異なるロー
テーションポリシーが必要です。Fernet トークンの
キーの管理に使用するリポジトリーとこのリポジト
リーを共有しないでください。

provider = fernet 文字列値 keystone.credential.provider 名前空間での認証
情報の暗号化および復号操作のエントリーポイン
ト。Keystone は fernet ドライバーのみを提供する
ため、認証情報を暗号化および復号化するカスタム
エントリーポイントを提供しない限り、この変更の
理由はありません。

user_limit = -1 整数値 ユーザーが作成できる認証情報の最大数。-1 の値は
無制限を意味します。制限が設定されていない場
合、ユーザーは認証情報を自由に作成できます。こ
れにより、keystone データベースが肥大化したり、
keystone が DoS 攻撃を受ける可能性があります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.9. database

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [database] グループで使用できるオプションの
概要をまとめたものです。

表7.8 database

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backend = sqlalchemy 文字列値 データベースに使用するバックエンド。

connection = None 文字列値 データベースへの接続に使用する SQLAlchemy 接続
文字列。

connection_debug = 0 整数値 SQL デバッグ情報の冗長性: 0=なし、100=すべて。

`connection_parameters = ` 文字列値 接続時に接続 URL に追加するオプションの URL パ
ラメーター。param1=value1&param2=value2&…​ とし
て指定します。
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connection_recycle_time 
= 3600

整数値 この秒数より長く接続プールに存在していた接続
は、次にプールからチェックアウトされたときに新
しい接続に置き換えられます。

connection_trace = False ブール値 Python スタックトレースをコメント文字列として
SQL に追加します。

db_inc_retry_interval = 
True

ブール値 True の場合には、db_max_retry_interval までのデー
タベース操作の再試行回数を長くします。

db_max_retries = 20 整数値 エラーが発生する前に接続エラーまたはデッドロッ
クが発生した場合の最大再試行。再試行回数を無限
に指定するには -1 に設定します。

db_max_retry_interval = 
10

整数値 db_inc_retry_interval が設定されている場合は、デー
タベース操作を再試行するまでの最大秒数です。

db_retry_interval = 1 整数値 データベーストランザクションの再試行間の秒数。

max_overflow = 50 整数値 設定されている場合、この値を SQLAlchemy で
max_overflow に使用します。

max_pool_size = 5 整数値 プールに開いたままにする SQL 接続の最大数。値を
0 に設定すると無制限を意味します。

max_retries = 10 整数値 起動時のデータベース接続の最大再試行数。再試行
回数を無限に指定するには -1 に設定します。

mysql_enable_ndb = 
False

ブール値 True の場合には、MySQL Cluster (NDB) の処理のサ
ポートを透過的に有効にします。

mysql_sql_mode = 
TRADITIONAL

文字列値 MySQL セッションに使用する SQL モード。このオ
プション (デフォルトを含む) は、サーバーセット
SQL モードを上書きします。サーバー設定で設定さ
れた SQL モードを使用するには、これを no value に
設定します。例: mysql_sql_mode=

pool_timeout = None 整数値 設定されている場合は、この値を SQLAlchemy で
pool_timeout に使用します。

retry_interval = 10 整数値 SQL 接続を開く再試行の間隔。

slave_connection = None 文字列値 スレーブデータベースへの接続に使用する
SQLAlchemy 接続文字列。

sqlite_synchronous = 
True

ブール値 True の場合、SQLite は同期モードを使用します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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use_db_reconnect = 
False

ブール値 失われた接続でデータベースの実験的な使用を有効
にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.10. domain_config

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [domain_config] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表7.9 domain_config

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

cache_time = 300 整数値 ドメイン固有の設定データをキャッシュするための
Time-to-live (TTL)。[domain_config] caching が
有効でない限り、これは効果がありません。

caching = True ブール値 ドメイン固有の設定バックエンドのキャッシュを切
り替えます。これは、グローバルキャッシングが有
効でない限り効果はありません。通常、これを無効
にする理由はありません。

driver = sql 文字列値 keystone.resource.domain_config 名前空間の
ドメイン固有の設定ドライバーのエントリーポイン
ト。keystone では sql オプションのみが提供されな
いので、カスタムエントリーポイントを指定しない
限り、これを設定する必要はありません。

7.1.11. endpoint_filter

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [endpoint_filter] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表7.10 endpoint_filter

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

driver = sql 文字列値 keystone.endpoint_filter 名前空間内のエンドポ
イントフィルタードライバーのエントリーポイン
ト。keystone では sql オプションのみが提供されな
いので、カスタムエントリーポイントを指定しない
限り、これを設定する必要はありません。
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return_all_endpoints_if_n
o_filter = True

ブール値 これにより、設定されたエンドポイントフィルター
でユーザー + プロジェクトペアのエンドポイントが
生じない場合 (したがって、空のサービスカタログ)
が keystone の動作を制御します。true に設定する
と、keystone はサービスカタログ全体を返します。
false に設定すると、keystone は空のサービスカタロ
グを返します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.12. endpoint_policy

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [endpoint_policy] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表7.11 endpoint_policy

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

driver = sql 文字列値 keystone.endpoint_policy 名前空間内のエンドポ
イントポリシードライバーのエントリーポイント。
keystone では sql ドライバーのみが提供されないの
で、カスタムエントリーポイントを指定しない限
り、これを設定する必要はありません。

7.1.13. eventlet_server

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [eventlet_server] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表7.12 eventlet_server

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

admin_bind_host = 
0.0.0.0

ホストのアドレス
値

admin サービスがリッスンするネットワークイン
ターフェイスの IP アドレス。非推奨となったバー
ジョン: K

*reason:*eventlet の下に keystone を実行するサポー
トは、Newton リリースで削除されました。これらの
オプションは URL 置換に使用されるため、後方互換
性を維持します。
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admin_port = 35357 ポート値 リッスンする admin サービスのポート番号。非推奨
となったバージョン: K

*reason:*eventlet の下に keystone を実行するサポー
トは、Newton リリースで削除されました。これらの
オプションは URL 置換に使用されるため、後方互換
性を維持します。

public_bind_host = 
0.0.0.0

ホストのアドレス
値

パブリックサービスがリッスンするネットワークイ
ンターフェイスの IP アドレス。非推奨となったバー
ジョン: K

*reason:*eventlet の下に keystone を実行するサポー
トは、Newton リリースで削除されました。これらの
オプションは URL 置換に使用されるため、後方互換
性を維持します。

public_port = 5000 ポート値 リッスンするパブリックサービスのポート番号。非
推奨となったバージョン: K

*reason:*eventlet の下に keystone を実行するサポー
トは、Newton リリースで削除されました。これらの
オプションは URL 置換に使用されるため、後方互換
性を維持します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.14. federation

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [federation] グループで使用できるオプション
の概要をまとめたものです。

表7.13 federation

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

`assertion_prefix = ` 文字列値 フェデレーションされたアサーションの環境変数名
をフィルターする際に使用する接頭辞。一致する変
数は、フェデレーションされたマッピングエンジン
に渡されます。

caching = True ブール値 フェデレーションキャッシングを切り替えます。こ
れは、グローバルキャッシングが有効でない限り効
果はありません。通常、これを無効にする理由はあ
りません。
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default_authorization_ttl 
= 0

整数値 マッピングから引き継がれたグループメンバーシッ
プの有効期間のデフォルト時間 (分単位)。デフォル
トは 0 で、無効を意味します。

driver = sql 文字列値 keystone.federation 名前空間内のフェデレーショ
ンバックエンドドライバーのエントリーポイント。
Keystone は sql ドライバーのみを提供するため、カ
スタムエントリーポイントを提供しない限り、この
オプションを設定する必要はありません。

federated_domain_name 
= Federated

文字列値 フェデレーションされた一時ユーザーがドメインの
概念を設定できるように予約される任意のドメイン
名。管理者は、この名前でドメインを作成したり、
既存のドメインをこの名前に更新したりすることは
できません。本当に必要でない限り、この値を変更
しないようにしてください。非推奨となったバー
ジョン: T

*理由:* このオプションは、アイデンティティープロ
バイダーのドメインに存在する一時ユーザーに置き
換えられました。

remote_id_attribute = 
None

文字列値 環境からアイデンティティープロバイダーのエン
ティティー ID を取得するために使用されるすべての
プロトコルのデフォルト値。mod_shib の場合、こ
れは Shib-Identity-Provider になりま
す。mod_auth_openidc の場合、これは 
HTTP_OIDC_ISS にすることができま
す。mod_auth_mellon の場合、これは 
MELLON_IDP になります。これは、API を使用し
て、remote_id_attribute をフェデレーションプロ
トコルに提供することで、プロトコルごとに上書き
できます。

sso_callback_template = 
/etc/keystone/sso_callbac
k_template.html

文字列値 シングルサインオンコールバックハンドラーとして
使用される HTML ファイルへの絶対パス。このペー
ジには、POST 要求でトークンをエンコードするこ
とで、keystone からのユーザーを信頼済みのダッ
シュボードホストにリダイレクトすることが想定さ
れています。ほとんどのデプロイメントでは、
Keystone のデフォルト値で十分です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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trusted_dashboard = [] 多値 信頼済みダッシュボードホストのリスト。トークン
を返すためのシングルサインオン要求を受け入れる
前に、元のホストはこのリストのメンバーである必
要があります。この設定オプションは、複数の値に
対して繰り返すことができます。これは、web ベー
スの SSO フローを使用するために設定する必要があ
ります。たとえば、
trusted_dashboard=https://acme.example.com/auth
/websso
trusted_dashboard=https://beta.example.com/auth/
websso のようになります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.15. fernet_receipts

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [fernet_receipts] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表7.14 fernet_receipts

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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key_repository = 
/etc/keystone/fernet-keys/

文字列値 Fernet receipt キーを含むディレクトリー。このディ
レクトリーは、keystone-manage fernet_setup
を初めて使用する前に存在し、keystone-manage 
fernet_setup または keystone-manage 
fernet_rotate を実行しているユーザーが書き込み
可能で、もちろん keystone のサーバープロセスも読
み取り可能でなければなりません。リポジトリーに
は、受信検証に使用される単一のステージキー (常に
インデックス 0)、受信に使用される 1 つのプライマ
リーキー (常に最も高いインデックス)、受信および
検証に使用される 1 つのセカンダリーキー (他のすべ
てのインデックス値)、および受信検証に使用される
1 つのセカンダリーキー (他のすべてのインデックス
値) が含まれます。複数の keystone ノードの場合、
各ノードはステージドキー (インデックス 0) を除
き、同じキーリポジトリーコンテンツを共有する必
要があります。1 つのノードで keystone-manage 
fernet_rotate を 1 回実行し、ステージングキー (イ
ンデックス 0) を新しいプライマリーに昇格させ (前
の最高インデックスから増量)、新しいステージング
キー (インデックス 0 の新しいキー) を生成すること
は安全である。出来上がったリポジトリーは、レー
スコンディションのリスクなしに他のノードにアト
ミックに複製できます。(例えば、ホスト A
でkeystone-manage fernet_rotate を実行し、任
意の時間を待ち、ホスト A でディレクトリーの
tarball を作成し、ホスト B でそれを一時的に解凍
し、ホスト B の場所にディレクトリーをアトミック
(mv) 移動しても問題ないです)。他のノードを同期
せずにキーリポジトリーで keystone-manage 
fernet_rotate を 2 回 実行すると、受信が全ノード
で検証できなくなります。

max_active_keys = 3 整数値 これは、keystone-manage fernet_rotate が破棄
される前に、ローテーションで保持される鍵の数を
制御します。デフォルト値の 3 は、keystone がス
テージドキー (常にインデックス 0)、1 つのプライマ
リーキー (最大数インデックス)、および 1 つのセカン
ダリーキー (他のすべてのインデックス) を維持する
ことを意味します。この値を増やすと、セカンダ
リーキーがローテーションに保持されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.16. fernet_tokens

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [fernet_tokens] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表7.15 fernet_tokens
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

key_repository = 
/etc/keystone/fernet-keys/

文字列値 Fernet トークンキーを含むディレクトリー。この
ディレクトリーは、keystone-manage 
fernet_setup を初めて使用する前に存在
し、keystone-manage fernet_setup または 
keystone-manage fernet_rotate を実行している
ユーザーが書き込み可能で、もちろん keystone の
サーバープロセスも読み取り可能でなければなりま
せん。リポジトリーには、トークン検証に使用され
る単一のステージキー (常にインデックス 0)、トー
クンの作成と検証に使用される単一のプライマリー
キー (最も高いインデックス)、およびトークン検証
に使用される 1 つのセカンダリーキー (他のすべての
インデックス値) の 3 つの状態のキーが含まれる可能
性があります。複数の keystone ノードの場合、各
ノードはステージドキー (インデックス 0) を除き、
同じキーリポジトリーコンテンツを共有する必要が
あります。1 つのノードで keystone-manage 
fernet_rotate を 1 回実行し、ステージングキー (イ
ンデックス 0) を新しいプライマリーに昇格させ (前
の最高インデックスから増量)、新しいステージング
キー (インデックス 0 の新しいキー) を生成すること
は安全である。出来上がったリポジトリーは、レー
スコンディションのリスクなしに他のノードにアト
ミックに複製できます。(例えば、ホスト A
でkeystone-manage fernet_rotate を実行し、任
意の時間を待ち、ホスト A でディレクトリーの
tarball を作成し、ホスト B でそれを一時的に解凍
し、ホスト B の場所にディレクトリーをアトミック
(mv) 移動しても問題ないです)。他のノードを同期
せずに、キーリポジトリーで keystone-manage 
fernet_rotate を 2 回 実行すると、全ノードで検証
できないトークンが生成されます。

max_active_keys = 3 整数値 これは、keystone-manage fernet_rotate が破棄
される前に、ローテーションで保持される鍵の数を
制御します。デフォルト値の 3 は、keystone がス
テージドキー (常にインデックス 0)、1 つのプライマ
リーキー (最大数インデックス)、および 1 つのセカン
ダリーキー (他のすべてのインデックス) を維持する
ことを意味します。この値を増やすと、セカンダ
リーキーがローテーションに保持されます。

7.1.17. Healthcheck

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [healthcheck] グループで使用できるオプショ
ンの概要をまとめたものです。

表7.16 Healthcheck
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backends = [] リスト値 ヘルスチェックを実施し、リクエストの一部として
その情報を報告できる追加のバックエンド。

detailed = False ブール値 応答の一部として詳細情報を表示します。セキュリ
ティーメモ: このオプションを有効にすると、監視対
象のサービスに関する機密情報が漏洩する可能性が
あります。セキュリティーポリシーに違反しないこ
とを確認してください。

disable_by_file_path = 
None

文字列値 ファイルが存在することを確認し、アプリケーショ
ンがポート上で実行されているかどうかを確認しま
す。DisableByFileHealthcheck プラグインで使用さ
れます。

disable_by_file_paths = [] リスト値 ポートに基づいてファイルが存在することを確認
し、アプリケーションがポート上で実行されている
かどうかを判断します。文字列の port:path リストを
想定します。DisableByFilesPortsHealthcheck プラグ
インで使用されます。

path = /healthcheck 文字列値 healtcheck 要求に応答するパス。

7.1.18. identity

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [identity] グループで使用できるオプションの
概要をまとめたものです。

表7.17 identity

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

cache_time = 600 整数値 アイデンティティーデータのキャッシュ時間 (秒単
位)。グローバルおよびアイデンティティーキャッシ
ングが有効でない限り、効果はありません。

caching = True ブール値 アイデンティティーキャッシングを切り替えます。
これは、グローバルキャッシングが有効でない限り
効果はありません。通常、これを無効にする理由は
ありません。
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default_domain_id = 
default

文字列値 これは、すべての Identity API v2 要求に使用するド
メインを参照します (これはドメインを認識しませ
ん)。この ID を持つドメインは、オプションで 
keystone-manage bootstrap により作成するこ
とができます。v2 API が誤って破損しないように、
この ID によって参照されるドメインは v3 API で削除
できません。このドメインには特別なことは何もあ
りませんが、v2 クライアントのサポートを維持する
ために存在する必要があるという事実とは関係あり
ません。通常、この値を変更する理由はありませ
ん。

domain_config_dir = 
/etc/keystone/domains

文字列値 keystone がドメイン固有の [identity] 設定ファイル
を見つける必要のある絶対パス。[identity] 
domain_specific_drivers_enabled が true に設
定されていない限り、このオプションは機能しませ
ん。通常、この値を変更する理由はありません。

domain_configurations_fr
om_database = False

ブール値 デフォルトでは、ドメイン固有の設定データ
は、[identity] domain_config_dir で識別される
ディレクトリー内のファイルから読み込まれます。
このオプションを有効にすると、代わりに API 経由
でドメイン固有の設定を管理することができます。
これは、ディスク上の設定ファイルを使用するので
はなく、バックエンド (通常は SQL データベース) で
永続化されます。

domain_specific_drivers_
enabled = False

ブール値 ドメインのサブセット (またはすべて) には独自のア
イデンティティードライバーがあり、それぞれに独
自の部分的な設定オプションがあり、リソースバッ
クエンドまたはドメイン設定ディレクトリーのファ
イルのいずれかに保存されます ([identity] 
domain_configurations_from_database の設
定により異なります)。このようにドメインに固有の
値のみを指定する必要があります。この機能はデ
フォルトでは無効になっていますが、今後のリリー
スではデフォルトで有効化される可能性がありま
す。有効にするには true に設定します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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driver = sql 文字列値 keystone.identity 名前空間の identity バックエン
ドドライバーのエントリーポイント。Keystone は 
sql ドライバーと ldap ドライバーを提供します。こ
のオプションは、[identity]
domain_specific_drivers_enabled が有効になった場
合に、[identity] 
domain_specific_drivers_enabled が有効に
なった場合に、デフォルトのドライバー選択 (および
このセクションの他の設定変数とともに) として使用
されますが、該当するドメイン固有の設定は定義さ
れません。デプロイメントが主に ldap と を使用し
ておらず、ドメイン固有の設定を使用していない限
り、通常はこれを sql に設定したままにする必要が
あります。

list_limit = None 整数値 アイデンティティーコレクションで返されるエン
ティティーの最大数。

max_password_length = 
4096

整数値 ユーザーパスワードの最大許容長。パフォーマンス
を向上させるために、この値を小さくします。この
値を変更しても、既存のパスワードは影響を受けま
せん。この値は、設定された値よりも優先される特
定のハッシュアルゴリズムの最大許容長によって
オーバーライドされることもあります。bcrypt
max_password_length は 72 バイトです。

password_hash_algorith
m = bcrypt

文字列値 keystone に保存されているパスワードに使用するパ
スワードハッシュアルゴリズム。

password_hash_rounds = 
None

整数値 このオプションは、セキュリティーとパフォーマン
ス間のトレードオフを表します。値が大きいほどパ
フォーマンスは低下しますが、セキュリティーが強
化されます。このオプションを変更すると、既存の
パスワードハッシュにすでに固定数のラウンドが適
用されているため、新しく作成されたパスワードに
のみ影響するため、実行中のクラスターでこのオプ
ションを調整しても安全です。bcrypt のデフォルト
値は 12 で、4 から 31 までの値である必要がありま
す。scrypt のデフォルト値は 16 で、range(1,32) 内
に指定する必要があります。pbkdf_sha512 のデフォ
ルトは 60000 で、range (1,1<<32) 内である必要
があります。警告: scrypt を使用する場合は、この値
を大きくして、パスワードのハッシュに BOTH 時間
およびメモリー要件を増やします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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salt_bytesize = None 整数値 scrypt および pbkfd2_sha512 ハッシュの salt で使用
するバイト数。scrypt のデフォルト値は 16 バイトで
す。デフォルトは、pbkfd2_sha512 は 16 バイトで
す。パスワードハッシュを保存するために使用され
る列のサイズにより、96 バイトの最大値に制限され
ます。

scrypt_block_size = None 整数値 scrypt ハッシュ関数に渡す任意のブロックサイズ (r
パラメーター)。scrypt を CPU アーキテクチャーの
パフォーマンスを最適に調整するのに便利です。こ
のオプションは、password_hash_algorithm オ
プションが scrypt に設定されている場合にのみ使用
されます。デフォルトは 8 です。

scrypt_parallelism = None 整数値 scrypt ハッシュ関数に渡すオプションの並列処理 (p
パラメーター)。このオプション
は、password_hash_algorithm オプションが 
scrypt に設定されている場合にのみ使用されます。
デフォルトは 1 です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.19. identity_mapping

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [identity_mapping] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表7.18 identity_mapping

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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backward_compatible_id
s = True

ブール値 UUID を生成しないバックエンド (例: LDAP) で、
Jupno でユーザーおよびグループ ID の形式が変更さ
れ、keystone は LDAP の基礎となる属性にハッシュ
のマッピングを提供します。デフォルトでは、この
マッピングが無効になり、既存の ID が変更されなく
なります。ドメイン固有のドライバー ([identity] 
domain_specific_drivers_enabled) を使用して
マッピングが有効になっている場合でも、LDAP に
よって処理されるデフォルトドメインのユーザーお
よびグループは、ID が後方互換性を維持するように
マッピングされません。この値を false に設定する
と、デフォルトの LDAP ドライバーを含め、すべて
のバックエンドの新しいマッピングが有効になりま
す。デフォルトの LDAP ドメインからユーザーおよ
びグループが割り当てられておらず、Keystone で以
前に行った異なる ID を提供していない場合 (API の
既存 ID は突然変更される)、このオプションを安全
に保つことが保証されます。通常、この値を false に
設定できるのは、新しいインストールを設定すると
きだけであることを意味しますが、これは推奨値で
す。

driver = sql 文字列値 keystone.identity.id_mapping 名前空間の
identity マッピングバックエンドドライバーのエント
リーポイント。Keystone は sql ドライバーのみを提
供するため、カスタムエントリーポイントを提供し
ない限り、これを変更する必要はありません。

generator = sha256 文字列値 keystone.identity.id_generator namespace 内の
ユーザーおよびグループエンティティーのパブリッ
ク ID ジェネレーターのエントリーポイント。
Keystone アイデンティティーマッパーは、64 バイ
ト以下を生成するジェネレーターのみをサポートし
ます。Keystone は sha256 のエントリーポイントの
みを提供するため、カスタムエントリーポイントを
指定しない限り、この値を変更する必要はありませ
ん。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.20. jwt_tokens

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [jwt_tokens] グループで使用できるオプション
の概要をまとめたものです。

表7.19 jwt_tokens
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

jws_private_key_reposito
ry = /etc/keystone/jws-
keys/private

文字列値 JWS トークンを署名するための秘密鍵が含まれる
ディレクトリー。keystone のサーバープロセスを開
始するには、このディレクトリーが存在している必
要があります。また、keystone の server プロセスで
も読み取り可能でなければなりませ
ん。keystone.conf [jwt_tokens] 
jws_public_key_repository の公開鍵に対応する
秘密鍵が少なくとも 1 つ含まれる必要があります。こ
のディレクトリーに複数の秘密鍵がある場合、
keystone は private.pem という名前の鍵を使用し
てトークンに署名します。今後、keystone は複数の
秘密鍵でトークンに署名する機能をサポートする場
合があります。現在、JWS トークンを発行するに
は、このディレクトリーに private.pem という名前
のキーのみが必要になります。このオプションは、
JWS トークンを発行し、keystone.conf [token] 
provider = jws を設定するデプロイメントにのみ適
用されます。

jws_public_key_repositor
y = /etc/keystone/jws-
keys/public

文字列値 JWS トークン署名を検証するための公開鍵を含む
ディレクトリー。keystone のサーバープロセスを開
始するには、このディレクトリーが存在している必
要があります。また、keystone の server プロセスで
も読み取り可能でなければなりませ
ん。keystone.conf [jwt_tokens] 
jws_private_key_repository の秘密鍵に対応する
パブリックキーを少なくとも 1 つ含む必要がありま
す。このオプションは、JWS トークンを発行
し、keystone.conf [token] provider = jws を設
定するデプロイメントにのみ適用されます。

7.1.21. ldap

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [ldap] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表7.20 ldap

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

alias_dereferencing = 
default

文字列値 エイリアスを含むクエリーに使用する LDAP 逆参照
オプション。default の値は、ldap.conf によって
設定されたデフォルトの逆参照動作を使用するよう
にフォールバックされます。値が never の場合は、
エイリアスが逆参照されなくなります。searching
の値は、名前解決の後にのみエイリアスの参照を解
除します。finding の値は、名前解決時にのみエイ
リアスを参照します。always の値は、すべての場
合において、エイリアスを非参照とする。
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auth_pool_connection_lif
etime = 60

整数値 LDAP サーバーへのエンドユーザー認証接続の最大
有効期間 (秒単位)。このライフタイムを超えると、
接続はバインドされず、接続プールから削除されま
す。このオプションは、[ldap] use_auth_pool も
有効でない限り効果はありません。

auth_pool_size = 100 整数値 エンドユーザー認証に使用する接続プールのサイ
ズ。このオプションは、[ldap] use_auth_pool も
有効でない限り効果はありません。

chase_referrals = None ブール値 ディレクトリーパーティション全体で、keystone の
参照処理の動作を設定します。未設定のままにする
と、システムのデフォルトの動作が使用されます。

connection_timeout = -1 整数値 LDAP サーバーで使用する接続のタイムアウト。-1
を値として指定すると、接続はタイムアウトしませ
ん。

debug_level = None 整数値 LDAP 呼び出しの LDAP デバッグレベルを設定しま
す。値が 0 の場合は、デバッグが有効になっていな
いことを意味します。この値はビットマスクです。
可能な値については LDAP ドキュメントを参照して
ください。

group_ad_nesting = False ブール値 有効にすると、グループクエリーはネスト化された
グループに Active Directory 固有のフィルターを使用
します。

group_additional_attribut
e_mapping = []

リスト値 追加の属性を keystone のグループにマッピングする
ために使用される keystone グループ属性のペアへの
LDAP 属性のリスト。予期される形式は 
<ldap_attr>:<group_attr> です。ldap_attr は
LDAP オブジェクトの属性で、group_attr は
Identity API に表示される属性です。

group_attribute_ignore = 
[]

リスト値 作成および更新時に無視するグループ属性のリス
ト。または、特定のグループ属性をリストまたは表
示するグループ属性にフィルターする必要があるか
どうか。

group_desc_attribute = 
description

文字列値 keystone のグループの説明にマッピングされた
LDAP 属性。

group_filter = None 文字列値 グループに使用する LDAP 検索フィルター。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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group_id_attribute = cn 文字列値 keystone のグループ ID にマッピングされる LDAP
属性。これは多値属性にしないでください。グルー
プ ID は、keystone ドメイン全体でグローバルに一意
であり、URL セーフになることが予想されます。

group_member_attribute 
= member

文字列値 ユーザーがグループのメンバーであることを示すた
めに使用される LDAP 属性です。

group_members_are_ids 
= False

ブール値 グループオブジェクトクラスのメンバーが LDAP DN
ではなく keystone ユーザー ID である場合は、この
オプションを有効にします。Open Directory のグ
ループオブジェクトクラスとして posixGroup を使
用した場合です。

group_name_attribute = 
ou

文字列値 keystone のグループ名にマッピングされる LDAP 属
性。グループ名は keystone ドメイン内でのみ一意と
なることが想定されており、URL セーフであること
が予想されます。

group_objectclass = 
groupOfNames

文字列値 グループに使用する LDAP オブジェクトクラス。こ
のオプションを posixGroup に設定 する 場合
は、[ldap] group_members_are_ids オプション
を有効にすることもできます。

group_tree_dn = None 文字列値 グループに使用する検索ベース。デフォルト
は、[ldap] suffix が追加された ou=UserGroups
です。

page_size = 0 整数値 オブジェクトをリスト表示する際に keystone が
LDAP サーバーから要求する必要のある、ページご
との最大結果数を定義します。0 を値として指定す
ると、ページングが無効になります。

password = None 文字列値 LDAP サーバーにクエリーを実行するときに使用す
る管理者バインド DN のパスワードは、LDAP サー
バーが必要な場合です。

pool_connection_lifetime 
= 600

整数値 LDAP サーバーへの最大接続寿命を秒単位で指定し
ます。このライフタイムを超えると、接続はバイン
ドされず、接続プールから削除されます。このオプ
ションは、[ldap] use_pool が有効でない限り効果
はありません。

pool_connection_timeout 
= -1

整数値 LDAP 接続のプーリング時に使用する接続のタイム
アウト。-1 を値として指定すると、接続はタイムア
ウトしません。このオプションは、[ldap] 
use_pool が有効でない限り効果はありません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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pool_retry_delay = 0.1 浮動小数点の値 LDAP サーバーへの再接続を試みるまで待機する秒
数。このオプションは、[ldap] use_pool が有効で
ない限り効果はありません。

pool_retry_max = 3 整数値 LDAP サーバーへの再接続を試みる最大回数 (中止す
るまでの回数)。値をゼロにすると再試行が回避され
ます。このオプションは、[ldap] use_pool が有効
でない限り効果はありません。

pool_size = 10 整数値 LDAP 接続プールのサイズ。このオプション
は、[ldap] use_pool が有効でない限り効果はあり
ません。

query_scope = one 文字列値 検索ベース内での詳細な検索方法を定義する検索範
囲。値 one (oneLevel または singleLevel を表す)
は、ベースオブジェクトのすぐ下のオブジェクトを
検索することを示すが、ベースオブジェクト自体は
含まれない。sub の値 (subtree または 
wholeSubtree) は、ベースオブジェクト自体と、
その下のサブツリー全体の検索を示します。

randomize_urls = False ブール値 各 keystone プロセスの URL の順序をランダム化し
ます。これにより、最初のサーバーがダウンした場
合、プロセス/スレッドはリストの下位のサーバーへ
の接続を試行する前に、指定のタイムアウトに達す
るまで待機するため、障害の動作がより緩やかにな
ります。下位互換性のために、デフォルトは False
です。

suffix = 
cn=example,cn=com

文字列値 [ldap] user_tree_dn または [ldap] 
group_tree_dn のいずれかを介して DN が定義さ
れていない場合に使用するデフォルトの LDAP サー
バー接尾辞。

tls_cacertdir = None 文字列値 LDAP サーバーと通信する際に使用する CA 証明書
ディレクトリーへの絶対パス。[ldap] 
tls_cacertfile も設定している場合は、このオプ
ションを設定する理由はありません。

tls_cacertfile = None 文字列値 LDAP サーバーと通信する際に使用する CA 証明書
ファイルへの絶対パス。このオプションは [ldap] 
tls_cacertdir よりも優先されます。したがって、両
方を設定する必要はありません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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tls_req_cert = demand 文字列値 受信 TLS セッションでクライアント証明書に対して
実行するチェックを指定します。demand に設定す
ると、証明書は常に要求され、LDAP サーバーから
必要になります。allow に設定すると、証明書は常
に要求されますが、LDAP サーバーからは必要あり
ません。never に設定すると、証明書は要求されま
せん。

url = ldap://localhost 文字列値 LDAP サーバーに接続するための URL。複数の
LDAP URL をコンマ区切りの文字列として指定する
ことができます。接続には、正常にバインドするた
めの最初の URL が使用されます。

use_auth_pool = True ブール値 エンドユーザー認証の LDAP 接続プールを有効にし
ます。通常、これを無効にする理由はありません。

use_pool = True ブール値 LDAP サーバーへのクエリーの LDAP 接続プールを
有効にします。通常、これを無効にする理由はあり
ません。

use_tls = False ブール値 LDAP サーバーと通信する際に TLS を有効にしま
す。また、このオプションを使用する際に [ldap] 
tls_cacertfile および [ldap] tls_cacertdir オプ
ションも設定する必要があります。TLS ではなく
LDAP over SSL (LDAPS) を使用している場合は、こ
のオプションを設定しないでください。

user = None 文字列値 LDAP サーバーに必要な場合に、LDAP サーバーにク
エリーする際に使用する管理者バインド DN のユー
ザー名。

user_additional_attribute
_mapping = []

リスト値 追加属性を keystone のユーザー属性にマッピングす
るために使用される keystone ユーザー属性のペアへ
の LDAP 属性リスト予期される形式は <ldap_attr>:
<user_attr> です。ldap_attr は LDAP オブジェク
トの属性で、group_attr は Identity API に表示され
る属性です。

user_attribute_ignore = 
['default_project_id']

リスト値 作成および更新時に無視するユーザー属性のリス
ト、または特定のユーザー属性をリストまたは表示
するユーザー属性にフィルターする必要があるかど
うか。

user_default_project_id_a
ttribute = None

文字列値 keystone のユーザーの default_project_id にマッピ
ングされる LDAP 属性。これは、keystone が LDAP
への書き込みアクセスを持つ場合に最も一般的に使
用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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user_description_attribut
e = description

文字列値 keystone のユーザーの説明にマッピングされた
LDAP 属性。

user_enabled_attribute = 
enabled

文字列値 keystone の user enabled 属性にマッピングされた
LDAP 属性。このオプションを 
userAccountControl に設定する場合は、[ldap] 
user_enabled_mask と [ldap] 
user_enabled_default を設定することを推奨しま
す。

user_enabled_default = 
True

文字列値 ユーザーを有効にするためのデフォルト値。LDAP
サーバーが、非ブール値 (ビットマスク) 値を使用し
てユーザーが有効または無効になっているかを示す
場合は、適切な整数値と一致させる必要がありま
す。これが True に設定されていない場合には、一
般的な値は 512 になります。通常、これは [ldap] 
user_enabled_attribute = 
userAccountControl 時に使用されます。

user_enabled_emulation 
= False

ブール値 有効な場合には、keystone は別の方法を使用して、
ユーザーが [ldap] user_enabled_emulation_dn
オプションで定義したグループのメンバーかどうか
をチェックして、有効かどうかを判別します。この
オプションを有効にすると、keystone は [ldap] 
user_enabled_invert の値を無視します。

user_enabled_emulation_
dn = None

文字列値 有効なエミュレーションを使用する場合に有効な
ユーザーを保持するグループエントリーの
DN。[ldap] user_enabled_emulation も有効で
ない限り、このオプションを設定しても効果はあり
ません。

user_enabled_emulation_
use_group_config = False

ブール値 [ldap] group_member_attribute および [ldap] 
group_objectclass の設定を使用して、エミュ
レーションされた有効なグループのメンバーシップ
を決定します。[ldap] user_enabled_emulation
も有効でない限り、このオプションを有効にしても
効果はありません。

user_enabled_invert = 
False

ブール値 LDAP サーバーから取得した enabled 属性のブール
値を論理的に無視します。一部の LDAP サーバーは
ブール値ロック属性を使用するものもあります。
"true" はアカウントが無効を意味します。[ldap] 
user_enabled_invert = true を設定すると、これ
らのロック属性を使用できます。[ldap] 
user_enabled_mask オプションまたは [ldap] 
user_enabled_emulation オプションを使用する
場合は、このオプションは機能しません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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user_enabled_mask = 0 整数値 LDAP サーバーが個別のブール値ではなく、整数の
整数を整数で表した場合、有効な値を示すビットマ
スク整数。0 を値として指定すると、マスクは使用
されません。これを 0 に設定されていない場合、一
般的な値は 2 になります。通常、これは [ldap] 
user_enabled_attribute = 
userAccountControl 時に使用されます。このオ
プションを設定すると、keystone は [ldap] 
user_enabled_invert の値を無視します。

user_filter = None 文字列値 ユーザーに使用する LDAP 検索フィルター。

user_id_attribute = cn 文字列値 keystone のユーザー ID にマッピングされた LDAP
属性これは多値属性にしないでください。ユーザー
ID は、keystone ドメイン全体でグローバルに一意で
あり、URL セーフになることが予想されます。

user_mail_attribute = mail 文字列値 keystone のユーザーのメールにマップされた LDAP
属性。

user_name_attribute = sn 文字列値 keystone のユーザー名にマッピングされる LDAP 属
性。ユーザー名は keystone ドメイン内でのみ一意と
なることが想定されており、URL セーフであること
が予想されます。

user_objectclass = 
inetOrgPerson

文字列値 ユーザーに使用する LDAP オブジェクトクラス。

user_pass_attribute = 
userPassword

文字列値 keystone のユーザーパスワードにマッピングされる
LDAP 属性。

user_tree_dn = None 文字列値 ユーザーに使用する検索ベース。デフォルト
は、[ldap] suffix が追加された ou=Users です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.22. memcache

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [memcache] グループで使用できるオプション
の概要をまとめたものです。

表7.21 memcache

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

dead_retry = 300 整数値 memcached サーバーが再び試行されるまで停止され
ているとみなされる秒数。これは、キー値ストアシ
ステムによって使用されます。
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pool_connection_get_tim
eout = 10

整数値 操作が memcache クライアント接続を取得するのを
待つ秒数。これは、キー値ストアシステムによって
使用されます。

pool_maxsize = 10 整数値 すべての memcached サーバーへのオープン接続の
最大数。これは、キー値ストアシステムによって使
用されます。

pool_unused_timeout = 
60

整数値 memcached への接続が、閉じられる前にプールに未
使用のまま保持される秒数。これは、キー値ストア
システムによって使用されます。

socket_timeout = 3 整数値 サーバーへの呼び出しごとにタイムアウト (秒単
位)。これは、キー値ストアシステムによって使用さ
れます。非推奨となったバージョン: T

*reason:* このオプションは oslo.cache で複製されま
す。代わりに memcached の socket_timeout を設定
するように ''keystone.conf [cache]
memcache_socket_timeout'' オプションを設定しま
す。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.23. oauth1

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [oauth1] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表7.22 oauth1

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

access_token_duration = 
86400

整数値 OAuth アクセストークンの作成後も有効な状態を維
持するための秒数。これは、コンシューマーがサー
ビスプロバイダー (通常は keystone) と対話する必要
のある時間です。このオプションをゼロに設定する
と、アクセストークンが最後に実行されることを意
味します。

driver = sql 文字列値 keystone.oauth1 namespace の OAuth バックエン
ドドライバーのエントリーポイント。通常、カスタ
ムエントリーポイントを指定しない限り、このオプ
ションを設定する必要はありません。
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request_token_duration = 
28800

整数値 OAuth 要求トークンの作成後も有効な状態を維持す
るための秒数。これは、ユーザーがトークンを承認
する必要がある時間です。このオプションをゼロに
設定すると、リクエストトークンが永久に継続され
ます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.24. oslo_messaging_amqp

以下の表では、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [oslo_messaging_amqp] グループで利用可
能なオプションの概要を説明します。

表7.23 oslo_messaging_amqp

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

addressing_mode = 
dynamic

文字列値 ドライバーが使用するアドレスモードを示します。
許可される値:legacy - レガシーのルーティング不可
能なアドレス指定を使用します。routable - ルー
ティング可能なアドレスを使用します。dynamic -
メッセージバスがルーティングをサポートしていな
い場合はレガシーのアドレスを使用します。それ以
外の場合は、ルーティング可能なアドレスを使用し
ます。

anycast_address = 
anycast

文字列値 コンシューマーのグループに送信する際に、アドレ
ス接頭辞に追加されます。コンシューマー間でラウ
ンドロビン方式で配信される必要のあるメッセージ
を特定するために、メッセージバスで使用されま
す。

broadcast_prefix = 
broadcast

文字列値 すべてのサーバーにブロードキャストする場合に使
用されるアドレス接頭辞

connection_retry_backoff 
= 2

整数値 フェイルオーバーの試みに失敗するたびに、
connection_retry_interval をこの秒数だけ増やしま
す。

connection_retry_interval 
= 1

整数値 再接続を試みる前に一時停止する秒数。

connection_retry_interval
_max = 30

整数値 connection_retry_interval +
connection_retry_backoff の上限

container_name = None 文字列値 AMQP コンテナーの名前。グローバルで一意でなけ
ればなりません。デフォルトは、生成された UUID
です。
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default_notification_exch
ange = None

文字列値 通知アドレスで使用される変換名。エクスチェンジ
名の解決の優先順位:Target.exchange、他に設定さ
れている場合は default_notification_exchange、他に
設定されている場合は control_exchange、他に設定
されている場合は notify

default_notify_timeout = 
30

整数値 送信された通知メッセージ配信の期限。呼び出し元
がタイムアウトを明示的に指定しない場合にのみ使
用されます。

default_reply_retry = 0 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で失敗した返信メッ
セージを再送信する最大試行回数。

default_reply_timeout = 
30

整数値 rpc 返信メッセージ配信の期限。

default_rpc_exchange = 
None

文字列値 RPC アドレスで使用される変換名。エクスチェンジ
名の解決の優先順位:Target.exchange、他に設定さ
れている場合は default_rpc_exchange、他に設定さ
れている場合は control_exchange、他に設定されて
いる場合は rpc

default_send_timeout = 
30

整数値 rpc キャストまたは呼び出しメッセージ配信の期限。
呼び出し元がタイムアウトを明示的に指定しない場
合にのみ使用されます。

default_sender_link_time
out = 600

整数値 アイドル状態の送信者リンクのパージをスケジュー
ルする時間。期限切れ後にリンクの割り当てを解除
します。

group_request_prefix = 
unicast

文字列値 グループの任意のサーバーに送信する際のアドレス
接頭辞

idle_timeout = 0 整数値 非アクティブな接続のタイムアウト (秒単位)

link_retry_delay = 10 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で失敗した AMQP 1.0
リンクの再接続間に一時停止する時間。

multicast_address = 
multicast

文字列値 ファンアウトメッセージを送信するときにアドレス
接頭辞に追加されます。ファンアウトメッセージを
識別するためにメッセージバスによって使用されま
す。

notify_address_prefix = 
openstack.org/om/notify

文字列値 すべての生成される通知アドレスのアドレス接頭辞

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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notify_server_credit = 100 整数値 受信通知メッセージのウィンドウサイズ

pre_settled = ['rpc-cast', 
'rpc-reply']

多値 このタイプのメッセージを事前処置状態で送信しま
す。事前処置されたメッセージは、ピアから確認応
答を受信しません。注記: 事前処置されたメッセージ
は、配信に失敗した場合に警告なしに破棄される可
能性があります。許可される値:rpc-call - RPC 呼び
出しを事前処置状態で送信します。rpc-reply- RPC
返信を事前処置状態で送信します。rpc-cast - RPC
キャストを事前処置状態で送信します。notify - 通知
を事前処置状態で送信します。

pseudo_vhost = True ブール値 仮想ホスト (qpidd など) をネイティブにサポートし
ていないメッセージバスの仮想ホストサポートを有
効にします。true に設定すると、仮想ホスト名はす
べてのメッセージバスアドレスに追加され、結果と
して仮想ホストごとにプライベート サブネット を作
成します。メッセージバスが仮想ホストの名前とし
て AMQP 1.0 オープン遂行動詞の hostname フィー
ルドを使用して仮想ホストをサポートする場合は
False に設定します。

reply_link_credit = 200 整数値 受信する RPC 返信メッセージのウィンドウサイズ。

rpc_address_prefix = 
openstack.org/om/rpc

文字列値 すべての生成される RPC アドレスのアドレス接頭辞

rpc_server_credit = 100 整数値 受信する RPC リクエストメッセージのウィンドウサ
イズ。

`sasl_config_dir = ` 文字列値 SASL 設定が含まれるディレクトリーへのパス

`sasl_config_name = ` 文字列値 設定ファイルの名前 (.conf 接尾辞なし)

`sasl_default_realm = ` 文字列値 ユーザー名にレルムが存在しない場合に使用する
SASL レルム

`sasl_mechanisms = ` 文字列値 許可される SASL メカニズムのスペース区切りリス
ト

server_request_prefix = 
exclusive

文字列値 特定のサーバーに送信する時に使用するアドレス接
頭辞

ssl = False ブール値 SSL 経由で接続を試みます。その他の ssl 関連のパラ
メーターが指定されていない場合、システムの CA
バンドルを使用してサーバーの証明書を検証しま
す。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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`ssl_ca_file = ` 文字列値 サーバーの証明書の検証に使用する CA 証明書 PEM
ファイル

`ssl_cert_file = ` 文字列値 クライアント認証用の自己識別証明書 PEM ファイル

`ssl_key_file = ` 文字列値 ssl_cert_file 証明書の署名に使用される秘密鍵 PEM
ファイル (オプション)

ssl_key_password = 
None

文字列値 ssl_key_file を復号するためのパスワード (暗号化され
ている場合)

ssl_verify_vhost = False ブール値 デフォルトでは、SSL は、サーバーの証明書の名前
が transport_url のホスト名と一致することを確認し
ます。設定によっては、代わりに仮想ホスト名を使
用することが望ましい場合があります。たとえば、
サーバーが Server Name Indication TLS 拡張
(rfc6066) を使用して、仮想ホストごとの証明書を提
供する場合などです。サーバーの SSL 証明書が DNS
名ではなく仮想ホスト名を使用する場合は、
ssl_verify_vhost を True に設定します。

trace = False ブール値 デバッグ: AMQP フレームを標準出力 (stdout) にダ
ンプします。

unicast_address = 
unicast

文字列値 特定の RPC/通知サーバーに送信する際に、アドレス
接頭辞に追加されます。単一の送信先に送信された
メッセージを識別するためにメッセージバスによっ
て使用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.25. oslo_messaging_kafka

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [oslo_messaging_kafka] グループで使用でき
るオプションの概要をまとめたものです。

表7.24 oslo_messaging_kafka

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

compression_codec = 
none

文字列値 プロデューサーによって生成されたすべてのデータ
の圧縮コーデック。設定されていない場合、圧縮は
使用されません。この設定に許可される値は、kafka
バージョンに依存することに注意してください。

conn_pool_min_size = 2 整数値 接続有効期限ポリシーのプールサイズ制限

conn_pool_ttl = 1200 整数値 プールのアイドル状態の接続の存続期間 (秒単位)
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consumer_group = 
oslo_messaging_consum
er

文字列値 Kafka コンシューマーのグループ ID。あるグループ
のコンシューマーは、メッセージ消費を調整しま
す。

enable_auto_commit = 
False

ブール値 非同期コンシューマーコミットを有効にします。

kafka_consumer_timeout 
= 1.0

浮動小数点の値 Kafka コンシューマーのデフォルトタイムアウト

kafka_max_fetch_bytes = 
1048576

整数値 Kafka コンシューマーの最大フェッチバイト

max_poll_records = 500 整数値 ポーリング呼び出しで返されるレコードの最大数

pool_size = 10 整数値 Kafka コンシューマーのプールサイズ

producer_batch_size = 
16384

整数値 プロデューサーの非同期送信のバッチサイズ

producer_batch_timeout 
= 0.0

浮動小数点の値 KafkaProducer バッチ処理の遅延の上限 (秒単位)

sasl_mechanism = PLAIN 文字列値 セキュリティープロトコルが SASL である際のメカ
ニズム

security_protocol = 
PLAINTEXT

文字列値 ブローカーとの通信に使用されるプロトコル

`ssl_cafile = ` 文字列値 サーバーの証明書の検証に使用する CA 証明書 PEM
ファイル

`ssl_client_cert_file = ` 文字列値 認証に使用されるクライアント証明書の PEM ファイ
ル。

`ssl_client_key_file = ` 文字列値 認証に使用されるクライアントキーの PEM ファイ
ル。

`ssl_client_key_password = ` 文字列値 認証に使用されるクライアントキーパスワードファ
イル。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.26. oslo_messaging_notifications

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [oslo_messaging_notifications] グループで使
用できるオプションの概要をまとめたものです。
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表7.25 oslo_messaging_notifications

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

driver = [] 多値 通知の送信を処理するドライバー。使用できる値は
messaging、messagingv2、routing、log、test、
noop です。

retry = -1 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で配信に失敗した通
知メッセージを再送信する最大試行回数。0 - 再試行
なし、-1 - 無限回

topics = ['notifications'] リスト値 OpenStack の通知に使用する AMQP トピック。

transport_url = None 文字列値 通知に使用するメッセージングドライバーを表す
URL。設定されていない場合は、RPC に使用される
ものと同じ設定にフォールバックします。

7.1.27. oslo_messaging_rabbit

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [oslo_messaging_rabbit] グループで使用でき
るオプションの概要をまとめたものです。

表7.26 oslo_messaging_rabbit

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

amqp_auto_delete = False ブール値 AMQP の自動削除キュー。

amqp_durable_queues = 
False

ブール値 AMQP で永続キューを使用します。

direct_mandatory_flag = 
True

ブール値 (非推奨) ダイレクト送信のための RabbitMQ 必須フ
ラグを有効/無効にします。直接送信は応答として使
用されるため、クライアントキューが存在しない場
合には MessageUndeliverable 例外が発生します。
MessageUndeliverable 例外はタイムアウトをループ
して、送信者が回復する可能性が高くなります。こ
のフラグは非推奨になり、この機能を非アクティブ
化することはできません。

enable_cancel_on_failove
r = False

ブール値 x-cancel-on-ha-failover フラグを有効にして、
rabbitmq サーバーがキューが停止しているときにコ
ンシューマーをキャンセルし、通知できるようにし
ます。
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heartbeat_in_pthread = 
False

ブール値 デフォルトでは、ネイティブ Python スレッドを介し
てヘルスチェックハートビートスレッドを実行しま
す。このオプションが False の場合、ヘルスチェッ
クハートビートは親プロセスから実行モデルを継承
します。たとえば、親プロセスが eventlet/greenlet
を使用して stdlib にモンキーパッチを適用した場
合、ハートビートはグリーンスレッドを介して実行
されます。This option should be set to True only for
the wsgi services.

heartbeat_rate = 2 整数値 heartbeat_timeout_threshold 中、ハートビートを確
認する回数。

heartbeat_timeout_thresh
old = 60

整数値 ハートビートの keep-alive が失敗した場合に Rabbit
ブローカーがダウンとみなされるまでの秒数 (0 は
ハートビートを無効にします)。

kombu_compression = 
None

文字列値 実験的用途: 許容値は gzip、bz2 です。設定されてい
ない場合、圧縮は使用されません。このオプション
は、今後のバージョンで利用できない可能性があり
ます。

kombu_failover_strategy 
= round-robin

文字列値 現在接続しているノードが利用できなくなった場合
に、次の RabbitMQ ノードを選択する方法を指定し
ます。設定で複数の RabbitMQ ノードが指定される
場合に限り有効になります。

kombu_missing_consum
er_retry_timeout = 60

整数値 応答のないクライアントが応答を送信するのを待つ
時間。この時間が経過すると無視します。この値は
rpc_response_timeout より長くすることはできませ
ん。

kombu_reconnect_delay 
= 1.0

浮動小数点の値 AMQP コンシューマーの取り消し通知への応答で、
再接続するまでの待機時間。

rabbit_ha_queues = False ブール値 RabbitMQ (x-ha-policy: all) の HA キューの使用を試
みます。このオプションを変更する場合は、
RabbitMQ データベースを消去する必要がありま
す。RabbitMQ 3.0 では、キューを宣言する際に x-
ha-policy 引数によってキューのミラーリングが制御
されなくなりました。すべてのキュー (自動生成され
た名前のキューを除く) がすべてのノードでミラーリ
ングされるようにするには、"rabbitmqctl set_policy
HA ^(?!amq\.).* {"ha-mode": "all"}" を実行します。

rabbit_interval_max = 30 整数値 RabbitMQ 接続を再試行する最大間隔。デフォルト
は 30 秒です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rabbit_login_method = 
AMQPLAIN

文字列値 RabbitMQ ログイン方法

rabbit_qos_prefetch_cou
nt = 0

整数値 事前フェッチするメッセージの数を指定します。ゼ
ロに設定すると、無制限のメッセージのフェッチが
許可されます。

rabbit_retry_backoff = 2 整数値 RabbitMQ に接続する際に再試行間でバックオフす
る長さ

rabbit_retry_interval = 1 整数値 RabbitMQ との接続を再試行する頻度。

rabbit_transient_queues_
ttl = 1800

整数値 キューの TTL (x-expires) の期間 (秒単位) を表す正の
整数。TTL の期間使用されないキューは自動的に削
除されます。このパラメーターは応答キューとファ
ンアウトキューにのみ影響します。

ssl = False ブール値 SSL 経由で接続します。

`ssl_ca_file = ` 文字列値 SSL 認証局ファイル (SSL が有効な場合にのみ有
効)。

`ssl_cert_file = ` 文字列値 SSL 証明書ファイル (SSL が有効な場合にのみ有
効)。

`ssl_key_file = ` 文字列値 SSL キーファイル (SSL が有効な場合にのみ有効)。

`ssl_version = ` 文字列値 使用する SSL バージョン (SSL が有効な場合にのみ
有効)。有効な値は TLSv1 および SSLv23 です。
SSLv2、SSLv3、TLSv1_1、および TLSv1_2 は、一部
のディストリビューションで利用できます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.28. oslo_middleware

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [oslo_middleware] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表7.27 oslo_middleware

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enable_proxy_headers_p
arsing = False

ブール値 アプリケーションがプロキシーの背後であるかどう
か。これにより、ミドルウェアがヘッダーを解析す
べきかどうかを決定します。
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max_request_body_size = 
114688

整数値 各リクエストの本文の最大サイズ (バイト単位)。

secure_proxy_ssl_header 
= X-Forwarded-Proto

文字列値 SSL 終端プロキシーによって非表示であった場合で
も、元のリクエストプロトコルスキームを決定する
ために使用される HTTP ヘッダー。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.29. oslo_policy

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [oslo_policy] グループで使用できるオプショ
ンの概要をまとめたものです。

表7.28 oslo_policy

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enforce_new_defaults = 
False

ブール値 このオプションは、ポリシーを評価するときに古い
非推奨のデフォルトを使用するかどうかを制御しま
す。True の場合、古い非推奨のデフォルトは評価さ
れません。これは、既存のトークンが古いデフォル
トで許可されているが、新しいデフォルトで許可さ
れていない場合、許可されないことを意味します。
新しいデフォルトと scope_type の利点を一緒に得
ることができるように、このフラグを 
enforce_scope フラグと一緒に有効にすることを
推奨します

enforce_scope = False ブール値 このオプションは、ポリシーを評価する際にスコー
プを適用するかどうかを制御します。True の場合、
リクエストで使用されるトークンのスコープは、適
用されるポリシーの scope_types と比較されま
す。スコープが一致しない場合、InvalidScope 例
外が発生します。False の場合、ポリシーが一致し
ないスコープで呼び出されていることを運用者に通
知するメッセージが記録されます。

policy_default_rule = 
default

文字列値 デフォルトルール。要求されたルールが見つからな
い場合に適用されます。

policy_dirs = ['policy.d'] 多値 ポリシー設定ファイルが保存されるディレクト
リー。これは、config_dir オプションで定義される検
索パス内の任意のディレクトリーへの相対パスか、
絶対パスにすることができます。このディレクト
リーの検索には、policy_file で定義されたファイルが
存在している必要があります。存在しないディレク
トリーまたは空のディレクトリーは無視されます。
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policy_file = policy.yaml 文字列値 ロールを指定のサービスのパーミッションにマッピ
ングするファイルの相対パスまたは絶対パス。相対
パスは、このオプションを設定する設定ファイルに
対する相対パスとして指定する必要があります。

remote_content_type = 
application/x-www-form-
urlencoded

文字列値 REST ベースのポリシーチェックのデータを送受信す
るコンテンツ種別

remote_ssl_ca_crt_file = 
None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用の認証局証明書
ファイルの絶対パス

remote_ssl_client_crt_file 
= None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用のクライアント証
明書の絶対パス

remote_ssl_client_key_fil
e = None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用のクライアント鍵
ファイルの絶対パス

remote_ssl_verify_server
_crt = False

ブール値 REST ベースのポリシーチェックのサーバーアイデン
ティティー検証

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.30. policy

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [policy] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表7.29 policy

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

driver = sql 文字列値 keystone.policy 名前空間のポリシーバックエンド
ドライバーのエントリーポイント。提供されるドラ
イバーは rules (v3 ポリシー API の CRUD 操作をサ
ポートしません) および sql です。通常、カスタムエ
ントリーポイントを指定しない限り、このオプショ
ンを設定する必要はありません。

list_limit = None 整数値 ポリシーコレクションで返されるエンティティーの
最大数。

7.1.31. profiler

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [profiler] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表7.30 profiler

第7章 KEYSTONE

647



設定オプション = デフォルト
値

型 説明

connection_string = 
messaging://

文字列値 通知バックエンドの接続文字列。

デフォルト値は messaging:// で、通知機能を
oslo_messaging に設定します。

使用できる値の例:

messaging://: スパンの送信に
oslo_messaging ドライバーを使用します。

redis://127.0.0.1:6379: スパンの送信に
redis ドライバーを使用します。

mongodb://127.0.0.1:27017: スパンの送
信に mongodb ドライバーを使用します。

elasticsearch://127.0.0.1:9200:
elasticsearch ドライバーを使用してスパン
を送信します。

jaeger://127.0.0.1:6831: スパンの送信に
jaeger トレースを使用します。

enabled = False ブール値 このノード上の全サービスのプロファイリングを有
効にします。

デフォルト値は False です (プロファイリング機能を
無効にします)。

値:

True: 機能を有効にします

False: 機能を無効にします。このプロジェ
クトの操作ではプロファイリングを開始で
きません。プロファイリングが別のプロ
ジェクトでトリガーされた場合には、この
プロジェクトの部分は空になります。

es_doc_type = 
notification

文字列値 elasticsearch の通知インデックスについてのドキュ
メントタイプ。

es_scroll_size = 10000 整数値 elasticsearch は大規模な要求をバッチに分割しま
す。このパラメーターは、各バッチの最大サイズを
定義します (例: es_scroll_size=10000)。

es_scroll_time = 2m 文字列値 このパラメーターは時間値パラメーター
(es_scroll_time=2m など) です。これは、検索に参加
するノードが継続してサポートするために関連する
リソースを維持する時間を示します。
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filter_error_trace = False ブール値 エラー/例外を含むフィルタートレースを分離された
場所へ有効にします。

デフォルト値は False に設定されます。

値:

True: エラー/例外を含むフィルタートレー
スを有効にします。

False: フィルターを無効にします。

hmac_keys = 
SECRET_KEY

文字列値 パフォーマンスプロファイリング用にコンテキスト
データの暗号化に使用するシークレットキー。

この文字列値は <key1>[,<key2>,…​<keyn>] の形式にす
る必要があります。各キーはランダムな文字列で
す。REST API 経由でプロファイリングをトリガーす
るユーザーは、REST API 呼び出しのヘッダーにこれ
らのキーの 1 つを設定し、この特定プロジェクトの
ノードのプロファイリング結果が含まれるようにす
る必要があります。

プロファイリングを有効にするには、enabled フラ
グと hmac_keys 設定オプションの両方を設定する必
要があります。また、少なくとも 1 つのキーで全サー
ビス間で正しいプロファイリング情報を生成するに
は、OpenStack プロジェクト間で一貫性を確保する
必要があります。これにより、クライアント側から
を使用して、すべての可能なリソースからの情報を
含むトレースを生成できます。

sentinel_service_name = 
mymaster

文字列値 Redissentinel はサービス名を使用してマスターの
redis サービスを識別します。このパラメーターは名
前を定義します (例: 
sentinal_service_name=mymaster)。

socket_timeout = 0.1 浮動小数点の値 Redissentinel は、接続に timeout オプションを提供
します。このパラメーターは、タイムアウトを定義
します (例: socket_timeout=0.1)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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trace_sqlalchemy = False ブール値 サービスで SQL 要求のプロファイリングを有効にし
ます。

デフォルト値は False です (SQL 要求はトレースされ
ません)。

値:

True: SQL 要求のプロファイリングを有効
にします。各 SQL クエリーはトレースの一
部となり、それにどの程度の時間を費やし
たかによって分析できます。

False: SQL 要求のプロファイリングを無効
にします。費やした時間は、高いレベルの
操作でのみ表示されます。単一の SQL クエ
リーをこのように分析できません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.32. receipt

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [receipt] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表7.31 receipt

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

cache_on_issue = True ブール値 発行した受信データを取得して検証キャッシュを取
得し、最初の受信検証で完全な検証サイクルが発生
しないようにします。グローバルキャッシングおよ
び受信キャッシングが有効でない限り、このオプ
ションは機能しません。

cache_time = 300 整数値 受信データおよび検証データをキャッシュする秒
数。グローバルと [receipt] caching が有効でない
限り、効果はありません。

caching = True ブール値 キャッシュ受信データおよび検証データのキャッ
シュを切り替えます。これは、グローバルキャッシ
ングが有効でない場合や、問題のキャッシュ受信の
みのために cache_on_issue が無効でない限り効果は
ありません。

expiration = 300 整数値 受信が有効な時間 (秒単位)。この値は、認証メソッ
ドが欠落している場合にユーザーが認証を再試行す
る必要がある時間を表すため、常に非常に短くする
必要があります。
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provider = fernet 文字列値 keystone.receipt.provider 名前空間の Receipt プ
ロバイダーに対するエントリーポイント。受信プロ
バイダーは、受信および検証操作を制御します。
Keystone には、現時点では fernet レシートプロバ
イダーのみが含まれています。fernet レシートを永
続化する必要はまったくありませんが、keystone-
manage fernet_setup を実行する必要があります
(keystone-manage fernet_rotate コマンドも参
照してください)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.33. resource

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [resource] グループで使用できるオプションの
概要をまとめたものです。

表7.32 resource

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

admin_project_domain_n
ame = None

文字列値 admin_project_name を所有するドメインの名
前。未設定の場合、管理プロジェクトはありませ
ん。[resource] admin_project_name も、この
オプションを使用するように設定する必要がありま
す。

admin_project_name = 
None

文字列値 これは、サービス全体のクラウドレベルの管理者権
限を表す特別なプロジェクトです。このプロジェク
トにスコープ指定されたトークンには true の 
is_admin_project 属性が含まれ、その特定のプロ
ジェクトのロール割り当てがすべてのプロジェクト
で同様に適用する必要があるポリシーシステムを示
します。設定されていない場合、管理プロジェクト
は存在しないため、プロジェクト間のロール割り当
ての明示的な手段はありません。[resource] 
admin_project_domain_name もこのオプション
を使用するように設定する必要があります。

cache_time = None 整数値 リソースデータを秒単位でキャッシュする時間 (秒単
位)。これは、グローバルキャッシングが有効でない
限り効果はありません。

caching = True ブール値 リソースキャッシュを切り替えます。これは、グ
ローバルキャッシングが有効でない限り効果はあり
ません。
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domain_name_url_safe = 
off

文字列値 これは、ドメインの名前が URL-reserved 文字を含
むように制限されるかどうかを制御します。new に
設定されている場合、ドメインの作成または更新を
URL-unsafe 名で試行すると失敗します。strict に設
定すると、URL-unsafe ドメイン名を持つトークンの
スコープ設定に失敗するため、すべてのドメイン名
が URL セーフになるよう強制されます。

driver = sql 文字列値 keystone.resource 名前空間のリソースドライ
バーのエントリーポイント。keystone が提供するの
は sql ドライバーのみです。keystone 用のプロプラ
イエタリードライバーを記述していない限り、この
オプションを設定する必要はありません。

list_limit = None 整数値 リソースコレクションで返されるエンティティーの
最大数。

project_name_url_safe = 
off

文字列値 これは、プロジェクトの名前が URL-reserved 文字
を含むように制限されるかどうかを制御しま
す。new に設定されている場合、URL-unsafe 名で
プロジェクトの作成または更新に失敗します。strict
に設定されている場合、URL 安全でないプロジェク
ト名を持つトークンのスコープ試行は失敗します。
これにより、すべてのプロジェクト名が URL セーフ
になるよう強制されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.34. revoke

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [revoke] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表7.33 revoke

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

cache_time = 3600 整数値 失効リストと失効イベントをキャッシュする時間 (秒
単位)。これは、グローバルキャッシュと [revoke] 
caching の両方が有効でない限り効果はありませ
ん。

caching = True ブール値 失効イベントキャッシュを切り替えます。これは、
グローバルキャッシングが有効でない限り効果はあ
りません。
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driver = sql 文字列値 keystone.revoke 名前空間のトークン失効バック
エンドドライバーのエントリーポイント。Keystone
は sql ドライバーのみを提供するため、カスタムエ
ントリーポイントを提供しない限り、このオプショ
ンを設定する必要はありません。

expiration_buffer = 1800 整数値 対応する失効イベントがバックエンドからパージさ
れるまでのトークンの期限切れ後の秒数。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.35. role

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [role] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表7.34 role

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

cache_time = None 整数値 ロールデータのキャッシュ時間 (秒単位)。グローバ
ルキャッシングと [role] キャッシュの両方が有効で
ない限り、これは効果はありません。

caching = True ブール値 ロールのキャッシュを切り替えます。これは、グ
ローバルキャッシングが有効でない限り効果はあり
ません。一般的なデプロイメントでは、これを無効
にする理由はありません。

driver = None 文字列値 keystone.role 名前空間内のロールバックエンドド
ライバーのエントリーポイント。Keystone は sql ド
ライバーのみを提供するため、カスタムエントリー
ポイントを提供しない限り、この変更の理由はあり
ません。

list_limit = None 整数値 ロールコレクションで返されるエンティティーの最
大数。これは、デプロイメントに多数の個別ロール
がある場合に調整するのに便利です。

7.1.36. saml

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [saml] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表7.35 saml
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

assertion_expiration_time 
= 3600

整数値 NotOnOrAfter 属性を使用して、keystone によって
生成される SAML アサーションの有効期間を決定し
ます。

certfile = 
/etc/keystone/ssl/certs/sig
ning_cert.pem

文字列値 SAML 署名に使用するパブリック証明書ファイルへ
の絶対パス。値にはコンマ (,) を含めることはできま
せん。

idp_contact_company = 
Example, Inc.

文字列値 これは、アイデンティティープロバイダーの連絡先
個人の会社名です。

idp_contact_email = 
support@example.com

文字列値 これは、アイデンティティープロバイダーの連絡先
ユーザーのメールアドレスです。

idp_contact_name = 
SAML Identity Provider 
Support

文字列値 これは、アイデンティティープロバイダーの連絡先
人の名前になります。

idp_contact_surname = 
Support

文字列値 これは、アイデンティティープロバイダーの連絡先
ユーザーの名称です。

idp_contact_telephone = 
+1 800 555 0100

文字列値 これは、アイデンティティープロバイダーの連絡先
ユーザーの電話番号です。

idp_contact_type = other 文字列値 これは、アイデンティティープロバイダーの連絡先
担当者に最適な連絡先のタイプです。

idp_entity_id = None URI 値 これは、SAML アサーションを生成するときに使用
するアイデンティティープロバイダー (keystone) の
一意のエンティティー識別子です。この値はアイデ
ンティティープロバイダーのメタデータを生成する
ために必要です。この値は URI でなければなりませ
ん (URL の使用が推奨されます)。例: 
https://keystone.example.com/v3/OS-
FEDERATION/saml2/idp

idp_lang = en 文字列値 これは、アイデンティティープロバイダーの組織に
よって使用される言語です。

idp_metadata_path = 
/etc/keystone/saml2_idp_
metadata.xml

文字列値 アイデンティティープロバイダーメタデータファイ
ルへの絶対パス。このファイルは keystone-
manage saml_idp_metadata コマンドで生成す
る必要があります。通常、この値を変更する理由は
ありません。

idp_organization_display
_name = OpenStack 
SAML Identity Provider

文字列値 これは、表示するアイデンティティープロバイダー
の組織の名前です。
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idp_organization_name = 
SAML Identity Provider

文字列値 これは、アイデンティティープロバイダーの組織の
名前です。

idp_organization_url = 
https://example.com/

URI 値 これは、アイデンティティープロバイダーの組織の
URL です。ここで参照される URL は人間にとって役
に立ちます。

idp_sso_endpoint = None URI 値 これは、HTTP POST 要求を受け入れるアイデンティ
ティープロバイダーのシングルサインオン (SSO)
サービスの場所です。アイデンティティープロバイ
ダーのメタデータを生成するには、値が必要です。
例: https://keystone.example.com/v3/OS-
FEDERATION/saml2/sso

keyfile = 
/etc/keystone/ssl/private/s
igning_key.pem

文字列値 SAML 署名に使用するプライベートキーファイルへ
の絶対パス。値にはコンマ (,) を含めることはできま
せん。

relay_state_prefix = 
ss:mem:

文字列値 強化されたクライアントおよびプロキシー (ECP) ア
サーションを生成するときに使用する RelayState
SAML 属性の接頭辞。一般的なデプロイメントで
は、この値を変更する必要はありません。

xmlsec1_binary = 
xmlsec1

文字列値 XML 署名に使用するバイナリーの名前、または絶対
パス。XML Security Library (xmlsec1) のみがサ
ポートされますが、システムに非標準名またはパス
が存在する可能性があります。keystone がバイナ
リー自体を見つけられない場合は、適切なパッケー
ジをインストールするか、このオプションを使用し
て絶対パスを指定するか、keystone の PATH 環境変
数を調整する必要があります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.37. security_compliance

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [security_compliance] グループで使用できる
オプションの概要をまとめたものです。

表7.36 security_compliance

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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change_password_upon_
first_use = False

ブール値 このオプションを有効にすると、ユーザーの作成時
や、管理者がパスワードをリセットした場合に、
ユーザーによるパスワードの変更が必要となりま
す。サービスにアクセスする前に、影響を受ける
ユーザーはパスワードを変更する必要があります。
サービスユーザーなどの特定ユーザーのこの要件を
無視するには、更新ユーザー API で必要なユーザー
の options 属性 
ignore_change_password_upon_first_use を 
True に設定します。この機能はデフォルトで無効に
なっています。この機能は、[identity] driver の 
sql バックエンドにのみ適用されます。

disable_user_account_da
ys_inactive = None

整数値 ユーザーが認証なしでアカウントを使用し続けるこ
とのできる最大日数。この期間が過ぎるとアカウン
トは非アクティブと見なされて自動的に無効 (ロック
状態) になります。この機能はデフォルトでは無効に
なっています。有効にするには、任意の値を設定し
ます。この機能は、[identity] driver の sql バック
エンドによって異なります。ユーザーがこのしきい
値を超え、inactive とみなされると、HTTP API の
ユーザーの enabled 属性は、ユーザーテーブルの
ユーザーの enabled コラムの値と一致しない場合が
あります。

lockout_duration = 1800 整数値 security_compliance] 
lockout_failure_attempts で指定されているよう
に、認証失敗回数の最大値を超えた場合に、ユー
ザーアカウントがロックされる秒数を指定しま
す。[security_compliance] 
lockout_failure_attempts をゼロ以外の値に設定
しても、このオプションを設定しても効果はありま
せん。この機能は、[identity] driver の sql バック
エンドによって異なります。

lockout_failure_attempts 
= None

整数値 [security_compliance] lockout_duration で指
定された秒数の間、ユーザーアカウントがロックさ
れるまで、ユーザーが認証に失敗できる最大回数。
この機能はデフォルトで無効になっています。この
機能が有効になり、[security_compliance] 
lockout_duration が設定されていない場合、ユー
ザーが API 経由で明示的に有効にされるまで、ユー
ザーは無期限にロックアウトされる可能性がありま
す。この機能は、[identity] driver の sql バックエ
ンドによって異なります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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minimum_password_age 
= 0

整数値 ユーザーがパスワードを変更できるようになるま
で、そのパスワードを使用する必要のある日数。こ
れは、パスワードの履歴を消去して古いパスワード
を再利用するためにユーザーがパスワードを直ちに
変更するのを防ぎます。この機能は、管理者がパス
ワードを手動でリセットするのを防ぐものではあり
ません。これはデフォルトで無効になっており、即
時にパスワードの変更を可能にします。この機能
は、[identity] driver の sql バックエンドによって
異なります。注意: security_compliance 
password_expires_days が設定されている場
合、このオプションの値は 
password_expires_days より小さくする必要が
あります。

password_expires_days = 
None

整数値 パスワードが有効と見なされる日数。この期間が過
ぎるとパスワードの変更が要求されます。この機能
はデフォルトで無効になっています。有効にする
と、新しいパスワードの変更には有効期限が設定さ
れますが、既存のパスワードは影響を受けません。
この機能は、[identity] driver の sql バックエンド
によって異なります。

password_regex = None 文字列値 パスワードの強度要件の検証に使用される正規表現
デフォルトでは、正規表現は任意のパスワードと一
致します。次は、少なくとも 1 つの文字と 1 つの数字
を必要とし、最小長が 7 文字であるパターンの例で
す。^(?=.\\d)(?=.[a-zA-Z]).{7,}$。この機能
は、[identity] driver の sql バックエンドに依存し
ます。

password_regex_descript
ion = None

文字列値 人が判読できる言語でパスワードの正規表現を記述
してください。パスワードが正規表現と一致しない
場合、この設定変数の内容はユーザーに返され、要
求されたパスワードが不十分な理由が説明されてい
ます。

unique_last_password_c
ount = 0

整数値 これにより、新たに作成されたパスワードが一意で
あることを強制するために、履歴に保管する以前の
ユーザーパスワードのイテレーション数が制御され
ます。新しいパスワードを含む合計数はこの値以上
にしないでください。値をゼロ (デフォルト) に設定
すると、この機能が無効になります。したがって、
この機能を有効にするには、値は 0 より大きい必要
があります。この機能は、[identity] driver の sql
バックエンドによって異なります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.38. shadow_users

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [shadow_users] グループで使用できるオプ
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以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [shadow_users] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表7.37 shadow_users

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

driver = sql 文字列値 keystone.identity.shadow_users 名前空間内の
シャドウユーザーバックエンドドライバーのエント
リーポイント。このドライバーは、(フェデレーショ
ン、LDAP などを介して) 外部で管理されるアイデン
ティティーへのローカルユーザー参照を保持するた
めに使用されます。Keystone は sql ドライバーのみ
を提供するため、カスタムエントリーポイントを提
供しない限り、このオプションを変更する理由はあ
りません。

7.1.39. トークン (token)

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [token] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表7.38 トークン (token)

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

allow_expired_window = 
172800

整数値 これは、組み込みの有効期限を超えたトークンを取
得できる秒数を制御します。これにより、長時間実
行される操作が正常に実行されることができます。
デフォルトは 2 日です。

allow_rescope_scoped_t
oken = True

ブール値 これにより、スコープ付きトークンが新規プロジェ
クトまたはドメインに再スコープされるかどうかを
切り替えて、他のトークンに対してスコープ付き
トークン (デフォルトプロジェクトスコープを持つ
トークンを含む) を変更できないようにします。これ
により、ユーザーに非スコープトークンの認証 (さら
に特定のスコープを持つトークンに対してその非ス
コープのトークンを交換) または、スコープ付きトー
クンにすべての要求で認証情報を指定して再スコー
プ設定を回避することができます。
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cache_on_issue = True ブール値 発行されたトークンデータをトークン検証キャッ
シュに保存し、最初のトークン検証によって検証サ
イクルが完全に発生しないようにします。グローバ
ルキャッシングが有効でない限り、このオプション
は効果がなく、[token] caching = False であって
もトークンをキャッシュします。非推奨となった
バージョン: S

*理由:*Keystone は、トークンのキャッシュオプショ
ンをすでに公開しています。発行時にトークンを
キャッシュする個別の設定オプションは冗長で、不
必要に複雑で、トークンが発行時にデフォルトで事
前キャッシュされるため、トークンが無効になって
いると誤解を招く可能性があります。トークンが発
行時に事前キャッシュされる機能は、今後
''keystone.conf [token] caching'' オプションにのみ依
存します。

cache_time = None 整数値 トークンの作成および検証データをキャッシュする
秒数。グローバルと [token] caching が有効でない
限り、効果はありません。

caching = True ブール値 トークンの作成および検証データのキャッシュを切
り替えます。これは、グローバルキャッシングが有
効でない限り効果はありません。

expiration = 3600 整数値 トークンが有効でなければならない期間 (秒単位)。
この値を大きく減らすと、複数のサービスを組み合
わせて調整する長時間実行される操作が中断される
可能性があり、ユーザーは keystone でより頻繁に認
証を強制します。この値を大きくすると、同時に有
効なトークンの数が増えます。Keystone トークンも
ベアラートークンであるため、期間は短く、危険に
さらされたトークンの潜在的なセキュリティーの影
響を軽減します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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provider = fernet 文字列値 keystone.token.provider 名前空間内のトークン
プロバイダーのエントリーポイント。トークンプロ
バイダーは、トークンの構築、検証、および失効操
作を制御します。サポートされるアップストリーム
プロバイダーは fernet および jws です。fernet
トークンまたは jws トークンはいずれも永続性を必
要とせず、追加の設定が必要です。fernet を使用す
る場合には、keystone-manage fernet_setup を
実行する必要があります。これにより、トークンの
暗号化に使用する対称鍵が作成されます。jws を使
用する場合には、トークンに署名および検証するた
めに SHA-256 ハッシュアルゴリズムを使用して
ECDSA キーペアを生成する必要があります。これは
keystone-manage create_jws_keypair で行う
ことができます。fernet トークンは暗号化さ
れ、jws トークンのみが署名されることに注意して
ください。お使いのデプロイメントでトークン ID の
生成に使用されるペイロードの内容に関するセキュ
リティー要件がある場合は、必ず検討してくださ
い。

revoke_by_id = True ブール値 これにより、トークン識別子で個別のトークンを取
り消すサポートと、さまざまなトークンの列挙操作
(特定のユーザーに発行した全トークンのリスト表示
など) がサポートされます。これらの操作は、取り消
されるトークンのリストを決定するために使用され
ます。kvs [revoke] driver を使用している場合
は、このオプションを無効にしないでください。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.40. tokenless_auth

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [tokenless_auth] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表7.39 tokenless_auth

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

issuer_attribute = 
SSL_CLIENT_I_DN

文字列値 クライアント証明書の発行者を keystone に渡すため
に使用される WSGI 環境変数の名前。この属性は、
X.509 トークンレス承認のアイデンティティープロ
バイダー ID として使用され、対応するマッピングを
検索します。一般的なデプロイメントでは、この値
を変更する必要はありません。
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protocol = x509 文字列値 X.509 トークンレス承認を表すために使用される
フェデレーションされたプロトコル ID。これは 
[tokenless_auth] issuer_attribute の値と組み合
わせて、対応するフェデレーションマッピングを見
つけます。一般的なデプロイメントでは、この値を
変更する必要はありません。

trusted_issuer = [] 多値 X.509 トークンレス認証の使用が許可されるクライ
アント証明書の信頼できる発行者を識別する識別名
のリスト。オプションが存在しない場合、証明書は
許可されません。識別名 (DN) の値の形式はコンマで
区切り、スペースは使用しないでください。さら
に、個別の DN にはコンマが含まれる可能性がある
ため、このオプションを複数回繰り返して、複数の
値を表すことができます。たとえば、keystone.conf
には、trusted_issuer = 
CN=john,OU=keystone,O=openstack および 
trusted_issuer = CN=mary,OU=eng,O=abc の
2 つの異なる DN を信頼するために 2 つの連続した行
が含まれます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.41. totp

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [totp] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表7.40 totp

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

included_previous_windo
ws = 1

整数値 TOTP の乗車の乗車パスを処理するときに確認する
前のウィンドウの数。

7.1.42. 信頼 (trust)

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [trust] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表7.41 信頼 (trust)

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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allow_redelegation = 
False

ブール値 あるユーザーから別のユーザーに承認を交換し、信
頼を効果的にチェーンできるようにします。無効に
すると、信頼の remaining_uses 属性はゼロに制
限されます。

driver = sql 文字列値 keystone.trust 名前空間の信頼バックエンドドライ
バーのエントリーポイント。Keystone は sql ドライ
バーのみを提供するため、カスタムエントリーポイ
ントを提供しない限り、これを変更する必要はあり
ません。

max_redelegation_count 
= 3

整数値 あるユーザーから別のユーザーに承認をトラスト
チェーンで交換できる最大回数。この数は、特定の
信頼に対してさらに削減される可能性があります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.43. unified_limit

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [unified_limit] グループで使用できるオプショ
ンの概要をまとめたものです。

表7.42 unified_limit

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

cache_time = None 整数値 統一された制限データをキャッシュする時間 (秒単
位)。グローバルキャッシングと [unified_limit]
キャッシュが有効でない限り、効果はありません。

caching = True ブール値 統一された制限キャッシュに切り替えます。これ
は、グローバルキャッシングが有効でない限り効果
はありません。一般的なデプロイメントでは、これ
を無効にする理由はありません。

driver = sql 文字列値 keystone.unified_limit 名前空間内の統一された制
限バックエンドドライバーのエントリーポイント。
Keystone は sql ドライバーのみを提供するため、カ
スタムエントリーポイントを提供しない限り、この
変更の理由はありません。

enforcement_model = flat 文字列値 プロジェクトに関連する制限を検証するときに使用
する実施モデル。適用モデルは、既存の制限に応じ
て動作が異なります。これにより、実行中のデプロ
イメントでモデルを切り替えると、後方互換性のな
い変更が生じる可能性があります。
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list_limit = None 整数値 統合制限コレクションで返されるエンティティーの
最大数。これは、デプロイメントに統合されている
制限が多数ある場合にチューニングに役立つことが
あります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

7.1.44. wsgi

以下の表は、/etc/keystone/keystone.conf ファイルの [wsgi] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表7.43 wsgi

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

debug_middleware = 
False

ブール値 true に設定すると、Keystone の oslo デバッグミドル
ウェアが有効になります。このミドルウェアは、リ
クエストとレスポンスに関する多くの情報を出力し
ます。ワイヤ上のデータに関する情報 (コーディング
済み) を取得し、WSGI アプリケーションパイプライ
ンに渡す場合に便利です。このミドルウェアは、設
定ファイルの [DEFAULT] セクションのデバッグ設定
や、Keystone のログレベルを DEBUG に設定するこ
とや、Keystone が Keystone (特定の要求関連のデー
タ) のままにしているので、WSGI データのデバッグ
に固有の設定には影響を与えません。このオプショ
ンは、Web サーバー (apache、nginx など) と
Keystone 間の要求および応答データのイントロスペ
クションに使用されます。このミドルウェアは、ミ
ドルウェアチェーンの最初の要素として挿入され、
ネットワークに最も近いデータを表示します。警告:
実稼働環境での使用を目的としていません。このミ
ドルウェアは、機密/特権データを生成することがで
きます。
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第8章 NEUTRON
以下の章では、neutron サービスの設定オプションについて説明します。

8.1. DHCP_AGENT.INI

本項では、/etc/neutron/dhcp_agent.ini ファイルのオプションについて説明します。

8.1.1. DEFAULT

以下の表は、/etc/neutron/dhcp_agent.ini ファイルの [DEFAULT] グループで使用できるオプションの
概要をまとめたものです。

.

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

bulk_reload_interval = 0 整数値 DHCP 割り当てのリロード間でスリープ状態になる
時間。これは、値が 0 でない場合にのみ呼び出され
ます。ネットワークに X 秒の N 更新がある場合は、
N 回ではなく X 秒でポートが変更された状態で 1 回リ
ロードします。

debug = False ブール値 true に設定すると、ログレベルはデフォルトの INFO
レベルではなく DEBUG に設定されます。
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default_log_levels = 
['amqp=WARN'、
'amqplib=WARN'、
'boto=WARN'、
'qpid=WARN'、
'sqlalchemy=WARN'、
'suds=INFO'、
'oslo.messaging=INFO'、
'oslo_messaging=INFO'、
'iso8601=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.connectionpool=WARN'
、
'urllib3.connectionpool=
WARN'、
'websocket=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.util.retry=WARN'、
'urllib3.util.retry=WARN'
、
'keystonemiddleware=WA
RN'、
'routes.middleware=WAR
N'、'stevedore=WARN'、
'taskflow=WARN'、
'keystoneauth=WARN'、
'oslo.cache=INFO'、
'oslo_policy=INFO'、
'dogpile.core.dogpile=INF
O']

リスト値 logger=LEVEL ペアのパッケージロギングレベルのリ
スト。このオプションは、log_config_append が設定
されている場合は無視されます。

dhcp_broadcast_reply = 
False

ブール値 DHCP 応答で broadcast を使用します。

dhcp_confs = 
$state_path/dhcp

文字列値 DHCP サーバー設定ファイルを保存する場所。

dhcp_driver = 
neutron.agent.linux.dhcp.
Dnsmasq

文字列値 DHCP サーバーの管理に使用するドライバー。

dhcp_rebinding_time = 0 整数値 DHCP の再バインド時間 T2 (秒単位)。0 に設定する
と、デフォルトでリースタイムの 7/8 に設定されま
す。

dhcp_renewal_time = 0 整数値 DHCP 更新時間 T1 (秒単位)。0 に設定すると、デ
フォルトでリース時間の半分に設定されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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dnsmasq_base_log_dir = 
None

文字列値 dnsmasq ロギングのベースログディレクトリー。ロ
グには DHCP および DNS ログ情報が含まれてお
り、DHCP または DNS のいずれかの問題のデバッグ
に役立ちます。このセクションが null の場合は、
dnsmasq ログを無効にします。

`dnsmasq_config_file = ` 文字列値 このファイルでデフォルトの dnsmasq 設定を上書き
します。

dnsmasq_dns_servers = 
[]

リスト値 フォワーダーとして使用される DNS サーバーのコン
マ区切りのリスト。

dnsmasq_enable_addr6_l
ist = False

ブール値 ポートに同じサブネットに複数の IPv6 アドレスがあ
る場合に、dhcp-host エントリーをアドレスのリス
トで有効にします。

dnsmasq_lease_max = 
16777216

整数値 リースの数を制限して、サービス拒否 (DoS) を防ぎ
ます。

dnsmasq_local_resolv = 
False

ブール値 dnsmasq サービスが、DHCP エージェントを実行し
ているホストの DNS リゾルバーを介してインスタン
スの名前解決を提供できるようにします。dnsmasq
プロセス引数から --no-resolv オプションを効果的
に削除します。カスタム DNS リゾルバーを
dnsmasq_dns_servers オプションに追加すると、こ
の機能が無効になります。

enable_isolated_metadat
a = False

ブール値 DHCP サーバーは、分離されたネットワークでメタ
データのサポートを提供するのに役立ちます。この
値を True に設定すると、DHCP サーバーは特定のホ
ストルートを DHCP 要求に追加します。メタデータ
サービスは、サブネットにルーターポートが含まれ
ていない場合にのみアクティベートされます。ゲス
トインスタンスは、DHCP 経由でホストルートを要
求するように設定する必要があります (オプション
121)。force_metadata が True に設定されている場合
には、このオプションは有効ではありません。

enable_metadata_networ
k = False

ブール値 CIDR が 169.254.169.254/16 (またはそれ以上の接頭
辞) である専用のメタデータアクセスネットワークか
らのメタデータ要求に対応し、仮想マシンが
metadata:1 要求を送信する Neutron ルーターに接続
されます。この場合、ルーターを介して
169.254.169.254 に到達できるため、DHCP オプショ
ン 121 は仮想マシンにインジェクトされません。この
オプションには enable_isolated_metadata = True が
必要です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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fatal_deprecations = 
False

ブール値 非推奨の致命的なステータスを有効または無効にし
ます。

force_metadata = False ブール値 Neutron ルーターはメタデータ IP を提供するために
存在しませんが、この情報を提供するために DHCP
サーバーを使用することができます。この値を設定
すると、DHCP サーバーが特定のホストルートを
DHCP 要求に追加するように強制されます。このオ
プションを設定すると、すべてのネットワークに対
してメタデータサービスがアクティベートされま
す。

instance_format = [instance: %
(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンスの形式。

instance_uuid_format =
[instance: %(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンス UUID の形
式。

interface_driver = None 文字列値 仮想インターフェイスの管理に使用するドライ
バー。

log-config-append = None 文字列値 ロギング設定ファイルの名前。このファイルは、既
存のロギング設定ファイルに追加されます。ロギン
グ設定ファイルの詳細は、Python のロギングモ
ジュールのドキュメントを参照してください。ロギ
ング設定ファイルを使用すると、すべてのロギング
設定が設定ファイルで設定され、その他のロギング
設定オプションは無視されます (例:log-date-
format)。

log-date-format = %Y-%m-
%d %H:%M:%S

文字列値 ログレコードの %%(asctime)s のフォーマット文字列
を定義します。デフォルト:%(default)sこのオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

log-dir = None 文字列値 (オプション)log_file の相対パスに使用されるベース
ディレクトリー。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log-file = None 文字列値 (オプション) ロギング出力を送信するログファイル
の名前。デフォルトが設定されていない場合、ロギ
ングは use_stderr で定義されているように stderr に
送信されます。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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log_rotate_interval = 1 整数値 ログファイルがローテーションされるまでの時間。
このオプションは、log_rotation_type が interval に
設定されていない限り無視されます。

log_rotate_interval_type = 
days

文字列値 ローテーション間隔の種別。次のローテーションを
スケジューリングする際に、最後のファイル変更の
時刻 (またはサービスの起動時刻) が使用されます。

log_rotation_type = none 文字列値 ログローテーションの種別。

logging_context_format_
string = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[%(request_id)s %
(user_identity)s] %
(instance)s%(message)s

文字列値 コンテキスト付きログメッセージに使用するフォー
マット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_debug_format_s
uffix = %(funcName)s %
(pathname)s:%(lineno)d

文字列値 メッセージのロギングレベルが DEBUG の場合にロ
グメッセージに追加する追加のデータ。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_default_format_s
tring = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[-] %(instance)s%
(message)s

文字列値 コンテキストが定義されていない場合に、ログメッ
セージに使用するフォーマット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_exception_prefix 
= %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
ERROR %(name)s %
(instance)s

文字列値 この形式で、例外出力の各行の前に接頭辞が付けら
れます。oslo_log.formatters.ContextFormatter によ
り使用されます。

logging_user_identity_for
mat = %(user)s %
(tenant)s %(domain)s %
(user_domain)s %
(project_domain)s

文字列値 logging_context_format_string で使用される %
(user_identity)s のフォーマット文字列を定義しま
す。oslo_log.formatters.ContextFormatter により使
用されます。

max_logfile_count = 30 整数値 ローテーションされたログファイルの最大数。

max_logfile_size_mb = 
200

整数値 ログファイルの最大サイズ (MB 単位)。
log_rotation_type が size に設定されていない場合
は、このオプションは無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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num_sync_threads = 4 整数値 同期プロセス時に使用するスレッドの数。サーバー
に設定された接続プールサイズを超えることはでき
ません。

ovs_integration_bridge = 
br-int

文字列値 使用する Open vSwitch ブリッジの名前

ovs_use_veth = False ブール値 OVS インターフェイス用に veth を使用します。
ovs_use_veth が True に設定されている場合に、
namespace のサポートが制限されたカーネル (例:
RHEL 6.5) およびルーターのゲートウェイポートで
のレート制限をサポートします。

publish_errors = False ブール値 エラーイベントの公開を有効または無効にします。

rate_limit_burst = 0 整数値 rate_limit_interval ごとのログ記録されたメッセージ
の最大数。

rate_limit_except_level = 
CRITICAL

文字列値 レート制限で使用されるログレベル名:CRITICAL、
ERROR、INFO、WARNING、DEBUG または空の文
字列。rate_limit_except_level 以上のレベルのログは
フィルターされません。空の文字列は、すべてのレ
ベルがフィルターされることを意味します。

rate_limit_interval = 0 整数値 ログのレート制限の間隔 (秒数)。

resync_interval = 5 整数値 DHCP エージェントは、一時的な通知または RPC エ
ラーから回復するために、その状態を Neutron に再
同期します。間隔は、試行するまでの最大秒数で
す。再同期は、トリガーされたイベントに基づいて
より頻繁に実行できます。

resync_throttle = 1 整数値 ローカルの DHCP 状態と Neutron との間の状態イベ
ントの再同期回数を、resync_throttle 秒ごとに 1 回
のみスロットルします。スロットルの値により、再
同期の状態イベントの間隔が最小限に抑えられま
す。そうでない場合は、再同期がビジーループにな
る可能性があります。値は resync_interval 未満であ
る必要があります。

rpc_response_max_timeo
ut = 600

整数値 RPC 呼び出しからの応答を待つ最大時間 (秒単位)。

syslog-log-facility = 
LOG_USER

文字列値 ログ行を受け取る syslog ファシリティー。このオプ
ションは、log_config_append が設定されている場合
は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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use-journal = False ブール値 ロギング用の journald を有効にします。systemd 環
境で実行している場合は、ジャーナルサポートを有
効にしたい場合があります。その場合、ログメッ
セージに加えて構造化されたメタデータが含まれる
journal ネイティブプロトコルが使用されます。この
オプションは、log_config_append が設定されている
場合は無視されます。

use-json = False ブール値 ロギングに JSON 形式を使用します。このオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

use-syslog = False ブール値 ロギングに syslog を使用します。既存の syslog 形式
は非推奨であり、後に RFC5424 に従うように変更
されます。このオプションは、log_config_append が
設定されている場合は無視されます。

use_eventlog = False ブール値 出力を Windows イベントログに記録します。

use_stderr = False ブール値 出力を標準エラーに記録します。このオプション
は、log_config_append が設定されている場合は無視
されます。

watch-log-file = False ブール値 ファイルシステムを監視するように設計されたログ
ハンドラーを使用します。ログファイルが移動また
は削除されると、このハンドラーは、指定されたパ
スで新しいログファイルを即時に開きます。これ
は、log_file オプションを指定し、Linux プラット
フォームが使用される場合にのみ有効です。このオ
プションは、log_config_append が設定されている場
合は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.1.2. agent (エージェント)

以下の表は、/etc/neutron/dhcp_agent.ini ファイルの [agent] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表8.1 agent (エージェント)

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

availability_zone = nova 文字列値 このノードのアベイラビリティーゾーン

log_agent_heartbeats = 
False

ブール値 ログエージェントのハートビート
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report_interval = 30 浮動小数点の値 状態を server に報告するノード間の秒数。
agent_down_time 未満の場合は agent_down_time 未
満である必要があります。これは agent_down_time
未満の場合に推奨されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.1.3. ovs

以下の表は、/etc/neutron/dhcp_agent.ini ファイルの [ovs] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表8.2 ovs

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

bridge_mac_table_size = 
50000

整数値 Neutron OVS エージェントが管理するブリッジにつ
いて学習する MAC アドレスの最大数。妥当な範囲外
の値 (10 から 1,000,000) は、ドキュメントに従って
Open vSwitch で上書きされる可能性があります。

igmp_snooping_enable = 
False

ブール値 統合ブリッジに IGMP スヌーピングを有効にしま
す。このオプションを True に設定すると、統合ブ
リッジで Internet Group Management Protocol
(IGMP) のサポートが有効になります。このオプショ
ンを True に設定すると、Open vSwitch mcast-
snooping-disable-flood-unregistered フラグも有効
になります。このオプションを使用すると、登録解
除されたマルチキャストパケットがすべてのポート
にあふれなくなります。スイッチは、未登録のマル
チキャストパケットを、マルチキャストルーターに
接続されたポートのみに送信します。

ovsdb_connection = 
tcp:127.0.0.1:6640

文字列値 OVSDB バックエンドの接続文字列。すべての ovsdb
コマンドに使用され、監視時に ovsdb-client によっ
て使用されます。

ovsdb_debug = False ブール値 OVSDB デバッグログの有効化

ovsdb_timeout = 10 整数値 ovsdb コマンドのタイムアウト (秒単位)。タイムア
ウトの期限が切れると、ovsdb コマンドは
ALARMCLOCK エラーで失敗します。

ssl_ca_cert_file = None 文字列値 OVSDB との対話時に使用する認証局 (CA) 証明書。
接頭辞 ovsdb_connection を使用する場合は必須

ssl_cert_file = None 文字列値 OVSDB との対話時に使用する SSL 証明書ファイ
ル。接頭辞 ovsdb_connection を使用する場合は必須
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ssl_key_file = None 文字列値 OVSDB との対話時に使用する SSL 秘密鍵ファイ
ル。接頭辞 ovsdb_connection を使用する場合は必須

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.2. L3_AGENT.INI

このセクションには、/etc/neutron/l3_agent.ini ファイルのオプションが含まれます。

8.2.1. DEFAULT

以下の表は、/etc/neutron/l3_agent.ini ファイルの [DEFAULT] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

.

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

agent_mode = legacy 文字列値 エージェントの作業モード。許可されるモード
legacy: これにより、L3 エージェントが集中ネット
ワークノードにデプロイされた既存の動作を保持
し、DNAT や SNAT などの L3 サービスが提供されま
す。DVR を採用したくない場合は、このモードを使
用してください。dvr - このモードは DVR 機能を有
効にし、計算ホストで実行される L3 エージェントに
使用する必要があります。dvr_snat - これにより、
DVR と組み合わせて集中型 SNAT サポートが有効に
なります。このモードは、中央ノード (または
devstack などの単一ホスト展開) で実行されている
L3 エージェントに使用する必要がありま
す。dvr_no_external: このモードは、コンピュート
ホストで実行される L3 エージェントの East/West
DVR ルーティング機能のみを有効にします。例:
DNAT および SNAT などの North/South 機能
は、dvr_snat モードで実行されている中央ネット
ワークノードによって提供されます。このモード
は、コンピュートホストに外部ネットワーク接続が
ない場合に使用する必要があります。

api_workers = None 整数値 サービスの個別の API ワーカープロセスの数。指定
のない場合は、デフォルトの CPU 数で最高のパ
フォーマンスを得るために利用可能な CPU の数と同
じになり、RAM 使用率は上限になります。
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cleanup_on_shutdown = 
False

ブール値 L3 エージェントのシャットダウン時にすべてのルー
ターを削除します。L3 HA ルーターの場合、
keepalived のシャットダウンと状態変更モニターが
含まれます。注記: True に設定すると、L3 エージェ
ントを停止または再起動するときにデータプレーン
に影響を与える可能性があります。

debug = False ブール値 true に設定すると、ログレベルはデフォルトの INFO
レベルではなく DEBUG に設定されます。

default_log_levels = 
['amqp=WARN'、
'amqplib=WARN'、
'boto=WARN'、
'qpid=WARN'、
'sqlalchemy=WARN'、
'suds=INFO'、
'oslo.messaging=INFO'、
'oslo_messaging=INFO'、
'iso8601=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.connectionpool=WARN'
、
'urllib3.connectionpool=
WARN'、
'websocket=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.util.retry=WARN'、
'urllib3.util.retry=WARN'
、
'keystonemiddleware=WA
RN'、
'routes.middleware=WAR
N'、'stevedore=WARN'、
'taskflow=WARN'、
'keystoneauth=WARN'、
'oslo.cache=INFO'、
'oslo_policy=INFO'、
'dogpile.core.dogpile=INF
O']

リスト値 logger=LEVEL ペアのパッケージロギングレベルのリ
スト。このオプションは、log_config_append が設定
されている場合は無視されます。

enable_metadata_proxy = 
True

ブール値 メタデータプロキシーの実行を許可します。

external_ingress_mark = 
0x2

文字列値 外部ネットワークからの ingress マークを示すために
使用される iptables の mangle マーク。このマークは
0xffff でマスクされるため、16 ビット未満のビット
のみが使用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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fatal_deprecations = 
False

ブール値 非推奨の致命的なステータスを有効または無効にし
ます。

ha_confs_path = 
$state_path/ha_confs

文字列値 keepalived 設定ファイルを保存する場所

ha_keepalived_state_cha
nge_server_threads = 
<based on operating 
system>

整数値 keepalived サーバー接続要求の同時スレッドの数。
スレッドを増やすと、エージェントノードに CPU 負
荷が高くなります。

ha_vrrp_advert_int = 2 整数値 広告の間隔 (秒単位)

ha_vrrp_auth_password = 
None

文字列値 VRRP 認証パスワード

ha_vrrp_auth_type = 
PASS

文字列値 VRRP 認証タイプ

ha_vrrp_garp_master_del
ay = 5

整数値 MASTER の場合に、優先度の低い広告後の
Gratuitous ARP の 2 番目のセットの遅延。注記: この
設定オプションは OSP13 および OSP16 でのみ利用
できます。今後のリリースでは、keepalived 設定を
提供するためにテンプレート形式が実装されます。

ha_vrrp_garp_master_rep
eat = 5

整数値 MASTER に移行後に一度に送信する余計な ARP メッ
セージの数。注記: この設定オプションは OSP13 お
よび OSP16 でのみ利用できます。今後のリリースで
は、keepalived 設定を提供するためにテンプレート
形式が実装されます。

ha_vrrp_health_check_int
erval = 0

整数値 VRRP ヘルスチェックの間隔 (秒単位)。値 > 0 は
VRRP ヘルスチェックを有効にします。これを 0 に
設定すると、VRRP ヘルスチェックが無効になりま
す。推奨される値は 5 です。これにより、ping が
ゲートウェイの IP アドレスに送信されます。ゲート
ウェイで ICMP_ECHO_REQUEST を有効にする必要
があります。ゲートウェイに障害が発生した場合、
すべてのルーターがプライマリーとして報告され、
ルーターの 1 つがゲートウェイ接続を復元するまで、
ラウンドロビン方式でプライマリー選択が繰り返さ
れます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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handle_internal_only_rou
ters = True

ブール値 この L3 エージェントは、外部ネットワークゲート
ウェイが設定されていないルーターも処理する必要
があることを示します。このオプションは、Neutron
デプロイメントにある単一のエージェントに対して
のみ True にする必要があります。すべてのルーター
が外部ネットワークゲートウェイを持つ必要がある
場合には、すべてのエージェントに対して False に
なる可能性があります。

instance_format = [instance: %
(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンスの形式。

instance_uuid_format =
[instance: %(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンス UUID の形
式。

interface_driver = None 文字列値 仮想インターフェイスの管理に使用するドライ
バー。

`ipv6_gateway = ` 文字列値 IPv6 では、自動的に割り当てられたリンクローカル
アドレス (LLA) を使用できるため、外部ゲートウェ
イに使用されるネットワークにはサブネットが関連
付けられる必要はありません。ただし、IPv6 ゲート
ウェイアドレスは、デフォルトルートの次ホップと
して使用するために必要です。ここで IPv6 ゲート
ウェイアドレスが設定されていない場合には、
neutron ルーターは、アップストリームルーターから
ルーター広告 (RA) からデフォルトルートを取得する
ように設定されます。この場合、アップストリーム
ルーターはこれらの RA を送信するようにも設定する
必要があります。ipv6_gateway が設定されている場
合は、アップストリームルーターのインターフェイ
スの LLA である必要があります。グローバル一意の
アドレス (GUA) を使用するネクストホップが必要な
場合は、このパラメーターではなく、ネットワーク
に割り当てられたサブネット経由で実行する必要が
あります。

keepalived_use_no_track 
= True

ブール値 no_track オプションのサポートのない keepalived が
使用される場合は、このパラメーターを False に設
定する必要があります。このオプションのサポート
は keepalived 2.x で導入されました。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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log-config-append = None 文字列値 ロギング設定ファイルの名前。このファイルは、既
存のロギング設定ファイルに追加されます。ロギン
グ設定ファイルの詳細は、Python のロギングモ
ジュールのドキュメントを参照してください。ロギ
ング設定ファイルを使用すると、すべてのロギング
設定が設定ファイルで設定され、その他のロギング
設定オプションは無視されます (例:log-date-
format)。

log-date-format = %Y-%m-
%d %H:%M:%S

文字列値 ログレコードの %%(asctime)s のフォーマット文字列
を定義します。デフォルト:%(default)sこのオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

log-dir = None 文字列値 (オプション)log_file の相対パスに使用されるベース
ディレクトリー。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log-file = None 文字列値 (オプション) ロギング出力を送信するログファイル
の名前。デフォルトが設定されていない場合、ロギ
ングは use_stderr で定義されているように stderr に
送信されます。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log_rotate_interval = 1 整数値 ログファイルがローテーションされるまでの時間。
このオプションは、log_rotation_type が interval に
設定されていない限り無視されます。

log_rotate_interval_type = 
days

文字列値 ローテーション間隔の種別。次のローテーションを
スケジューリングする際に、最後のファイル変更の
時刻 (またはサービスの起動時刻) が使用されます。

log_rotation_type = none 文字列値 ログローテーションの種別。

logging_context_format_
string = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[%(request_id)s %
(user_identity)s] %
(instance)s%(message)s

文字列値 コンテキスト付きログメッセージに使用するフォー
マット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_debug_format_s
uffix = %(funcName)s %
(pathname)s:%(lineno)d

文字列値 メッセージのロギングレベルが DEBUG の場合にロ
グメッセージに追加する追加のデータ。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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logging_default_format_s
tring = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[-] %(instance)s%
(message)s

文字列値 コンテキストが定義されていない場合に、ログメッ
セージに使用するフォーマット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_exception_prefix 
= %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
ERROR %(name)s %
(instance)s

文字列値 この形式で、例外出力の各行の前に接頭辞が付けら
れます。oslo_log.formatters.ContextFormatter によ
り使用されます。

logging_user_identity_for
mat = %(user)s %
(tenant)s %(domain)s %
(user_domain)s %
(project_domain)s

文字列値 logging_context_format_string で使用される %
(user_identity)s のフォーマット文字列を定義しま
す。oslo_log.formatters.ContextFormatter により使
用されます。

max_logfile_count = 30 整数値 ローテーションされたログファイルの最大数。

max_logfile_size_mb = 
200

整数値 ログファイルの最大サイズ (MB 単位)。
log_rotation_type が size に設定されていない場合
は、このオプションは無視されます。

max_rtr_adv_interval = 
100

整数値 radvd.conf の MaxRtrAdvInterval 設定

metadata_access_mark = 
0x1

文字列値 メタデータの有効な要求をマークするために使用さ
れる iptables の mangle マーク。このマークは 0xffff
でマスクされるため、16 ビット未満のビットのみが
使用されます。

metadata_port = 9697 ポート値 Neutron メタデータ名前空間プロキシーが使用する
TCP ポート。

min_rtr_adv_interval = 30 整数値 MinRtrAdvInterval setting for radvd.conf

ovs_integration_bridge = 
br-int

文字列値 使用する Open vSwitch ブリッジの名前

ovs_use_veth = False ブール値 OVS インターフェイス用に veth を使用します。
ovs_use_veth が True に設定されている場合に、
namespace のサポートが制限されたカーネル (例:
RHEL 6.5) およびルーターのゲートウェイポートで
のレート制限をサポートします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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pd_confs = 
$state_path/pd

文字列値 IPv6 PD ファイルを保存する場所。

periodic_fuzzy_delay = 5 整数値 タイムスタンプを減らすために定期的なタスクスケ
ジューラーを開始する際の無作為に遅延する秒数。
(0 に設定すると無効になります)

periodic_interval = 40 整数値 実行中の定期的なタスク間の秒数。

prefix_delegation_driver 
= dibbler

文字列値 ipv6 接頭辞委任に使用されるドライバー。これは、
neutron.agent.linux.pd_drivers 名前空間で定義されて
いるエントリーポイントでなければなりません。
neutron ソースに含まれるエントリーポイントは、
setup.cfg を参照してください。

publish_errors = False ブール値 エラーイベントの公開を有効または無効にします。

ra_confs = $state_path/ra 文字列値 IPv6 RA 設定ファイルを保存する場所

`radvd_user = ` 文字列値 radvd に渡されるユーザー名。root 権限をドロップ
し、ユーザー ID を username および group ID を、
ユーザー名のプライマリーグループに変更します。
ユーザーの指定がない場合 (デフォルト) では、L3
エージェントを実行しているユーザーは渡されま
す。root を指定すると、radvd が root として生成さ
れるため、username パラメーターは渡されません。

rate_limit_burst = 0 整数値 rate_limit_interval ごとのログ記録されたメッセージ
の最大数。

rate_limit_except_level = 
CRITICAL

文字列値 レート制限で使用されるログレベル名:CRITICAL、
ERROR、INFO、WARNING、DEBUG または空の文
字列。rate_limit_except_level 以上のレベルのログは
フィルターされません。空の文字列は、すべてのレ
ベルがフィルターされることを意味します。

rate_limit_interval = 0 整数値 ログのレート制限の間隔 (秒数)。

rpc_response_max_timeo
ut = 600

整数値 RPC 呼び出しからの応答を待つ最大時間 (秒単位)。

rpc_state_report_workers 
= 1

整数値 状態レポートキュー専用の RPC ワーカープロセスの
数。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rpc_workers = None 整数値 サービスの RPC ワーカープロセスの数。指定されて
いない場合、デフォルトは API ワーカー数の半分に
等しくなります。

syslog-log-facility = 
LOG_USER

文字列値 ログ行を受け取る syslog ファシリティー。このオプ
ションは、log_config_append が設定されている場合
は無視されます。

use-journal = False ブール値 ロギング用の journald を有効にします。systemd 環
境で実行している場合は、ジャーナルサポートを有
効にしたい場合があります。その場合、ログメッ
セージに加えて構造化されたメタデータが含まれる
journal ネイティブプロトコルが使用されます。この
オプションは、log_config_append が設定されている
場合は無視されます。

use-json = False ブール値 ロギングに JSON 形式を使用します。このオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

use-syslog = False ブール値 ロギングに syslog を使用します。既存の syslog 形式
は非推奨であり、後に RFC5424 に従うように変更
されます。このオプションは、log_config_append が
設定されている場合は無視されます。

use_eventlog = False ブール値 出力を Windows イベントログに記録します。

use_stderr = False ブール値 出力を標準エラーに記録します。このオプション
は、log_config_append が設定されている場合は無視
されます。

vendor_pen = 8888 文字列値 RFC3315 DUID-EN で必要な Vendor's Registered
Private Enterprise Number として 10 進数の値。

watch-log-file = False ブール値 ファイルシステムを監視するように設計されたログ
ハンドラーを使用します。ログファイルが移動また
は削除されると、このハンドラーは、指定されたパ
スで新しいログファイルを即時に開きます。これ
は、log_file オプションを指定し、Linux プラット
フォームが使用される場合にのみ有効です。このオ
プションは、log_config_append が設定されている場
合は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.2.2. agent (エージェント)

以下の表は、/etc/neutron/l3_agent.ini ファイルの [agent] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。
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表8.3 agent (エージェント)

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

availability_zone = nova 文字列値 このノードのアベイラビリティーゾーン

extensions = [] リスト値 使用するエクステンションリスト

log_agent_heartbeats = 
False

ブール値 ログエージェントのハートビート

report_interval = 30 浮動小数点の値 状態を server に報告するノード間の秒数。
agent_down_time 未満の場合は agent_down_time 未
満である必要があります。これは agent_down_time
未満の場合に推奨されます。

8.2.3. network_log

以下の表は、/etc/neutron/l3_agent.ini ファイルの [network_log] グループで使用できるオプションの
概要をまとめたものです。

表8.4 network_log

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

burst_limit = 25 整数値 rate_limit あたりの最大パケット数。

local_output_log_base = 
None

文字列値 エージェント側の出力ログファイルパス、デフォル
トの syslog ファイル。

rate_limit = 100 整数値 1 秒あたりの最大パケットロギング。

8.2.4. ovs

以下の表は、/etc/neutron/l3_agent.ini ファイルの [ovs] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。

表8.5 ovs

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

bridge_mac_table_size = 
50000

整数値 Neutron OVS エージェントが管理するブリッジにつ
いて学習する MAC アドレスの最大数。妥当な範囲外
の値 (10 から 1,000,000) は、ドキュメントに従って
Open vSwitch で上書きされる可能性があります。
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igmp_snooping_enable = 
False

ブール値 統合ブリッジに IGMP スヌーピングを有効にしま
す。このオプションを True に設定すると、統合ブ
リッジで Internet Group Management Protocol
(IGMP) のサポートが有効になります。このオプショ
ンを True に設定すると、Open vSwitch mcast-
snooping-disable-flood-unregistered フラグも有効
になります。このオプションを使用すると、登録解
除されたマルチキャストパケットがすべてのポート
にあふれなくなります。スイッチは、未登録のマル
チキャストパケットを、マルチキャストルーターに
接続されたポートのみに送信します。

ovsdb_connection = 
tcp:127.0.0.1:6640

文字列値 OVSDB バックエンドの接続文字列。すべての ovsdb
コマンドに使用され、監視時に ovsdb-client によっ
て使用されます。

ovsdb_debug = False ブール値 OVSDB デバッグログの有効化

ovsdb_timeout = 10 整数値 ovsdb コマンドのタイムアウト (秒単位)。タイムア
ウトの期限が切れると、ovsdb コマンドは
ALARMCLOCK エラーで失敗します。

ssl_ca_cert_file = None 文字列値 OVSDB との対話時に使用する認証局 (CA) 証明書。
接頭辞 ovsdb_connection を使用する場合は必須

ssl_cert_file = None 文字列値 OVSDB との対話時に使用する SSL 証明書ファイ
ル。接頭辞 ovsdb_connection を使用する場合は必須

ssl_key_file = None 文字列値 OVSDB との対話時に使用する SSL 秘密鍵ファイ
ル。接頭辞 ovsdb_connection を使用する場合は必須

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.3. LINUXBRIDGE_AGENT.INI

本項では、/etc/neutron/plugins/ml2/linuxbridge_agent.ini ファイルのオプションについて説明しま
す。

8.3.1. DEFAULT

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/linuxbridge_agent.ini ファイルの [DEFAULT] グループで使用
できるオプションの概要をまとめたものです。

.

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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debug = False ブール値 true に設定すると、ログレベルはデフォルトの INFO
レベルではなく DEBUG に設定されます。

default_log_levels = 
['amqp=WARN'、
'amqplib=WARN'、
'boto=WARN'、
'qpid=WARN'、
'sqlalchemy=WARN'、
'suds=INFO'、
'oslo.messaging=INFO'、
'oslo_messaging=INFO'、
'iso8601=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.connectionpool=WARN'
、
'urllib3.connectionpool=
WARN'、
'websocket=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.util.retry=WARN'、
'urllib3.util.retry=WARN'
、
'keystonemiddleware=WA
RN'、
'routes.middleware=WAR
N'、'stevedore=WARN'、
'taskflow=WARN'、
'keystoneauth=WARN'、
'oslo.cache=INFO'、
'oslo_policy=INFO'、
'dogpile.core.dogpile=INF
O']

リスト値 logger=LEVEL ペアのパッケージロギングレベルのリ
スト。このオプションは、log_config_append が設定
されている場合は無視されます。

fatal_deprecations = 
False

ブール値 非推奨の致命的なステータスを有効または無効にし
ます。

instance_format = [instance: %
(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンスの形式。

instance_uuid_format =
[instance: %(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンス UUID の形
式。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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log-config-append = None 文字列値 ロギング設定ファイルの名前。このファイルは、既
存のロギング設定ファイルに追加されます。ロギン
グ設定ファイルの詳細は、Python のロギングモ
ジュールのドキュメントを参照してください。ロギ
ング設定ファイルを使用すると、すべてのロギング
設定が設定ファイルで設定され、その他のロギング
設定オプションは無視されます (例:log-date-
format)。

log-date-format = %Y-%m-
%d %H:%M:%S

文字列値 ログレコードの %%(asctime)s のフォーマット文字列
を定義します。デフォルト:%(default)sこのオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

log-dir = None 文字列値 (オプション)log_file の相対パスに使用されるベース
ディレクトリー。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log-file = None 文字列値 (オプション) ロギング出力を送信するログファイル
の名前。デフォルトが設定されていない場合、ロギ
ングは use_stderr で定義されているように stderr に
送信されます。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log_rotate_interval = 1 整数値 ログファイルがローテーションされるまでの時間。
このオプションは、log_rotation_type が interval に
設定されていない限り無視されます。

log_rotate_interval_type = 
days

文字列値 ローテーション間隔の種別。次のローテーションを
スケジューリングする際に、最後のファイル変更の
時刻 (またはサービスの起動時刻) が使用されます。

log_rotation_type = none 文字列値 ログローテーションの種別。

logging_context_format_
string = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[%(request_id)s %
(user_identity)s] %
(instance)s%(message)s

文字列値 コンテキスト付きログメッセージに使用するフォー
マット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_debug_format_s
uffix = %(funcName)s %
(pathname)s:%(lineno)d

文字列値 メッセージのロギングレベルが DEBUG の場合にロ
グメッセージに追加する追加のデータ。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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logging_default_format_s
tring = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[-] %(instance)s%
(message)s

文字列値 コンテキストが定義されていない場合に、ログメッ
セージに使用するフォーマット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_exception_prefix 
= %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
ERROR %(name)s %
(instance)s

文字列値 この形式で、例外出力の各行の前に接頭辞が付けら
れます。oslo_log.formatters.ContextFormatter によ
り使用されます。

logging_user_identity_for
mat = %(user)s %
(tenant)s %(domain)s %
(user_domain)s %
(project_domain)s

文字列値 logging_context_format_string で使用される %
(user_identity)s のフォーマット文字列を定義しま
す。oslo_log.formatters.ContextFormatter により使
用されます。

max_logfile_count = 30 整数値 ローテーションされたログファイルの最大数。

max_logfile_size_mb = 
200

整数値 ログファイルの最大サイズ (MB 単位)。
log_rotation_type が size に設定されていない場合
は、このオプションは無視されます。

publish_errors = False ブール値 エラーイベントの公開を有効または無効にします。

rate_limit_burst = 0 整数値 rate_limit_interval ごとのログ記録されたメッセージ
の最大数。

rate_limit_except_level = 
CRITICAL

文字列値 レート制限で使用されるログレベル名:CRITICAL、
ERROR、INFO、WARNING、DEBUG または空の文
字列。rate_limit_except_level 以上のレベルのログは
フィルターされません。空の文字列は、すべてのレ
ベルがフィルターされることを意味します。

rate_limit_interval = 0 整数値 ログのレート制限の間隔 (秒数)。

rpc_response_max_timeo
ut = 600

整数値 RPC 呼び出しからの応答を待つ最大時間 (秒単位)。

syslog-log-facility = 
LOG_USER

文字列値 ログ行を受け取る syslog ファシリティー。このオプ
ションは、log_config_append が設定されている場合
は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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use-journal = False ブール値 ロギング用の journald を有効にします。systemd 環
境で実行している場合は、ジャーナルサポートを有
効にしたい場合があります。その場合、ログメッ
セージに加えて構造化されたメタデータが含まれる
journal ネイティブプロトコルが使用されます。この
オプションは、log_config_append が設定されている
場合は無視されます。

use-json = False ブール値 ロギングに JSON 形式を使用します。このオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

use-syslog = False ブール値 ロギングに syslog を使用します。既存の syslog 形式
は非推奨であり、後に RFC5424 に従うように変更
されます。このオプションは、log_config_append が
設定されている場合は無視されます。

use_eventlog = False ブール値 出力を Windows イベントログに記録します。

use_stderr = False ブール値 出力を標準エラーに記録します。このオプション
は、log_config_append が設定されている場合は無視
されます。

watch-log-file = False ブール値 ファイルシステムを監視するように設計されたログ
ハンドラーを使用します。ログファイルが移動また
は削除されると、このハンドラーは、指定されたパ
スで新しいログファイルを即時に開きます。これ
は、log_file オプションを指定し、Linux プラット
フォームが使用される場合にのみ有効です。このオ
プションは、log_config_append が設定されている場
合は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.3.2. agent (エージェント)

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/linuxbridge_agent.ini ファイルの [agent] グループで使用でき
るオプションの概要をまとめたものです。

表8.6 agent (エージェント)

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

dscp = None 整数値 トンネルカプセル化時に外部ヘッダーに使用する
DSCP 値。
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dscp_inherit = False ブール値 True に設定すると、トンネルインターフェイスの
DSCP 値が上書きされ、継承 に設定されます。内部
ヘッダーの DSCP 値は、外側のヘッダーにコピーさ
れます。

extensions = [] リスト値 使用するエクステンションリスト

polling_interval = 2 整数値 ローカルデバイスの変更をポーリングするまでエー
ジェントが待機する秒数。

quitting_rpc_timeout = 10 整数値 エージェントが SIGTERM を受信した後に、新しい
rpc 呼び出しに新しいタイムアウトを秒単位で設定し
ます。値を 0 に設定すると、rpc-timeout は変更され
ない

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.3.3. linux_bridge

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/linuxbridge_agent.ini ファイルの [linux_bridge] グループで
使用できるオプションの概要をまとめたものです。

表8.7 linux_bridge

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

bridge_mappings = [] リスト値 <physical_network>:<physical_bridge> のリスト

physical_interface_mappi
ngs = []

リスト値 物理ネットワーク名を、フラットネットワークおよ
び VLAN ネットワークに使用するエージェントの
ノード固有の物理ネットワークインターフェイスに
マッピングする <physical_network>:
<physical_interface> タプルのコンマ区切りリスト。
サーバーの network_vlan_ranges にリスト表示され
るすべての物理ネットワークには、各エージェント
の適切なインターフェイスへのマッピングが必要で
す。

8.3.4. network_log

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/linuxbridge_agent.ini ファイルの [network_log] グループで使
用できるオプションの概要をまとめたものです。

表8.8 network_log
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

burst_limit = 25 整数値 rate_limit あたりの最大パケット数。

local_output_log_base = 
None

文字列値 エージェント側の出力ログファイルパス、デフォル
トの syslog ファイル。

rate_limit = 100 整数値 1 秒あたりの最大パケットロギング。

8.3.5. securitygroup

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/linuxbridge_agent.ini ファイルの [securitygroup] グループで
使用できるオプションの概要をまとめたものです。

表8.9 securitygroup

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enable_ipset = True ブール値 ipset を使用して、iptables ベースのセキュリティー
グループをスピードアップします。ipset サポートを
有効にするには、ipset が L2 エージェントノードに
インストールする必要があります。

enable_security_group = 
True

ブール値 サーバーで neutron セキュリティーグループ API を
有効にするかどうかを制御します。セキュリティー
グループを使用しない場合や、nova セキュリティー
グループ API を使用する場合は false にする必要があ
ります。

firewall_driver = None 文字列値 L2 エージェントのセキュリティーグループファイア
ウォール用のドライバー

permitted_ethertypes = [] リスト値 16 進数 (0x で始まる) で、許可されるイーサネットタ
イプのコンマ区切りリスト。たとえば、"0x4008" は
InfiniBand を許可します。

8.3.6. vxlan

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/linuxbridge_agent.ini ファイルの [vxlan] グループで使用でき
るオプションの概要をまとめたものです。

表8.10 vxlan

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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arp_responder = False ブール値 オーバーレイへの ARP ブロードキャストを実行する
代わりに、ローカル応答を提供するローカル ARP レ
スポンダーを有効にします。ローカル ARP レスポン
ダーの有効化は、allow-address-pairs 拡張と完全に
互換性がありません。

enable_vxlan = True ブール値 エージェントで VXLAN を有効にします。linuxbridge
メカニズムドライバーを使用する ml2 プラグインで
エージェントを管理する場合に有効にできます。

l2_population = False ブール値 ml2 プラグインの l2population メカニズムドライ
バーと共に使用する拡張機能。これにより、プラグ
インが VXLAN 転送テーブルに設定できるようになり
ます。

local_ip = None IP アドレス値 ローカルオーバーレイ (tunnel) ネットワークエンド
ポイントの IP アドレス。ホストネットワークイン
ターフェイスのいずれかにある IPv4 アドレスまたは
IPv6 アドレスを使用します。この値の IP バージョン
は、neutron サーバーノード上の ML2 プラグイン設
定ファイルの overlay_ip_version オプションの値と
一致する必要があります。

multicast_ranges = [] リスト値 VNI ID に従ってマルチキャストアドレスを VXLAN に
割り当てる方法を説明する <multicast address>:
<vni_min>:<vni_max> トリプルのコンマ区切りリスト
(任意)。

tos = None 整数値 vxlan インターフェイスプロトコルパケット用の
TOS。このオプションは、AGENT セクションの
dscp オプションが優先されるため非推奨になり、今
後のリリースで削除される予定です。TOS の値を
DSCP に変換するには、4 で割ります。

ttl = None 整数値 vxlan インターフェイスプロトコルパケットの TTL。

udp_dstport = None ポート値 VXLAN 通信に使用される UDP ポート。デフォルト
では、Linux カーネルは IANA が割り当てられた標準
値を使用しないため、これを使用する場合は、この
オプションを 4789 に設定する必要があります。後
方互換のために、これはデフォルトでは設定されま
せん。

udp_srcport_max = 0 ポート値 VXLAN 通信に使用される UDP ソースポート範囲の
最大値。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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udp_srcport_min = 0 ポート値 VXLAN 通信に使用される UDP ソースポート範囲の
最小数。

vxlan_group = 224.0.0.1 文字列値 vxlan インターフェイスのマルチキャストグループ。
グループアドレスの範囲は、CIDR 表記を使用して指
定できます。範囲を指定すると、異なる VNI で異な
るグループアドレスを使用でき、トンネルエンドポ
イントへの誤ったブロードキャストトラフィックを
増減できます。可能な限り (24 ビット) VNI に一意の
グループを確保するには、239.0.0.0/8 などの /8 を
使用します。この設定は、すべてのエージェントで
同じである必要があります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.4. METADATA_AGENT.INI

本項では、/etc/neutron/metadata_agent.ini ファイルのオプションについて説明します。

8.4.1. DEFAULT

以下の表は、/etc/neutron/metadata_agent.ini ファイルの [DEFAULT] グループで使用できるオプショ
ンの概要をまとめたものです。

.

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth_ca_cert = None 文字列値 ssl の認証局公開鍵 (CA 証明書) ファイル

debug = False ブール値 true に設定すると、ログレベルはデフォルトの INFO
レベルではなく DEBUG に設定されます。
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default_log_levels = 
['amqp=WARN'、
'amqplib=WARN'、
'boto=WARN'、
'qpid=WARN'、
'sqlalchemy=WARN'、
'suds=INFO'、
'oslo.messaging=INFO'、
'oslo_messaging=INFO'、
'iso8601=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.connectionpool=WARN'
、
'urllib3.connectionpool=
WARN'、
'websocket=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.util.retry=WARN'、
'urllib3.util.retry=WARN'
、
'keystonemiddleware=WA
RN'、
'routes.middleware=WAR
N'、'stevedore=WARN'、
'taskflow=WARN'、
'keystoneauth=WARN'、
'oslo.cache=INFO'、
'oslo_policy=INFO'、
'dogpile.core.dogpile=INF
O']

リスト値 logger=LEVEL ペアのパッケージロギングレベルのリ
スト。このオプションは、log_config_append が設定
されている場合は無視されます。

fatal_deprecations = 
False

ブール値 非推奨の致命的なステータスを有効または無効にし
ます。

instance_format = [instance: %
(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンスの形式。

instance_uuid_format =
[instance: %(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンス UUID の形
式。

log-config-append = None 文字列値 ロギング設定ファイルの名前。このファイルは、既
存のロギング設定ファイルに追加されます。ロギン
グ設定ファイルの詳細は、Python のロギングモ
ジュールのドキュメントを参照してください。ロギ
ング設定ファイルを使用すると、すべてのロギング
設定が設定ファイルで設定され、その他のロギング
設定オプションは無視されます (例:log-date-
format)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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log-date-format = %Y-%m-
%d %H:%M:%S

文字列値 ログレコードの %%(asctime)s のフォーマット文字列
を定義します。デフォルト:%(default)sこのオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

log-dir = None 文字列値 (オプション)log_file の相対パスに使用されるベース
ディレクトリー。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log-file = None 文字列値 (オプション) ロギング出力を送信するログファイル
の名前。デフォルトが設定されていない場合、ロギ
ングは use_stderr で定義されているように stderr に
送信されます。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log_rotate_interval = 1 整数値 ログファイルがローテーションされるまでの時間。
このオプションは、log_rotation_type が interval に
設定されていない限り無視されます。

log_rotate_interval_type = 
days

文字列値 ローテーション間隔の種別。次のローテーションを
スケジューリングする際に、最後のファイル変更の
時刻 (またはサービスの起動時刻) が使用されます。

log_rotation_type = none 文字列値 ログローテーションの種別。

logging_context_format_
string = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[%(request_id)s %
(user_identity)s] %
(instance)s%(message)s

文字列値 コンテキスト付きログメッセージに使用するフォー
マット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_debug_format_s
uffix = %(funcName)s %
(pathname)s:%(lineno)d

文字列値 メッセージのロギングレベルが DEBUG の場合にロ
グメッセージに追加する追加のデータ。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_default_format_s
tring = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[-] %(instance)s%
(message)s

文字列値 コンテキストが定義されていない場合に、ログメッ
セージに使用するフォーマット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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logging_exception_prefix 
= %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
ERROR %(name)s %
(instance)s

文字列値 この形式で、例外出力の各行の前に接頭辞が付けら
れます。oslo_log.formatters.ContextFormatter によ
り使用されます。

logging_user_identity_for
mat = %(user)s %
(tenant)s %(domain)s %
(user_domain)s %
(project_domain)s

文字列値 logging_context_format_string で使用される %
(user_identity)s のフォーマット文字列を定義しま
す。oslo_log.formatters.ContextFormatter により使
用されます。

max_logfile_count = 30 整数値 ローテーションされたログファイルの最大数。

max_logfile_size_mb = 
200

整数値 ログファイルの最大サイズ (MB 単位)。
log_rotation_type が size に設定されていない場合
は、このオプションは無視されます。

metadata_backlog = 4096 整数値 メタデータサーバーソケットを設定するためのバッ
クログ要求の数

`metadata_proxy_group = ` 文字列値 グループ (gid または名前) は、初期化後にメタデー
タプロキシーを実行します (空の場合: agent
effective group)。

`metadata_proxy_shared_secr
et = `

文字列値 メタデータ要求をプロキシー処理する場合、Neutron
は、スプーフィングを防ぐために、共有シークレッ
トで Instance-ID ヘッダーに署名します。シークレッ
トの文字列を選択することはできますが、ここでは
同じ文字列と、Nova Metadata Server が使用する設
定で一致させる必要があります。注意: Nova は同じ
config キーを使用しますが、[neutron] セクションで
行います。

metadata_proxy_socket = 
$state_path/metadata_pro
xy

文字列値 メタデータプロキシー UNIX ドメインソケットの場
所。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

Red Hat OpenStack Platform 17.1 設定の参照

692



metadata_proxy_socket_
mode = deduce

文字列値 メタデータプロクシ UNIX ドメインソケットモー
ド、4 つの値が使用可能:deduce:
metadata_proxy_user/group の値からモードを推
測,user: メタデータプロキシーソケットモードを
0o644 に設定,metadata_proxy_user がエージェント
の実効ユーザーまたはルート時に使用、group: メタ
データプロキシーソケットモードを 0o664 に設定、
metadata_proxy_group がエージェントの実効グルー
プまたはルートの時に使用、all: メタデータプロキ
シーソケットモードを 0o666 に 設定、その他の場合
に使用。

`metadata_proxy_user = ` 文字列値 ユーザー (uid または名前) の初期化後にメタデータ
プロキシーを実行する (空の場合: agent effective
user)。

metadata_workers = <オペ
レーティングシステムに基
づく>

整数値 メタデータサーバーの個別のワーカープロセスの数
(ML2/OVN で使用する場合はデフォルトで 2、他の
バックエンドドライバーでは CPU 数の半分)

`nova_client_cert = ` 文字列値 nova metadata api サーバーのクライアント証明書。

`nova_client_priv_key = ` 文字列値 クライアント証明書の秘密鍵。

nova_metadata_host = 
127.0.0.1

ホストのアドレス
値

Nova メタデータサーバーの IP アドレスまたは DNS
名。

nova_metadata_insecure 
= False

ブール値 nova メタデータに対してセキュアではない SSL
(https) 要求を実行できるようにする

nova_metadata_port = 
8775

ポート値 Nova メタデータサーバーが使用する TCP ポート。

nova_metadata_protocol 
= http

文字列値 nova メタデータ、http、または https にアクセスす
るプロトコル

publish_errors = False ブール値 エラーイベントの公開を有効または無効にします。

rate_limit_burst = 0 整数値 rate_limit_interval ごとのログ記録されたメッセージ
の最大数。

rate_limit_except_level = 
CRITICAL

文字列値 レート制限で使用されるログレベル名:CRITICAL、
ERROR、INFO、WARNING、DEBUG または空の文
字列。rate_limit_except_level 以上のレベルのログは
フィルターされません。空の文字列は、すべてのレ
ベルがフィルターされることを意味します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rate_limit_interval = 0 整数値 ログのレート制限の間隔 (秒数)。

rpc_response_max_timeo
ut = 600

整数値 RPC 呼び出しからの応答を待つ最大時間 (秒単位)。

syslog-log-facility = 
LOG_USER

文字列値 ログ行を受け取る syslog ファシリティー。このオプ
ションは、log_config_append が設定されている場合
は無視されます。

use-journal = False ブール値 ロギング用の journald を有効にします。systemd 環
境で実行している場合は、ジャーナルサポートを有
効にしたい場合があります。その場合、ログメッ
セージに加えて構造化されたメタデータが含まれる
journal ネイティブプロトコルが使用されます。この
オプションは、log_config_append が設定されている
場合は無視されます。

use-json = False ブール値 ロギングに JSON 形式を使用します。このオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

use-syslog = False ブール値 ロギングに syslog を使用します。既存の syslog 形式
は非推奨であり、後に RFC5424 に従うように変更
されます。このオプションは、log_config_append が
設定されている場合は無視されます。

use_eventlog = False ブール値 出力を Windows イベントログに記録します。

use_stderr = False ブール値 出力を標準エラーに記録します。このオプション
は、log_config_append が設定されている場合は無視
されます。

watch-log-file = False ブール値 ファイルシステムを監視するように設計されたログ
ハンドラーを使用します。ログファイルが移動また
は削除されると、このハンドラーは、指定されたパ
スで新しいログファイルを即時に開きます。これ
は、log_file オプションを指定し、Linux プラット
フォームが使用される場合にのみ有効です。このオ
プションは、log_config_append が設定されている場
合は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.4.2. agent (エージェント)

以下の表は、/etc/neutron/metadata_agent.ini ファイルの [agent] グループで使用できるオプションの
概要をまとめたものです。

表8.11 agent (エージェント)
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

log_agent_heartbeats = 
False

ブール値 ログエージェントのハートビート

report_interval = 30 浮動小数点の値 状態を server に報告するノード間の秒数。
agent_down_time 未満の場合は agent_down_time 未
満である必要があります。これは agent_down_time
未満の場合に推奨されます。

8.4.3. cache

以下の表は、/etc/neutron/metadata_agent.ini ファイルの [cache] グループで使用できるオプションの
概要をまとめたものです。

表8.12 cache

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backend = 
dogpile.cache.null

文字列値 キャッシュバックエンドモジュール。数百のスレッ
ドサーバーを持つイベントレットベースまたは環境
の場合は、プーリングを含む Memcache
(oslo_cache.memcache_pool) が推奨されます。100
台未満のスレッドサーバーがある環境では、
Memcached(dogpile.cache.memcached) または
Redis(dogpile.cache.redis) が推奨されます。サー
バーの単一のインスタンスを含むテスト環境は、
dogpile.cache.memory バックエンドを使用できま
す。

backend_argument = [] 多値 バックエンドモジュールに指定された引数。このオ
プションは、dogpile.cache バックエンドに渡される
引数ごとに 1 回指定します。例: "<argname>:<value>"

config_prefix = 
cache.oslo

文字列値 キャッシュリージョンの設定ディクショナリーを構
築するための接頭辞。同じ設定名を持つ別の
dogpile.cache リージョンがない場合は、これを変更
する必要はありません。

dead_timeout = 60 浮動小数点の値 HashClient の内部メカニズムでプールにノードを再
度追加しようとするまでの時間 (秒)。

debug_cache_backend = 
False

ブール値 キャッシュバックエンドからの追加デバッグ (キャッ
シュキー、get/set/delete/etc コール)。これは、
キー/値を含む特定の cache-backend get/set/delete
呼び出しを確認する必要がある場合にのみ非常に便
利です。通常、これは false に設定されている必要が
あります。

第8章 NEUTRON

695



enable_retry_client = 
False

ブール値 失敗を処理する再試行クライアントメカニズムを有
効にします。これらのメカニズムは、あらゆる種類
の pymemcache クライアントをラップするために使
用できます。ラッパーを使用すると、試行回数と
attemot 間の待機時間を定義できます。

enable_socket_keepalive 
= False

ブール値 dogpile の pymemcache バックエンドのソケット
キープアライブのグローバルトグル

enabled = False ブール値 キャッシュのグローバル切り替え。

expiration_time = 600 整数値 dogpile.cache リージョンのキャッシュされた項目に
対するデフォルトの TTL (秒単位)。これは、キャッ
シュの有効期限が明示的に定義されていないキャッ
シュされたメソッドに適用されます。

hashclient_retry_attempt
s = 2

整数値 HashClient の内部メカニズムでクライアントが無効
としてマークされ、プールから削除されるまで、ク
ライアントを試行する必要がある回数。

hashclient_retry_delay = 
1

浮動小数点の値 HashClient の内部メカニズムでの再試行の間に経過
する時間 (秒単位)。

memcache_dead_retry = 
300

整数値 再試行するまで memcached サーバーが停止されて
いるとみなされる秒数 (dogpile.cache.memcache お
よび oslo_cache.memcache_pool バックエンドの
み)。

memcache_pool_connect
ion_get_timeout = 10

整数値 操作が memcache クライアント接続を取得するのを
待つ秒数。

memcache_pool_flush_o
n_reconnect = False

ブール値 再接続時に memcache がフラッシュされるかどうか
をグローバルに切り替えます
(oslo_cache.memcache_pool バックエンドのみ)。

memcache_pool_maxsize 
= 10

整数値 すべての memcached サーバーへのオープン接続の
最大数 (oslo_cache.memcache_pool バックエンドの
み)。

memcache_pool_unused
_timeout = 60

整数値 memcached への接続が閉じられる前にプールで未使
用のままになる秒数 (oslo_cache.memcache_pool
バックエンドのみ)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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memcache_servers = 
['localhost:11211']

リスト値 ホスト: ポートの形式の Memcache サーバー
(dogpile.cache.memcached および
oslo_cache.memcache_pool バックエンドのみ)。特
定のホストが IPv6 を参照する場合、または特定のド
メインが IPv6 を参照する場合、特定のアドレスの前
にアドレスファミリー (inet6) を付ける必要があり
ます (例: inet6[::1]:11211、inet6:
[fd12:3456:789a:1::1]:11211、inet6:
[controller-0.internalapi]:11211)。アドレスファ
ミリーが指定されていない場合、使用されるデフォ
ルトのアドレスファミリーは、IPv4 に対応する inet
になります。

memcache_socket_timeo
ut = 1.0

浮動小数点の値 サーバーへの呼び出しごとにタイムアウト (秒単
位)。(dogpile.cache.memcache および
oslo_cache.memcache_pool バックエンドのみ)。

proxies = [] リスト値 dogpile.cache バックエンドの機能に影響を与えるプ
ロキシークラス。changing-backend-behavior につ
いての dogpile.cache ドキュメントを参照してくださ
い。

retry_attempts = 2 整数値 失敗するまでアクションを試行する回数。

retry_delay = 0 浮動小数点の値 各試行の間にスリープする秒数。

socket_keepalive_count = 
1

整数値 接続を切断する前に TCP が送信するキープアライブ
プローブの最大数。ゼロより大きい正の整数である
必要があります。

socket_keepalive_idle = 1 整数値 TCP がキープアライブプローブの送信を開始する前
に、接続がアイドル状態を維持する必要がある時間
(秒単位)。ゼロより大きい正の整数である必要があ
ります。

socket_keepalive_interval 
= 1

整数値 個々のキープアライブプローブ間の時間 (秒単位)。
ゼロより大きい正の整数である必要があります。

tls_allowed_ciphers = 
None

文字列値 TLS コンテキストで作成されたソケットで利用可能
な暗号を設定します。OpenSSL 暗号リスト形式の文
字列である必要があります。指定されていない場合
は、OpenSSL 対応の暗号がすべて利用可能になりま
す。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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tls_cafile = None 文字列値 キャッシュサーバーの信頼性を確立するのに必要な
PEM 形式の連結された CA 証明書のファイルへのパ
ス。tls_enabled が False の場合、このオプションは
無視されます。

tls_certfile = None 文字列値 クライアントの証明書と証明書の信頼性を確立する
ために必要な任意の数の CA 証明書を含む PEM 形式
の単一ファイルへのパス。このファイルは、クライ
アント側の認証が必要な場合にのみ必要です。
tls_enabled が False の場合、このオプションは無視
されます。

tls_enabled = False ブール値 キャッシングサーバーと連携する際に、TLS の使用
をグローバルに切り替えます。

tls_keyfile = None 文字列値 クライアントの秘密鍵を含む単一ファイルへのパ
ス。それ以外の場合、秘密鍵は tls_certfile で指定さ
れたファイルから取得されます。tls_enabled が
False の場合、このオプションは無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.5. METERING_AGENT.INI

このセクションには、/etc/neutron/metering_agent.ini ファイルのオプションが含まれます。

8.5.1. DEFAULT

以下の表では、/etc/neutron/metering_agent.ini ファイルの [DEFAULT] グループで利用可能なオプ
ションについて説明しています。

.

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

debug = False ブール値 true に設定すると、ログレベルはデフォルトの INFO
レベルではなく DEBUG に設定されます。
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default_log_levels = 
['amqp=WARN'、
'amqplib=WARN'、
'boto=WARN'、
'qpid=WARN'、
'sqlalchemy=WARN'、
'suds=INFO'、
'oslo.messaging=INFO'、
'oslo_messaging=INFO'、
'iso8601=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.connectionpool=WARN'
、
'urllib3.connectionpool=
WARN'、
'websocket=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.util.retry=WARN'、
'urllib3.util.retry=WARN'
、
'keystonemiddleware=WA
RN'、
'routes.middleware=WAR
N'、'stevedore=WARN'、
'taskflow=WARN'、
'keystoneauth=WARN'、
'oslo.cache=INFO'、
'oslo_policy=INFO'、
'dogpile.core.dogpile=INF
O']

リスト値 logger=LEVEL ペアのパッケージロギングレベルのリ
スト。このオプションは、log_config_append が設定
されている場合は無視されます。

driver = 
neutron.services.meterin
g.drivers.noop.noop_driv
er.NoopMeteringDriver

文字列値 メータリングドライバー

fatal_deprecations = 
False

ブール値 非推奨の致命的なステータスを有効または無効にし
ます。

granular_traffic_data = 
False

ブール値 ラベルが割り当てられたすべてのプロジェクトと
ルーターのすべてのトラフィックデータをグループ
化するのではなく、メータリングエージェントドラ
イバーがトラフィックデータを詳細な方法で表示す
るかどうかを定義します。デフォルト値は下位互換
性のために False です。

instance_format = [instance: %
(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンスの形式。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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instance_uuid_format =
[instance: %(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンス UUID の形
式。

interface_driver = None 文字列値 仮想インターフェイスの管理に使用するドライ
バー。

log-config-append = None 文字列値 ロギング設定ファイルの名前。このファイルは、既
存のロギング設定ファイルに追加されます。ロギン
グ設定ファイルの詳細は、Python のロギングモ
ジュールのドキュメントを参照してください。ロギ
ング設定ファイルを使用すると、すべてのロギング
設定が設定ファイルで設定され、その他のロギング
設定オプションは無視されます (例:log-date-
format)。

log-date-format = %Y-%m-
%d %H:%M:%S

文字列値 ログレコードの %%(asctime)s のフォーマット文字列
を定義します。デフォルト:%(default)sこのオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

log-dir = None 文字列値 (オプション)log_file の相対パスに使用されるベース
ディレクトリー。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log-file = None 文字列値 (オプション) ロギング出力を送信するログファイル
の名前。デフォルトが設定されていない場合、ロギ
ングは use_stderr で定義されているように stderr に
送信されます。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log_rotate_interval = 1 整数値 ログファイルがローテーションされるまでの時間。
このオプションは、log_rotation_type が interval に
設定されていない限り無視されます。

log_rotate_interval_type = 
days

文字列値 ローテーション間隔の種別。次のローテーションを
スケジューリングする際に、最後のファイル変更の
時刻 (またはサービスの起動時刻) が使用されます。

log_rotation_type = none 文字列値 ログローテーションの種別。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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logging_context_format_
string = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[%(request_id)s %
(user_identity)s] %
(instance)s%(message)s

文字列値 コンテキスト付きログメッセージに使用するフォー
マット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_debug_format_s
uffix = %(funcName)s %
(pathname)s:%(lineno)d

文字列値 メッセージのロギングレベルが DEBUG の場合にロ
グメッセージに追加する追加のデータ。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_default_format_s
tring = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[-] %(instance)s%
(message)s

文字列値 コンテキストが定義されていない場合に、ログメッ
セージに使用するフォーマット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_exception_prefix 
= %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
ERROR %(name)s %
(instance)s

文字列値 この形式で、例外出力の各行の前に接頭辞が付けら
れます。oslo_log.formatters.ContextFormatter によ
り使用されます。

logging_user_identity_for
mat = %(user)s %
(tenant)s %(domain)s %
(user_domain)s %
(project_domain)s

文字列値 logging_context_format_string で使用される %
(user_identity)s のフォーマット文字列を定義しま
す。oslo_log.formatters.ContextFormatter により使
用されます。

max_logfile_count = 30 整数値 ローテーションされたログファイルの最大数。

max_logfile_size_mb = 
200

整数値 ログファイルの最大サイズ (MB 単位)。
log_rotation_type が size に設定されていない場合
は、このオプションは無視されます。

measure_interval = 30 整数値 2 つのメータリング計測値の間隔

ovs_integration_bridge = 
br-int

文字列値 使用する Open vSwitch ブリッジの名前

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

第8章 NEUTRON

701



ovs_use_veth = False ブール値 OVS インターフェイス用に veth を使用します。
ovs_use_veth が True に設定されている場合に、
namespace のサポートが制限されたカーネル (例:
RHEL 6.5) およびルーターのゲートウェイポートで
のレート制限をサポートします。

publish_errors = False ブール値 エラーイベントの公開を有効または無効にします。

rate_limit_burst = 0 整数値 rate_limit_interval ごとのログ記録されたメッセージ
の最大数。

rate_limit_except_level = 
CRITICAL

文字列値 レート制限で使用されるログレベル名:CRITICAL、
ERROR、INFO、WARNING、DEBUG または空の文
字列。rate_limit_except_level 以上のレベルのログは
フィルターされません。空の文字列は、すべてのレ
ベルがフィルターされることを意味します。

rate_limit_interval = 0 整数値 ログのレート制限の間隔 (秒数)。

report_interval = 300 整数値 2 つのメータリングレポートの間隔

rpc_response_max_timeo
ut = 600

整数値 RPC 呼び出しからの応答を待つ最大時間 (秒単位)。

syslog-log-facility = 
LOG_USER

文字列値 ログ行を受け取る syslog ファシリティー。このオプ
ションは、log_config_append が設定されている場合
は無視されます。

use-journal = False ブール値 ロギング用の journald を有効にします。systemd 環
境で実行している場合は、ジャーナルサポートを有
効にしたい場合があります。その場合、ログメッ
セージに加えて構造化されたメタデータが含まれる
journal ネイティブプロトコルが使用されます。この
オプションは、log_config_append が設定されている
場合は無視されます。

use-json = False ブール値 ロギングに JSON 形式を使用します。このオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

use-syslog = False ブール値 ロギングに syslog を使用します。既存の syslog 形式
は非推奨であり、後に RFC5424 に従うように変更
されます。このオプションは、log_config_append が
設定されている場合は無視されます。

use_eventlog = False ブール値 出力を Windows イベントログに記録します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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use_stderr = False ブール値 出力を標準エラーに記録します。このオプション
は、log_config_append が設定されている場合は無視
されます。

watch-log-file = False ブール値 ファイルシステムを監視するように設計されたログ
ハンドラーを使用します。ログファイルが移動また
は削除されると、このハンドラーは、指定されたパ
スで新しいログファイルを即時に開きます。これ
は、log_file オプションを指定し、Linux プラット
フォームが使用される場合にのみ有効です。このオ
プションは、log_config_append が設定されている場
合は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.5.2. agent (エージェント)

以下の表では、/etc/neutron/metering_agent.ini ファイルの [agent] グループで利用可能なオプション
について説明しています。

表8.13 agent (エージェント)

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

log_agent_heartbeats = 
False

ブール値 ログエージェントのハートビート

report_interval = 30 浮動小数点の値 状態を server に報告するノード間の秒数。
agent_down_time 未満の場合は agent_down_time 未
満である必要があります。これは agent_down_time
未満の場合に推奨されます。

8.5.3. ovs

以下の表では、/etc/neutron/metering_agent.ini ファイルの [ovs] グループで利用可能なオプションに
ついて説明しています。

表8.14 ovs

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

bridge_mac_table_size = 
50000

整数値 Neutron OVS エージェントが管理するブリッジにつ
いて学習する MAC アドレスの最大数。妥当な範囲外
の値 (10 から 1,000,000) は、ドキュメントに従って
Open vSwitch で上書きされる可能性があります。
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igmp_snooping_enable = 
False

ブール値 統合ブリッジに IGMP スヌーピングを有効にしま
す。このオプションを True に設定すると、統合ブ
リッジで Internet Group Management Protocol
(IGMP) のサポートが有効になります。このオプショ
ンを True に設定すると、Open vSwitch mcast-
snooping-disable-flood-unregistered フラグも有効
になります。このオプションを使用すると、登録解
除されたマルチキャストパケットがすべてのポート
にあふれなくなります。スイッチは、未登録のマル
チキャストパケットを、マルチキャストルーターに
接続されたポートのみに送信します。

ovsdb_connection = 
tcp:127.0.0.1:6640

文字列値 OVSDB バックエンドの接続文字列。すべての ovsdb
コマンドに使用され、監視時に ovsdb-client によっ
て使用されます。

ovsdb_debug = False ブール値 OVSDB デバッグログの有効化

ovsdb_timeout = 10 整数値 ovsdb コマンドのタイムアウト (秒単位)。タイムア
ウトの期限が切れると、ovsdb コマンドは
ALARMCLOCK エラーで失敗します。

ssl_ca_cert_file = None 文字列値 OVSDB との対話時に使用する認証局 (CA) 証明書。
接頭辞 ovsdb_connection を使用する場合は必須

ssl_cert_file = None 文字列値 OVSDB との対話時に使用する SSL 証明書ファイ
ル。接頭辞 ovsdb_connection を使用する場合は必須

ssl_key_file = None 文字列値 OVSDB との対話時に使用する SSL 秘密鍵ファイ
ル。接頭辞 ovsdb_connection を使用する場合は必須

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.6. ML2_CONF.INI

本項では、/etc/neutron/plugins/ml2/ml2_conf.ini ファイルのオプションについて説明します。

8.6.1. DEFAULT

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/ml2_conf.ini ファイルの [DEFAULT] グループで使用できるオ
プションの概要をまとめたものです。

.
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

debug = False ブール値 true に設定すると、ログレベルはデフォルトの INFO
レベルではなく DEBUG に設定されます。

default_log_levels = 
['amqp=WARN'、
'amqplib=WARN'、
'boto=WARN'、
'qpid=WARN'、
'sqlalchemy=WARN'、
'suds=INFO'、
'oslo.messaging=INFO'、
'oslo_messaging=INFO'、
'iso8601=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.connectionpool=WARN'
、
'urllib3.connectionpool=
WARN'、
'websocket=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.util.retry=WARN'、
'urllib3.util.retry=WARN'
、
'keystonemiddleware=WA
RN'、
'routes.middleware=WAR
N'、'stevedore=WARN'、
'taskflow=WARN'、
'keystoneauth=WARN'、
'oslo.cache=INFO'、
'oslo_policy=INFO'、
'dogpile.core.dogpile=INF
O']

リスト値 logger=LEVEL ペアのパッケージロギングレベルのリ
スト。このオプションは、log_config_append が設定
されている場合は無視されます。

fatal_deprecations = 
False

ブール値 非推奨の致命的なステータスを有効または無効にし
ます。

instance_format = [instance: %
(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンスの形式。

instance_uuid_format =
[instance: %(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンス UUID の形
式。
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log-config-append = None 文字列値 ロギング設定ファイルの名前。このファイルは、既
存のロギング設定ファイルに追加されます。ロギン
グ設定ファイルの詳細は、Python のロギングモ
ジュールのドキュメントを参照してください。ロギ
ング設定ファイルを使用すると、すべてのロギング
設定が設定ファイルで設定され、その他のロギング
設定オプションは無視されます (例:log-date-
format)。

log-date-format = %Y-%m-
%d %H:%M:%S

文字列値 ログレコードの %%(asctime)s のフォーマット文字列
を定義します。デフォルト:%(default)sこのオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

log-dir = None 文字列値 (オプション)log_file の相対パスに使用されるベース
ディレクトリー。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log-file = None 文字列値 (オプション) ロギング出力を送信するログファイル
の名前。デフォルトが設定されていない場合、ロギ
ングは use_stderr で定義されているように stderr に
送信されます。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log_rotate_interval = 1 整数値 ログファイルがローテーションされるまでの時間。
このオプションは、log_rotation_type が interval に
設定されていない限り無視されます。

log_rotate_interval_type = 
days

文字列値 ローテーション間隔の種別。次のローテーションを
スケジューリングする際に、最後のファイル変更の
時刻 (またはサービスの起動時刻) が使用されます。

log_rotation_type = none 文字列値 ログローテーションの種別。

logging_context_format_
string = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[%(request_id)s %
(user_identity)s] %
(instance)s%(message)s

文字列値 コンテキスト付きログメッセージに使用するフォー
マット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_debug_format_s
uffix = %(funcName)s %
(pathname)s:%(lineno)d

文字列値 メッセージのロギングレベルが DEBUG の場合にロ
グメッセージに追加する追加のデータ。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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logging_default_format_s
tring = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[-] %(instance)s%
(message)s

文字列値 コンテキストが定義されていない場合に、ログメッ
セージに使用するフォーマット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_exception_prefix 
= %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
ERROR %(name)s %
(instance)s

文字列値 この形式で、例外出力の各行の前に接頭辞が付けら
れます。oslo_log.formatters.ContextFormatter によ
り使用されます。

logging_user_identity_for
mat = %(user)s %
(tenant)s %(domain)s %
(user_domain)s %
(project_domain)s

文字列値 logging_context_format_string で使用される %
(user_identity)s のフォーマット文字列を定義しま
す。oslo_log.formatters.ContextFormatter により使
用されます。

max_logfile_count = 30 整数値 ローテーションされたログファイルの最大数。

max_logfile_size_mb = 
200

整数値 ログファイルの最大サイズ (MB 単位)。
log_rotation_type が size に設定されていない場合
は、このオプションは無視されます。

publish_errors = False ブール値 エラーイベントの公開を有効または無効にします。

rate_limit_burst = 0 整数値 rate_limit_interval ごとのログ記録されたメッセージ
の最大数。

rate_limit_except_level = 
CRITICAL

文字列値 レート制限で使用されるログレベル名:CRITICAL、
ERROR、INFO、WARNING、DEBUG または空の文
字列。rate_limit_except_level 以上のレベルのログは
フィルターされません。空の文字列は、すべてのレ
ベルがフィルターされることを意味します。

rate_limit_interval = 0 整数値 ログのレート制限の間隔 (秒数)。

syslog-log-facility = 
LOG_USER

文字列値 ログ行を受け取る syslog ファシリティー。このオプ
ションは、log_config_append が設定されている場合
は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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use-journal = False ブール値 ロギング用の journald を有効にします。systemd 環
境で実行している場合は、ジャーナルサポートを有
効にしたい場合があります。その場合、ログメッ
セージに加えて構造化されたメタデータが含まれる
journal ネイティブプロトコルが使用されます。この
オプションは、log_config_append が設定されている
場合は無視されます。

use-json = False ブール値 ロギングに JSON 形式を使用します。このオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

use-syslog = False ブール値 ロギングに syslog を使用します。既存の syslog 形式
は非推奨であり、後に RFC5424 に従うように変更
されます。このオプションは、log_config_append が
設定されている場合は無視されます。

use_eventlog = False ブール値 出力を Windows イベントログに記録します。

use_stderr = False ブール値 出力を標準エラーに記録します。このオプション
は、log_config_append が設定されている場合は無視
されます。

watch-log-file = False ブール値 ファイルシステムを監視するように設計されたログ
ハンドラーを使用します。ログファイルが移動また
は削除されると、このハンドラーは、指定されたパ
スで新しいログファイルを即時に開きます。これ
は、log_file オプションを指定し、Linux プラット
フォームが使用される場合にのみ有効です。このオ
プションは、log_config_append が設定されている場
合は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.6.2. ml2

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ ml2/ml2_conf.ini ファイルの [ml2] グループで使用できるオプショ
ンの概要をまとめたものです。

表8.15 ml2

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

extension_drivers = [] リスト値 neutron.ml2.extension_drivers 名前空間から読み込ま
れる拡張ドライバーのエントリーポイントの順序付
きリスト。例: extension_drivers = port_security,qos
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external_network_type = 
None

文字列値 プロバイダー属性が指定されていない場合の外部
ネットワークのデフォルトネットワークタイプ。デ
フォルトでは None です。これは、外部ネットワー
クの作成時にプロバイダー属性が指定されていない
場合には、テナントネットワークと同じタイプを持
ちます。external_network_type 設定オプションに許
可される値は、type_drivers 設定オプションで設定さ
れたネットワーク種別の値によって異なります。

mechanism_drivers = [] リスト値 neutron.ml2.mechanism_drivers 名前空間から読み込
まれる認証メカニズムドライバーのエントリーポイ
ントの順序付きリスト。

overlay_ip_version = 4 整数値 すべてのオーバーレイ (tunnel) ネットワークエンド
ポイントの IP バージョン。IPv4 には 4、IPv6 には 6
の値を使用します。

path_mtu = 0 整数値 オーバーレイ/トンネルプロトコルを使用する場合に
断片化せずに基礎となる物理ネットワークインフラ
ストラクチャーを通過できる IP パケット (MTU) の最
大サイズ。このオプションを使用すると、デフォル
トの global_physnet_mtu 値とは異なる物理ネット
ワーク MTU 値を指定できます。

physical_network_mtus = 
[]

リスト値 物理ネットワークと MTU 値のマッピングリスト。
マッピングのフォーマットは <physnet>:<mtu val> で
す。このマッピングにより、デフォルトの
global_physnet_mtu 値とは異なる物理ネットワーク
MTU 値を指定できます。

tenant_network_types = 
['local']

リスト値 テナントネットワークとして割り当てる
network_types の順序付きリスト。デフォルト値の
local は単一ボックスのテストに役立ちますが、ホス
ト間の接続を提供しません。

type_drivers = ['local', 
'flat', 'vlan', 'gre', 'vxlan', 
'geneve']

リスト値 neutron.ml2.type_drivers 名前空間から読み込まれる
ネットワーク種別ドライバーのエントリーポイント
のリスト。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.6.3. ml2_type_flat

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/ml2_conf.ini ファイルの [ml2_type_flat] グループで使用でき
るオプションの概要をまとめたものです。

表8.16 ml2_type_flat
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

flat_networks = * リスト値 フラットネットワークを作成できる
physical_network 名のリストデフォルトの * を使用し
て、任意の physical_network 名を持つフラットネッ
トワークを許可します。空のリストを使用してフ
ラットネットワークを無効にします。

8.6.4. ml2_type_geneve

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ ml2/ml2_conf.ini ファイルの [ml2_type_geneve] グループで使用
できるオプションの概要をまとめたものです。

表8.17 ml2_type_geneve

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

max_header_size = 30 整数値 Geneve カプセル化ヘッダーサイズは動的であり、こ
の値はドライバーの最大 MTU を計算するために使用
されます。このフィールドのデフォルトサイズは 30
です。これは、追加のオプションヘッダーを含まな
い Geneve ヘッダーのサイズです。

vni_ranges = [] リスト値 テナントネットワークの割り当てに使用できる
Geneve VNI ID の範囲を列挙した <vni_min>:
<vni_max> タプルのコンマ区切りリスト

8.6.5. ml2_type_gre

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/ml2_conf.ini ファイルの [ml2_type_gre] グループで使用でき
るオプションの概要をまとめたものです。

表8.18 ml2_type_gre

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

tunnel_id_ranges = [] リスト値 テナントネットワークの割り当てに使用できる GRE
トンネル ID の範囲を列挙した <tun_min>:<tun_max>
タプルのコンマ区切りリスト

8.6.6. ml2_type_vlan

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/ml2_conf.ini ファイルの [ml2_type_vlan] グループで使用でき
るオプションの概要をまとめたものです。

表8.19 ml2_type_vlan
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

network_vlan_ranges = [] リスト値 <physical_network>:<vlan_min>:<vlan_max> または
<physical_network> のリストで、VLAN プロバイダー
およびテナントネットワークで利用可能な
physical_network の名前を指定し、テナントネット
ワークに割り当てるのに利用できる各 VLAN タグの
範囲。

8.6.7. ml2_type_vxlan

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/ml2_conf.ini ファイルの [ml2_type_vxlan] グループで使用で
きるオプションの概要をまとめたものです。

表8.20 ml2_type_vxlan

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

vni_ranges = [] リスト値 テナントネットワークの割り当てに使用できる
VXLAN VNI ID の範囲を列挙した <vni_min>:
<vni_max> タプルのコンマ区切りリスト

vxlan_group = None 文字列値 VXLAN のマルチキャストグループ。設定されると、
はすべてのブロードキャストトラフィックをこのマ
ルチキャストグループへ送信できるようにします。
未設定のままにすると、マルチキャスト VXLAN モー
ドが無効になります。

8.6.8. ovs_driver

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/ml2_conf.ini ファイルの [ovs_driver] グループで使用できるオ
プションの概要をまとめたものです。

表8.21 ovs_driver

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vnic_type_prohibit_list = 
[]

リスト値 メカニズムドライバーにより管理が禁止されている
VNIC タイプのコンマ区切りのリスト。サポートされ
る vnic_types は、お使いのネットワークインター
フェイスカード、オペレーティングシステムのカー
ネルバージョン、および OVS バージョンなどの他の
要素に依存することに注意してください。ovs メカニ
ズムドライバーの場合には、有効な vnic タイプは
normal と direct です。direct は、カーネル 4.8 およ
び ovs 2.8.0 からのみサポートされます。Bind
DIRECT (SR-IOV) ポートを使用すると、tc を使用し
て OVS フローを SR-IOV NIC にオフロードすること
ができます。これにより、tc によるハードウェアオ
フロードをサポートし、レプリゼンター net-device
を使用して OpenFlow コントロールプレーンにより
VF を管理することができます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.6.9. securitygroup

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/ml2_conf.ini ファイルの [securitygroup] グループで使用でき
るオプションの概要をまとめたものです。

表8.22 securitygroup

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enable_ipset = True ブール値 ipset を使用して、iptables ベースのセキュリティー
グループをスピードアップします。ipset サポートを
有効にするには、ipset が L2 エージェントノードに
インストールする必要があります。

enable_security_group = 
True

ブール値 サーバーで neutron セキュリティーグループ API を
有効にするかどうかを制御します。セキュリティー
グループを使用しない場合や、nova セキュリティー
グループ API を使用する場合は false にする必要があ
ります。

firewall_driver = None 文字列値 L2 エージェントのセキュリティーグループファイア
ウォール用のドライバー

permitted_ethertypes = [] リスト値 16 進数 (0x で始まる) で、許可されるイーサネットタ
イプのコンマ区切りリスト。たとえば、"0x4008" は
InfiniBand を許可します。

8.6.10. sriov_driver

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/ml2_conf.ini ファイルの [sriov_driver] グループで使用できる
オプションの概要をまとめたものです。
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表8.23 sriov_driver

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

vnic_type_prohibit_list = 
[]

リスト値 メカニズムドライバーにより管理が禁止されている
VNIC タイプのコンマ区切りのリスト。サポートされ
る vnic_types は、ネットワークインターフェイス
カード、オペレーティングシステムのカーネルバー
ジョン、およびその他の要因によって異なることに
注意してください。sriov メカニズムドライバーの場
合には、有効な VNIC タイプは direct、macvtap およ
び direct-physical になります。

8.7. NEUTRON.CONF

本項では、/etc/neutron/neutron.conf ファイルのオプションについて説明します。

8.7.1. DEFAULT

以下の表は、/etc/neutron/neutron.conf ファイルの [DEFAULT] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

.

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

agent_down_time = 75 整数値 エージェントがダウンしていると見なされる秒数で
す。適切なためにエージェントが停止していること
を確認するために、少なくとも 2 回の
report_interval にする必要があります。

allow_automatic_dhcp_fa
ilover = True

ブール値 オフラインの DHCP エージェントからネットワーク
を自動的に削除します。

allow_automatic_l3agent_
failover = False

ブール値 オフラインの L3 エージェントからオンライン L3
エージェントへのルーターの自動再スケジュール。

allow_bulk = True ブール値 一括 API の使用を許可する

allow_overlapping_ips = 
False

ブール値 Neutron での IP アドレスのオーバーラップを許可し
ます。注記: Neutron が Nova セキュリティーグルー
プと併用されている場合は、以下のパラメーターを
False に設定する必要があります。
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allowed_conntrack_helpe
rs = [{'amanda': 'tcp'}, 
{'ftp': 'tcp'}, {'h323': 'udp'}, 
{'h323': 'tcp'}, {'irc': 'tcp'}, 
{'netbios-ns': 'udp'}, 
{'pptp': 'tcp'}, {'sane': 
'tcp'}, {'sip': 'udp'}, {'sip': 
'tcp'}, {'snmp': 'udp'}, 
{'tftp': 'udp'}]

リスト値 許可される conntrack ヘルパーおよび conntack ヘル
パーモジュールのプロトコル制約を定義します。

`api_extensions_path = ` 文字列値 API エクステンションのパス。これには、コロンで
区切られたパスのリストを使用できます。例:
api_extensions_path =
extensions:/path/to/more/exts:/even/more/exts.ne
utron.extensions の パス がこれに追加されるので、
拡張がある場合はここで指定する必要がありませ
ん。

api_paste_config = api-
paste.ini

文字列値 api サービスの paste.deploy 設定のファイル名

api_workers = None 整数値 サービスの個別の API ワーカープロセスの数。指定
のない場合は、デフォルトの CPU 数で最高のパ
フォーマンスを得るために利用可能な CPU の数と同
じになり、RAM 使用率は上限になります。

auth_strategy = keystone 文字列値 使用する認証のタイプ

backdoor_port = None 文字列値 eventlet バックドアを有効にします。設定可能な値
は 0、<port>、および <start>:<end> です。ここで、0
はランダムの tcp ポート番号でリッスンします。
<port> は指定されたポート番号でリッスンします (そ
のポートが使用中の場合にはバックドアを有効にし
ません)。また、<start>:<end> は、指定されたポート
番号の範囲で最も小さい未使用のポート番号でリッ
スンします。選択したポートは、サービスのログ
ファイルに表示されます。

backdoor_socket = None 文字列値 指定されたパスを接続を受信できる unix ソケットと
して使用して、eventlet バックドアを有効にしま
す。このオプションは、backdoor_port と相互に排
他的です。したがって、どちらか 1 つだけを指定する
必要があります。両方を指定すると、このオプショ
ンの存在によってそのオプションの使用が上書きさ
れます。パス {pid} の中は、現在のプロセスの PID で
置き換えられます。

backlog = 4096 整数値 ソケットを設定するバックログリクエストの数

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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base_mac = 
fa:16:3e:00:00:00

文字列値 Neutron が VIF に使用するベース MAC アドレス最初
の 3 オクテットは変更しません。4 番目のオクテッ
トが 00 でない場合は、これも使用されます。他は
無作為に生成されます。

bind_host = 0.0.0.0 ホストのアドレス
値

バインド先のホスト IP。

bind_port = 9696 ポート値 バインドするポート

client_socket_timeout = 
900

整数値 クライアント接続のソケット操作のタイムアウト。
受信接続がこの秒数の間アイドル状態であると、閉
じられます。0 の値は、永久に待機することを意味
します。

conn_pool_min_size = 2 整数値 接続有効期限ポリシーのプールサイズ制限

conn_pool_ttl = 1200 整数値 プールのアイドル状態の接続の存続期間 (秒単位)

control_exchange = 
neutron

文字列値 トピックがスコープ設定されるデフォルトの変換。
transport_url オプションで指定した変換名で上書き
できます。

core_plugin = None 文字列値 Neutron が使用するコアプラグイン

debug = False ブール値 true に設定すると、ログレベルはデフォルトの INFO
レベルではなく DEBUG に設定されます。

default_availability_zones 
= []

リスト値 アベイラビリティーゾーンのデフォルト値はヒント
です。アベイラビリティーゾーンを認識するスケ
ジューラーは、リソース availability_zone_hints が空
の場合にこれを使用します。複数のアベイラビリ
ティーゾーンをコンマ区切りの文字列で指定できま
す。この値は空白にすることができます。この場
合、リソースの availability_zone_hints が空であって
も、リソースのスケジューリング中にアベイラビリ
ティーゾーンが高可用性のために考慮されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default_log_levels = 
['amqp=WARN'、
'amqplib=WARN'、
'boto=WARN'、
'qpid=WARN'、
'sqlalchemy=WARN'、
'suds=INFO'、
'oslo.messaging=INFO'、
'oslo_messaging=INFO'、
'iso8601=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.connectionpool=WARN'
、
'urllib3.connectionpool=
WARN'、
'websocket=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.util.retry=WARN'、
'urllib3.util.retry=WARN'
、
'keystonemiddleware=WA
RN'、
'routes.middleware=WAR
N'、'stevedore=WARN'、
'taskflow=WARN'、
'keystoneauth=WARN'、
'oslo.cache=INFO'、
'oslo_policy=INFO'、
'dogpile.core.dogpile=INF
O']

リスト値 logger=LEVEL ペアのパッケージロギングレベルのリ
スト。このオプションは、log_config_append が設定
されている場合は無視されます。

dhcp_agent_notification = 
True

ブール値 DHCP エージェントへのリソース操作通知送信の許
可

dhcp_agents_per_networ
k = 1

整数値 テナントネットワークをホストするためにスケ
ジュールされている DHCP エージェントの数。この
数が 1 を超える場合、スケジューラーは特定のテナン
トネットワークに複数の DHCP エージェントを自動
的に割り当て、DHCP サービスに高可用性を提供し
ます。ただし、これでは、分離されたネットワーク
における IPv6 メタデータサービスの高可用性は提供
されません。

dhcp_lease_duration = 
86400

整数値 DHCP リース期間 (秒単位)。-1 を使用して、無限
リース時間を使用するように dnsmasq に指示しま
す。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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dhcp_load_type = 
networks

文字列値 エージェントによって負荷がレポートされるリソー
スタイプを表します。これには、networks、
subnets、または ports を使用できます。指定すると
(デフォルトがネットワークの場合)、サーバーは
エージェントレポートの状態からエージェント設定
オブジェクトの一部として送信される特定の負荷を
抽出します。これは消費されるリソースの数で、す
べての report_interval.dhcp_load_type は
network_scheduler_driver =
neutron.scheduler.dhcp_agent_scheduler.WeightSch
eduler と組み合わせて使用できます。
network_scheduler_driver が WeightScheduler の場
合、dhcp_load_type は分散されるリソースの選択を
表すように設定できます。例:
dhcp_load_type=networks

dns_domain = 
openstacklocal

文字列値 ホスト名の構築に使用するドメイン

dvr_base_mac = 
fa:16:3f:00:00:00

文字列値 Neutron が一意の DVR インスタンスに使用するベー
ス mac アドレス最初の 3 オクテットは変更しませ
ん。4 番目のオクテットが 00 でない場合は、これも
使用されます。他は無作為に生成されます。テナン
トポート用に割り当てられた MAC と混同しないよう
にするため、dvr_base_mac は base_mac とは異な
る 必要 があります。4 つのオクテットの例は、
dvr_base_mac = fa:16:3f:4f:00:00 のようになりま
す。デフォルトは 3 オクテットです。

enable_dvr = True ブール値 設定が DVR に設定されているかどうかを判断しま
す。False の場合、DVR API 拡張は無効になります。

enable_new_agents = 
True

ブール値 enable_new_agents=False の場合、エージェントは
admin_state_up=False で始まります。この場合、
admin が admin_state_up を True に変更するまで、
ユーザーのリソースはエージェントに自動的にスケ
ジュールされません。

enable_services_on_agen
ts_with_admin_state_dow
n = False

ブール値 admin_state_up False を使用してエージェントで
サービスを有効にします。このオプションが False
の場合、エージェントの admin_state_up が False に
なっていると、そのエージェント上のサービスが無
効になります。このオプションに関係なく、自動ス
ケジューリングでは、admin_state_up False のエー
ジェントが選択されていません。ただし、このオプ
ションが True の場合は、そのようなエージェントに
手動でスケジュールすることができます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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enable_snat_by_default = 
True

ブール値 external_gateway_info に指定されていない場合は、
enable_snat のデフォルト値を定義します。

enable_traditional_dhcp = 
True

ブール値 False の場合、neutron-server は次の DHCP エー
ジェント関連の機能を無効にします。1.DHCP プロビ
ジョニングブロック。2.DHCP スケジューラー API
拡張。3.ネットワークスケジューリングメカニズ
ム。4.DHCP RPC/通知

executor_thread_pool_siz
e = 64

整数値 エグゼキューターがスレッディングまたはイベント
レットの場合のエグゼキュータースレッドプールの
サイズ。

external_dns_driver = 
None

文字列値 外部 DNS インテグレーションのドライバー。

fatal_deprecations = 
False

ブール値 非推奨の致命的なステータスを有効または無効にし
ます。

filter_validation = True ブール値 True の場合には、プラグインがフィルターパラメー
ターの検証を実行するかどうかを決定します。この
設定が有効で、すべてのプラグインでサポートされ
る場合、フィルター検証が有効になります。

global_physnet_mtu = 
1500

整数値 下層の物理ネットワークの MTU。Neutron はこの値
を使用して、すべての仮想ネットワークコンポーネ
ントの MTU を算出します。フラットネットワークお
よび VLAN ネットワークの場合は、neutron はこの
値を変更せずに使用します。VXLAN などのオーバー
レイネットワークの場合には、neutron は自動的にこ
の値からオーバーレイプロトコルのオーバーヘッド
を除算します。デフォルトは、Ethernet の標準値で
ある 1500 です。

graceful_shutdown_timeo
ut = 60

整数値 サーバーを正常にシャットダウンするまでのタイム
アウトを指定します。値をゼロにすると、endless の
待機を意味します。

host = <based on 
operating system>

ホストのアドレス
値

このマシンで実行している Neutron サーバー、エー
ジェント、サービスが使用するホスト名。このマシ
ンで実行しているすべてのエージェントとサービス
は、同じホスト値を使用する必要があります。

host_dvr_for_dhcp = True ブール値 DVR ローカルルーターを DHCP エージェントにホス
トする必要があるかどうかを判別するためのフラ
グ。False の場合には、DHCP エージェントインスタ
ンス: DNS がサポートする L3 機能は、たとえば、以
下のようになります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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http_retries = 3 整数値 失敗した HTTP 呼び出しでクライアント接続
(nova、ironic) を再試行する回数。0 (ゼロ) は、接続
が 1 回だけ試行される (再試行されない) ことを意味
します。任意の正の整数に設定すると、接続の失敗
時に何度も再試行されます。たとえば、を 3 に設定
すると、接続の試行の合計は 4 になります。

instance_format = [instance: %
(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンスの形式。

instance_uuid_format =
[instance: %(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンス UUID の形
式。

interface_driver = None 文字列値 仮想インターフェイスの管理に使用するドライ
バー。

ipam_driver = internal 文字列値 使用する Neutron IPAM (IP アドレス管理) ドライ
バーデフォルトでは、Neutron IPAM ドライバーの参
照実装が使用されます。

ipv6_pd_enabled = False ブール値 自動サブネット CIDR 割り当ての IPv6 接頭辞委任を
有効にします。PD 対応環境でサブネットの割り当て
用に IPv6 接頭辞委任を有効にするには、True に設
定します。CIDR または subnetpool ID を指定せずに
IPv6 サブネット用にサブネット作成要求を行うユー
ザーには、Prefix Delegation メカニズムを介して
CIDR が付与されます。PD を有効にすると、デフォ
ルトの IPv6 サブネットプールの動作を上書きするこ
とに注意してください。

l3_ha = False ブール値 仮想ルーターの HA モードを有効にします。

l3_ha_net_cidr = 
169.254.192.0/18

文字列値 l3 HA 管理ネットワークに使用するサブネット。

`l3_ha_network_physical_nam
e = `

文字列値 HA ネットワークを作成できる物理ネットワーク名。

`l3_ha_network_type = ` 文字列値 HA ルーターの HA ネットワークの作成時に使用する
ネットワーク種別。デフォルトでは、または空の場
合は最初の tenant_network_types が使用されま
す。これは、VRRP トラフィックがデフォルトでは
ない特定のネットワークを使用する場合に役立ちま
す。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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log-config-append = None 文字列値 ロギング設定ファイルの名前。このファイルは、既
存のロギング設定ファイルに追加されます。ロギン
グ設定ファイルの詳細は、Python のロギングモ
ジュールのドキュメントを参照してください。ロギ
ング設定ファイルを使用すると、すべてのロギング
設定が設定ファイルで設定され、その他のロギング
設定オプションは無視されます (例:log-date-
format)。

log-date-format = %Y-%m-
%d %H:%M:%S

文字列値 ログレコードの %%(asctime)s のフォーマット文字列
を定義します。デフォルト:%(default)sこのオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

log-dir = None 文字列値 (オプション)log_file の相対パスに使用されるベース
ディレクトリー。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log-file = None 文字列値 (オプション) ロギング出力を送信するログファイル
の名前。デフォルトが設定されていない場合、ロギ
ングは use_stderr で定義されているように stderr に
送信されます。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log_options = True ブール値 サービスの起動時 (DEBUG レベル) に、登録されて
いるすべてのオプションの値をログに記録すること
を有効または無効にします。

log_rotate_interval = 1 整数値 ログファイルがローテーションされるまでの時間。
このオプションは、log_rotation_type が interval に
設定されていない限り無視されます。

log_rotate_interval_type = 
days

文字列値 ローテーション間隔の種別。次のローテーションを
スケジューリングする際に、最後のファイル変更の
時刻 (またはサービスの起動時刻) が使用されます。

log_rotation_type = none 文字列値 ログローテーションの種別。

logging_context_format_
string = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[%(request_id)s %
(user_identity)s] %
(instance)s%(message)s

文字列値 コンテキスト付きログメッセージに使用するフォー
マット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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logging_debug_format_s
uffix = %(funcName)s %
(pathname)s:%(lineno)d

文字列値 メッセージのロギングレベルが DEBUG の場合にロ
グメッセージに追加する追加のデータ。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_default_format_s
tring = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[-] %(instance)s%
(message)s

文字列値 コンテキストが定義されていない場合に、ログメッ
セージに使用するフォーマット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_exception_prefix 
= %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
ERROR %(name)s %
(instance)s

文字列値 この形式で、例外出力の各行の前に接頭辞が付けら
れます。oslo_log.formatters.ContextFormatter によ
り使用されます。

logging_user_identity_for
mat = %(user)s %
(tenant)s %(domain)s %
(user_domain)s %
(project_domain)s

文字列値 logging_context_format_string で使用される %
(user_identity)s のフォーマット文字列を定義しま
す。oslo_log.formatters.ContextFormatter により使
用されます。

max_allowed_address_pa
ir = 10

整数値 許可するアドレスペアの最大数

max_dns_nameservers = 
5

整数値 サブネットごとの DNS ネームサーバーの最大数

max_header_line = 16384 整数値 許可されるメッセージヘッダー行の最大サイズ。
max_header_line は、大きなトークンを使用する際に
増やす必要がある場合があります (特に、keystone
が大きなサービスカタログの PKI トークンを使用す
るように設定された場合に生成されるトークン)。

max_l3_agents_per_route
r = 3

整数値 HA ルーターがスケジュールされる L3 エージェント
の最大数。これを 0 に設定すると、ルーターはすべ
てのエージェントにスケジュールされます。

max_logfile_count = 30 整数値 ローテーションされたログファイルの最大数。

max_logfile_size_mb = 
200

整数値 ログファイルの最大サイズ (MB 単位)。
log_rotation_type が size に設定されていない場合
は、このオプションは無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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max_routes = 30 整数値 ルーターごとのルートの最大数

max_subnet_host_routes 
= 20

整数値 サブネットごとのホストルートの最大数

`metadata_proxy_group = ` 文字列値 グループ (gid または名前) は、初期化後にメタデー
タプロキシーを実行します (空の場合: agent
effective group)。

metadata_proxy_socket = 
$state_path/metadata_pro
xy

文字列値 メタデータプロキシー UNIX ドメインソケットの場
所。

`metadata_proxy_user = ` 文字列値 ユーザー (uid または名前) の初期化後にメタデータ
プロキシーを実行する (空の場合: agent effective
user)。

migration_mode = False ブール値 このオプションは、環境が OVS から OVN へのメカ
ニズムドライバーの移行プロセス中であることを示
します。

network_auto_schedule = 
True

ブール値 DHCP エージェントへの自動スケジューリングネッ
トワークを許可します。

network_link_prefix = 
None

文字列値 この文字列は、OpenStack Network API へのリンク
で返される通常の URL の前に付けられます。空の場
合 (デフォルト)、URL は変更せずに返されます。

network_scheduler_drive
r = 
neutron.scheduler.dhcp_
agent_scheduler.WeightS
cheduler

文字列値 DHCP エージェントへのネットワークのスケジュー
リングに使用するドライバー

notify_nova_on_port_dat
a_changes = True

ブール値 ポートデータ (fixed_ips/floatingip) が変更される際
に nova に通知を送信し、nova がキャッシュを更新
できるようにします。

notify_nova_on_port_stat
us_changes = True

ブール値 ポートのステータスが変更になったときに nova に通
知を送信する

pagination_max_limit = -1 文字列値 単一の応答で返される項目の最大数。値は 無限 また
は負の整数で制限なしを意味します。

periodic_fuzzy_delay = 5 整数値 タイムスタンプを減らすために定期的なタスクスケ
ジューラーを開始する際の無作為に遅延する秒数。
(0 に設定すると無効になります)

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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periodic_interval = 40 整数値 実行中の定期的なタスク間の秒数。

publish_errors = False ブール値 エラーイベントの公開を有効または無効にします。

rate_limit_burst = 0 整数値 rate_limit_interval ごとのログ記録されたメッセージ
の最大数。

rate_limit_except_level = 
CRITICAL

文字列値 レート制限で使用されるログレベル名:CRITICAL、
ERROR、INFO、WARNING、DEBUG または空の文
字列。rate_limit_except_level 以上のレベルのログは
フィルターされません。空の文字列は、すべてのレ
ベルがフィルターされることを意味します。

rate_limit_interval = 0 整数値 ログのレート制限の間隔 (秒数)。

retry_until_window = 30 整数値 リッスンする再試行を続ける秒数

router_auto_schedule = 
True

ブール値 L3 エージェントへのルーターの自動スケジューリン
グを許可します。

router_distributed = False ブール値 システム全体のフラグ。テナントが作成できるルー
ターのタイプを判断します。admin のみが上書き可
能です。

router_scheduler_driver = 
neutron.scheduler.l3_age
nt_scheduler.LeastRouter
sScheduler

文字列値 デフォルトの L3 エージェントへのルータースケ
ジューリングに使用するドライバー

rpc_conn_pool_size = 30 整数値 RPC 接続プールのサイズ。

rpc_ping_enabled = False ブール値 ping 呼び出しに応答するエンドポイントを追加しま
す。エンドポイントの名前は oslo_rpc_server_ping
です。

rpc_response_max_timeo
ut = 600

整数値 RPC 呼び出しからの応答を待つ最大時間 (秒単位)。

rpc_response_timeout = 
60

整数値 呼び出しからの応答を待つ秒数。

rpc_state_report_workers 
= 1

整数値 状態レポートキュー専用の RPC ワーカープロセスの
数。

rpc_workers = None 整数値 サービスの RPC ワーカープロセスの数。指定されて
いない場合、デフォルトは API ワーカー数の半分に
等しくなります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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run_external_periodic_ta
sks = True

ブール値 一部の定期的なタスクは個別のプロセスで実行でき
ます。ここで実行すべきですか ?

send_events_interval = 2 整数値 送信するイベントがある場合は nova にイベントを送
信するまでの秒数。

service_plugins = [] リスト値 Neutron が使用するサービスプラグイン

setproctitle = on 文字列値 子ワーカーロールに一致するようにプロセス名を設
定します。利用可能なオプションは、off (以前の動
作を保持)on (プロセスの名前を neutron-server:
role (元の文字列) に変更します。brief (rename は
on と同じですが、neutron-server: role などの元の
文字列はありません。)

state_path = 
/var/lib/neutron

文字列値 Neutron の状態ファイルを保存する場所。このディ
レクトリーは、エージェントによって書き込み可能
である必要があります。

syslog-log-facility = 
LOG_USER

文字列値 ログ行を受け取る syslog ファシリティー。このオプ
ションは、log_config_append が設定されている場合
は無視されます。

tcp_keepidle = 600 整数値 各サーバーソケットの TCP_KEEPIDLE の値を設定し
ます (秒単位)。OS X では対応していません。

transport_url = rabbit:// 文字列値 メッセージングバックエンドに接続するためのネッ
トワークアドレスおよびオプションのユーザー認証
情報 (URL 形式)。想定される形式は次のとおりで
す。

driver://[user:pass@]host:port[,
[userN:passN@]hostN:portN]/virtual_host?query

例:rabbit://rabbitmq:password@127.0.0.1:5672//

URL のフィールドの詳細
は、https://docs.openstack.org/oslo.messaging/late
st/reference/transport.html で
oslo_messaging.TransportURL のドキュメントを参
照してください。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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use-journal = False ブール値 ロギング用の journald を有効にします。systemd 環
境で実行している場合は、ジャーナルサポートを有
効にしたい場合があります。その場合、ログメッ
セージに加えて構造化されたメタデータが含まれる
journal ネイティブプロトコルが使用されます。この
オプションは、log_config_append が設定されている
場合は無視されます。

use-json = False ブール値 ロギングに JSON 形式を使用します。このオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

use-syslog = False ブール値 ロギングに syslog を使用します。既存の syslog 形式
は非推奨であり、後に RFC5424 に従うように変更
されます。このオプションは、log_config_append が
設定されている場合は無視されます。

use_eventlog = False ブール値 出力を Windows イベントログに記録します。

use_ssl = False ブール値 API サーバーでの SSL の有効化

use_stderr = False ブール値 出力を標準エラーに記録します。このオプション
は、log_config_append が設定されている場合は無視
されます。

vlan_transparent = False ブール値 True の場合には、プラグインが VLAN トランスペア
レントネットワークの作成に対応していれば、その
タイプのネットワークの作成を許可します。

watch-log-file = False ブール値 ファイルシステムを監視するように設計されたログ
ハンドラーを使用します。ログファイルが移動また
は削除されると、このハンドラーは、指定されたパ
スで新しいログファイルを即時に開きます。これ
は、log_file オプションを指定し、Linux プラット
フォームが使用される場合にのみ有効です。このオ
プションは、log_config_append が設定されている場
合は無視されます。

wsgi_default_pool_size = 
100

整数値 wsgi で使用される greenthread のプールのサイズ

wsgi_keep_alive = True ブール値 False の場合は、クライアントのソケット接続を明示
的に閉じます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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wsgi_log_format = %
(client_ip)s "%
(request_line)s" status: %
(status_code)s len: %
(body_length)s time: %
(wall_seconds).7f

文字列値 ログ行を生成するためにテンプレートとして使用さ
れる Python 形式の文字列。client_ip、date_time、
request_line、status_code、body_length、
wall_seconds をこの形式にフォーマットできます。

wsgi_server_debug = 
False

ブール値 サーバーが 500 エラーで例外トレースバックをクラ
イアントに送信する必要がある場合は true。False の
場合、サーバーは空の本文で応答します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.7.2. agent (エージェント)

以下の表は、/etc/neutron/neutron.conf ファイルの [agent] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表8.24 agent (エージェント)

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

availability_zone = nova 文字列値 このノードのアベイラビリティーゾーン

check_child_processes_a
ction = respawn

文字列値 子プロセスが停止したときに実行されるアクション

check_child_processes_i
nterval = 60

整数値 子プロセス liveness (秒) のチェックの間隔。無効に
する場合は 0 を使用します。

comment_iptables_rules 
= True

ブール値 iptables ルールにコメントを追加します。各ルールの
目的を記述する、生成された iptables ルールへのコ
メントの追加を無効にするには、false に設定しま
す。システムは、コメントを追加するために
iptables コメントモジュールをサポートする必要があ
ります。

debug_iptables_rules = 
False

ブール値 フォーマットが生成されることを確認するすべての
iptables の差異計算を iptables-save のフォーマット
と一致させます。このオプションは、パフォーマン
スのペナルティーを課すため、実稼働システムでは
有効にしないでください。
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kill_scripts_path = 
/etc/neutron/kill_scripts/

文字列値 外部プロセスを強制終了するために使用されるスク
リプトの場所。ここでのスクリプト名は、パターン
(<process-name>-kill) に従う必要があります。ここ
で、<process-name> は、このスクリプトを使用して
強制終了するプロセスの名前になります。たとえ
ば、dnsmasq プロセスの kill スクリプトは
"dnsmasq-kill" という名前にする必要があります。
path を None に設定すると、デフォルトの kill コマン
ドを使用してプロセスを停止します。

log_agent_heartbeats = 
False

ブール値 ログエージェントのハートビート

report_interval = 30 浮動小数点の値 状態を server に報告するノード間の秒数。
agent_down_time 未満の場合は agent_down_time 未
満である必要があります。これは agent_down_time
未満の場合に推奨されます。

root_helper = sudo 文字列値 ルートヘルパーアプリケーション。実際のルート
フィルター機能を使用するには、sudo neutron-
rootwrap /etc/neutron/rootwrap.conf を使用しま
す。sudo に変更してフィルタリングをスキップし、
コマンドを直接実行します。

root_helper_daemon = 
None

文字列値 可能な場合は、使用するルートヘルパーデーモンア
プリケーション。

sudo neutron-rootwrap-daemon
/etc/neutron/rootwrap.conf を使用して、daemon
mode で rootwrap を実行します。これは、大規模な
パフォーマンスを向上させるために報告されていま
す。rootwrap をデーモンモードで実行する方法は、
以下を参照してください。

https://docs.openstack.org/oslo.rootwrap/latest/use
r/usage.html#daemon-mode

use_helper_for_ns_read = 
True

ブール値 システムの名前空間をリスト表示するときは、root
ヘルパーを使用します。セキュリティー設定によっ
ては、これは必要ありません。ルートヘルパーが必
要ない場合は、パフォーマンスを向上させるために
これを False に設定します。

use_random_fully = True ブール値 SNAT マスカレードルールで完全にランダムに使用
します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.7.3. cors
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以下の表は、/etc/neutron/neutron.conf ファイルの [cors] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表8.25 cors

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

allow_credentials = True ブール値 実際の要求にユーザーの認証情報を含めることがで
きることを示します。

allow_headers = ['X-Auth-
Token', 'X-Identity-
Status', 'X-Roles', 'X-
Service-Catalog', 'X-User-
Id', 'X-Tenant-Id', 'X-
OpenStack-Request-ID']

リスト値 実際の要求時に使用されるヘッダーフィールド名を
示します。

allow_methods = ['GET'、
'PUT'、'POST'、
'DELETE'、'PATCH']

リスト値 実際の要求時に使用できるメソッドを示します。

allowed_origin = None リスト値 このリソースがリクエストの origin"ヘッダーで受信
したドメインと共有されるかどうかを示します。形
式:"<protocol>://<host>[:<port>]" (行末のスラッシュ
なし)例:https://horizon.example.com

expose_headers = ['X-
Auth-Token', 'X-Subject-
Token', 'X-Service-Token', 
'X-OpenStack-Request-
ID', 'OpenStack-Volume-
microversion']

リスト値 API に安全に公開できるヘッダーを示します。デ
フォルトは HTTP Simple ヘッダーです。

max_age = 3600 整数値 CORS プリフライトリクエストの最大キャッシュ期
間。

8.7.4. database

以下の表は、/etc/neutron/neutron.conf ファイルの [database] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表8.26 database

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backend = sqlalchemy 文字列値 データベースに使用するバックエンド。

connection = None 文字列値 データベースへの接続に使用する SQLAlchemy 接続
文字列。
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connection_debug = 0 整数値 SQL デバッグ情報の冗長性: 0=なし、100=すべて。

`connection_parameters = ` 文字列値 接続時に接続 URL に追加するオプションの URL パ
ラメーター。param1=value1&param2=value2&…​ とし
て指定します。

connection_recycle_time 
= 3600

整数値 この秒数より長く接続プールに存在していた接続
は、次にプールからチェックアウトされたときに新
しい接続に置き換えられます。

connection_trace = False ブール値 Python スタックトレースをコメント文字列として
SQL に追加します。

db_inc_retry_interval = 
True

ブール値 True の場合には、db_max_retry_interval までのデー
タベース操作の再試行回数を長くします。

db_max_retries = 20 整数値 エラーが発生する前に接続エラーまたはデッドロッ
クが発生した場合の最大再試行。再試行回数を無限
に指定するには -1 に設定します。

db_max_retry_interval = 
10

整数値 db_inc_retry_interval が設定されている場合は、デー
タベース操作を再試行するまでの最大秒数です。

db_retry_interval = 1 整数値 データベーストランザクションの再試行間の秒数。

`engine = ` 文字列値 オフラインマイグレーションの使用時にスクリプト
が生成されるデータベースエンジン。

max_overflow = 50 整数値 設定されている場合、この値を SQLAlchemy で
max_overflow に使用します。

max_pool_size = 5 整数値 プールに開いたままにする SQL 接続の最大数。値を
0 に設定すると無制限を意味します。

max_retries = 10 整数値 起動時のデータベース接続の最大再試行数。再試行
回数を無限に指定するには -1 に設定します。

mysql_enable_ndb = 
False

ブール値 True の場合には、MySQL Cluster (NDB) の処理のサ
ポートを透過的に有効にします。

mysql_sql_mode = 
TRADITIONAL

文字列値 MySQL セッションに使用する SQL モード。このオ
プション (デフォルトを含む) は、サーバーセット
SQL モードを上書きします。サーバー設定で設定さ
れた SQL モードを使用するには、これを no value に
設定します。例: mysql_sql_mode=

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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pool_timeout = None 整数値 設定されている場合は、この値を SQLAlchemy で
pool_timeout に使用します。

retry_interval = 10 整数値 SQL 接続を開く再試行の間隔。

slave_connection = None 文字列値 スレーブデータベースへの接続に使用する
SQLAlchemy 接続文字列。

sqlite_synchronous = 
True

ブール値 True の場合、SQLite は同期モードを使用します。

use_db_reconnect = 
False

ブール値 失われた接続でデータベースの実験的な使用を有効
にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.7.5. Healthcheck

次の表は、/etc/neutron/neutron.conf ファイルの [healthcheck] グループで使用できるオプションの
概要を示しています。

表8.27 Healthcheck

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backends = [] リスト値 ヘルスチェックを実施し、リクエストの一部として
その情報を報告できる追加のバックエンド。

detailed = False ブール値 応答の一部として詳細情報を表示します。セキュリ
ティーメモ: このオプションを有効にすると、監視対
象のサービスに関する機密情報が漏洩する可能性が
あります。セキュリティーポリシーに違反しないこ
とを確認してください。

disable_by_file_path = 
None

文字列値 ファイルが存在することを確認し、アプリケーショ
ンがポート上で実行されているかどうかを確認しま
す。DisableByFileHealthcheck プラグインで使用さ
れます。

disable_by_file_paths = [] リスト値 ポートに基づいてファイルが存在することを確認
し、アプリケーションがポート上で実行されている
かどうかを判断します。文字列の port:path リストを
想定します。DisableByFilesPortsHealthcheck プラグ
インで使用されます。

path = /healthcheck 文字列値 healtcheck 要求に応答するパス。
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8.7.6. ironic

以下の表は、/etc/neutron/neutron.conf ファイルの [ironic] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表8.28 ironic

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth-url = None 文字列値 認証 URL

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

default-domain-id = None 文字列値 v3 および v2 パラメーターで使用するオプションの
ドメイン ID。これは v3 のユーザーとプロジェクトド
メインの両方に使用され、v2 認証では無視されま
す。

default-domain-name = 
None

文字列値 v3 API および v2 パラメーターで使用するオプション
のドメイン名です。これは v3 のユーザーとプロジェ
クトドメインの両方に使用され、v2 認証では無視さ
れます。

domain-id = None 文字列値 スコープするドメイン ID

domain-name = None 文字列値 スコープするドメイン名

enable_notifications = 
False

ブール値 通知イベントを ironic に送信します。(たとえば、関
連するポートステータスが変わります。)

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

password = None 文字列値 ユーザーのパスワード

project-domain-id = None 文字列値 プロジェクトを含むドメイン ID

project-domain-name = 
None

文字列値 プロジェクトを含むドメイン名
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project-id = None 文字列値 スコープするプロジェクト ID

project-name = None 文字列値 スコープするプロジェクト名

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

system-scope = None 文字列値 システム操作のスコープ

tenant-id = None 文字列値 テナント ID

tenant-name = None 文字列値 テナント名

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

trust-id = None 文字列値 Trust ID

user-domain-id = None 文字列値 ユーザーのドメイン ID

user-domain-name = 
None

文字列値 ユーザーのドメイン名

user-id = None 文字列値 ユーザー ID

username = None 文字列値 ユーザー名

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.7.7. keystone_authtoken

以下の表は、/etc/neutron/neutron.conf ファイルの [keystone_authtoken] グループ下で使用できるオ
プションの概要をまとめたものです。

表8.29 keystone_authtoken

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth_section = None 文字列値 プラグイン固有のオプションを読み込む config セク
ション

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ
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auth_uri = None 文字列値 パブリックの Identity API エンドポイントを完了しま
す。このエンドポイントは、すべてのエンドユー
ザーがアクセスできる必要があるため、"admin" エン
ドポイントにすることはできません。認証されてい
ないクライアントは、認証のためにこのエンドポイ
ントにリダイレクトされます。このエンドポイント
にはバージョンを指定しないことが理想的ですが、
ワイルドカードでのクライアントのサポートは異な
ります。バージョン指定された v2 エンドポイントを
使用している場合、通常エンドユーザーがそのエン
ドポイントに到達できない可能性があるため、これ
はサービスユーザーがトークンを検証するために使
用するエンドポイントにすることはできません。こ
のオプションは www_authenticate_uri が優先される
ため非推奨となり、S リリースで削除される予定で
す。非推奨:Queens 以降

*理由:* auth_uri オプションは www_authenticate_uri
が優先されるため非推奨となり、S リリースで削除
される予定です。

auth_version = None 文字列値 Identity API エンドポイントの API バージョン。

cache = None 文字列値 Swift キャッシュオブジェクトが保存される環境キー
を要求します。auth_token ミドルウェアを Swift
キャッシュと共にデプロイする場合は、このオプ
ションを使用して、ミドルウェアが swift とキャッシ
ングバックエンドを共有するようにします。それ以
外の場合は、代わりに memcached_servers オプ
ションを使用します。

cafile = None 文字列値 HTTPs 接続の検証時に使用する PEM でエンコード
された認証局。デフォルトはシステム CA です。

certfile = None 文字列値 ID サーバーでクライアント証明書が必要な場合に必
要です。

delay_auth_decision = 
False

ブール値 ミドルウェア内の認可要求を処理せず、承認の決定
をダウンストリームの WSGI コンポーネントに委譲
します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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enforce_token_bind = 
permissive

文字列値 トークンバインディングの使用および種別を制御す
るために使用されます。トークンバインディングの
チェックを無効するには、"disabled"に設定します。
バインドタイプがサーバーの認識する形式の場合に
はバインディング情報を検証し、そうでない場合に
は無視するには、"permissive"(デフォルト) に設定し
ます。"strict"は"permissive"と類似していますが、バ
インドタイプが不明な場合にはトークンが拒否され
ます。"required"の場合は、いずれかの形式のトーク
ンバインディングが必要です。最後に、トークンに
指定する必要のあるバインディングメソッドの名
前。

http_connect_timeout = 
None

整数値 Identity API サーバーと通信する際の要求タイムアウ
ト値。

http_request_max_retries 
= 3

整数値 Identity API サーバーと通信する際に再接続を試行す
る回数。

include_service_catalog = 
True

ブール値 (オプション)X-Service-Catalog ヘッダーを設定する
かどうかを示します。False の場合、ミドルウェアは
トークンの検証時にサービスカタログを要求せず、
X-Service-Catalog ヘッダーを設定しません。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

interface = internal 文字列値 Identity API エンドポイントに使用するインターフェ
イス。有効な値は、"public"、"internal" (デフォル
ト)、または "admin" です。

keyfile = None 文字列値 ID サーバーでクライアント証明書が必要な場合に必
要です。

memcache_pool_conn_g
et_timeout = 10

整数値 (オプション) プールから memcached クライアント
接続を取得するまで操作が待機する秒数。

memcache_pool_dead_re
try = 300

整数値 (オプション)memcached サーバーが停止していると
みなされる秒数。この秒数が経過すると再試行され
ます。

memcache_pool_maxsize 
= 10

整数値 (オプション) すべての memcached サーバーへの
オープン接続の最大合計数。

memcache_pool_socket_
timeout = 3

整数値 (オプション)memcached サーバーと通信する際のソ
ケットのタイムアウト (秒単位)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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memcache_pool_unused
_timeout = 60

整数値 (オプション)memcached への接続がプール内で未使
用の状態を維持する秒数。この秒数が経過すると終
了されます。

memcache_secret_key = 
None

文字列値 (オプション、memcache_security_strategy が定義さ
れている場合には必須) この文字列は鍵の導出に使用
されます。

memcache_security_strat
egy = None

文字列値 (オプション) 定義されている場合は、トークンデー
タを認証、または認証して暗号化する必要があるか
どうかを示します。MAC の場合、キャッシュでトー
クンデータが認証されます (HMAC を使用)。
ENCRYPT の場合、キャッシュでトークンデータが
暗号化され、認証されます。値がこれらのオプショ
ンのいずれでもない場合や空の場合には、
auth_token は初期化時に例外を発生させます。

memcache_use_advance
d_pool = False

ブール値 (オプション) 高度な (eventlet に対して安全な)
memcached クライアントプールを使用します。高度
なプールは python 2.x でのみ動作します。

memcached_servers = 
None

リスト値 オプションで、キャッシュに使用する memcached
サーバーのリストを指定します。未定義のままの場
合、トークンは代わりに処理中にキャッシュされま
す。

region_name = None 文字列値 アイデンティティーサーバーがあるリージョン。

service_token_roles = 
['service']

リスト値 サービストークンに存在する必要があるロールの選
択。サービストークンは、期限切れのトークンを使
用できることを要求できるため、このチェックでは
実際のサービスのみがこのトークンを送信するよう
に厳密に制御する必要があります。ここでのロール
は ANY チェックとして適用されるため、このリスト
のロールはすべて存在している必要があります。後
方互換性の理由から、現在 allow_expired チェックに
のみ影響します。

service_token_roles_requ
ired = False

ブール値 後方互換性の理由から、service_token_roles チェッ
クを有効としてパスしない有効なサービストークン
をパスさせる必要があります。これを true に設定す
ることが今後のリリースでデフォルトとなり、可能
な場合は有効にされる必要があります。

service_type = None 文字列値 サービスカタログに表示されるサービスの名前また
は種別。これは、制限されたアクセスルールがある
トークンを検証するために使用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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token_cache_time = 300 整数値 トークンの検証に過剰な時間を費やすのを防ぐため
に、ミドルウェアは、設定可能な期間 (秒単位) 中は
以前に見たトークンをキャシュします。キャッシュ
を完全に無効にするには -1 に設定します。

www_authenticate_uri = 
None

文字列値 パブリックの Identity API エンドポイントを完了しま
す。このエンドポイントは、すべてのエンドユー
ザーがアクセスできる必要があるため、"admin" エン
ドポイントにすることはできません。認証されてい
ないクライアントは、認証のためにこのエンドポイ
ントにリダイレクトされます。このエンドポイント
にはバージョンを指定しないことが理想的ですが、
ワイルドカードでのクライアントのサポートは異な
ります。バージョン指定された v2 エンドポイントを
使用している場合、通常エンドユーザーがそのエン
ドポイントに到達できない可能性があるため、これ
はサービスユーザーがトークンを検証するために使
用するエンドポイントにすることはできません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.7.8. nova

以下の表は、/etc/neutron/neutron.conf ファイルの [nova] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表8.30 nova

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth-url = None 文字列値 認証 URL

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

default-domain-id = None 文字列値 v3 および v2 パラメーターで使用するオプションの
ドメイン ID。これは v3 のユーザーとプロジェクトド
メインの両方に使用され、v2 認証では無視されま
す。
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default-domain-name = 
None

文字列値 v3 API および v2 パラメーターで使用するオプション
のドメイン名です。これは v3 のユーザーとプロジェ
クトドメインの両方に使用され、v2 認証では無視さ
れます。

domain-id = None 文字列値 スコープするドメイン ID

domain-name = None 文字列値 スコープするドメイン名

endpoint_type = public 文字列値 使用する nova エンドポイントのタイプ。このエンド
ポイントは keystone カタログで検索され、パブリッ
ク、内部、または管理者のいずれかでなければなり
ません。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

live_migration_events = 
False

ブール値 このオプションを有効にすると、ライブマイグレー
ション中に OVS エージェントは移行先ホストイン
ターフェイスがバインドされている場合にのみ vif-
plugged-event を送信します。このオプションは、
ポートがプロビジョニングされているときに、他の
エージェント (DHCP など) がこのイベントを Nova
に送信することも無効にします。このオプション
は、Nova パッ
チhttps://review.opendev.org/c/openstack/nova/+/
767368 の場合に有効にできます。このオプション
は一時的なものであり、Y で削除され、動作は True
になります。

password = None 文字列値 ユーザーのパスワード

project-domain-id = None 文字列値 プロジェクトを含むドメイン ID

project-domain-name = 
None

文字列値 プロジェクトを含むドメイン名

project-id = None 文字列値 スコープするプロジェクト ID

project-name = None 文字列値 スコープするプロジェクト名

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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region_name = None 文字列値 使用する nova リージョンの名前。keystone が複数
のリージョンを管理する場合に便利です。

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

system-scope = None 文字列値 システム操作のスコープ

tenant-id = None 文字列値 テナント ID

tenant-name = None 文字列値 テナント名

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

trust-id = None 文字列値 Trust ID

user-domain-id = None 文字列値 ユーザーのドメイン ID

user-domain-name = 
None

文字列値 ユーザーのドメイン名

user-id = None 文字列値 ユーザー ID

username = None 文字列値 ユーザー名

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.7.9. oslo_concurrency

以下の表では、/etc/neutron/neutron.conf ファイルの [oslo_concurrency] グループで利用可能なオプ
ションについて説明しています。

表8.31 oslo_concurrency

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

disable_process_locking 
= False

ブール値 プロセス間ロックを有効または無効にします。

lock_path = None 文字列値 ロックファイルに使用するディレクトリー。セキュ
リティー上、指定したディレクトリーは、ロックが
必要なプロセスを実行しているユーザーのみが書き
込み可能である必要があります。デフォルトは環境
変数 OSLO_LOCK_PATH です。外部ロックを使用す
る場合は、ロックパスを設定する必要があります。

8.7.10. oslo_messaging_amqp
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以下の表では、/etc/neutron/neutron.conf ファイルの [oslo_messaging_amqp] グループで利用可能
なオプションの概要を説明します。

表8.32 oslo_messaging_amqp

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

addressing_mode = 
dynamic

文字列値 ドライバーが使用するアドレスモードを示します。
許可される値:legacy - レガシーのルーティング不可
能なアドレス指定を使用します。routable - ルー
ティング可能なアドレスを使用します。dynamic -
メッセージバスがルーティングをサポートしていな
い場合はレガシーのアドレスを使用します。それ以
外の場合は、ルーティング可能なアドレスを使用し
ます。

anycast_address = 
anycast

文字列値 コンシューマーのグループに送信する際に、アドレ
ス接頭辞に追加されます。コンシューマー間でラウ
ンドロビン方式で配信される必要のあるメッセージ
を特定するために、メッセージバスで使用されま
す。

broadcast_prefix = 
broadcast

文字列値 すべてのサーバーにブロードキャストする場合に使
用されるアドレス接頭辞

connection_retry_backoff 
= 2

整数値 フェイルオーバーの試みに失敗するたびに、
connection_retry_interval をこの秒数だけ増やしま
す。

connection_retry_interval 
= 1

整数値 再接続を試みる前に一時停止する秒数。

connection_retry_interval
_max = 30

整数値 connection_retry_interval +
connection_retry_backoff の上限

container_name = None 文字列値 AMQP コンテナーの名前。グローバルで一意でなけ
ればなりません。デフォルトは、生成された UUID
です。

default_notification_exch
ange = None

文字列値 通知アドレスで使用される変換名。エクスチェンジ
名の解決の優先順位:Target.exchange、他に設定さ
れている場合は default_notification_exchange、他に
設定されている場合は control_exchange、他に設定
されている場合は notify

default_notify_timeout = 
30

整数値 送信された通知メッセージ配信の期限。呼び出し元
がタイムアウトを明示的に指定しない場合にのみ使
用されます。

default_reply_retry = 0 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で失敗した返信メッ
セージを再送信する最大試行回数。
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default_reply_timeout = 
30

整数値 rpc 返信メッセージ配信の期限。

default_rpc_exchange = 
None

文字列値 RPC アドレスで使用される変換名。エクスチェンジ
名の解決の優先順位:Target.exchange、他に設定さ
れている場合は default_rpc_exchange、他に設定さ
れている場合は control_exchange、他に設定されて
いる場合は rpc

default_send_timeout = 
30

整数値 rpc キャストまたは呼び出しメッセージ配信の期限。
呼び出し元がタイムアウトを明示的に指定しない場
合にのみ使用されます。

default_sender_link_time
out = 600

整数値 アイドル状態の送信者リンクのパージをスケジュー
ルする時間。期限切れ後にリンクの割り当てを解除
します。

group_request_prefix = 
unicast

文字列値 グループの任意のサーバーに送信する際のアドレス
接頭辞

idle_timeout = 0 整数値 非アクティブな接続のタイムアウト (秒単位)

link_retry_delay = 10 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で失敗した AMQP 1.0
リンクの再接続間に一時停止する時間。

multicast_address = 
multicast

文字列値 ファンアウトメッセージを送信するときにアドレス
接頭辞に追加されます。ファンアウトメッセージを
識別するためにメッセージバスによって使用されま
す。

notify_address_prefix = 
openstack.org/om/notify

文字列値 すべての生成される通知アドレスのアドレス接頭辞

notify_server_credit = 100 整数値 受信通知メッセージのウィンドウサイズ

pre_settled = ['rpc-cast', 
'rpc-reply']

多値 このタイプのメッセージを事前処置状態で送信しま
す。事前処置されたメッセージは、ピアから確認応
答を受信しません。注記: 事前処置されたメッセージ
は、配信に失敗した場合に警告なしに破棄される可
能性があります。許可される値:rpc-call - RPC 呼び
出しを事前処置状態で送信します。rpc-reply- RPC
返信を事前処置状態で送信します。rpc-cast - RPC
キャストを事前処置状態で送信します。notify - 通知
を事前処置状態で送信します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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pseudo_vhost = True ブール値 仮想ホスト (qpidd など) をネイティブにサポートし
ていないメッセージバスの仮想ホストサポートを有
効にします。true に設定すると、仮想ホスト名はす
べてのメッセージバスアドレスに追加され、結果と
して仮想ホストごとにプライベート サブネット を作
成します。メッセージバスが仮想ホストの名前とし
て AMQP 1.0 オープン遂行動詞の hostname フィー
ルドを使用して仮想ホストをサポートする場合は
False に設定します。

reply_link_credit = 200 整数値 受信する RPC 返信メッセージのウィンドウサイズ。

rpc_address_prefix = 
openstack.org/om/rpc

文字列値 すべての生成される RPC アドレスのアドレス接頭辞

rpc_server_credit = 100 整数値 受信する RPC リクエストメッセージのウィンドウサ
イズ。

`sasl_config_dir = ` 文字列値 SASL 設定が含まれるディレクトリーへのパス

`sasl_config_name = ` 文字列値 設定ファイルの名前 (.conf 接尾辞なし)

`sasl_default_realm = ` 文字列値 ユーザー名にレルムが存在しない場合に使用する
SASL レルム

`sasl_mechanisms = ` 文字列値 許可される SASL メカニズムのスペース区切りリス
ト

server_request_prefix = 
exclusive

文字列値 特定のサーバーに送信する時に使用するアドレス接
頭辞

ssl = False ブール値 SSL 経由で接続を試みます。その他の ssl 関連のパラ
メーターが指定されていない場合、システムの CA
バンドルを使用してサーバーの証明書を検証しま
す。

`ssl_ca_file = ` 文字列値 サーバーの証明書の検証に使用する CA 証明書 PEM
ファイル

`ssl_cert_file = ` 文字列値 クライアント認証用の自己識別証明書 PEM ファイル

`ssl_key_file = ` 文字列値 ssl_cert_file 証明書の署名に使用される秘密鍵 PEM
ファイル (オプション)

ssl_key_password = 
None

文字列値 ssl_key_file を復号するためのパスワード (暗号化され
ている場合)

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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ssl_verify_vhost = False ブール値 デフォルトでは、SSL は、サーバーの証明書の名前
が transport_url のホスト名と一致することを確認し
ます。設定によっては、代わりに仮想ホスト名を使
用することが望ましい場合があります。たとえば、
サーバーが Server Name Indication TLS 拡張
(rfc6066) を使用して、仮想ホストごとの証明書を提
供する場合などです。サーバーの SSL 証明書が DNS
名ではなく仮想ホスト名を使用する場合は、
ssl_verify_vhost を True に設定します。

trace = False ブール値 デバッグ: AMQP フレームを標準出力 (stdout) にダ
ンプします。

unicast_address = 
unicast

文字列値 特定の RPC/通知サーバーに送信する際に、アドレス
接頭辞に追加されます。単一の送信先に送信された
メッセージを識別するためにメッセージバスによっ
て使用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.7.11. oslo_messaging_kafka

以下の表は、/etc/neutron/neutron.conf ファイルの [oslo_messaging_kafka] グループで使用できる
オプションの概要をまとめたものです。

表8.33 oslo_messaging_kafka

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

compression_codec = 
none

文字列値 プロデューサーによって生成されたすべてのデータ
の圧縮コーデック。設定されていない場合、圧縮は
使用されません。この設定に許可される値は、kafka
バージョンに依存することに注意してください。

conn_pool_min_size = 2 整数値 接続有効期限ポリシーのプールサイズ制限

conn_pool_ttl = 1200 整数値 プールのアイドル状態の接続の存続期間 (秒単位)

consumer_group = 
oslo_messaging_consum
er

文字列値 Kafka コンシューマーのグループ ID。あるグループ
のコンシューマーは、メッセージ消費を調整しま
す。

enable_auto_commit = 
False

ブール値 非同期コンシューマーコミットを有効にします。
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kafka_consumer_timeout 
= 1.0

浮動小数点の値 Kafka コンシューマーのデフォルトタイムアウト

kafka_max_fetch_bytes = 
1048576

整数値 Kafka コンシューマーの最大フェッチバイト

max_poll_records = 500 整数値 ポーリング呼び出しで返されるレコードの最大数

pool_size = 10 整数値 Kafka コンシューマーのプールサイズ

producer_batch_size = 
16384

整数値 プロデューサーの非同期送信のバッチサイズ

producer_batch_timeout 
= 0.0

浮動小数点の値 KafkaProducer バッチ処理の遅延の上限 (秒単位)

sasl_mechanism = PLAIN 文字列値 セキュリティープロトコルが SASL である際のメカ
ニズム

security_protocol = 
PLAINTEXT

文字列値 ブローカーとの通信に使用されるプロトコル

`ssl_cafile = ` 文字列値 サーバーの証明書の検証に使用する CA 証明書 PEM
ファイル

`ssl_client_cert_file = ` 文字列値 認証に使用されるクライアント証明書の PEM ファイ
ル。

`ssl_client_key_file = ` 文字列値 認証に使用されるクライアントキーの PEM ファイ
ル。

`ssl_client_key_password = ` 文字列値 認証に使用されるクライアントキーパスワードファ
イル。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.7.12. oslo_messaging_notifications

以下の表は、/etc/neutron/neutron.conf ファイルの [oslo_messaging_notifications] グループで使用
できるオプションの概要をまとめたものです。

表8.34 oslo_messaging_notifications

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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driver = [] 多値 通知の送信を処理するドライバー。使用できる値は
messaging、messagingv2、routing、log、test、
noop です。

retry = -1 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で配信に失敗した通
知メッセージを再送信する最大試行回数。0 - 再試行
なし、-1 - 無限回

topics = ['notifications'] リスト値 OpenStack の通知に使用する AMQP トピック。

transport_url = None 文字列値 通知に使用するメッセージングドライバーを表す
URL。設定されていない場合は、RPC に使用される
ものと同じ設定にフォールバックします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.7.13. oslo_messaging_rabbit

以下の表は、/etc/neutron/neutron.conf ファイルの [oslo_messaging_rabbit] グループで使用できる
オプションの概要をまとめたものです。

表8.35 oslo_messaging_rabbit

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

amqp_auto_delete = False ブール値 AMQP の自動削除キュー。

amqp_durable_queues = 
False

ブール値 AMQP で永続キューを使用します。

direct_mandatory_flag = 
True

ブール値 (非推奨) ダイレクト送信のための RabbitMQ 必須フ
ラグを有効/無効にします。直接送信は応答として使
用されるため、クライアントキューが存在しない場
合には MessageUndeliverable 例外が発生します。
MessageUndeliverable 例外はタイムアウトをループ
して、送信者が回復する可能性が高くなります。こ
のフラグは非推奨になり、この機能を非アクティブ
化することはできません。

enable_cancel_on_failove
r = False

ブール値 x-cancel-on-ha-failover フラグを有効にして、
rabbitmq サーバーがキューが停止しているときにコ
ンシューマーをキャンセルし、通知できるようにし
ます。
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heartbeat_in_pthread = 
False

ブール値 デフォルトでは、ネイティブ Python スレッドを介し
てヘルスチェックハートビートスレッドを実行しま
す。このオプションが False の場合、ヘルスチェッ
クハートビートは親プロセスから実行モデルを継承
します。たとえば、親プロセスが eventlet/greenlet
を使用して stdlib にモンキーパッチを適用した場
合、ハートビートはグリーンスレッドを介して実行
されます。This option should be set to True only for
the wsgi services.

heartbeat_rate = 2 整数値 heartbeat_timeout_threshold 中、ハートビートを確
認する回数。

heartbeat_timeout_thresh
old = 60

整数値 ハートビートの keep-alive が失敗した場合に Rabbit
ブローカーがダウンとみなされるまでの秒数 (0 は
ハートビートを無効にします)。

kombu_compression = 
None

文字列値 実験的用途: 許容値は gzip、bz2 です。設定されてい
ない場合、圧縮は使用されません。このオプション
は、今後のバージョンで利用できない可能性があり
ます。

kombu_failover_strategy 
= round-robin

文字列値 現在接続しているノードが利用できなくなった場合
に、次の RabbitMQ ノードを選択する方法を指定し
ます。設定で複数の RabbitMQ ノードが指定される
場合に限り有効になります。

kombu_missing_consum
er_retry_timeout = 60

整数値 応答のないクライアントが応答を送信するのを待つ
時間。この時間が経過すると無視します。この値は
rpc_response_timeout より長くすることはできませ
ん。

kombu_reconnect_delay 
= 1.0

浮動小数点の値 AMQP コンシューマーの取り消し通知への応答で、
再接続するまでの待機時間。

rabbit_ha_queues = False ブール値 RabbitMQ (x-ha-policy: all) の HA キューの使用を試
みます。このオプションを変更する場合は、
RabbitMQ データベースを消去する必要がありま
す。RabbitMQ 3.0 では、キューを宣言する際に x-
ha-policy 引数によってキューのミラーリングが制御
されなくなりました。すべてのキュー (自動生成され
た名前のキューを除く) がすべてのノードでミラーリ
ングされるようにするには、"rabbitmqctl set_policy
HA ^(?!amq\.).* {"ha-mode": "all"}" を実行します。

rabbit_interval_max = 30 整数値 RabbitMQ 接続を再試行する最大間隔。デフォルト
は 30 秒です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rabbit_login_method = 
AMQPLAIN

文字列値 RabbitMQ ログイン方法

rabbit_qos_prefetch_cou
nt = 0

整数値 事前フェッチするメッセージの数を指定します。ゼ
ロに設定すると、無制限のメッセージのフェッチが
許可されます。

rabbit_retry_backoff = 2 整数値 RabbitMQ に接続する際に再試行間でバックオフす
る長さ

rabbit_retry_interval = 1 整数値 RabbitMQ との接続を再試行する頻度。

rabbit_transient_queues_
ttl = 1800

整数値 キューの TTL (x-expires) の期間 (秒単位) を表す正の
整数。TTL の期間使用されないキューは自動的に削
除されます。このパラメーターは応答キューとファ
ンアウトキューにのみ影響します。

ssl = False ブール値 SSL 経由で接続します。

`ssl_ca_file = ` 文字列値 SSL 認証局ファイル (SSL が有効な場合にのみ有
効)。

`ssl_cert_file = ` 文字列値 SSL 証明書ファイル (SSL が有効な場合にのみ有
効)。

`ssl_key_file = ` 文字列値 SSL キーファイル (SSL が有効な場合にのみ有効)。

`ssl_version = ` 文字列値 使用する SSL バージョン (SSL が有効な場合にのみ
有効)。有効な値は TLSv1 および SSLv23 です。
SSLv2、SSLv3、TLSv1_1、および TLSv1_2 は、一部
のディストリビューションで利用できます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.7.14. oslo_middleware

以下の表は、/etc/neutron/neutron.conf ファイルの [oslo_middleware] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表8.36 oslo_middleware

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enable_proxy_headers_p
arsing = False

ブール値 アプリケーションがプロキシーの背後であるかどう
か。これにより、ミドルウェアがヘッダーを解析す
べきかどうかを決定します。
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8.7.15. oslo_policy

以下の表は、/etc/neutron/neutron.conf ファイルの [oslo_policy] グループ下で使用できるオプション
の概要をまとめたものです。

表8.37 oslo_policy

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enforce_new_defaults = 
False

ブール値 このオプションは、ポリシーを評価するときに古い
非推奨のデフォルトを使用するかどうかを制御しま
す。True の場合、古い非推奨のデフォルトは評価さ
れません。これは、既存のトークンが古いデフォル
トで許可されているが、新しいデフォルトで許可さ
れていない場合、許可されないことを意味します。
新しいデフォルトと scope_type の利点を一緒に得
ることができるように、このフラグを 
enforce_scope フラグと一緒に有効にすることを
推奨します

enforce_scope = False ブール値 このオプションは、ポリシーを評価する際にスコー
プを適用するかどうかを制御します。True の場合、
リクエストで使用されるトークンのスコープは、適
用されるポリシーの scope_types と比較されま
す。スコープが一致しない場合、InvalidScope 例
外が発生します。False の場合、ポリシーが一致し
ないスコープで呼び出されていることを運用者に通
知するメッセージが記録されます。

policy_default_rule = 
default

文字列値 デフォルトルール。要求されたルールが見つからな
い場合に適用されます。

policy_dirs = ['policy.d'] 多値 ポリシー設定ファイルが保存されるディレクト
リー。これは、config_dir オプションで定義される検
索パス内の任意のディレクトリーへの相対パスか、
絶対パスにすることができます。このディレクト
リーの検索には、policy_file で定義されたファイルが
存在している必要があります。存在しないディレク
トリーまたは空のディレクトリーは無視されます。

policy_file = policy.yaml 文字列値 ロールを指定のサービスのパーミッションにマッピ
ングするファイルの相対パスまたは絶対パス。相対
パスは、このオプションを設定する設定ファイルに
対する相対パスとして指定する必要があります。

remote_content_type = 
application/x-www-form-
urlencoded

文字列値 REST ベースのポリシーチェックのデータを送受信す
るコンテンツ種別

remote_ssl_ca_crt_file = 
None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用の認証局証明書
ファイルの絶対パス
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remote_ssl_client_crt_file 
= None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用のクライアント証
明書の絶対パス

remote_ssl_client_key_fil
e = None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用のクライアント鍵
ファイルの絶対パス

remote_ssl_verify_server
_crt = False

ブール値 REST ベースのポリシーチェックのサーバーアイデン
ティティー検証

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.7.16. oslo_reports

次の表は、/etc/neutron/neutron.conf ファイルの [oslo_reports] グループで使用できるオプションの
概要を示しています。

表8.38 oslo_reports

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

file_event_handler = None 文字列値 シグナルではなくレポートをトリガーする変更を監
視するファイルへのパス。このオプションを設定す
ると、レポートのシグナルトリガーが無効になりま
す。アプリケーションが WSGI アプリケーションと
して実行されている場合は、シグナルの代わりにこ
れを使用することが推奨されます。

file_event_handler_interv
al = 1

整数値 file_event_handler が設定されている場合にポーリン
グの間隔 (秒単位)

log_dir = None 文字列値 ファイルを作成するログディレクトリーへのパス

8.7.17. placement

以下の表は、/etc/neutron/neutron.conf ファイルの [placement] グループで使用できるオプションの
概要をまとめたものです。

表8.39 placement

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth-url = None 文字列値 認証 URL

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ
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cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

default-domain-id = None 文字列値 v3 および v2 パラメーターで使用するオプションの
ドメイン ID。これは v3 のユーザーとプロジェクトド
メインの両方に使用され、v2 認証では無視されま
す。

default-domain-name = 
None

文字列値 v3 API および v2 パラメーターで使用するオプション
のドメイン名です。これは v3 のユーザーとプロジェ
クトドメインの両方に使用され、v2 認証では無視さ
れます。

domain-id = None 文字列値 スコープするドメイン ID

domain-name = None 文字列値 スコープするドメイン名

endpoint_type = public 文字列値 使用する配置エンドポイントのタイプ。このエンド
ポイントは keystone カタログで検索され、パブリッ
ク、内部、または管理者のいずれかでなければなり
ません。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

password = None 文字列値 ユーザーのパスワード

project-domain-id = None 文字列値 プロジェクトを含むドメイン ID

project-domain-name = 
None

文字列値 プロジェクトを含むドメイン名

project-id = None 文字列値 スコープするプロジェクト ID

project-name = None 文字列値 スコープするプロジェクト名

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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region_name = None 文字列値 使用する配置リージョンの名前。keystone が複数の
リージョンを管理する場合に便利です。

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

system-scope = None 文字列値 システム操作のスコープ

tenant-id = None 文字列値 テナント ID

tenant-name = None 文字列値 テナント名

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

trust-id = None 文字列値 Trust ID

user-domain-id = None 文字列値 ユーザーのドメイン ID

user-domain-name = 
None

文字列値 ユーザーのドメイン名

user-id = None 文字列値 ユーザー ID

username = None 文字列値 ユーザー名

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.7.18. privsep

以下の表は、/etc/neutron/neutron.conf ファイルの [privsep] グループ下で使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表8.40 privsep

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

capabilities = [] リスト値 privsep デーモンによって保持される Linux 機能のリ
スト。

group = None 文字列値 privsep デーモンを実行する必要のあるグループで
す。
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helper_command = None 文字列値 fork メソッドを使用していない場合に privsep デーモ
ンを起動するコマンドを呼び出します。指定のない
場合は、現在の設定を再作成するために設計された
sudo privsep-helper および引数を使用してデフォル
ト値が生成されます。このコマンドは、適切な --
privsep_context および --privsep_sock_path 引数を
使用する必要があります。

logger_name = 
oslo_privsep.daemon

文字列値 Logger name to use for this privsep context.By
default all contexts log with oslo_privsep.daemon.

thread_pool_size = 
<based on operating 
system>

整数値 privsep が同時にプロセスを実行できるスレッドの
数。デフォルトは、システム内の CPU コア数に設定
されます。

user = None 文字列値 privsep デーモンを実行する必要のあるユーザー。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.7.19. profiler

次の表は、/etc/neutron/neutron.conf ファイルの [profiler] グループ下で使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表8.41 profiler

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

connection_string = 
messaging://

文字列値 通知バックエンドの接続文字列。

デフォルト値は messaging:// で、通知機能を
oslo_messaging に設定します。

使用できる値の例:

messaging://: スパンの送信に
oslo_messaging ドライバーを使用します。

redis://127.0.0.1:6379: スパンの送信に
redis ドライバーを使用します。

mongodb://127.0.0.1:27017: スパンの送
信に mongodb ドライバーを使用します。

elasticsearch://127.0.0.1:9200:
elasticsearch ドライバーを使用してスパン
を送信します。

jaeger://127.0.0.1:6831: スパンの送信に
jaeger トレースを使用します。
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enabled = False ブール値 このノード上の全サービスのプロファイリングを有
効にします。

デフォルト値は False です (プロファイリング機能を
無効にします)。

値:

True: 機能を有効にします

False: 機能を無効にします。このプロジェ
クトの操作ではプロファイリングを開始で
きません。プロファイリングが別のプロ
ジェクトでトリガーされた場合には、この
プロジェクトの部分は空になります。

es_doc_type = 
notification

文字列値 elasticsearch の通知インデックスについてのドキュ
メントタイプ。

es_scroll_size = 10000 整数値 elasticsearch は大規模な要求をバッチに分割しま
す。このパラメーターは、各バッチの最大サイズを
定義します (例: es_scroll_size=10000)。

es_scroll_time = 2m 文字列値 このパラメーターは時間値パラメーター
(es_scroll_time=2m など) です。これは、検索に参加
するノードが継続してサポートするために関連する
リソースを維持する時間を示します。

filter_error_trace = False ブール値 エラー/例外を含むフィルタートレースを分離された
場所へ有効にします。

デフォルト値は False に設定されます。

値:

True: エラー/例外を含むフィルタートレー
スを有効にします。

False: フィルターを無効にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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hmac_keys = 
SECRET_KEY

文字列値 パフォーマンスプロファイリング用にコンテキスト
データの暗号化に使用するシークレットキー。

この文字列値は <key1>[,<key2>,…​<keyn>] の形式にす
る必要があります。各キーはランダムな文字列で
す。REST API 経由でプロファイリングをトリガーす
るユーザーは、REST API 呼び出しのヘッダーにこれ
らのキーの 1 つを設定し、この特定プロジェクトの
ノードのプロファイリング結果が含まれるようにす
る必要があります。

プロファイリングを有効にするには、enabled フラ
グと hmac_keys 設定オプションの両方を設定する必
要があります。また、少なくとも 1 つのキーで全サー
ビス間で正しいプロファイリング情報を生成するに
は、OpenStack プロジェクト間で一貫性を確保する
必要があります。これにより、クライアント側から
を使用して、すべての可能なリソースからの情報を
含むトレースを生成できます。

sentinel_service_name = 
mymaster

文字列値 Redissentinel はサービス名を使用してマスターの
redis サービスを識別します。このパラメーターは名
前を定義します (例: 
sentinal_service_name=mymaster)。

socket_timeout = 0.1 浮動小数点の値 Redissentinel は、接続に timeout オプションを提供
します。このパラメーターは、タイムアウトを定義
します (例: socket_timeout=0.1)。

trace_sqlalchemy = False ブール値 サービスで SQL 要求のプロファイリングを有効にし
ます。

デフォルト値は False です (SQL 要求はトレースされ
ません)。

値:

True: SQL 要求のプロファイリングを有効
にします。各 SQL クエリーはトレースの一
部となり、それにどの程度の時間を費やし
たかによって分析できます。

False: SQL 要求のプロファイリングを無効
にします。費やした時間は、高いレベルの
操作でのみ表示されます。単一の SQL クエ
リーをこのように分析できません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.7.20. quotas

以下の表は、/etc/neutron/neutron.conf ファイルの [quotas] グループで使用できるオプションの概要
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以下の表は、/etc/neutron/neutron.conf ファイルの [quotas] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表8.42 quotas

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

default_quota = -1 整数値 テナントごとに許可されるデフォルトのリソース
数。負の値は無制限を意味します。

quota_driver = 
neutron.db.quota.driver_
nolock.DbQuotaNoLockD
river

文字列値 クォータチェックに使用するデフォルトのドライ
バー。

quota_floatingip = 50 整数値 テナントごとに許可される Floating IP の数。負の値
は無制限を意味します。

quota_network = 100 整数値 テナントごとに許可されるネットワークの数。負の
値は無制限を意味します。

quota_port = 500 整数値 テナントごとに許可されるポート数。負の値は無制
限を意味します。

quota_router = 10 整数値 テナントごとに許可されるルーターの数。負の値は
無制限を意味します。

quota_security_group = 
10

整数値 テナントごとに許可されるセキュリティーグループ
の数。負の値は無制限を意味します。

quota_security_group_rul
e = 100

整数値 テナントごとに許可されるセキュリティールールの
数。負の値は無制限を意味します。

quota_subnet = 100 整数値 テナントごとに許容できるサブネットの数。負の値
は無制限を意味します。

track_quota_usage = True ブール値 現在のリソースクォータの使用状況のデータベース
を追跡します。neutron データベースを使用しないプ
ラグインは、このフラグを False に設定する必要が
あります。

8.7.21. ssl

以下の表は、/etc/neutron/neutron.conf ファイルの [ssl] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。

表8.43 ssl

Red Hat OpenStack Platform 17.1 設定の参照

754



設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 接続クライアントの検証に使用する CA 証明書ファ
イル。

cert_file = None 文字列値 サーバーをセキュアに起動する際に使用する証明書
ファイル。

ciphers = None 文字列値 利用可能な暗号のリストを設定します。値は
OpenSSL 暗号リスト形式の文字列である必要があり
ます。

key_file = None 文字列値 サーバーをセキュアに起動する際に使用する秘密鍵
ファイル。

version = None 文字列値 使用する SSL バージョン (SSL が有効な場合にのみ
有効)。有効な値は TLSv1 および SSLv23 です。
SSLv2、SSLv3、TLSv1_1、および TLSv1_2 は、一部
のディストリビューションで利用できます。

8.8. OPENVSWITCH_AGENT.INI

本項では、/etc/neutron/plugins/ml2/openvswitch_agent.ini ファイルのオプションについて説明しま
す。

8.8.1. DEFAULT

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/openvswitch_agent.ini ファイルの [DEFAULT] グループで使
用できるオプションの概要をまとめたものです。

.

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

debug = False ブール値 true に設定すると、ログレベルはデフォルトの INFO
レベルではなく DEBUG に設定されます。
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default_log_levels = 
['amqp=WARN'、
'amqplib=WARN'、
'boto=WARN'、
'qpid=WARN'、
'sqlalchemy=WARN'、
'suds=INFO'、
'oslo.messaging=INFO'、
'oslo_messaging=INFO'、
'iso8601=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.connectionpool=WARN'
、
'urllib3.connectionpool=
WARN'、
'websocket=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.util.retry=WARN'、
'urllib3.util.retry=WARN'
、
'keystonemiddleware=WA
RN'、
'routes.middleware=WAR
N'、'stevedore=WARN'、
'taskflow=WARN'、
'keystoneauth=WARN'、
'oslo.cache=INFO'、
'oslo_policy=INFO'、
'dogpile.core.dogpile=INF
O']

リスト値 logger=LEVEL ペアのパッケージロギングレベルのリ
スト。このオプションは、log_config_append が設定
されている場合は無視されます。

fatal_deprecations = 
False

ブール値 非推奨の致命的なステータスを有効または無効にし
ます。

instance_format = [instance: %
(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンスの形式。

instance_uuid_format =
[instance: %(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンス UUID の形
式。

log-config-append = None 文字列値 ロギング設定ファイルの名前。このファイルは、既
存のロギング設定ファイルに追加されます。ロギン
グ設定ファイルの詳細は、Python のロギングモ
ジュールのドキュメントを参照してください。ロギ
ング設定ファイルを使用すると、すべてのロギング
設定が設定ファイルで設定され、その他のロギング
設定オプションは無視されます (例:log-date-
format)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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log-date-format = %Y-%m-
%d %H:%M:%S

文字列値 ログレコードの %%(asctime)s のフォーマット文字列
を定義します。デフォルト:%(default)sこのオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

log-dir = None 文字列値 (オプション)log_file の相対パスに使用されるベース
ディレクトリー。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log-file = None 文字列値 (オプション) ロギング出力を送信するログファイル
の名前。デフォルトが設定されていない場合、ロギ
ングは use_stderr で定義されているように stderr に
送信されます。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log_rotate_interval = 1 整数値 ログファイルがローテーションされるまでの時間。
このオプションは、log_rotation_type が interval に
設定されていない限り無視されます。

log_rotate_interval_type = 
days

文字列値 ローテーション間隔の種別。次のローテーションを
スケジューリングする際に、最後のファイル変更の
時刻 (またはサービスの起動時刻) が使用されます。

log_rotation_type = none 文字列値 ログローテーションの種別。

logging_context_format_
string = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[%(request_id)s %
(user_identity)s] %
(instance)s%(message)s

文字列値 コンテキスト付きログメッセージに使用するフォー
マット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_debug_format_s
uffix = %(funcName)s %
(pathname)s:%(lineno)d

文字列値 メッセージのロギングレベルが DEBUG の場合にロ
グメッセージに追加する追加のデータ。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_default_format_s
tring = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[-] %(instance)s%
(message)s

文字列値 コンテキストが定義されていない場合に、ログメッ
セージに使用するフォーマット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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logging_exception_prefix 
= %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
ERROR %(name)s %
(instance)s

文字列値 この形式で、例外出力の各行の前に接頭辞が付けら
れます。oslo_log.formatters.ContextFormatter によ
り使用されます。

logging_user_identity_for
mat = %(user)s %
(tenant)s %(domain)s %
(user_domain)s %
(project_domain)s

文字列値 logging_context_format_string で使用される %
(user_identity)s のフォーマット文字列を定義しま
す。oslo_log.formatters.ContextFormatter により使
用されます。

max_logfile_count = 30 整数値 ローテーションされたログファイルの最大数。

max_logfile_size_mb = 
200

整数値 ログファイルの最大サイズ (MB 単位)。
log_rotation_type が size に設定されていない場合
は、このオプションは無視されます。

publish_errors = False ブール値 エラーイベントの公開を有効または無効にします。

rate_limit_burst = 0 整数値 rate_limit_interval ごとのログ記録されたメッセージ
の最大数。

rate_limit_except_level = 
CRITICAL

文字列値 レート制限で使用されるログレベル名:CRITICAL、
ERROR、INFO、WARNING、DEBUG または空の文
字列。rate_limit_except_level 以上のレベルのログは
フィルターされません。空の文字列は、すべてのレ
ベルがフィルターされることを意味します。

rate_limit_interval = 0 整数値 ログのレート制限の間隔 (秒数)。

rpc_response_max_timeo
ut = 600

整数値 RPC 呼び出しからの応答を待つ最大時間 (秒単位)。

syslog-log-facility = 
LOG_USER

文字列値 ログ行を受け取る syslog ファシリティー。このオプ
ションは、log_config_append が設定されている場合
は無視されます。

use-journal = False ブール値 ロギング用の journald を有効にします。systemd 環
境で実行している場合は、ジャーナルサポートを有
効にしたい場合があります。その場合、ログメッ
セージに加えて構造化されたメタデータが含まれる
journal ネイティブプロトコルが使用されます。この
オプションは、log_config_append が設定されている
場合は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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use-json = False ブール値 ロギングに JSON 形式を使用します。このオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

use-syslog = False ブール値 ロギングに syslog を使用します。既存の syslog 形式
は非推奨であり、後に RFC5424 に従うように変更
されます。このオプションは、log_config_append が
設定されている場合は無視されます。

use_eventlog = False ブール値 出力を Windows イベントログに記録します。

use_stderr = False ブール値 出力を標準エラーに記録します。このオプション
は、log_config_append が設定されている場合は無視
されます。

watch-log-file = False ブール値 ファイルシステムを監視するように設計されたログ
ハンドラーを使用します。ログファイルが移動また
は削除されると、このハンドラーは、指定されたパ
スで新しいログファイルを即時に開きます。これ
は、log_file オプションを指定し、Linux プラット
フォームが使用される場合にのみ有効です。このオ
プションは、log_config_append が設定されている場
合は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.8.2. agent (エージェント)

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/openvswitch_agent.ini ファイルの [agent] グループで使用で
きるオプションの概要をまとめたものです。

表8.44 agent (エージェント)

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

arp_responder = False ブール値 ローカル ARP レスポンダーがサポートされる場合は
有効にします。OVS 2.1 および ML2 l2opulation ドラ
イバーが必要です。スイッチが (オーバーレイをサ
ポートしている場合)、オーバーレイへのコストのか
かる ARP ブロードキャストを実行せずに、ローカル
で ARP 要求に応答できるようにします。
enable_distributed_routing が True に設定されている
場合は、設定ファイルの設定に関係なく、エージェ
ントでは arp_responder が自動的に True に設定され
ます。

baremetal_smartnic = 
False

ブール値 エージェントを有効にして、スマート NIC ポートを
処理します。
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dont_fragment = True ブール値 GRE/VXLAN トンネルを伝送する発信 IP パケットに
don't fragment (DF) ビットを設定または設定しま
す。

drop_flows_on_start = 
False

ブール値 開始時にフローテーブルをリセットします。これを
True に設定すると、短いトラフィックが中断しま
す。

enable_distributed_routin
g = False

ブール値 l2 エージェントを DVR モードで実行させます。

explicitly_egress_direct = 
False

ブール値 True に設定すると、許可される egress ユニキャスト
トラフィックはアクション NORMAL を使用しませ
ん。許可される egress パケットは、ユニキャストト
ラフィックの最終的な egress テーブルの出力フロー
に対応します。

extensions = [] リスト値 使用するエクステンションリスト

l2_population = False ブール値 ML2 l2population メカニズムドライバーを使用し
て、リモート MAC および IP を確認し、トンネルの
スケーラビリティーを向上させます。

minimize_polling = True ブール値 インターフェイスの変更について ovsdb を監視する
ことにより、ポーリングを最小限に抑えます。

ovsdb_monitor_respawn_
interval = 30

整数値 ovsdb モニターの通信が失われた後に ovsdb モニ
ターを再試行するまで待機する秒数。

tunnel_csum = False ブール値 発信 IP パケットを転送する GRE/VXLAN トンネルの
トンネルヘッダーチェックサムを設定または設定し
ます。

tunnel_types = [] リスト値 エージェントがサポートするネットワークタイプ
(gre、vxlan、および/ または geneve)。

veth_mtu = 9000 整数値 veth インターフェイスの MTU サイズ

vxlan_udp_port = 4789 ポート値 VXLAN トンネルに使用する UDP ポート。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.8.3. network_log

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/openvswitch_agent.ini ファイルの [network_log] グループで
使用できるオプションの概要をまとめたものです。

表8.45 network_log
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

burst_limit = 25 整数値 rate_limit あたりの最大パケット数。

local_output_log_base = 
None

文字列値 エージェント側の出力ログファイルパス、デフォル
トの syslog ファイル。

rate_limit = 100 整数値 1 秒あたりの最大パケットロギング。

8.8.4. ovs

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/openvswitch_agent.ini ファイルの [ovs] グループで使用でき
るオプションの概要をまとめたものです。

表8.46 ovs

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

bridge_mappings = [] リスト値 フラットネットワークおよび VLAN ネットワークに
使用する、物理ネットワーク名をエージェントの
ノード固有の Open vSwitch ブリッジ名にマッピング
する <physical_network>:<bridge> タプルのコンマ区
切りリスト。ブリッジ名の長さは 11 を超えないよう
にする必要があります。各ブリッジは存在している
必要があり、ポートとして設定された物理ネット
ワークインターフェイスが必要です。サーバーに設
定したすべての物理ネットワークには、各エージェ
ント上の適切なブリッジへのマッピングが必要で
す。注意: このマッピングからブリッジを削除する場
合は、エージェントによって管理されないため、必
ずブリッジからブリッジを切断してください。

datapath_type = system 文字列値 使用する OVS データパス。system はデフォルト値
で、カーネルデータパスに対応します。ユーザー空
間データパスを有効にするには、この値を netdev に
設定します。

disable_packet_marking 
= False

ブール値 QoS 拡張機能が有効な場合、パケットマーキングを
無効にします。skb_priority、sbk_mark、および出
力キューフィールドがサポートされ、オフロードで
きるようになるまで、ハードウェアオフロードで
OVS を使用する場合は、このオプションを有効にす
る必要があります。このオプションが有効になって
いる場合、レート QoS ルール (帯域幅制限または最
小帯域幅) は VirtIO ポートに対して機能しません。

int_peer_patch_port = 
patch-tun

文字列値 トンネルブリッジ用の統合ブリッジのピアパッチ
ポート。
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integration_bridge = br-int 文字列値 使用する統合ブリッジ。適切な理由がない限り、こ
のパラメーターを変更しないでください。これは
OVS 統合ブリッジの名前です。ハイパーバイザーご
とに 1 つがあります。統合ブリッジは、仮想 パッチ
ベイ として機能します。すべての VM VIF は、この
ブリッジに接続されてから、ネットワーク接続に
従って パッチが当てられます。

local_ip = None IP アドレス値 ローカルオーバーレイ (tunnel) ネットワークエンド
ポイントの IP アドレス。ホストネットワークイン
ターフェイスのいずれかにある IPv4 アドレスまたは
IPv6 アドレスを使用します。この値の IP バージョン
は、neutron サーバーノード上の ML2 プラグイン設
定ファイルの overlay_ip_version オプションの値と
一致する必要があります。

of_connect_timeout = 300 整数値 コントローラーを接続しているローカルスイッチを
待つタイムアウト (秒単位)。

of_inactivity_probe = 10 整数値 コントローラーへのローカルスイッチ接続の間隔 (秒
単位)。0 を値として指定すると、非アクティブプ
ローブが無効になります。

of_listen_address = 
127.0.0.1

IP アドレス値 OpenFlow 接続をリッスンするアドレス。

of_listen_port = 6633 ポート値 OpenFlow 接続をリッスンするポート。

of_request_timeout = 300 整数値 単一の OpenFlow 要求を待つタイムアウト (秒単
位)。

ovsdb_connection = 
tcp:127.0.0.1:6640

文字列値 OVSDB バックエンドの接続文字列。すべての ovsdb
コマンドに使用され、監視時に ovsdb-client によっ
て使用されます。

ovsdb_debug = False ブール値 OVSDB デバッグログの有効化

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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resource_provider_band
widths = []

リスト値 <bridge>:<egress_bw>:<ingress_bw> タプルのコンマ
区切りリスト。指定のブリッジで利用可能な帯域幅
が指定の方向に表示されます。方向は、VM の視点か
ら行われます。帯域幅は、1 秒あたりのキロバイト単
位 (kbps) で測定されます。ブリッジは
bridge_mappings に値として表示されるはずです。
ただし、bridge_mappings のすべてのブリッジをこ
こに記載する必要があるわけではありません。ここ
で記載されていないブリッジでは、配置にリソース
プロバイダーを作成したり、インベントリーを報告
したりすることはありません。省略の方向は、対応
するクラスのインベントリーを報告しないことを意
味します。

resource_provider_defaul
t_hypervisor = None

文字列値 リソースプロバイダーの親を見つけるために使用さ
れるデフォルトのハイパーバイザー名。このオプ
ションが設定されていない場合、標準的な名前が使
用されます

resource_provider_hyper
visors = {}

dict 値 ブリッジのハイパーバイザーへのマッピング:
<bridge>:<hypervisor>,... ハイパーバイザー名は、リ
ソースプロバイダーツリーの親を見つけるために使
用されます。ハイパーバイザー名が、そのハイパー
バイザーを管理する nova-compute によって認識さ
れる resource_provider_default_hypervisor 設定オプ
ションの値と異なる場合にのみ、設定する必要があ
ります。

resource_provider_invent
ory_defaults = 
{'allocation_ratio': 1.0, 
'min_unit': 1, 'reserved': 
0, 'step_size': 1}

dict 値 Key:Value ペアは、リソースプロバイダーのインベン
トリーのレポート中に使用されるデフォルトを指定
します。それぞれのタイプを持つ、考えられるキー:
allocation_ratio:float、max_unit:int、min_unit:int、
reserved:int、
step_size:int。https://docs.openstack.org/api-
ref/placement/#update-resource-provider-
inventories も参照してください。

ssl_ca_cert_file = None 文字列値 OVSDB との対話時に使用する認証局 (CA) 証明書。
接頭辞 ovsdb_connection を使用する場合は必須

ssl_cert_file = None 文字列値 OVSDB との対話時に使用する SSL 証明書ファイ
ル。接頭辞 ovsdb_connection を使用する場合は必須

ssl_key_file = None 文字列値 OVSDB との対話時に使用する SSL 秘密鍵ファイ
ル。接頭辞 ovsdb_connection を使用する場合は必須

tun_peer_patch_port = 
patch-int

文字列値 統合ブリッジ用のトンネルブリッジのピアパッチ
ポート。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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tunnel_bridge = br-tun 文字列値 使用するトンネルブリッジ。

vhostuser_socket_dir = 
/var/run/openvswitch

文字列値 OVS vhost-user ソケットディレクトリー。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.8.5. securitygroup

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/openvswitch_agent.ini ファイルの [securitygroup] グループ
で使用できるオプションの概要をまとめたものです。

表8.47 securitygroup

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enable_ipset = True ブール値 ipset を使用して、iptables ベースのセキュリティー
グループをスピードアップします。ipset サポートを
有効にするには、ipset が L2 エージェントノードに
インストールする必要があります。

enable_security_group = 
True

ブール値 サーバーで neutron セキュリティーグループ API を
有効にするかどうかを制御します。セキュリティー
グループを使用しない場合や、nova セキュリティー
グループ API を使用する場合は false にする必要があ
ります。

firewall_driver = None 文字列値 L2 エージェントのセキュリティーグループファイア
ウォール用のドライバー

permitted_ethertypes = [] リスト値 16 進数 (0x で始まる) で、許可されるイーサネットタ
イプのコンマ区切りリスト。たとえば、"0x4008" は
InfiniBand を許可します。

8.9. SRIOV_AGENT.INI

本項では、/etc/neutron/plugins/ml2/sriov_agent.ini ファイルのオプションについて説明します。

8.9.1. DEFAULT

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/sriov_agent.ini ファイルの [DEFAULT] グループで使用できる
オプションの概要をまとめたものです。

.

Red Hat OpenStack Platform 17.1 設定の参照

764



設定オプション = デフォルト
値

型 説明

debug = False ブール値 true に設定すると、ログレベルはデフォルトの INFO
レベルではなく DEBUG に設定されます。

default_log_levels = 
['amqp=WARN'、
'amqplib=WARN'、
'boto=WARN'、
'qpid=WARN'、
'sqlalchemy=WARN'、
'suds=INFO'、
'oslo.messaging=INFO'、
'oslo_messaging=INFO'、
'iso8601=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.connectionpool=WARN'
、
'urllib3.connectionpool=
WARN'、
'websocket=WARN'、
'requests.packages.urllib
3.util.retry=WARN'、
'urllib3.util.retry=WARN'
、
'keystonemiddleware=WA
RN'、
'routes.middleware=WAR
N'、'stevedore=WARN'、
'taskflow=WARN'、
'keystoneauth=WARN'、
'oslo.cache=INFO'、
'oslo_policy=INFO'、
'dogpile.core.dogpile=INF
O']

リスト値 logger=LEVEL ペアのパッケージロギングレベルのリ
スト。このオプションは、log_config_append が設定
されている場合は無視されます。

fatal_deprecations = 
False

ブール値 非推奨の致命的なステータスを有効または無効にし
ます。

instance_format = [instance: %
(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンスの形式。

instance_uuid_format =
[instance: %(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンス UUID の形
式。
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log-config-append = None 文字列値 ロギング設定ファイルの名前。このファイルは、既
存のロギング設定ファイルに追加されます。ロギン
グ設定ファイルの詳細は、Python のロギングモ
ジュールのドキュメントを参照してください。ロギ
ング設定ファイルを使用すると、すべてのロギング
設定が設定ファイルで設定され、その他のロギング
設定オプションは無視されます (例:log-date-
format)。

log-date-format = %Y-%m-
%d %H:%M:%S

文字列値 ログレコードの %%(asctime)s のフォーマット文字列
を定義します。デフォルト:%(default)sこのオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

log-dir = None 文字列値 (オプション)log_file の相対パスに使用されるベース
ディレクトリー。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log-file = None 文字列値 (オプション) ロギング出力を送信するログファイル
の名前。デフォルトが設定されていない場合、ロギ
ングは use_stderr で定義されているように stderr に
送信されます。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log_rotate_interval = 1 整数値 ログファイルがローテーションされるまでの時間。
このオプションは、log_rotation_type が interval に
設定されていない限り無視されます。

log_rotate_interval_type = 
days

文字列値 ローテーション間隔の種別。次のローテーションを
スケジューリングする際に、最後のファイル変更の
時刻 (またはサービスの起動時刻) が使用されます。

log_rotation_type = none 文字列値 ログローテーションの種別。

logging_context_format_
string = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[%(request_id)s %
(user_identity)s] %
(instance)s%(message)s

文字列値 コンテキスト付きログメッセージに使用するフォー
マット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_debug_format_s
uffix = %(funcName)s %
(pathname)s:%(lineno)d

文字列値 メッセージのロギングレベルが DEBUG の場合にロ
グメッセージに追加する追加のデータ。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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logging_default_format_s
tring = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[-] %(instance)s%
(message)s

文字列値 コンテキストが定義されていない場合に、ログメッ
セージに使用するフォーマット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_exception_prefix 
= %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
ERROR %(name)s %
(instance)s

文字列値 この形式で、例外出力の各行の前に接頭辞が付けら
れます。oslo_log.formatters.ContextFormatter によ
り使用されます。

logging_user_identity_for
mat = %(user)s %
(tenant)s %(domain)s %
(user_domain)s %
(project_domain)s

文字列値 logging_context_format_string で使用される %
(user_identity)s のフォーマット文字列を定義しま
す。oslo_log.formatters.ContextFormatter により使
用されます。

max_logfile_count = 30 整数値 ローテーションされたログファイルの最大数。

max_logfile_size_mb = 
200

整数値 ログファイルの最大サイズ (MB 単位)。
log_rotation_type が size に設定されていない場合
は、このオプションは無視されます。

publish_errors = False ブール値 エラーイベントの公開を有効または無効にします。

rate_limit_burst = 0 整数値 rate_limit_interval ごとのログ記録されたメッセージ
の最大数。

rate_limit_except_level = 
CRITICAL

文字列値 レート制限で使用されるログレベル名:CRITICAL、
ERROR、INFO、WARNING、DEBUG または空の文
字列。rate_limit_except_level 以上のレベルのログは
フィルターされません。空の文字列は、すべてのレ
ベルがフィルターされることを意味します。

rate_limit_interval = 0 整数値 ログのレート制限の間隔 (秒数)。

rpc_response_max_timeo
ut = 600

整数値 RPC 呼び出しからの応答を待つ最大時間 (秒単位)。

syslog-log-facility = 
LOG_USER

文字列値 ログ行を受け取る syslog ファシリティー。このオプ
ションは、log_config_append が設定されている場合
は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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use-journal = False ブール値 ロギング用の journald を有効にします。systemd 環
境で実行している場合は、ジャーナルサポートを有
効にしたい場合があります。その場合、ログメッ
セージに加えて構造化されたメタデータが含まれる
journal ネイティブプロトコルが使用されます。この
オプションは、log_config_append が設定されている
場合は無視されます。

use-json = False ブール値 ロギングに JSON 形式を使用します。このオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

use-syslog = False ブール値 ロギングに syslog を使用します。既存の syslog 形式
は非推奨であり、後に RFC5424 に従うように変更
されます。このオプションは、log_config_append が
設定されている場合は無視されます。

use_eventlog = False ブール値 出力を Windows イベントログに記録します。

use_stderr = False ブール値 出力を標準エラーに記録します。このオプション
は、log_config_append が設定されている場合は無視
されます。

watch-log-file = False ブール値 ファイルシステムを監視するように設計されたログ
ハンドラーを使用します。ログファイルが移動また
は削除されると、このハンドラーは、指定されたパ
スで新しいログファイルを即時に開きます。これ
は、log_file オプションを指定し、Linux プラット
フォームが使用される場合にのみ有効です。このオ
プションは、log_config_append が設定されている場
合は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

8.9.2. agent (エージェント)

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/sriov_agent.ini ファイルの [agent] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表8.48 agent (エージェント)

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

extensions = [] リスト値 使用するエクステンションリスト

8.9.3. sriov_nic

以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/sriov_agent.ini ファイルの [sriov_nic] グループで使用できる
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以下の表は、/etc/neutron/plugins/ml2/sriov_agent.ini ファイルの [sriov_nic] グループで使用できる
オプションの概要をまとめたものです。

表8.49 sriov_nic

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

exclude_devices = [] リスト値 <network_device>:<vfs_to_exclude> タプルのコンマ
区切りリスト。network_device を、仮想ネットワー
クに使用しないでください。vfs_to_exclude は、
network_device から除外する仮想機能のセミコロン
区切りのリストです。マッピングの network_device
が physical_device_mappings リストに表示されま
す。

physical_device_mapping
s = []

リスト値 物理ネットワーク名を VLAN ネットワークに使用す
る SR-IOV Physical Function のノード固有の物理
ネットワークデバイスインターフェイスにマッピン
グする <physical_network>:<network_device> タプル
のコンマ区切りリスト。サーバーの
network_vlan_ranges にリスト表示されるすべての物
理ネットワークには、各エージェントの適切なイン
ターフェイスへのマッピングが必要です。

resource_provider_band
widths = []

リスト値 <network_device>:<egress_bw>:<ingress_bw>:
<ingress_bw> タプルのコンマ区切りリスト。指定の
デバイスの利用可能な帯域幅が指定の方向に表示さ
れます。方向は、VM の視点から行われます。帯域幅
は、1 秒あたりのキロバイト単位 (kbps) で測定され
ます。デバイスは、physical_device_mappings に値
として表示されるはずです。ただし、
physical_device_mappings 内の全デバイスをここに
記載する必要があるわけではありません。ここに記
載されていないデバイスの場合、配置にリソースプ
ロバイダーを作成したり、インベントリーを報告し
たりすることはありません。省略の方向は、対応す
るクラスのインベントリーを報告しないことを意味
します。

resource_provider_defaul
t_hypervisor = None

文字列値 リソースプロバイダーの親を見つけるために使用さ
れるデフォルトのハイパーバイザー名。このオプ
ションが設定されていない場合、標準的な名前が使
用されます

resource_provider_hyper
visors = {}

dict 値 ネットワークデバイスのハイパーバイザーへのマッ
ピング:<network_device>:<hypervisor>,... ハイパーバ
イザー名は、リソースプロバイダーツリーの親を見
つけるために使用されます。ハイパーバイザー名
が、そのハイパーバイザーを管理する nova-
compute によって認識される
resource_provider_default_hypervisor 設定オプショ
ンの値と異なる場合にのみ、設定する必要がありま
す。
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resource_provider_invent
ory_defaults = 
{'allocation_ratio': 1.0, 
'min_unit': 1, 'reserved': 
0, 'step_size': 1}

dict 値 Key:Value ペアは、リソースプロバイダーのインベン
トリーのレポート中に使用されるデフォルトを指定
します。それぞれのタイプを持つ、考えられるキー:
allocation_ratio:float、max_unit:int、min_unit:int、
reserved:int、
step_size:int。https://docs.openstack.org/api-
ref/placement/#update-resource-provider-
inventories も参照してください。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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第9章 NOVA
以下の章では、nova サービスの設定オプションについて説明します。

9.1. NOVA.CONF

本項では、/etc/nova/nova.conf ファイルのオプションについて説明します。

9.1.1. DEFAULT

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [DEFAULT] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

.

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

allow_resize_to_same_ho
st = False

ブール値 サイズ変更のために、宛先マシンがソースに一致す
ることを許可します。単一ホスト環境でテストする
場合に便利です。デフォルトでは、同じホストへの
リサイズは許可されません。このオプションを true
に設定すると、同じホストが宛先オプションに追加
されます。ServerGroupAffinityFilter を許可し、サイ
ズ変更が必要な場合は true に設定します。

arq_binding_timeout = 
300

整数値 アクセラレーター要求 (ARQ) バインドイベントメッ
セージの受信のタイムアウト。

ARQ バインド解決イベントの受信を待機する秒数。
このイベントは、インスタンスのすべての ARQ が正
常にバインドされたか、バインドに失敗したことを
示します。受信しない場合、インスタンスの起動は
例外で中止されます。

backdoor_port = None 文字列値 eventlet バックドアを有効にします。設定可能な値
は 0、<port>、および <start>:<end> です。ここで、0
はランダムの tcp ポート番号でリッスンします。
<port> は指定されたポート番号でリッスンします (そ
のポートが使用中の場合にはバックドアを有効にし
ません)。また、<start>:<end> は、指定されたポート
番号の範囲で最も小さい未使用のポート番号でリッ
スンします。選択したポートは、サービスのログ
ファイルに表示されます。
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backdoor_socket = None 文字列値 指定されたパスを接続を受信できる unix ソケットと
して使用して、eventlet バックドアを有効にしま
す。このオプションは、backdoor_port と相互に排
他的です。したがって、どちらか 1 つだけを指定する
必要があります。両方を指定すると、このオプショ
ンの存在によってそのオプションの使用が上書きさ
れます。パス {pid} の中は、現在のプロセスの PID で
置き換えられます。

block_device_allocate_ret
ries = 60

整数値 サーバー作成時に、ボリュームを available に割り当
てるまでのチェック回数。

ブロックデバイスマッピングでサーバーを作成する
場合、source_type は 空 の、image または 
snapshot のいずれか、および destination_type
が ボリューム の場合、nova-compute サービスは
ボリュームを作成し、それをサーバーに割り当てま
す。ボリュームにアタッチする前に、ステータスが
available である必要があります。このオプション
は、作成されたボリュームが接続される前に、使用
可能であることを確認する回数を制御します。

操作がタイムアウトした場合、ブロックデバイス
マッピング delete_on_termination 値が True の場
合、ボリュームが削除されます。

この操作を高速化するには、ブロックストレージ
サービスにイメージキャッシュを設定することを推
奨します。詳細
は、https://docs.openstack.org/cinder/latest/admin
/blockstorage-image-volume-cache.html を参照して
ください。

値:

60 (デフォルト)

値が 0 の場合は、1 回試行されます。

任意の値 > 0 の場合、合計試行回数は (値 +
1) です。

関連するオプション:

block_device_allocate_retries_interva
l: チェックの間隔を制御します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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block_device_allocate_ret
ries_interval = 3

整数値 ブロックデバイスの割り当て失敗時の再試行の間隔
(秒単位)。

このオプションを使用すると、ユーザーは連続する
再試行の間隔を指定できま
す。block_device_allocate_retries オプション
は、再試行の最大数を指定します。

値:

0: オプションを無効にします。

任意の正の整数 (秒単位) でオプションを有
効にします。

関連するオプション:

block_device_allocate_retries: 再試行
回数を制御します。

cert = self.pem 文字列値 SSL 証明書ファイルへのパス。

関連するオプション:

鍵 (key)

ssl_only

[console] ssl_ciphers

[console] ssl_minimum_version

compute_driver = None 文字列値 仮想化を制御するために使用するドライバーを定義
します。

値:

libvirt.LibvirtDriver

fake.FakeDriver

ironic.IronicDriver

vmwareapi.VMwareVCDriver

hyperv.HyperVDriver

powervm.PowerVMDriver

zvm.ZVMDriver

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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compute_monitors = [] リスト値 コンピュートメトリックの取得に使用できるモニ
ターのコンマ区切りリスト。
nova.compute.monitors.* namespace の setuptools
エントリーポイントからエイリアス/名前を使用でき
ます。namespace が指定されていない場合、cpu.名
前空間が後方互換性のために想定されます。

注記

namespace ごとに 1 つのモニター
(例: cpu) のみをロードできます。

値:

空のリストは機能を無効にします (デフォル
ト)。

CPU を有効にする値の例

virt ドライバーのバリアントを使用する帯
域幅モニター

compute_monitors = cpu.virt_driver

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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config_drive_format = 
iso9660

文字列値 コンフィグドライブの形式。

インスタンスのブート時にアタッチされたメタデー
タが含まれるコンフィグドライブ形式。

関連するオプション:

このオプションは、以下のいずれかのオプ
ションが発生した場合に有効となります。

1. force_config_drive オプションが 
true に設定されている

2. インスタンスを作成する REST API 呼び
出しには、コンフィグドライブオプ
ションの enable フラグが含まれます。

3. インスタンスの作成に使用するイメー
ジにはコンフィグドライブが必要で
す。これは、そのイメージの 
img_config_drive プロパティーで定
義されます。

Hyper-V ハイパーバイザーを実行するコン
ピュートノードは、コンフィグドライブを
CD ドライブとして接続するように設定でき
ます。コンフィグドライブを CD ドライブ
として割り当てるには、[hyperv] 
config_drive_cdrom オプションを true
に設定します。

非推奨となったバージョン: 19.0.0

理由: このオプションは、libvirt v1.2.17 で解決された
libvirt、#1246201 にバグの回避策として追加されま
した。その結果、このオプションは不要になった
り、便利になったりします。

conn_pool_min_size = 2 整数値 接続有効期限ポリシーのプールサイズ制限

conn_pool_ttl = 1200 整数値 プールのアイドル状態の接続の存続期間 (秒単位)

console_host = <オペレー
ティングシステムに基づく
>

文字列値 このホストのインスタンスへの接続に使用するコン
ソールプロキシーホスト。これは、コンソールホス
トの公開されている名前です。

値:

現在のホスト名 (デフォルト) またはホスト
名を表す文字列。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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control_exchange = nova 文字列値 トピックがスコープ設定されるデフォルトの変換。
transport_url オプションで指定した変換名で上書き
できます。

cpu_allocation_ratio = 
None

浮動小数点の値 物理 CPU に対する仮想 CPU の割当て比率。

このオプションは、VCPU インベントリーの割り当
て比率を設定して、Placement API が選択したホス
トに影響を与えるために使用されます。

a. 注記:

This option does not affect `PCPU` 
inventory, which cannot be
overcommitted.

b. 注記:

If this option is set to something 
*other than* `None` or `0.0`, the
allocation ratio will be overwritten by 
the value of this option, otherwise,
the allocation ratio will not change. 
Once set to a non-default value, it is
not possible to "unset" the config to 
get back to the default behavior. If
you want to reset back to the initial 
value, explicitly specify it to the
value of `initial_cpu_allocation_ratio`.

値:

有効な正の整数または浮動小数点値

関連するオプション:

initial_cpu_allocation_ratio

daemon = False ブール値 バックグラウンドプロセスとして実行します。

debug = False ブール値 true に設定すると、ログレベルはデフォルトの INFO
レベルではなく DEBUG に設定されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default_access_ip_netwo
rk_name = None

文字列値 インスタンスのアクセス IP を設定するために使用さ
れるネットワークの名前。選択する IP が複数ある場
合には、任意の IP が選択されます。

値:

none (デフォルト)

ネットワーク名を表す文字列。

default_availability_zone 
= nova

文字列値 Compute サービスのデフォルトのアベイラビリ
ティーゾーン。

このオプションは、nova-compute サービスのデ
フォルトアベイラビリティーゾーンを決定します。

値:

既存のアベイラビリティーゾーン名を表す
文字列。

default_ephemeral_forma
t = None

文字列値 ephemeral_volume のデフォルトの形式は、作成時に
でフォーマットされます。

値:

ext2

ext3

ext4

xfs

ntfs (Windows ゲストのみ)

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default_log_levels = 
['amqp=WARN', 
'amqplib=WARN', 
'boto=WARN', 
'qpid=WARN', 
'sqlalchemy=WARN', 
'suds=INFO', 
'oslo.messaging=INFO', 
'oslo_messaging=INFO', 
'iso8601=WARN', 
'requests.packages.urllib
3.connectionpool=WARN'
, 
'urllib3.connectionpool=
WARN', 
'websocket=WARN', 
'requests.packages.urllib
3.util.retry=WARN', 
'urllib3.util.retry=WARN', 
'keystonemiddleware=WA
RN', 
'routes.middleware=WAR
N', 'stevedore=WARN', 
'taskflow=WARN', 
'keystoneauth=WARN', 
'oslo.cache=INFO', 
'oslo_policy=INFO', 
'dogpile.core.dogpile=INF
O', 'glanceclient=WARN', 
'oslo.privsep.daemon=IN
FO']

リスト値 logger=LEVEL ペアのパッケージロギングレベルのリ
スト。このオプションは、log_config_append が設定
されている場合は無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default_schedule_zone = 
None

文字列値 インスタンスのデフォルトのアベイラビリティー
ゾーン。

このオプションは、インスタンスの作成時にユー
ザーが指定しなかった場合に使用される、インスタ
ンスのデフォルトのアベイラビリティーゾーンを決
定します。インスタンスは、ライフタイム間、この
アベイラビリティーゾーンにバインドされます。

値:

既存のアベイラビリティーゾーン名を表す
文字列。

none: つまり、あるコンピュートノードから
別のアベイラビリティーゾーンに移動する
と、インスタンスがそのアベイラビリ
ティーゾーンから別のアベイラビリティー
ゾーンに移動できます。

関連するオプション:

[cinder]/cross_az_attach

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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disk_allocation_ratio = 
None

浮動小数点の値 物理ディスクに対する仮想ディスクの割当て比率。

このオプションは、DISK_GB インベントリーの割
り当て比率を設定して、Placement API で選択した
ホストに影響を与えるのに使用します。

設定されると、1.0 を超える比率により、利用可能な
物理ディスクが過剰にサブスクライブされます。こ
れは、スパースイメージや圧縮イメージなどの仮想
ディスク全体を使用しないイメージで作成されたイ
ンスタンスの効率的なパックに役立ちます。インス
タンス以外の使用のためにディスクのパーセンテー
ジを保持するために、0.0 から 1.0 までの値に設定で
きます。

a. 注記:

If the value is set to `>1`, we 
recommend keeping track of the free 
disk
space, as the value approaching `0` 
may result in the incorrect
functioning of instances using it at 
the moment.

b. 注記:

If this option is set to something 
*other than* `None` or `0.0`, the
allocation ratio will be overwritten by 
the value of this option, otherwise,
the allocation ratio will not change. 
Once set to a non-default value, it is
not possible to "unset" the config to 
get back to the default behavior. If
you want to reset back to the initial 
value, explicitly specify it to the
value of 
`initial_disk_allocation_ratio`.

値:

有効な正の整数または浮動小数点値

関連するオプション:

initial_disk_allocation_ratio

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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enable_new_services = 
True

ブール値 このホストで新しい nova-compute サービスを自動
的に有効にします。

新しい nova-compute サービスが起動すると、有効
なサービスとしてデータベースに登録されます。新
しい Compute サービスを無効な状態で登録し、後で
有効にすると便利な場合があります。このオプショ
ンは、nova-compute サービスに対してのみこの動
作を設定します。nova-conductor、nova-
scheduler、nova-osapi_compute などの他のサービ
スは自動的に無効にしません。

値:

True: 新しい Compute サービスはそれぞ
れ、登録するとすぐに有効になります。

False: コンピュートサービスは、os-
services REST API コールで有効にする
か、nova service-enable <hostname> 
<binary> で CLI で有効にする必要があり
ます。有効にしないと、使用する準備がで
きていません。

enabled_apis = 
['osapi_compute', 
'metadata']

リスト値 デフォルトで有効にする API のリスト。

enabled_ssl_apis = [] リスト値 SSL が有効になっている API のリスト。

Nova は API サーバーの SSL サポートを提供しま
す。enabled_ssl_apis オプションでは、SSL サポート
を設定できます。

executor_thread_pool_siz
e = 64

整数値 エグゼキューターがスレッディングまたはイベント
レットの場合のエグゼキュータースレッドプールの
サイズ。

fatal_deprecations = 
False

ブール値 非推奨の致命的なステータスを有効または無効にし
ます。

flat_injected = False ブール値 このオプションは、起動する前に、ネットワーク設
定情報が仮想マシンに挿入されるかどうかを決定し
ます。元々は nova-network のみが使用するように設
計されていましたが、ネットワーク情報が VM に挿
入されるかどうかを制御するために vmware virt ドラ
イバーによっても使用されます。libvirt 仮想ドライ
バーは、config_drive を使用してネットワークを設定
し、ネットワーク情報が仮想マシンに挿入されるか
どうかを制御する際にもそれを使用します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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force_config_drive = 
False

ブール値 コンフィグドライブで注入を強制します。

このオプションが true に設定されている場合には、
デフォルトで、強制的に有効になります。有効にし
ないと、ユーザーは REST API またはイメージメタ
データ属性を介してコンフィグドライブを有効にで
きます。起動されたインスタンスはこのオプション
の影響を受けません。

値:

True: REST API 呼び出しのユーザー入力に
関係なく、コンフィグドライブを強制的に
使用させます。

False: コンフィグドライブを強制的に使用
しないでください。コンフィグドライブ
は、REST API またはイメージメタデータ属
性を使用して有効にできます。

関連するオプション:

mkisofs_cmd フラグを使用して、
genisoimage プログラムをインストールす
るパスを設定します。genisoimage が nova-
compute サービスと同じパスにある場合
は、このフラグを設定する必要はありませ
ん。

Hyper-V でコンフィグドライブを使用する
には、mkisofs_cmd の値を mkisofs.exe イ
ンストールへの完全パスに設定する必要が
あります。さらに、hyperv 設定セクション
の qemu_img_cmd の値を、qemu-img コマ
ンドインストールへのフルパスに設定する
必要があります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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force_raw_images = True ブール値 バッキングイメージの raw 形式への強制変換。

値:

True: バッキングイメージファイルは raw イ
メージ形式に変換されます。

False: バッキングイメージファイルが変換
されない

関連するオプション:

compute_driver: libvirt ドライバーのみが
このオプションを使用します。

[libvirt]/images_type: images_type が rbd
の場合には、このオプションを False に設
定することはできません。詳細は、バグ
https://bugs.launchpad.net/nova/+bug/181
6686 を参照してください。

graceful_shutdown_timeo
ut = 60

整数値 サーバーを正常にシャットダウンするまでのタイム
アウトを指定します。値をゼロにすると、endless の
待機を意味します。

heal_instance_info_cache
_interval = 60

整数値 インスタンスネットワーク情報キャッシュの更新の
間隔。

各コンピュートノードが、そのすべてのインスタン
スのネットワーク情報に対して Neutron をクエリー
するタスクを実行してから、その情報で Nova db を
更新する秒数。nova は、このオプションが 0 に設定
されている場合、キャッシュを更新しません。
キャッシュを更新しない場合、メタデータサービス
と nova-api エンドポイントがインスタンスに関する
間違ったネットワークデータをプロキシー送信しま
す。そのため、このオプションを 0 に設定すること
は推奨されません。

値:

正の整数 (秒単位)。

任意の値 ⇐0 は同期を無効にします。これ
は、推奨されません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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host = <based on 
operating system>

文字列値 このホストのホスト名、FQDN、または IP アドレ
ス。

以下のように使用します。

nova-compute ワーカーの oslo.messaging
キュー名

この値は、neutron に送信される
binding_host に使用します。つまり、
neutron エージェントを使用する場合は、ホ
ストに同じ値を指定する必要があります。

Cinder ホストのアタッチ情報

AMQP キー内で有効である必要があります。

値:

ホスト名、FQDN、または IP アドレスの文
字列デフォルトはこのホストのホスト名で
す。

initial_cpu_allocation_rati
o = 16.0

浮動小数点の値 物理 CPU に対する最初の仮想 CPU の比率。

これは、特定の nova-compute サービス用に 
computes_nodes テーブルレコードを最初に作成
した場合にのみ使用されます。

詳細と使用シナリオ
は、https://docs.openstack.org/nova/latest/admin/
configuration/schedulers.html を参照してください。

関連するオプション:

cpu_allocation_ratio

initial_disk_allocation_rat
io = 1.0

浮動小数点の値 物理ディスクに対する最初の仮想ディスクの比率。

これは、特定の nova-compute サービス用に 
computes_nodes テーブルレコードを最初に作成
した場合にのみ使用されます。

詳細と使用シナリオ
は、https://docs.openstack.org/nova/latest/admin/
configuration/schedulers.html を参照してください。

関連するオプション:

disk_allocation_ratio

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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initial_ram_allocation_rati
o = 1.5

浮動小数点の値 物理メモリーに対する初期仮想 RAM の比率。

これは、特定の nova-compute サービス用に 
computes_nodes テーブルレコードを最初に作成
した場合にのみ使用されます。

詳細と使用シナリオ
は、https://docs.openstack.org/nova/latest/admin/
configuration/schedulers.html を参照してください。

関連するオプション:

ram_allocation_ratio

injected_network_templat
e = 
$pybasedir/nova/virt/inter
faces.template

文字列値 /etc/network/interfaces テンプレートへのパスで
す。

/etc/network/interfaces-style ファイルのテンプ
レートファイルへのパス。これにより、DHCP サー
バーがない環境でネットワーク接続を設定する方法
が提供されます。

テンプレートは Jinja2 テンプレートエンジンを使用
してレンダリングされ、interfaces と呼ばれる最上
位のキーを受け取ります。このキーには、インター
フェイスごとに 1 つのディクショナリーのリストが含
まれます。

詳細は、cloudinit ドキュメントを参照してくださ
い。

https://cloudinit.readthedocs.io/en/latest/topics/
datasources.html

値:

Debian /etc/network/interfaces ファイル
の Jinja2 形式のテンプレートへのパス。こ
れは、Debian-derived 以外のゲストを使用
している場合でも該当します。

関連するオプション:

flat_inject: nova がコンフィグドライブを
通じて提供されるメタデータにネットワー
ク設定情報を埋め込むには、これを True
に設定する必要があります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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instance_build_timeout = 
0

整数値 インスタンスがビルド可能な最大時間 (秒単位)。

このタイマーの期限が切れると、インスタンスのス
テータスは ERROR に変わります。このオプション
を有効にすると、インスタンスが長期間 BUILD 状態
のままにならないようにします。

値:

0: オプションを無効にします (デフォルト)

任意の正の整数 (秒単位) でオプションを有
効にします。

instance_delete_interval 
= 300

整数値 失敗したインスタンスファイルの削除を再試行する
間隔。

このオプションは
maximum_instance_delete_attempts によって異な
ります。このオプションは、再試行する頻度を指定
します。一
方、maximum_instance_delete_attempts は、作成
可能な再試行回数の最大値を指定します。

値:

0: デフォルトの間隔で実行されます。

任意の値 < 0: オプションを無効にします。

正の整数 (秒単位)。

関連するオプション:

instance_cleaning_opts グループからの 
maximum_instance_delete_attempts
。

instance_format = [instance: %
(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンスの形式。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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instance_name_template 
= instance-%08x

文字列値 インスタンス名の生成に使用するテンプレートの文
字列。

このテンプレートは、インスタンスのデータベース
名の作成を制御します。これは (Horizon または CLI
を介して) インスタンスの作成時に入力する表示名で
は ありません。新しいデプロイメントでは、デフォ
ルト値 (データベースの自動増分を使用する)
を、instance-%(uuid)s などのインスタンスの属性
を使用する別の値に変更することが推奨 されます。
これを変更すると、すでにデプロイメントにインス
タンスがある場合、デプロイメントは中断します。

値:

インスタンスのデータベース ID (デフォル
トなど) を使用する文字列

名前付きのデータベース列のリストが含ま
れる文字列 (例: %(id)d または %(uuid)s
または %(hostname)s。

instance_usage_audit = 
False

ブール値 このオプションは、定期的な
compute.instance.exists 通知を有効にします。各コ
ンピュートノードは、システムの使用状況データを
生成するように設定する必要があります。これらの
通知は、OpenStack Telemetry サービスが消費され
ます。

instance_usage_audit_pe
riod = month

文字列値 インスタンスの使用状況を生成する期間。指定期間
にオプションのオフセットを定義するには、@ 文字
の後にオフセットを定義する数字を追加します。

値:

期間 (例: hour、day、month、または 
year)

オフセットの期間 (例: month@15 を使用
すると、月次監査はその月の15 日から始ま
ります)。

instance_uuid_format =
[instance: %(uuid)s]

文字列値 ログメッセージで渡されるインスタンス UUID の形
式。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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instances_path = 
$state_path/instances

文字列値 インスタンスがハイパーバイザーのディスクに保存
されるかどうかを指定します。ローカルに割り当て
られたストレージまたは NFS のディレクトリーを参
照できます。

値:

$state_path/instances。state_path は、
nova の状態を維持する最上位ディレクト
リーを指定する設定オプション (デフォル
ト) またはディレクトリーパスを表す任意の
文字列です。

関連するオプション:

[workarounds]/ensure_libvirt_rbd_ins
tance_dir_cleanup

internal_service_availabili
ty_zone = internal

文字列値 内部サービスのアベイラビリティーゾーン。

nova-scheduler、nova-conductor など、各種の内
部 nova サービスのアベイラビリティーゾーンを決定
します。

値:

既存のアベイラビリティーゾーン名を表す
文字列。

key = None 文字列値 SSL キーファイル (証明書とは別の場合)。

関連するオプション:

cert

live_migration_retry_cou
nt = 30

整数値 live_migration における最大 1 秒の再試行回数。これ
は、エラーが出たときの iptables への再試行回数を
指定します。これは、ユーザーが同じホストにライ
ブマイグレーションの要求を継続的に送信し、
iptables に同時要求する場合に発生します。

値:

再試行数を表す正の整数。

設定オプション = デフォルト
値
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log-config-append = None 文字列値 ロギング設定ファイルの名前。このファイルは、既
存のロギング設定ファイルに追加されます。ロギン
グ設定ファイルの詳細は、Python のロギングモ
ジュールのドキュメントを参照してください。ロギ
ング設定ファイルを使用すると、すべてのロギング
設定が設定ファイルで設定され、その他のロギング
設定オプションは無視されます (例:log-date-
format)。

log-date-format = %Y-%m-
%d %H:%M:%S

文字列値 ログレコードの %%(asctime)s のフォーマット文字列
を定義します。デフォルト:%(default)sこのオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

log-dir = None 文字列値 (オプション)log_file の相対パスに使用されるベース
ディレクトリー。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log-file = None 文字列値 (オプション) ロギング出力を送信するログファイル
の名前。デフォルトが設定されていない場合、ロギ
ングは use_stderr で定義されているように stderr に
送信されます。このオプションは、
log_config_append が設定されている場合は無視され
ます。

log_options = True ブール値 サービスの起動時 (DEBUG レベル) に、登録されて
いるすべてのオプションの値をログに記録すること
を有効または無効にします。

log_rotate_interval = 1 整数値 ログファイルがローテーションされるまでの時間。
このオプションは、log_rotation_type が interval に
設定されていない限り無視されます。

log_rotate_interval_type = 
days

文字列値 ローテーション間隔の種別。次のローテーションを
スケジューリングする際に、最後のファイル変更の
時刻 (またはサービスの起動時刻) が使用されます。

log_rotation_type = none 文字列値 ログローテーションの種別。

logging_context_format_
string = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[%(request_id)s %
(user_identity)s] %
(instance)s%(message)s

文字列値 コンテキスト付きログメッセージに使用するフォー
マット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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logging_debug_format_s
uffix = %(funcName)s %
(pathname)s:%(lineno)d

文字列値 メッセージのロギングレベルが DEBUG の場合にロ
グメッセージに追加する追加のデータ。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_default_format_s
tring = %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
%(levelname)s %(name)s 
[-] %(instance)s%
(message)s

文字列値 コンテキストが定義されていない場合に、ログメッ
セージに使用するフォーマット文字列。
oslo_log.formatters.ContextFormatter により使用さ
れます。

logging_exception_prefix 
= %(asctime)s.%
(msecs)03d %(process)d 
ERROR %(name)s %
(instance)s

文字列値 この形式で、例外出力の各行の前に接頭辞が付けら
れます。oslo_log.formatters.ContextFormatter によ
り使用されます。

logging_user_identity_for
mat = %(user)s %
(tenant)s %(domain)s %
(user_domain)s %
(project_domain)s

文字列値 logging_context_format_string で使用される %
(user_identity)s のフォーマット文字列を定義しま
す。oslo_log.formatters.ContextFormatter により使
用されます。

long_rpc_timeout = 1800 整数値 このオプションを使用すると、RPC 呼び出しに長い
時間がかかる可能性がある別のタイムアウト値を設
定できます。これを設定すると、他のサービスへの
RPC 呼び出しでは、グローバルな
rpc_response_timeout 値ではなく、タイムアウト (秒
単位) にこの値が使用されます。

この値を使用する RPC 呼び出しを使用した操作:

ライブマイグレーション

scheduling

コンピュートサービスの有効化/終了

イメージの事前キャッシュ

スナップショットベース/セル間のサイズ変
更

サイズ変更/コールドマイグレーション

ボリュームの接続

関連するオプション:

rpc_response_timeout

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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max_concurrent_builds = 
10

整数値 nova-compute で同時に実行するインスタンスビル
ドの最大数を制限します。Compute サービスは、イ
ンスタンスの構築を無限に試行できます (確認を求め
られた場合)。この制限は、コンピュートノードに無
制限のインスタンスを同時に構築しないように強制
されます。この値は、コンピュートノードごとに設
定できます。

以下の値を使用できます。

0: 無制限として処理されます。

同時ビルドの最大数を表す正の整数。

max_concurrent_live_mig
rations = 1

整数値 同時に実行するライブマイグレーションの最大数。
この制限は、送信ライブマイグレーションがホスト/
ネットワークに圧倒され、障害が発生するのを防ぐ
ために実施されます。お使いの環境で安全に、安定
していることが不明な場合を除き、これを変更する
ことは推奨されません。

値:

0: 無制限として処理されます。

同時に実行するライブマイグレーションの
最大数を表す正の整数。

max_concurrent_snapsh
ots = 5

整数値 同時に実行するインスタンススナップショット操作
の最大数。この制限は、スナップショットがホスト/
ネットワーク/ストレージを圧迫して障害を引き起こ
すのを防ぐために適用されます。この値は、コン
ピュートノードごとに設定できます。

以下の値を使用できます。

0: 無制限として処理されます。

最大同時スナップショットを表す任意の正
の整数。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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max_local_block_devices 
= 3

整数値 ハイパーバイザーノードでローカルイメージが作成
されるデバイスの最大数。

負の値は無制限を意味しま
す。max_local_block_devices を 0 に設定する
と、ローカルディスクの作成を試行する要求は失敗
します。このオプションは、ローカルディスクの数
を制限することを目的としています (サーバーの作成
時にimageRefが使用された結果であるルートロー
カルディスク、およびその他のエフェメラルディス
クとスワップディスク)。0 は、イメージが自動的に
ボリュームに変換され、ボリュームからインスタン
スを起動することを意味するのではなく、ローカル
ディスクを作成しようとするすべての要求が失敗す
ることを意味します。

値:

0: ローカルディスクの作成はできません。

負の数: ローカルディスクの数に制限はあり
ません。

正の数: これらの数のローカルディスクのみ
を許可します。

max_logfile_count = 30 整数値 ローテーションされたログファイルの最大数。

max_logfile_size_mb = 
200

整数値 ログファイルの最大サイズ (MB 単位)。
log_rotation_type が size に設定されていない場合
は、このオプションは無視されます。

maximum_instance_delet
e_attempts = 5

整数値 インスタンスのファイルの取得を試行する回数。

このオプションは、実行できる再試行の最大回数を
指定します。

値:

正の整数は、試行回数を定義します。

関連するオプション:

[DEFAULT] instance_delete_interval
を使用して、このオプションを無効にする
ことができます。

metadata_listen = 0.0.0.0 文字列値 メタデータ API がリッスンする IP アドレス。

メタデータ API サービスは、この IP アドレスで受信
要求をリッスンします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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metadata_listen_port = 
8775

ポート値 メタデータ API がリッスンするポート。

メタデータ API サービスは、受信要求についてこの
ポート番号をリッスンします。

metadata_workers = <オペ
レーティングシステムに基
づく>

整数値 メタデータサービスのワーカー数。指定のない場合
は、利用可能な CPU の数が使用されます。

メタデータサービスは、マルチプロセス (ワーカー)
として実行するように設定することができます。こ
れにより、API リクエストコンカレンシーが増加す
るとスループットが低下するという問題が解消され
ます。メタデータサービスは、指定されたプロセス
数で実行されます。

以下の値を使用できます。

任意の正の整数

none (デフォルト値)

migrate_max_retries = -1 整数値 ライブマイグレーションが失敗する前のライブマイ
グレーションを再試行する回数。

値:

== -1 の場合、ホストから実行するまで試行
します (デフォルト)。

== 0 の場合、再試行は 1 回のみ試行しませ
ん。

0 より大きい整数

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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mkisofs_cmd = 
genisoimage

文字列値 ISO イメージの作成に使用するツールの名前または
パス。

mkisofs_cmd フラグを使用して、genisoimage
プログラムをインストールするパスを設定 し ま
す。genisoimage がシステムパスにある場合は、
デフォルト値を変更する必要はありません。

Hyper-V でコンフィグドライブを使用するに
は、mkisofs_cmd の値を mkisofs.exe インス
トールへの完全パスに設定する必要があります。さ
らに、hyperv 設定セクションの qemu_img_cmd
の値を、qemu-img コマンドインストールへのフル
パスに設定する必要があります。

値:

ISO イメージ作成者の名前 (nova-compute
サービスと同じディレクトリー)

ISO イメージ作成者プログラムへのパス

関連するオプション:

このオプションは、コンフィグドライブが
有効な場合に有効となります。

Hyper-V でコンフィグドライブを使用する
には、Hyperv 設定セクションの 
qemu_img_cmd の値を、qemu-img コ
マンドインストールへの完全パスに設定す
る必要があります。

my_block_storage_ip = 
$my_ip

文字列値 ブロックストレージネットワークへの接続に使用さ
れる IP アドレス。

値:

有効な IP アドレスを含む文字列。デフォル
トは、このホストの IP アドレスです。

関連するオプション:

my_ip - my_block_storage_ip が設定されて
いない場合は、my_ip の値が使用されま
す。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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my_ip = <オペレーティン
グシステムに基づく>

文字列値 管理ネットワークへの接続にホストが使用する IP ア
ドレス。

値:

有効な IP アドレスを含む文字列。デフォル
トは、このホストの IPv4 アドレスです。

関連するオプション:

my_block_storage_ip

network_allocate_retries 
= 0

整数値 ネットワーク割り当てを再試行する回数。仮想イン
ターフェイスプラグインが失敗した場合は、ネット
ワーク割り当ての再試行を試行する必要がありま
す。

値:

再試行数を表す正の整数。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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non_inheritable_image_p
roperties = 
['cache_in_nova', 
'bittorrent']

リスト値 スナップショットの作成時にインスタンスから継承
すべきではないイメージ属性。

このオプションを使用すると、新たに作成したス
ナップショットにより継承されない image-
properties を選択できます。

a. 注記:

The following image properties are 
*never* inherited regardless of
whether they are listed in this 
configuration option or not:

cinder_encryption_key_id

cinder_encryption_key_deletion_policy

img_signature

img_signature_hash_method

img_signature_key_type

img_signature_certificate_uuid

値:

項目がイメージ属性のコンマ区切りリス
ト。ベースイメージから作成されたスナッ
プショットはそれらを必要としないため、
通常、ベースイメージでのみ必要なイメー
ジプロパティーのみをここに含めることが
できます。

デフォルトのリスト: cache_in_nova、
bittorrent

osapi_compute_listen = 
0.0.0.0

文字列値 OpenStack API がリッスンする IP アドレス。

OpenStack API サービスは、この IP アドレスを受信
要求をリッスンします。

osapi_compute_listen_po
rt = 8774

ポート値 OpenStack API がリッスンするポートです。

OpenStack API サービスは、受信要求についてこの
ポート番号をリッスンします。

設定オプション = デフォルト
値
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`osapi_compute_unique_serv
er_name_scope = `

文字列値 一意のインスタンス名のチェックの範囲を設定しま
す。

デフォルトでは、一意の名前がチェックされませ
ん。名前チェックのスコープが設定されると、新規
インスタンスを起動するか、重複する名前で既存の
インスタンスを更新すると 'InstanceExists' エラーが
出されます。一意性は大文字と小文字を区別しませ
ん。このオプションを設定すると、同じ名前のイン
スタンス間を ID で区別する必要がないため、エンド
ユーザーのユーザービリティーが向上します。

osapi_compute_workers 
= None

整数値 OpenStack API サービスのワーカー数。デフォルト
は、利用可能な CPU の数になります。

OpenStack API サービスは、マルチプロセス (ワー
カー) として実行するように設定できます。これによ
り、API リクエストコンカレンシーが増加するとス
ループットが低下するという問題が解消されます。
OpenStack API サービスは、指定されたプロセス数
で実行されます。

以下の値を使用できます。

任意の正の整数

none (デフォルト値)

password_length = 12 整数値 生成されたインスタンス管理者パスワードの長さ。

periodic_enable = True ブール値 定期的なタスクを有効にします。

このオプションを true に設定すると、サービスはマ
ネージャーでタスクを定期的に実行することができ
ます。

複数のスケジューラーまたはコンダクターを実行し
ている場合は、1 つのホストでのみ定期的なタスクを
実行することができます。この場合、1 台のホストで
このオプションを無効にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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periodic_fuzzy_delay = 60 整数値 スタンピングを減らすために定期的なタスクスケ
ジューラーを開始するときにランダムに遅延する秒
数。

コンピュートワーカーがクラスター全体でプロビ
ジョニング解除された状態で再起動すると、すべて
定期的なタスクが同時に実行され、外部サービスで
問題が発生します。この動作を軽減するために、
periodic_fuzzy_delay オプションを使用すると、定期
的なタスクスケジューラーの開始時にランダムな初
期遅延が発生する可能性があります。

以下の値を使用できます。

正の整数 (秒単位):

0: ランダムな遅延を無効にします。

pointer_model = 
usbtablet

文字列値 ポインターの種類を指定する一般的なプロパ
ティー。

入力デバイスを使用すると、グラフィカルフレーム
バッファーとの対話が可能になります。たとえば、
カーソル移動のグラフィックタブレットを指定しま
す。

設定されている場合、hw_input_bus または 
hw_pointer_model イメージメタデータプロパ
ティーのいずれかがこの設定オプションよりも優先
されます。

関連するオプション:

usbtablet は、VNC が有効または SPICE を
有効にし、SPICE エージェントを無効にし
て設定する必要があります。libvirt で使用す
る場合は、インスタンスモードを HVM とし
て設定する必要があります。

preallocate_images = 
none

文字列値 使用するイメージ事前割り当てモード。

イメージの事前割り当てにより、インスタンスの初
回プロビジョニング時に、インスタンスイメージの
ストレージを事前に割り当てることができます。こ
れにより、十分なスペースが利用できない場合に、
即時のフィードバックが提供されます。さらに、新
しいブロックへの書き込みのパフォーマンスが大幅
に向上するはずです。また、断片化が減少するた
め、事前に書き込まれたブロックへの I/O パフォー
マンスも向上する可能性があります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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publish_errors = False ブール値 エラーイベントの公開を有効または無効にします。

pybasedir = 
/usr/lib/python3.9/site-
packages

文字列値 Nova python モジュールがインストールされている
ディレクトリー。

このディレクトリーは、ネットワークおよびリモー
トコンソールアクセス用のテンプレートファイルを
保存するために使用されます。また、Nova 内部デー
タの永続化が必要な他の設定オプションのデフォル
トパスでもあります。このオプションをデフォルト
値から変更する必要がある可能性はあまりありませ
ん。

値:

ディレクトリーへの完全パス。

関連するオプション:

state_path

ram_allocation_ratio = 
None

浮動小数点の値 物理メモリーに対する仮想メモリーの割当て比率。

このオプションは、MEMORY_MB インベントリー
の割り当て比率を設定して、Placement API で選択
したホストに影響を与えるのに使用します。

a. 注記:

If this option is set to something 
*other than* `None` or `0.0`, the
allocation ratio will be overwritten by 
the value of this option, otherwise,
the allocation ratio will not change. 
Once set to a non-default value, it is
not possible to "unset" the config to 
get back to the default behavior. If
you want to reset back to the initial 
value, explicitly specify it to the
value of `initial_ram_allocation_ratio`.

値:

有効な正の整数または浮動小数点値

関連するオプション:

initial_ram_allocation_ratio

rate_limit_burst = 0 整数値 rate_limit_interval ごとのログ記録されたメッセージ
の最大数。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rate_limit_except_level = 
CRITICAL

文字列値 レート制限で使用されるログレベル名:CRITICAL、
ERROR、INFO、WARNING、DEBUG または空の文
字列。rate_limit_except_level 以上のレベルのログは
フィルターされません。空の文字列は、すべてのレ
ベルがフィルターされることを意味します。

rate_limit_interval = 0 整数値 ログのレート制限の間隔 (秒数)。

reboot_timeout = 0 整数値 インスタンスが自動的にハードリブートされる間
隔。

ソフトリブートを行うと、ソフトリブートタスクが
終了しないように、ゲストカーネルが完全にハング
している可能性があります。このオプションを秒単
位の時間に設定すると、インスタンスが N 秒より長
く再起動状態でスタックしている場合、インスタン
スは自動的にハードリブートされます。

値:

0: オプションを無効にします (デフォル
ト)。

任意の正の整数 (秒単位) でオプションを有
効にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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reclaim_instance_interval 
= 0

整数値 削除されたインスタンスを回収する間隔。

0 より大きい値を指定すると、インスタンスの
SOFT_DELETE が有効になります。このオプション
は、削除するサーバーが SOFT_DELETED 状態に配
置されるかどうかを決定します。この値が 0 より大
きい場合、削除されたサーバーはすぐには削除され
ず、代わりに、古くなるまで (削除された時間が
reclaim_instance_interval の値よりも大きい) キュー
に入れられます。サーバーは、復元アクションを使
用して削除キューから回復できます。削除された
サーバーが reclaim_instance_interval の値よりも長い
場合は、Compute サービスの定期的なタスクによっ
て自動的に削除されます。

このオプションは API と compute ノードの両方から
読み取られ、グローバルに設定する必要がありま
す。設定しないと、サーバーは API でソフト削除さ
れた状態になり、compute ノードで実際に回収 (削
除) されることがありません。

a. 注記: このオプションを使用する場合
は、cinder 認証オプション
(auth_type、auth_url、username など)
も設定する必要があります。再利用は定期
的なタスクで発生するため、
SOFT_DELETED サーバーに接続されたボ
リュームをクリーンアップするためのユー
ザートークンがないため、nova は cinder で
これらのリソースをクリーンアップするた
めの管理者ロールアクセスで設定する必要
があります。

値:

0 より大きい正の整数 (秒単位) は、このオ
プションを有効にします。

任意の値 ⇐0 は、オプションを無効にしま
す。

関連するオプション:

cinder 再利用プロセス中にサーバーに接続
されたボリュームをクリーンアップするた
めの認証オプション

record = None 文字列値 このホストで実行されているプロキシーサービス
(VNC、スパイス、シリアルなど) によって送受信さ
れる WebSocket フレームを保存するために使用され
るファイル名。これが設定されていない場合、録画
は行われません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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report_interval = 10 整数値 特定のハイパーバイザーのサービスの状態が報告さ
れる頻度を示す秒数。nova は、デプロイメントの全
体的な健全性を判断するためにこれを把握しておく
必要があります。

関連するオプション:

service_down_time report_interval は
service_down_time 未満である必要がありま
す。service_down_time が report_interval 未
満の場合、サービスはほとんど報告されな
いため、通常はダウンしていると見なされ
ます。

rescue_timeout = 0 整数値 インスタンスが RESCUE のままになるまで待機する
間隔。

値:

0: オプションを無効にします (デフォルト)

任意の正の整数 (秒単位) でオプションを有
効にします。

reserved_host_cpus = 0 整数値 ホストのプロセス用に確保するホスト CPU の数。

ホストリソースの使用量は、compute ノードで実行
されている nova-compute から継続的にスケジュー
ラーに報告されます。この値は、配置に報告される 
reserved 値を決定するために使用されます。

[compute] cpu_shared_set または [compute] 
cpu_dedicated_set 設定オプションが定義されて
いる場合は、このオプションは設定できません。こ
れらのオプションが定義されると、これらの値に含
まれていないホスト CPU はホスト用に予約済みとみ
なされます。

値:

ホスト用に確保する物理 CPU の数を表す正
の整数。

関連するオプション:

[compute] cpu_shared_set

[compute] cpu_dedicated_set

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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reserved_host_disk_mb = 
0

整数値 ホストで常に利用できるようにするディスクリソー
スの容量 (MB 単位)。ディスク使用量は、compute
ノードで実行されている nova-compute からスケ
ジューラーに再び報告されます。ディスクリソース
が available と見なされないようにするには、このオ
プションを使用して、そのホストのディスク領域を
確保できます。

値:

ホスト用に予約するディスクの量を MB 単
位で表す正の整数。

reserved_host_memory_
mb = 512

整数値 ホストプロセスが常に使用できるようにホスト用に
予約するメモリーの量 (MB 単位)。ホストリソース
の使用量は、compute ノードで実行されている
nova-compute から継続的にスケジューラーに報告
されます。ホストメモリーが使用可能であると見な
されないようにするために、このオプションはホス
ト用にメモリーを予約するために使用されます。

値:

ホスト用に予約するメモリーの量を MB 単
位で表す正の整数。

reserved_huge_pages = 
None

dict 値 NUMA ホストセルごとに予約するヒュージページ数/
大きいメモリーページ数。

値:

NUMA ノード ID、ページサイズを反映する
有効な key=value のリスト

(デフォルトの単位は KiB) と予約するペー
ジ数以下に例を示します。

reserved_huge_pages =
node:0,size:2048,count:64
reserved_huge_pages =
node:1,size:1GB,count:1

In this example we are reserving 
on NUMA node 0 64 pages of 
2MiB
and on NUMA node 1 1 page of 
1GiB.

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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resize_confirm_window = 
0

整数値 N 秒後にサイズを自動的に確認します。

機能のサイズを変更すると、サイズ変更前に既存の
サーバーが追加されます。サイズ変更が完了する
と、ユーザーがサイズ変更を確認するよう要求され
ます。ユーザーは、すべての変更を確認するか、元
に戻すことができます。サイズ変更によって元の
サーバーが削除され、サーバーのステータスがサイ
ズ変更からアクティブに変更されていることを確認
します。このオプションを期間 (秒単位) に設定する
と、サーバーがその時間より長くサイズ変更された
状態にある場合は、サイズ変更が自動的に確認され
ます。

値:

0: オプションを無効にします (デフォルト)

任意の正の整数 (秒単位) でオプションを有
効にします。

resize_fs_using_block_de
vice = False

ブール値 ブロックデバイスでファイルシステムのサイズ変更
を有効にします。

有効にすると、ブロックデバイスでイメージにアク
セスして、ファイルシステムのサイズ変更を試行し
ます。これはホストによって行われ、イメージに
cloud-init のバージョンが含まれる場合は不要です。
考えられるメカニズムには、nbd ドライバー (qcow
および raw の場合) またはループ (raw の場合) が必要
です。

resume_guests_state_on
_host_boot = False

ブール値 このオプションは、ホストの再起動前に実行されて
いたゲストを起動するかどうかを指定します。これ
により、Nova コンピュートノードのすべてのインス
タンスが、compute ノードがブートまたは再起動さ
れるたびに状態を再開します。

rootwrap_config = 
/etc/nova/rootwrap.conf

文字列値 rootwrap 設定ファイルへのパス。

root ラッパーの目的は、サービス固有の非特権ユー
ザーが可能な限り多くのアクションを root ユーザー
として実行することを許可することです。ここで使
用される設定ファイルは、sudoers エントリーで定義
される設定ファイルと一致する必要があります。

rpc_conn_pool_size = 30 整数値 RPC 接続プールのサイズ。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rpc_ping_enabled = False ブール値 ping 呼び出しに応答するエンドポイントを追加しま
す。エンドポイントの名前は oslo_rpc_server_ping
です。

rpc_response_timeout = 
60

整数値 呼び出しからの応答を待つ秒数。

run_external_periodic_ta
sks = True

ブール値 一部の定期的なタスクは個別のプロセスで実行でき
ます。ここで実行すべきですか ?

running_deleted_instance
_action = reap

文字列値 Compute サービスは、データベースで削除されたイ
ンスタンスを定期的にチェックし、compute ノード
で実行を続けます。上記のオプションを使用する
と、このようなインスタンスが特定されたときにア
クションを実行できます。

関連するオプション:

running_deleted_instance_poll_inter
val

running_deleted_instance_timeout

running_deleted_instance
_poll_interval = 1800

整数値 クリーンアップ操作の実行間隔 (秒単位)。0 に設定
すると、上記のチェックは無効になります。
"running_deleted_instance _action" が "log" または
"reap" に設定されている場合、0 を超える値を設定
する必要があります。

値:

任意の正の整数 (秒単位) でオプションを有
効にします。

0: オプションを無効にします。

1800: デフォルト値。

関連するオプション:

running_deleted_instance_action

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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running_deleted_instance
_timeout = 0

整数値 データベースで削除済みとしてマークされたインス
タンスがクリーンアップの対象になるまで待機する
時間間隔 (秒単位)。

値:

秒単位の任意の正の整数 (デフォルトは
0)。

関連するオプション:

"running_deleted_instance_action"

scheduler_instance_sync
_interval = 120

整数値 インスタンスのビューが nova と同期していることを
確認するために、スケジューラーに現在のインスタ
ンス UUID のリストを送信する間隔。

CONF オプション
scheduler_tracks_instance_changes が False の場合
は、同期呼び出しは行われません。そのため、この
オプションを変更しても効果はありません。

同期が不足する状況が非常に一般的でない場合は、
この間隔を増やして送信する RPC メッセージの数を
減らします。同様に、同期の問題が問題になる場合
は、間隔を低くしてより頻繁にチェックできます。

値:

0: デフォルトの間隔で実行されます。

任意の値 < 0: オプションを無効にします。

正の整数 (秒単位)。

関連するオプション:

このオプション
は、scheduler_tracks_instance_chan
ges が False に設定されている場合には影
響はありません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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service_down_time = 60 整数値 起動しているサービスの前回のチェックインからの
最大時間 (秒単位)

各コンピュートノードは、指定されたレポート間隔
に基づいてデータベースのステータスを定期的に更
新します。コンピュートノードが service_down_time
を超えるステータスを更新しない場合、コンピュー
トノードは down と見なされます。

関連するオプション:

report_interval (service_down_time は
report_interval より小さくすることはでき
ません)

servicegroup_driver = db 文字列値 このオプションは、servicegroup サービスに使用す
るドライバーを指定します。

nova の ServiceGroup API により、コンピュート
ノードのステータスの確認が可能になります。nova-
compute デーモンを実行するコンピュートワーカー
が起動すると、このデーモンは join API を呼び出し
てコンピュートグループに参加します。nova スケ
ジューラーなどのサービスは、ServiceGroup API に
対してクエリーを実行して、ノードが有効かどうか
をチェックすることができます。ServiceGroup クラ
イアントドライバーは、内部的にコンピュートワー
カーのステータスを自動的に更新します。このサー
ビスには複数のバックエンド実装があります:
Database ServiceGroup ドライバーと Memcache
ServiceGroup ドライバー。

関連するオプション:

service_down_time(アップサービスの最
後のチェックインからの最大時間)

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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shelved_offload_time = 0 整数値 退避するインスタンスがホストから削除されるまで
の時間。

デフォルトでは、このオプションは 0 に設定され、
退避操作直後にハイパーバイザーから退避したイン
スタンスが削除されます。そうでない場合には、イ
ンスタンスは shelved_offload_time (秒単位) の値の
ために保持されるため、unshelve アクションが高速
になると、定期的なタスクは、sheed_offload_time
に合格した後にハイパーバイザーからインスタンス
を削除します。

値:

0: インスタンスは、退避直後にオフロード
されます。

任意の値 < 0: インスタンスはオフロードさ
れません。

秒単位の整数: インスタンスは、オフロード
されるまでの指定の秒数に存在します。

shelved_poll_interval = 
3600

整数値 退避したインスタンスをオフロードする間隔。

定期的なタスクは、selloed_poll_interval 毎の秒数で
実行され、退避されたインスタンスがないかどうか
を確認します。shelved_offload_time の設定値に基
づいて、退避したインスタンスが見つかると、退避
したインスタンスをオフロードします。詳細につい
ては、shelved_offload_time 設定オプションの説明
を確認してください。

値:

任意の値 ⇐ 0: オプションを無効にします。

正の整数 (秒単位)。

関連するオプション:

shelved_offload_time

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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shutdown_timeout = 60 整数値 インスタンスがクリーンシャットダウンを実行する
まで待機する合計時間 (秒単位)。

これは、VM がクリーンシャットダウンを実行できる
全体の期間 (秒単位) を決定します。停止、レス
キュー、シェルフ、再構築の操作を実行していると
きに、このオプションを設定すると、インスタンス
の電源がオフになる前に、VM が制御されたシャット
ダウンを実行できるようになります。デフォルトの
タイムアウトは 60 秒です。値 0 (ゼロ) は、ゲスト
OS のクリーンアップの機会がなく、ゲストの電源が
すぐにオフになることを意味します。

このタイムアウト値は、os_shutdown_timeout でイ
メージごとに上書きすることが可能です。これは、
異なるタイプのオペレーティングシステムでクリー
ンにシャットダウンするために必要な時間を指定す
るイメージのメタデータ設定です。

値:

正の整数または 0 (デフォルト値は 60)。

source_is_ipv6 = False ブール値 ソースホストが IPv6 でアドレス指定されている場合
は、True に設定します。

ssl_only = False ブール値 暗号化されていない接続を許可しない。

関連するオプション:

cert

鍵 (key)

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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state_path = $pybasedir 文字列値 Nova の状態を維持する最上位のディレクトリー。

このディレクトリーは、Nova の内部状態を保存する
ために使用されます。これは、これから派生するさ
まざまな設定オプションによって使用されます。一
部のシナリオでは (移行など)、複数のコンピュート
ホスト間で共有されるストレージの場所を使用する
方が適切です (例: NFS を使用)。instances_path
オプションが上書きされない限り、このディレクト
リーのサイズが非常に大きくなる可能性がありま
す。

値:

ディレクトリーへの完全パス。デフォルト
は、pybasedir で提供される値に設定され
ます。

sync_power_state_interv
al = 600

整数値 データベースとハイパーバイザー間で電源の状態を
同期する間隔。

Nova が実際の仮想マシンの電源状態を確認し、
Nova がデータベースにある電源状態をチェックする
間隔。ユーザーが仮想マシンの電源を切ると、Nova
は API を更新して、仮想マシンの電源が切れていま
す。仮想マシンを予期せずに有効にすると、Nova は
仮想マシンをオフにして、システムを想定した状態
に維持します。

値:

0: デフォルトの間隔で実行されます。

任意の値 < 0: オプションを無効にします。

正の整数 (秒単位)。

関連するオプション:

workaround グループの 
handle_virt_lifecycle_events が false
で、このオプションが負の場合、ハイパー
バイザーと Nova データベースの間で同期
がとれていないインスタンスを手動で同期
する必要があります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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sync_power_state_pool_
size = 1000

整数値 電源の状態の同期に使用できる greenthreads の数。

このオプションを使用すると、たとえば Ironic を使
用するなど、パフォーマンス上の理由から、ハイ
パーバイザーや実際のインスタンスの電源が入って
いる、同時リクエストの数を減らすことができま
す。

値:

greenthreads 数を表す正の整数。

syslog-log-facility = 
LOG_USER

文字列値 ログ行を受け取る syslog ファシリティー。このオプ
ションは、log_config_append が設定されている場合
は無視されます。

tempdir = None 文字列値 一時作業ディレクトリーを明示的に指定します。

timeout_nbd = 10 整数値 NBD デバイスの起動を待機する時間 (秒単位)。

transport_url = rabbit:// 文字列値 メッセージングバックエンドに接続するためのネッ
トワークアドレスおよびオプションのユーザー認証
情報 (URL 形式)。想定される形式は次のとおりで
す。

driver://[user:pass@]host:port[,
[userN:passN@]hostN:portN]/virtual_host?query

例:rabbit://rabbitmq:password@127.0.0.1:5672//

URL のフィールドの詳細
は、https://docs.openstack.org/oslo.messaging/late
st/reference/transport.html で
oslo_messaging.TransportURL のドキュメントを参
照してください。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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update_resources_interv
al = 0

整数値 コンピュートリソースを更新する間隔。

このオプションは、update_available_resource 定期
タスクを実行する頻度を指定します。0 未満の数字
は、タスクを完全に無効にすることを意味します。
これをデフォルトの 0 のままにすると、これはデ
フォルトの周期間隔で実行されます。正の値に設定
すると、約秒数で実行されます。

値:

0: デフォルトの間隔で実行されます。

任意の値 < 0: オプションを無効にします。

正の整数 (秒単位)。

use-journal = False ブール値 ロギング用の journald を有効にします。systemd 環
境で実行している場合は、ジャーナルサポートを有
効にしたい場合があります。その場合、ログメッ
セージに加えて構造化されたメタデータが含まれる
journal ネイティブプロトコルが使用されます。この
オプションは、log_config_append が設定されている
場合は無視されます。

use-json = False ブール値 ロギングに JSON 形式を使用します。このオプショ
ンは、log_config_append が設定されている場合は無
視されます。

use-syslog = False ブール値 ロギングに syslog を使用します。既存の syslog 形式
は非推奨であり、後に RFC5424 に従うように変更
されます。このオプションは、log_config_append が
設定されている場合は無視されます。

use_cow_images = True ブール値 コピーオンライト (cow) イメージの使用を有効にし
ます。

QEMU/KVM では、qcow2 をバッキングファイルと
して使用できます。これを無効にすると、バッキン
グファイルは使用されません。

use_eventlog = False ブール値 出力を Windows イベントログに記録します。

use_rootwrap_daemon = 
False

ブール値 root 権限で実行する必要があるコマンドを実行でき
るデーモンを開始して使用します。このオプション
は、通常 nova Compute プロセスを実行するノード
で有効化されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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use_stderr = False ブール値 出力を標準エラーに記録します。このオプション
は、log_config_append が設定されている場合は無視
されます。

vcpu_pin_set = None 文字列値 VCPU リソースに使用可能なホスト CPU のマス
ク。

このオプションの動作は、[compute] 
cpu_dedicated_set オプションの定義に依存
し、[compute]cpu_shared_set オプションの動
作に影響します。

[compute] cpu_dedicated_set が定義さ
れている場合、このオプションを定義する
とエラーが発生します。

[compute] cpu_dedicated_set が定義さ
れていない場合には、このオプションを使
用して、VCPU リソースのインベントリー
を決定し、ピニングされたインスタンスと
ピニングされていないインスタンスの両方
をスケジューリングできるホスト CPU を制
限し、[compute] cpu_shared_set オプ
ションを上書きします。

値:

仮想 CPU の割り当て元となる物理 CPU 番
号のコンマ区切りリスト。各要素は、単一
の CPU 番号、CPU 番号の範囲、またはそ
の順で、次に除外される CPU 番号のいずれ
かでなければなりません。

以前の範囲。以下に例を示します。

vcpu_pin_set = "4-12,^8,15"

関連するオプション:

[compute] cpu_dedicated_set

[compute] cpu_shared_set

非推奨となったバージョン: 20.0.0

理由:このオプションは、
[compute]cpu_dedicated_set および
[compute]cpu_shared_set オプションに置き換えら
れました。これらのオプションを使用すると、同じ
ホスト上で固定されたインスタンスと固定されてい
ないインスタンスを共存させることができます
(libvirt ドライバーの場合)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vif_plugging_is_fatal = 
True

ブール値 VIF プラグインのタイムアウトでインスタンスをブー
トまたは失敗させるかどうかを決定します。

インスタンスがスケジュールされると、nova はポー
ト更新を Neutron に送信し、ポートの設定を完了す
るのに必要な情報を提供します。完了すると、
Neutron は Nova にポートの設定が完了したことを通
知します。この場合、Nova はネットワーク接続が存
在するはずですので、インスタンスのブートを再開
します。応答が指定の間隔の後に受信されない場
合、タイムアウトが発生します。

このオプションは、VIF プラグインのタイムアウトイ
ベントの発生時に Nova が何を行うかを決定しま
す。有効にすると、インスタンスがエラーになりま
す。無効にすると、インスタンスはポートが準備状
態にあると仮定してブートを継続します。

値:

True: VIF プラグインのタイムアウト後にイ
ンスタンスが失敗する

False: VIF プラグインのタイムアウト後もイ
ンスタンスの起動を継続する

vif_plugging_timeout = 
300

整数値 Neutron VIF プラグインイベントメッセージのタイム
アウト。

Neutron vif プラグイベントが到着するのを待ってか
ら続行または失敗するまでの秒数
(vif_plugging_is_fatal を参照)。

大規模なタイムアウトエラーが発生している場合
は、[agent]/root_helper_daemonneutron 設定
オプションを使用して neutron エージェントでデー
モンモードで rootwrap を実行することを検討してく
ださい。

関連するオプション:

vif_plugging_is_fatal: 
vif_plugging_timeout がゼロに設定さ
れ、vif_plugging_is_fatal が False に設定さ
れている場合、イベントは全く到達できな
いことが予想されます。

virt_mkfs = [] 多値 一時デバイス用の mkfs コマンドの名前。

形式は <os_type>=<mkfs command> です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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volume_usage_poll_inter
val = 0

整数値 ボリュームの使用状況を収集する間隔。

このオプションは、volume_usage_poll_interval ごと
のボリューム使用状況のキャッシュを秒単位で更新
します。

値:

0 より大きい正の整数 (秒単位) は、このオ
プションを有効にします。

任意の値 ⇐0 は、オプションを無効にしま
す。

watch-log-file = False ブール値 ファイルシステムを監視するように設計されたログ
ハンドラーを使用します。ログファイルが移動また
は削除されると、このハンドラーは、指定されたパ
スで新しいログファイルを即時に開きます。これ
は、log_file オプションを指定し、Linux プラット
フォームが使用される場合にのみ有効です。このオ
プションは、log_config_append が設定されている場
合は無視されます。

web = /usr/share/spice-
html5

文字列値 Web サーバーによって提供されるコンテンツを含む
ディレクトリーへのパス。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.2. api

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [api] グループで使用できるオプションの概要をまとめた
ものです。

表9.1 api

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth_strategy = keystone 文字列値 認証に使用するストラテジーを決定します。

非推奨: 21.0.0

理由: 唯一のデフォルト以外の選択肢である
``noauth2`` は、内部開発およびテストのみを目的
としており、デプロイメントでは使用しないでくだ
さい。このオプションとそのミドルウェアである
NoAuthMiddleware[V2_18] は、将来のリリースで削
除される予定です。
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compute_link_prefix = 
None

文字列値 この文字列は、OpenStack Compute API へのリンク
で返される通常の URL の前に付けられます。空の場
合 (デフォルト)、URL は変更せずに返されます。

値:

空の文字列 (デフォルト) を含む文字列。

config_drive_skip_versio
ns = 1.0 2007-01-19 2007-
03-01 2007-08-29 2007-10-
10 2007-12-15 2008-02-01 
2008-09-01

文字列値 コンフィグドライブの既存のメタデータを収集する
際に、このオプションに表示されないすべてのバー
ジョンで EC2 形式のメタデータが返されます。2.4.0
リリース時点では、利用可能なバージョンは以下の
とおりです。

1.0

2007-01-19

2007-03-01

2007-08-29

2007-10-10

2007-12-15

2008-02-01

2008-09-01

2009-04-04

オプションは 1 つの文字列の形式であり、各バージョ
ンはスペースで区切られます。

値:

空白で区切られた 0 個以上のバージョンを
表す文字列。

dhcp_domain = novalocal 文字列値 インスタンスの FQDN の設定に使用するドメイン
名。

インスタンスのホスト名の完全修飾ドメイン名を設
定します。設定されていない場合、ドメインのない
ホスト名のみが設定されます。

値:

有効なドメイン名である文字列。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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enable_instance_passwor
d = True

ブール値 作成、再構築、退避、またはレスキューなどの関連
するサーバー API 呼び出しによるインスタンスのパ
スワードの返送を有効にします。ハイパーバイザー
がパスワードの注入に対応していない場合、返され
るパスワードは正しくありません。そのため、ハイ
パーバイザーがパスワードの注入をサポートしてい
ない場合は、これを False に設定します。

glance_link_prefix = None 文字列値 この文字列は、Glance リソースへのリンクで返され
る通常の URL の前に付けられます。空の場合 (デ
フォルト)、URL は変更せずに返されます。

値:

空の文字列 (デフォルト) を含む文字列。

instance_list_cells_batch
_fixed_size = 100

整数値 これは、instance_list_cells_batch_strategy' が
fixed に設定されている場合、各セルデータベース
から要求されるインスタンスのバッチサイズを制御
します。この必須値は、システムのセルの数や他の
要素に関係なく、インスタンスのバッチが要求され
るたびに各セルに発行される制限を定義しま
す。instance_list_cells_batch_strategy のド
キュメントで呼び出される一般的なロジックによる
と、この最小値はバッチごとに 100 レコードになり
ます。

関連するオプション:

instance_list_cells_batch_strategy

max_limit

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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instance_list_cells_batch
_strategy = distributed

文字列値 これは、大規模なインスタンスリスト操作中の、小
規模なバッチで API がセルのデータベースをクエ
リーする方法を制御します。バッチ処理が実行され
る場合、大規模なインスタンスリスト操作は、最初
に各セルデータベースから全体的な API 制限の一部
を要求し、必要に応じて各セルからレコードが消費
(返される) されるのと同じバッチサイズを再要求し
ます。バッチが大きいほど、API とデータベース間
のチャットが少なくなりますが、データベースから
の結果を処理するための無駄な労力が増える可能性
があり、ユーザーには返されません。リクエストで
多くの小さなデータベースクエリーをユーザーが行
わないように、ストラテジーはすべて 100 以上のレ
コードのバッチサイズを生成します。

関連するオプション:

instance_list_cells_batch_fixed_size

max_limit

instance_list_per_project
_cells = False

ブール値 有効にすると、API はテナントがインスタンスを
マッピングしたセルデータベースのみをクエリーし
ます。これには、各リストの前に API データベース
で追加の (高速) クエリーが必要ですが、結果を提供
するためにクエリーする必要のあるセルデータベー
スの数も (潜在的に) 制限されます。セルの数が少な
い場合、またはテナントがすべてのセルにインスタ
ンスを持っている可能性が高い場合、これは False
である必要があります。多くのセルがある場合、特
にテナントをそれらのセルの小さなサブセットに限
定する場合、これは True である必要があります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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list_records_by_skipping
_down_cells = True

ブール値 False に設定すると、応答しないセルなどのインフラ
ストラクチャーが失敗した場合に、API は 500 エ
ラーを返します。API がダウンセルを省略し、up の
セルから結果を返す場合は、このオプションを True
に設定します。

API マイクロバージョン 2.69 では、特定のレコード
が利用できず、それらのレコードを含む特定のリク
エストの結果の一部となる可能性がある、デプロイ
メントの一時的な状況が生じる可能性があることに
注意してください。この場合は、このオプションは
無視されます。詳細は、Compute API ガイド
(https://docs.openstack.org/api-
guide/compute/down_cells.html) の
HandlingDownCells セクションを参照してくださ
い。

local_metadata_per_cell = 
False

ブール値 nova-metadata API サービスがセルごとにデプロイ
されていることを示します。この場合、マルチセル
デプロイメントでのパフォーマンスとデータの分離
性が向上します。neutron の設定方法に応じて、この
設定の使用を検討する必要があります。ネットワー
クが複数セルにまたがる場合は、nova-metadata API
サービスをグローバルに実行しなければならない場
合があります。ネットワークがセル境界でセグメン
ト化されている場合は、セルごとに nova-metadata
API サービスを実行できます。セルごとに nova-
metadata API サービスを実行する際には、対応する
nova-metadata API サービスを参照するように各
neutron metadata-agent を設定する必要もありま
す。

max_limit = 1000 整数値 クエリーは多数のアイテムを返す可能性があるた
め、このオプションを設定すると、1 つの応答でアイ
テムの最大数を制限できます。

metadata_cache_expirati
on = 15

整数値 このオプションは、メタデータをキャッシュする時
間 (秒単位) です。0 に設定すると、メタデータ
キャッシュは完全に無効になります。これは、パ
フォーマンス上の理由から、通常は推奨しません。
この設定を増やすと、負荷が大きい場合にメタデー
タ API の応答時間が向上します。値が大きいと、メ
モリーの使用量が長くなる可能性があり、ホストメ
タデータの変更が有効になるまでの時間が長くなり
ます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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neutron_default_tenant_i
d = default

文字列値 Neutron API からデフォルトネットワークを取得する
ためのテナント ID (一部の場所ではプロジェクト ID
とも呼ばれます) を使用します。

関連するオプション:

use_neutron_default_nets

use_forwarded_for = 
False

ブール値 True の場合、X-Forwarded-For ヘッダーは正規の
リモートアドレスとして処理されます。False (デ
フォルト) の場合、remote_address ヘッダーが使用
されます。

これは、HTML プロキシーをサニタイズしている場
合のみ有効にしてください。

use_neutron_default_net
s = False

ブール値 True の場合、TenantNetworkController は Neutron
API に対してクエリーを実行して、使用するデフォ
ルトのネットワークを取得します。

関連するオプション:

neutron_default_tenant_id

vendordata_dynamic_con
nect_timeout = 5

整数値 外部 REST サービスが接続する最大時間。

値:

値が 3 より大きい任意の整数 (TCP パケッ
ト再送信タイムアウト)。この待機時間中に
インスタンスの開始がブロックされる可能
性があるため、この値は小さく保つ必要が
あることに注意してください。

関連するオプション:

vendordata_providers

vendordata_dynamic_targets

vendordata_dynamic_ssl_certfile

vendordata_dynamic_read_timeout

vendordata_dynamic_failure_fatal

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vendordata_dynamic_fail
ure_fatal = False

ブール値 動的なベンダーデータを取得する失敗はインスタン
スのブートに致命的であるか ?

関連するオプション:

vendordata_providers

vendordata_dynamic_targets

vendordata_dynamic_ssl_certfile

vendordata_dynamic_connect_timeout

vendordata_dynamic_read_timeout

vendordata_dynamic_rea
d_timeout = 5

整数値 外部 REST サービスが接続後にデータを返す最大時
間。

値:

任意の整数。この待機時間でインスタンス
の起動がブロックされるため、この値を小
さく維持する必要があります。

関連するオプション:

vendordata_providers

vendordata_dynamic_targets

vendordata_dynamic_ssl_certfile

vendordata_dynamic_connect_timeout

vendordata_dynamic_failure_fatal

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

第9章 NOVA

821



`vendordata_dynamic_ssl_cer
tfile = `

文字列値 動的ベンダーデータ REST サービス SSL 証明書を検
証するオプション証明書ファイルまたは CA バンド
ルへのパス。

値:

空の文字列または有効な証明書ファイルへ
のパス

関連するオプション:

vendordata_providers

vendordata_dynamic_targets

vendordata_dynamic_connect_timeout

vendordata_dynamic_read_timeout

vendordata_dynamic_failure_fatal

vendordata_dynamic_tar
gets = []

リスト値 動的ベンダーデータプロバイダーのターゲットリス
トこれらのターゲットの形式は <name>@<url> で
す。

動的ベンダーデータプロバイダーは、外部の REST
サービスと通信し、インスタンスに関する情報のク
エリーを行い、メタデータを収集します。この動作
は、nova 開発者リファレンスの vendordata.rst ファ
イルに記載されています。

vendordata_jsonfile_path 
= None

文字列値 クラウドプロバイダーは、カスタムデータをベン
ダーデータファイルに保存できます。このファイル
は、メタデータサービスを介してインスタンスで利
用でき、config-drive のレンダリングで利用できま
す。このデフォルトのクラス JsonFileVendorData
は、このオプションで設定したパスを持つ JSON
ファイルからこの情報を読み込みます。このオプ
ションでパスが設定されていない場合、クラスは空
のディクショナリーを返します。

このパラメーターを使用して、コンフィグドライブ
に静的ベンダーデータを提供する場合には、nova-
compute サービスをこのオプションと共に設定し
て、ファイルは nova-compute ホストからアクセス
できる必要があることに注意してください。

値:

データファイルへのパスを表す任意の文字
列、または空の文字列 (デフォルト)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vendordata_providers = 
['StaticJSON']

リスト値 ベンダーデータプロバイダーのリスト。

ベンダーデータプロバイダーは、デプロイヤーがデ
プロイメント固有の configdrive およびメタデータを
使用してメタデータを提供する方法です。

vendordata 動的エンドポイントの実装要件について
の詳細は、nova developer reference の
vendordata.rst ファイルを参照してください。

関連するオプション:

vendordata_dynamic_targets

vendordata_dynamic_ssl_certfile

vendordata_dynamic_connect_timeo
ut

vendordata_dynamic_read_timeout

vendordata_dynamic_failure_fatal

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.3. api_database

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [api_database] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表9.2 api_database

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

connection = None 文字列値 データベースへの接続に使用する SQLAlchemy 接続
文字列。nova-compute サービスにはこれを設定し
ないでください。

connection_debug = 0 整数値 SQL デバッグ情報の冗長性: 0=なし、100=すべて。

`connection_parameters = ` 文字列値 接続時に接続 URL に追加するオプションの URL パ
ラメーター。param1=value1&param2=value2&…​ とし
て指定します。

connection_recycle_time 
= 3600

整数値 この秒数より長く接続プールに存在していた接続
は、次にプールからチェックアウトされたときに新
しい接続に置き換えられます。

connection_trace = False ブール値 Python スタックトレースをコメント文字列として
SQL に追加します。
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max_overflow = None 整数値 設定されている場合、この値を SQLAlchemy で
max_overflow に使用します。

max_pool_size = None 整数値 プールに開いたままにする SQL 接続の最大数。値を
0 に設定すると無制限を意味します。

max_retries = 10 整数値 起動時のデータベース接続の最大再試行数。再試行
回数を無限に指定するには -1 に設定します。

mysql_sql_mode = 
TRADITIONAL

文字列値 MySQL セッションに使用する SQL モード。このオ
プション (デフォルトを含む) は、サーバーセット
SQL モードを上書きします。サーバー設定で設定さ
れた SQL モードを使用するには、これを no value に
設定します。例: mysql_sql_mode=

pool_timeout = None 整数値 設定されている場合は、この値を SQLAlchemy で
pool_timeout に使用します。

retry_interval = 10 整数値 SQL 接続を開く再試行の間隔。

slave_connection = None 文字列値 スレーブデータベースへの接続に使用する
SQLAlchemy 接続文字列。

sqlite_synchronous = 
True

ブール値 True の場合、SQLite は同期モードを使用します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.4. barbican

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [barbican] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。

表9.3 barbican

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth_endpoint = 
http://localhost/identity/v3

文字列値 このエンドポイントを使用して Keystone に接続しま
す。

barbican_api_version = 
None

文字列値 Barbican API のバージョン。例: "v1"

barbican_endpoint = 
None

文字列値 このエンドポイントを使用して、Barbican に接続し
ます (例: http://localhost:9311/)。
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barbican_endpoint_type = 
public

文字列値 エンドポイントのタイプを指定します。使用できる
値は public、private、および admin です。

number_of_retries = 60 整数値 キー作成の完了のためにポーリングを再試行する回
数

retry_delay = 1 整数値 キー作成の完了をポーリングを再試行するまで待機
する秒数

verify_ssl = True ブール値 セキュアでない TLS (https) 要求を指定します。
False の場合、サーバーの証明書は検証されません。
True の場合は、verify_ssl_path 設定の平均期間を設
定できます。

verify_ssl_path = None 文字列値 チェックするバンドルまたは CA 証明書へのパス、
または verify_ssh が True である証明書を見つけて使
用しようとする要求の場合は None。verify_ssl が
False の場合、これは無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.5. cache

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [cache] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表9.4 cache

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backend = 
dogpile.cache.null

文字列値 キャッシュバックエンドモジュール。数百のスレッ
ドサーバーを持つイベントレットベースまたは環境
の場合は、プーリングを含む Memcache
(oslo_cache.memcache_pool) が推奨されます。100
台未満のスレッドサーバーがある環境では、
Memcached(dogpile.cache.memcached) または
Redis(dogpile.cache.redis) が推奨されます。サー
バーの単一のインスタンスを含むテスト環境は、
dogpile.cache.memory バックエンドを使用できま
す。

backend_argument = [] 多値 バックエンドモジュールに指定された引数。このオ
プションは、dogpile.cache バックエンドに渡される
引数ごとに 1 回指定します。例: "<argname>:<value>"

config_prefix = 
cache.oslo

文字列値 キャッシュリージョンの設定ディクショナリーを構
築するための接頭辞。同じ設定名を持つ別の
dogpile.cache リージョンがない場合は、これを変更
する必要はありません。
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dead_timeout = 60 浮動小数点の値 HashClient の内部メカニズムでプールにノードを再
度追加しようとするまでの時間 (秒)。

debug_cache_backend = 
False

ブール値 キャッシュバックエンドからの追加デバッグ (キャッ
シュキー、get/set/delete/etc コール)。これは、
キー/値を含む特定の cache-backend get/set/delete
呼び出しを確認する必要がある場合にのみ非常に便
利です。通常、これは false に設定されている必要が
あります。

enable_retry_client = 
False

ブール値 失敗を処理する再試行クライアントメカニズムを有
効にします。これらのメカニズムは、あらゆる種類
の pymemcache クライアントをラップするために使
用できます。ラッパーを使用すると、試行回数と
attemot 間の待機時間を定義できます。

enable_socket_keepalive 
= False

ブール値 dogpile の pymemcache バックエンドのソケット
キープアライブのグローバルトグル

enabled = False ブール値 キャッシュのグローバル切り替え。

expiration_time = 600 整数値 dogpile.cache リージョンのキャッシュされた項目に
対するデフォルトの TTL (秒単位)。これは、キャッ
シュの有効期限が明示的に定義されていないキャッ
シュされたメソッドに適用されます。

hashclient_retry_attempt
s = 2

整数値 HashClient の内部メカニズムでクライアントが無効
としてマークされ、プールから削除されるまで、ク
ライアントを試行する必要がある回数。

hashclient_retry_delay = 
1

浮動小数点の値 HashClient の内部メカニズムでの再試行の間に経過
する時間 (秒単位)。

memcache_dead_retry = 
300

整数値 再試行するまで memcached サーバーが停止されて
いるとみなされる秒数 (dogpile.cache.memcache お
よび oslo_cache.memcache_pool バックエンドの
み)。

memcache_pool_connect
ion_get_timeout = 10

整数値 操作が memcache クライアント接続を取得するのを
待つ秒数。

memcache_pool_flush_o
n_reconnect = False

ブール値 再接続時に memcache がフラッシュされるかどうか
をグローバルに切り替えます
(oslo_cache.memcache_pool バックエンドのみ)。

memcache_pool_maxsize 
= 10

整数値 すべての memcached サーバーへのオープン接続の
最大数 (oslo_cache.memcache_pool バックエンドの
み)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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memcache_pool_unused
_timeout = 60

整数値 memcached への接続が閉じられる前にプールで未使
用のままになる秒数 (oslo_cache.memcache_pool
バックエンドのみ)。

memcache_servers = 
['localhost:11211']

リスト値 ホスト: ポートの形式の Memcache サーバー
(dogpile.cache.memcached および
oslo_cache.memcache_pool バックエンドのみ)。特
定のホストが IPv6 を参照する場合、または特定のド
メインが IPv6 を参照する場合、特定のアドレスの前
にアドレスファミリー (inet6) を付ける必要があり
ます (例: inet6[::1]:11211、inet6:
[fd12:3456:789a:1::1]:11211、inet6:
[controller-0.internalapi]:11211)。アドレスファ
ミリーが指定されていない場合、使用されるデフォ
ルトのアドレスファミリーは、IPv4 に対応する inet
になります。

memcache_socket_timeo
ut = 1.0

浮動小数点の値 サーバーへの呼び出しごとにタイムアウト (秒単
位)。(dogpile.cache.memcache および
oslo_cache.memcache_pool バックエンドのみ)。

proxies = [] リスト値 dogpile.cache バックエンドの機能に影響を与えるプ
ロキシークラス。changing-backend-behavior につ
いての dogpile.cache ドキュメントを参照してくださ
い。

retry_attempts = 2 整数値 失敗するまでアクションを試行する回数。

retry_delay = 0 浮動小数点の値 各試行の間にスリープする秒数。

socket_keepalive_count = 
1

整数値 接続を切断する前に TCP が送信するキープアライブ
プローブの最大数。ゼロより大きい正の整数である
必要があります。

socket_keepalive_idle = 1 整数値 TCP がキープアライブプローブの送信を開始する前
に、接続がアイドル状態を維持する必要がある時間
(秒単位)。ゼロより大きい正の整数である必要があ
ります。

socket_keepalive_interval 
= 1

整数値 個々のキープアライブプローブ間の時間 (秒単位)。
ゼロより大きい正の整数である必要があります。

tls_allowed_ciphers = 
None

文字列値 TLS コンテキストで作成されたソケットで利用可能
な暗号を設定します。OpenSSL 暗号リスト形式の文
字列である必要があります。指定されていない場合
は、OpenSSL 対応の暗号がすべて利用可能になりま
す。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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tls_cafile = None 文字列値 キャッシュサーバーの信頼性を確立するのに必要な
PEM 形式の連結された CA 証明書のファイルへのパ
ス。tls_enabled が False の場合、このオプションは
無視されます。

tls_certfile = None 文字列値 クライアントの証明書と証明書の信頼性を確立する
ために必要な任意の数の CA 証明書を含む PEM 形式
の単一ファイルへのパス。このファイルは、クライ
アント側の認証が必要な場合にのみ必要です。
tls_enabled が False の場合、このオプションは無視
されます。

tls_enabled = False ブール値 キャッシングサーバーと連携する際に、TLS の使用
をグローバルに切り替えます。

tls_keyfile = None 文字列値 クライアントの秘密鍵を含む単一ファイルへのパ
ス。それ以外の場合、秘密鍵は tls_certfile で指定さ
れたファイルから取得されます。tls_enabled が
False の場合、このオプションは無視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.6. cinder

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [cinder] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表9.5 cinder

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth-url = None 文字列値 認証 URL

auth_section = None 文字列値 プラグイン固有のオプションを読み込む config セク
ション

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。
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catalog_info = 
volumev3::publicURL

文字列値 サービスカタログで cinder を検索する際に一致する
情報

<service_name> はオプションで、ほとんどのデ
プロイメントでは不要であるため、デフォルトで省
略されます。

値:

形式は <service_type>:<service_name>:
<endpoint_type> の形式で区切られた値で
す。

注意: Nova 17.0.0 Queens リリース以降、nova は
Cinder v2 API をサポートしません。

関連するオプション:

endpoint_template - このオプションを設定
すると、catalog_info が上書きされます。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

cross_az_attach = True ブール値 異なるアベイラビリティーゾーンのインスタンスと
ボリューム間の接続を許可します。

False の場合、インスタンスに接続されているボ
リュームは、Cinder 内のインスタンスアベイラビリ
ティーゾーンと同じアベイラビリティーゾーンにあ
る必要があります。

また、これは、ソースがボリュームではないボ
リュームからインスタンスを起動する際には、注意
すべきです。Nova は、インスタンスに割り当てられ
たものと同じアベイラビリティーゾーンを使用して
ボリュームの作成を試みるためです。

その AZ が Cinder にない (または cinder.conf で 
allow_availability_zone_fallback=False) 場
合、ボリューム作成リクエストは失敗し、インスタ
ンスはビルドリクエストに失敗します。

デフォルトでは、ボリュームの割り当てにはアベイ
ラビリティーゾーンの制限はありません。

関連するオプション:

[DEFAULT]/default_schedule_zone

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default-domain-id = None 文字列値 v3 および v2 パラメーターで使用するオプションの
ドメイン ID。これは v3 のユーザーとプロジェクトド
メインの両方に使用され、v2 認証では無視されま
す。

default-domain-name = 
None

文字列値 v3 API および v2 パラメーターで使用するオプション
のドメイン名です。これは v3 のユーザーとプロジェ
クトドメインの両方に使用され、v2 認証では無視さ
れます。

domain-id = None 文字列値 スコープするドメイン ID

domain-name = None 文字列値 スコープするドメイン名

endpoint_template = 
None

文字列値 このオプションを設定すると、cinder エンドポイン
トについてのこのテンプレートでサービスカタログ
の検索が上書きされます。

値:

cinder エンドポイント API の URL (例:
http://localhost:8776/v3/%(project_id)s)

注意: Nova 17.0.0 Queens リリース以降、nova は
Cinder v2 API をサポートしません。

関連するオプション:

catalog_info: endpoint_template が設定され
ていない場合、catalog_info が使用されま
す。

http_retries = 3 整数値 失敗した http 呼び出しで cinderclient が再試行され
る回数。0 は、接続が 1 回のみ試行されることを意味
します。正の整数に設定すると、接続に失敗すると
何度も再試行されます。たとえば、これを 3 に設定
すると、接続合計の試みは 4 になります。

値:

整数値。0 は、接続が 1 回のみ試行されるこ
とを意味します。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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os_region_name = None 文字列値 このノードのリージョン名。これは、サービスカタ
ログで URL を選択する場合に使用されます。

値:

リージョン名を表す文字列

password = None 文字列値 ユーザーのパスワード

project-domain-id = None 文字列値 プロジェクトを含むドメイン ID

project-domain-name = 
None

文字列値 プロジェクトを含むドメイン名

project-id = None 文字列値 スコープするプロジェクト ID

project-name = None 文字列値 スコープするプロジェクト名

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

system-scope = None 文字列値 システム操作のスコープ

tenant-id = None 文字列値 テナント ID

tenant-name = None 文字列値 テナント名

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

trust-id = None 文字列値 Trust ID

user-domain-id = None 文字列値 ユーザーのドメイン ID

user-domain-name = 
None

文字列値 ユーザーのドメイン名

user-id = None 文字列値 User ID

username = None 文字列値 ユーザー名

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.7. compute

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [compute] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。
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表9.6 compute

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

consecutive_build_servic
e_disable_threshold = 10

整数値 スケジューラーへのビルド失敗の報告を有効にしま
す。

ゼロ以外の値を使用すると、BuildFailureWeigher が
使用するスケジューラーにビルド失敗統計を送信で
きるようになります。

値:

任意の正の整数により、ビルドの失敗を報
告できます。

ゼロの場合、ビルドの失敗の報告を無効に
します。

関連するオプション:

[filter_scheduler]/build_failure_weight_multi
plier
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cpu_dedicated_set = 
None

文字列値 PCPU リソースに使用できるホスト CPU のマス
ク。

このオプションの動作は、非推奨の vcpu_pin_set
オプションの動作に影響します。

このオプションが定義されている場
合、vcpu_pin_set を定義するとエラーが
発生します。

このオプションが定義されていない場合に
は、vcpu_pin_set を使用して VCPU リ
ソースのインベントリーを決定し、ピニン
グされたインスタンスとピニングされてい
ないインスタンスの両方をスケジューリン
グできるホスト CPU を制限します。

この動作は、vcpu_pin_set が削除されると、今後
のリリースで単純化されます。

値:

インスタンスの仮想 CPU の割り当て元とな
る物理 CPU 番号のコンマ区切りリスト。各
要素は、単一の CPU 番号、CPU 番号の範
囲、またはその順で、次に除外される CPU
番号のいずれかでなければなりません。

以前の範囲。以下に例を示します。

cpu_dedicated_set = "4-12,^8,15"

関連するオプション:

[compute] cpu_shared_set: これ
は、VCPU リソースの割り当て元を定義す
るための対応するオプションです。

vcpu_pin_set: このオプションが部分的に
置き換える従来のオプション。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cpu_shared_set = None 文字列値 VCPU リソースに使用可能なホスト CPU をマスク
し、エミュレータースレッドをオフロードします。

このオプションの動作は、非推奨の vcpu_pin_set
オプションの定義によって異なります。

vcpu_pin_set が定義されていない場
合、[compute] cpu_shared_set を使用
して VCPU インベントリーを提供し、ピニ
ングされていないインスタンスをスケ
ジューリングできるホスト CPU を決定しま
す。また、shareエミュレータースレッド
ポリシー (hw:emulator_threads_policy 
= share) で設定されたインスタンスのイン
スタンスエミュレータースレッドをオフ
ロードする必要があるホスト CPU を決定す
るためにも使用されます。

vcpu_pin_set が定義されている場
合、[compute] cpu_shared_set
は、share エミュレータースレッドポリ
シー
(hw:emulator_threads_policy=share)
で設定されたインスタンスのインスタンス
エミュレータースレッドがオフロードされ
るホスト CPU を決定するためにのみ使用さ
れます。vcpu_pin_set は、VCPU インベ
ントリーを提供し、固定されたインスタン
スと固定されていないインスタンスの両方
をスケジュールできるホスト CPU を決定す
るために使用されます。

この動作は、vcpu_pin_set が削除されると、今後
のリリースで単純化されます。

値:

インスタンスの仮想 CPU の割り当て元とな
る物理 CPU 番号のコンマ区切りリスト。各
要素は、単一の CPU 番号、CPU 番号の範
囲、またはその順で、次に除外される CPU
番号のいずれかでなければなりません。

以前の範囲。以下に例を示します。

cpu_shared_set = "4-12,^8,15"

関連するオプション:

[compute] cpu_dedicated_set: これ
は、PCPU リソースの割り当て元を定義す
るための対応するオプションです。

vcpu_pin_set: このオプションの動作を変
更する定義があるレガシーオプション。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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image_type_exclude_list 
= []

リスト値 このコンピュートノードでは対応していないイメー
ジ形式のリスト。

状況によっては、コンピュートノードが高価なイ
メージフォーマットまたは複雑なイメージ形式のサ
ポートを拒否することが望ましい場合があります。
この要因は、特定のイメージを使用して起動時に選
択するコンピュートノードをスケジューラーが決定
します。

値:

glance イメージの disk_format 名
(raw、qcow2 など)

関連するオプション:

[scheduler]query_placement_for_ima
ge_type_support: サポートされているイ
メージタイプに基づいてコンピュートを
フィルタリングできるようにします。

live_migration_wait_for_v
if_plug = True

ブール値 移行元コンピュートホストが (neutron) ネットワー
クサービスからの network-vif-plugged イベント
を待つ必要があるかどうかを判別してから、ゲスト
から移行先コンピュートホストへの実際の転送を開
始します。

このオプションは、ライブマイグレーションの移行
先ホストで読み取られることに注意してください。
このオプションをすべてのコンピュートホストで同
じ設定した場合、同じネットワークバックエンドを
ユニバーサルに使用する場合には、これについて心
配する必要はありません。

ゲストの移動を開始する前に、仮想インターフェイ
スのプラグインなど、移行先のコンピュートホスト
で一部の設定が行われます。宛先ホスト のネット
ワークバックエンドによっては、network-vif-
plugged イベントがトリガーされ、移行元コン
ピュートホストで受信される可能性があり、移行元
コンピュートは、ハイパーバイザーでゲストの移行
を開始する前に、そのイベントでネットワークが移
行先ホストで設定されるのを待つことができます。

a. 注記:

The compute service cannot reliably 
determine which types of virtual
interfaces (`port.binding:vif_type`) 
will send `network-vif-plugged`
events without an accompanying port 

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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`binding:host_id` change.
Open vSwitch and linuxbridge should 
be OK, but OpenDaylight is at least
one known backend that will not 
currently work in this case, see bug
https://launchpad.net/bugs/1755890 
for more details.

値:

true: network-vif-plugged イベントを待
機してからゲストの転送を開始

false: ゲスト転送を開始する前
に、network-vif-plugged イベントを待機
しません (これはレガシー動作です)。

関連するオプション:

[DEFAULT]/vif_plugging_is_fatal: 
live_migration_wait_for_vif_plug が
True で、vif_plugging_timeoutが 0 より
大きい場合、タイムアウトに達すると、ラ
イブ移行プロセスはエラーで失敗します
が、ゲスト転送は宛先ホストに開始されま
せん

[DEFAULT]/vif_plugging_timeout: 
live_migration_wait_for_vif_plugが
True の場合、これはタイムアウトするまで
待機する時間を制御
し、vif_plugging_is_fatal が True の場合
は失敗するか、単にライブ移行を続行しま
す

max_concurrent_disk_op
s = 0

整数値 並行して実行する同時ディスク IO 集約操作の数
(glance イメージのダウンロード、イメージフォー
マットの変換など)。これが高すぎると、応答時間に
影響を与えます。デフォルト値の 0 は無制限を意味
します。

max_disk_devices_to_att
ach = -1

整数値 1 つのサーバーに接続できる最大ディスクデバイス
数。サーバーがサポートするディスク数は、使用す
るバスによって異なることに注意してください。た
とえば、ide ディスクバスは、アタッチされている 4
つのデバイスに制限されます。設定された最大値
は、サーバーの作成、再構築、退避、取り消し、ラ
イブマイグレーション、および接続時に実施されま
す。

通常、ディスクバスは、デバイスタイプまたはディ
スクデバイス、および仮想化タイプから自動的に決
定されます。ただし、ディスクバスは、ブロックデ
バイスのマッピングまたはイメージ属性で指定する
こともできます。ブロックデバイスマッピングでの
ディスクバスの指定の詳細については、:doc: 
/user/block-device-mapping の disk_bus
フィールドを参照してください。ま

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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た、https://docs.openstack.org/glance/latest/admi
n/useful-image を参照してください。-
properties.html で、hw_disk_bus イメージプロパ
ティーの詳細を確認してください。

オペレーターは、サーバーをホストする Compute
サービスの 
[compute]/max_disk_devices_to_attach を変
更すると、サーバーにすでにアタッチされているデ
バイスの数より小さいと、リビルドが失敗する可能
性があることを認識する必要があります。たとえ
ば、サーバー A に 26 のデバイスがアタッチされてい
て、オペレーターが 
[compute]/max_disk_devices_to_attach を 20
に変更すると、サーバー A の再構築要求が失敗し、
26 デバイスがすでに割り当てられ、新たに設定され
た最大 20 を超えているため、ERROR 状態になりま
す。

[compute]/max_disk_devices_to_attach を設
定する Operator は、コールドマイグレーション時に
も、設定された最大値がインプレースのみ適用さ
れ、移動前に宛先がチェックされないことに注意し
てください。これは、Operator がコンピュートホス
ト A に最大 26 個、コンピュートホスト B に最大 20
個を設定した場合、26 個のデバイスがアタッチされ
たサーバーのコンピュートホスト A からコンピュー
トホスト B へのコールドマイグレーションが成功す
ることを意味します。次に、サーバーがコンピュー
トホスト B に置かれると、サーバーを再構築するリ
クエストが失敗し、26 デバイスがすでにアタッチさ
れ、コンピュートホスト B の設定された最大 20 を超
えているため、サーバーを再構築して ERROR 状態
になります。

設定された最大値は、コンピュートホストがないた
め、退避オフロードサーバーには強制されません。

a. 警告:: このオプションを 0 に設定する
と、nova-compute サービスは起動に失敗
してしまいます。これは、0 ディスクデバ
イスは無効な設定で、インスタンスの起動
を防ぎます。

値:

-1 は無制限を意味します。

整数 >= 1 は最大許容値を表します。0 を値
として指定すると、nova-compute サービ
スが起動に失敗します。これは、0 ディス
クデバイスが無効な設定で、インスタンス
が起動できなくなるためです。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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provider_config_location 
= 
/etc/nova/provider_config
/

文字列値 リソースプロバイダーの設定データを含む YAML
ファイルの場所。

これらのファイルを使用すると、オペレーターは追
加のカスタムインベントリーと特性を指定して、1 つ
以上のリソースプロバイダーに割り当てることがで
きます。

追加のドキュメントは次の場所から入手できます。

https://docs.openstack.org/nova/latest/admin/
managing-resource-providers.html

resource_provider_associ
ation_refresh = 300

整数値 compute ノードリソースプロバイダーのインベント
リー、集約、および特性の nova-compute 側の
キャッシュを更新する間隔。

このオプションは、コンピュートノードのローカル
キャッシュでプロバイダーのインベントリー、集
約、および特性の更新を試みる間隔の秒数を指定し
ます。

値をゼロにすると、キャッシュの更新を完全に無効
にします。

SIGHUP をコンピュートプロセスに送信して次回
データにアクセスしたときに再度入力することで、
いつでも手動でキャッシュを消去できます。

値:

正の整数 (秒単位)、または更新を無効にす
るにはゼロ。

shutdown_retry_interval 
= 10

整数値 ACPI シャットダウンシグナルをインスタンスに再送
信するまでの待機時間 (秒単位)。

全体の待機時間は shutdown_timeout によって設
定されます。

値:

0 より大きい整数 (秒単位)

関連するオプション:

shutdown_timeout

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vmdk_allowed_types = 
['streamOptimized', 
'monolithicSparse']

リスト値 許可される VMDK の create-type サブフォーマット
を説明する文字列のリスト。名前付きエクステント
の処理によるホストファイルの潜在的な露出を避け
るために、スパースヘッダーを持つ単一ファイルの
バリアントのみを含めることを推奨します。このリ
ストが空の場合、VMDK イメージの形式は許可され
ません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.8. conductor

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [conductor] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表9.7 conductor

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

workers = None 整数値 OpenStack Conductor サービスのワーカー数。デ
フォルトは、利用可能な CPU の数になります。

9.1.9. console

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [console] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。

表9.8 console

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

allowed_origins = [] リスト値 コンソールの Websocket プロキシーに許可されるオ
リジンのリストを追加して、他の元のホスト名から
の接続を許可します。WebSocket プロキシーは、サ
イト間の要求を防ぐために、ホストヘッダーとオリ
ジンヘッダーと一致します。このリストは、オリジ
ンのヘッダーで host 以外の値が許可されるかどうか
を指定します。

値:

各要素が許可される元のホスト名であるリ
スト。それ以外の場合は空のリスト
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ssl_ciphers = None 文字列値 クライアントからの TLS 接続に許可する暗号を指定
する OpenSSL 暗号設定文字列。以下に例を示しま
す。

ssl_ciphers = 
"kEECDH+aECDSA+AES:kEECDH+AES+aR
SA:kEDH+aRSA+AES"

暗号設定の文字列形式および許可される値の詳細
は、OpenSSL ciphers コマンドの man ページを参
照してください。

https://www.openssl.org/docs/man1.1.0/man1/
ciphers.html

関連するオプション:

[DEFAULT] cert

[DEFAULT] key

ssl_minimum_version = 
default

文字列値 許可される SSL/TLS プロトコルの最低バージョン。

関連するオプション:

[DEFAULT] cert

[DEFAULT] key

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.10. consoleauth

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [consoleauth] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表9.9 consoleauth

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

token_ttl = 600 整数値 コンソール認証トークンの有効期間 (秒単位)。

コンソールの認証トークンは、ユーザーのコンソー
ルアクセスの承認に使用されます。認証トークンの
生存期間が経過すると、トークンは期限切れとみな
されます。その後、期限切れのトークンが削除され
ます。
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9.1.11. cors

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [cors] グループで使用できるオプションの概要をまとめ
たものです。

表9.10 cors

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

allow_credentials = True ブール値 実際の要求にユーザーの認証情報を含めることがで
きることを示します。

allow_headers = ['X-Auth-
Token', 'X-Openstack-
Request-Id', 'X-Identity-
Status', 'X-Roles', 'X-
Service-Catalog', 'X-User-
Id', 'X-Tenant-Id', 'X-
OpenStack-Nova-API-
Version', 'OpenStack-API-
Version']

リスト値 実際の要求時に使用されるヘッダーフィールド名を
示します。

allow_methods = ['GET'、
'PUT'、'POST'、
'DELETE'、'PATCH']

リスト値 実際の要求時に使用できるメソッドを示します。

allowed_origin = None リスト値 このリソースがリクエストの origin"ヘッダーで受信
したドメインと共有されるかどうかを示します。形
式:"<protocol>://<host>[:<port>]" (行末のスラッシュ
なし)例:https://horizon.example.com

expose_headers = ['X-
Auth-Token', 'X-
Openstack-Request-Id', 
'X-Subject-Token', 'X-
Service-Token', 'X-
OpenStack-Nova-API-
Version', 'OpenStack-API-
Version']

リスト値 API に安全に公開できるヘッダーを示します。デ
フォルトは HTTP Simple ヘッダーです。

max_age = 3600 整数値 CORS プリフライトリクエストの最大キャッシュ期
間。

9.1.12. cyborg

次の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [cyborg] グループで使用できるオプションの概要を示して
います。

表9.11 cyborg
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

connect-retries = None 整数値 接続エラーに対して試行される再試行の最大数。

connect-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 接続エラーに対する 2 つの再試行の遅延 (秒単位)。
設定されていない場合は、最大 60 秒まで 0.5 秒から
開始する指数関数の再試行が使用されます。

endpoint-override = None 文字列値 このクライアントのリクエストには常にこのエンド
ポイント URL を使用します。注意: バージョンを指
定しないエンドポイントはここで指定する必要があ
ります。特定の API バージョンを要求するに
は、version、min-version オプション、または 
max-version オプション、もしくはそれを組み合わ
せてを使用します。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

region-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
region_name。

service-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_name。

service-type = accelerator 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_type。

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

status-code-retries = 
None

整数値 再試行可能な HTTP ステータスコードに対して試行
される再試行の最大数。

status-code-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 再試行可能なステータスコードに対する 2 つの再試
行間の遅延 (秒単位)。設定されていない場合は、最
大 60 秒まで 0.5 秒から開始する指数関数の再試行が
使用されます。

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値
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valid-interfaces = 
['internal', 'public']

リスト値 エンドポイント URL のインターフェイスのリスト
(優先順)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.13. database

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [database] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。

表9.12 database

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backend = sqlalchemy 文字列値 データベースに使用するバックエンド。

connection = None 文字列値 データベースへの接続に使用する SQLAlchemy 接続
文字列。

connection_debug = 0 整数値 SQL デバッグ情報の冗長性: 0=なし、100=すべて。

`connection_parameters = ` 文字列値 接続時に接続 URL に追加するオプションの URL パ
ラメーター。param1=value1&param2=value2&…​ とし
て指定します。

connection_recycle_time 
= 3600

整数値 この秒数より長く接続プールに存在していた接続
は、次にプールからチェックアウトされたときに新
しい接続に置き換えられます。

connection_trace = False ブール値 Python スタックトレースをコメント文字列として
SQL に追加します。

db_inc_retry_interval = 
True

ブール値 True の場合には、db_max_retry_interval までのデー
タベース操作の再試行回数を長くします。

db_max_retries = 20 整数値 エラーが発生する前に接続エラーまたはデッドロッ
クが発生した場合の最大再試行。再試行回数を無限
に指定するには -1 に設定します。

db_max_retry_interval = 
10

整数値 db_inc_retry_interval が設定されている場合は、デー
タベース操作を再試行するまでの最大秒数です。

db_retry_interval = 1 整数値 データベーストランザクションの再試行間の秒数。
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max_overflow = 50 整数値 設定されている場合、この値を SQLAlchemy で
max_overflow に使用します。

max_pool_size = 5 整数値 プールに開いたままにする SQL 接続の最大数。値を
0 に設定すると無制限を意味します。

max_retries = 10 整数値 起動時のデータベース接続の最大再試行数。再試行
回数を無限に指定するには -1 に設定します。

mysql_enable_ndb = 
False

ブール値 True の場合には、MySQL Cluster (NDB) の処理のサ
ポートを透過的に有効にします。

mysql_sql_mode = 
TRADITIONAL

文字列値 MySQL セッションに使用する SQL モード。このオ
プション (デフォルトを含む) は、サーバーセット
SQL モードを上書きします。サーバー設定で設定さ
れた SQL モードを使用するには、これを no value に
設定します。例: mysql_sql_mode=

pool_timeout = None 整数値 設定されている場合は、この値を SQLAlchemy で
pool_timeout に使用します。

retry_interval = 10 整数値 SQL 接続を開く再試行の間隔。

slave_connection = None 文字列値 スレーブデータベースへの接続に使用する
SQLAlchemy 接続文字列。

sqlite_synchronous = 
True

ブール値 True の場合、SQLite は同期モードを使用します。

use_db_reconnect = 
False

ブール値 失われた接続でデータベースの実験的な使用を有効
にします。

use_tpool = False ブール値 すべての DB API 呼び出しのスレッドプールの実験的
な使用を有効にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.14. devices

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [devices] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。

表9.13 devices

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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enabled_vgpu_types = [] リスト値 コンピュートノードで有効な仮想 GPU の種別。

一部の pGPU (例: NVIDIA GRID K1) は、さまざまな
vGPU タイプをサポートしています。このオプショ
ンを使用して、ゲストインスタンスに割り当てるこ
とのできる有効な仮想 GPU 種別のリストを指定でき
ます。

複数の単一の vGPU タイプが指定されている場
合、vGPU タイプ ごとに追加のセクション 
[vgpu_$(VGPU_TYPE)] を設定ファイルに追加す
る必要があります。各セクションは、単一の設定オ
プション device_addresses で設定する 必要 があ
ります。これは、このタイプに割り当てる物理 GPU
に対応する PCI アドレスのリストである必要があり
ます。

1 つ以上のセクションが欠落している場合 (少なくと
も 1 つの物理 GPU に特定のタイプを使用したくない
場合)、またはデバイスアドレスが提供されていない
場合、Nova は [devices]/enabled_vgpu_types
によって提供された最初のタイプのみを使用しま
す。

2 つの異なるタイプに同じ PCI アドレスが指定され
ている場合、nova-compute は再起動時に
InvalidLibvirtGPUConfig 例外を返します。

例は次のとおりです。

[devices] enabled_vgpu_types = nvidia-35,
nvidia-36

[vgpu_nvidia-35]
device_addresses = 
0000:84:00.0,0000:85:00.0

[vgpu_nvidia-36]
device_addresses = 0000:86:00.0

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.15. ephemeral_storage_encryption

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [ephemeral_storage_encryption] グループで使用でき
るオプションの概要をまとめたものです。

表9.14 ephemeral_storage_encryption
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

cipher = aes-xts-plain64 文字列値 使用される cipher-mode 文字列。

一時ストレージの暗号化に使用する暗号およびモー
ド。利用可能な暗号モードの組み合わせは、カーネ
ルのサポートによって異なります。dm-crypt のド
キュメントによると、暗号は "<cipher>-
<chainmode>-<ivmode>" 形式になることが予想され
ます。

値:

/proc/crypto に記載されている crypto オ
プション。

enabled = False ブール値 LVM 一時ストレージの暗号化を有効/無効にしま
す。

key_size = 512 整数値 暗号化キーの長さ (ビット単位)。

一時ストレージの暗号化に使用する暗号化キーの
ビット長。XTS モードでは、ビットの半分のみが暗
号化キーに使用されます。

9.1.16. filter_scheduler

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [filter_scheduler] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表9.15 filter_scheduler

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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aggregate_image_propert
ies_isolation_namespace 
= None

文字列値 ホストアグリゲートで使用するイメージ属性の名前
空間。

イメージおよびホストは、特定のアグリゲートのホ
ストのみに特定のイメージをスケジュールできるよ
うに設定できます。これは、このオプションの最初
に特定されるホストアグリゲートで設定されるメタ
データの値で実行されます。ホストがこのようなメ
タデータキーを持つアグリゲートの一部である場
合、スケジューラーがホストを許容可能なとみなす
ために、要求仕様のイメージにそのメタデータの値
をプロパティーに指定する必要があります。

この設定
は、AggregateImagePropertiesIsolation フィ
ルターが有効になっている場合にのみスケジュール
に影響することに注意してください。

値:

文字列。文字列が image プロパティーの名
前空間に対応します。

関連するオプション:

[filter_scheduler] 
aggregate_image_properties_isolatio
n_separator

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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aggregate_image_propert
ies_isolation_separator = 
.

文字列値 イメージプロパティーの名前空間および名前に対す
る区切り文字。

aggregate_image_properties_isolation フィルターを
使用する場合には、関連するメタデータキーの前に
aggregate_image_properties_isolation_namespace
設定オプションで定義した名前空間にセパレーター
が追加されます。このオプションは、使用する区切
り文字を定義します。

この設定
は、AggregateImagePropertiesIsolation フィ
ルターが有効になっている場合にのみスケジュール
に影響することに注意してください。

値:

文字列。文字列がイメージプロパティーの
名前空間セパレーターに対応する

関連するオプション:

[filter_scheduler] 
aggregate_image_properties_isolatio
n_namespace

available_filters = 
['nova.scheduler.filters.all
_filters']

多値 スケジューラーが使用できるフィルター。

nova スケジューラーが適用するフィルタークラスの
順不同リスト。[filter_scheduler] 
enabled_filters オプションで指定されたフィル
ターのみが使用されますが、そのオプションに表示
されるすべてのフィルターもこのリストに含まれて
いる必要があります。

デフォルトでは、nova に含まれる全フィルターに設
定されます。

値:

ゼロ以上の文字列のリスト。各文字列はホ
ストの選択に使用できるフィルターの名前
に対応します。

関連するオプション:

[filter_scheduler] enabled_filters

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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build_failure_weight_mult
iplier = 1000000.0

浮動小数点の値 直近のビルドに失敗したホストを重み付けするのに
使用する乗数。

このオプションは、最新のビルドに失敗して、コン
ピュートノードに配置される重みを決定します。ビ
ルドの失敗は、失敗、間違った設定、またはコン
ピュートノードの実行などのことを示し、スケ
ジューリング中にこれを回避するのが有益です。重
みは、コンピュートノードが経験した直近のビルド
失敗数とは逆に比例します。この値は、利用可能な
リソースが原因で、他の有効化された重み付け関数
で指定されるオフセットの重みに高い値に設定する
必要があります。直近の失敗回数でコンピュートホ
ストを重み付けするには、これをゼロに設定しま
す。

BuildFailureWeigher 重み付け関数が有効になっ
ている場合、この設定はスケジューリングにのみ影
響することに注意してください。

値:

整数または浮動小数点の値。ここで、値は
この重み付け関数の乗数比率に対応しま
す。

関連するオプション:

[compute] 
consecutive_build_service_disable_t
hreshold - この重み付けによって考慮され
るデータを報告するための計算では、ゼロ
以外である必要があります。

[filter_scheduler] weight_classes

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cpu_weight_multiplier = 
1.0

浮動小数点の値 CPU 重みの乗数比率。

空き仮想 CPU の重み付けに使用する乗数。負の数字
は、分散ではなくスタックを示します。

この設定は、CPUWeigher 重み付けが有効になっ
ている場合にのみスケジューリングに影響すること
に注意してください。

値:

整数または浮動小数点の値。ここで、値は
この重み付け関数の乗数比率に対応しま
す。

関連するオプション:

[filter_scheduler] weight_classes

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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cross_cell_move_weight_
multiplier = 1000000.0

浮動小数点の値 セル間の移動中にホストの重み付けに使用される乗
数。

このオプションは、セル間のサイズ変更などでサー
バーを移動するときに、同じソースセル内にあるホ
ストに適用される重みを決定します。デフォルトで
は、インスタンスを移動する場合、スケジューラー
は同じセル内のホストを優先します。これは、クロ
スセル移行の複雑な性質により、クロスセル移動操
作が遅くなり、リスクが高くなる可能性があるため
です。

この設定は、CrossCellWeigher 重み付け関数が有
効になっている場合にのみスケジューリングに影響
することに注意してください。クロスセル移行をサ
ポートするようにクラウドが設定されていない場
合、このオプションは効果がありません。

この設定オプションの値は、同じ名前
(cross_cell_move_weight_multiplier) を持つ集
約メタデータキーを設定することにより、ホスト集
約ごとにオーバーライドできます。

値:

整数または浮動小数点の値。ここで、値は
この重み付け関数の乗数比率に対応しま
す。正の値は、インスタンスが現在実行さ
れているのと同じセル内のホストを重み付
けが優先することを意味します。負の値
は、インスタンスが現在実行されている 他
のセル内のホストを重み付けが優先するこ
とを意味します。

関連するオプション:

[filter_scheduler] weight_classes

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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disk_weight_multiplier = 
1.0

浮動小数点の値 ディスク重量倍数比。

空きディスク容量を重み付けする際に使用する乗
数。負の数字は分散ではなくスタックを意味しま
す。

この設定は、DiskWeigher 重み付け関数が有効に
なっている場合にのみスケジューリングに影響する
ことに注意してください。

値:

整数または浮動小数点の値。ここで、値は
この重み付け関数の乗数比率に対応しま
す。

enabled_filters = 
['AvailabilityZoneFilter', 
'ComputeFilter', 
'ComputeCapabilitiesFilte
r', 'ImagePropertiesFilter', 
'ServerGroupAntiAffinityF
ilter', 
'ServerGroupAffinityFilter
']

リスト値 スケジューラーが使用するフィルター。

ホストのフィルタリングに使用されるフィルターク
ラス名の順序付きリスト。これらのフィルターはリ
スト順に適用されるため、最も制限の厳しいフィル
ターを最初に配置して、フィルタリングプロセスを
効率化します。

このオプションのすべてのフィルター
は、[scheduler_filter] available_filter オプショ
ンに存在する 必要 があります。存在しない場
合、SchedulerHostFilterNotFound 例外が発生
します。

値:

ゼロ以上の文字列のリスト。各文字列はホ
ストの選択に使用するフィルターの名前に
対応します。

関連するオプション:

[filter_scheduler] available_filters

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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host_subset_size = 1 整数値 スケジューラーが選択する最適なホストのサブセッ
トのサイズ。

新規インスタンスは、N best hosts のサブセットから
ランダムに選択されたホストでスケジュールされま
す。N はこのオプションで設定された値です。

これを 1 より大きい値に設定すると、同様の要求を処
理する複数のスケジューラープロセスで同じホスト
が選択され、潜在的な競合状態が発生する可能性が
あります。要求に最も適した N 台のホストからホス
トを無作為に選択することで、競合の可能性が低減
されます。ただし、この値を高く設定すると、選択
されるホストが特定の要求に対して最適ではない可
能性が高くなります。

値:

整数。整数はホストサブセットのサイズに
対応します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

第9章 NOVA

853



hypervisor_version_weig
ht_multiplier = 1.0

浮動小数点の値 ハイパーバイザーのバージョンの重み乗数の比。

乗数は、報告されたハイパーバイザーのバージョン
に基づきホストを重み付けするために使用されま
す。負の数値は古いホストから優先されることを示
します。デフォルトでは、アップグレードを支援す
るために新しいホストが優先されます。

値:

整数または浮動小数点の値。ここで、値は
この重み付け関数の乗数比率に対応しま
す。

以下に例を示します。

古いホストを強く優先する

a. code-block:: ini

[filter_scheduler]
hypervisor_version_weight_multip
lier=-1000

新しいホストを適度に優先する

a. code-block:: ini

[filter_scheduler]
hypervisor_version_weight_multip
lier=2.5

重み付けの影響を無効にする

a. code-block:: ini

[filter_scheduler]
hypervisor_version_weight_multip
lier=0

関連するオプション:

[filter_scheduler] weight_classes

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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image_properties_default
_architecture = None

文字列値 イメージプロパティーフィルターの使用時に使用さ
れるデフォルトのアーキテクチャー。

ImagePropertiesFilter を使用する場合、デフォル
トのアーキテクチャーを定義して、ユーザーエクス
ペリエンスをより簡単にし、ユーザーが Glance で 
hw_architecture プロパティーを指定しなかったた
めに x86_64 イメージのようなものが AARCH64 コ
ンピュートノードにランディングするのを避けるこ
とができます。

値:

x86_64、aarch64、s390x などの CPU アー
キテクチャー。

io_ops_weight_multiplier 
= -1.0

浮動小数点の値 IO 操作の重みの倍率。

このオプションは、ワークロードが異なるホストが
重み付けされる方法を決定します。デフォルトな
ど、負の値を使用すると、スケジューラーはワーク
ロードが若干のホストを優先することになります
が、正の値を指定すると、負荷が重いホストが優先
されます。また、このオプションの正の値では、す
でにビジー状態のホストにインスタンスをスケ
ジュールする傾向があり、負の値はより多くのホス
トに分散する傾向があります。正または負の絶対値
で、他の重み付け関数に対して io_ops の重み付け関
数をどれだけ優先するかを指定します。

この設定は、IoOpsWeigher 重み付け関数が有効に
なっている場合にのみスケジューリングに影響する
ことに注意してください。

値:

整数または浮動小数点の値。ここで、値は
この重み付け関数の乗数比率に対応しま
す。

関連するオプション:

[filter_scheduler] weight_classes

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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isolated_hosts = [] リスト値 特定のイメージのみを実行できるホストのリスト。

特定のホストでのみイメージを実行するように制限
する必要がある場合は、これらのホスト名をリスト
表示します。

この設定は、IsolatedHostsFilter フィルターが有
効になっている場合にのみスケジュールに影響する
ことに注意してください。

値:

文字列のリスト。各文字列はホストの名前
に対応します。

関連するオプション:

[filter_scheduler] isolated_images

[filter_scheduler] 
restrict_isolated_hosts_to_isolated_i
mages

isolated_images = [] リスト値 特定のホストでしか実行できないイメージの UUID
のリスト。

特定のホストでのみイメージを実行するように制限
する必要がある場合は、イメージの UUID をリスト
表示します。

この設定は、IsolatedHostsFilter フィルターが有
効になっている場合にのみスケジュールに影響する
ことに注意してください。

値:

UUID 文字列のリスト。各文字列はイメージ
の UUID に対応します。

関連するオプション:

[filter_scheduler] isolated_hosts

[filter_scheduler] 
restrict_isolated_hosts_to_isolated_i
mages

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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max_instances_per_host 
= 50

整数値 ホストに存在できる最大インスタンス数

指定ホスト上のインスタンスの数を制限する必要が
ある場合は、このオプションで許可する必要のある
最大インスタンス数に設定します。
NumInstancesFilter および
AggregateNumInstancesFilter は、このオプションの
値と同じ以上のインスタンスを持つホストをすべて
拒否します。

この設定は、NumInstancesFilter または 
AggregateNumInstancesFilter フィルターが有
効になっている場合にのみスケジュールに影響する
ことに注意してください。

値:

整数。この整数は、ホストにスケジュール
可能な最大インスタンスに対応します。

関連するオプション:

[filter_scheduler] enabled_filters

max_io_ops_per_host = 8 整数値 ホストで IO をアクティブに実行できるインスタンス
の数。

IO を実行するインスタンスには、build、resize、
snapshot、migrate、rescue、unshve などの状態が
含まれます。

この設定は、IoOpsFilter フィルターが有効になっ
ている場合にのみスケジューリングに影響すること
に注意してください。

値:

整数。この整数は、任意のホストで IO をア
クティブに実行できるインスタンスの最大
数に対応します。

関連するオプション:

[filter_scheduler] enabled_filters

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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pci_weight_multiplier = 
1.0

浮動小数点の値 PCI デバイスアフィニティーの重み乗数。

PCI デバイスアフィニティーの重み付け関数上の PCI
デバイスの数と、インスタンスが要求する PCI デバ
イスの数に基づいて重み付けを計算します。

この設定は、PCIWeigher 重み付けと 
NUMATopologyFilter フィルターが有効になって
いる場合にのみスケジューリングに影響することに
注意してください。

値:

正の整数または浮動小数点値。ここで、値
はこの重み付け関数の乗数比率に対応しま
す。

関連するオプション:

[filter_scheduler] weight_classes

ram_weight_multiplier = 
1.0

浮動小数点の値 RAM 重量倍数比。

このオプションは、利用可能な RAM が多いか、少な
いホストを重み付けする方法を決定します。正の値
を指定すると、スケジューラーは RAM がより多くな
るホストを優先し、スケジューラーが利用可能な
RAM が少ないホストを優先します。別の見方をすれ
ば、このオプションの正の値はインスタンスを多く
のホストに分散させる傾向があり、負の値は使用頻
度の低いホストにスケジュールする前にホストを可
能な限りいっぱいにする (スタックする) 傾向があり
ます。正または負の絶対値で、他の重み付け関数と
比べて{b> <b}RAM の重み付け関数をどれだけ優先す
るかを指定します。

この設定は、RAMWeigher 重み付け関数が有効に
なっている場合にのみスケジューリングに影響する
ことに注意してください。

値:

整数または浮動小数点の値。ここで、値は
この重み付け関数の乗数比率に対応しま
す。

関連するオプション:

[filter_scheduler] weight_classes

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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restrict_isolated_hosts_t
o_isolated_images = True

ブール値 分離していないイメージが分離したホストにビルド
されないようにします。

この設定は、IsolatedHostsFilter フィルターが有
効になっている場合にのみスケジュールに影響する
ことに注意してください。それでも、このオプショ
ンは分離されたイメージのリクエストの動作には影
響しません。分離されたイメージは常に分離された
ホストに制限されます。

関連するオプション:

[filter_scheduler] isolated_images

[filter_scheduler] isolated_hosts

shuffle_best_same_weigh
ed_hosts = False

ブール値 同じ最善の重みを持つホスト間でインスタンスを分
散できるようにします。

これを有効にすると、[filter_scheduler] 
host_subset_size が 1 (デフォルト) であるが、同
じ最大重みを持つ多数のホストが存在する場合に役
立ちます。このシナリオは、通常、スケジューラー
に同一の重みが返されるベアメタルノードが多数あ
る Ironic デプロイメントでよく見られます。このよ
うな場合、このオプションを有効にすると競合が減
少し、イベントの再スケジュールの可能性が低くな
ります。同時に、インスタンスのパッキング (重み付
けされていない場合でも) の密度が低くなります。

soft_affinity_weight_multi
plier = 1.0

浮動小数点の値 グループのソフトアフィニティーのホストを重み付
けするために使用される乗数。

この設定は、ServerGroupSoftAffinityWeigher
重み付けが有効になっている場合にのみスケジュー
リングに影響することに注意してください。

値:

負の整数または浮動小数点値。この値は、
グループのソフトアフィニティーを持つホ
ストの重みの乗数に対応します。

関連するオプション:

[filter_scheduler] weight_classes

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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soft_anti_affinity_weight_
multiplier = 1.0

浮動小数点の値 グループのソフト非アフィニティーのホストを重み
付けするために使用される乗数。

この設定
は、ServerGroupSoftAntiAffinityWeigher 重み
付けが有効になっている場合にのみスケジューリン
グに影響することに注意してください。

値:

負の整数または浮動小数点値。この値は、
グループのソフト非アフィニティーを持つ
ホストの重みの乗数に対応します。

関連するオプション:

[filter_scheduler] weight_classes

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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track_instance_changes 
= True

ブール値 インスタンス情報に対する個別ホストのクエリーを
有効にします。

スケジューラーは、フィルターと重み付け関数を評
価するために、ホスト上のインスタンスに関する情
報が必要になる場合があります。この情報の最も一
般的な必要性は、(アンチ) アフィニティーフィル
ターであり、ホスト上ですでに実行されているイン
スタンスに基づいてホストを選択する必要がありま
す。

設定したフィルターと重み付け関数がこの情報を必
要としない場合、このオプションを無効にするとパ
フォーマンスが向上します。また、追跡オーバー
ヘッドが大きすぎると無効にすることもできます。
ただし、これにより、ホストの使用データを必要と
するクラスが各リクエストでデータベースを照会す
ることになります。

a. 注記:

In a multi-cell (v2) setup where the 
cell MQ is separated from the
top-level, computes cannot directly 
communicate with the scheduler. 
Thus,
this option cannot be enabled in that 
scenario. See also the
`[workarounds] 
disable_group_policy_check_upcall` 
option.

関連するオプション:

[filter_scheduler] enabled_filters

[workarounds] 
disable_group_policy_check_upcall

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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weight_classes = 
['nova.scheduler.weights.
all_weighers']

リスト値 スケジューラーが使用する重み付け関数。

フィルターをパスするホストのみが重み付けされま
す。ホストの重みは 0 で始まり、以前の重み付け関
数により割り当てられた重みから追加または減算す
ることで、これらのホストの順序が重み付けされま
す。重みが負の値になる可能性があります。インス
タンスは、最も重み付けされた N 個のホストの 1 つ
にスケジュールされます。ここで、N は 
[filter_scheduler] host_subset_size です。

デフォルトでは、Nova に含まれる全重み付け関数に
設定されます。

値:

0 個以上の文字列のリスト。各文字列は、
ホストの選択に使用する重み付け関数の名
前に対応します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.17. glance

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [glance] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表9.16 glance

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

Red Hat OpenStack Platform 17.1 設定の参照

862



api_servers = None リスト値 nova で利用可能な glance api サーバーエンドポイン
トのリスト

HTTPS は、ssl ベースの glance api サーバーに使用さ
れます。

注記

エンドポイント検出で優先されるメ
カニズムは、keystoneauth1 の読み
込みオプションを使用することで
す。複数のエンドポイントが必要
で、何らかの理由でロードバラン
サーを使用できない場合にのみ
api_servers を使用します。

値:

scheme://hostname:port[/path](つまり、
http://10.0.1.0:9292 または
https://my.glance.server/image) の形式の
完全修飾 URL のリスト)。

非推奨: 21.0.0

理由: 標準の keystoneauth1 アダプターオプションに
よるイメージサービス設定のサポートは、17.0.0
Queens リリースで追加されました。api_servers オ
プションは、コンシューマーが実際の負荷分散ソ
リューションに切り替わる時間を確保するために一
時的に保持されました。

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

connect-retries = None 整数値 接続エラーに対して試行される再試行の最大数。

connect-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 接続エラーに対する 2 つの再試行の遅延 (秒単位)。
設定されていない場合は、最大 60 秒まで 0.5 秒から
開始する指数関数の再試行が使用されます。

debug = False ブール値 glanceclient を使用したデバッグロギングを有効また
は無効にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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default_trusted_certificat
e_ids = []

リスト値 信頼される必要のある証明書の証明書 ID のリスト。

証明書検証の信頼済み証明書 ID のデフォルトリスト
として使用できます。このオプションの値は、ユー
ザーがインスタンス API 要求と共に信頼される証明
書 ID のリストを提供した場合は無視されます。署名
の検証および証明書の検証が有効で、ユーザーが代
替リストを提供しなかった場合には、このオプショ
ンの値はインスタンスデータで永続化されます。証
明書の検証が有効な場合に空のままにすると、ユー
ザーは信頼できる証明書 ID のリストを提供しない
と、証明書の検証に失敗します。

関連するオプション:

verify_glance_signatures と
enable_certificate_validation の両方が有効
な場合には、このオプションの値を使用す
ることができます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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enable_certificate_validat
ion = False

ブール値 イメージ署名の検証の証明書の検証を有効にしま
す。

イメージの署名の検証中に、nova はまず、インスタ
ンスに関連付けられた信頼された証明書のセットを
使用して、イメージの署名証明書の有効性を検証し
ます。証明書の検証が失敗した場合、署名の検証は
実行されず、インスタンスはエラー状態になりま
す。これにより、エンドユーザーは、イメージデー
タが変更されず、信頼できるものであることが保証
されます。まだ無効にされている場合、イメージ署
名の検証は発生する可能性がありますが、エンド
ユーザーには、イメージ署名の生成に使用される署
名証明書がまだ信頼されているという保証はありま
せん。

関連するオプション:

このオプションは、
verify_glance_signatures が有効な場合にの
み有効です。

このオプションが有効な場合には、
default_trusted_certificate_ids の値を使用
することができます。

非推奨となったバージョン: 16.0.0

理由: このオプションは、イメージ署名の検証を利用
してデプロイメントの移行を容易にすることを目的
としています。目的の状態の long-term は、署名の
検証と証明書の検証が常に一緒に行われることで
す。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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enable_rbd_download = 
False

ブール値 RBD 経由で Glance イメージを直接ダウンロードで
きるようにします。

計算ホストが、Glance API からの遅いダウンロード
ではなく、Ceph からローカルに直接イメージをすば
やくダウンロードしてキャッシュできるようにしま
す。これにより、イメージのダウンロード時間が 10
分から数十秒まで短縮されます。ただし、Ceph ベー
スのデプロイメントとコンピュートノードから Ceph
へのアクセスが必要です。

関連するオプション:

[glance] rbd_user

[glance] rbd_connect_timeout

[glance] rbd_pool

[glance] rbd_ceph_conf

endpoint-override = None 文字列値 このクライアントのリクエストには常にこのエンド
ポイント URL を使用します。注意: バージョンを指
定しないエンドポイントはここで指定する必要があ
ります。特定の API バージョンを要求するに
は、version、min-version オプション、または 
max-version オプション、もしくはそれを組み合わ
せてを使用します。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

num_retries = 3 整数値 glance 操作の再試行を有効にします。

glance から / にイメージをアップロード/ダウンロー
ドする際の再試行回数を指定します。0 は再試行な
しを意味します。

`rbd_ceph_conf = ` 文字列値 使用する Ceph 設定ファイルへのパス。

関連するオプション:

このオプションは、[glance] 
enable_rbd_download が True に設定さ
れている場合にのみ使用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rbd_connect_timeout = 5 整数値 最初にクラスターに接続するときの RADOS クライ
アントのタイムアウト (秒単位)。

関連するオプション:

このオプションは、[glance] 
enable_rbd_download が True に設定さ
れている場合にのみ使用されます。

`rbd_pool = ` 文字列値 Glance イメージが rbd ボリュームとして保存される
RADOS プール。

関連するオプション:

このオプションは、[glance] 
enable_rbd_download が True に設定さ
れている場合にのみ使用されます。

`rbd_user = ` 文字列値 rbd ボリュームとして保存されている Glance イメー
ジにアクセスするための RADOS クライアント名。

関連するオプション:

このオプションは、[glance] 
enable_rbd_download が True に設定さ
れている場合にのみ使用されます。

region-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
region_name。

service-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_name。

service-type = image 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_type。

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

status-code-retries = 
None

整数値 再試行可能な HTTP ステータスコードに対して試行
される再試行の最大数。

status-code-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 再試行可能なステータスコードに対する 2 つの再試
行間の遅延 (秒単位)。設定されていない場合は、最
大 60 秒まで 0.5 秒から開始する指数関数の再試行が
使用されます。

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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valid-interfaces = 
['internal', 'public']

リスト値 エンドポイント URL のインターフェイスのリスト
(優先順)。

verify_glance_signatures 
= False

ブール値 イメージ署名の検証を有効にします。

Nova は glance からのイメージ署名メタデータを使
用して、そのイメージのダウンロード中に署名済み
イメージの署名を検証します。イメージの署名を検
証できない、またはイメージ署名のメタデータが不
完全なか、利用できない場合には、nova はそのイ
メージをブートせず、代わりにインスタンスをエ
ラー状態にします。これにより、エンドユーザーは
サーバーを作成するために使用するイメージデータ
の整合性が強化されます。

関連するオプション:

key_manager は署名の検証に使用される
ため、key_manager グループのオプショ
ン。

以下の enable_certificate_validation と
default_trusted_certificate_ids はいずれ
も、有効になっているこのオプションに
よって異なります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.18. guestfs

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [guestfs] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。

表9.17 guestfs

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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debug = False ブール値 guestfs ロギングを有効/無効にします。

これにより、guestfs がデバッグメッセージを実行
し、それらを OpenStack ロギングシステムにプッ
シュするように設定されます。True に設定すると、
libguestfs API 呼び出しを追跡し、詳細なデバッグ
メッセージを有効にします。上記の機能を使用する
には、libguestfs パッケージをインストールする必要
があります。

関連するオプション:

libguestfs は libvirt が管理する仮想マシンのアクセス
と変更を行うため、以下のオプションを設定して、
その仮想マシンのアクセスを付与する必要がありま
す。

libvirt.inject_key

libvirt.inject_partition

libvirt.inject_password

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.19. Healthcheck

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [healthcheck] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表9.18 Healthcheck

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

backends = [] リスト値 ヘルスチェックを実施し、リクエストの一部として
その情報を報告できる追加のバックエンド。

detailed = False ブール値 応答の一部として詳細情報を表示します。セキュリ
ティーメモ: このオプションを有効にすると、監視対
象のサービスに関する機密情報が漏洩する可能性が
あります。セキュリティーポリシーに違反しないこ
とを確認してください。

disable_by_file_path = 
None

文字列値 ファイルが存在することを確認し、アプリケーショ
ンがポート上で実行されているかどうかを確認しま
す。DisableByFileHealthcheck プラグインで使用さ
れます。
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disable_by_file_paths = [] リスト値 ポートに基づいてファイルが存在することを確認
し、アプリケーションがポート上で実行されている
かどうかを判断します。文字列の port:path リストを
想定します。DisableByFilesPortsHealthcheck プラグ
インで使用されます。

path = /healthcheck 文字列値 healtcheck 要求に応答するパス。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.20. hyperv

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [hyperv] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表9.19 hyperv

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

config_drive_cdrom = 
False

ブール値 コンフィグドライブを CD ドライブとしてマウント
します。

OpenStack は、インスタンスメタデータをコンフィ
グドライブに書き込むように設定できます。これ
は、インスタンスのブート前にアタッチされます。
設定ドライブは、ディスクドライブ (デフォルト) ま
たは CD ドライブとして接続できます。

関連するオプション:

このオプションは、force_config_drive
オプションを True に設定したり、インス
タンスを作成する REST API 呼び出しに --
config-drive=True フラグを付ける場合に
意味を持ちます。

コンフィグドライブイメージとして CD ド
ライブを使用するに
は、config_drive_format オプションを 
iso9660 に設定する必要があります。

Hyper-V でコンフィグドライブを使用する
には、mkisofs_cmd の値を mkisofs.exe
インストールへの完全パスに設定する必要
があります。さらに、qemu_img_cmd の
値を qemu-img コマンドインストールへの
フルパスに設定する必要があります。

force_config_drive オプションを True
に設定すると、Compute サービスが常にコ
ンフィグドライブを作成するように設定で
きます。
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config_drive_inject_pass
word = False

ブール値 設定ドライブにパスワードを挿入します。

有効な場合、admin パスワードはコンフィグドライ
ブイメージから利用可能になります。

関連するオプション:

このオプションは、force_config_drive
など、Hyper-V での設定ドライブの使用を
可能にする他のオプションと一緒に使用す
ると意味があります。

dynamic_memory_ratio = 
1.0

浮動小数点の値 動的なメモリー比率

1 より大きい値に設定すると、動的メモリー割り当て
(バルーニング) が有効になります。この値は、イン
スタンスに割り当てられた RAM の合計と、その起動
RAM 容量の比率を表します。たとえば、RAM が
1024MB のインスタンスで 2.0 の比率は、起動時に
512 MB の RAM に割り当てられることを意味しま
す。

値:

1.0: 動的メモリー割り当てを無効にします
(デフォルト)。

1.0 より大きい浮動小数点値: 起動時に、こ
の値で割った暗黙の RAM の合計の割り当て
を有効にします。

enable_instance_metrics
_collection = False

ブール値 インスタンスメトリック収集の有効化

Hyper-V のメトリック API を使用してインスタンス
のメトリックコレクションを有効にします。収集し
たデータは、以下のような他のアプリケーションや
サービスで取得できます。例: Ceilometer

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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enable_remotefx = False ブール値 RemoteFX 機能の有効化

これには、Windows / Hyper-V Server 2012 R2 以降
および RDS-Virtualization 機能に少なくとも 1 つの
DirectX 11 対応グラフィックスアダプターが必要で
す。

RemoteFX を使用するインスタンスは、以下のフ
レーバーの追加スペックを使用して要求できます。

os:resolution.ゲスト仮想マシン画面の解像度のサイ
ズ。許可される値

1024x768, 1280x1024, 1600x1200, 1920x1200,
2560x1600, 3840x2160

3840x2160 は Windows / Hyper-V Server 2016 での
み利用できます。

os:monitorsゲスト VM 番号のモニター数。許可され
る値

[1, 4] - Windows / Hyper-V Server 2012 R2 [1, 8] -
Windows / Hyper-V Server 2016

os:vramゲスト仮想マシン VRAM の量。Windows /
Hyper-V Server 2016 でのみ利用可能です。
Acceptable values::

64, 128, 256, 512, 1024

`instances_path_share = ` 文字列値 インスタンスパス共有

instances_path ディレクトリーにマッピングされ、
変更機能でファイルをターゲットホストにコピーす
るために使用される Windows 共有の名前。空白のま
まにすると、管理共有 (非表示のネットワーク共有)
が使用され、ローカルで使用されているのと同じ
instances_path が検索されます。

値:

"": 管理共有が使用されます (デフォルト)。

Windows 共有の名前。

関連するオプション:

"instances_path": このオプションが空白の
ままの場合に使用されるディレクトリー。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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iscsi_initiator_list = [] リスト値 iSCSI セッションを安定させるために使用される
iSCSI イニシエーターのリスト。

何も指定しないと、Microsoft iSCSI イニシエーター
サービスがイニシエーターを選択します。

limit_cpu_features = 
False

ブール値 CPU 機能の制限

このフラグは、さまざまな CPU 機能を備えたホスト
へのライブマイグレーションをサポートするために
必要であり、インスタンスによって使用される CPU
機能を制限するためにインスタンスの作成中に
チェックされます。

mounted_disk_query_retr
y_count = 10

整数値 マウントされたディスククエリーの再試行回数

マウントされたディスクの確認を再試行する回数。
クエリーは、デバイスが見つかるか、再試行回数に
達するまで実行されます。

値:

正の整数値。1 より大きい値を推奨します
(デフォルト: 10)。

関連するオプション:

ディスクマウントの再試行間の時間間隔
は、mounted_disk_query_retry_interval オ
プションで宣言されます。

mounted_disk_query_retr
y_interval = 5

整数値 マウントされたディスククエリーの再試行間隔

マウントされたディスクのチェック間隔 (秒単位)。

値:

秒単位の時間 (デフォルト: 5)。

関連するオプション:

このオプションは、
mount_disk_query_retry_count が 1 よりも大
きい場合に意味を持ちます。

再試行ループは、
mount_disk_query_retry_count および
mounted_disk_query_retry_interval 設定オ
プションで実行されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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power_state_check_timef
rame = 60

整数値 電源状態チェックのタイムフレーム

インスタンスの電源状態の変更のためにチェックす
る時間枠。このオプションは、指定の時間内に WMI
インターフェイスを介して Hyper-V からインスタン
スの状態を取得するのに使用します。

値:

秒単位の時間枠 (デフォルト: 60)。

power_state_event_pollin
g_interval = 2

整数値 電源状態イベントのポーリング間隔

インスタンスの電源状態の変更イベントのポーリン
グ頻度。電源状態イベントのリスナー間隔を指定の
値に設定します。このオプションは、それ自体を再
起動するインスタンスのライフサイクルに関する通
知を強化します。Operator はこの値を変更する必要
がある訳ではありません。

値:

秒単位の時間 (デフォルト: 2)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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qemu_img_cmd = qemu-
img.exe

文字列値 qemu-img コマンド

QEMU-img は、異なるイメージタイプ間の変換な
ど、一部のイメージ関連の操作に必要です。ここか
ら入手できます: (http://qemu.weilnetz.de/) または自
動的に設定される Cloudbase OpenStack Hyper-V
Compute Driver (https://cloudbase.it/openstack-
hyperv-driver/) をインストールできますこの設定オ
プションの適切なパス。qemu-img.exe の完全パスを
指定するか、PATH 環境変数でそのパスを設定し、
このオプションをデフォルト値のままにします。

値:

qemu-img 実行可能ファイルの名前。nova-
compute サービスと同じディレクトリーに
ある場合、またはそのパスが PATH 環境変
数にある場合 (デフォルト)。

qemu-img コマンドのパス (DRIVELETTER:\
PATH \ TO \ QEMU-IMG \ COMMAND)。

関連するオプション:

config_drive_cdrom オプションが False の
場合、qemu-img を使用して ISO を VHD に
変換し、それ以外の場合はコンフィグドラ
イブは ISO のままになります。Hyper-V で
コンフィグドライブを使用するに
は、mkisofs_cmd の値を mkisofs.exe
インストールへの完全パスに設定する必要
があります。

use_multipath_io = False ブール値 iSCSI ディスクまたは FC ディスクを接続する際にマ
ルチパス接続を使用します。

これには、Multipath IO Windows 機能を有効にする
必要があります。MPIO は、このようなデバイスを
要求するように設定する必要があります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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volume_attach_retry_cou
nt = 10

整数値 ボリュームアタッチの再試行回数

ボリュームの割り当てを再試行する回数。ボリュー
ムのアタッチは、成功までか、指定された再試行数
に達するまで再試行されます。

値:

正の整数値 (デフォルト: 10)。

関連するオプション:

接続試行の間隔は、
volume_attach_retry_interval オプションで
宣言されます。

volume_attach_retry_inte
rval = 5

整数値 ボリュームアタッチの再試行の間隔

ボリューム接続の試行間隔 (秒単位)。

値:

秒単位の時間 (デフォルト: 5)。

関連するオプション:

このオプションは、
volume_attach_retry_count が 1 よりも大き
い場合に意味を持ちます。

再試行ループは、
volume_attach_retry_count および
volume_attach_retry_interval 設定オプショ
ンで実行されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vswitch_name = None 文字列値 外部仮想スイッチ名

Hyper-V Virtual Switch は、Hyper-V サーバーロール
のインストールで利用可能なソフトウェアベースの
layer-2 Ethernet ネットワークスイッチです。スイッ
チには、プログラムで管理され、拡張可能な機能が
追加され、仮想マシンを仮想ネットワークと物理
ネットワークの両方に接続することができます。ま
た、Hyper-V Virtual Switch は、セキュリティー、分
離、およびサービスレベルのポリシー適用を提供し
ます。この設定オプションで表される vSwitch は、
外部のものである必要があります (内部またはプライ
ベートではありません)。

値:

指定しないと、利用可能な vswitches リスト
の最初に使用されます。このリストは WQL
を使用してクエリーされます。

仮想スイッチ名。

wait_soft_reboot_second
s = 60

整数値 ソフトリブート秒を待ちます。

ソフトリブート要求後にインスタンスがシャットダ
ウンするのを待機する秒数。インスタンスがこの
ウィンドウ内でシャットダウンしない場合は、ハー
ドリブートにフォールバックします。

値:

秒単位の時間 (デフォルト: 60)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.21. image_cache

次の表に、/etc/nova/nova.conf ファイルの [image_cache] グループで使用できるオプションの概要を
示します。

表9.20 image_cache

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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manager_interval = 2400 整数値 イメージキャッシュマネージャーの実行間で待機す
る秒数。

複数の nova-compute サービスにわたって 
[DEFAULT]/instances_path 設定オプションに共
有ストレージを使用する場合、この周期は多数のイ
ンスタンスを処理する可能性があることに注意して
ください。同様に、クラスターを管理するコン
ピューティングドライバー
(vmwareapi.VMwareVCDriver など) を使用すると、
多数のインスタンスが処理される可能性がありま
す。したがって、予想される負荷に合わせて時間間
隔を調整するか、共有ストレージアグリゲート内の 1
つの nova-compute サービスでのみ実行する必要が
ある場合があります。

値:

0: デフォルトの 60 秒間隔で実行 (非推奨)

-1: 無効

その他の値

関連するオプション:

[DEFAULT]/compute_driver

[DEFAULT]/instances_path

precache_concurrency = 
1

整数値 イメージの事前キャッシュを並行してトリガーする
計算ホストの最大数。

イメージの事前キャッシュ要求が行われると、コン
ピュートノードに接続してダウンロードを開始しま
す。この数は、並行して発生するそれらの数を制限
します。数値が大きいと、compute が並行して機能
し、操作完了までの時間が短縮される可能性があり
ますが、Image サービスにも DDoS が実行される可
能性があります。数値が小さいと、順次操作が実行
され、イメージサービスの負荷は低くなりますが、
完了までの実行時間が長くなる可能性が高くなりま
す。

remove_unused_base_im
ages = True

ブール値 未使用のベースイメージを削除するべきか ?

remove_unused_original_
minimum_age_seconds = 
86400

整数値 未使用のサイズ変更されたベースイメージは、この
期間削除されません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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remove_unused_resized_
minimum_age_seconds = 
3600

整数値 未使用のサイズ変更されたベースイメージは、この
期間削除されません。

subdirectory_name = 
_base

文字列値 キャッシュされたイメージの場所。

これは完全パスではありません。$instances_path
に相対するフォルダー名のみになります。compute-
host キャッシュされたイメージの場合
は、base$my_ipに設定します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.22. ironic

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [ironic] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表9.21 ironic

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

api_max_retries = 60 整数値 要求の競合時に再試行する回数。0 に設定される場
合、再試行は 1 回のみ試行します。

関連するオプション:

api_retry_interval

api_retry_interval = 2 整数値 要求を再試行するまで待機する秒数。

関連するオプション:

api_max_retries

auth-url = None 文字列値 認証 URL

auth_section = None 文字列値 プラグイン固有のオプションを読み込む config セク
ション

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル
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collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

connect-retries = None 整数値 接続エラーに対して試行される再試行の最大数。

connect-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 接続エラーに対する 2 つの再試行の遅延 (秒単位)。
設定されていない場合は、最大 60 秒まで 0.5 秒から
開始する指数関数の再試行が使用されます。

domain-id = None 文字列値 スコープするドメイン ID

domain-name = None 文字列値 スコープするドメイン名

endpoint-override = None 文字列値 このクライアントのリクエストには常にこのエンド
ポイント URL を使用します。注意: バージョンを指
定しないエンドポイントはここで指定する必要があ
ります。特定の API バージョンを要求するに
は、version、min-version オプション、または 
max-version オプション、もしくはそれを組み合わ
せてを使用します。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

partition_key = None 文字列値 大文字小文字の区別のないキーで、このサービスが
管理することのできるノードのセットを、一致する
conductor_group プロパティーを持つ Ironic 内の
ノードセットに制限します。未設定の場合は、この
サービスで利用可能なすべてのノードが管理できる
ようになります。これを空の文字列 ("") に設定する
と、デフォルトのコンダクタグループと一致し、オ
プションを未設定のままにするのとは異なることに
注意してください。

password = None 文字列値 ユーザーのパスワード

peer_list = [] リスト値 この partition_key 設定値を持つすべての nova-
compute サービス (このホストを含む) のホスト名の
リスト。partition_key 値に一致するノードは、ここ
で指定したすべてのサービス間で分散されます。
partition_key が設定されていない場合は、このオプ
ションは無視されます。

project-domain-id = None 文字列値 プロジェクトを含むドメイン ID

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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project-domain-name = 
None

文字列値 プロジェクトを含むドメイン名

project-id = None 文字列値 スコープするプロジェクト ID

project-name = None 文字列値 スコープするプロジェクト名

region-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
region_name。

serial_console_state_tim
eout = 10

整数値 ノードのシリアルコンソールの状態が変更されるの
を待つタイムアウト (秒)。タイムアウトを無効にす
るには 0 に設定します。

service-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_name。

service-type = baremetal 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_type。

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

status-code-retries = 
None

整数値 再試行可能な HTTP ステータスコードに対して試行
される再試行の最大数。

status-code-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 再試行可能なステータスコードに対する 2 つの再試
行間の遅延 (秒単位)。設定されていない場合は、最
大 60 秒まで 0.5 秒から開始する指数関数の再試行が
使用されます。

system-scope = None 文字列値 システム操作のスコープ

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

trust-id = None 文字列値 Trust ID

user-domain-id = None 文字列値 ユーザーのドメイン ID

user-domain-name = 
None

文字列値 ユーザーのドメイン名

user-id = None 文字列値 User ID

username = None 文字列値 ユーザー名

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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valid-interfaces = 
['internal', 'public']

リスト値 エンドポイント URL のインターフェイスのリスト
(優先順)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.23. key_manager

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [key_manager] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表9.22 key_manager

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth_type = None 文字列値 作成する認証認証情報のタイプ。使用できる値
は、トークン、パスワード、keystone_token、およ
び keystone_password です。コンテキストが認証情
報ファクトリーに渡されない場合に必要です。

auth_url = None 文字列値 このエンドポイントを使用して Keystone に接続しま
す。

backend = barbican 文字列値 キーマネージャーの実装を指定します。オプション
は barbican および vault です。デフォルトは
barbican です。しばらくの間、
[key_manager]/api_class を使用して以前に設定され
た値をサポートします。

domain_id = None 文字列値 ドメインスコーピングのドメイン
ID。keystone_token および keystone_password
auth_type の場合はオプションです。

domain_name = None 文字列値 ドメインスコーピングのドメイン
名。keystone_token および keystone_password
auth_type の場合はオプションです。

fixed_key = None 文字列値 16 進法で指定されるキーマネージャーによって返さ
れるキーが修正されました。

値:

空の文字列または 16 進値のキー

password = None 文字列値 認証のパスワード。パスワード および
keystone_password auth_type には必須です。
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project_domain_id = 
None

文字列値 プロジェクトのドメイン ID。keystone_token およ
び keystone_password auth_type の場合はオプショ
ンです。

project_domain_name = 
None

文字列値 プロジェクトのドメイン名。keystone_token および
keystone_password auth_type の場合はオプション
です。

project_id = None 文字列値 プロジェクトスコーピングのプロジェクト
ID。keystone_token および keystone_password
auth_type の場合はオプションです。

project_name = None 文字列値 プロジェクトスコーピングのプロジェクト
名。keystone_token および keystone_password
auth_type の場合はオプションです。

reauthenticate = True ブール値 現在のトークンの有効期限が切れる場合の新規トー
クンの取得を許可します。keystone_token および
keystone_password auth_type の場合はオプション
です。

token = None 文字列値 認証のトークン。認証情報ファクトリーにコンテキ
ストが渡されない場合には、トークン および
keystone_token auth_type には必須です。

trust_id = None 文字列値 信頼スコープの信頼 ID。keystone_token および
keystone_password auth_type の場合はオプション
です。

user_domain_id = None 文字列値 認証用のユーザーのドメイン ID。keystone_token
および keystone_password auth_type の場合はオプ
ションです。

user_domain_name = 
None

文字列値 認証用のユーザーのドメイン名。keystone_token お
よび keystone_password auth_type の場合はオプ
ションです。

user_id = None 文字列値 認証のユーザー ID。keystone_token および
keystone_password auth_type の場合はオプション
です。

username = None 文字列値 認証用のユーザー名。パスワード auth_type には必
須です。keystone_password auth_type の場合はオ
プションです。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.24. keystone

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [keystone] グループ下で使用できるオプションの概要を
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以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [keystone] グループ下で使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表9.23 keystone

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

connect-retries = None 整数値 接続エラーに対して試行される再試行の最大数。

connect-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 接続エラーに対する 2 つの再試行の遅延 (秒単位)。
設定されていない場合は、最大 60 秒まで 0.5 秒から
開始する指数関数の再試行が使用されます。

endpoint-override = None 文字列値 このクライアントのリクエストには常にこのエンド
ポイント URL を使用します。注意: バージョンを指
定しないエンドポイントはここで指定する必要があ
ります。特定の API バージョンを要求するに
は、version、min-version オプション、または 
max-version オプション、もしくはそれを組み合わ
せてを使用します。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

region-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
region_name。

service-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_name。

service-type = identity 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_type。

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

status-code-retries = 
None

整数値 再試行可能な HTTP ステータスコードに対して試行
される再試行の最大数。
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status-code-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 再試行可能なステータスコードに対する 2 つの再試
行間の遅延 (秒単位)。設定されていない場合は、最
大 60 秒まで 0.5 秒から開始する指数関数の再試行が
使用されます。

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

valid-interfaces = 
['internal', 'public']

リスト値 エンドポイント URL のインターフェイスのリスト
(優先順)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.25. keystone_authtoken

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [keystone_authtoken] グループで使用できるオプショ
ンの概要をまとめたものです。

表9.24 keystone_authtoken

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth_section = None 文字列値 プラグイン固有のオプションを読み込む config セク
ション

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

auth_uri = None 文字列値 パブリックの Identity API エンドポイントを完了しま
す。このエンドポイントは、すべてのエンドユー
ザーがアクセスできる必要があるため、"admin" エン
ドポイントにすることはできません。認証されてい
ないクライアントは、認証のためにこのエンドポイ
ントにリダイレクトされます。このエンドポイント
にはバージョンを指定しないことが理想的ですが、
ワイルドカードでのクライアントのサポートは異な
ります。バージョン指定された v2 エンドポイントを
使用している場合、通常エンドユーザーがそのエン
ドポイントに到達できない可能性があるため、これ
はサービスユーザーがトークンを検証するために使
用するエンドポイントにすることはできません。こ
のオプションは www_authenticate_uri が優先される
ため非推奨となり、S リリースで削除される予定で
す。非推奨:Queens 以降

*理由:* auth_uri オプションは www_authenticate_uri
が優先されるため非推奨となり、S リリースで削除
される予定です。
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auth_version = None 文字列値 Identity API エンドポイントの API バージョン。

cache = None 文字列値 Swift キャッシュオブジェクトが保存される環境キー
を要求します。auth_token ミドルウェアを Swift
キャッシュと共にデプロイする場合は、このオプ
ションを使用して、ミドルウェアが swift とキャッシ
ングバックエンドを共有するようにします。それ以
外の場合は、代わりに memcached_servers オプ
ションを使用します。

cafile = None 文字列値 HTTPs 接続の検証時に使用する PEM でエンコード
された認証局。デフォルトはシステム CA です。

certfile = None 文字列値 ID サーバーでクライアント証明書が必要な場合に必
要です。

delay_auth_decision = 
False

ブール値 ミドルウェア内の認可要求を処理せず、承認の決定
をダウンストリームの WSGI コンポーネントに委譲
します。

enforce_token_bind = 
permissive

文字列値 トークンバインディングの使用および種別を制御す
るために使用されます。トークンバインディングの
チェックを無効するには、"disabled"に設定します。
バインドタイプがサーバーの認識する形式の場合に
はバインディング情報を検証し、そうでない場合に
は無視するには、"permissive"(デフォルト) に設定し
ます。"strict"は"permissive"と類似していますが、バ
インドタイプが不明な場合にはトークンが拒否され
ます。"required"の場合は、いずれかの形式のトーク
ンバインディングが必要です。最後に、トークンに
指定する必要のあるバインディングメソッドの名
前。

http_connect_timeout = 
None

整数値 Identity API サーバーと通信する際の要求タイムアウ
ト値。

http_request_max_retries 
= 3

整数値 Identity API サーバーと通信する際に再接続を試行す
る回数。

include_service_catalog = 
True

ブール値 (オプション)X-Service-Catalog ヘッダーを設定する
かどうかを示します。False の場合、ミドルウェアは
トークンの検証時にサービスカタログを要求せず、
X-Service-Catalog ヘッダーを設定しません。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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interface = internal 文字列値 Identity API エンドポイントに使用するインターフェ
イス。有効な値は、"public"、"internal" (デフォル
ト)、または "admin" です。

keyfile = None 文字列値 ID サーバーでクライアント証明書が必要な場合に必
要です。

memcache_pool_conn_g
et_timeout = 10

整数値 (オプション) プールから memcached クライアント
接続を取得するまで操作が待機する秒数。

memcache_pool_dead_re
try = 300

整数値 (オプション)memcached サーバーが停止していると
みなされる秒数。この秒数が経過すると再試行され
ます。

memcache_pool_maxsize 
= 10

整数値 (オプション) すべての memcached サーバーへの
オープン接続の最大合計数。

memcache_pool_socket_
timeout = 3

整数値 (オプション)memcached サーバーと通信する際のソ
ケットのタイムアウト (秒単位)。

memcache_pool_unused
_timeout = 60

整数値 (オプション)memcached への接続がプール内で未使
用の状態を維持する秒数。この秒数が経過すると終
了されます。

memcache_secret_key = 
None

文字列値 (オプション、memcache_security_strategy が定義さ
れている場合には必須) この文字列は鍵の導出に使用
されます。

memcache_security_strat
egy = None

文字列値 (オプション) 定義されている場合は、トークンデー
タを認証、または認証して暗号化する必要があるか
どうかを示します。MAC の場合、キャッシュでトー
クンデータが認証されます (HMAC を使用)。
ENCRYPT の場合、キャッシュでトークンデータが
暗号化され、認証されます。値がこれらのオプショ
ンのいずれでもない場合や空の場合には、
auth_token は初期化時に例外を発生させます。

memcache_use_advance
d_pool = False

ブール値 (オプション) 高度な (eventlet に対して安全な)
memcached クライアントプールを使用します。高度
なプールは python 2.x でのみ動作します。

memcached_servers = 
None

リスト値 オプションで、キャッシュに使用する memcached
サーバーのリストを指定します。未定義のままの場
合、トークンは代わりに処理中にキャッシュされま
す。

region_name = None 文字列値 アイデンティティーサーバーがあるリージョン。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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service_token_roles = 
['service']

リスト値 サービストークンに存在する必要があるロールの選
択。サービストークンは、期限切れのトークンを使
用できることを要求できるため、このチェックでは
実際のサービスのみがこのトークンを送信するよう
に厳密に制御する必要があります。ここでのロール
は ANY チェックとして適用されるため、このリスト
のロールはすべて存在している必要があります。後
方互換性の理由から、現在 allow_expired チェックに
のみ影響します。

service_token_roles_requ
ired = False

ブール値 後方互換性の理由から、service_token_roles チェッ
クを有効としてパスしない有効なサービストークン
をパスさせる必要があります。これを true に設定す
ることが今後のリリースでデフォルトとなり、可能
な場合は有効にされる必要があります。

service_type = None 文字列値 サービスカタログに表示されるサービスの名前また
は種別。これは、制限されたアクセスルールがある
トークンを検証するために使用されます。

token_cache_time = 300 整数値 トークンの検証に過剰な時間を費やすのを防ぐため
に、ミドルウェアは、設定可能な期間 (秒単位) 中は
以前に見たトークンをキャシュします。キャッシュ
を完全に無効にするには -1 に設定します。

www_authenticate_uri = 
None

文字列値 パブリックの Identity API エンドポイントを完了しま
す。このエンドポイントは、すべてのエンドユー
ザーがアクセスできる必要があるため、"admin" エン
ドポイントにすることはできません。認証されてい
ないクライアントは、認証のためにこのエンドポイ
ントにリダイレクトされます。このエンドポイント
にはバージョンを指定しないことが理想的ですが、
ワイルドカードでのクライアントのサポートは異な
ります。バージョン指定された v2 エンドポイントを
使用している場合、通常エンドユーザーがそのエン
ドポイントに到達できない可能性があるため、これ
はサービスユーザーがトークンを検証するために使
用するエンドポイントにすることはできません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.26. libvirt

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [libvirt] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表9.25 libvirt
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

`connection_uri = ` 文字列値 選択した仮想化タイプのデフォルトの libvirt URI を上
書きします。

これが設定されている場合、Nova はこの URI を使用
して libvirt に接続します。

値:

qemu:///system のような URI。

This is only necessary if the URI 
differs to the commonly known URIs
for the chosen virtualization type.

関連するオプション:

virt_type: ここでデフォルト値として使用
されるものに影響を与えます。

cpu_mode = None 文字列値 インスタンスが持つ CPU モードの設定に使用されま
す。

virt_type="kvm&verbar;qemu" の場合、これは
デフォルトで host-model になります。それ以外の
場合は、デフォルトは none になります。

関連するオプション:

cpu_models: これは、cpu_mode が 
custom に設定されている場合にのみ設定
する必要があります。そうでない場合には
エラーが生じ、インスタンスの起動は失敗
します。

cpu_model_extra_flags = 
[]

リスト値 ゲスト CPU フラグを有効または無効にします。

CPU フラグを明示的に有効または無効にするに
は、+flag または -flag 表記を使用します。+ 記号を
使用すると、ゲストの CPU フラグが有効になりま
す。一方、- 記号はこれを無効にします。+ および -
を指定しない場合、フラグが有効になります。これ
がデフォルトの動作になります。たとえば、次のよ
うに指定した場合 (前述の CPU モデルと機能がホス
トハードウェアとソフトウェアでサポートされてい
ると仮定)::

[libvirt]
cpu_mode = custom
cpu_models = Cascadelake-Server
cpu_model_extra_flags = -hle, -rtm, +ssbd, 
mtrr
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Nova は、ゲストの hle フラグと rtm フラグを無効に
します。ssbd と mttr が有効になります (+ 接頭辞も
- 接頭辞も指定されていないため)。

CPU フラグは大文字と小文字を区別しません。以下
の例では、ゲストに対して pdpe1gb フラグが無効
になります。vmx フラグおよび pcid フラグが有効
になります。

[libvirt]
cpu_mode = custom
cpu_models = Haswell-noTSX-IBRS
cpu_model_extra_flags = -PDPE1GB, +VMX, 
pcid

追加の CPU フラグを指定することは、cpu_mode
config 属性の 3 つの可能な値すべてと組み合わせて
有効です: custom (これには、cpu_models config
属性を介して明示的な CPU モデルを指定する必要も
あります)、host-model、または host-
passthrough。

QEMU が特定の CPU 機能を無効にする可能性がある
ため、host-passthrough CPU モードであっても
追加の CPU フラグを設定しなければならない場合が
あります。この例として、Intel の invtsc (不変タイム
スタンプカウンター)CPU フラグがあります。このフ
ラグを Nova インスタンスに公開する必要がある場
合は、明示的に有効にする必要があります。

cpu_model_extra_flags で使用できる値は、使用
中の CPU モデルによって異なります。特定の CPU
モデルで使用可能な CPU 機能フラグについては、/ 
usr/share/libvirt/cpu_map/*.xml を参照してくだ
さい。

特定の CPU フラグに関する特記事項: 
pcid(Meltdown CVE 修正を適用した結果としてのゲ
ストパフォーマンスの低下を軽減する Intel プロセッ
サー機能)。custom CPU モードでこのフラグを設
定する場合、すべての CPU モデル (QEMU および
libvirt で定義されている) が必要なわけではありませ
ん。

pcid 機能を含む唯一の仮想 CPU モデル
は、Intel の Haswell、Broadwell、および
Skylake バリアントです。

libvirt/QEMU CPU モデル Nehalem、
Westmere、SandyBridge、および IvyBridge
は、同じ名前のホスト CPU に含まれている
場合でも、デフォルトで pcid 機能を公開し
ません。つまり上記の仮想 CPU モデルを使
用する場合は、PCID を明示的に指定する必
要があります。

libvirt ドライバーのデフォルトの CPU モードである 
host-model は、ゲストの PCID CPU フラグの処理

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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に関して正しいことを行います—更新されたプロセッ
サーマイクロコード、ホストとゲストのカーネル、
libvirt、および QEMU を実行していると 仮定しま
す。もう 1 つのモードである host-passthrough
は、PCID がハードウェアで使用可能かどうかを確認
し、使用可能な場合は直接 Nova ゲストに渡しま
す。したがって、PCID の コンテキストで は、CPU
モード (host-model または host-passthrough)
のいずれかについては、cpu_model_extra_flags
を使用する必要はありません。

関連するオプション:

cpu_mode

cpu_models

cpu_models = [] リスト値 ホストが対応する CPU モデルの順序付きリスト。

より一般的で詳細度の低い CPU モデルが先にリスト
されるように、リストが順序付けられることが予想
されます。例: 
SandyBridge,IvyBridge,Haswell,Broadwell、
後者の CPU モデルの機能は、以前の CPU モデルに
多大なものです。

値:

名前付きの CPU モデルは、virsh cpu-
models ARCH から確認でき、ARCH はホ
ストのアーキテクチャーになります。

関連するオプション:

cpu_mode: これは、特定の名前付き CPU
モデルを (cpu_models を介して) 設定す
る場合にのみ custom に設定する必要があ
ります。そうでない場合にはエラーが生
じ、インスタンスの起動は失敗します。

virt_type: 仮想化タイプ kvm および qemu
のみがこれを使用します。

a. 注意:: ハードウェアで完全にサポートで
きるモデルのみを指定するように注意
してください。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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device_detach_attempts 
= 8

整数値 ドライバーが libvirt でデバイスの接続解除を試行す
る最大試行回数。

関連するオプション:

:oslo.config:option:libvirt.device_detach
_timeout

device_detach_timeout = 
20

整数値 ドライバーが、デバイスの接続解除を再トリガーす
る前に、libvirt からの成功イベントまたは失敗イベン
トを待機する最大秒数。

関連するオプション:

:oslo.config:option:libvirt.device_detach
_attempts

disk_cachemodes = [] リスト値 異なるディスクタイプに使用する特定のキャッシュ
モード。

例: file=directsync,block=none,network=writeback

ローカルストレージまたは直接接続ストレージの場
合は、ライトスルー (デフォルト) モードを使用する
ことを推奨します。これにより、データの整合性が
確保され、ゲストで実行されるアプリケーション、
特に読み取り操作で許容できる I/O パフォーマンス
が得られます。ただし、(O_SYNC を使用する) 同期
I/O 操作よりも、ダイレクト I/O 操作 (O_DIRECT)
よりもパフォーマンスが高いため、リモート NFS ス
トレージにはキャッシュモード none が推奨されま
す。キャッシュモードは、すべてのゲスト I/O 操作
を効果的にホスト上のダイレクト I/O 操作 (この環境
の NFS クライアント) に変換します。

可能なキャッシュモード:

デフォルト: "It Depends" — Nova マネージド
ディスクの場合、ホストファイルシステム
が Linux の O_DIRECT セマンティクスに対
応している場合は none。それ以外の場合
は writeback。ボリュームドライバーの場
合、デフォルトはドライバーに依存しま
す。SMBFS と Virtuzzo (writeback を使
用) を除くすべてのドライバーは、none と
なります。

なし: キャッシングモードを none に設定す
ると、ホストのページキャッシュは無効に
なりますが、ゲストのディスクライト
キャッシュは有効になります。このモード
では、書き込み操作がホストページキャッ
シュをバイパスし、ディスク書き込み
キャッシュに直接移動するため、ゲストの

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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書き込みパフォーマンスが最適です。ディ
スク書き込みキャッシュがバッテリバック
アップされている場合、またはゲスト内の
アプリケーションまたはストレージスタッ
クがデータを適切に転送する場合 (fsync 操
作またはファイルシステムバリアを介し
て)、データの整合性を確保できます。ただ
し、ホストページキャッシュは無効になっ
ているため、writethrough モードなど、ホ
ストページキャッシュが有効になっている
モードの場合、ゲストの読み取りパフォー
マンスは適切ではありません。マルチ接続
可能なブロックストレージボリュームと同
様に、共有可能なディスクデバイスは、設
定に関係なくキャッシュモードが none に設
定されます。

writethrough: caching を writethrough モー
ドに設定したと、ホストページキャッシュ
が有効になりますが、ゲストのディスク書
き込みキャッシュは無効になります。した
がって、このキャッシュモードは、ゲスト
内のアプリケーションとストレージスタッ
クがデータを永続ストレージに適切に転送
しない場合でも (fsync 操作またはファイル
システムバリアを介して) データの整合性を
保証します。ホストページキャッシュはこ
のモードで有効になっているため、ゲスト
で実行されているアプリケーションの読み
取りパフォーマンスが一般的です。ただ
し、ディスク書き込みキャッシュが無効に
なるため、書き込みパフォーマンスが低下
する可能性があります。

writeback: キャッシングを writeback モード
に設定すると、ゲストに対してホストペー
ジキャッシュとディスク書き込みキャッ
シュの両方が有効になります。このため、
ゲストで実行しているアプリケーションの
I/O パフォーマンスは優れていますが、デー
タは電源障害で保護されません。そのた
め、このキャッシュモードは、潜在的な
データ損失が懸念しない一時的なデータに
のみ推奨されます。注意: 定のバックエンド
ディスクメカニズムは、安全なライトバッ
クキャッシュセマンティクスを提供する場
合があります。具体的には、QEMU の統合
RBD ドライバーなどのホストページキャッ
シュをバイパスします。Ceph ドキュメント
は、データの安全性を維持しながら、パ
フォーマンスを最大化するためにこれをラ
イトバックに設定することを推奨します。

directsync: writethrough と同様に、ホスト
ページキャッシュはバイパスします。

unsafe: 安全でないキャッシュモードは、
キャッシュ転送操作を完全に無視します。
名前が示すように、このキャッシュモード
は、データ損失が懸念しない一時的なデー
タにのみ使用する必要があります。この
モードは、ゲストのインストールを迅速化
するのに便利ですが、実稼働環境では別の
キャッシュモードに切り替える必要があり
ます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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disk_prefix = None 文字列値 インスタンスに接続されているデバイスのデフォル
トディスク接頭辞を上書きします。

これが設定されている場合は、バスの空きディスク
デバイス名を特定するために使用されます。

値:

たとえば、sda や hda などの有効なディス
クデバイス名になります。これは、デバイ
ス名が、sd、xvd、uvd、vd などの仮想化タ
イプの一般的に既知のデバイス名の接頭辞
と異なる場合にのみ必要です。

関連するオプション:

virt_type: 使用するデバイスの種類に影響
します。これにより、デフォルトのディス
ク接頭辞が決まります。

enabled_perf_events = [] リスト値 統計を監視および収集するパフォーマンスイベン
ト。

これにより、イベントのリストを指定してゲストの
低レベルのパフォーマンスを監視し、Linux カーネル
の perf インフラストラクチャーを使用する libvirt ド
ライバーを介して関連する統計を収集できます。こ
の設定属性が設定されると、Nova は libvirt ゲスト
XML を生成して指定されたイベントを監視します。

たとえば、CPU サイクルの数 (合計/ 経過) とキャッ
シュミスの数を監視するには、次のように有効にし
ます。

[libvirt]
enabled_perf_events = cpu_clock, 
cache_misses

可能な値: 文字列リスト。サポートされているイベン
トのリストをここで見つけることができます。Intel 
CMT イベント - `cmt、mbmbt および mbml - 最
近の Linux カーネルバージョン (4.14+) ではサポート
されておらず、nova によって無視されます。

__
https://libvirt.org/formatdomain.html#elementsPerf.

設定オプション = デフォルト
値
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file_backed_memory = 0 整数値 ファイルベースのメモリーに利用可能な容量 (MiB 単
位)。

ファイルベースのメモリーを無効にするには 0 に設
定します。

有効にすると、インスタンスは 
/etc/libvirt/qemu.conf の memory_backing_dir
オプションで指定したディレクトリーにメモリー
ファイルを作成します。デフォルトの場所は 
/var/lib/libvirt/qemu/ram です。

有効にすると、このオプションに定義された値は
ノードのメモリー容量として報告されます。コン
ピュートノードシステムのメモリーは、カーネルの
ページキャッシュメカニズムを介してファイルベー
スのメモリーのキャッシュとして使用されます。

a. 注意: この機能は hugepages と互換性があ
りません。

b. note:: この機能はメモリーのオーバーコミッ
トと互換性がありません。

関連するオプション:

virt_type は kvm または qemu に設定する
必要があります。

ram_allocation_ratio は 1.0 に設定する必
要があります。

gid_maps = [] リスト値 guid ターゲットと範囲のリスト。Syntax は guest-
gid:host-gid:count です。最大 5 つまで許容されま
す。

hw_disk_discard = None 文字列値 nova 管理ディスク用の discard オプション。

以下が必要です。

Libvirt >= 1.0.6

Qemu> = 1.5 (raw 形式)

Qemu>= 1.6 (qcow2 形式)

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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hw_machine_type = None リスト値 qemu ゲストまたは KVM ゲストの場合は、ホスト
アーキテクチャーごとにデフォルトのマシン種別を
指定するには、このオプションを設定します。お使
いの環境でサポートされているマシンタイプのリス
トは、virsh capabilities コマンドの出力を確認す
ることで見つけることができます。この設定オプ
ションの値の形式は host-arch=machine-type で
す。例: 
x86_64=machinetype1,armv7l=machinetype2

`images_rbd_ceph_conf = ` 文字列値 使用する Ceph 設定ファイルへのパス

images_rbd_glance_copy
_poll_interval = 15

整数値 イメージをローカル rbd ストアにコピーするように
要求した後、Glance をポーリングする間隔 (秒単
位)。これは、Glance にコピー完了の報告を依頼す
る頻度に影響するため、すぐにわかるように十分に
短くする必要がありますが、Glance サーバーに過度
の負荷が発生するほど積極的ではありません。

関連するオプション:

images_type - rbd に設定する必要がありま
す。

images_rbd_glance_store_name - must be
set to a store name

images_rbd_glance_copy
_timeout = 600

整数値 Glance がローカル rbd ストアへのイメージコピーを
完了するまで待機する全体の最大時間。これは、
ローカルストアとイメージが通常存在するストアと
の間のネットワークリンクを介して大きなイメージ
をコピーできるようにするのに十分な長さである必
要があります。これを長く設定することの欠点は、
イメージコピーが停止したり、処理が遅すぎて役に
立たない場合を捉えることです。実際のエラーは
Glance によって報告され、ポーリング間隔に従って
通知されます。

関連オプション: * images_type - rbd に設定する必要
があります。* images_rbd_glance_store_name - ス
トア名に設定する必要があります。*
images_rbd_glance_copy_poll_interval - 障害通知ま
での時間を制御します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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`images_rbd_glance_store_na
me = `

文字列値 このノードで使用されている rbd クラスターを表す
Glance ストアの名前。設定すると、Nova は既存の
非ローカルストアからこのオプションで指定された
ストアにイメージをコピーするように、起動前に
Glance に要求できるため、適切なコピーオンライト
動作が維持されます。

関連するオプション:

images_type - rbd に設定する必要がありま
す。

images_rbd_glance_copy_poll_interval - ス
テータスのポーリング頻度を制御します。

images_rbd_glance_copy_timeout - 全体的
なコピータイムアウトを制御します。

images_rbd_pool = rbd 文字列値 rbd ボリュームが保存される RADOS プール

images_type = default 文字列値 VM イメージの形式。

default が指定されている場合には、このフラグの代
わりに use_cow_images フラグが使用されます。

関連するオプション:

compute.use_cow_images

images_volume_group

[workarounds]/ensure_libvirt_rbd_instance_
dir_cleanup

compute.force_raw_images

images_volume_group = 
None

文字列値 images_type=lvm を指定すると、仮想マシンイメー
ジに使用される LVM ボリュームグループ

関連するオプション:

images_type

設定オプション = デフォルト
値
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inject_key = False ブール値 起動時に SSH キーの挿入を許可します。

これを実行するために、イメージ内にエージェント
は必要ありません。ホストで libguestfs が利用可能
な場合は、それが使用されます。それ以外の場合は
nbd が使用されます。イメージのファイルシステム
がマウントされ、REST API 呼び出しで提供される
SSH キーは root ユーザーの SSH キーとして挿入さ
れ、そのユーザーの authorized_keys に追加され
ます。必要に応じて SELinux コンテキストが設定さ
れます。インスタンスがボリュームから起動する
と、インジェクションができ ない ことに注意してく
ださい。

この設定オプションは、インスタンスディスクを直
接変更できるようにし、config_drive オプションまた
はメタデータサービスからのデータを使用して
cloud-init が実行できる内容には影響しません。

Linux ディストリビューションゲストのみ。

関連するオプション:

inject_partition: このオプションは、ファ
イルシステムの検出および使用方法につい
て決定します。また、インジェクションを
無効にすることもできます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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inject_partition = -2 整数値 データを挿入するためにファイルシステムを選択す
る方法を決定します。

libguestfs は、データの挿入に使用されます。
libguestfs がルートパーティションを特定できない場
合 (ルートパーティションが複数または少ないた
め)、またはファイルシステムをマウントできない場
合、エラーが発生し、インスタンスは起動しませ
ん。

値:

-2 ⇒ データの挿入を無効にします。

-1 ⇒ libguestfs でマウントするファイルシス
テムでルートパーティションを見つけます

0 ⇒ イメージが分割されていません

>0 ⇒ 注入に使用するパーティションの数

Linux ディストリビューションゲストのみ。

関連するオプション:

inject_key: このオプションが SSH キーの
挿入を許可する場合、inject_partition の
-1 以上の値に依存します。

inject_password: このオプションが管理
者パスワードの挿入を許可する場合
は、inject_partition の -1 以上の値に依存
します。

[guestfs]/debug この設定オプションで
libguestfs のデバッグログレベルを有効にで
きます。より詳細な出力は、問題のデバッ
グに役立ちます。

virt_type: lxc を virt_type として使用する
場合、単一のパーティションイメージとし
て処理されます。

設定オプション = デフォルト
値
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inject_password = False ブール値 create および rebuild プロセス時のみなどに、管理
者パスワードの挿入を許可します。

これを実行するために、イメージ内にエージェント
は必要ありません。ホストで libguestfs が利用可能
な場合は、それが使用されます。それ以外の場合は
nbd が使用されます。イメージのファイルシステム
がマウントされ、管理者パスワードが REST API 呼び
出しに提供されたものが root ユーザーのパスワード
としてインジェクトされます。利用可能な root ユー
ザーがない場合、インスタンスは起動せず、エラー
が発生します。インスタンスがボリュームから起動
すると、インジェクションができ ない ことに注意し
てください。

Linux ディストリビューションゲストのみ。

値:

インジェクションを許可します。

インジェクションを無効にします。REST
API が提供する管理者パスワード経由はす
べて警告なしで無視されます。

関連するオプション:

inject_partition: このオプションは、ファ
イルシステムの検出および使用方法につい
て決定します。また、インジェクションを
無効にすることもできます。

iscsi_iface = None 文字列値 オフロードサポートが必要な場合に、ターゲットへ
の接続に使用する iSCSI トランスポートが必要で
す。

デフォルトの形式は <transport_name>.
<hwaddress> です。<transport_name> は
(be2iscsi、bnx2i、cxgb3i、cxgb4i、qla4xxx、
ocs、tcp) のいずれかであり、<hwaddress> はイ
ンターフェイスの MAC アドレスであり、iscsiadm 
-m iface コマンドで生成されます。ここで指定する 
iscsi_iface パラメーターと実際のトランスポート
名を混同しないでください。

iser_use_multipath = 
False

ブール値 iSER ボリュームのマルチパス接続を使用します。

iSER ボリュームはマルチパスデバイスとして接続で
きます。これにより、高可用性とフォルトトレラン
スが提供されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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live_migration_bandwidth 
= 0

整数値 移行時に使用する最大帯域幅 (MiB/秒)。

0 に設定すると、ハイパーバイザーは適切なデフォ
ルトを選択します。一部のハイパーバイザーはこの
機能をサポートしておらず、帯域幅が 0 ではない場
合はエラーを返します。詳細は libvirt のドキュメン
トを参照してください。

live_migration_completio
n_timeout = 800

整数値 操作を中止する前に、移行がデータの転送を正常に
完了するまで待機する時間 (秒単位)。

値は、転送されるゲスト RAM あたり 2 GiB あたり
で、最小 2 GiB の境界が低くなっています。通常、
ダウンタイムの遅延 * ダウンタイムステップよりも
大きくする必要があります。タイムアウトを無効に
するには 0 に設定します。

関連するオプション:

live_migration_downtime

live_migration_downtime_steps

live_migration_downtime_delay

live_migration_downtime 
= 500

整数値 ライブマイグレーションスイッチオーバーの最大許
容ダウンタイム (ミリ秒単位)。

最小 100 ミリ秒まで丸められます。ライブマイグ
レーションをより迅速に完了させたい場合や、ライ
ブマイグレーション間の切り替え中にゲストを一時
停止できるようにすることで、ライブマイグレー
ションのタイムアウトエラーを回避したい場合は、
この値を大きくすることができます。

関連するオプション:

live_migration_completion_timeout

live_migration_downtime
_delay = 75

整数値 移行のダウンタイムが各ステップで増加するまでの
待機時間 (秒単位)。

最小遅延は 3 秒です。値は、転送されるゲスト RAM
あたり 2 GiB あたりで、デバイスあたり最低 2 GiB
のバインドが低くなっています。

live_migration_downtime
_steps = 10

整数値 最大ダウンタイム値に達する増分ステップの数。

少なくとも 3 つのステップに丸められます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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live_migration_inbound_a
ddr = None

ホストのアドレス
値

このホストのライブマイグレーションアドレスとし
て使用される IP アドレス。

このオプションは、このハイパーバイザーに移行す
るときにライブマイグレーショントラフィックの
ターゲットとして使用する IP アドレスを示します。
このメタデータは、ライブマイグレーショントラ
フィックのソースによって使用され、マイグレー
ション URI が構築されます。

このオプションが None に設定されている場合、移
行先のコンピュートノードのホスト名が使用されま
す。

このオプションは、ライブマイグレーションのトラ
フィックがネットワークプレーンに大きく影響する
環境で役に立ちます。ライブマイグレーショントラ
フィックに別のネットワークを使用すると、この設
定オプションを使用して管理ネットワークに影響が
及ばないようにすることができます。

live_migration_permit_au
to_converge = False

ブール値 このオプションにより、nova は自動収束を使用して
ライブマイグレーションを開始できます。

ライブマイグレーションの進行が遅い場合に、自動
収束が CPU ダウンします。自動収束は、このフラグ
が True に設定されている場合にのみ使用されます。
また、使用中の libvirt および QEMU のバージョンに
より、ポストコピーが許可またはポストコピーが利
用できない場合にのみ使用されます。

関連するオプション:

live_migration_permit_post_copy

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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live_migration_permit_po
st_copy = False

ブール値 このオプションにより、nova は、移行が完了する必
要のあるメモリーの上限が上限になるように、ライ
ブマイグレーションをポストコピーモードに切り替
えることができます。Post-copy には libvirt>=1.3.3 お
よび QEMU>=2.5.0 が必要です。

live_migration_completion_timeout で定義した
タイムアウトに到達
し、live_migration_timeout_action が
force_complete に設定されていると、コピー後の
モードは自動的にアクティベートされます。タイム
アウトなし、または中止を選択した場合
(live_migration_completion_timeout = 0)、ポ
ストコピーへの自動切り替えが行われないことに注
意してください。

ライブマイグレーションの強制完全な API は、許可
された場合にコピー後にも使用します。post-copy
モードが利用できない場合は、仮想マシンが一時停
止するように強制し、ライブマイグレーションの操
作が完了するようにします。

post-copy モードを使用する場合、移行元ホストと
移行先ホストがネットワーク接続を失った場合は、
ライブマイグレーションされている仮想マシンを再
起動する必要があります。詳細は、管理ガイドを参
照してください。

関連するオプション:

live_migration_permit_auto_converge

live_migration_timeout_action

設定オプション = デフォルト
値
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live_migration_scheme = 
None

文字列値 ライブマイグレーショントラフィックのソースに
よって使用されるライブマイグレーションの URI ス
キーム。

デフォルトの libvirt ライブマイグレーションスキー
ムをオーバーライドします (virt_type に依存しま
す)。このオプションが None に設定されている場
合、nova はハイパーバイザーに基づいて適切なデ
フォルトを自動的に選択します。ハイパーバイザー
が特定のスキームをサポートしていることが分から
ない場合は、この変更は推奨されません。

関連するオプション:

virt_type: このオプションは、virt_type
が kvm または qemu に設定されている場
合にのみ意味があります。

live_migration_uri: live_migration_uri
値が None でない場合、ライブマイグレー
ションに使用されるスキームは代わりに 
live_migration_uri から取得されます。

live_migration_timeout_a
ction = abort

文字列値 このオプション
は、live_migration_completion_timeout の期限
が切れた後に仮想マシンに対して実行するアクショ
ンを決定するのに使用します。デフォルトでは、ラ
イブマイグレーション操作は完了タイムアウト後に
中止されます。force_complete に設定された場
合、ポストコピーが有効で利用可能かどうかによっ
て、コンピュートサービスは VM を一時停止する
か、ポストコピーを起動します 
(live_migration_permit_post_copy が True に設
定されている場合)。

関連するオプション:

live_migration_completion_timeout

live_migration_permit_post_copy

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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live_migration_tunnelled 
= False

ブール値 トンネル化された移行を有効にします。

このオプションにより、移行データが libvirtd 接続で
転送されるトンネル化された移行機能が有効になり
ます。有効にすると、VIR_MIGRATE_TUNNELLED
移行フラグを使用し、ハイパーバイザーからハイ
パーバイザーへの直接通信を許可するようにネット
ワークを設定する必要がなくなります。False の場合
は、ネイティブトランスポートを使用します。設定
されていない場合、Nova はハイパーバイザーでのネ
イティブ暗号化サポートの可用性など、適切なデ
フォルトをベースとして選択します。このオプショ
ンを有効にすると、パフォーマンスに大きく影響し
ます。

このオプションは、ブロックマイグレーションの使
用と互換性がありません。

非推奨: 23.0.0

理由: トンネル化されたライブマイグレーションには
固有の制限が 2 つあります。そして、それには莫大
なパフォーマンスコストがかかります。これらの問
題は両方とも ``live_migration_with_native_tls`` (事
前に設定された TLS 環境が必要です) によって解決
されます。これは、すべてのライブマイグレーショ
ンストリームを保護するための推奨されるアプロー
チです。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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live_migration_uri = None 文字列値 ライブマイグレーショントラフィックのソースに
よって使用されるライブマイグレーションターゲッ
ト URI。

デフォルトの libvirt ライブマイグレーションター
ゲット URL をオーバーライドします (virt_type に依
存します)。含まれる %s は、移行ターゲットのホス
ト名、または設定されている場合は 
live_migration_inbound_addr に置き換えられま
す。

このオプションを None に設定すると (これがデフォ
ルトです)、Nova は以下のリストにある 4 つのサ
ポートされる virt_type のみに基づいて 
live_migration_uri 値を自動的に生成します。

kvm: qemu+tcp://%s/system

qemu: qemu+tcp://%s/system

parallels: parallels+tcp://%s/system

関連するオプション:

live_migration_inbound_addr: 
live_migration_inbound_addr の 値が
None ではな
く、live_migration_tunnelled が False
の場合、ライブマイグレーションの uri とし
て live_migration_uri の代わりにター
ゲットコンピュートノードの IP/ホスト名ア
ドレスが使用されます。

live_migration_scheme: 
live_migration_uri が設定されていない場
合、ライブマイグレーションに使用される
スキームは代わりに 
live_migration_scheme から取得されま
す。

非推奨となったバージョン: 15.0.0

理由: live_migration_uri は非推奨で、ライブマイグ
レーションスキームとターゲット URI を変更できる
他の 2 つのオプション、``live_migration_scheme``
と ``live_migration_inbound_addr`` に変更されまし
た。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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live_migration_with_nativ
e_tls = False

ブール値 ライブマイグレーション時に QEMU ネイティブ TLS
暗号化を使用します。

このオプションにより、マイグレーションストリー
ム (ゲスト RAM とデバイスの状態) と ディスクスト
リームの両方がネイティブ TLS (QEMU に組み込ま
れた TLS サポート) で転送されるようになります。

前提条件: 関連するすべてのコンピュートノードで
TLS 環境が正しく設定されている。つまり、認証局
(CA)、サーバー、クライアント証明書、それらに対
応する鍵、およびそれらのファイルパーミッション
が適切に配置され、検証されていることを意味す
る。

注記:

マイグレーションストリームとディスクス
トリームを暗号化するに
は、live_migration_tunnelled の代わり
に live_migration_with_native_tls が望
ましい設定属性です。

live_migration_tunnelled は、主要な 2
つの理由により長期で非推奨になりまし
た。(a) は、パフォーマンスが大幅に低下
し、ブロックマイグレーションと互換性が
ない (b) です。したがって、コンピュート
ノードに libvirt 4.4.0 および QEMU 2.11.0 以
上がある場合
は、live_migration_with_native_tls を
使用することを強く推奨します。

live_migration_tunnelled および 
live_migration_with_native_tls は同時
に使用しないでください。

live_migration_tunnelled とは異な
り、live_migration_with_native_tls は
ブロック移行と互換性があります。つま
り、このオプションを使用すると、ディス
クがターゲットホストに移行される NBD ス
トリームが暗号化されます。

関連するオプション:

live_migration_tunnelled: libvirtd 経由で移行スト
リーム (ディスクストリームではない) を転送しま
す。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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max_queues = None 整数値 マルチキューゲストの作成時に有効にできる virtio
キューペアの最大数。割り当てられる virtio キューの
数は、ゲストによって要求される CPU と定義される
最大値のどちらか小さい方です。デフォルトでは、
この値は none に設定されています。つまり、報告さ
れたカーネルのメジャーバージョンに基づくレガ
シー制限が使用されます。

mem_stats_period_secon
ds = 10

整数値 メモリー使用量の統計期間の秒数。ゼロまたは負の
値を指定すると、メモリー使用率の統計が無効にな
ります。

nfs_mount_options = 
None

文字列値 NFS クライアントに渡されるマウントオプション。
詳細は、nfs の man ページの セクションを参照して
ください。

マウントオプションは、ファイルシステムのマウン
ト方法と、このマウントポイント上のファイルへの
アクセス時に NFS クライアントがどのように動作す
るかを制御します。

値:

コンマで区切られたマウントオプションを
表す文字列。

例の文字列: vers=3,lookupcache=pos

nfs_mount_point_base = 
$state_path/mnt

文字列値 NFS ボリュームがコンピュートノードにマウントさ
れているディレクトリー。デフォルトは、nova の
Python モジュールがインストールされている場所の
mnt ディレクトリーです。

NFS は、OpenStack Block Storage サービスの共有
ストレージを提供します。

値:

マウントポイントの絶対パスを表す文字
列。

num_aoe_discover_tries 
= 3

整数値 AoE ターゲットを再検出してボリュームを見つける
回数。

Nova は、AOE (ATA over Ethernet) 経由でホストに
接続するブロックストレージをサポートしていま
す。このオプションを使用すると、ユーザーは AoE
デバイスを検出できる再試行の最大試行回数を指定
できます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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num_iser_scan_tries = 5 整数値 ボリュームを見つけるために iSER ターゲットをス
キャンする回数。

iSER は、RDMA (Remote Direct Memory Access) を
使用するように iSCSI プロトコルを拡張するサー
バーネットワークプロトコルです。このオプション
を使用すると、ユーザーは iSER ボリュームを検索す
ることができるスキャン試行の最大数を指定できま
す。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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num_memory_encrypted
_guests = None

整数値 このコンピュートホストで同時に実行できる、暗号
化されたメモリーを持つゲストの最大数。

現在、これは SEV (Secure Encrypted Virtualization)
をサポートする AMD マシンにのみ関連します。この
ようなマシンには、暗号鍵を格納するためのメモ
リーコントローラー内のスロット数が限定されてい
ます。暗号化したメモリーを持つ実行中のゲスト
は、これらのスロットの 1 つを消費します。

このオプションは、今後、他の同等の技術で再利用
できます。マシンがメモリーの暗号化に対応してい
ない場合、オプションは無視され、インベントリー
が 0 に設定されます。

マシンがメモリーの暗号化に対応している場合、現
在 は None という値は、実質的に無制限のインベン
トリーを意味します。つまり、基盤のハードウェア
が独自の制限を実施する場合でも、Nova が起動でき
る SEV ゲストの数に制限はありません。ただし、今
後は、ハードウェアからのインベントリーの自動検
出が可能となることが予想され、その時点で None
の場合、自動検出が自動的に正しい制限を課すこと
になります。

a. 注記:

It is recommended to read :ref:`the 
deployment documentation's
section on this option 
<num_memory_encrypted_guests>` 
before
deciding whether to configure this 
setting or leave it at the
default.

関連するオプション:

:oslo.config:option:libvirt.virt_type を 
kvm に設定する必要があります。

:oslo.config:option:libvirt.hw_machine_t
ype に x86_64=q35 を含めることが推奨さ
れます。詳細は、:ref:deploying-sev-
capable-infrastructure を参照してくだ
さい。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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num_nvme_discover_trie
s = 5

整数値 ボリュームを見つけるために NVMe ターゲットを再
検出する回数

Nova は、NVMe (Non-Volatile Memory Express) 経
由でホストにアタッチするブロックストレージをサ
ポートします。このオプションを使用すると、ユー
ザーは NVMe デバイスを検出できる再試行の最大数
を指定できます。

num_pcie_ports = 0 整数値 インスタンスが取得する PCIe ポートの数。

libvirt では、対象のインスタンスが取得する PCIe
ポートの数をカスタマイズすることができます
(pcie-root-port コントローラー)。一部はデフォルト
で使用されますが、残りはホットプラグの使用に利
用されます。

デフォルトでは、ホットプラグを制限する空きポー
トが 1 - 2 だけあります。

詳細:
https://github.com/qemu/qemu/blob/master/docs/
pcie.txt

aarch64/virt の最大値の QEMU の制限により、28 に
設定されます。

デフォルト値 0 は、libvirt へのポート数の計算を行
います。

num_volume_scan_tries 
= 5

整数値 ボリュームを検索するために特定のストレージプロ
トコルをスキャンする回数。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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911

https://github.com/qemu/qemu/blob/master/docs/pcie.txt


pmem_namespaces = [] リスト値 永続メモリー (pmem) 名前空間を設定します。

これらの名前空間は、すでにホスト上に作成されて
いる必要があります。この設定オプションは、以下
の形式になります。

"$LABEL:$NSNAME[&verbar;$NSNAME]
[,$LABEL:$NSNAME[&verbar;$NSNAME]]"

$NSNAME は pmem 名前空間の名前で
す。

$LABEL は 1 つのリソースクラスを表し、
これはリソースクラス名を 
CUSTOM_PMEM_NAMESPACE_$LAB
EL として生成するために使用されます。

以下に例を示します。

[libvirt]
pmem_namespaces=128G:ns0|ns1|ns2|n
s3,262144MB:ns4|ns5,MEDIUM:ns6|ns7

quobyte_client_cfg = 
None

文字列値 Quobyte クライアント設定ファイルへのパス。

quobyte_mount_point_ba
se = $state_path/mnt

文字列値 Quobyte ボリュームがコンピュートノードにマウン
トされているディレクトリー。

Nova は Quobyte ストレージバックエンドに Block
Storage サービスボリュームの格納を可能にする
Quobyte ボリュームドライバーをサポートします。
このオプションは、Quobyte ボリュームをマウント
するディレクトリーのパスを指定します。

値:

マウントポイントの絶対パスを表す文字
列。

rbd_connect_timeout = 5 整数値 最初にクラスターに接続するときの RADOS クライ
アントのタイムアウト (秒単位)。

rbd_destroy_volume_retri
es = 12

整数値 RBD ボリュームを破棄するための再試行回数。

関連するオプション:

[libvirt]/images_type = rbd

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rbd_destroy_volume_retr
y_interval = 5

整数値 RBD ボリュームを破棄するための連続した各再試行
の間に待機する秒数。

関連するオプション:

[libvirt]/images_type = rbd

rbd_secret_uuid = None 文字列値 rbd_user ボリュームのシークレットの libvirt UUID。

rbd_user = None 文字列値 rbd(RADOS Block Devices) ボリュームにアクセスす
るための RADOS クライアント名。

libvirt は、Ceph RBD サーバーへの接続および認証時
にこのユーザーを参照します。

realtime_scheduler_priori
ty = 1

整数値 リアルタイムホストコンテキストの仮想 CPU は、そ
のスケジューリングの優先度で実行されます。優先
順位は、ホストカーネル (通常は 1-99) に依存しま
す。

remote_filesystem_transp
ort = ssh

文字列値 libvirt のリモートファイル操作のためのトランスポー
トメソッド。

libvirt は、ネットワークを介して他のコンピュート
ノードにファイルをコピーするために RPC を使用で
きないため、以下の場合に他の方法を使用する必要
があります。

リモートホストでのディレクトリーの作成

リモートホストでのファイルの作成

リモートホストからのファイルの削除

リモートホストへのファイルのコピー

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

第9章 NOVA

913



rescue_image_id = None 文字列値 破損したインスタンスからレスキューデータにブー
トするイメージの ID。

レスキュー REST API オペレーションが使用するイ
メージの ID を提供しない場合、この ID によって参
照されるイメージが使用されます。このオプション
が設定されていない場合には、インスタンスのイ
メージが使用されます。

値:

イメージの ID、または何もしな
い。Amazon Machine Image (AMI) を参照
する場合は、設定オプション 
rescue_kernel_id と 
rescue_ramdisk_id も設定することを検
討してください。何も設定しないと、イン
スタンスのイメージが使用されます。

関連するオプション:

rescue_kernel_id: 選択したレスキューイ
メージでカーネルディスクを個別に定義で
きる場合、このオプションの値が指定され
ていれば、それが使用されます。これ
は、Amazon の AMI/AKI/ARI イメージ
フォーマットがレスキューイメージに使用
される場合です。

rescue_ramdisk_id: 選択したレスキュー
イメージで RAM ディスクを個別に定義でき
る場合、このオプションの値が指定されて
いる場合に使用されます。これ
は、Amazon の AMI/AKI/ARI イメージ
フォーマットがレスキューイメージに使用
される場合です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rescue_kernel_id = None 文字列値 レスキューイメージで使用するカーネル (AKI) イ
メージの ID。

選択したレスキューイメージがカーネルディスクの
個別の定義を許可する場合は、指定した場合はこの
オプションの値が使用されます。これは、Amazon
の AMI/AKI/ARI イメージフォーマットがレスキュー
イメージに使用される場合です。

値:

カーネルイメージの ID または何もしない。
何も指定しないと、インスタンスのカーネ
ルディスクが使用されます (いずれか 1 つで
起動した場合)。

関連するオプション:

rescue_image_id: そのオプションが
Amazon の AMI/AKI/ARI イメージ形式のイ
メージを指している場合
は、rescue_kernel_id も使用すると便利
です。

rescue_ramdisk_id = 
None

文字列値 レスキューイメージで使用する RAM ディスク (ARI)
イメージの ID。

選択したレスキューイメージが RAM ディスクの個別
の定義を許可する場合は、指定した場合はこのオプ
ションの値が使用されます。これは、Amazon の
AMI/AKI/ARI イメージフォーマットがレスキューイ
メージに使用される場合です。

値:

RAM ディスクイメージの ID。何も指定しな
いと、インスタンスの RAM ディスクは、イ
ンスタンスの RAM ディスクを使用して起動
されます。

関連するオプション:

rescue_image_id: そのオプションが
Amazon の AMI/AKI/ARI イメージ形式のイ
メージを指している場合
は、rescue_ramdisk_id も使用すると便
利です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rng_dev_path = 
/dev/urandom

文字列値 ホストのエントロピーのソースとして使用される
RNG (乱数ジェネレーター) デバイスへのパス。
libvirt 1.3.4 以降、任意のパス (読み取りの場合は乱数
を返す) が受け入れられます。推奨されるエントロ
ピーのソースは /dev/urandom MYBACKUPDIR-
ipmilanit はノンブロッキングであるため、比較的高
速で、/dev/random (レガシーインターフェイス) の
制限を回避しています。詳細 (および異なる RNG
ソース間の比較) については、Linux カーネル API ド
キュメントの [u]random:
http://man7.org/linux/man-
pages/man4/urandom.4.html および
http://man7.org/linux/man-
pages/man7/random.7.html の項を参照してくださ
い。

rx_queue_size = None 整数値 virtio rx キューサイズを設定します。

このオプションは、vhost および vhost-user バック
エンドを使用する virtio-net デバイスでのみ利用でき
ます。QEMU/KVM でのみ利用できます。libvirt v2.3
QEMU v2.7 が必要です。

`smbfs_mount_options = ` 文字列値 SMBFS クライアントに渡されるマウントオプショ
ン。

SMBFS オプションを、すべてのパラメーターを含む
単一の文字列として提供します。詳細は、man ペー
ジの mount.cifs を参照してください。libvirt-qemu 
uid および gid を指定する必要があることに注意し
てください。

smbfs_mount_point_base 
= $state_path/mnt

文字列値 SMBFS 共有が、コンピュートノードにマウントされ
ているディレクトリー。

snapshot_compression = 
False

ブール値 qcow2 イメージのスナップショット圧縮を有効にし
ます。

注記: snapshot_image_format を qcow2 に設定
すると、元のイメージタイプとは別に、すべてのス
ナップショットが qcow2 形式で強制的に設定でき
ます。

関連するオプション:

snapshot_image_format

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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snapshot_image_format = 
None

文字列値 イメージサービスに送信する際に、スナップショッ
トイメージの形式を決定します。

これが設定されている場合は、スナップショットを
イメージサービスに送信する際に使用される形式を
決定します。設定されていない場合、デフォルトは
ソースイメージと同じタイプになります。

snapshots_directory = 
$instances_path/snapsho
ts

文字列値 libvirt ドライバーがイメージサービスにアップロード
する前にスナップショットを保存する場所

sparse_logical_volumes = 
False

ブール値 このフラグが True に設定されている場合、スパース
論理ボリューム (virtualsize を使用) を作成します。

非推奨となったバージョン: 18.0.0

理由: スパース論理ボリュームは、テストされていな
いのでサポートされていない機能です。LVM 論理ボ
リュームは、デフォルトで事前に割り当てられま
す。シンプロビジョニングが必要な場合は、Cinder
のシンプロビジョニングボリュームを使用します。

swtpm_enabled = False ブール値 ゲストでエミュレーションされた TPM (Trusted
Platform Module) を有効にします。

swtpm_group = tss 文字列値 swtpm バイナリーが実行されるグループ。

エミュレーションされた TPM を使用する
と、swtpm バイナリーが実行されて TPM デバイス
がエミュレーションされます。このバイナリーが実
行されるユーザーは libvirt の設定に依存し、デフォ
ルトは tss です。

コールドマイグレーションとサイズ変更をサポート
するために、nova は、swtpm バイナリーが実行され
ているグループを認識して、ノード間で移動された
後にファイルが適切な所有権を取得できるようにす
る必要があります。

関連するオプション:

swtpm_user も設定する必要があります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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swtpm_user = tss 文字列値 swtpm バイナリーを実行するユーザー。

エミュレーションされた TPM を使用する
と、swtpm バイナリーが実行されて TPM デバイス
がエミュレーションされます。このバイナリーが実
行されるユーザーは libvirt の設定に依存し、デフォ
ルトは tss です。

コールドマイグレーションとサイズ変更をサポート
するために、nova は、swtpm バイナリーが実行され
ているユーザーを認識して、ノード間で移動された
後にファイルが適切な所有権を取得できるようにす
る必要があります。

関連するオプション:

swtpm_group も設定する必要がありま
す。

sysinfo_serial = unique 文字列値 仮想 BIOS でゲストに公開されるホスト serial UUID
の設定に使用するデータソース。unique 以外の選
択肢はすべて、インスタンスを別のホストに移行す
る際にシリアルを変更します。このオプションの選
択を変更すると、停止して再起動されると、このホ
ストの既存のインスタンスにも影響します。インス
タンスの移行時に変更されないため、デフォルトの
選択 (unique) を使用することが推奨されます。た
だし、インスタンスごとのシリアル番号に加えてホ
ストごとのシリアル番号が必要な場合は、ホストア
グリゲートを使用してフレーバーを制限することを
検討してください。

tx_queue_size = None 整数値 virtio tx キューサイズを設定します。

このオプションは、vhost-user バックエンドを使用
する virtio-net デバイスでのみ利用できます。
QEMU/KVM でのみ利用できます。libvirt v3.7 QEMU
v2.10 が必要です。

uid_maps = [] リスト値 uid ターゲットと範囲のリスト。Syntax は guest-
uid:host-uid:count です。最大 5 つまで許容されま
す。

use_virtio_for_bridges = 
True

ブール値 KVM/QEMU のブリッジインターフェイスに virtio を
使用

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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virt_type = kvm 文字列値 libvirt が使用する仮想化タイプ (またはドメインタイ
プと呼ばれるもの) を記述します。

このタイプの選択は、このホストに選択した基礎と
なる仮想化ストラテジーと一致する必要がありま
す。

関連するオプション:

connection_uri: これに依存します。

disk_prefix: これにより異なります。

cpu_mode: これによって異なります。

cpu_models: これによって異なります。

volume_clear = zero 文字列値 一時ディスクの削除時に、一時ディスクを消去する
方法。LVM がバッキングストレージとして設定され
ている場合に限り有効です。

関連するオプション:

images_type - lvmに設定する必要がありま
す。

volume_clear_size

volume_clear_size = 0 整数値 volume_clear オプションで設定した方法でクリア
される、割り当てられたボリュームの開始からカウ
ントされるエリアのサイズ (MiB 単位)。

値:

0 - ボリューム全体を消去

>0 - 明確に指定した MiB の量です。

関連するオプション:

images_type - lvmに設定する必要がありま
す。

volume_clear - を設定する必要がありま
す。この値は、このオプションに影響を与
えるために none とは異なる必要がありま
す。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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volume_use_multipath = 
False

ブール値 iSCSI または FC ボリュームのマルチパス接続を使用
します。

ボリュームは、マルチパスデバイスとして LibVirt で
接続できます。これにより、高可用性とフォルトト
レランスが提供されます。

vzstorage_cache_path = 
None

文字列値 SSD キャッシュファイルへのパス。

SSD ドライブをクライアントに割り当て、ドライブ
を設定して頻繁にアクセスされるデータのローカル
キャッシュを保存できます。クライアントの SSD ド
ライブにローカルキャッシュがあると、クラスター
全体のパフォーマンスを最大 10 以上に増やすことが
できます。WARNING!サーバーグレードにはない
SSD モデルが多数あり、電源損失時に任意のデータ
セットが遅れる可能性があります。このような SSD
は、Vstorage で使用しないでください。データの破
損や不整合が発生する可能性があるため、危険で
す。安全であることが分かっている SSD モデルを手
動で参照するか、vstorage-hwflush-check(1) ユー
ティリティーを使用して検証してください。

このオプションは、複数の共有からキャッシュを分
離するために "%(cluster_name)s" テンプレートを含
むパスを定義します。

関連するオプション:

vzstorage_mount_opts には、より詳細な
キャッシュオプションが含まれる場合があ
ります。

vzstorage_log_path = 
/var/log/vstorage/%
(cluster_name)s/nova.log.
gz

文字列値 vzstorage クライアントログへのパス。

このオプションは、クラスター操作のログを定義し
ます。これには、複数の共有からのログを分離する
ために "%(cluster_name)s" テンプレートを含める必
要があります。

関連するオプション:

vzstorage_mount_opts には、より詳細なロ
ギングオプションが含まれる場合がありま
す。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vzstorage_mount_group 
= qemu

文字列値 所有者グループ名をマウントします。

このオプションは、Vzstorage クラスターのマウント
ポイントの所有者グループを定義します。

関連するオプション:

vzstorage_mount_* group of parameters

vzstorage_mount_opts = 
[]

リスト値 pstorage-mount の追加マウントオプション

これらの詳細な説明
は、https://static.openvz.org/vz-
man/man1/pstorage-mount.1.gz.html を参照してくだ
さい。形式は、"[-v, -R , 500]" などの引数リストを示
す python 文字列です。-c、-l、-C、-u、-g、-m な
どの引数リストの Python 文字列表現です。これらの
オプションは、明示的な vzstorage_* オプションであ
るためです。

関連するオプション:

他のすべての vzstorage_* オプション

vzstorage_mount_perms 
= 0770

文字列値 マウントアクセスモード。

このオプションは、Vzstorage クラスターマウントポ
イントのアクセスビットを、chmod(1) ユーティリ
ティーの 1 つと同様の形式 (0770 など) で定義しま
す。0 から 7 までの 1 桁から 4 桁で構成され、先頭の
桁が欠落している場合は 0 と見なされます。

関連するオプション:

vzstorage_mount_* group of parameters

vzstorage_mount_point_
base = $state_path/mnt

文字列値 Virtuozo Storage クラスターがコンピュートノード
にマウントされているディレクトリー。

このオプションは、Vzstorage クラスターの標準以外
のマウントポイントを定義します。

関連するオプション:

vzstorage_mount_* group of parameters

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vzstorage_mount_user = 
stack

文字列値 所有者のユーザー名をマウントします。

このオプションは、Vzstorage クラスターのマウント
ポイントの所有者ユーザーを定義します。

関連するオプション:

vzstorage_mount_* group of parameters

wait_soft_reboot_second
s = 120

整数値 ソフトリブート要求後にインスタンスがシャットダ
ウンするのを待機する秒数。インスタンスがこの
ウィンドウ内でシャットダウンしない場合は、ハー
ドリブートにフォールバックします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.27. metrics

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [metrics] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。

表9.26 metrics

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

required = True ブール値 指標が必要かどうか。

この設定は、使用できないメトリックの処理方法を
決定します。このオプションを True に設定すると、
メトリックが利用できない場合に例外が発生するた
め、メトリックフィルターを使用してホストを重み
付けする前に使用することが推奨されます。

値:

ブール値。False の場合、ホストで使用でき
ないメトリックはホストの重みを metrics 
weight_of_unavailable に設定します。

関連するオプション:

[metrics] weight_of_unavailable
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weight_multiplier = 1.0 浮動小数点の値 報告された指標に基づいてホストを重み付けするた
めに使用される乗数。

メトリックを使用してホストの適合性を重み付けす
るには、このオプションを使用して、以下のよう
に、計算された重みがホストに割り当てられた重み
にどのように影響するかを変更することができま
す。

>1.0: 全体の重みに対するメトリックの影響
を増加します。

1.0: 計算された重みに変更なし。

>0.0,<1.0: 全体の重みに対するメトリック
の影響を減少します。

0.0: メトリック値は無視され、代わりに 
[metrics] weight_of_unavailable オプ
ションの値が返されます。

>-1.0,<0.0: 効果が減少し、逆になります。

-1.0: 効果が反転します。

<-1.0: 効果が比例して増加し、逆になりま
す。

値:

整数または浮動小数点の値。ここで、値は
この重み付け関数の乗数比率に対応しま
す。

関連するオプション:

[filter_scheduler] weight_classes

[metrics] weight_of_unavailable

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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weight_of_unavailable = -
10000.0

浮動小数点の値 使用できないメトリックのデフォルトの重み。

以下の条件が満たされると、実際のメトリック値の
代わりにこの値が使用されます。

[metrics] weight_setting で指定された
メトリックの 1 つがホストで使用でき
ず、required の値が False です。

[metrics] weight_setting でメトリック
に指定された比率が 0 です。

[metrics] weight_multiplier オプション
は 0 に設定されています。

値:

整数または浮動小数点の値。ここで、値は
この重み付け関数の乗数比率に対応しま
す。

関連するオプション:

[metrics] weight_setting

[metrics] required

[metrics] weight_multiplier

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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weight_setting = [] リスト値 重量修飾子へのメトリックのマッピング。

この設定は、重み付けするメトリックと各メトリッ
クの相対比率を指定します。これは，コンマで区切
られた一連の 1 つ以上のname=ratio の組からなる単
一の文字列値であるべきで、ここで name は計量さ
れるメートル法の名前、ratio はそのメートル法に対
する相対的な重量です。

比率が 0 に設定されている場合、メトリック値は無
視され、代わりに重みが [metrics] 
weight_of_unavailable オプションの値に設定さ
れることに注意してください。

たとえば、このオプションが設定されているケース
を見てみましょう。

`name1=1.0, name2=-1.3`

最終的な重みは以下のようになります。

`(name1.value * 1.0) + (name2.value * -1.3)`

値:

コンマで区切られた 0 個以上のキー/値のペ
アのリストです。キーは、メトリックの名
前を表す文字列で、値はそのメトリックの
数値の重みになります。いずれかの値が 0
に設定されている場合、その値は無視さ
れ、重みは [metrics] 
weight_of_unavailable オプションの値
に設定されます。

関連するオプション:

[metrics] weight_of_unavailable

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.28. mks

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [mks] グループで使用できるオプションの概要をまとめ
たものです。

表9.27 mks

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enabled = False ブール値 仮想マシンのグラフィカルコンソールアクセスを有
効にします。
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mksproxy_base_url = 
http://127.0.0.1:6090/

URI 値 MKS Web コンソールプロキシーの場所

応答の URL は、WebMKS プロキシーをポイントしま
す。これは、クライアントと、インスタンスが実行
される対応する vCenter サーバーとの間のプロキ
シーを開始します。Web ベースのコンソールアクセ
スを使用するには、WebMKS プロキシーをインス
トールし、設定する必要があります。

値:

http://host:port/ または 
https://host:port/形式の有効な URL でな
ければなりません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.29. neutron

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [neutron] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。

表9.28 neutron

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth-url = None 文字列値 認証 URL

auth_section = None 文字列値 プラグイン固有のオプションを読み込む config セク
ション

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

connect-retries = None 整数値 接続エラーに対して試行される再試行の最大数。

connect-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 接続エラーに対する 2 つの再試行の遅延 (秒単位)。
設定されていない場合は、最大 60 秒まで 0.5 秒から
開始する指数関数の再試行が使用されます。
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default-domain-id = None 文字列値 v3 および v2 パラメーターで使用するオプションの
ドメイン ID。これは v3 のユーザーとプロジェクトド
メインの両方に使用され、v2 認証では無視されま
す。

default-domain-name = 
None

文字列値 v3 API および v2 パラメーターで使用するオプション
のドメイン名です。これは v3 のユーザーとプロジェ
クトドメインの両方に使用され、v2 認証では無視さ
れます。

default_floating_pool = 
nova

文字列値 Floating IP プールのデフォルト名。

Floating IP アドレスの割り当てに使用する Floating
IP プールの名前を指定します。このオプションは、
ポートバインディング応答で Neutron が Floating IP
プール名を指定しない場合にのみ使用されます。

domain-id = None 文字列値 スコープするドメイン ID

domain-name = None 文字列値 スコープするドメイン名

endpoint-override = None 文字列値 このクライアントのリクエストには常にこのエンド
ポイント URL を使用します。注意: バージョンを指
定しないエンドポイントはここで指定する必要があ
ります。特定の API バージョンを要求するに
は、version、min-version オプション、または 
max-version オプション、もしくはそれを組み合わ
せてを使用します。

extension_sync_interval 
= 600

整数値 Neutron に拡張機能を問い合わせるまで待機する秒
数を表す整数値。この秒数の後、次に Nova が
Neutron でリソースを作成する必要がある場合、
Neutron にロードした拡張機能を要求します。値を
0 に設定すると、待機なしで拡張機能が更新されま
す。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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http_retries = 3 整数値 失敗した http 呼び出しで neutronclient が再試行され
る回数。

0 は、接続が 1 回のみ試行されることを意味します。
正の整数に設定すると、接続に失敗すると何度も再
試行されます。たとえば、これを 3 に設定すると、
接続合計の試みは 4 になります。

値:

整数値。0 は、接続が 1 回のみ試行されるこ
とを意味します。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

`metadata_proxy_shared_secr
et = `

文字列値 このオプションは、Neutron メタデータ要求に対す
るプロキシー要求の検証に使用される共有シーク
レット文字列を保持します。使用するには、X-
Metadata-Provider-Signature ヘッダーをリクエス
トに指定する必要があります。

関連するオプション:

service_metadata_proxy

ovs_bridge = br-int 文字列値 Open vSwitch 統合ブリッジのデフォルト名。

OpenvSwitch が使用する統合ブリッジインターフェ
イスの名前を指定します。このオプションは、
Neutron がポートバインディング応答で OVS ブリッ
ジ名を指定しない場合にのみ使用されます。

password = None 文字列値 ユーザーのパスワード

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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physnets = [] リスト値 このホストに存在する物理ネットワークのリスト。

リストされた各 physnet 似対し
て、[neutron_physnet_$PHYSNET] という追加
のセクションが設定ファイルに追加されます。各セ
クションには、単一の設定オプション 
numa_nodes を指定する必要があります。これ
は、この物理ネットワークに関連付けられたすべて
の NUMA ノードに対するノード ID のリストでなけ
ればなりません。以下に例を示します。

[neutron]
physnets = foo, bar

[neutron_physnet_foo]
numa_nodes = 0

[neutron_physnet_bar]
numa_nodes = 0,1

このオプションを使用して記載されていない 物理
ネットワークは、特定の NUMA ノードアフィニ
ティーを持つものとして処理されます。

トンネル型ネットワーク (VXLAN, GRE, …​) はこの方
法では説明できず、代わりに [neutron_tunnel] グ
ループを使用して設定されます。以下に例を示しま
す。

[neutron_tunnel]
numa_nodes = 1

関連するオプション:

[neutron_tunnel] numa_nodes を使用
して、すべてのトンネリングネットワーク
の NUMA アフィニティーを設定できます。

[neutron_physnet_$PHYSNET] 
numa_nodes は、このオプションで指定
した $PHYSNET の各値に対して設定する
必要があります。

project-domain-id = None 文字列値 プロジェクトを含むドメイン ID

project-domain-name = 
None

文字列値 プロジェクトを含むドメイン名

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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project-id = None 文字列値 スコープするプロジェクト ID

project-name = None 文字列値 スコープするプロジェクト名

region-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
region_name。

service-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_name。

service-type = network 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_type。

service_metadata_proxy 
= False

ブール値 True に設定すると、このオプションは Neutron を使
用してメタデータ要求をプロキシー送信し、インス
タンス ID を解決することを示しています。それ以外
の場合は、インスタンス ID を X-Instance-ID ヘッ
ダーのメタデータ要求に渡す必要があります。

関連するオプション:

metadata_proxy_shared_secret

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

status-code-retries = 
None

整数値 再試行可能な HTTP ステータスコードに対して試行
される再試行の最大数。

status-code-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 再試行可能なステータスコードに対する 2 つの再試
行間の遅延 (秒単位)。設定されていない場合は、最
大 60 秒まで 0.5 秒から開始する指数関数の再試行が
使用されます。

system-scope = None 文字列値 システム操作のスコープ

tenant-id = None 文字列値 テナント ID

tenant-name = None 文字列値 テナント名

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

trust-id = None 文字列値 Trust ID

user-domain-id = None 文字列値 ユーザーのドメイン ID

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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user-domain-name = 
None

文字列値 ユーザーのドメイン名

user-id = None 文字列値 User ID

username = None 文字列値 ユーザー名

valid-interfaces = 
['internal', 'public']

リスト値 エンドポイント URL のインターフェイスのリスト
(優先順)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.30. 通知

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [notifications] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表9.29 通知

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

bdms_in_notifications = 
False

ブール値 有効な場合は、バージョン付けされた通知ペイロー
ドにブロックデバイス情報を含めます。情報をデー
タベースから読み込む必要があるため、デフォルト
でブロックデバイス情報の送信は、システムでオー
バーヘッドが発生する可能性があるため、デフォル
トで無効になっています。

default_level = INFO 文字列値 送信通知のデフォルト通知レベル。

notification_format = 
unversioned

文字列値 nova が出力すべき通知形式を指定します。

バージョン付けされた通知インターフェイスはレガ
シーインターフェイスと同等で、バージョン化され
たインターフェイスはアクティブに開発され、新し
いコンシューマーはバージョン付けされたインター
フェイスを使用する必要があります。

ただし、従来のインターフェイスは ceilometer と他
の成熟した OpenStack コンポーネントによって多用
化されているため、デフォルトのままです。

[oslo_messaging_notifications] グループに 
driver=noop を設定して、通知を完全に無効にでき
ることに注意してください。

バージョン付けされた通知のリスト
は、https://docs.openstack.org/nova/latest/referen
ce/notifications.html に表示されます。
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notify_on_state_change = 
None

文字列値 設定されている場合は、インスタンスの状態の変更
時に compute.instance.update 通知を送信します。

通知の詳細
は、https://docs.openstack.org/nova/latest/referen
ce/notifications.html を参照してください。

versioned_notifications_t
opics = 
['versioned_notifications']

リスト値 nova が発行するバージョン化された通知のトピック
を指定します。

デフォルト値はほとんどのデプロイメントでは問題
ありませんが、変更が必要になることはほとんどあ
りません。ただし、バージョン付けされた通知を使
用するサードパーティーのサービスがある場合は、
そのサービスのトピックを取得することが望ましい
場合があります。Nova は、バージョン別の通知ペイ
ロードを含むメッセージを、このリストの各トピッ
クキューに送信します。

バージョン付けされた通知のリスト
は、https://docs.openstack.org/nova/latest/referen
ce/notifications.html に表示されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.31. oslo_concurrency

以下の表では、/etc/nova/nova.conf ファイルの [oslo_concurrency] グループで利用可能なオプショ
ンについて説明しています。

表9.30 oslo_concurrency

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

disable_process_locking 
= False

ブール値 プロセス間ロックを有効または無効にします。

lock_path = None 文字列値 ロックファイルに使用するディレクトリー。セキュ
リティー上、指定したディレクトリーは、ロックが
必要なプロセスを実行しているユーザーのみが書き
込み可能である必要があります。デフォルトは環境
変数 OSLO_LOCK_PATH です。外部ロックを使用す
る場合は、ロックパスを設定する必要があります。

9.1.32. oslo_messaging_amqp

以下の表では、/etc/nova/nova.conf ファイルの [oslo_messaging_amqp] グループで利用可能なオプ
ションの概要を説明します。

表9.31 oslo_messaging_amqp
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

addressing_mode = 
dynamic

文字列値 ドライバーが使用するアドレスモードを示します。
許可される値:legacy - レガシーのルーティング不可
能なアドレス指定を使用します。routable - ルー
ティング可能なアドレスを使用します。dynamic -
メッセージバスがルーティングをサポートしていな
い場合はレガシーのアドレスを使用します。それ以
外の場合は、ルーティング可能なアドレスを使用し
ます。

anycast_address = 
anycast

文字列値 コンシューマーのグループに送信する際に、アドレ
ス接頭辞に追加されます。コンシューマー間でラウ
ンドロビン方式で配信される必要のあるメッセージ
を特定するために、メッセージバスで使用されま
す。

broadcast_prefix = 
broadcast

文字列値 すべてのサーバーにブロードキャストする場合に使
用されるアドレス接頭辞

connection_retry_backoff 
= 2

整数値 フェイルオーバーの試みに失敗するたびに、
connection_retry_interval をこの秒数だけ増やしま
す。

connection_retry_interval 
= 1

整数値 再接続を試みる前に一時停止する秒数。

connection_retry_interval
_max = 30

整数値 connection_retry_interval +
connection_retry_backoff の上限

container_name = None 文字列値 AMQP コンテナーの名前。グローバルで一意でなけ
ればなりません。デフォルトは、生成された UUID
です。

default_notification_exch
ange = None

文字列値 通知アドレスで使用される変換名。エクスチェンジ
名の解決の優先順位:Target.exchange、他に設定さ
れている場合は default_notification_exchange、他に
設定されている場合は control_exchange、他に設定
されている場合は notify

default_notify_timeout = 
30

整数値 送信された通知メッセージ配信の期限。呼び出し元
がタイムアウトを明示的に指定しない場合にのみ使
用されます。

default_reply_retry = 0 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で失敗した返信メッ
セージを再送信する最大試行回数。

default_reply_timeout = 
30

整数値 rpc 返信メッセージ配信の期限。
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default_rpc_exchange = 
None

文字列値 RPC アドレスで使用される変換名。エクスチェンジ
名の解決の優先順位:Target.exchange、他に設定さ
れている場合は default_rpc_exchange、他に設定さ
れている場合は control_exchange、他に設定されて
いる場合は rpc

default_send_timeout = 
30

整数値 rpc キャストまたは呼び出しメッセージ配信の期限。
呼び出し元がタイムアウトを明示的に指定しない場
合にのみ使用されます。

default_sender_link_time
out = 600

整数値 アイドル状態の送信者リンクのパージをスケジュー
ルする時間。期限切れ後にリンクの割り当てを解除
します。

group_request_prefix = 
unicast

文字列値 グループの任意のサーバーに送信する際のアドレス
接頭辞

idle_timeout = 0 整数値 非アクティブな接続のタイムアウト (秒単位)

link_retry_delay = 10 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で失敗した AMQP 1.0
リンクの再接続間に一時停止する時間。

multicast_address = 
multicast

文字列値 ファンアウトメッセージを送信するときにアドレス
接頭辞に追加されます。ファンアウトメッセージを
識別するためにメッセージバスによって使用されま
す。

notify_address_prefix = 
openstack.org/om/notify

文字列値 すべての生成される通知アドレスのアドレス接頭辞

notify_server_credit = 100 整数値 受信通知メッセージのウィンドウサイズ

pre_settled = ['rpc-cast', 
'rpc-reply']

多値 このタイプのメッセージを事前処置状態で送信しま
す。事前処置されたメッセージは、ピアから確認応
答を受信しません。注記: 事前処置されたメッセージ
は、配信に失敗した場合に警告なしに破棄される可
能性があります。許可される値:rpc-call - RPC 呼び
出しを事前処置状態で送信します。rpc-reply- RPC
返信を事前処置状態で送信します。rpc-cast - RPC
キャストを事前処置状態で送信します。notify - 通知
を事前処置状態で送信します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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pseudo_vhost = True ブール値 仮想ホスト (qpidd など) をネイティブにサポートし
ていないメッセージバスの仮想ホストサポートを有
効にします。true に設定すると、仮想ホスト名はす
べてのメッセージバスアドレスに追加され、結果と
して仮想ホストごとにプライベート サブネット を作
成します。メッセージバスが仮想ホストの名前とし
て AMQP 1.0 オープン遂行動詞の hostname フィー
ルドを使用して仮想ホストをサポートする場合は
False に設定します。

reply_link_credit = 200 整数値 受信する RPC 返信メッセージのウィンドウサイズ。

rpc_address_prefix = 
openstack.org/om/rpc

文字列値 すべての生成される RPC アドレスのアドレス接頭辞

rpc_server_credit = 100 整数値 受信する RPC リクエストメッセージのウィンドウサ
イズ。

`sasl_config_dir = ` 文字列値 SASL 設定が含まれるディレクトリーへのパス

`sasl_config_name = ` 文字列値 設定ファイルの名前 (.conf 接尾辞なし)

`sasl_default_realm = ` 文字列値 ユーザー名にレルムが存在しない場合に使用する
SASL レルム

`sasl_mechanisms = ` 文字列値 許可される SASL メカニズムのスペース区切りリス
ト

server_request_prefix = 
exclusive

文字列値 特定のサーバーに送信する時に使用するアドレス接
頭辞

ssl = False ブール値 SSL 経由で接続を試みます。その他の ssl 関連のパラ
メーターが指定されていない場合、システムの CA
バンドルを使用してサーバーの証明書を検証しま
す。

`ssl_ca_file = ` 文字列値 サーバーの証明書の検証に使用する CA 証明書 PEM
ファイル

`ssl_cert_file = ` 文字列値 クライアント認証用の自己識別証明書 PEM ファイル

`ssl_key_file = ` 文字列値 ssl_cert_file 証明書の署名に使用される秘密鍵 PEM
ファイル (オプション)

ssl_key_password = 
None

文字列値 ssl_key_file を復号するためのパスワード (暗号化され
ている場合)

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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ssl_verify_vhost = False ブール値 デフォルトでは、SSL は、サーバーの証明書の名前
が transport_url のホスト名と一致することを確認し
ます。設定によっては、代わりに仮想ホスト名を使
用することが望ましい場合があります。たとえば、
サーバーが Server Name Indication TLS 拡張
(rfc6066) を使用して、仮想ホストごとの証明書を提
供する場合などです。サーバーの SSL 証明書が DNS
名ではなく仮想ホスト名を使用する場合は、
ssl_verify_vhost を True に設定します。

trace = False ブール値 デバッグ: AMQP フレームを標準出力 (stdout) にダ
ンプします。

unicast_address = 
unicast

文字列値 特定の RPC/通知サーバーに送信する際に、アドレス
接頭辞に追加されます。単一の送信先に送信された
メッセージを識別するためにメッセージバスによっ
て使用されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.33. oslo_messaging_kafka

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [oslo_messaging_kafka] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表9.32 oslo_messaging_kafka

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

compression_codec = 
none

文字列値 プロデューサーによって生成されたすべてのデータ
の圧縮コーデック。設定されていない場合、圧縮は
使用されません。この設定に許可される値は、kafka
バージョンに依存することに注意してください。

conn_pool_min_size = 2 整数値 接続有効期限ポリシーのプールサイズ制限

conn_pool_ttl = 1200 整数値 プールのアイドル状態の接続の存続期間 (秒単位)

consumer_group = 
oslo_messaging_consum
er

文字列値 Kafka コンシューマーのグループ ID。あるグループ
のコンシューマーは、メッセージ消費を調整しま
す。

enable_auto_commit = 
False

ブール値 非同期コンシューマーコミットを有効にします。
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kafka_consumer_timeout 
= 1.0

浮動小数点の値 Kafka コンシューマーのデフォルトタイムアウト

kafka_max_fetch_bytes = 
1048576

整数値 Kafka コンシューマーの最大フェッチバイト

max_poll_records = 500 整数値 ポーリング呼び出しで返されるレコードの最大数

pool_size = 10 整数値 Kafka コンシューマーのプールサイズ

producer_batch_size = 
16384

整数値 プロデューサーの非同期送信のバッチサイズ

producer_batch_timeout 
= 0.0

浮動小数点の値 KafkaProducer バッチ処理の遅延の上限 (秒単位)

sasl_mechanism = PLAIN 文字列値 セキュリティープロトコルが SASL である際のメカ
ニズム

security_protocol = 
PLAINTEXT

文字列値 ブローカーとの通信に使用されるプロトコル

`ssl_cafile = ` 文字列値 サーバーの証明書の検証に使用する CA 証明書 PEM
ファイル

`ssl_client_cert_file = ` 文字列値 認証に使用されるクライアント証明書の PEM ファイ
ル。

`ssl_client_key_file = ` 文字列値 認証に使用されるクライアントキーの PEM ファイ
ル。

`ssl_client_key_password = ` 文字列値 認証に使用されるクライアントキーパスワードファ
イル。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.34. oslo_messaging_notifications

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [oslo_messaging_notifications] グループで使用できる
オプションの概要をまとめたものです。

表9.33 oslo_messaging_notifications
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

driver = [] 多値 通知の送信を処理するドライバー。使用できる値は
messaging、messagingv2、routing、log、test、
noop です。

retry = -1 整数値 リカバリー可能なエラーが原因で配信に失敗した通
知メッセージを再送信する最大試行回数。0 - 再試行
なし、-1 - 無限回

topics = ['notifications'] リスト値 OpenStack の通知に使用する AMQP トピック。

transport_url = None 文字列値 通知に使用するメッセージングドライバーを表す
URL。設定されていない場合は、RPC に使用される
ものと同じ設定にフォールバックします。

9.1.35. oslo_messaging_rabbit

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [oslo_messaging_rabbit] グループで使用できるオプ
ションの概要をまとめたものです。

表9.34 oslo_messaging_rabbit

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

amqp_auto_delete = False ブール値 AMQP の自動削除キュー。

amqp_durable_queues = 
False

ブール値 AMQP で永続キューを使用します。

direct_mandatory_flag = 
True

ブール値 (非推奨) ダイレクト送信のための RabbitMQ 必須フ
ラグを有効/無効にします。直接送信は応答として使
用されるため、クライアントキューが存在しない場
合には MessageUndeliverable 例外が発生します。
MessageUndeliverable 例外はタイムアウトをループ
して、送信者が回復する可能性が高くなります。こ
のフラグは非推奨になり、この機能を非アクティブ
化することはできません。

enable_cancel_on_failove
r = False

ブール値 x-cancel-on-ha-failover フラグを有効にして、
rabbitmq サーバーがキューが停止しているときにコ
ンシューマーをキャンセルし、通知できるようにし
ます。
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heartbeat_in_pthread = 
False

ブール値 デフォルトでは、ネイティブ Python スレッドを介し
てヘルスチェックハートビートスレッドを実行しま
す。このオプションが False の場合、ヘルスチェッ
クハートビートは親プロセスから実行モデルを継承
します。たとえば、親プロセスが eventlet/greenlet
を使用して stdlib にモンキーパッチを適用した場
合、ハートビートはグリーンスレッドを介して実行
されます。This option should be set to True only for
the wsgi services.

heartbeat_rate = 2 整数値 heartbeat_timeout_threshold 中、ハートビートを確
認する回数。

heartbeat_timeout_thresh
old = 60

整数値 ハートビートの keep-alive が失敗した場合に Rabbit
ブローカーがダウンとみなされるまでの秒数 (0 は
ハートビートを無効にします)。

kombu_compression = 
None

文字列値 実験的用途: 許容値は gzip、bz2 です。設定されてい
ない場合、圧縮は使用されません。このオプション
は、今後のバージョンで利用できない可能性があり
ます。

kombu_failover_strategy 
= round-robin

文字列値 現在接続しているノードが利用できなくなった場合
に、次の RabbitMQ ノードを選択する方法を指定し
ます。設定で複数の RabbitMQ ノードが指定される
場合に限り有効になります。

kombu_missing_consum
er_retry_timeout = 60

整数値 応答のないクライアントが応答を送信するのを待つ
時間。この時間が経過すると無視します。この値は
rpc_response_timeout より長くすることはできませ
ん。

kombu_reconnect_delay 
= 1.0

浮動小数点の値 AMQP コンシューマーの取り消し通知への応答で、
再接続するまでの待機時間。

rabbit_ha_queues = False ブール値 RabbitMQ (x-ha-policy: all) の HA キューの使用を試
みます。このオプションを変更する場合は、
RabbitMQ データベースを消去する必要がありま
す。RabbitMQ 3.0 では、キューを宣言する際に x-
ha-policy 引数によってキューのミラーリングが制御
されなくなりました。すべてのキュー (自動生成され
た名前のキューを除く) がすべてのノードでミラーリ
ングされるようにするには、"rabbitmqctl set_policy
HA ^(?!amq\.).* {"ha-mode": "all"}" を実行します。

rabbit_interval_max = 30 整数値 RabbitMQ 接続を再試行する最大間隔。デフォルト
は 30 秒です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rabbit_login_method = 
AMQPLAIN

文字列値 RabbitMQ ログイン方法

rabbit_qos_prefetch_cou
nt = 0

整数値 事前フェッチするメッセージの数を指定します。ゼ
ロに設定すると、無制限のメッセージのフェッチが
許可されます。

rabbit_retry_backoff = 2 整数値 RabbitMQ に接続する際に再試行間でバックオフす
る長さ

rabbit_retry_interval = 1 整数値 RabbitMQ との接続を再試行する頻度。

rabbit_transient_queues_
ttl = 1800

整数値 キューの TTL (x-expires) の期間 (秒単位) を表す正の
整数。TTL の期間使用されないキューは自動的に削
除されます。このパラメーターは応答キューとファ
ンアウトキューにのみ影響します。

ssl = False ブール値 SSL 経由で接続します。

`ssl_ca_file = ` 文字列値 SSL 認証局ファイル (SSL が有効な場合にのみ有
効)。

`ssl_cert_file = ` 文字列値 SSL 証明書ファイル (SSL が有効な場合にのみ有
効)。

`ssl_key_file = ` 文字列値 SSL キーファイル (SSL が有効な場合にのみ有効)。

`ssl_version = ` 文字列値 使用する SSL バージョン (SSL が有効な場合にのみ
有効)。有効な値は TLSv1 および SSLv23 です。
SSLv2、SSLv3、TLSv1_1、および TLSv1_2 は、一部
のディストリビューションで利用できます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.36. oslo_middleware

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [oslo_middleware] グループで使用できるオプションの
概要をまとめたものです。

表9.35 oslo_middleware

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enable_proxy_headers_p
arsing = False

ブール値 アプリケーションがプロキシーの背後であるかどう
か。これにより、ミドルウェアがヘッダーを解析す
べきかどうかを決定します。
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max_request_body_size = 
114688

整数値 各リクエストの本文の最大サイズ (バイト単位)。

secure_proxy_ssl_header 
= X-Forwarded-Proto

文字列値 SSL 終端プロキシーによって非表示であった場合で
も、元のリクエストプロトコルスキームを決定する
ために使用される HTTP ヘッダー。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.37. oslo_policy

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [oslo_policy] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表9.36 oslo_policy

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enforce_new_defaults = 
False

ブール値 このオプションは、ポリシーを評価するときに古い
非推奨のデフォルトを使用するかどうかを制御しま
す。True の場合、古い非推奨のデフォルトは評価さ
れません。これは、既存のトークンが古いデフォル
トで許可されているが、新しいデフォルトで許可さ
れていない場合、許可されないことを意味します。
新しいデフォルトと scope_type の利点を一緒に得
ることができるように、このフラグを 
enforce_scope フラグと一緒に有効にすることを
推奨します

enforce_scope = False ブール値 このオプションは、ポリシーを評価する際にスコー
プを適用するかどうかを制御します。True の場合、
リクエストで使用されるトークンのスコープは、適
用されるポリシーの scope_types と比較されま
す。スコープが一致しない場合、InvalidScope 例
外が発生します。False の場合、ポリシーが一致し
ないスコープで呼び出されていることを運用者に通
知するメッセージが記録されます。

policy_default_rule = 
default

文字列値 デフォルトルール。要求されたルールが見つからな
い場合に適用されます。

policy_dirs = ['policy.d'] 多値 ポリシー設定ファイルが保存されるディレクト
リー。これは、config_dir オプションで定義される検
索パス内の任意のディレクトリーへの相対パスか、
絶対パスにすることができます。このディレクト
リーの検索には、policy_file で定義されたファイルが
存在している必要があります。存在しないディレク
トリーまたは空のディレクトリーは無視されます。
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policy_file = policy.yaml 文字列値 ロールを指定のサービスのパーミッションにマッピ
ングするファイルの相対パスまたは絶対パス。相対
パスは、このオプションを設定する設定ファイルに
対する相対パスとして指定する必要があります。

remote_content_type = 
application/x-www-form-
urlencoded

文字列値 REST ベースのポリシーチェックのデータを送受信す
るコンテンツ種別

remote_ssl_ca_crt_file = 
None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用の認証局証明書
ファイルの絶対パス

remote_ssl_client_crt_file 
= None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用のクライアント証
明書の絶対パス

remote_ssl_client_key_fil
e = None

文字列値 REST ベースのポリシーチェック用のクライアント鍵
ファイルの絶対パス

remote_ssl_verify_server
_crt = False

ブール値 REST ベースのポリシーチェックのサーバーアイデン
ティティー検証

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.38. pci

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [pci] グループで使用できるオプションの概要をまとめた
ものです。

表9.37 pci

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

alias = [] 多値 PCI パススルーデバイス要件のエイリアス。

これにより、すべての PCI プロパティー要件を繰り
返す必要なく、フレーバーの追加スペックでエイリ
アスを指定できます。

これは nova-api サービス用に設定する必要があ
り、nova-compute サービスごとに move 操作を使
用することを前提とします。

以下の値を使用できます。

エイリアスを記述する JSON 値のディク
ショナリー。以下に例を示します。

alias = {
  "name": "QuickAssist",
  "product_id": "0443",
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  "vendor_id": "8086",
  "device_type": "type-PCI",
  "numa_policy": "required"
}

This defines an alias for the Intel 
QuickAssist card. (multi valued). 
Valid
key values are :

`name`
  Name of the PCI alias.

`product_id`
  Product ID of the device in 
hexadecimal.

`vendor_id`
  Vendor ID of the device in 
hexadecimal.

`device_type`
  Type of PCI device. Valid values 
are: `type-PCI`, `type-PF` and
  `type-VF`. Note that `"device_type": 
"type-PF"` **must** be specified
  if you wish to passthrough a device 
that supports SR-IOV in its entirety.

`numa_policy`
  Required NUMA affinity of device. 
Valid values are: `legacy`,
  `preferred` and `required`.

オプションを繰り返すことにより、複数の
エイリアスをサポートします (リスト値は

指定しません)。
alias = { "name": "QuickAssist-1",
"product_id": "0443", "vendor_id":
"8086", "device_type": "type-PCI",
"numa_policy": "required" } alias = {
"name": "QuickAssist-2", "product_id":
"0444", "vendor_id": "8086",
"device_type": "type-PCI",
"numa_policy": "required" }

passthrough_whitelist = [] 多値 仮想マシンで利用可能な PCI デバイスのホワイトリ
スト。

値:

ホワイトリスト化された PCI デバイスを記
述する JSON ディクショナリー。以下の形
式を

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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使用します。

["vendor_id": "<id>",] ["product_id": "
<id>",] ["address": "[[[[<domain>]:]
<bus>]:][<slot>][.[<function>]]" |
"devname": "<name>",] {"<tag>": "
<tag_value>",}

Where `[` indicates zero or one 
occurrences, `{` indicates zero or
multiple occurrences, and 
`&verbar;` mutually exclusive 
options. Note that any
missing fields are automatically 
wildcarded.

Valid key values are :

`vendor_id`
  Vendor ID of the device in 
hexadecimal.

`product_id`
  Product ID of the device in 
hexadecimal.

`address`
  PCI address of the device. Both 
traditional glob style and regular
  expression syntax is supported. 
Please note that the address 
fields are
  restricted to the following 
maximum values:

domain - 0xFFFF

bus - 0xFF

slot - 0x1F

function - 0x7

`devname`
  Device name of the device (for e.g. 
interface name). Not all PCI devices
  have a name.

`<tag>`
  Additional `<tag>` and 
`<tag_value>` used for matching PCI 
devices.
  Supported `<tag>` values are :

physical_network

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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trusted

有効な例は、

passthrough_whitelist =
{"devname":"eth0",
"physical_network":"physnet"}
passthrough_whitelist =
{"address":":0a:00."}
passthrough_whitelist =
{"address":":0a:00.",
"physical_network":"physnet1"}
passthrough_whitelist =
{"vendor_id":"1137",
"product_id":"0071"}
passthrough_whitelist =
{"vendor_id":"1137",
"product_id":"0071", "address":
"0000:0a:00.1",
"physical_network":"physnet1"}
passthrough_whitelist = {"address":
{"domain": ".", "bus": "02", "slot":
"01", "function": "[2-7]"},
"physical_network":"physnet1"}
passthrough_whitelist =
{"address":{"domain": ".", "bus":
"02", "slot": "0[1-2]", "function": ".*"},
"physical_network":"physnet1"}
passthrough_whitelist =
{"devname": "eth0",
"physical_network":"physnet1",
"trusted": "true"}

相互排他的オプションを指定するた
め、以下は無効です。

passthrough_whitelist =
{"devname":"eth0",
"physical_network":"physnet",
"address":":0a:00."}

上記の形式に対応する JSON ディクショナ
リーの JSON リスト。以下に

例を示します。

passthrough_whitelist =
[{"product_id":"0001",
"vendor_id":"8086"},
{"product_id":"0002",
"vendor_id":"8086"}]

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.39. placement

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [placement] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表9.38 placement
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth-url = None 文字列値 認証 URL

auth_section = None 文字列値 プラグイン固有のオプションを読み込む config セク
ション

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

connect-retries = None 整数値 接続エラーに対して試行される再試行の最大数。

connect-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 接続エラーに対する 2 つの再試行の遅延 (秒単位)。
設定されていない場合は、最大 60 秒まで 0.5 秒から
開始する指数関数の再試行が使用されます。

default-domain-id = None 文字列値 v3 および v2 パラメーターで使用するオプションの
ドメイン ID。これは v3 のユーザーとプロジェクトド
メインの両方に使用され、v2 認証では無視されま
す。

default-domain-name = 
None

文字列値 v3 API および v2 パラメーターで使用するオプション
のドメイン名です。これは v3 のユーザーとプロジェ
クトドメインの両方に使用され、v2 認証では無視さ
れます。

domain-id = None 文字列値 スコープするドメイン ID

domain-name = None 文字列値 スコープするドメイン名

endpoint-override = None 文字列値 このクライアントのリクエストには常にこのエンド
ポイント URL を使用します。注意: バージョンを指
定しないエンドポイントはここで指定する必要があ
ります。特定の API バージョンを要求するに
は、version、min-version オプション、または 
max-version オプション、もしくはそれを組み合わ
せてを使用します。

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。
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keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

password = None 文字列値 ユーザーのパスワード

project-domain-id = None 文字列値 プロジェクトを含むドメイン ID

project-domain-name = 
None

文字列値 プロジェクトを含むドメイン名

project-id = None 文字列値 スコープするプロジェクト ID

project-name = None 文字列値 スコープするプロジェクト名

region-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
region_name。

service-name = None 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_name。

service-type = placement 文字列値 エンドポイント URL 検出のデフォルト
service_type。

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

status-code-retries = 
None

整数値 再試行可能な HTTP ステータスコードに対して試行
される再試行の最大数。

status-code-retry-delay = 
None

浮動小数点の値 再試行可能なステータスコードに対する 2 つの再試
行間の遅延 (秒単位)。設定されていない場合は、最
大 60 秒まで 0.5 秒から開始する指数関数の再試行が
使用されます。

system-scope = None 文字列値 システム操作のスコープ

tenant-id = None 文字列値 テナント ID

tenant-name = None 文字列値 テナント名

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

trust-id = None 文字列値 Trust ID

user-domain-id = None 文字列値 ユーザーのドメイン ID

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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user-domain-name = 
None

文字列値 ユーザーのドメイン名

user-id = None 文字列値 User ID

username = None 文字列値 ユーザー名

valid-interfaces = 
['internal', 'public']

リスト値 エンドポイント URL のインターフェイスのリスト
(優先順)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.40. powervm

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [powervm] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。

表9.39 powervm

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

disk_driver = localdisk 文字列値 PowerVM ディスクに使用するディスクドライバー。
PowerVM は、localdisk および PowerVM 共有スト
レージプールのディスクドライバーに対応します。

関連するオプション:

volume_group_name - localdisk を使用する
場合に必要です。

proc_units_factor = 0.1 浮動小数点の値 各仮想 CPU に提供される物理プロセッサーコン
ピュート電力の算出に使用される係数。つまり、値
が 1.0 の場合は物理プロセッサー全体を意味します
が、0.05 は物理プロセッサーの 1/20 分の 1/20 にな
ります。

`volume_group_name = ` 文字列値 ブロックデバイスの操作に使用するボリュームグ
ループdisk_driver が localdisk の場合は、この属性を
指定する必要があります。rootvg を使用しないこと
を強く推奨します。これは、管理パーティションで
使用し、いっぱいになるとエラーが発生してしまう
からです。

9.1.41. privsep

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [privsep] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。
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表9.40 privsep

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

capabilities = [] リスト値 privsep デーモンによって保持される Linux 機能のリ
スト。

group = None 文字列値 privsep デーモンを実行する必要のあるグループで
す。

helper_command = None 文字列値 fork メソッドを使用していない場合に privsep デーモ
ンを起動するコマンドを呼び出します。指定のない
場合は、現在の設定を再作成するために設計された
sudo privsep-helper および引数を使用してデフォル
ト値が生成されます。このコマンドは、適切な --
privsep_context および --privsep_sock_path 引数を
使用する必要があります。

logger_name = 
oslo_privsep.daemon

文字列値 Logger name to use for this privsep context.By
default all contexts log with oslo_privsep.daemon.

thread_pool_size = 
<based on operating 
system>

整数値 privsep が同時にプロセスを実行できるスレッドの
数。デフォルトは、システム内の CPU コア数に設定
されます。

user = None 文字列値 privsep デーモンを実行する必要のあるユーザー。

9.1.42. profiler

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [profiler] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表9.41 profiler

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

第9章 NOVA

949



connection_string = 
messaging://

文字列値 通知バックエンドの接続文字列。

デフォルト値は messaging:// で、通知機能を
oslo_messaging に設定します。

使用できる値の例:

messaging://: スパンの送信に
oslo_messaging ドライバーを使用します。

redis://127.0.0.1:6379: スパンの送信に
redis ドライバーを使用します。

mongodb://127.0.0.1:27017: スパンの送
信に mongodb ドライバーを使用します。

elasticsearch://127.0.0.1:9200:
elasticsearch ドライバーを使用してスパン
を送信します。

jaeger://127.0.0.1:6831: スパンの送信に
jaeger トレースを使用します。

enabled = False ブール値 このノード上の全サービスのプロファイリングを有
効にします。

デフォルト値は False です (プロファイリング機能を
無効にします)。

値:

True: 機能を有効にします

False: 機能を無効にします。このプロジェ
クトの操作ではプロファイリングを開始で
きません。プロファイリングが別のプロ
ジェクトでトリガーされた場合には、この
プロジェクトの部分は空になります。

es_doc_type = 
notification

文字列値 elasticsearch の通知インデックスについてのドキュ
メントタイプ。

es_scroll_size = 10000 整数値 elasticsearch は大規模な要求をバッチに分割しま
す。このパラメーターは、各バッチの最大サイズを
定義します (例: es_scroll_size=10000)。

es_scroll_time = 2m 文字列値 このパラメーターは時間値パラメーター
(es_scroll_time=2m など) です。これは、検索に参加
するノードが継続してサポートするために関連する
リソースを維持する時間を示します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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filter_error_trace = False ブール値 エラー/例外を含むフィルタートレースを分離された
場所へ有効にします。

デフォルト値は False に設定されます。

値:

True: エラー/例外を含むフィルタートレー
スを有効にします。

False: フィルターを無効にします。

hmac_keys = 
SECRET_KEY

文字列値 パフォーマンスプロファイリング用にコンテキスト
データの暗号化に使用するシークレットキー。

この文字列値は <key1>[,<key2>,…​<keyn>] の形式にす
る必要があります。各キーはランダムな文字列で
す。REST API 経由でプロファイリングをトリガーす
るユーザーは、REST API 呼び出しのヘッダーにこれ
らのキーの 1 つを設定し、この特定プロジェクトの
ノードのプロファイリング結果が含まれるようにす
る必要があります。

プロファイリングを有効にするには、enabled フラ
グと hmac_keys 設定オプションの両方を設定する必
要があります。また、少なくとも 1 つのキーで全サー
ビス間で正しいプロファイリング情報を生成するに
は、OpenStack プロジェクト間で一貫性を確保する
必要があります。これにより、クライアント側から
を使用して、すべての可能なリソースからの情報を
含むトレースを生成できます。

sentinel_service_name = 
mymaster

文字列値 Redissentinel はサービス名を使用してマスターの
redis サービスを識別します。このパラメーターは名
前を定義します (例: 
sentinal_service_name=mymaster)。

socket_timeout = 0.1 浮動小数点の値 Redissentinel は、接続に timeout オプションを提供
します。このパラメーターは、タイムアウトを定義
します (例: socket_timeout=0.1)。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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trace_sqlalchemy = False ブール値 サービスで SQL 要求のプロファイリングを有効にし
ます。

デフォルト値は False です (SQL 要求はトレースされ
ません)。

値:

True: SQL 要求のプロファイリングを有効
にします。各 SQL クエリーはトレースの一
部となり、それにどの程度の時間を費やし
たかによって分析できます。

False: SQL 要求のプロファイリングを無効
にします。費やした時間は、高いレベルの
操作でのみ表示されます。単一の SQL クエ
リーをこのように分析できません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.43. quota

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [quota] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表9.42 quota

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

cores = 20 整数値 プロジェクトごとに許可されるインスタンスコアま
たは vCPU の数。

値:

正の整数または 0。

-1: クォータを無効にします。

count_usage_from_place
ment = False

ブール値 Placement サービスからクォータ使用状況の数を有
効にします。

Train からは、セルデータベースからカウントするの
ではなく、プレイスメントサービスからコアとラ
ム、API データベースからインスタンスのクォータ
使用量をカウントすることが可能になりました。

これは、配置デプロイメントごとに 1 つの Nova デプ
ロイメントが実行されている場合に適切に機能しま
す。ただし、オペレーターが配置デプロイメントを
共有する複数の Nova デプロイメントを実行してい
る場合は、このオプションを True に設定しないでく
ださい。現在配置サービスでは Nova デプロイメン
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トごとにリソースプロバイダーをパーティション分
割する方法がないためです。このオプションがデ
フォルトのまま、または False に設定されている場
合には、Nova は従来の counting メソッドを使用し
て、セルのデータベースからインスタンス、コア、
および ram のクォータ使用量をカウントします。

このオプションが True に設定されている場合、サイ
ズ変更に関連するクォータの使用動作は影響を受け
ることに注意してください。配置リソースの割り当
ては、サイズ変更が確認されるか、元に戻されるま
で、サイズ変更時にソースの割り当てを保持してい
る間に宛先で要求されます。この間、サーバーが
VERIFY_RESIZE 状態にあると、クォータの使用量は
送信元と宛先の両方のリソース消費を反映します。
これは、ダウンしたサイズを元に戻すために領域を
確保するため便利ですが、サイズ変更の確認または
元に戻すまでクォータの使用量が平文化されること
を意味します。

動作は、ERROR 状態の未スケジュールのサーバーで
も異なります。コンピュートホストにスケジュール
されていない ERROR 状態のサーバーは配置割り当
てを持たないため、コアと ram のクォータ使用量は
消費されません。

動作は SHELVED_OFFLOADED 状態のサーバーでは
異なります。SHELVED_OFFLOADED 状態のサー
バーには配置割り当てがないため、コアと RAM の
クォータ使用量は消費しません。このため、ユー
ザーに、サーバーの状態を外すためにサーバーに必
要とされるコアと RAM をサポートできるクォータが
十分にない場合、要求が拒否される可能性がありま
す。

使用状況を配置からカウントするには、オンライン
データ移行の populate_queued_for_delete およ
び populate_user_id を完了する必要があります。
この設定オプションが True に設定されている場合、
データ移行が完了するまで、各クォータチェック中
の EXISTS データベースクエリーの結果に応じて、
システムはセルデータベースからのレガシークォー
タ使用量カウントにフォールバックします。EXISTS
クエリーによるパフォーマンスの低下を回避したい
場合は、nova-manage db 
online_data_migrations で オンラインデータ移
行を完了するまでこの設定オプションを True に設定
するのを待つべきです。

driver = 
nova.quota.DbQuotaDrive
r

文字列値 クォータチェックの抽象化を提供します。クォータ
チェックに使用する特定のドライバーを設定できま
す。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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injected_file_content_byt
es = 10240

整数値 挿入されたファイルごとに許可されるバイト数。

値:

正の整数または 0。

-1: クォータを無効にします。

injected_file_path_length 
= 255

整数値 許可される最大ファイルパスの長さ。

値:

正の整数または 0。

-1: クォータを無効にします。

injected_files = 5 整数値 許可されるインジェクションファイルの数。

ファイルインジェクションにより、ユーザーは起動
時にデータをインジェクトしてインスタンスのパー
ソナリティーをカスタマイズできます。テキスト
ファイルの挿入のみが許可されます: バイナリーまた
は ZIP ファイルは許可されません。ファイルイン
ジェクション中に、指定したファイルに一致する既
存のファイルの名前が変更され、タイムスタンプで
追加された .bak 拡張子が含まれます。

値:

正の整数または 0。

-1: クォータを無効にします。

instances = 10 整数値 プロジェクトごとに許可されるインスタンス数。

設定可能な値

正の整数または 0。

-1: クォータを無効にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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key_pairs = 100 整数値 ユーザー 1 つにつき許容されるキーペアの最大数。

ユーザーは、プロジェクトごとに少なくとも 1 つの
キーペアを作成し、そのプロジェクトに属する複数
のインスタンスにキーペアを使用することができま
す。

値:

正の整数または 0。

-1: クォータを無効にします。

metadata_items = 128 整数値 インスタンスごとに許可されるメタデータ項目の
数。

インスタンスの作成時にメタデータをインスタンス
に関連付けることができます。このメタデータは
キーと値のペアの形式です。

値:

正の整数または 0。

-1: クォータを無効にします。

ram = 51200 整数値 プロジェクトごとに許可されるインスタンス RAM の
メガバイト数。

値:

正の整数または 0。

-1: クォータを無効にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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recheck_quota = True ブール値 リソースの作成後にクォータを再チェックして、
クォータを超過できないようにします。

デフォルトは True (リソース作成後にクォータを再
確認) ですが、レース要求のためにクォータを超過す
ることを許容すると見なされる場合、追加の負荷を
避けるために False に設定することが可能です。た
とえば、False に設定すると、ユーザーがサーバーを
作成するために非常に並列な REST API 要求を行う場
合、競合時に許可されたクォータよりも多くのサー
バーを作成することができます。クォータが 10 サー
バーの場合、それらはバースト中に 50 を作成できる
可能性があります。バーストの後には、より多くの
サーバーを作成できなくなりますが、サーバーを削
除するまで 50 台のサーバーを保持することができま
す。

最初のクォータチェックはリソースが作成される前
に実行されるので、複数の並列要求が同時に到達す
ると、すべてがクォータチェックとリソースの作成
をパスして、クォータを超過する可能性がありま
す。recheck_quota が True の場合、リソースが作成
された後に 2 回目のクォータチェックが行われ、リ
ソースが quota を超えている場合は削除されて
OverQuota が発生し、通常 REST API ユーザーに対
して 403 応答が返されます。これにより、ユーザー
がクォータを超過する可能性は不可能になります。
ただし、ユーザーが要求を行ったときに利用可能な
クォータが十分であっても、競合が近い場合に、
REST API ユーザーが 403 応答で拒否される可能性
があります。

server_group_members = 
10

整数値 サーバーグループごとのサーバーの最大数。

値:

正の整数または 0。

-1: クォータを無効にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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server_groups = 10 整数値 プロジェクトごとのサーバーグループの最大数。

サーバーグループは、サーバーまたはインスタンス
のグループに対するアフィニティーおよびアンチア
フィニティーのスケジューリングポリシーを制御す
るために使用されます。クォータを縮小しても、既
存のグループには影響はありませんが、クォータを
超えるグループには新しいサーバーは許可されませ
ん。

値:

正の整数または 0。

-1: クォータを無効にします。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.44. rdp

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [rdp] グループで使用できるオプションの概要をまとめ
たものです。

表9.43 rdp

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

enabled = False ブール値 Remote Desktop Protocol (RDP) の関連機能を有効
にします。

Hyper-V は、Nova コンピュートノードで採用されて
いるハイパーバイザーの大半とは異なり、デスク
トップ共有プロトコルとして VNC および SPICE の
代わりに RDP を使用して、インスタンスのコンソー
ルアクセスを提供します。このオプションを使用す
ると、Hyper-V により作成される仮想マシンのグラ
フィカルコンソールアクセスに RDP が有効になりま
す。

注意: RDP は、Hyper-V 仮想化プラットフォームを
サポートするコンピュートノードでのみ有効にする
必要があります。

関連するオプション:

compute_driver: hyperv である必要があ
ります。
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html5_proxy_base_url = 
http://127.0.0.1:6083/

URI 値 エンドユーザーが RDP HTML5 コンソールプロキ
シーへの接続に使用する URL。コンソールプロキ
シーサービスは、この token-embedded URL で呼び
出され、適切なインスタンスへの接続を確立しま
す。

RDP HTML5 コンソールプロキシーサービスは、こ
こで設定されたアドレスをリッスンするように設定
する必要があります。通常、コンソールプロキシー
サービスはコントローラーノードで実行されます。
デフォルトで使用されている localhost アドレスは、
単一ノード環境 (devstack など) でのみ動作するもの
です。

RDP HTML5 プロキシーを使用すると、ユーザーは
RDP を使用して Windows サーバーまたはワークス
テーションのテキストまたはグラフィカルコンソー
ルを介してアクセスできます。RDP HTML5 コン
ソールプロキシーサービスには、FreeRDP、wsgate
がありま
す。https://github.com/FreeRDP/FreeRDP-
WebConnect を参照してください。

値:

<scheme>://<ip-address>:<port-number>/

The scheme must be identical to the 
scheme configured for the RDP 
HTML5
console proxy service. It is `http` or 
`https`.

The IP address must be identical to 
the address on which the RDP 
HTML5
console proxy service is listening.

The port must be identical to the port 
on which the RDP HTML5 console 
proxy
service is listening.

関連するオプション:

rdp.enabled: html5_proxy_base_url を
有効にするには、True に設定する必要があ
ります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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9.1.45. remote_debug

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [remote_debug] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表9.44 remote_debug

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

host = None ホストのアドレス
値

接続するホスト (IP または名前) のデバッグ。

このコマンドラインパラメーターは、別のホストで
実行しているデバッガーを使用して nova サービスに
接続する場合に使用されます。

リモートデバッグオプションを使用すると、nova が
イベントレットライブラリーを使用して非同期 IO を
サポートする方法が変わることに注意してくださ
い。これにより、通常の操作でエラーが発生しない
可能性がありました。自己責任でお使いください。

以下の値を使用できます。

nova サービスに対するコマンドラインパラ
メーターとしてリモートホストの IP アドレ
ス

以下に例を示します。

nova-compute --config-file
/etc/nova/nova.conf --remote_debug-
host <IP address of the debugger>

port = None ポート値 接続するポートをデバッグします。

このコマンドラインパラメーターを使用すると、異
なるホストで実行しているデバッガーで nova サービ
スへの接続に使用するポートを指定できます。

リモートデバッグオプションを使用すると、nova が
イベントレットライブラリーを使用して非同期 IO を
サポートする方法が変わることに注意してくださ
い。これにより、通常の操作でエラーが発生しない
可能性がありました。自己責任でお使いください。

以下の値を使用できます。

nova サービスのコマンドラインパラメー
ターとして使用するポート番号。

以下に例を示します。

nova-compute --config-file
/etc/nova/nova.conf --remote_debug-
host <IP address of the debugger> --
remote_debug-port <port debugger is
listening on>.
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9.1.46. scheduler

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [scheduler] グループで使用できるオプションの概要を
まとめたものです。

表9.45 scheduler

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

discover_hosts_in_cells_i
nterval = -1

整数値 定期的なタスク間隔。

この値は、セルに追加された新規ホストの検出をス
ケジューラーが試みる頻度 (秒単位) です。負の値
(デフォルト) の場合、自動検出は行われません。

コンピュートノードが頻繁に出入りするような環境
では、この機能を有効にした方が良いでしょうし、
ホストが追加されたときに手動で検出する方が、常
にチェックすることによるオーバーヘッドを避けら
れます。有効にすると、この実行のたびに、各セル
データベースからマッピングされていないホストを
選択するようになります。

値:

整数。整数は秒単位の定期的なタスク間隔
に対応します。0 はデフォルトの間隔 (60
秒) を使用します。負の値を指定すると、定
期的なタスクが無効になります。

enable_isolated_aggregat
e_filtering = False

ブール値 集計の使用を一致するメタデータを持つインスタン
スに制限します。

この設定により、スケジューラーは、アグリゲート
メタデータおよびインスタンスのフレーバー/イメー
ジの要求される特性のマッチングに基づき、アグリ
ゲートのホストを制限することができます。アグリ
ゲートにキー trait:$TRAIT_NAME と値が 
required 属性が設定されている場合、そのアグリ
ゲートのホストにスケジューリングされるために
は、インスタンスのフレーバー extra_specs またはイ
メージのメタデータにも 
trait:$TRAIT_NAME=required が含まれている必
要があります。その他の技術詳細:
https://docs.openstack.org/nova/latest/reference/is
olate-aggregates.html

値:

ブール値。
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image_metadata_prefilter 
= False

ブール値 配置を使用して、イメージメタデータに基づいてホ
ストをフィルタリングします。

この設定により、スケジューラーは、イメージメタ
データに基づいてホストをフィルタリングするため
に、既知のイメージメタデータプロパティーを配置
に必要な特性に変換します。この機能にはホストサ
ポートが必要であり、現在、次のコンピューティン
グドライバーでサポートされています。

libvirt.LibvirtDriver (Ussuri (21.0.0) 以降)

値:

ブール値。

関連するオプション:

[compute] compute_driver

limit_tenants_to_placeme
nt_aggregate = False

ブール値 テナントを特定の配置集約に制限します。

この設定により、スケジューラーは、受信リクエス
トのプロジェクトに設定された filter_tenant_id の
メタデータキーを持つホストアグリゲートを検索
し、配置からのリクエスト結果をそのアグリゲート
に限定するようになります。filter_tenant_id:123
などのシリアル番号をキーに追加して、複数のテナ
ントを単一のアグリゲートに追加できます。

一致するアグリゲートの UUID は、適切な操作のた
めに配置にミラーリングする必要があります。テナ
ント ID を持つホストアグリゲートが見つからない場
合や、そのアグリゲートが配置のものと一致しない
場合、リクエストに適したホストが見つからない場
合と同じ結果になります。

値:

ブール値。

関連するオプション:

[scheduler] 
placement_aggregate_required_for_t
enants

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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max_attempts = 3 整数値 スケジュール試行の最大数。

これは、指定のインスタンスのビルド/移動操作に対
して行われる最大試行回数です。スケジューラーに
よって返される代替ホストの数を制限します。ホス
トのリストが使い果たされる
と、MaxRetriesExceeded 例外が発生し、インス
タンスはエラー状態に設定されます。

値:

正の整数。この整数は、インスタンスを構
築または移動する際に行うことができる最
大試行回数に対応する。

max_placement_results = 
1000

整数値 リクエストする配置結果の最大数。

この設定は、スケジューリング中に配置サービスか
ら受け取る結果の上限を決定します。これは、多数
の候補に一致するスケジュール要求について考慮さ
れる可能性のあるホストの数を制限します。

1(最小値) を指定すると、適合するかどうかという理
由だけで、事実上、配置サービスにスケジュールを
委ねることになります。高い値を設定すると、スケ
ジューラーがフィルタリングと重み付けの過程で考
慮する結果の数に上限が設定されます。大規模な環
境では、スケジューラーのメモリー消費量やネット
ワークトラフィックなどを制限するために、この値
を利用可能なホストの総数よりも少なく設定する必
要があるかもしれません。

値:

返される配置結果の数に対応する整数。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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placement_aggregate_req
uired_for_tenants = False

ブール値 すべてのテナントに配置集約の関連付けを要求しま
す。

limit_tenants_to_placement_aggregate=True に設定
すると、アグリゲートアフィニティーが設定されて
いないテナントを任意のノードにスケジュールでき
るかどうかを制御します。アグリゲートを使用して
一部のテナントだけを制限する場合は、このパラ
メーターを False に設定する必要があります。すべ
てのテナントをアグリゲートで制限する必要がある
場合には、利用可能なノードに対して無制限のスケ
ジューリングを受け取れないように True にする必要
があります。

値:

ブール値。

関連するオプション:

[scheduler] 
placement_aggregate_required_for_t
enants

query_placement_for_ava
ilability_zone = False

ブール値 配置を使用して可用性ゾーンを決定します。

この設定により、スケジューラーは 
availability_zone のメタデータキーが受信要求に
より提供された値に設定されたホストアグリゲート
を検索し、配置結果をそのアグリゲートに制限する
ように要求します。

一致するアグリゲートの UUID は、適切な操作のた
めに配置にミラーリングする必要がありま
す。availability_zone キーを持つホストアグリ
ゲートが見つからない場合や、そのアグリゲートが
配置にあるものと一致しない場合、結果は適切なホ
ストを見つけられないのと同じになります。

このフラグを有効にすると、スケジューラーで (効率
の低い) AvailabilityZoneFilter を無効にできることに
注意してください。

値:

ブール値。

関連するオプション:

[filter_scheduler] enabled_filters

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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query_placement_for_ima
ge_type_support = False

ブール値 配置を使用して、インスタンスのイメージタイプに
対するホストサポートを決定します。

この設定により、スケジューラーは、要求で使用さ
れるイメージの disk_format をサポートするコン
ピュートホストの配置だけを要求するようになりま
す。

値:

ブール値。

query_placement_for_rou
ted_network_aggregates 
= False

ブール値 スケジューラーを有効にして、ルーティングされた
ネットワークセグメントアグリゲートに関連付けら
れたコンピューティングホストをフィルタリングし
ます。

詳細について
は、https://docs.openstack.org/neutron/latest/adm
in/config-routed-networks.html を参照してくださ
い。

workers = None 整数値 nova-scheduler サービスのワーカー数。

デフォルトは、使用可能な CPU の数です。

値:

整数。整数はワーカープロセスの数に対応
します。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.47. serial_console

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [serial_console] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。

表9.46 serial_console

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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base_url = 
ws://127.0.0.1:6083/

URI 値 エンドユーザーが nova-serialproxy サービスへの
接続に使用する URL。

nova-serialproxy サービスは、このトークンの強
化 URL を使用して呼び出され、適切なインスタンス
への接続を確立します。

関連するオプション:

IP アドレスは、nova-serialproxy サービ
スがリッスンしているアドレスと同じであ
る必要があります (このセクションのオプ
ション serialproxy_host を参照)。

ポートは、本セクションの 
serialproxy_port オプションと同じでな
ければなりません。

セキュリティーで保護された WebSocket 接
続を使用する場合は、セキュリティーで保
護されていない ws:// ではなく wss:// でこ
のオプションを開始します。そのために
は、[DEFAULT] セクションのオプション 
cert と key を設定する必要があります。

enabled = False ブール値 シリアルコンソール機能を有効にします。

この機能を使用するには、サービス nova-
serialproxy を実行する必要があります。このサー
ビスは通常、コントローラーノードで実行されま
す。

port_range = 10000:20000 文字列値 ゲストがバックエンドに使用できる TCP ポートの範
囲。

作成される各インスタンスは、この範囲から 1 つの
ポートを使用します。新しいインスタンスに別の
ポートを提供する上で範囲が十分に大きくない場合
は、このインスタンスは起動されません。

値:

正規表現 ^\d+:\d+$ を渡す各文字列 (例: 
10000:20000)。最初のポート番号が 2 番
目のポート番号より小さく、両方が 0 から
65535 の範囲内にあることを確認してくだ
さい。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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proxyclient_address = 
127.0.0.1

文字列値 インスタンスのシリアルコンソールを取得するため
に、プロキシークライアント (nova-serialproxy な
ど) が接続する IP アドレス。

これは通常、nova-compute サービスのホストの
IP アドレスになります。

serialproxy_host = 0.0.0.0 文字列値 nova-serialproxy サービスが着信要求をリッスン
するために使用する IP アドレス。

nova-serialproxy サービスは、シリアルコンソー
ルを公開するインスタンスへの着信接続要求をこの
IP アドレスでリッスンします。

関連するオプション:

これが、このセクションのオプション 
base_url で定義されているものと同じ IP
アドレスであることを確認するか、0.0.0.0
を使用してすべてのアドレスをリッスンし
ます。

serialproxy_port = 6083 ポート値 nova-serialproxy サービスが受信リクエストを
リッスンするために使用するポート番号。

nova-serialproxy サービスは、シリアルコンソー
ルを公開するインスタンスへの着信接続要求をこの
ポート番号でリッスンします。

関連するオプション:

これが、このセクションのオプション 
base_url で定義されているポート番号と同
じであることを確認してください。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.48. service_user

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [service_user] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表9.47 service_user

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth-url = None 文字列値 認証 URL

auth_section = None 文字列値 プラグイン固有のオプションを読み込む config セク
ション
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auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

default-domain-id = None 文字列値 v3 および v2 パラメーターで使用するオプションの
ドメイン ID。これは v3 のユーザーとプロジェクトド
メインの両方に使用され、v2 認証では無視されま
す。

default-domain-name = 
None

文字列値 v3 API および v2 パラメーターで使用するオプション
のドメイン名です。これは v3 のユーザーとプロジェ
クトドメインの両方に使用され、v2 認証では無視さ
れます。

domain-id = None 文字列値 スコープするドメイン ID

domain-name = None 文字列値 スコープするドメイン名

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

password = None 文字列値 ユーザーのパスワード

project-domain-id = None 文字列値 プロジェクトを含むドメイン ID

project-domain-name = 
None

文字列値 プロジェクトを含むドメイン名

project-id = None 文字列値 スコープするプロジェクト ID

project-name = None 文字列値 スコープするプロジェクト名

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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send_service_user_token 
= False

ブール値 True の場合には、REST API にユーザートークンを
送信すると、サービストークンも送信されます。

Nova は、Cinder、Glance、Neutron などの他の
REST API と通信するために、nova-api に提供された
ユーザートークンを再利用することがよくありま
す。要求が Nova に対して行われたときにユーザー
トークンが有効であったとしても、他のサービスに
到達する前にトークンが期限切れになる可能性があ
ります。障害を回避し、Nova がユーザーに代わって
サービスを呼び出していることを明確にするため
に、ユーザートークンと共にサービストークンを含
めます。ユーザーのトークンの有効期限が切れた場
合でも、有効なサービストークンにより、REST API
リクエストが引き続き keystone ミドルウェアによっ
て受け入れられることが保証されます。

split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

system-scope = None 文字列値 システム操作のスコープ

tenant-id = None 文字列値 テナント ID

tenant-name = None 文字列値 テナント名

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

trust-id = None 文字列値 Trust ID

user-domain-id = None 文字列値 ユーザーのドメイン ID

user-domain-name = 
None

文字列値 ユーザーのドメイン名

user-id = None 文字列値 User ID

username = None 文字列値 ユーザー名

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.49. spice

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [spice] グループで使用できるオプションの概要をまと
めたものです。

表9.48 spice
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

agent_enabled = True ブール値 インスタンスで SPICE ゲストエージェントのサポー
トを有効にします。

Spice エージェントは Spice プロトコルを使用して、
より優れたゲストコンソールエクスペリエンスを提
供します。ただし、Spice コンソールは、Spice エー
ジェントがなくても使用できます。Spice エージェン
トをインストールすると、次の機能が有効になりま
す。

ゲストとクライアントマシン間でのテキス
トとイメージのコピーアンドペースト

クライアント画面が変更されたときの解像
度の自動調整: たとえば、Spice コンソール
を全画面表示にすると、ゲストの解像度は
レターボックスではなく、全画面表示に合
わせて調整されます。

マウス統合の改善: コンソール内をクリック
したり、キーを押してリリースしたりする
ことなく、マウスをキャプチャーしてリ
リースすることができます。マウス移動の
パフォーマンスも向上しています。

enabled = False ブール値 SPICE 関連の機能を有効にします。

関連するオプション:

SPICE コンソールにアクセスするには、
VNC を明示的に無効にする必要がありま
す。[vnc] セクションで有効化されているオ
プションを False に設定して、VNC コン
ソールを無効にします。
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html5proxy_base_url = 
http://127.0.0.1:6082/spice
_auto.html

URI 値 SPICE HTML5 コンソールプロキシーの場所。

エンドユーザーは、この URL を使用して nova-
spicehtml5proxy サービスに接続します。この
サービスは、リクエストをインスタンスのコンソー
ルに転送します。

SPICE コンソールを使用するには、サービス nova-
spicehtml5proxy が実行されている必要がありま
す。このサービスは通常、コントローラーノードで
起動されます。

値:

http://host:port/spice_auto.html の形式
の有効な URL である必要があります。ここ
で、ホストは nova-spicehtml5proxy を
実行しているノードで、ポートは通常 6082
になります。デフォルト値は、実際のデプ
ロイメントでは適切に定義されていないた
め、使用しないことを検討してください。

関連するオプション:

このオプションは、html5proxy_host お
よび html5proxy_port オプションに依存
します。コンピュートノードによって返さ
れるアクセス URL には、nova-
spicehtml5proxy サービスがリッスンし
ているホストとポートが含まれている必要
があります。

html5proxy_host = 0.0.0.0 ホストのアドレス
値

nova-spicehtml5proxy サービスが着信要求を
リッスンする IP アドレスまたはホスト名。

関連するオプション:

このオプション
は、html5proxy_base_url オプションに
依存します。nova-spicehtml5proxy
サービスは、HTML5 クライアントからアク
セスできるホストでリッスンしている必要
があります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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html5proxy_port = 6082 ポート値 nova-spicehtml5proxy サービスが受信リクエス
トをリッスンするポート。

関連するオプション:

このオプション
は、html5proxy_base_url オプションに
依存します。nova-spicehtml5proxy
サービスは、HTML5 クライアントからアク
セスできるポートでリッスンしている必要
があります。

server_listen = 127.0.0.1 文字列値 インスタンスで実行されている SPICE サーバーが
リッスンする必要のあるアドレス。

通常、nova-spicehtml5proxy プロキシークライ
アントはコントローラーノードで実行され、プライ
ベートネットワークを介してコンピュートノード上
のこのアドレスに接続します。

値:

リッスンする IP アドレス。

server_proxyclient_addre
ss = 127.0.0.1

文字列値 nova-spicehtml5proxy クライアントがインスタ
ンスコンソールに接続するために使用するアドレ
ス。

通常、nova-spicehtml5proxy プロキシークライ
アントはコントローラーノードで実行され、プライ
ベートネットワークを介してコンピュートノード上
のこのアドレスに接続します。

値:

コンピュートノード上の任意の有効な IP ア
ドレス。

関連するオプション:

このオプションは、server_listen オプ
ションに依存します。プロキシークライア
ントは、このオプションの値を使用し
て、server_listen で指定されたアドレス
にアクセスできる必要があります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.50. upgrade_levels

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [upgrade_levels] グループで使用できるオプションの概
要をまとめたものです。
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表9.49 upgrade_levels

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

baseapi = None 文字列値 Base API RPC API バージョンキャップ。

値:

デフォルトでは、クライアントが認識して
いる最新バージョンを送信します。

NN 形式のバージョン番号を表す文字列。た
とえば、可能な値は 1.12 または 2.0 などで
す。

mitaka や liberty など、小文字の
OpenStack リリース名。

cert = None 文字列値 Cert RPC API バージョンキャップ。

値:

デフォルトでは、クライアントが認識して
いる最新バージョンを送信します。

NN 形式のバージョン番号を表す文字列。た
とえば、可能な値は 1.12 または 2.0 などで
す。

mitaka や liberty など、小文字の
OpenStack リリース名。

非推奨となったバージョン: 18.0.0

理由: nova-cert サービスは 16.0.0 (Pike) で削除され
たため、このオプションは使用されなくなりまし
た。
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compute = None 文字列値 Compute RPC API バージョンキャップ。

デフォルトでは、クライアントが認識している最新
のバージョンを使用して常にメッセージを送信しま
す。

古いコンピュートサービスと新しいコンピュート
サービスを実行している場合は、これを最も低いデ
プロイされたバージョンに設定する必要がありま
す。これは、すべてのサービスが、いずれかのコン
ピュートノードが理解できないメッセージを送信す
ることがないことを保証するためです。リリース N
からリリース N+1 へのアップグレードのみがサポー
トされていることに注意してください。

デプロイメント内のサービスバージョンに基づい
て、使用するバージョンをコンピュート RPC モ
ジュールに自動的に決定させる場合は、このオプ
ションを "auto" に設定します。

値:

デフォルトでは、クライアントが認識して
いる最新バージョンを送信します。

auto: デプロイメント内のサービスバージョ
ンに基づいて、使用するバージョンを自動
的に決定します。

NN 形式のバージョン番号を表す文字列。た
とえば、可能な値は 1.12 または 2.0 などで
す。

mitaka や liberty など、小文字の
OpenStack リリース名。

conductor = None 文字列値 Conductor RPC API バージョンキャップ。

値:

デフォルトでは、クライアントが認識して
いる最新バージョンを送信します。

NN 形式のバージョン番号を表す文字列。た
とえば、可能な値は 1.12 または 2.0 などで
す。

mitaka や liberty など、小文字の
OpenStack リリース名。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

第9章 NOVA

973



scheduler = None 文字列値 Scheduler RPC API バージョンキャップ。

値:

デフォルトでは、クライアントが認識して
いる最新バージョンを送信します。

NN 形式のバージョン番号を表す文字列。た
とえば、可能な値は 1.12 または 2.0 などで
す。

mitaka や liberty など、小文字の
OpenStack リリース名。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.51. vault

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [vault] グループで使用できるオプションの概要をまとめ
たものです。

表9.50 vault

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

approle_role_id = None 文字列値 Vault での認証の場合は Approle role_id

approle_secret_id = None 文字列値 Vault での認証の場合は Approle secret_id

kv_mountpoint = secret 文字列値 使用する Vault の KV ストアのマウントポイント (例:
secret)。

kv_version = 2 整数値 使用する Vault 内の KV ストアのバージョン。例: 2

root_token_id = None 文字列値 Vault の root トークン

ssl_ca_crt_file = None 文字列値 証明書ファイルの絶対パス

use_ssl = False ブール値 SSL の有効化/無効化

vault_url = 
http://127.0.0.1:8200

文字列値 このエンドポイントを使用して Vault に接続します
(例: "http://127.0.0.1:8200")。

9.1.52. vendordata_dynamic_auth

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [vendordata_dynamic_auth] グループで使用できるオ
プションの概要をまとめたものです。

表9.51 vendordata_dynamic_auth
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設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth-url = None 文字列値 認証 URL

auth_section = None 文字列値 プラグイン固有のオプションを読み込む config セク
ション

auth_type = None 文字列値 読み込む認証タイプ

cafile = None 文字列値 HTTP 接続の検証時に使用する PEM でエンコードさ
れた認証局。

certfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書の証明
書ファイル

collect-timing = False ブール値 API ごとの呼び出しタイミング情報を収集します。

default-domain-id = None 文字列値 v3 および v2 パラメーターで使用するオプションの
ドメイン ID。これは v3 のユーザーとプロジェクトド
メインの両方に使用され、v2 認証では無視されま
す。

default-domain-name = 
None

文字列値 v3 API および v2 パラメーターで使用するオプション
のドメイン名です。これは v3 のユーザーとプロジェ
クトドメインの両方に使用され、v2 認証では無視さ
れます。

domain-id = None 文字列値 スコープするドメイン ID

domain-name = None 文字列値 スコープするドメイン名

insecure = False ブール値 HTTPS 接続を確認します。

keyfile = None 文字列値 PEM でエンコードされたクライアント証明書キー
ファイル

password = None 文字列値 ユーザーのパスワード

project-domain-id = None 文字列値 プロジェクトを含むドメイン ID

project-domain-name = 
None

文字列値 プロジェクトを含むドメイン名

project-id = None 文字列値 スコープするプロジェクト ID

project-name = None 文字列値 スコープするプロジェクト名
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split-loggers = False ブール値 複数のロガーへの要求をログに記録します。

system-scope = None 文字列値 システム操作のスコープ

tenant-id = None 文字列値 テナント ID

tenant-name = None 文字列値 テナント名

timeout = None 整数値 http 要求のタイムアウト値

trust-id = None 文字列値 Trust ID

user-domain-id = None 文字列値 ユーザーのドメイン ID

user-domain-name = 
None

文字列値 ユーザーのドメイン名

user-id = None 文字列値 User ID

username = None 文字列値 ユーザー名

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.53. vmware

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [vmware] グループで使用できるオプションの概要をま
とめたものです。

表9.52 vmware

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

api_retry_count = 10 整数値 ソケットエラーなどの接続障害が発生した場合に、
VMware vCenter Server API を再試行しなければな
らない回数。

ca_file = None 文字列値 vCenter サーバー証明書の検証に使用する CA バンド
ルファイルを指定します。
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cache_prefix = None 文字列値 このオプションは、キャッシュされたイメージが保
存されるフォルダーに接頭辞を追加します。

これは完全なパスではなく、単なるフォルダーの接
頭辞です。これは、データストアキャッシュがコン
ピュートノード間で共有されている場合にのみ使用
してください。

注意: これは、コンピュートノードが同じホストで実
行されている場合、または共有ファイルシステムが
ある場合にのみ使用してください。

値:

フォルダーのキャッシュ 接頭辞を表す任意
の文字列

cluster_name = None 文字列値 VMware Cluster ComputeResource の名前。

connection_pool_size = 
10

整数値 このオプションは、http 接続プールのサイズを設定
します

接続プールサイズは、nova から vSphere への接続の
最大数です。これは、接続プールがいっぱいである
ことを示す警告がある場合にのみ増やす必要があり
ます。それ以外の場合は、デフォルトで十分です。

console_delay_seconds = 
None

整数値 リモートコンソールに入力するときに文字が繰り返
されるネットワーク遅延の増加の影響を受ける場合
は、この値を設定します。

datastore_regex = None 文字列値 データストアの名前に一致する正規表現パターン。

datastore_regex 設定は、Compute で使用するデー
タストアを指定します。たとえば、
datastore_regex="nas.*" は、名前が "nas" で始まるす
べてのデータストアを選択します。

注記

正規表現が指定されていない場合
は、空き容量が最も多いデータスト
アが選択されます。

値:

データストアに一致する正規表現を指定す
る必要があります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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host_ip = None ホストのアドレス
値

VMware vCenter ホストに接続するためのホスト名
または IP アドレス。

host_password = None 文字列値 VMware vCenter ホストに接続するためのパスワー
ド。

host_port = 443 ポート値 VMware vCenter ホストに接続するためのポート。

host_username = None 文字列値 VMware vCenter ホストに接続するためのユーザー
名。

insecure = False ブール値 true の場合、vCenter サーバー証明書は検証されま
せん。false の場合、デフォルトの CA トラストスト
アが検証に使用されます。

関連オプション: * ca_file: ca_file が設定されている場
合、このオプションは無視されます。

integration_bridge = None 文字列値 このオプションは、NSX-MH Neutron プラグインを
使用する場合にのみ設定する必要があります。これ
は、ESXi サーバーまたはホスト上の統合ブリッジの
名前です。これは、他の Neutron プラグインには設
定しないでください。したがって、デフォルト値は
設定されていません。

値:

統合ブリッジの名前を表す任意の有効な文
字列。

maximum_objects = 100 整数値 このオプションは、1 つの結果で返されるオブジェク
トの最大数の制限を指定します。

正の値を指定すると、オブジェクトの数が指定され
た制限に達したときに操作が取得を一時停止しま
す。サーバーは引き続き、設定された値よりも小さ
い値に制限する可能性があります。残りのオブジェ
クトは、追加のリクエストで取得できます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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pbm_default_policy = 
None

文字列値 このオプションは、使用するデフォルトポリシーを
指定します。

pbm_enabled が設定されていて、特定の要求に対し
てストレージポリシーが定義されていない場合は、
このポリシーが使用されます。

値:

VSAN のデフォルトストレージポリシーな
どの有効なストレージポリシー

関連するオプション:

pbm_enabled

pbm_enabled = False ブール値 このオプションは、ストレージポリシーに基づくイ
ンスタンスの配置を有効または無効にします。

関連するオプション:

pbm_default_policy

pbm_wsdl_location = 
None

文字列値 このオプションは、PBM サービスの WSDL ファイル
の場所を示す URL を指定します。

これを設定すると、ストレージポリシーに基づくイ
ンスタンスの配置が無効になります。

値:

file:///opt/SDK/spbm/wsdl/pbmService.ws
dl などの任意の有効なファイルパス

serial_log_dir = 
/opt/vmware/vspc

文字列値 仮想シリアルポートコンセントレーターがコンソー
ルログファイルを保存するディレクトリーを指定し
ます。VSPC の serial_log_dir 設定値と一致する必要
があります。

serial_port_proxy_uri = 
None

URI 値 serial_port_service_uri へのネットワークアクセスを
提供するプロキシーサービスを識別します。

値:

任意の有効な URI (スキームは telnet または
telnets です。)

関連オプション: serial_port_service_uri が指定されて
いない場合、このオプションは無視されます。*
serial_port_service_uri

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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serial_port_service_uri = 
None

文字列値 シリアルポートトラフィックが送信されるリモート
システムを識別します。

このオプションは、コンソール出力を設定可能な
サービス URI に送信する仮想シリアルポートを追加
します。サービス URI アドレスには、コンソールロ
グを収集する仮想シリアルポートコンセントレー
ターがあります。これが設定されていない場合、作
成された VM にシリアルポートは追加されません。

値:

任意の有効な URI

task_poll_interval = 0.5 浮動小数点の値 VMware VC サーバーで呼び出されたリモートタスク
をポーリングする時間間隔 (秒単位)。

use_linked_clone = True ブール値 このオプションは、リンクされたクローンの使用を
有効または無効にします。

ESX ハイパーバイザーは、仮想マシンを起動するた
めに VMDK ファイルのコピーを必要とします。コン
ピュートドライバーは、HTTP 経由で OpenStack
Image サービスからハイパーバイザーから見える
データストアに VMDK をダウンロードし、それを
キャッシュする必要があります。VMDK を必要とす
る後続の仮想マシンは、キャッシュされたバージョ
ンを使用するため、OpenStack Image Service から
ファイルを再度コピーする必要はありません。

false に設定すると、VMDK がキャッシュされている
場合でも、キャッシュの場所から共有データストア
内のハイパーバイザーファイルディレクトリーへの
コピー操作が実行されます。true に設定すると、仮
想ディスクを親 VM と共有する仮想マシンのコピー
が作成されるため、上記のコピー操作は回避されま
す。

vnc_keymap = en-us 文字列値 VNC のキーマップ。

キーボードマッピング (キーマップ) は、VNC セッ
ションがデフォルトで使用するキーボードレイアウ
トを決定します。

値:

このノードの基になるハイパーバイザーに
よってサポートされるキーボードレイアウ
ト。これは通常、IETF 言語タグ (en-us な
ど) になります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vnc_port = 5900 ポート値 このオプションは、VNC 開始ポートを指定します。

ESX ホストによって作成されたすべての VM には、
リモート接続用に VNC クライアントを有効にするオ
プションがあります。上記のオプション vnc_port
は、VNC クライアントのデフォルトの開始ポートを
設定する際に役立ちます。

値:

5900 -(5900 + vnc_port_total) 内の任意の
有効なポート番号

関連オプション: VNC クライアントを有効にするに
は、以下のオプションを設定する必要があります。*
vnc.enabled = True * vnc_port_total

vnc_port_total = 10000 整数値 VNC ポートの総数。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.54. vnc

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [vnc] グループで使用できるオプションの概要をまとめ
たものです。

表9.53 vnc

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

auth_schemes = ['none'] リスト値 コンピュートノードで使用する認証スキーム。

プロキシーとコンピュートホスト間の接続で許可さ
れる RFB 認証スキームを制御します。複数のスキー
ムが有効になっている場合、最初に一致するスキー
ムが使用されるため、最も強力なスキームを最初に
リストする必要があります。

関連するオプション:

[vnc]vencrypt_client_key、[vnc]vencr
ypt_client_cert: これらも設定する必要が
あります。

enabled = True ブール値 VNC 関連の機能を有効にします。

ゲストは、これをサポートするためにグラフィカル
なデバイスを作成することになります。その後、ク
ライアント (Horizon など) は、ゲストへの VNC 接続
を確立できます。
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novncproxy_base_url = 
http://127.0.0.1:6080/vnc_
auto.html

URI 値 noVNC VNC コンソールプロキシーのパブリックア
ドレス。

VNC プロキシーは、コンピュートサービスのユー
ザーが、VNC クライアントを介してインスタンスに
アクセスできるようにする OpenStack コンポーネン
トです。noVNC は、websocket ベースのクライアン
トを介して VNC サポートを提供します。

このオプションは、クライアントシステムが接続す
るパブリックベース URL を設定します。noVNC ク
ライアントは、このアドレスを使用して noVNC イン
スタンスに接続し、エクステンションにより VNC
セッションにも接続することができます。

noVNC >= 1.0.0 を使用する場合、vnc_auto.html の
代わりに vnc_lite.html を使用する必要がありま
す。

関連するオプション:

novncproxy_host

novncproxy_port

novncproxy_host = 
0.0.0.0

文字列値 noVNC コンソールプロキシーがバインドする必要の
ある IP アドレス。

VNC プロキシーは、コンピュートサービスのユー
ザーが、VNC クライアントを介してインスタンスに
アクセスできるようにする OpenStack コンポーネン
トです。noVNC は、websocket ベースのクライアン
トを介して VNC サポートを提供します。

このオプションは、noVNC コンソールプロキシー
サービスがバインドする必要のあるプライベートア
ドレスを設定します。

関連するオプション:

novncproxy_port

novncproxy_base_url

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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novncproxy_port = 6080 ポート値 noVNC コンソールプロキシーがバインドする必要の
あるポート。

VNC プロキシーは、コンピュートサービスのユー
ザーが、VNC クライアントを介してインスタンスに
アクセスできるようにする OpenStack コンポーネン
トです。noVNC は、websocket ベースのクライアン
トを介して VNC サポートを提供します。

このオプションは、noVNC コンソールプロキシー
サービスがバインドする必要のあるプライベート
ポートを設定します。

関連するオプション:

novncproxy_host

novncproxy_base_url

server_listen = 127.0.0.1 ホストのアドレス
値

このノードで着信 VNC 接続要求をインスタンスが
リッスンする必要がある IP アドレスまたはホスト
名。

server_proxyclient_addre
ss = 127.0.0.1

ホストのアドレス
値

VNC コンソールプロキシーのプライベート、内部 IP
アドレスまたはホスト名。

VNC プロキシーは、コンピュートサービスのユー
ザーが、VNC クライアントを介してインスタンスに
アクセスできるようにする OpenStack コンポーネン
トです。

このオプションは、nova-novncproxy などのプロ
キシークライアントが接続する必要のあるプライ
ベートアドレスを設定します。

vencrypt_ca_certs = None 文字列値 CA 証明書の PEM ファイルへのパス

コンピュートノード VNC サーバーによって使用され
る認証局の 1 つ以上の x509 証明書を含む PEM ファ
イルへの完全修飾パス。

関連するオプション:

vnc.auth_schemes : vencrypt を含める
必要があります

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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vencrypt_client_cert = 
None

文字列値 クライアントキーファイルへのパス (x509 の場合)

VNC 認証中に VNC プロキシーサーバーがコン
ピュートノードに提示する x509 証明書を含む PEM
ファイルへの完全修飾パス。

関連するオプション:

vnc.auth_schemes : vencrypt を含める
必要があります

vnc.vencrypt_client_key: これも設定す
る必要があります

vencrypt_client_key = 
None

文字列値 クライアント証明書の PEM ファイルへのパス (x509
の場合)

VNC 認証中に VNC プロキシーサーバーがコン
ピュートノードに提示する秘密鍵を含む PEM ファイ
ルへの完全修飾パス。

関連するオプション:

vnc.auth_schemes : vencrypt を含める
必要があります

vnc.vencrypt_client_cert: これも設定す
る必要があります

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.55. workarounds

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [workarounds] グループで使用できるオプションの概要
をまとめたものです。

表9.54 workarounds

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

disable_compute_service
_check_for_ffu = False

ブール値 これが設定されている場合、古いコンピューティン
グサービスの通常の安全性チェックは、エラーでは
なく警告として扱われます。これは、コンピュート
ノードがサービスレコードを更新できるようになる
前に、新しい制御サービスが開始される Fast-
Forward アップグレードを容易にするためにのみ有
効にします。FFU では、データベース内のサービス
レコードは、コンピュートノードが起動するまで複
数のバージョンが古いものになりますが、制御サー
ビスは最初にオンラインにする必要があります。
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disable_fallback_pcpu_q
uery = False

ブール値 固定されたインスタンスを使用する場合、VCPU 割
り当てのフォールバックリクエストを無効にしま
す。

Train 以降、libvirt virt ドライバーを使用するコン
ピュートノードは PCPU インベントリーを報告で
き、これを固定されたインスタンスに使用します。
スケジューラーは、従来の CPU ピニング関連のフ
レーバーエクストラ仕様 hw:cpu_policy と 
hw:cpu_thread_policy、それらに相当するイメー
ジメタデータプロパティー、およびエミュレーター
スレッドピニングフレーバーエクストラ仕様 
hw:emulator_threads_policy を使用して、リク
エストを新しい配置リクエストに自動的に変換しま
す。ただし、コンピュートノードでは、PCPU イン
ベントリーを報告するために追加の設定が必要であ
り、この設定はアップグレード直後には存在しない
場合があります。この追加設定なしで固定されたイ
ンスタンスを確実に作成できるようにするために、
スケジューラーは古いスタイルの VCPU ベースの割
り当ての配置に対して 2 番目の要求を行い、必要に
応じてこれらの割り当て候補にフォールバックしま
す。これはパフォーマンスにわずかな影響を与えま
すが、新しい設定がすべてのホストに設定されてい
る新規またはアップグレードされたデプロイメント
では必要ありません。このオプションを設定する
と、2 番目のルックアップが無効になり、スケジュー
ラーは PCPU ベースの割り当てのみを要求します。

非推奨となったバージョン: 20.0.0

*理由:*None

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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disable_group_policy_ch
eck_upcall = False

ブール値 コンピュートで、サーバーグループポリシーチェッ
クアップコールを無効にします。

サーバーグループアフィニティーポリシーとの競合
を検出するために、コンピュートサービスは、ポリ
シーがスケジューラーによって違反されていないこ
とを検証しようとします。これは、API データベー
スへのアップコールを行って、起動中のインスタン
スのサーバーグループ内のインスタンスをリスト表
示することによって行われます。これは、API/セル
分離の目標に違反しています。最終的には、スケ
ジューラーと配置サービスでの適切なアフィニ
ティー保証によってこれが解決されますが、それま
では、適切なアフィニティーポリシーを確保するた
めにこの遅延チェックが必要です。

このチェックで API/セルの分離を望む Operator
は、このフラグを有効にする必要があります。これ
により、コンピュートからのアップコールが回避さ
れます。

関連するオプション:

[filter_scheduler]/track_instance_changes
は、コンピュートサービスからスケジュー
ラーサービスへのアップコールにも依存し
ています。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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disable_libvirt_livesnaps
hot = False

ブール値 libvirt ドライバーを使用する場合は、ライブスナップ
ショットを無効にします。

ライブスナップショットを使用すると、ゲストエー
ジェントと連携してファイルシステムを静止させる
ことで、ゲストを中断することなくディスクのス
ナップショットを作成できます。

libvirt 1.2.2 を使用すると、負荷がかかるとライブス
ナップショットが断続的に失敗します (libvirt/qemu
の同時操作に関連している可能性があります)。この
設定オプションは、この問題が解決されるまでの
間、ライブスナップショットを無効にし、コールド
スナップショットを優先させるメカニズムを提供し
ます。コールドスナップショットは、ゲストがス
ナップショットプロセスを実行している間、インス
タンスの停止を引き起こします。

詳細については、バグレポートを参照してくださ
い。

https://bugs.launchpad.net/nova/+bug/133439
8

値:

True: libvirt の使用時にライブスナップ
ショットが無効化されます。

False: ライブスナップショットは、スナッ
プショットを作成するときに常に使用され
ます (十分な数の新しい libvirt があり、バッ
クエンドストレージがそれをサポートして
いる限り)。

非推奨となったバージョン: 19.0.0

理由: このオプションは、libvirt 1.2.2 の問題を回避す
るために追加されました。このバージョンの libvirt
はサポートされなくなりました。つまり、この回避
策は不要になりました。これは今後のリリースで削
除されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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disable_native_luksv1 = 
False

ブール値 暗号化された LUKSv1 Cinder ボリュームをインスタ
ンスにアタッチすると、Libvirt ドライバーは、暗号
化されたディスクが QEMU によってネイティブに復
号化されるように設定します。

QEMU が使用する libgcrypt ライブラリーで、このシ
ナリオで I/O パフォーマンスをサーバー的に制限す
るパフォーマンスの問題が発見されました。

詳細については、次のバグレポートを参照してくだ
さい。

RFE: ハードウェアアクセラレーション AES-XTS
モード https://bugzilla.redhat.com/show_bug.cgi?
id=1762765

この回避策オプションを有効にすると、Nova は従来
の dm-crypt ベースの os-brick エンクリプターを使用
して LUKSv1 ボリュームを復号化します。

Ceph などのホストブロックデバイスを提供しないボ
リュームを使用しているときにこのオプションを有
効にすると、インスタンスからの起動またはインス
タンスへのボリュームのアタッチに失敗することに
注意してください。RBD でこれを回避する方法につ
いては、[workarounds]/rbd_block_device オプ
ションを参照してください。

関連するオプション:

compute_driver (libvirt)

rbd_block_device (回避策)

非推奨: 23.0.0

理由: この回避策の原因となった libgcrypt 内の根本
的なパフォーマンスの低下は、1.8.5 で解決されまし
た。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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disable_rootwrap = False ブール値 rootwrap の代わりに sudo を使用します。

パフォーマンス上の理由から、sudo へのフォール
バックを許可します。

詳細については、バグレポートを参照してくださ
い。

https://bugs.launchpad.net/nova/+bug/141510
6

値:

True: rootwrap の代わりに sudo を使用する

False: rootwrap を通常どおり使用します。

他のオプションとの相互依存性:

rootwrap に影響するオプションはすべて無
視されます。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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enable_numa_live_migrat
ion = False

ブール値 NUMA トポロジーを使用したインスタンスのライブ
マイグレーションを有効にします。

libvirt ドライバーを使用する場合の NUMA トポロ
ジーを使用したインスタンスのライブマイグレー
ションは、Train に完全にアップグレードされたデプ
ロイメントでのみサポートされます。以前のバー
ジョン、またはローリングアップグレードが進行中
の Stein/Train 混合デプロイメントでは、libvirt ドラ
イバーを使用する場合、NUMA トポロジーを使用す
るインスタンスのライブマイグレーションはデフォ
ルトで無効になっています。これには、CPU ピニン
グまたは hugepage を使用したインスタンスのライ
ブマイグレーションが含まれます。`bug
#1289064`_ に記載されているように、そのような
インスタンスの CPU ピニングと hugepage の情報
は、現時点では再計算されません。これは、インス
タンスが宛先ホストにすでに存在する場合、移行さ
れたインスタンスがこれらのインスタンスと同じ専
用コアに配置されるか、別のインスタンスに割り当
てられた hugepage を使用できることを意味しま
す。また、ホストプラットフォームが同一でない場
合、インスタンスが存在しないコアに割り当てられ
たり、ホスト NUMA ノード間で誤って分割されたり
する可能性があります。

これらの既知の問題にもかかわらず、ライブマイグ
レーションが必要になる場合があります。このオプ
ションを有効にすることで、問題を認識し、手動で
回避する意思のあるオペレーターは、これらのイン
スタンスのライブマイグレーションサポートを有効
にすることができます。

関連するオプション:

compute_driver: libvirt ドライバーのみが
影響を受けます。

a. _bug #1289064:
https://bugs.launchpad.net/nova/+bug
/1289064

非推奨となったバージョン: 20.0.0

*理由:* このオプションは、libvirt ドライバーを使用
して NUMA トポロジーでインスタンスをライブマイ
グレーションする際の既知の問題を軽減するために
追加されました。これらの問題は、Train で解決され
ます。libvirt ドライバーを使用し、Train に完全に
アップグレードされたクラウドは、NUMA 対応のラ
イブマイグレーションをサポートします。このオプ
ションは、今後のリリースで削除される予定です。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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enable_qemu_monitor_an
nounce_self = False

ブール値 これが True に設定されている場合、libvirt ドライ
バーは、宛先のライブマイグレーション後のフェー
ズでネットワークスイッチを更新するための RARP
フレームを生成するように、QEMU モニターに
Announce-self コマンドを送信するための最善の努
力を試みます。

これにより、ドメインが libvirt によって taint されて
いると見なされることに注意してください。

関連するオプション:

:oslo.config:option:DEFAULT.compute_d
river (libvirt)

ensure_libvirt_rbd_instan
ce_dir_cleanup = False

ブール値 rbd を使用する場合、クリーンアップ中にインスタン
スディレクトリーが削除されていることを確認しま
す。

この回避策を有効にする
と、[libvirt]/images_type=rbd を使用して、ホス
トでのクリーンアップ中にインスタンスディレクト
リーが常に削除されるようになります。これによ
り、インスタンスディレクトリーがホストに残る原
因となる、退避とサイズ変更のクリーンアップの取
り消しに関する次のバグが回避されます。

https://bugs.launchpad.net/nova/+bug/1414895

https://bugs.launchpad.net/nova/+bug/1761062

これらのバグは両方とも、インスタンスがホストに
戻ろうとすると、DestinationDiskExists エラーが
発生する可能性があります。

a. 警告:: Operator は、この回避策を有効にす
る前に、[DEFAULT]/instances_path で
指定されたインスタンスディレクトリー自
体がコンピュート間で共有されていないこ
とを確認する必要があります。そうしない
と、実行中のインスタンスによって使用さ
れている console.log、カーネル、
ramdisk、および追加のファイルが失われま
す。

関連するオプション:

compute_driver (libvirt)

[libvirt]/images_type (rbd)

instances_path

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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handle_virt_lifecycle_eve
nts = True

ブール値 コンピュートドライバーから発行されたイベントの
処理を有効にします。

多くのコンピュートドライバーは、ライフサイクル
イベントを発行します。ライフサイクルイベント
は、たとえばインスタンスの開始時や停止時などに
発生するイベントです。サイズ変更などの API 操作
によってインスタンスのタスク状態が変化している
場合、イベントは無視されます。

これは、インスタンスで予期しない状態変化が発生
したこと、およびインスタンスを自動的にシャット
ダウンできることを、ハイパーバイザーがコン
ピュートサービスに通知できるようにする高度な機
能です。残念ながら、これは、たとえば再起動操作
中、コンピュートサービスの再起動時、またはホス
トの再起動時 (計画的または停電による) など、一部
の条件で競合する可能性があります。このような競
合が一般的である場合は、この機能を無効にするこ
とを推奨します。

この機能が無効化され、sync_power_state_interval
が負の値に設定されている場合は、注意が必要で
す。この場合、ハイパーバイザーと Nova データ
ベースの間で同期が取れなくなったインスタンス
は、手動で同期する必要があります。

詳細については、バグレポートを参照してください:
https://bugs.launchpad.net/bugs/1444630

他のオプションとの相互依存性:

sync_power_state_interval が負の値
で、この機能が無効になっている場合、ハ
イパーバイザーと Nova データベースの間
で非同期になったインスタンスは、手動で
同期する必要があります。

libvirt_disable_apic = 
False

ブール値 一部のカーネルでゲスト API を初期化すると、ゲス
トが使用できなくなるカーネルハングが発生する可
能性があります。これは、カーネルのバグの結果と
して発生します。ほとんどの場合、ゲストイメージ
カーネルをパッチが適用されたカーネルに更新する
ことで修正されますが、これが不可能な場合もあり
ます。この回避策により、API のエミュレーション
をホストごとに無効にすることができますが、CI ま
たは開発者クラウドの外部で使用することは推奨し
ません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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never_download_image_i
f_on_rbd = False

ブール値 ceph でバックアップされたコンピュートノードのイ
メージから起動する場合、イメージが ceph クラス
ターにまだ存在しない場合 (glance も同じクラス
ターを使用している場合など)、nova は glance から
イメージをダウンロードし、ceph 自体にアップロー
ドします。複数の ceph クラスターを使用している場
合、これにより nova がローカルの ceph デプロイメ
ントで COW を使用できない方法で意図せずにイ
メージを複製し、スペースを浪費する可能性があり
ます。

詳細については、バグレポートを参照してくださ
い。

https://bugs.launchpad.net/nova/+bug/1858877

このオプションを有効にすると、glance からイメー
ジをダウンロードして ceph 自体にアップロードする
必要がある場合、nova はインスタンスの起動を 拒否
します。

関連するオプション:

compute_driver (libvirt)

[libvirt]/images_type (rbd)

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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rbd_volume_local_attach 
= False

ブール値 RBD Cinder ボリュームをホストブロックデバイスと
してコンピュートにアタッチします。

このオプションを有効にすると、os-brick は RBD ボ
リュームを QEMU を介してネイティブに接続するの
ではなく、コンピュートホスト上でローカルにブ
ロックデバイスとして接続するように指示されま
す。

この回避策は現在、アタッチされたボリュームの拡
張をサポートしていません。

これを disable_native_luksv1 回避策設定オプションと
共に使用して、libgcrypt ライブラリー内の最近発見
されたパフォーマンスの問題を回避することができ
ます。

この回避策は一時的なものであり、影響を受けるす
べてのディストリビューションが libgcrypt ライブラ
リーのバージョンを更新できるようになると、W リ
リース中に削除される予定です。

関連するオプション:

compute_driver (libvirt)

disable_qemu_native_luksv1 (回避策)

非推奨: 23.0.0

理由: この回避策の原因となった libgcrypt 内の根本
的なパフォーマンスの低下は、1.8.5 で解決されまし
た。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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reserve_disk_resource_fo
r_image_cache = False

ブール値 True に設定されている場合、libvirt ドライバーはイ
メージキャッシュに保存されているイメージ用に
DISK_GB リソースを予約します。
:oslo.config:option:DEFAULT.instances_path が
イメージキャッシュディレクトリーとは異なるディ
スクパーティションにある場合、ドライバーは
キャッシュ用のリソースを予約しません。

このようなディスクの予約は、
:oslo.config:option:update_resources_interval 秒
ごとに実行されるリソーストラッカーの定期的なタ
スクによって行われます。そのため、イメージが
キャッシュされても予約はすぐには更新されませ
ん。

関連するオプション:

:oslo.config:option:DEFAULT.instances_
path

:oslo.config:option:image_cache.subdire
ctory_name

:oslo.config:option:update_resources_in
terval

skip_cpu_compare_at_st
artup = False

ブール値 これにより、Compute サービスの起動時に CPU 比
較の呼び出しがスキップされ、libvirt がそれを処理で
きるようになります。

skip_cpu_compare_on_d
est = False

ブール値 これを有効にすると、宛先ホストでの CPU 比較がス
キップされます。QEMU >= 2.9 および libvirt >= 4.4.0
を使用する場合、libvirt は、ライブマイグレーション
中に宛先ホストの CPU 互換性をチェックすることに
ついて正しい動作を実行します。

skip_hypervisor_version_
check_on_lm = False

ブール値 これを有効にすると、ライブマイグレーション中に
ハイパーバイザーのバージョンチェックがスキップ
されます。

wait_for_vif_plugged_eve
nt_during_hard_reboot = 
[]

リスト値 libvirt virt ドライバーは、再起動されるインスタンス
のすべての vif を破棄してから再度接続することによ
り、電源オンとハード再起動を実装します。デフォ
ルトでは、nova はインスタンスを実行する前に
neutron からの network-vif-plugged イベントを待機
しません。これにより、neutron バックエンドが vif
プラグの後でネットワークバックエンドをセット
アップする前に、インスタンスが DHCP 経由で IP を
要求する可能性があります。

このフラグは、ハードリブート時に nova がどの vif

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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から network-vif-plugged イベントを期待するかを定
義します。可能な値は、neutron ポートの vnic タイ
プです。

normal

direct

macvtap

baremetal

direct-physical

virtio-forwarder

smart-nic

vdpa

accelerator-direct

accelerator-direct-physical

この設定に vnic_type を追加すると、Nova はイン
スタンスの一時停止を解除する前に、特定の 
vnic_type を持つインスタンスの各 vif の network-
vif-plugged イベントを待機するようになります。

すべての neutron ネットワークバックエンドがプラ
グタイムイベントを送信するわけではないことに注
意してください。特定の vnic_type については、こ
の設定はデフォルトで空です。

ml2/ovs および networking-odl バックエンド
は、normal vnic_type を持つポートのプラグ時間
イベントを送信することが知られているため、計算
ホストでこれらのバックエンドのみを使用している
場合は、この設定に normal を追加しても安全で
す。

neutron in-tree SRIOV バックエンドは、direct
vnic_type のポートのプラグ時間中に network-vif-
plugged イベントを確実に送信せず、プラグ時間中
に direct-physical vnic_type のポートに対してその
イベントを送信しません。他の vnic_type とバック
エンドのペアについては、バックエンドの開発者に
相談してください。

関連するオプション:

:oslo.config:option:DEFAULT.vif_pluggin
g_timeout

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.56. wsgi

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [wsgi] グループで使用できるオプションの概要をまとめ
たものです。
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表9.55 wsgi

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

api_paste_config = api-
paste.ini

文字列値 このオプションは、nova-api の paste.deploy 設定の
ファイル名を表します。

値:

paste.deploy 設定のファイル名を表す文字
列。

client_socket_timeout = 
900

整数値 このオプションは、クライアント接続のソケット操
作のタイムアウトを指定します。受信接続がこの秒
数の間アイドル状態であると、閉じられます。これ
は、ソケット接続での個々の読み取り/書き込みのタ
イムアウトを示します。永久に待機するには、0 に
設定します。

default_pool_size = 1000 整数値 このオプションは、wsgi が使用する greenthreads の
プールのサイズを指定します。このオプションを使
用して、同時接続数を制限することができます。

keep_alive = True ブール値 このオプションを使用すると、単一の要求/応答ペア
ごとに新しい接続を開くのではなく、同じ TCP 接続
を使用して複数の HTTP 要求/応答を送受信できま
す。HTTP キープアライブは、HTTP 接続の再利用を
示します。

値:

True : HTTP 接続を再利用します。

False: クライアントのソケット接続を明示
的に閉じます。

関連するオプション:

tcp_keepidle

max_header_line = 16384 整数値 このオプションは、許可されるメッセージヘッダー
の行の最大サイズを指定します。大規模なトークン
(通常は、大規模なサービスカタログで Keystone v3
API で生成されたもの) を使用する場合に
max_header_line を増やす必要がある場合がありま
す。

TCP はストリームベースのプロトコルであるため、
接続を再利用するために、HTTP は前の応答の終わ
りと次の応答の始まりを示す方法を持たなければな
りません。したがって、keep_alive の場合、すべて
のメッセージは自己定義のメッセージ長を持つ必要
があります。
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secure_proxy_ssl_header 
= None

文字列値 このオプションは、SSL 終了プロキシーによって削
除された場合でも、元の要求のプロトコルスキーム
を決定するために使用される HTTP ヘッダーを指定
します。

値:

なし (デフォルト): リクエストスキームは
HTTP ヘッダーの影響を受けません。

HTTP_X_FORWARDED_PROTO など
の有効な HTTP ヘッダー

警告

よくわからない場合は、設定
しないでください。

これを設定する前に、次のすべてが当てはまること
を確認してください (上記の例の値を想定)。

API はプロキシーの背後にあります。

プロキシーは、すべての受信リクエストか
ら X-Forwarded-Proto ヘッダーを削除しま
す。つまり、エンドユーザーがそのヘッ
ダーをリクエストに含めると、プロキシー
はそれを破棄します。

プロキシーは X-Forwarded-Proto ヘッダー
を設定し、それを API に送信しますが、
元々 HTTPS 経由で受信したリクエストに対
してのみ行います。

これらのいずれかが当てはまらない場合は、この設
定を なしのままにしておく必要があります。

ssl_ca_file = None 文字列値 このオプションを使用すると、接続しているクライ
アントを検証するために使用する必要のある CA 証
明書ファイルへのパスを設定できます。

値:

CA 証明書ファイルへのパスを表す文字列。

関連するオプション:

enabled_ssl_apis

設定オプション = デフォルト
値

型 説明


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ssl_cert_file = None 文字列値 このオプションを使用すると、API サーバーの SSL
証明書へのパスを設定できます。

値:

SSL 証明書へのパスを表す文字列。

関連するオプション:

enabled_ssl_apis

ssl_key_file = None 文字列値 このオプションは、SSL が有効な場合に、API サー
バーの SSL 秘密鍵が保管されているファイルへのパ
スを指定します。

値:

SSL 秘密鍵へのパスを表す文字列。

関連するオプション:

enabled_ssl_apis

tcp_keepidle = 600 整数値 このオプションは、各サーバーソケットの
TCP_KEEPIDLE の値を秒単位で設定します。接続を
アクティブにしておく時間の長さを指定します。
TCP は、接続をアクティブに保つことを要求するア
プリケーションに対して KEEPALIVE 送信を生成しま
す。OS X では対応していません。

関連するオプション:

keep_alive

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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wsgi_log_format = %
(client_ip)s "%
(request_line)s" status: %
(status_code)s len: %
(body_length)s time: %
(wall_seconds).7f

文字列値 これは、ログ行を生成するためのテンプレートとし
て使用される Python 形式の文字列を表します。
client_ip、date_time、request_line、status_code、
body_length、wall_seconds などの値をこれにフォー
マットすることができます。

このオプションは、eventlet の下で nova-api を実行
するときに、カスタムリクエストログラインを作成
するために使用されます。uwsgi または apache で使
用した場合、このオプションは効果がありません。

値:

%(client_ip)s "%(request_line)s" status: %
(status_code)s ' 'len: %(body_length)s
time: %(wall_seconds).7f (デフォルト)

特定の値で形成された任意のフォーマット
された文字列。

非推奨となったバージョン: 16.0.0

理由: このオプションは、eventlet の下で nova-api を
実行している場合にのみ機能し、非常に eventlet 固
有の情報をエンコードします。Pike 以降では、nova-
api を実行するための推奨モデルは uwsgi または
apache mod_wsgi の下にあります。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

9.1.57. zvm

以下の表は、/etc/nova/nova.conf ファイルの [zvm] グループで使用できるオプションの概要をまとめ
たものです。

表9.56 zvm

設定オプション = デフォルト
値

型 説明

ca_file = None 文字列値 TLS が有効になっている httpd サーバーで検証され
る CA 証明書ファイル

文字列。使用する CA バンドルへのパスである必要
があります。

cloud_connector_url = 
None

URI 値 z/VM Cloud Connector との通信に使用される URL。
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image_tmp_path = 
$state_path/images

文字列値 イメージが保存されるパス (スナップショット、デプ
ロイなど)。

デプロイに使用されるイメージと、スナップショッ
トによってキャプチャーされたイメージは、コン
ピュートホストのローカルディスクに保存する必要
があります。この設定は、ディレクトリーの場所を
識別します。

可能な値: コンピューティングサービスを実行してい
るホスト上のファイルシステムパス。

reachable_timeout = 300 整数値 インスタンスの起動を待機するタイムアウト (秒)。

z/VM ドライバーは、インスタンスとクラウドコネク
ター間の通信に依存しています。インスタンスが作
成された後、すべてのネットワーク情報がユーザー
ディレクトリーに書き込まれるまで待機する十分な
時間が必要です。ドライバーは、タイムアウト値を
使用してインスタンスのネットワークステータスを
再確認し続けます。ネットワークの設定に失敗した
場合、ドライバーはインスタンスの起動に失敗した
ことをユーザーに通知し、インスタンスを ERROR
状態にします。その後、基盤となる z/VM ゲストが
削除されます。

可能な値: 任意の正の整数。300 秒 (5 分) 以上にする
ことを推奨しますが、インスタンスとシステムの負
荷によって異なります。デバッグには値 0 が使用さ
れます。この場合、インスタンスが ERROR 状態で
マークされても、基礎となる z/VM ゲストは削除さ
れません。

設定オプション = デフォルト
値

型 説明
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